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2021年度 学年暦
前　期 後　期

2021年 各種ガイダンス（詳細は掲示にて通知）

４月 1日 (木) 前期授業開始（４年）

5日 (月) 入学式

6日 (火) 前期授業開始（２，３，５，６年）

12日 (月) 前期授業開始（１年）

６月 9日 (水) 学生大会（午後休講）

19日 (土) 課題研究（卒論）発表会

26日 (土) 課題研究（卒論）発表会

７月 3日 (土) 課題研究（卒論）発表会

15日 (木) 前期授業終了

16日 (金) 前期授業予備日

19日

｜　
30日

(月)

｜
(金)

⎫
⎬
⎭

１～４年　前期試験

（予備日：7月24日(土)、31日（土）

　　　　　　　　　　8月2日(月))

31日 (土) 課題研究（卒論）発表会

8月 2日 (月) 課題研究（卒論）発表会

8月 4日
｜　

9月15日

(水)
｜

(水)

⎫⎬⎭
夏期休暇

８月 下旬

30日 (月)

前期試験成績発表（1～6年生）

９月 ｜　
｜　
8日

｜　
｜　

(水)

１～４年　前期　追・再試験

（予備日：4日(土)、11日(土))

９月 16日 (木) 後期授業開始

10月 中旬 成績配付

29日 (金)

11月 ｜　｜　

｜｜ 東薬祭（準備・片付け日含む）（休講）

1日 (月)

6日 (土) 創立記念日

10日 (水) 学生大会（午後休講）

12月 上旬 ４年　薬学共用試験（CBT）

下旬 ４年　薬学共用試験（OSCE）

24日 (金) 年内授業終了

12月25日 (土) ⎫
⎬
⎭

冬期休暇｜　 ｜
2022年 1月 7日 (金)

2022年 11日 (火) 授業再開

１月 13日 (木) 後期授業終了

14,17日 (金・月) 後期授業予備日

18日 (火) １～３年　後期試験

｜　
28日

｜　
(金)

（予備日：1月22日(土)、31日(月))

２月 中旬 １～３年　後期試験成績発表

22日 (火) １～３年　後期　追・再試験

３月 ｜　
4日

｜　
(金)

（予備日：5日(土)、7日(月))

中旬 学位記授与式

下旬 進級発表、成績配付

各種ガイダンス（詳細は掲示にて通知）

曜日別授業コマ数
1年 月 火 水 木 金

前期 13 13 13（午前）
12※（午後）

13 13

後期 12+1 14 14（午前）
13（午後）

14 14

通年
(合計） 26 27 27（午前）

26（午後）
27 27

※1年生（前期）水曜午後は、別途、1コマ分実施する。

2・3年 月 火 水 木 金

前期 13 14 14（午前）
13（午後）

14 14

後期 12+1 14 14（午前）
13（午後）

14 14

通年
(合計） 26 28 28（午前）

26（午後）
28 28

※4～6年は時間割を参照すること

（※大学設置基準：１単位15時間（薬学部では13回）は必ず行わなければならない。）

５年 期　間 実務実習
第1ターム ２月22日（月）～５月９日（日） 第Ⅰ期
第2ターム ５月10日（月）～５月21日（金）
第3ターム ５月24日（月）～８月８日（日） 第Ⅱ期
第4ターム ８月23日（月）～11月７日（日） 第Ⅲ期
第5ターム 11月８日（月）～11月19日（金）
第6ターム 11月22日（月）～２月13日（日） 第Ⅳ期
第7ターム ２月14日（月）～３月18日（金） ※上記は変更する場合もある

⎫

⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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2021年度 薬学部アカデミックカレンダー

４月
日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3
４ ５

入学式 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

６月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

５月
日 月 火 水 木 金 土

1
２ ３ ４ ５ 6 7 8
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

９月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
５ 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

８月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 1

予備日

6 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

２月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

３月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

１月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
９ 10 11 12 1

月曜日

3 1
予備日

4 15
16 1

予備日

7 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

※１年次科目は４月12日から通常授業開始
　　（○印：1年生各種ガイダンス等）
※４年次科目は４月1日から授業開始
※2・3・５・6年次科目は４月６日から授業開始
※選択科目の授業開始日は下表参照

※7月24、 31日は試験予備日とする ※９月４日、11日は追再試験予備日とする
※９月９日、10日はCBT体験受験（4年）を予定

※６月９日午後は学生大会のため休講とする

※２月２日、６日は本学入学試験のため登校禁止 ※３月５日、７日は追再試験予備日とする。
※３月９日は本学入学試験のため登校禁止

※11月６日　創立記念日
※11月10日午後は学生大会のため休講とする
※11月20日、27日は本学入学試験のため登校禁止

※12月１日、２日はCBT（4年）を予定
※12月18日、19日はOSCE（4年）を予定

学部：前期：4/1－9/15	 後期：9/16－3/31

大学院：前期：4/1－9/30	 後期：10/1－3/31

授業日　　 午後休講　　 試験日　　 試験予備日　　 登校禁止日

前期：1～4年生 科目　後期：1～3年生 科目
⑴ 月曜日授業：１月13日（木）
⑵ 授業予備日：７月16日（金）、１月14日（金）、１月17日（月）

前期の選択科目について
※ 1年次は4月12日（月） 開始
※ 2年次は4月14日（水） 開始
　（1·2年次 水曜午後は12コマとなる為、別途、1コマ分実施する）
※ 3·4·6年次は4月7日（水） 開始
※ 5年次は5月10日（月） 開始

※上記は変更する場合もある

※ 5月の火・木・金の午後、 １年次は早期臨床体験

※８月２日は試験予備日とする
※８月26日は前期試験成績発表予定（１～６年生）

※10月23日は本学入学試験のため登校禁止
※東薬祭 準備～片付け（10月29日～11月1日）

※1月15日、16日は大学入学共通テスト試験のため登校禁止
※1月30日は本学入学試験のため登校禁止
※1月22日、31日は試験予備日とする

〈参考〉
◆ 4/ 5　入学式  ◆10/29～11/1　東薬祭関連（10/29準備、11/1片付）
◆ 6/ 9　学生大会（午後休講） ◆11/ 6　創立記念日
◆10/ 9　体育祭 ◆11/10　学生大会（午後休講）
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東京薬科大学の理念

【建学の精神】
「花咲け、薬学・生命科学」

【大学の理念】
　ヒューマニズムの精神に基づいて、視野の広い、心豊かな人材を育成し、薬学並びに生命
科学の領域にて、人類の福祉と世界の平和に貢献します。

【基本方針】
一、 学生中心のより良い教育環境を提供し、学生の学ぶ権利を尊重します。
一、  倫理の高揚を踏まえつつ、学問に裏付けられた質の高い教育を目指し、薬学並びに生

命科学の分野で意欲的かつ高い能力のある人材を育成します。
一、  地域及び職域の教育機関として医療機関及び研究機関との連携を密にして、地域及び

職域に貢献できる学校経営に努めます。
一、  教職員一人ひとりが常に研鑚し、自らの成長と学生の学ぶ姿に喜びを感じる大学を創

ります。

【建学の精神の解説】
　1880（明治13）年、藤田正方（文部省属官旧丸岡藩士）により本学の前身である東京

薬舗学校が本所区亀沢町（現墨田区）に創立されました。その後1886（明治19）年に、

大河寛之助らによって神田区美土代町（現千代田区）に薬学講習所（もう一つの本学の前

身）が創立されました。1888（明治21）年に東京薬学校（1883（明治16）年に東京

薬舗学校から改称）と薬学講習所が合併して私立薬学校が設立され、下山順一郎が初代校長

に就任しました。下山順一郎校長が、明治20年代に西洋薬学を習得するためドイツに留学

した際に、かの地の大学長から日本において西洋薬学が根付き、大きく開花することを期待

され「Flore Pharmacia !」（花咲け薬学）というラテン語の句が贈られました。

　本学はこの句をシンボルとして、「病からの解放を願う素朴なヒューマニストたれ!」、「優

れた薬の開発にむけて、われわれの努力の花を咲かせよう!」という共通理念のもと、教

育・研究に取り組み、わが国の薬学の発展に大きく貢献するとともに、国内最大規模を誇る

薬科大学となりました。

　1994（平成6）年、日本で初めての生命科学部の創設にともない、建学の精神を「花咲

け、薬学・生命科学」としました。



7

東京薬科大学の三つの方針

東京薬科大学の卒業認定・学位（学士）授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　東京薬科大学では、人類と生命を慈しむ心と学問に裏付けられた質の高い教育を目指し、視
野の広い、心豊かな、薬学並びに生命科学の分野で意欲的かつ高い能力のある人材を育成し 
ます。
　東京薬科大学は、各学部各学科で定めた所定の単位を修得し、所定の能力を備えた学生の卒
業を認定し、学位（学士）を授与します。

東京薬科大学の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　視野の広い、心豊かな、薬学並びに生命科学の分野で意欲的かつ高い能力のある人材を育成
するためには、自然科学はもちろんのこと、人文科学、社会科学、情報科学などすべての学問
を総合した学際的な取り組みが必要です。それらを体系的に修得することで、豊かな人間性と
高い使命感や倫理観、薬学や生命科学における基礎知識と技能、態度を習得し、さらに将来に
わたって自己教育できる人材を育成します。

東京薬科大学の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
　東京薬科大学では、薬学や生命科学の分野における充分な知識と技能、態度を持ち、人類の
福祉と健康に貢献できる豊かな人間性と広い視野を持つ人材を育成するために、以下の能力を
持つ学生を求めます。

東京薬科大学が求める学生像
1） 入学後の修学に必要な基礎学力を持っており、高い勉学意欲がある。
2） 高い倫理観を持っている。
3） 相互理解のための表現力・コミュニケーション能力に優れている。
4） 自分の考え、意見や行動に責任をもてる。
5） 人類社会に貢献したいという強い意志を持っている。
6） 健康で豊かな人間性を養うために、自己教育に取り組む意欲を持っている。
7） 社会・地域活動、環境保全活動さらには文化・芸術・スポーツ活動に積極的に参加する意

欲を持っている。
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薬学部の教育研究上の目的
　薬学部は、医療を担う薬学人に相応しい充分な知識と技術、及び人類の福祉に貢献できる豊
かな人間性と広い視野を持つ人材の育成を目的とする。

三つの方針（薬学部）
薬学部の基本理念・目標
　人類と生命を慈しむ心と以下にあげる医療を担う薬学人にふさわしい充分な知識、技能及び
態度を持ち、人類の福祉と健康に貢献できる豊かな人間性と広い視野を持つ人材の育成を基本
理念・目標としています。

薬学部の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：学士（薬学）
　薬学部は、医療を担う薬学人にふさわしい人材として、以下の能力を備え、所定の単位を修
得した学生には卒業を認定し、学位（学士（薬学））を授与します。

1） 豊かな人間性と生命の尊厳についての基本的な教養を身につけている。
2） 医療の担い手として、人の命と健康な生活を守る使命感、責任感及び倫理観を身につけて

いる。
3） 薬剤師に必要な任務と法令を理解し、専門分野の基礎的な知識・技能・態度と実践的能力

を修得している。
4） 地域医療、チーム医療等の現場で患者や他の医療従事者と良好なコミュニケーションをと

り、チームの一員としての役割を果たすことができる。
5） 薬学・医療の進歩と改善に資するための研究的思考、問題発見・解決能力を身につけている。
6） 生涯自己研鑽を続けるために必要な情報の活用力とともに、次世代への指導能力を持って

いる。

学科別の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　薬学部では、4年次に学生の志望による卒論教室の配属と、それに伴う医療薬学科、医療薬
物薬学科、あるいは医療衛生薬学科への分科を実施します。薬学部全体の方針に加えて、各学
科において以下の能力を備え、所定の単位を修得した学生には卒業を認定し、学位（学士（薬
学））を授与します。

医療薬学科： 
　癌化学療法、抗菌薬療法、糖尿病薬物療法など、疾患に特化した臨床薬学の知識を活かした
薬物療法の中心的担い手となる薬剤師としての素養を身につけている。
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医療薬物薬学科：
　創薬を取り巻く科学と技術の進展に合わせ、疾病の予防、診断、治療のために必須である薬
の創製に関連する社会的ニーズを察知し、それらに応じられる薬剤師としての素養を身につけ
ている。

医療衛生薬学科： 
　人々の健康維持・増進に関わる医療、保健、衛生、行政、食品、香粧品、セルフメディケー
ション等の社会的ニーズに応じられる薬剤師としての素養を身につけている。
　

薬学部の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　薬学部の教育課程は、薬学教育モデル・コアカリキュラムを基本として必修科目、選択科目、
自由科目の3つの柱から成り立ち、各分野の科目は年次進行とともに基礎的内容から発展的・
応用的内容に展開するように体系的に配置されています。科目ごとに到達目標と評価基準を定
め、客観試験、口頭試験、レポート、シミュレーションテストなど様々な方法を用いて学修成
果を多面的に評価します。
　薬学部では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成する
ために、以下の方針に従い教育課程を編成しています。

1） 入学早期から薬学の基礎知識を身につけ、大学での学びへスムーズに移行できるように基
礎科目・入門科目を配置します。

2） 医療の担い手としての基本的教養（使命感、責任感、倫理観）やコミュニケーション技能
を身につけるために、一般教養科目（必修・選択）、外国語科目（必修・選択）を配置し
ます。

3） 豊かな人間性と倫理観を有する医療人を養成するために、講義、演習、小グループ討議、
PBL、実習、課題研究などの様々な方略を用い、医療の担い手として求められる知識、
技能、態度の修得を図ります。

4） 薬学の基盤となる「人間と薬学」、「物理系薬学」、「化学系薬学」、「生薬系薬学」、「生物系薬
学」、「健康と環境」、「医薬品をつくる」、「薬と疾病」、各系の科目において、薬剤師に必要
な専門分野の基本的な知識・技能の修得を図ります。

5） 薬学臨床に関連する科目や臨床実習において、薬物療法、地域医療、チーム医療等を実践
するための基本的な能力の修得を図ります。

6） 高度な医療（臨床）薬学から医薬品開発に関連する科目や課題研究において、薬学・医療
の進歩と改善に資するための研究的思考、問題発見・解決能力、倫理観の育成を図ります。

7） 臨床実習や課題研究において、生涯にわたり自己研鑽を続けるための情報収集能力及び次
世代を育成する意欲と態度の修得を図ります。
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学科別の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　薬学部では、4年次に学生の希望に応じた卒論教室の配属とそれにともなう医療薬学科、医
療薬物薬学科あるいは医療衛生薬学科への分科を実施します。以下の方針に従いそれぞれの学
科において特色のある科目を開設し、専門性の高い薬剤師の養成を目指します。

医療薬学科：医療チームの一員としての高度な薬剤師の養成
 　臨床医や専門薬剤師、製薬企業などの外来講師も加え、医療現場や医薬品の臨床開発に関

する科目を履修し、医療現場で求められる高度な知識と技能、患者さんや医療チームメンバ
ーに対する適切な態度の修得を図ります。

医療薬物薬学科：疾病の予防、診断、治療のために必須の創薬研究に挑戦できる薬剤師の育成
 　有機化学、分析化学、生化学、薬理学、薬剤学などの分野の最先端の研究と創薬の関係に

関しての科目ならびに薬の創製に関連する専門領域の科目を履修し、創薬研究に挑戦できる
能力の修得を図ります。

医療衛生薬学科：健康・環境科学、老年期医療、再生医療、予防医療などに関して卓越した知
識・技能・態度を身に付けた薬剤師の育成

 　医療、保健、衛生、行政、食品、香粧品、セルフメディケーションに関わる科目を履修し、
高齢化や慢性・難治性疾患、疾病の予防に関する知識、技能、態度の修得を図ります。

薬学部の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
　薬学部では、人類と生命を慈しむ心と医療を担う薬学人にふさわしい充分な知識と態度を持
ち、人類の福祉と健康に貢献できる豊かな人間性と広い視野を持つ人材を育成するために、以
下の能力を持つ学生を求めています。

薬学部が求める学生像
1） 入学後の修学に必要な基礎学力を持っている。
2） 相互理解のための基本的表現力を有している。
3） 自分の考え、意見や行動に責任をもてる。
4） 医療を担う薬学人として、人類の福祉と健康に貢献したいという強い意志がある。
5） 健康で豊かな人間性と倫理観を養うために、自己啓発・自己学修・自己の健康増進に積極

的かつ継続的に取り組む意欲を持っている。
6） 社会・地域活動、環境保全活動さらには文化・芸術・スポーツ活動に積極的に参加する意

欲を持っている。
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薬学部のカリキュラム
１）本学のカリキュラムの特徴
　 　カリキュラムポリシーに基づく薬学部カリキュラムの特徴は、基礎薬学と臨床薬学の統合、豊富

な実習プログラム、卒論研究の充実の３つです。低学年では、基礎薬学を中心に、薬に関わるサイ
エンス（自然科学）を体系的に学びます。同時に、医療コミュニケーション、医療倫理、薬学を取
り巻く社会、薬剤師の態度についても学修します。並行して多様な薬学の実習を行い、実験による
技能の強化、実習試験による知識の深化、実習レポートによるまとめる力の向上を通して、科学的
に実証する力を身につけます。高学年では、これらの知識・技能・態度を、学内での事前実務実習
や病院と薬局における実務実習を通じて統合し、医療に応用して臨床薬学を修得します。更に、修
士課程レベルを目指した卒論研究を通じて、問題を提起する力と問題解決能力を磨き、高度な専門
性を身につけます。学修成果として「薬剤師に求められる10の資質」を持ち、「薬を創る薬剤師」、

「薬を使い育てる薬剤師」として、社会で活躍できるように独自の工夫をしています。

２）本学独自の科目
　 　薬学部では薬学教育モデル・コアカリキュラムに掲載されていない本学独自の内容を含む科目を
「本学独自の科目」としています。

　 　全ての選択科目・自由科目は本学独自の科目として実施しており、必修科目については一部の科
目で実施しています。

　　本学独自の科目には、薬学部カリキュラムマップ（P.14）において印を付しています。
　　なお、本学独自の科目の例としては以下の科目があります。
　 　人間と薬学Ⅰ（1年）は、広い視野から薬学を考える力を養い、共感的な態度、能動的な学習態

度を身につけるための科目で、薬学関連講義、早期臨床体験（全員が病院と薬局を訪問・体験）、
倫理学講義の三本立てです。本学独自のポートフォリオ型テキストを用い、アドバイザー制度を活
用して各アドバイザーのもとでグループ討論（配属生4～5人）を行い、早期臨床体験に向けて準
備し、体験後は総括します。

　 　ゼミナールⅠ～Ⅲ（1～2年）は、本学独自の少人数クラス単位の選択科目で、自分の興味に基
づき、自主的にテーマを選択します。演習、グループ討論、プレゼンテーションなどの能動的な学
習方法を実践し、優れた医療人となるための技能と態度を醸成します。

３）実務家教員による授業
　 　実務家教員とは、病院又は薬局においておおむね5年以上勤務した実務経験のある教員を指し、

臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とした教育を行っています。なお、実務家教員
は薬学部教員一覧（P.50）に、実務家教員が担当する科目は薬学部カリキュラムマップ（P.14）
及び該当の科目ページに印もしくは実務家教員担当科目と記載しています。

【補足】薬学部カリキュラムマップの見方
　 　薬学部カリキュラムマップ（P.14）の左の縦軸は科目の区分、横軸は学年を示しています。縦

軸にあるように、本学の科目は必修科目、選択科目、自由科目の３つからなります。必修科目は全
て履修する必要のある科目で、薬学教育モデルコアカリキュラムを基盤として、薬学を体系的に修
得するための科目を配置しています。選択科目は区分毎に規定数以上を選択履修する必要のある科
目で、低学年では上記のゼミナールに加え、一般教養科目や外国語科目、高学年では数々の専門科
目を開講しています。自由科目は、卒業に必要な単位には含まれませんが、薬学を学ぶ上で必要な
基礎知識や社会に対応しうる能力の育成を目的とするもので、自由に履修できる科目です（詳細は
履修要項参照）。
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ラーニングマップ（卒業までの道のり）

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次 5 年 次 6 年 次授 業 形 態

講義受講

INPUT

演習・実習

OUTPUT

選択講義
教養

SGD
PBL

教育ステップ

薬
学
共
用
試
験（
C
B
T
・
O
S
C
E
）

総
合
演
習（
１
〜
４
年
科
目
総
復
習
）

課題研究

分科・卒論配属

薬 学 基 礎

基 礎 系 実 習

ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育

薬 学 専 門
薬
学
臨
床

薬 学 基 礎 教 育 薬 学 専 門 教 育 薬 学 臨 床 教 育

実務・実践教育

総 合 教 育

一般教養科目

外 国 語 科 目

ゼ ミ ナ ー ル

選択専門科目Ⅰ 選 択 専 門 科 目 Ⅱ

生物系・化学系・物理系
医療系・創薬系・衛生系

学科別特論・演習

事前実務実習・学習

実 務 実 習
（病院、薬局）

総合薬学演習

総
合

薬
学

演
習

試
験

学

位
記

授
与

薬
剤

師
国

家
試

験
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区　分 1　年　次 2　年　次 3　年　次 4　年　次 5　年　次 6　年　次

薬剤師として求められる
基本的な10の資質

【ディプロマポリシー（P.10）
との関連】

（薬学教育モデル・コアカリ
キュラム 項目Ⓐ～Ⓖとの関連）

①薬剤師としての心構え
【１・２・３・４・５・６】
（ Ⓐ・ Ⓑ・ Ⓓ・ Ⓕ・ Ⓖ ）

②患者・生活者本位の視点
【３・４】
（Ⓑ・Ⓓ）

③コミュニケーション能力
【１・２・４】
（Ⓐ）

④チーム医療への参画
【１・２・４】
（Ⓐ・Ⓔ・Ⓕ）

⑤基礎的な科学力
【１・３・５・６】
（Ⓒ・Ⓓ・Ⓔ・Ⓖ）

⑥薬物療法における実践的能力
【３・４・５】
（Ⓕ）

⑦地域の保健・医療における
実践的能力

【３・４】
（Ⓑ・Ⓓ）

⑧研究能力
【５・６】
（Ⓖ）

⑨自己研鑽
【５・６】
（Ⓖ）

⑩教育能力
【５・６】
（Ⓖ）

必

修

科

目

一般教養
⃝数学 I ※1

⃝基礎情報学※1

⃝基礎情報学演習 I ※1
⃝基礎統計学※1 Ⓐ

基
本
事
項外国語 ⃝英語（講読）  I ・ II ※1

⃝英語（コミュニケーション） I ・ II ※1 ⃝薬学英語入門  I ・ II ※1 ⃝実用薬学英語※1 　⃝科別英語特論 I ※1 ⃝科別英語特論  II ※1

人間と
薬学 ⃝人間と薬学  I ・ II ※1·2 ⃝医療コミュニケーション

⃝社会と薬学
⃝薬事関連法規と制度 I
⃝医療倫理学 　⃝薬事関連法規と制度 II

Ⓑ
薬
学
と
社
会

物理系
薬学

⃝物理学※1         　⃝物理化学 I
⃝化学平衡論※1　　⃝分析化学※1

⃝無機化学※1　　　⃝放射化学

⃝物理化学  II ・ III
⃝臨床分析化学※1

⃝機器分析化学

Ⓒ
薬
学
基
礎

化学系
薬学

⃝基礎化学※1

⃝一般化学※1

⃝有機化学  I

⃝有機化学  II
⃝有機化学  III ※1

⃝有機化学  IV ※1

⃝生体分子の化学

生薬系
薬学

⃝植物薬品学※1

⃝生薬学※1 ⃝漢方薬物学  I ※1  

生物系
薬学

⃝機能形態学  I・II
⃝細胞生物学
⃝生化学  I
⃝生物学※1

⃝機能形態学  III
⃝生化学  II ・ III ※1

⃝微生物学※1

⃝病原微生物学※1

⃝免疫学

⃝バイオ医薬品
⃝感染制御学
⃝臨床免疫学

健康と
環境

⃝健康保持と疾病予防
⃝生活環境と健康
⃝栄養と食品機能

⃝化学物質と生体影響
⃝食品の安全性と管理
⃝化学物質の毒性と安全性

Ⓓ
衛
生
薬
学

医薬品を
つくる ⃝物理薬剤学

⃝製剤設計学
⃝生物薬剤学
⃝薬物送達学
⃝個別化医療 I

　⃝薬物動態学
Ⓔ
医
療
薬
学

薬と疾病 ⃝薬と疾病入門※1
⃝薬理学  I ・ II
⃝疾病と薬物治療  I ※2

⃝疾病と薬物治療  II

⃝薬理学  III ・ IV
⃝疾病と薬物治療  III ・ IV
⃝疾病と薬物治療  V ・ VI ・ VII ※2

⃝医薬情報 I ・ II ※2

　⃝疾病と薬物治療 VIII ※2

　⃝臨床推論 I※1・2

　⃝医薬情報演習※2

薬学臨床
Ⓕ
薬
学
臨
床

実習 ⃝生物系実習  I ※1

⃝化学系実習  I ※1

⃝化学系実習  II ※1

⃝物理系実習  I ・ II ※1

⃝生物系実習  II ※1

⃝化学系実習  III ※1

⃝生物系実習  III
⃝健康・環境実習
⃝創薬系実習※1

⃝医療系実習  I ・ II ※1

Ⓖ
薬
学
研
究

薬学演習
特論  ⃝科別特論 I ※1・2，演習 I ※1・2 ⃝科別特論 II ※1，演習 II ※2 ⃝薬学アップトゥデイト

選
択
科
目
※
１
・
３

ゼミナール ⃝ゼミナール  I ⃝ゼミナール  II ・ III

一般教養
⃝地球環境概論
⃝障がい論
⃝社会学
⃝現代経済論

⃝健康スポーツ
⃝数学  II
⃝倫理学
⃝哲学概論

⃝美術・デザイン
⃝文章表現
⃝法学
⃝基礎情報学演習  II

⃝計算科学
⃝基礎栄養学
⃝ヘルスプロモーション概論
⃝数学を巡る世界

⃝薬学のあゆみ
⃝病気とくすり※2

外国語 ⃝英語検定  I ・ II ⃝ドイツ語  I ・ II ⃝フランス語  I ・ II
⃝英会話  I ・ II ⃝中国語  I ・ II

専門Ⅰ

⃝構造有機化学 ⃝薬剤経済学
⃝反応有機化学 ⃝地域保健薬学概論※2

⃝細胞工学 ⃝漢方薬物学  II
⃝代謝生化学 ⃝スキンケア入門
⃝香粧品化学 ⃝臨床薬学概論※2

⃝アドバンス有機化学 ⃝実践有機化学

⃝中医学概論※2 
⃝病理組織学
⃝臨床医学概論※2

⃝臨床栄養学
⃝応用薬物学
⃝多変量解析※2

専門Ⅱ

⃝医薬情報特論※2 ⃝マーケティング
⃝医療経済学特論 ⃝プライマリケア I
⃝レギュラトリーサイエンス ⃝プライマリケア II※2

⃝有機薬理化学特論 ⃝専門薬剤師特論 I※2

⃝専門薬剤師総論※2 ⃝生殖医療特論

⃝医薬品開発特論 ⃝臨床推論  II ※2

⃝臨床薬理学特論※2 ⃝薬局経営管理学※2

⃝病態生理学特論 ⃝薬局業務外論※2

⃝プライマリケア III ※2 
⃝専門薬剤師特論  II ※2 

自
由
科
目
※
１

講義
演習

⃝基礎分析化学集中講義  ⃝基礎物理学集中講義
⃝基礎生物学集中講義　 ⃝化学入門演習
⃝化学系基礎演習
⃝アドバンスゼミナールⅠ

⃝TOEIC 対策講座  I ・ II
⃝アドバンスゼミナールⅡ

⃝TOEIC 対策講座  III ・ IV
⃝アドバンスゼミナールⅢ

⃝アドバンスゼミナールⅣ ⃝アドバンスゼミナールⅤ

※1：本学独自の科目、あるいは本学独自の内容を含む科目（P.11）
※2：実務家教員担当科目（P.11）
※3：2021年度開講科目

⃝インターンシップ

総
合
薬
学
演
習 

Ⅱ

薬
学
共
用
試
験
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）

総
合
演
習
　
Ⅰ
　
　
　
　
　
総
合
演
習
　
Ⅱ

総
合
薬
学
演
習 
Ⅰ

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ
※
２
　
　
　
　
　
実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
※
２

実
務
実
習
※
２
（
病
院
・
薬
局
）

課
題
研
究

⃝調剤学※2

⃝医薬品安全性評価学※2

⃝病態栄養管理学※2

⃝個別化医療Ⅱ※2

⃝薬局・病院薬学※2

⃝一般用医薬品学※2

⃝実務実習事前実習※2 ⃝医療プロフェッショナリズム

薬学教育モデル・コアカリキュラム
［ 項目 Ⓐ～Ⓖ ］

⃝課題研究

卒
論
配
属
・
分
科
（
医
療
薬
学
科
・
医
療
薬
物
薬
学
科
・
医
療
衛
生
薬
学
科
）

（4 ～ 6 年）

薬学部カリキュラムマップ
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教育プログラム全体としての到達目標の設定
　 　本学薬学部では、卒業時までに身に付ける基本的資質を見据えた教育プログラム全体の具体的な

指標を提示し、各科目が具体的に設定した指標のもとに評価されていることを学生に示し、教員間
でも共有しています。

１）薬学部の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：学士（薬学）（P. ８）

２）ディプロマポリシーを基盤とした卒業コンピテンスとコンピテンシーの設定
　 　教育のアウトカムが卒業時に達成されているかを評価する必要があるため、卒業までの過程でこ

れらを評価可能にする卒業に必要な能力（卒業コンピテンス）と具体的な能力（コンピテンシー）
を体系的に設定しました。

【卒業コンピテンス】（卒業に必要な能力）
1.生命・医療倫理 （ディプロマポリシー1・2 に関連）
2.コミュニケーションとチーム医療 （ディプロマポリシー1・2・4 に関連）
3.薬学及びその関連領域の知識 （ディプロマポリシー1・3 に関連）
4.薬物治療における専門的実践能力  （ディプロマポリシー3・4・5 に関連）
5.社会貢献 （ディプロマポリシー3・4 に関連）
6.薬学・医療領域における科学的探求能力 （ディプロマポリシー5・6 に関連）

【卒業コンピテンシー】（各卒業コンピテンスの達成度を評価する具体的能力）
1.生命・医療倫理

薬剤師として患者・患者家族、同僚を尊重し、責任ある医療を実践するための態度を有し、生命
の尊厳、患者の権利、守秘義務等について社会的責務を果たすべく医療と薬の倫理を遵守する。
① 患者・患者家族の多様な背景を踏まえ、その立場を尊重した医療を考えられる。
② 生命・医療倫理、ヒューマニズムに立脚し、法的責任と規範を遵守した医療を考えられる。

2.コミュニケーションとチーム医療
薬の専門家として、患者、同僚との信頼関係を確立できるように相手の心理・立場・身体的条件
の基本的な知識と必要な情報を収集し、かつ提供できる。                
③  患者・患者家族・医療チームの同僚と、多様な背景を踏まえて傾聴、理解、共感・支持的態

度を示すコミュニケーションを実施できる。
④  患者・患者家族・医療チームの同僚との信頼関係を構築し、情報の収集、説明と同意などを

実践できる。
⑤  医療チームに参加し、協調的態度で役割を果たし、必要に応じて他者に援助を求めることが

できる。
⑥ 病院および地域社会におけるチーム医療に積極的に参加する。
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3.薬学及びその関連領域の知識
薬学の基盤になっている以下の基本的知識、基本的技能、適切な態度を有し、応用できる。
⑦  人間と薬学（生命・医療倫理、心理学、法規と倫理、社会と薬学）の理解に基づき、医療・

創薬の現場でその知識を応用できる。
⑧  物理学（物理学、物理化学、無機化学、分析化学、放射化学）の理解に基づき、医療・創薬

の現場でその知識を応用できる。
⑨  化学（有機化学、天然医薬品学、漢方薬物学、生体分子の化学）の理解に基づき、医療・創

薬の現場でその知識を応用できる。
⑩  生物学（生物学、機能形態学、生化学、微生物学、免疫学）の理解に基づき、医療・創薬の

現場でその知識を応用できる。
⑪  健康と環境（健康保持、疾病予防、生活環境と健康、食品の安全性と管理、化学物質と生体

影響）の理解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。
⑫  医薬をつくる（物理薬剤学、生物薬剤学、製剤設計と薬物送達学、テーラーメイド医療）の

理解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。
⑬  薬と疾病（薬理学、薬物治療、医薬情報）の理解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を

応用できる。
⑭  薬学臨床（調剤学、医薬品安全性評価、一般用医薬品学、薬局・病院学、医療プロフェッシ

ョナリズム）の理解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。

4.薬物治療における専門的実践能力
薬学及びその関連領域の知識を統合し、基本的な技能・態度を修得し、患者の多様な背景を踏ま
えて科学的根拠に立脚した医療を実践し、評価できる。
⑮ 薬物の性質を理解して医薬品を扱うことができる。
⑯ 薬物の作用機序を理解して医薬品を扱うことができる。
⑰ 医薬品の多様な特性と法的な規制を理解し、調剤を実施できる。
⑱ 医薬品の多様な特性と法的な規制を理解し、医薬品を管理および供給できる。
⑲ 患者背景を適切に収集し、科学的な根拠に基づいた病態を把握できる。
⑳ 代表的な疾患に対する適切な薬物治療を、科学的な根拠に基づき提供できる。
㉑ 薬物治療を適切に評価できる。

5.社会貢献
医療的・社会的背景を把握し、社会の期待に応えるべく、医療、保健、衛生、行政、食品、香粧
品などの分野を理解・把握し、かつ社会貢献の活動を通して、地域社会に基づく国民の健康と維
持および疾病の予防に貢献する。
㉒ 地域におけるセルフメディケーションと在宅医療に積極的に関わる。
㉓ 地域社会に求められる保健衛生や社会奉仕に参加する責任感と態度を持つ。
㉔ 医薬品とその使用に関する医療的・社会的問題の解決に積極的に関わる責任感と態度を持つ。
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6.薬学・医療領域における科学的探求能力
基礎、臨床、社会薬学の領域で科学的探求の意義を理解し、自ら課題を設定し必要な情報を獲
得・理解しながら問題を解決する能力を有し、新しい情報を論理的に発信できる。また、薬剤師
が生涯にわたり学習者であることを自覚し、自己の振り返りと他者との関係を構築できる。
㉕ 薬学・医療に関わる課題を発見し、その解決のための科学的理論と方法論を理解できる。
㉖ 薬学・医療領域の問題点を専門領域を超えて探求・解決する能力を有する。
㉗  生涯にわたる自己研鑽を続け、医療の進歩に対応するために、必要な情報の活用力と次世代

を育成する態度を有する。

３）コンピテンシー達成レベル
　 　6年間に履修する各科目の認定により、各コンピテンシーが達成レベル（学習アウトカム）として

認定されます。達成レベルは、1、2：マイルストーンbasic、3：マイルストーンapplied、4：キャ
ップストーンの 4 段階で構成されます【表1】。

　 薬学部カリキュラムは、6年間の各科目を通じ全コンピテンシーでキャップストーンあるいはマイル
ストーンapplied レベルとなるように構成されています【表2】。
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【表1】
コンピテンシー達成レベル

 コンピテンス"

キャップストーン マイルストーン applied マイルストーン basic

4 3 2 1

１）生命・医療倫理

薬剤師として患者・患者家族、同僚を
尊重し、責任ある医療を実践するため
の態度を有し、生命の尊厳、患者の権
利、守秘義務等について社会的責務を
果たすべく医療と薬の倫理を遵守する。

薬剤師としての知識・
態度を示せることが単
位認定の要件である

薬剤師としての知識・
態度を模擬的に示せる
ことが単位認定の要件
である

基盤となる知識・態度
を示せることが単位認
定の要件である

経験する機会がな
い、あるいは機会
はあるが、単位認
定に関わらない

２）コミュニケーションとチーム医療

薬の専門家として、患者、同僚との信頼
関係を確立できるように相手の心理・立
場・身体的条件の基本的な知識と必要
な情報を収集し、かつ提供できる。

知識・技能・態度を病
院・薬局で実践できる
ことが単位認定の要件
である

知識・技能・態度を模
擬的に実践できること
が単位認定の要件であ
る

基盤となる知識・技
能・態度を示せること
が単位認定の要件であ
る

経験する機会がな
い、あるいは機会
はあるが、単位認
定に関わらない

３）薬学及びその関連領域の知識

薬学の基盤になっている以下の基本的
知識、基本的技能、適切な態度を有し、
応用できる。

病院・薬局で問題解決
に応用できることが単
位認定の要件である

問題解決に応用できる
知識を示せることが単
位認定の要件である

基盤となる知識を示せ
ることが単位認定の要
件である

修得する機会がな
い、あるいは機会
はあるが、単位認
定に関わらない

４）薬物治療における専門的実践能力

薬学及びその関連領域の知識を統合し、
基本的な技能・態度を修得し、患者の
多様な背景を踏まえて科学的根拠に立
脚した医療を実践し、評価できる。

実践できることが単位
認定の要件である

基盤となる態度・技能
を示せることが単位認
定の要件である

基盤となる知識を示せ
ることが単位認定の要
件である

修得する機会がな
い、あるいは機会
はあるが、単位認
定に関わらない

５）社会貢献

医療的・社会的背景を把握し、社会の
期待に応えるべく、医療、保健、衛生、
行政、食品、香粧品などの分野を理
解・把握し、かつ社会貢献の活動を通
して、地域社会に基づく国民の健康と
維持および疾病の予防に貢献する。

実践できることが単位
認定の要件である

基盤となる態度・技能
を示せることが単位認
定の要件である

基盤となる知識を示せ
ることが単位認定の要
件である

修得する機会がな
い、あるいは機会
はあるが、単位認
定に関わらない

６）薬学・医療領域における科学的探求能力

基礎、臨床、社会薬学の領域で科学的
探求の意義を理解し、自ら課題を設定
し必要な情報を獲得・理解しながら問
題を解決する能力を有し、新しい情報
を論理的に発信できる。また、薬剤師
が生涯にわたり学習者であることを自
覚し、自己の振り返りと他者との関係
を構築できる。

実践できることが単位
認定の要件である

基盤となる態度・技能
を示せることが単位認
定の要件である

基盤となる知識を示せ
ることが単位認定の要
件である

修得する機会がな
い、あるいは機会
はあるが、単位認
定に関わらない
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１年次 ２年次

一
般
教
養

外
国
語

人
間
と
薬
学

物
理
系

薬
学

化
学
系

薬
学

生
物
系

薬
学

薬
と
疾
病

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

実
習

一
般
教
養

外
国
語

人
間
と
薬
学

物
理
系

薬
学

化
学
系

薬
学

生
薬
系

薬
学

生
物
系

薬
学

健
康
と
環
境

医
薬
品
を 

つ
く
る

薬
と
疾
病

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

実
習

数
学
Ⅰ

基
礎
情
報
学

基
礎
情
報
学
演
習
Ⅰ

英
語
（
講
読
）
Ⅰ

英
語
（
講
読
）
Ⅱ

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
Ⅰ

英
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
Ⅱ

人
間
と
薬
学
Ⅰ

人
間
と
薬
学
Ⅱ

物
理
学

化
学
平
衡
論

無
機
化
学

物
理
化
学
Ⅰ

分
析
化
学

放
射
化
学

基
礎
化
学

一
般
化
学

有
機
化
学
Ⅰ

生
物
学

細
胞
生
物
学

機
能
形
態
学
Ⅰ

機
能
形
態
学
Ⅱ

生
化
学
Ⅰ

薬
と
疾
病
入
門

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

生
物
系
実
習
Ⅰ

化
学
系
実
習
Ⅰ

基
礎
統
計
学

薬
学
英
語
入
門
Ⅰ

薬
学
英
語
入
門
Ⅱ

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
会
と
薬
学

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅲ

臨
床
分
析
化
学

機
器
分
析
学

有
機
化
学
Ⅱ

有
機
化
学
Ⅲ

植
物
薬
品
学

生
薬
学

機
能
形
態
学
Ⅲ

生
化
学
Ⅱ

生
化
学
Ⅲ

微
生
物
学

病
原
微
生
物
学

免
疫
学

健
康
保
持
と
疾
病
予
防

生
活
環
境
と
健
康

栄
養
と
食
品
機
能

物
理
薬
剤
学

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

疾
病
と
薬
物
治
療
Ⅰ

疾
病
と
薬
物
治
療
Ⅱ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ

生
物
系
実
習
Ⅱ

化
学
系
実
習
Ⅱ

物
理
系
実
習
Ⅰ

物
理
系
実
習
Ⅱ

１）生命・医療倫理
薬剤師として患者・患者家族、同僚を尊重し、責任ある医療を実践するための態度
を有し、生命の尊厳、患者の権利、守秘義務等について社会的責務を果たすべく医
療と薬の倫理を遵守する。

①  患者・患者家族の多様な背景を踏まえ、その立場を尊重した医療を実践
する。 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

②  生命・医療倫理、ヒューマニズムに立脚し、法的責任と規範を遵守した
医療を実践する。 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

２）コミュニケーションとチーム医療
薬の専門家として、患者、同僚との信頼関係を確立できるように相手の心理・立場・
身体的条件の基本的な知識と必要な情報を収集し、かつ提供できる。

③  患者・患者家族・医療チームの同僚と、多様な背景を踏まえて傾聴、理解、
共感・支持的態度を示すコミュニケーションを実施できる。 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

④  患者・患者家族・医療チームの同僚との信頼関係を構築し、情報の収集、
説明と同意などを実践できる。 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

⑤  医療チームに参加し、協調的態度で役割を果たし、必要に応じて他者に
援助を求めることができる。 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

⑥ 病院および地域社会におけるチーム医療に積極的に参加する。 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

３）薬学及びその関連領域の知識
薬学の基盤になっている以下の基本的知識、基本的技能、適切な態度を有し、応用
できる。

⑦  人間と薬学（生命・医療倫理、心理学、法規と倫理、社会と薬学）の理
解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

⑧  物理学（物理学、物理化学、無機化学、分析化学、放射化学）の理解に
基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 2 1 1 3 3

⑨  化学（有機化学、天然医薬品学、漢方薬物学、生体分子の化学）の理解
に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 2 1 2 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 3 1 1

⑩  生物学（生物学、機能形態学、生化学、微生物学、免疫学）の理解に基づき、
医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 3 1 1 1

⑪  健康と環境（健康保持、疾病予防、生活環境と健康、食品の安全性と管理、
化学物質と生体影響）の理解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を
応用できる。

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

⑫  医薬をつくる（物理薬剤学、生物薬剤学、製剤設計と薬物送達学、テーラー
メイド医療）の理解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 2 2 1 3 3

⑬  薬と疾病（薬理学、薬物治療、医薬情報）の理解に基づき、医療・創薬
の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1

⑭  薬学臨床（調剤学、医薬品安全性評価、一般用医薬品学、薬局・病院学、
医療プロフェッショナリズム）の理解に基づき、医療・創薬の現場でそ
の知識を応用できる。

1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

４）薬物治療における専門的実践能力
薬学及びその関連領域の知識を統合し、基本的な技能・態度を修得し、患者の多様
な背景を踏まえて科学的根拠に立脚した医療を実践し、評価できる。

⑮ 薬物の性質を理解して医薬品を扱うことができる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

⑯ 薬物の作用機序を理解して医薬品を扱うことができる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

⑰ 医薬品の多様な特性と法的な規制を理解し、調剤を実施できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

⑱  医薬品の多様な特性と法的な規制を理解し、医薬品を管理および供給できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

⑲ 患者背景を適切に収集し、科学的な根拠に基づいた病態を把握できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

⑳  代表的な疾患に対する適切な薬物治療を、科学的な根拠に基づき提供できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

㉑ 薬物治療を適切に評価できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

５）社会貢献
医療的・社会的背景を把握し、社会の期待に応えるべく、医療、保健、衛生、行政、
食品、香粧品などの分野を理解・把握し、かつ社会貢献の活動を通して、地域社会
に基づく国民の健康と維持および疾病の予防に貢献する。

㉒ 地域におけるセルフメディケーションと在宅医療に積極的に関わる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

㉓ 地域社会に求められる保健衛生や社会奉仕に参加する責任感と態度を持つ。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1
㉔  医薬品とその使用に関する医療的・社会的問題の解決に積極的に関わる

責任感と態度を持つ。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 1 1

６）薬学・医療領域における科学的探求能力
基礎、臨床、社会薬学の領域で科学的探求の意義を理解し、自ら課題を設定し必要
な情報を獲得・理解しながら問題を解決する能力を有し、新しい情報を論理的に発
信できる。また、薬剤師が生涯にわたり学習者であることを自覚し、自己の振り返
りと他者との関係を構築できる。

㉕  薬学・医療に関わる課題を発見し、その解決のための科学的理論と方法
論を理解できる。 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2

㉖ 薬学・医療領域の問題点を専門領域を超えて探求・解決する能力を有する。 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
㉗  生涯にわたる自己研鑽を続け、医療の進歩に対応するために、必要な情

報の活用力と次世代を育成する態度を有する。 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3 3 3

【表２】
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Ⅰ
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療
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有
機
化
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Ⅳ

生
体
分
子
の
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学

漢
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薬
物
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Ⅰ

バ
イ
オ
医
薬
品

感
染
制
御
学

臨
床
免
疫
学

化
学
物
質
と
生
体
影
響

食
品
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安
全
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と
管
理

化
学
物
質
の
毒
性
と
安
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研
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１）生命・医療倫理
薬剤師として患者・患者家族、同僚を尊重し、責任ある医療を実践するための態度
を有し、生命の尊厳、患者の権利、守秘義務等について社会的責務を果たすべく医
療と薬の倫理を遵守する。

①  患者・患者家族の多様な背景を踏まえ、その立場を尊重した医療を実践
する。 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 2 1 2 4 2 2 2 2 2

②  生命・医療倫理、ヒューマニズムに立脚し、法的責任と規範を遵守した
医療を実践する。 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 4 2 2 2 2 2

２）コミュニケーションとチーム医療
薬の専門家として、患者、同僚との信頼関係を確立できるように相手の心理・立場・
身体的条件の基本的な知識と必要な情報を収集し、かつ提供できる。

③  患者・患者家族・医療チームの同僚と、多様な背景を踏まえて傾聴、理解、
共感・支持的態度を示すコミュニケーションを実施できる。 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 2 1 2 4 2 2 2 2 2

④  患者・患者家族・医療チームの同僚との信頼関係を構築し、情報の収集、
説明と同意などを実践できる。 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 2 1 2 4 2 2 2 2 2

⑤  医療チームに参加し、協調的態度で役割を果たし、必要に応じて他者に
援助を求めることができる。 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 2 1 2 4 2 2 2 2 2

⑥ 病院および地域社会におけるチーム医療に積極的に参加する。 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 2 1 2 4 2 2 2 2 2

３）薬学及びその関連領域の知識
薬学の基盤になっている以下の基本的知識、基本的技能、適切な態度を有し、応用
できる。

⑦  人間と薬学（生命・医療倫理、心理学、法規と倫理、社会と薬学）の理
解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 3 3 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 1 2 4 3 3 3 3 3

⑧  物理学（物理学、物理化学、無機化学、分析化学、放射化学）の理解に基づき、
医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 1 2 3 3 3 3 3 3

⑨  化学（有機化学、天然医薬品学、漢方薬物学、生体分子の化学）の理解
に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 1 2 3 3 3 3 3 3

⑩  生物学（生物学、機能形態学、生化学、微生物学、免疫学）の理解に基づき、
医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 3 1 1 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 1 2 3 3 3 3 3 3

⑪  健康と環境（健康保持、疾病予防、生活環境と健康、食品の安全性と管理、
化学物質と生体影響）の理解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を
応用できる。

1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 2 3 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 1 2 3 3 3 3 3 3

⑫  医薬をつくる（物理薬剤学、生物薬剤学、製剤設計と薬物送達学、テーラー
メイド医療）の理解に基づき、医療・創薬の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 3 3 1 2 3 3 3 3 3 3

⑬  薬と疾病（薬理学、薬物治療、医薬情報）の理解に基づき、医療・創薬
の現場でその知識を応用できる。 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 3 2 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 1 2 3 3 3 3 3 3

⑭  薬学臨床（調剤学、医薬品安全性評価、一般用医薬品学、薬局・病院学、
医療プロフェッショナリズム）の理解に基づき、医療・創薬の現場でそ
の知識を応用できる。

1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 1 3 4 3 3 3 3 3

４）薬物治療における専門的実践能力
薬学及びその関連領域の知識を統合し、基本的な技能・態度を修得し、患者の多様
な背景を踏まえて科学的根拠に立脚した医療を実践し、評価できる。

⑮ 薬物の性質を理解して医薬品を扱うことができる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 4 3 2 2 2 3

⑯ 薬物の作用機序を理解して医薬品を扱うことができる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 4 3 2 2 2 3

⑰ 医薬品の多様な特性と法的な規制を理解し、調剤を実施できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 4 3 2 2 2 3

⑱  医薬品の多様な特性と法的な規制を理解し、医薬品を管理および供給できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 4 3 2 2 2 3

⑲ 患者背景を適切に収集し、科学的な根拠に基づいた病態を把握できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 4 3 2 2 2 3

⑳  代表的な疾患に対する適切な薬物治療を、科学的な根拠に基づき提供できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 4 3 2 2 2 3

㉑ 薬物治療を適切に評価できる。 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 4 3 2 2 2 3

５）社会貢献
医療的・社会的背景を把握し、社会の期待に応えるべく、医療、保健、衛生、行政、
食品、香粧品などの分野を理解・把握し、かつ社会貢献の活動を通して、地域社会
に基づく国民の健康と維持および疾病の予防に貢献する。

㉒ 地域におけるセルフメディケーションと在宅医療に積極的に関わる。 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 1 2 3 2 2 2 2 2

㉓ 地域社会に求められる保健衛生や社会奉仕に参加する責任感と態度を持つ。 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 1 2 3 2 2 2 2 2
㉔  医薬品とその使用に関する医療的・社会的問題の解決に積極的に関わる

責任感と態度を持つ。 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 3 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 1 2 3 2 2 2 2 2

６）薬学・医療領域における科学的探求能力
基礎、臨床、社会薬学の領域で科学的探求の意義を理解し、自ら課題を設定し必要
な情報を獲得・理解しながら問題を解決する能力を有し、新しい情報を論理的に発
信できる。また、薬剤師が生涯にわたり学習者であることを自覚し、自己の振り返
りと他者との関係を構築できる。

㉕  薬学・医療に関わる課題を発見し、その解決のための科学的理論と方法
論を理解できる。 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 2 2 3 4 2 2 2 4

㉖ 薬学・医療領域の問題点を専門領域を超えて探求・解決する能力を有する。 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 2 2 3 4 2 2 2 4
㉗  生涯にわたる自己研鑽を続け、医療の進歩に対応するために、必要な情

報の活用力と次世代を育成する態度を有する。 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3 3 3 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 2 2 3 4 2 2 2 4

【表２】
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東京薬科大学沿革略
年　号 内　　　容

1880（明治13） 医師藤田正方（文部省属官旧丸岡藩士）が本学の前身・東京薬舗学校を本
所区亀沢町（現墨田区）に創立

1883（明治16） 神田区岩本町（現千代田区）に校舎を新築移転。東京薬学校に改称

1886（明治19） 大河寛之助らによって神田区美土代町（現千代田区）に薬学講習所（もう
一つの本学の前身）が創立される

1888（明治21） 東京薬学校と薬学講習所を合併し私立薬学校を設立
下山順一郎初代校長に就任（11月６日本学創立記念日）

1889（明治22） 下谷区西町（現台東区）に校舎を移転
1897（明治30） 下谷区上野桜木町（現台東区）に校舎を新築移転
1900（明治33） 校名を再び（私立）東京薬学校と改称

1917（大正６） 専門学校令に基づく東京薬学専門学校を設立。東京薬学校を財団法人化する
（私立薬学専門学校第一号）丹波敬三初代校長兼理事長に就任

1928（昭和３） 豊多摩郡淀橋町柏木（現新宿区）に校舎を新築移転

1929（昭和４） 下谷区上野桜木町の旧校舎に、上野女子薬学校（本学女子部の前身）を設
立、池口慶三、兼職で初代校長に就任

1931（昭和６） 上野女子薬学校を東京薬学専門学校女子部と改称

1949（昭和24） 東京薬学専門学校・東京薬学専門学校女子部を併せ、学校教育法に基づく
東京薬科大学を設立

1951（昭和26） 私立学校法による学校法人東京薬科大学設立認可
1963（昭和38） 大学院薬学研究科薬学専攻博士前期課程を設置
1964（昭和39） 薬学部薬学科設置、薬学部製薬学科設置
1965（昭和40） 大学院薬学研究科薬学専攻博士後期課程を設置、薬学部衛生薬学科設置
1976（昭和51） 八王子キャンパスに全学移転、専攻科医療薬学専攻（１年制）設置
1980（昭和55） 創立100周年
1981（昭和56） 大学院薬学研究科医療薬学専攻修士課程を設置
1982（昭和57） 大学院医療薬学専攻修士課程設置に伴い、専攻科（医療薬学専攻）を廃止

1994（平成６） 生命科学部（分子生命科学科、環境生命科学科）を開設（日本初の生命科
学部）、研究３号館（生命科学部研究棟）竣工

1996（平成８） 医療薬学研究棟竣工
1997（平成９） ドラッグラショナル研究開発センター竣工、新部室棟竣工
1998（平成10） 大学院生命科学研究科生命科学専攻博士前期課程を設置

1999（平成11） 情報センターのマルチメディア化整備完成
佐藤幸吉記念薬学部寄附講座「一般用医薬品学」開講

2000（平成12） 大学院生命科学研究科生命科学専攻博士後期課程を設置、創立120周年
2001（平成13） 教育４号館（情報処理教育施設）竣工
2004（平成16） 薬学部新３学科（医療薬学科、創薬学科、生命薬学科）を設置

2006（平成18） 学校教育法、薬剤師法の改正に基づき薬学部６年制に移行、医療薬学科、
医療薬物薬学科、医療衛生薬学科を設置

2007（平成19） 生命科学部環境生命科学科を環境ゲノム学科に名称変更、大学基準協会
「相互評価・認証評価」認定

2008（平成20）
生命科学部に２学科４コース（生命医科学、分子生物学、生態ゲノム学、
環境フロンティア化学）制を導入、教育５号館（薬学実務実習教育センター）
竣工、千代田サテライトキャンパス設置（東京逓信病院内）

2010（平成22） 大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程を設置、学生会館竣工、創立130周年
2011（平成23） 研究４号館（130周年記念館）竣工

2012（平成24） 大学院薬学研究科薬学専攻博士課程（４年制）を設置、一般財団法人東京
薬科大学附属社会医療研究所を設立

2013（平成25） 生命科学部生命医科学科を設置、３学科制（分子生命科学科、応用生命科
学科、生命医科学科）へ移行

2014（平成26） ２期目の大学基準協会「大学評価（認証評価）」認定
2020（令和２） 創立140周年



24

履 修 要 項



26

履修要項
①　教育制度
　　　　本学部における教育制度は、完全な単位制でなく、学年制を加味した単位制である。すなわち、

１年間に修得した単位数が一定の基準に達しない場合は、次の年次（学年）に進むことができ 
ない。

②　教育課程
　　　　本学部の教育課程は必修科目、選択科目（自由科目含む）から成り立っている。「必修科目」

には総合科目、共通専門科目、共通実習科目、学科別専門科目が設置されている。「選択科目」
には総合科目、専門科目、自由科目が置かれ、総合科目・専門科目についてはその中から学則で
定められた科目数・単位数以上を選択履修する必要がある。自由科目は卒業に必要な単位数には
含まれないが、薬学を学ぶ上で必要な基礎知識や社会に対応し得る能力を育成することを目的と
している。

　　　　以上は、薬学の学問を教授するとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな
人間性を育てることに配慮したものである。

③　単位について
　　　　本学部においては原則として、講義および演習の１コマを70分とし、週１コマ半期（前期・後

期）の講義を１単位とする。
　　　学則　第58条　各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする※内容を

もって構成するものとし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時
間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により計算するものとする。

　　　　　　　　⑴　講義、演習は、15時間をもって１単位とする。ただし、授業科目によっては22.5
時間をもって１単位とすることがある。

　　　　　　　　⑵　実習、実験及び実技は、30時間をもって１単位とする。
　　　　　　　　　　※講義・演習・実習の時間に、予習・復習・課題を含めた計45時間が1単位の 

学修内容となる。
　　　　準備学習（予習・復習等）は、基本的に授業ごとに予習と復習を各々70分以上行うこと。

④　卒業に必要な単位数
　　　　学則第54条に定められているように卒業に必要な総単位数は、各学科とも186単位以上である。
　　　　この内容を授業科目別に示したものが、表「年次別・学科別授業科目単位配分表」である。
　　　　卒業の認定を受けるためには、次頁表の授業科目から以下のように186単位以上を修得しなけ

ればならない。

総 合 科 目 専 門 科 目 学科別専門科目 合　　　計
必　修　科　目 11単位 83単位 74単位 168単位
選　択　科　目 ６単位以上 12単位以上 18単位以上
合　　　　　計 17単位以上 95単位以上 74単位 186単位以上
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年次別・学科別授業科目単位配分表
〈必修科目〉

区　分 授　業　科　目 学年次・単位数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

総
合
科
目

一
般
教
養
科
目

数学Ⅰ 1 　 　 　 　 　
基礎統計学 　 1 　 　 　 　
基礎情報学 1 　 　 　 　 　
基礎情報学演習Ⅰ 1 　 　 　 　 　

外
国
語
科
目

英語（講読）Ⅰ 1 　 　 　 　 　
英語（講読）Ⅱ 1 　 　 　 　 　
英語（コミュニケーション）Ⅰ 1 　 　 　 　 　
英語（コミュニケーション）Ⅱ 1 　 　 　 　 　
薬学英語入門Ⅰ 　 1 　 　 　 　
薬学英語入門Ⅱ 　 1 　 　 　 　
実用薬学英語 　 　 1 　 　 　

共
通
専
門
科
目

人
間
と
薬
学

人間と薬学Ⅰ 1 　 　 　 　 　
人間と薬学Ⅱ 1 　 　 　 　 　
医療コミュニケーション 　 1 　 　 　 　
社会と薬学 　 1 　 　 　 　
薬事関連法規と制度Ⅰ 　 　 1 　 　 　
医療倫理学 　 　 1 　 　 　
薬事関連法規と制度Ⅱ 　 　 　 1 　 　

物
理
系
薬
学

物理学 1 　 　 　 　 　
化学平衡論 1 　 　 　 　 　
無機化学 1 　 　 　 　 　
物理化学Ⅰ 1 　 　 　 　 　
分析化学 1 　 　 　 　 　
放射化学 1 　 　 　 　 　
機器分析学 　 1 　 　 　 　
臨床分析化学 　 1 　 　 　 　
物理化学Ⅱ 　 1 　 　 　 　
物理化学Ⅲ 　 1 　 　 　 　

化
学
系
薬
学

基礎化学 1 　 　 　 　 　
一般化学 1 　 　 　 　 　
有機化学Ⅰ 1 　 　 　 　 　
有機化学Ⅱ 　 1 　 　 　 　
有機化学Ⅲ 　 1 　 　 　 　
有機化学Ⅳ 　 　 1 　 　 　
生体分子の化学 　 　 1 　 　 　

生
薬
系
薬
学

植物薬品学 　 1 　 　 　 　
生薬学 　 1 　 　 　 　
漢方薬物学Ⅰ 　 　 1 　 　 　

生
物
系
薬
学

機能形態学Ⅰ 1 　 　 　 　 　
細胞生物学 1 　 　 　 　 　
生物学 1 　 　 　 　 　
機能形態学Ⅱ 1 　 　 　 　 　
生化学Ⅰ 1 　 　 　 　 　
機能形態学Ⅲ 　 1 　 　 　 　
生化学Ⅱ 　 1 　 　 　 　
生化学Ⅲ 　 1 　 　 　 　
微生物学 　 1 　 　 　 　
病原微生物学 　 1 　 　 　 　
免疫学 　 1 　 　 　 　
バイオ医薬品 　 　 1 　 　 　
感染制御学 　 　 1 　 　 　
臨床免疫学 　 　 1 　 　 　

区　分 授　業　科　目 学年次・単位数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

共
通
専
門
科
目

健
康
と
環
境

健康保持と疾病予防 　 1 　 　 　 　
生活環境と健康 　 1 　 　 　 　
栄養と食品機能 　 1 　 　 　 　
化学物質と生体影響 　 　 1 　 　 　
食品の安全性と管理 　 　 1 　 　 　
化学物質の毒性と安全性 　 　 1 　 　 　

医
薬
品
を
つ
く
る

物理薬剤学 　 1 　 　 　 　
製剤設計学 　 　 1 　 　 　
生物薬剤学 　 　 1 　 　 　
薬物送達学 　 　 1 　 　 　
個別化医療Ⅰ 　 　 1 　 　 　
薬物動態学 　 　 　 1 　 　

薬
と
疾
病

薬と疾病入門 1 　 　 　 　 　
薬理学Ⅰ 　 1 　 　 　 　
薬理学Ⅱ 　 1 　 　 　 　
疾病と薬物治療Ⅰ 　 1 　 　 　 　
疾病と薬物治療Ⅱ 　 1 　 　 　 　
薬理学Ⅲ 　 　 1 　 　 　
薬理学Ⅳ 　 　 1 　 　 　
疾病と薬物治療Ⅲ 　 　 1 　 　 　
疾病と薬物治療Ⅳ 　 　 1 　 　 　
疾病と薬物治療Ⅴ 　 　 1 　 　 　
疾病と薬物治療Ⅵ 　 　 1 　 　 　
疾病と薬物治療Ⅶ 　 　 1 　 　 　
医薬情報Ⅰ 　 　 1 　 　 　
医薬情報Ⅱ 　 　 1 　 　 　
疾病と薬物治療Ⅷ 　 　 　 1 　 　
臨床推論Ⅰ 　 　 　 1 　 　
医薬情報演習 　 　 　 1 　 　

薬
学
臨
床

調剤学 　 　 　 1 　 　
医薬品安全性評価学 　 　 　 1 　 　
病態栄養管理学 　 　 　 1 　 　
個別化医療Ⅱ 　 　 　 1 　 　
薬局・病院薬学 　 　 　 1 　 　
一般用医薬品学 　 　 　 1 　 　
実務実習事前学習Ⅰ 　 　 　 3 　 　
実務実習事前学習Ⅱ 　 　 　 2 　 　

薬
学
演
習
・
特
論

総合演習Ⅰ 　 　 　 2 　 　
総合演習Ⅱ 　 　 　 4 　 　
薬学アップトゥデイト 　 　 　 　 　 3
総合薬学演習Ⅰ 　 　 　 　 　 6
総合薬学演習Ⅱ 　 　 　 　 　 1
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〈必修科目〉

区　分 授　業　科　目 学年次・単位数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

共
通
実
習
科
目

生物系実習Ⅰ 1.5 　 　 　 　

化学系実習Ⅰ 1.5 　 　 　 　

化学系実習Ⅱ 　 1.5 　 　 　

物理系実習Ⅰ 　 1.5 　 　 　

物理系実習Ⅱ 　 1.5 　 　 　

生物系実習Ⅱ 　 1.5 　 　 　

化学系実習Ⅲ 　 　 1.5 　 　

生物系実習Ⅲ 　 　 1.5 　 　

健康・環境実習 　 　 1.5 　 　

創薬系実習 　 　 1.5 　 　

医療系実習Ⅰ 　 　 1.5 　 　

医療系実習Ⅱ 　 　 1.5 　 　

実務実習事前実習 　 　 　 3 　

実務実習 　 　 　 20

学
科
別
専
門
科
目

医
療
薬
学
科

薬
学
演
習
・
特
論

医療薬学特論Ⅰ 　 　 　 ← 1 →

医療薬学特論Ⅱ 　 　 　 ← 1 →

医療薬学演習Ⅰ 　 　 　 ← 1 →

医療薬学演習Ⅱ 　 　 　 ← 1 →
外
国
語

医療薬学英語特論Ⅰ 　 　 　 1 　 　

医療薬学英語特論Ⅱ 　 　 　 　 1 　
薬
学
臨
床

医療プロフェッショナリズム 　 　 　 　 1 　

実
習 医療薬学課題研究 　 　 　 ←   12   →

医
療
薬
物
薬
学
科

薬
学
演
習 

・
特
論

医療薬物薬学特論Ⅰ 　 　 　 ← 1 →

医療薬物薬学特論Ⅱ 　 　 　 ← 1 →

医療薬物薬学演習Ⅰ 　 　 　 ← 1 →

医療薬物薬学演習Ⅱ 　 　 　 ← 1 →
外
国
語

医療薬物薬学英語特論Ⅰ 　 　 　 1 　 　

医療薬物薬学英語特論Ⅱ 　 　 　 　 1 　
薬
学
臨
床

医療プロフェッショナリズム 　 　 　 　 1 　

実
習 医療薬物薬学課題研究 　 　 　 ←   12   →

医
療
衛
生
薬
学
科

薬
学
演
習 

・
特
論

医療衛生薬学特論Ⅰ 　 　 　 ← 1 →

医療衛生薬学特論Ⅱ 　 　 　 ← 1 →

医療衛生薬学演習Ⅰ 　 　 　 ← 1 →

医療衛生薬学演習Ⅱ 　 　 　 ← 1 →
外
国
語

医療衛生薬学英語特論Ⅰ 　 　 　 1 　 　

医療衛生薬学英語特論Ⅱ 　 　 　 　 1 　
薬
学
臨
床

医療プロフェッショナリズム 　 　 　 　 1 　

実
習 医療衛生薬学課題研究 　 　 　 ←   12   →
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〈選択科目〉

区　分 授　業　科　目 学年次・単位数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

総　
　
　

合　
　
　

科　
　
　

目

一　

般　

教　

養　

科　

目

健康科学 ← 1 →
地球環境概論 ← 1 →
障がい論 ← 1 →
法学 ← 1 →
社会学 ← 1 →
倫理学 ← 1 →
哲学概論 ← 1 →
現代経済論 ← 1 →
国際関係論 ← 1 →
健康スポーツ ← 1 →
数学Ⅱ ← 1 →
基礎情報学演習Ⅱ ← 1 →
計算科学 ← 1 →
基礎栄養学 ← 1 →
美術・デザイン ← 1 →
文章表現 ← 1 →
コミュニケーション論 ← 1 →
ヘルスプロモーション概論 ← 1 →
リーダーシップ論 ← 1 →
数学を巡る世界 ← 1 →
薬学のあゆみ ← 1 →
病気とくすり ← 1 →

外　

国　

語　

科　

目

英語検定Ⅰ ← 1 →
英語検定Ⅱ ← 1 →
英会話Ⅰ ← 1 →
英会話Ⅱ ← 1 →
ドイツ語Ⅰ ← 1 →
ドイツ語Ⅱ ← 1 →
中国語Ⅰ ← 1 →
中国語Ⅱ ← 1 →
フランス語Ⅰ ← 1 →
フランス語Ⅱ ← 1 →

専　
　
　

門　
　
　

科　
　
　

目

ゼ
ミ　

ナ
ー
ル

ゼミナールⅠ 1
ゼミナールⅡ 1
ゼミナールⅢ 1

薬　

学　

専　

門　

科　

目　

Ⅰ

反応有機化学 ← 1 →
構造有機化学 ← 1 →
細胞工学 ← 1 →
代謝生化学 ← 1 →
香粧品科学 ← 1 →
アドバンス有機化学 ← 1 →
薬剤経済学 ← 1 →
地域保健薬学概論 ← 1 →
漢方薬物学Ⅱ ← 1 →
スキンケア入門 ← 1 →
臨床薬学概論 ← 1 →
実践有機化学 ← 1 →
中医学概論 ← 1 →
病理組織学 ← 1 →
臨床医学概論 ← 1 →
臨床栄養学 ← 1 →
応用薬物学 ← 1 →
医薬品開発 ← 1 →
多変量解析 ← 1 →

薬 

学 

専 

門 

科 

目 

Ⅱ

医薬情報特論 ← 1 →
医療経済学特論 ← 1 →
レギュラトリーサイエンス ← 1 →
医薬品開発特論 ← 1 →
有機薬理化学特論 ← 1 →
専門薬剤師総論 ← 1 →
マーケティング ← 1 →
臨床薬理学特論 ← 1 →
病態生理学特論 ← 1 →
臨床推論Ⅱ ← 1 →

♦選択科目の必要単位数について
（選択科目　必要単位数一覧）

科　目 必要単位数 修得学年
一 般 教 養 科 目

６単位以上 1・2年
外 国 語 科 目
ゼ ミ ナ ー ル ３単位 1・2年
専 門 科 目 Ⅰ ４単位以上 3・4年
専 門 科 目 Ⅱ ５単位以上 5・6年

計 18単位以上
自 由 科 目 卒業に必要な単位に含まない

※上記単位数は卒業までに修得が必要な単位数である。
※2021年度に開講する選択科目はP.47～ P.48を参照すること。

【備考】
選択科目の必要単位数を満たした上で総計18単位以上を修得す
ること。
※上記修得学年にて履修すること。

区　分 授　業　科　目 学年次・単位数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

専　
　

門　
　

科　
　

目

薬
学
専
門
科
目
Ⅱ

プライマリケアⅠ ← 1 →
プライマリケアⅡ ← 1 →
プライマリケアⅢ ← 1 →
専門薬剤師特論Ⅰ ← 1 →
専門薬剤師特論Ⅱ ← 1 →
薬局経営管理学 ← 1 →
薬局業務外論 ← 1 →
生殖医療特論 ← 1 →
感染制御学特論 ← 1 →
臨床薬物動態学特論 ← 1 →
病理解剖学特論 ← 1 →
定量的構造活性相関 ← 1 →
リード化合物の創製と最適化 ← 1 →
病原微生物学特論 ← 1 →
ゲノム情報特論 ← 1 →

自　
　

由　
　

科　
　

目

基礎分析化学集中講義 0.5
基礎生物学集中講義 0.5
基礎物理学集中講義 0.5
化学入門演習 0.5
化学系基礎演習 0.5
アドバンスゼミナールⅠ 1
アドバンスゼミナールⅡ 1
アドバンスゼミナールⅢ 1
アドバンスゼミナールⅣ 1
アドバンスゼミナールⅤ 1
インターンシップ ←― 1 ―→
TOEIC対策講座Ⅰ 1
TOEIC対策講座Ⅱ 1
TOEIC対策講座Ⅲ 1
TOEIC対策講座Ⅳ 1

⑤　履修申請
　　　　履修にあたっては、卒業に必要な単位数を考慮して各自で方針を立てること。 選択科目につ

いては、定められた期日までに『キャンパスライフ支援システム』(Web)上または申請用紙等、
大学の指定した方法に従い履修申請をすること。

　　　　なお、一度受け付けた申請内容は変更、放棄することはできない。申請する際は慎重に科目を
選び、正確に手続きを行うこと。また、申請を行わなかったり、申請に誤りがあり履修登録がさ
れていない場合は、たとえ授業に出席し、その科目の試験を受験したとしても単位は認定されな
い。発表後、必ず履修登録できているか確認すること。
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〔履修申請について〕
項　　目 申請の要・不要 注　　意

必修科目
(再履修科目を含む) 不要 再履修科目については、必ず担当教員のもと

へ行き、指示を受けること。

選択科目 要
受け付けられた申請は変更を認めない。
履修を放棄すると、原則として次年度以降そ
の科目は履修できない。

※選択科目の履修申請期間は掲示板でよく確認すること。

〔聴講について〕
聴講を希望する者は大学の指示に従い、聴講申請書を薬学事務課窓口まで提出すること。その
際、講義担当者の了解を得ておくこと。全ての科目の聴講をできるわけではないので注意する
こと。
⑴聴講科目は単位認定されない　⑵講義は全て出席すること

⑥　単位の認定
　　　　履修した授業科目については、試験等を行い学業成績を評価する。合格した授業科目について

は、所定の単位の修得を認める。
　　　　単位の修得は授業出席に加え、課題や予習・復習など自学習も含めて行なわれるのでしっかり

と学習すること。
　　　　１授業科目の授業実施時間数の３分の２以上出席し、かつ、試験等により合格の成績を得た時

は、その授業科目の単位を修得したものとする。（学則55条）

＜講義・実習等を欠席した場合＞
　以下の届出を薬学事務課で受け取り、提出先に提出すること。

　単位認定に関わる試験の欠席は〈単位認定に関わる試験〉を参照すること。
※季節性インフルエンザに罹患した場合は、①「季節性インフルエンザ罹患説明書」、それ以外の学校保

健安全法に基づく感染症に罹患した場合は、②「登校許可証明書（季節性インフルエンザを除く）」を
保健室へ提出すること。詳細・様式は大学のホームページを参照。

履
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提出書類 提出にあたり注意すること 書類提出先

欠席届
疾病、その他の理由
で欠席した場合

（20日未満）

添付書類：欠席事由を証明できる書類（医師の診断書等）
○欠席日数が７日未満の場合、速やかに欠席届を提出すること。
○欠席日数が７日以上の場合、アドバイザー（卒論指導教員）の承諾 
（署名・捺印）を得て速やかに欠席届を提出すること。

【備考：実習・演習を欠席する場合】
・事前に実習担当者に連絡し、指示をうけること。
※実習・演習は１日でも欠席した場合、アドバイザー（卒論指導教員）の承諾 
   （署名・捺印）を得て速やかに提出すること。

講義担当者
もしくは

実習担当者

※実習担当者
の連絡先は、

「時間割表
（ 実 習・演
習カレンダ
ー）」に記載
しています。

忌引届
服喪で欠席した場合

○アドバイザー（卒論指導教員）の承諾（署名・捺印）を得て、速やかに忌引
届を提出すること。

【欠席に算入されない服喪日数】
　①父母：７日以内（土日祝日含む連続した日）
　②祖父母・兄弟姉妹：５日以内
　　（土日祝日含む連続した日）
　③その他届出により大学が正当と認めた場合
　　（土日祝日含む連続した日）
　※父母が亡くなった場合は、学生サポートセンター（042－676－8978）にも

連絡すること。

長期欠席届
（20日以上３ヶ月未満）

○やむを得ず、連続して20日以上３ヶ月未満欠席する場合に提出すること。
○３ヶ月以上欠席する場合は、欠席届ではなく、「休学願」を薬学事務課に

提出すること。
薬学事務課
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　　　＜単位認定・進級判定に関わる試験＞
　　　　レポートによる試験も以下に準ずる。

区　分 内　　　　　容 備　考（受験資格など）

定　

期　

試　

験

定期試験
（前期・後期） 各期末に行う。 授業科目ごとに、授業実施時間数の

３分の２以上の出席をしていること。

追試験 定期試験をやむを得ない理由で欠席
した者に行う。 

試験欠席届の理由が学部で正当と認
められていること。

再試験
定期試験を受験した結果、不合格と
なった者に行う。全ての科目で行わ
れるものではないので注意すること。

当該科目担当教員の判断により受験
を認められていること。

課題による試験 中間試験（小テスト）やレポート等：
担当者の指示によって実施する。 定期試験に準ずる。

薬学共用試験
（CBT・OSCE） ４年次に実施する。

４年次までに必要な実務実習事前学
習Ⅱ以外の全ての単位を修得してい
ること。

総合薬学演習Ⅱ試験 ６年次後期に実施する。
卒業に必要な186単位のうち総合薬
学演習Ⅱ（1単位）を除く全ての単位
を修得していること。

その他の試験
実習試験
総合演習試験
総合薬学演習Ⅰ試験

当該科目の授業に全出席していること。

受 験 停 止： 授業科目ごとに授業実施時間数の３分の２以上出席しなかった者等には定期試験の
受験資格を与えないことがある。受験停止者の氏名は試験開始日前までに科目別に
学年掲示板にて通知する。

試験欠席届： 定期試験を疾病その他やむを得ない理由で欠席した者は、アドバイザーの承諾（署
名・捺印）を得て、試験期間終了日より起算し３日以内（土日祝日および登校禁止
日は除く）に「試験欠席届（追試験受験許可願）」に、診断書等の証明書(注)を添
付して薬学事務課へ提出すること。総合演習試験・薬学共用試験・総合薬学演習
Ⅰ・Ⅱ試験については所定の手続きを行うこと。（手続き方法は、別途、掲示等で周
知する。）

 認否については、学年掲示板にて通知する。
(注）欠席理由と添付する証明書
理　由 添付する証明書
疾 病※1

忌 引
就職試験
災害（台風、水害、火災等）
交通関係
その他

医師の診断書
関係する書類
就職試験受験証明書
官公庁による被災証明書
交通機関等の証明書
関係機関の証明書等

※1 但し、学校保健安全法に基づく出席停止等の正当な理由がある場合には下記②の限りではない。
　試験時間割表の誤認、バスの自然渋滞による遅延、自転車、バイク、自動車の故障等は正当な

欠席理由として認められないので注意すること。
　日頃より早めの登校を心がけ、試験室に入室すること。
①　追試験・再試験を受験するには、所定の手続き（試験欠席届提出・試験シール購入等）をし

なければならない。
②　  追試験の成績は、原則として0.8を乗じて算出する。
③　追試験・再試験の追試験は実施しない。
④　通年科目の前・後期評価（５～１）は、年度内のみ有効とする。

種　　類 手数料（１科目あたり） 販　　売
追試験受験料 500円 生協にて追・再シールを販売

※必ず試験受験前に購入すること再試験受験料 1,000円
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⑦　レポート提出について
　　　　科目担当者からレポート提出の指示があったときは次の事項を厳守すること。
　　　⑴　提出締切日時を厳守の上、指定された提出先へ提出すること。
　　　⑵　科目名、担当者名及び提出者の学年、クラス、学生番号、氏名を明記すること。
　　　⑶　一度提出したレポートの変更、訂正は一切認めない。提出前に十分確認すること。

⑷　追試験・再試験をレポートにて実施する科目の場合は、定期試験の追試験・再試験を受験す
る際に必要な手続きと同様に行うこと。

　　　⑸　他人の著作物にその大部分を依拠するレポートは、剽窃と判断し、評価しない。

⑧　成績の評価基準と表示
　　【１～５年次生】成績の標準的な評価基準を下表に示す。

評価（総括的評価） 合　・　否 単位修得・単位未修得
S（90%以上）

合格 当該科目の単位修得
A（80% ～90%未満）
B（70% ～80%未満）
C（60% ～70%未満）
D（60%未満） 不合格

当該科目の単位未修得停 不合格（受験停止）
E 不合格（履修放棄）
再試験の成績…………合格の場合はCとする。

　　【６年次生】成績の標準的な評価基準を下表に示す。
評価（総括的評価） 合　・　否 単位修得・単位未修得

A（80% ～100%）
合格 当該科目の単位修得B（65% ～80%未満）

C（55% ～65%未満）
D（55%未満） 不合格

当該科目の単位未修得停 不合格（受験停止）
E 不合格（履修放棄）
再試験の成績…………合格の場合はCとする。

※科目ごとに学習内容・方法・評価項目は異なるので詳細は授業計画、ガイダンスならびに講義
等で示す。

※履修放棄は学生から履修科目の放棄願の申請があり、大学が正当と認めた場合のみ受理する。
（選択・自由科目）

⑨　GPAについて
＜GPAの算出方法＞

　　　　 　GPA（Grade Point Average）とは、各科目の成績から算出した成績評価値のことである。
GPA対象科目の成績評価を

　　　　　　　S = 4 点、A = 3 点、B = 2 点、C = 1 点、D = 0 点　
　　　　 として評価点に換算し、「評価点の総和」を「履修したGPA対象科目数の総和」で割ることに

より算出する。
　　　　 　GPAに は、 学 期 毎 のSemester GPA， 年 度 毎 のAcademic-Year GPAと、 通 算 の

Cumulative GPA がある。
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＜GPAの対象となる科目＞
　　　　 　GPA対象となる科目は、必修科目とする。選択科目や自由科目はGPAの対象としない。

また、GPA対象科目の中で合否にて判定を行う科目は、合＝3点、否＝0点で算出する。　

＜GPAの活用法＞
⑴　 GPA・成績序列を年度末の進級判定時にアドバイザーもしくは卒論指導教員を通じて

通知し教務指導に用いる（Cumulative GPA）
⑵　卒論教室の選考時に用いる（Cumulative GPA）
⑶　実務実習先の選考時に用いる（Cumulative GPA）
⑷　学科代表候補者の選考時に用いる（Cumulative GPA）
⑸　特別奨学生候補者の選考時に用いる（Academic-Year GPA）
⑹　 成績不振者の補講等対象者選定時に用いる（Semester GPA，Academic-Year GPA， 

Cumulative GPA）

＜補足＞
　　成績証明書には、GPAを記載しない。

⑩　成績の通知
　　　 　  ８月下旬（1～6年）、2月中旬（1～3年）は、Webで成績を発表する。10月中旬（1～4年）、3月下

旬（1～5年）は、アドバイザーもしくは卒論指導教員を通じて成績通知書を配付する。
　　　　  成績の見落としは、自己責任となるので注意すること。

　　配付時期…詳細については、その都度掲示にて通知するのでよく確認すること。

前期科目の評価 ８月下旬（中間）・ 10月中旬（最終）
後期科目の評価 ２月中旬（中間）・ 3月下旬（最終）
当該年度の最終評価 ３月下旬進級判定発表後

⑪　進級の判定
　　　　年次進級者は３月下旬に学年掲示板にて発表する。該当年度の学費が全て納入済みであり以下

の基準を満たしていることが条件である。

〈１～３年次〉　以下の基準を満たした場合、次の年次に進級することができる。

講義科目⎫
⎬
⎭

─必修科目で未修得単位数が累積５単位以内であること。演習科目
実習科目──当該年度内に行われた実習科目の全てを修得していること。

　　　※１年次必修科目「人間と薬学Ⅰ、Ⅱ」は進級基準において実習科目に位置づける。

〈4年次〉　次の基準を満たした場合、５年次に進級することができる。
　４年次までの科目を全て修得し、共用試験（CBTおよびOSCE）に合格していること。

⑫　留年について
　　　　定められた基準に達しないときは、次の年次に進級することができない（基準は「⑪進級の判

定」参照）。また、同一学年に２年在籍し、なお進級できない者は除籍する（学則第57条）。

⑬　再履修について（※履修申請は不要）
　　　　必修科目で未修得科目（単位）を残して進級した者は、次年度その科目を再び履修し、修得し

なければならない。これを「再履修」という。再履修方法については年度始めに掲示するので必
ず確認すること。詳細については年度始めに前年度の担当教員に必ず各自確認すること。
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⑭　卒論教室配属と分科
　　　　４年次より卒論教室に配属し、分科する。
　　　　３年次後期に卒論教室配属と分科に関するガイダンス、教室・研究室・センターによる説明会

を実施し、その後卒論教室配属・分科を行う。卒論教室の決定にともない学科が決定する。決定
方法の詳細は、ガイダンスにて説明する。一度、提出した申請内容は変更できないので、よく考
慮の上、間違いのないよう申請すること。

　　　　申請ミス・ルール違反があると、その申請は無効とするので注意すること。

⑮　伝達の方法
　　　　学生への通知や連絡はすべて掲示板への掲示によって行う。

⑴　学年掲示板（薬学事務課前）・実務実習掲示板（実務実習室前）等
　　　学生への公示、告示、修学上必要な事項の伝達は主として掲示にて行う。「掲示の見落し

は 学生自身の責めに帰する」ので必ず掲示を見る習慣をつけること。
⑵　休講・補講掲示
　　　授業担当者より連絡があり次第、休講・補講掲示板（薬学事務課前）に掲示する。授業担

当者の体調不良等により直前の通知になることもあるので留意すること。授業開始時刻後10
分を過ぎても担当者が来ない場合には、念のため薬学事務課へ問い合わせること。

⑶　『東薬学生ポータル』（Web）による通知
　　　補助的サービスとして、『東薬学生ポータル』（Web）にて講義の休講・補講や講義室変更

の情報、通知・案内および個人連絡を行う。但しあくまでも掲示板に掲示される通知が優先
されるので注意すること。

⑯　公共交通機関の運休、悪天候および災害時の措置
　　　　暴風雨・雪などの悪天候および災害、公共交通機関の事故等が発生したときの対応は、学長が

次の基準により休講措置を検討する。結果は「学部事務課掲示板」および「東薬学生ポータル」
で発表する。自己判断せずに、必ず確認すること。

　　　⑴　災害、事故、ストライキ等
災害、事故、ストライキ等で、JR中央線（東京～高尾）または京王線（本線、相模原線）
が運休された場合

　　　　　①　午前６時現在において運休の場合は、午前中開始の講義を休講 
　　　　　②　午前10時現在において運休が解除されていない場合は、終日休講

　　　⑵　気象警報発令
　　　　　東京23区東部・西部および多摩北部・西部・南部のいずれかに気象警報が発令された場合
　　　　　①　午前６時現在において警報が発令されている場合は、午前中開始の講義を休講
　　　　　②　午前10時現在において警報が発令されている場合は、終日休講

　　　⑶　大規模地震の警戒宣言発令
　　　　　大規模地震の警戒宣言が発令された場合
　　　　　①　午前６時現在において発令が解除されていない場合は、午前中開始の講義を休講
　　　　　②　午前10時現在において発令が解除されていない場合は、終日休講

・定期試験および追・再試験については、上記規程を準用する。なお、中止となった試験
は延期し、後日実施する。

・上記の各線・各区間を除くJR各線および私鉄が運休した場合は平常どおり講義、定期
試験および追・再試験を行う。
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受 験 心 得
受験に際しては下記の事項を守らなければならない。
これに反した場合には、不正行為となることがある。

Ａ．すべて試験監督者の指示に従うこと。
Ｂ．指示された場所に着席し、学生証を机上の指定された箇所におくこと。
　　※学生証を忘れた場合は、試験開始前に学生サポートセンターで仮学生証の発行を受けること。
Ｃ．交通機関の遅れを見込み、早めの登校を心がけること。試験開始時間の10分前までには試験

室へ入室すること。遅刻者は、試験開始後15分まで入室を認める。
Ｄ．試験開始後30分間と試験終了10分前からは退室を認めない。途中退室する場合の答案提出に

ついては試験監督者の指示に従うこと。
Ｅ．教科書、参考書、ノート等はカバンに入れ、指示された場所に置き、試験監督の指示がある

まで触れてはならない。
Ｆ．教科書、参考書、ノート、電卓等の使用が許されている場合でも、これらの貸借は禁止する。
Ｇ．携帯電話、スマートフォン、その他の通信機器等はアラームを解除のうえ電源を切って必ず

カバンに入れ、身に付けないこと。
Ｈ．撮影及び計算・翻訳・通信機能つきの機器等の使用は禁止する。
Ｉ．答案に学生番号、氏名のないものは無効とする。
Ｊ．白紙の答案でも氏名を書き、必ず提出すること。
Ｋ．退室の際には、答案は試験監督者の指示する方法に従い提出すること。
Ｌ．追・再試験を受験するときには、必ず追・再シールを貼付すること。貼付されていなかった

場合、不正行為とみなされることがある。
M．別途、特別な指示がある場合には、その指示に従うこと。
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不正行為について
①　次のことをすると不正行為となる。不正行為を行った場合は、当該科目だけではなく、不正行為を

行った期間の科目（実習・演習は除く）は、全て無効となり、追・再試験の受験資格もなくなる。
　　なお、追・再試験中に不正行為を行った場合、当該学期の既取得単位科目も全て無効となる。

１．指定された物以外をカバンにしまわず出している、あるいは身に付けていること。
２．カンニング（カンニングペーパー・参考書・ノート・他の受験者の答案等を見ること、他の人

から答えを教わることなど）をすること。
３．他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをすること。
４．試験開始・終了の指示に従わずに解答を行うこと。 
５．試験監督の回収指示に従わないこと。

②　上記①以外にも次のことをすると不正行為となることがあるので注意すること。指示等に従わず、
不正行為と認定された場合の取扱いは、①と同様。

１．試験時間中に携帯電話や時計等の音（着信・アラーム・振動音等）を長時間鳴らすなど、試験
の進行に影響を与えること。

２．試験に関することについて、自身や他の受験者を利するような虚偽の申出をすること。
３．試験室において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
４．試験室において試験監督者等の指示に従わないこと。また、受験心得に反する行為をすること。
５．その他、試験の公平・公正性を損なうおそれのある行為をすること。
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区　分 1　年 2　年 3　年 4　年 5　年 6　年
前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

必

修

科

目

講

　義

総

　合

一般教養
⃝数学Ⅰ
⃝基礎情報学
⃝基礎情報学演習Ⅰ

1
1
1

⃝基礎統計学 1

4

外国語 ⃝英語（講読）Ⅰ
⃝英語（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）Ⅰ

1
1

⃝英語（講読）Ⅱ
⃝英語（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）Ⅱ

1
1

⃝薬学英語入門Ⅰ 1 ⃝薬学英語入門Ⅱ 1 ⃝実用薬学英語 1 ⃝科別英語特論Ⅰ 1 ⃝科別英語特論Ⅱ 1
9

専

　門

人間と薬学 ⃝人間と薬学Ⅰ 1 ⃝人間と薬学Ⅱ 1 ⃝医療コミュニケーション 1 ⃝社会と薬学 1 ⃝薬事関連法規と制度Ⅰ
⃝医療倫理学

1
1

⃝薬事関連法規と制度Ⅱ 1
7

物理系薬学
⃝物理学
⃝化学平衡論
⃝無機化学

1
1
1

⃝物理化学Ⅰ
⃝分析化学
⃝放射化学

1
1
1

⃝物理化学Ⅱ
⃝臨床分析化学
⃝機器分析学

1
1
1

⃝物理化学Ⅲ 1

10

化学系薬学 ⃝基礎化学 1 ⃝一般化学
⃝有機化学Ⅰ

1
1 ⃝有機化学Ⅱ 1 ⃝有機化学Ⅲ 1 ⃝有機化学Ⅳ 1

⃝生体分子の化学 1
7

生薬系薬学 ⃝植物薬品学 1 ⃝生薬学 1 ⃝漢方薬物学Ⅰ 1 3

生物系薬学
⃝機能形態学Ⅰ
⃝細胞生物学
⃝生物学

1
1
1

⃝機能形態学Ⅱ
⃝生化学Ⅰ

1
1

⃝機能形態学Ⅲ
⃝生化学Ⅱ
⃝微生物学

1
1
1

⃝生化学Ⅲ
⃝病原微生物学
⃝免疫学

1
1
1

⃝バイオ医薬品
⃝感染制御学
⃝臨床免疫学

1
1
1

14

健康と環境 ⃝健康保持と疾病予防 1 ⃝生活環境と健康
⃝栄養と食品機能

1
1

⃝化学物質と生体影響
⃝食品の安全性と管理

1
1

⃝化学物質の毒性と安全性 1
6

医薬品を
つくる

⃝物理薬剤学 1 ⃝製剤設計学
⃝生物薬剤学

1
1

⃝薬物送達学
⃝個別化医療Ⅰ

1
1

⃝薬物動態学 1
6

薬と疾病

⃝薬と疾病入門 1 ⃝薬理学Ⅰ 1 ⃝薬理学Ⅱ
⃝疾病と薬物治療Ⅰ
⃝疾病と薬物治療Ⅱ

1
1
1

⃝薬理学Ⅲ
⃝疾病と薬物治療Ⅲ
⃝疾病と薬物治療Ⅳ

⃝医薬情報Ⅰ

1
1
1

1

⃝薬理学Ⅳ
⃝疾病と薬物治療Ⅴ
⃝疾病と薬物治療Ⅵ
⃝疾病と薬物治療Ⅶ
⃝医薬情報Ⅱ

1
1
1
1
1

⃝疾病と薬物治療Ⅷ
⃝臨床推論Ⅰ
⃝医薬情報演習

1
1
1

17

薬学臨床

⃝調剤学
⃝医薬品安全性評価学
⃝病態栄養管理学
⃝個別化医療Ⅱ
⃝薬局・病院薬学
⃝一般用医薬品学
⃝実務実習事前学習Ⅰ

1
1
1
1
1
1
3 ⃝実務実習事前学習Ⅱ 2

⃝医療プロフェッショナリズム 1

12

薬学演習・特論

⃝総合演習Ⅰ
⃝科別特論Ⅰ
⃝科別特論Ⅱ
⃝科別演習Ⅰ
⃝科別演習Ⅱ

2
1
1
1
1

⃝総合演習Ⅱ 4 ⃝薬学アップトゥデイト 3 ⃝総合薬学演習Ⅰ
⃝総合薬学演習Ⅱ

6
1

20

実　習

⃝生物系実習Ⅰ
⃝化学系実習Ⅰ

1.5
1.5

⃝化学系実習Ⅱ
⃝物理系実習Ⅰ

1.5
1.5

⃝物理系実習Ⅱ
⃝生物系実習Ⅱ

1.5
1.5

⃝化学系実習Ⅲ
⃝生物系実習Ⅲ
⃝医療系実習Ⅰ

1.5
1.5
1.5

⃝健康・環境実習
⃝創薬系実習
⃝医療系実習Ⅱ

1.5
1.5
1.5

⃝実務実習事前実習 3 20

12 53

計
単　位　数 27 33 34 30 22 22 168

選
択
科
目
※

講

　義

総

　合

一般教養

⃝地球環境概論
⃝障がい論
⃝社会学
⃝現代経済論
⃝健康スポーツ

1
1
1
1
1

⃝数学Ⅱ
⃝倫理学
⃝哲学概論
⃝美術・デザイン
⃝文章表現

1
1
1
1
1

⃝法学
⃝基礎情報学演習Ⅱ
⃝計算科学
⃝基礎栄養学
⃝ヘルスプロモーション概論

1
1
1
1
1

⃝数学を巡る世界
⃝薬学のあゆみ
⃝病気とくすり

1
1
1

外国語
⃝英語検定Ⅰ
⃝英会話Ⅰ
⃝ドイツ語Ⅰ

1
1
1

⃝中国語Ⅰ
⃝フランス語Ⅰ

1
1

⃝英語検定Ⅱ
⃝英会話Ⅱ
⃝ドイツ語Ⅱ

1
1
1

⃝中国語Ⅱ
⃝フランス語Ⅱ

1
1

6卒業の要件　6 単位以上修得（1 年～２年）

専

　門

ゼミナール ⃝ゼミナールⅠ 1 ⃝ゼミナールⅡ 1 ⃝ゼミナールⅢ 1
3卒業の要件　3 単位以上修得（1 年後期～ 2 年）

専門Ⅰ

⃝構造有機化学
⃝反応有機化学
⃝細胞工学
⃝代謝生化学
⃝香粧品科学
⃝臨床薬学概論

1
1
1
1
1
1

⃝薬剤経済学
⃝地域保健薬学概論
⃝漢方薬物学Ⅱ
⃝スキンケア入門
⃝アドバンス有機化学
⃝実践有機化学

1
1
1
1
1
1

⃝中医学概論
⃝病理組織学
⃝臨床医学概論
⃝臨床栄養学
⃝応用薬物学
⃝多変量解析

1
1
1
1
1
1

4卒業の要件　４単位以上修得（3 年～ 4 年前期）

専門Ⅱ

⃝医薬情報特論
⃝医療経済学特論
⃝レギュラトリーサイエンス
⃝有機薬理化学特論
⃝専門薬剤師総論
⃝プライマリケアⅠ

1
1
1
1
1
1

⃝マーケティング
⃝プライマリケアⅡ
⃝専門薬剤師特論Ⅰ
⃝生殖医療特論

1
1
1
1

⃝医薬品開発特論
⃝臨床薬理学特論
⃝病態生理学特論
⃝プライマリケアⅢ
⃝専門薬剤師特論Ⅱ
⃝臨床推論Ⅱ
⃝薬局経営管理学
⃝薬局業務外論

1
1
1
1
1
1
1
1 5

卒業の要件　５単位以上（５年～６年）

自
由
科
目

講　義
⃝基礎分析化学集中講義
⃝基礎生物学集中講義
⃝基礎物理学集中講義

0.5
0.5
0.5

⃝TOEIC対策講座Ⅰ 1 ⃝TOEIC対策講座Ⅱ 1 ⃝TOEIC対策講座Ⅲ 1 ⃝TOEIC対策講座Ⅳ 1
合計

演　習 ⃝化学入門演習
⃝化学系基礎演習

0.5
0.5

⃝アドバンスゼミナールⅠ 1 ⃝アドバンスゼミナールⅡ 1 ⃝アドバンスゼミナールⅢ 1 ⃝アドバンスゼミナールⅣ 1 ⃝アドバンスゼミナールⅤ 1 186

※ 2021 年度開講科目 ◎卒論配属、分科 共用試験（CBT・OSCE）

⃝実務実習 

⃝課題研究（4年～6年）

⃝インターンシップ（1単位）

薬学部カリキュラム表　※科目各横の数字は、単位数を表す





履修科目一覧

１年次必修科目履修一覧

２年次必修科目履修一覧

３年次必修科目履修一覧

４年次必修科目履修一覧

５年次必修科目履修一覧

６年次必修科目履修一覧

選択科目履修一覧

実習科目履修一覧

自由科目履修一覧
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１ 年 次 必 修 科 目　 履 修 一 覧
前　　期 単位数 後　　期 単位数

総　
　

合　
　

科　
　

目

一
般
教
養

数学Ⅰ 1

基礎情報学 1

基礎情報学演習Ⅰ 1

外
国
語

英語（講読）Ⅰ 1 英語（講読）Ⅱ 1

英語（コミュニケーション）Ⅰ 1 英語（コミュニケーション）Ⅱ 1

共　
　

通　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

人
間
と
薬
学

人間と薬学Ⅰ 1 人間と薬学Ⅱ 1

物
理
系
薬
学

物理学 1 物理化学Ⅰ 1

化学平衡論 1 分析化学 1

無機化学 1 放射化学 1

化
学
系
薬
学

基礎化学 1 一般化学 1

有機化学Ⅰ 1

生
物
系
薬
学

機能形態学Ⅰ 1 機能形態学Ⅱ 1

細胞生物学 1 生化学Ⅰ 1

生物学 1

薬
と
疾
病

薬と疾病入門 1 年間総数

履修科目数 13科目 11科目 ２４科目

単位認定科目数 13科目 11科目 ２４科目

認定単位数 13単位 11単位 ２４単位

履
修
科
目

一

覧
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２ 年 次 必 修 科 目　 履 修 一 覧
前　　期 単位数 後　　期 単位数

総
合
科
目

一
般
教
養

基礎統計学 1

外
国
語

薬学英語入門Ⅰ 1 薬学英語入門Ⅱ 1

共　
　

通　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

人
間
と
薬
学

医療コミュニケーション 1 社会と薬学 1

物
理
系
薬
学

物理化学Ⅱ 1 物理化学Ⅲ 1

臨床分析化学 1

機器分析学 1
化
学
系
薬
学

有機化学Ⅱ 1 有機化学Ⅲ 1

生
薬
系
薬
学

植物薬品学 1 生薬学 1

生
物
系
薬
学

機能形態学Ⅲ 1 生化学Ⅲ 1

生化学Ⅱ 1 病原微生物学 1

微生物学 1 免疫学 1

健
康
と
環
境

健康保持と疾病予防 1 生活環境と健康 1

栄養と食品機能 1
医
薬
品
を
つ
く
る

物理薬剤学 1

薬
と
疾
病

薬理学Ⅰ 1 薬理学Ⅱ 1

疾病と薬物治療Ⅰ 1

疾病と薬物治療Ⅱ 1 年間総数

履修科目数 13科目 1４科目 ２7科目

単位認定科目数 13科目 1４科目 ２7科目

認定単位数 13単位 1４単位 ２7単位

  再履修科目がある場合には、単位認定科目数に加える。

履
修
科
目

一

覧
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３ 年 次 必 修 科 目　 履 修 一 覧
前　　期 単位数 後　　期 単位数

総
合
科
目

外
国
語

実用薬学英語 1

共　
　

通　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

人
間
と
薬
学

薬事関連法規と制度Ⅰ 1

医療倫理学 1

化
学
系
薬
学

有機化学Ⅳ 1 生体分子の化学 1

生
薬
系
薬
学

漢方薬物学Ⅰ 1

生
物
系
薬
学

バイオ医薬品 1

感染制御学 1

臨床免疫学 1

健
康
と
環
境

化学物質と生体影響 1 化学物質の毒性と安全性 1

食品の安全性と管理 1

医
薬
品
を
つ
く
る

製剤設計学 1 薬物送達学 1

生物薬剤学 1 個別化医療Ⅰ 1

薬　

と　

疾　

病

薬理学Ⅲ 1 薬理学Ⅳ 1

疾病と薬物治療Ⅲ 1 疾病と薬物治療Ⅴ 1

疾病と薬物治療Ⅳ 1 疾病と薬物治療Ⅵ 1

医薬情報Ⅰ 1 疾病と薬物治療Ⅶ 1

医薬情報Ⅱ 1 年間総数

履修科目数 13科目 1２科目 ２5科目

単位認定科目数 13科目 1２科目 ２5科目

認定単位数 13単位 1２単位 ２5単位

  再履修科目がある場合には、単位認定科目数に加える。

履
修
科
目

一

覧
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前　　期 単位数 後　　期 単位数

共　
　

通　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

人
間
と

薬

学
薬事関連法規と制度Ⅱ 1

医
薬
品
を

つ
く
る

薬物動態学 1

薬
と
疾
病

疾病と薬物治療Ⅷ 1
臨床推論Ⅰ 1
医薬情報演習 1

薬
学
臨
床

調剤学 1 実務実習事前学習Ⅱ 2
医薬品安全性評価学 1
病態栄養管理学 1
個別化医療Ⅱ 1
薬局・病院薬学 1
一般用医薬品学 1
実務実習事前学習Ⅰ 3

薬
学
演
習

・
特
論

総合演習Ⅰ 2 総合演習Ⅱ 4

学　

科　

別　

専　

門　

科　

目

医
療
薬
学
科

薬
学
演
習
・
特
論

医療薬学特論Ⅰ 1
医療薬学特論Ⅱ 1
医療薬学演習Ⅰ 1
医療薬学演習Ⅱ 1

外
国
語

医療薬学英語特論Ⅰ 1

医
療
薬
物
薬
学
科

薬
学
演
習
・
特
論

医療薬物薬学特論Ⅰ 1
医療薬物薬学特論Ⅱ 1
医療薬物薬学演習Ⅰ 1
医療薬物薬学演習Ⅱ 1

外
国
語

医療薬物薬学英語特論Ⅰ 1

医
療
衛
生
薬
学
科

薬
学
演
習
・
特
論

医療衛生薬学特論Ⅰ 1
医療衛生薬学特論Ⅱ 1
医療衛生薬学演習Ⅰ 1
医療衛生薬学演習Ⅱ 1

外
国
語

医療衛生薬学英語特論Ⅰ 1 年間総数

履 修 科 目 数 18科目（各学科） ２科目（各学科） ２0科目

単位認定科目数 18科目（各学科） ２科目（各学科） ２0科目

認 定 単 位 数 ２1単位（各学科） 6単位（各学科） ２7単位

  再履修科目がある場合には、単位認定科目数に加える。

４ 年 次 必 修 科 目　 履 修 一 覧

履
修
科
目

一

覧
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通　　年 単位数

学　

科　

別　

専　

門　

科　

目

医
療
薬
学
科

実　
　

習

医療薬学課題研究 12

医
療
薬
物
薬
学
科

医療薬物薬学課題研究 12 修得単位数
（各学科）

医
療
衛
生
薬
学
科

医療衛生薬学課題研究 12 12

4～ 6年 次 必 修 科 目　 履 修 一 覧

前　　期 単位数 後　　期 単位数

学　

科　

別　

専　

門　

科　

目

医
療
薬
学
科

外
国
語

医療薬学英語特論Ⅱ － 医療薬学英語特論Ⅱ １

医
療
薬
物
薬
学
科

医療薬物薬学英語特論Ⅱ － 医療薬物薬学英語特論Ⅱ １

医
療
衛
生
薬
学
科

医療衛生薬学英語特論Ⅱ － 医療衛生薬学英語特論Ⅱ １

全
学
科

薬
学
臨
床

医療プロフェッショナリズム １ 年間総数

履 修 科 目 数 1科目（各学科） ２科目（各学科） ２科目
単位認定科目数 － ２科目（各学科、 通年科目1科目を含める） ２科目
認 定 単 位 数 － ２単位（各学科、 通年科目1科目を含める） ２単位

５ 年 次 必 修 科 目　 履 修 一 覧

６ 年 次 必 修 科 目　 履 修 一 覧
前　　期 単位数 後　　期 単位数

共
通
専
門
科
目

全
学
科

薬
学
演
習
・

特
論

薬学アップトゥデイト ３ 総合薬学演習Ⅰ ６

総合薬学演習Ⅱ １ 年間総数

履 修 科 目 数 1科目 ２科目 3科目

単位認定科目数 1科目 ２科目 3科目

認 定 単 位 数 3単位 7単位 10単位

履
修
科
目

一

覧
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科　　目　　名 履　修　学　年 前・後期 単位数１年 ２年

一　
　

般　
　

教　
　

養　
　

科　
　

目

現代経済論 ○ 前 1

美術・デザイン ○ ○ 前 1

倫理学 ○ ○ 前 1

社会学 ○ 前 1

薬学のあゆみ ○ 前 1

病気とくすり ○ 前 1

障がい論 ○ 前・後 1

文章表現 ○ ○ 前・後 1

法学 ○ ○ 前・後 1

基礎栄養学 ○ 前・後 1

地球環境概論 ○ 後 1

健康スポーツ ○ 後 1

数学Ⅱ ○ 後 1

計算科学 ○ ○ 後 1

哲学概論 ○ ○ 後 1

基礎情報学演習Ⅱ ○ 後 1

ヘルスプロモーション概論 ○ ○ 後 1

数学を巡る世界 ○ 〇 後 1

外　
　

国　
　

語　
　

科　
　

目

英語検定Ⅰ ○ ○ 前 1

英会話Ⅰ ○ ○ 前 1

ドイツ語Ⅰ ○ ○ 前 1

中国語Ⅰ ○ ○ 前 1

フランス語Ⅰ ○ ○ 前 1

英語検定Ⅱ ○ ○ 後 1

英会話Ⅱ ○ ○ 後 1

ドイツ語Ⅱ ○ ○ 後 1

中国語Ⅱ ○ ○ 後 1 修得単位数

フランス語Ⅱ ○ ○ 後 1 ６単位以上

  １．一般教養科目及び外国語科目より６科目（６単位）以上修得すること。
  ２．「障がい論」「文章表現」「法学」「基礎栄養学」については、前期・後期の両学期に同じ講義内容で

開講する。なお、後期の履修において、前期に単位修得した同科目を履修することはできない。
  ３．英語科目を除く外国語科目はⅠを履修し単位認定された科目のみⅡを履修できる。
  ４．2021年度は本表の科目を開講する。

選 択 科 目　 履 修 一 覧

履
修
科
目

一

覧
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科　　目　　名
履　修　学　年

前・後期 単位数
３年 ４年

専　
　

門　
　

科　
　

目　
　

Ⅰ

反応有機化学 ○ 前 1
構造有機化学 ○ 前 1
細胞工学 ○ 前 1
代謝生化学 ○ 前 1
香粧品科学 ○ 前 1
臨床薬学概論 ○ 前 1
アドバンス有機化学 ○ 後 1
薬剤経済学 ○ 後 1
地域保健薬学概論 ○ 後 1
漢方薬物学Ⅱ ○ 後 1
スキンケア入門 ○ 後 1
実践有機化学 ○ 後 1
中医学概論 ○ 前 1
病理組織学 ○ 前 1
臨床医学概論 ○ 前 1
臨床栄養学 ○ 前 1
応用薬物学 ○ 前 1 修得単位数
多変量解析 ○ 前 1 ４単位以上

  １．３年前期・後期、４年前期から各々１科目以上履修し、合計４単位以上修得すること。
  ２．2021年度は本表の科目を開講する。

科　　目　　名
履　修　学　年

前・後期 単位数
５年 ６年

専　
　

門　
　

科　
　

目　
　

Ⅱ

医薬情報特論 ○ 前 1
医療経済学特論 ○ 前 1
レギュラトリーサイエンス ○ 前 1
有機薬理化学特論 ○ 前 1
専門薬剤師総論 ○ 前 1
プライマリケアⅠ ○ 前 1
プライマリケアⅡ ○ 後 1
マーケティング ○ 後 1
専門薬剤師特論Ⅰ ○ 後 1
生殖医療特論 ○ 後 1
医薬品開発特論 ○ 前 1
臨床薬理学特論 ○ 前 1
病態生理学特論 ○ 前 1
臨床推論Ⅱ ○ 前 1
プライマリケアⅢ ○ 前 1
専門薬剤師特論Ⅱ ○ 前 1
薬局経営管理学 ○ 前 1 修得単位数
薬局業務外論 ○ 前 1 ５単位以上

  １．2021年度は本表の科目を開講する。

履
修
科
目

一

覧
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実 習 科 目　 履 修 一 覧
実　習　科　目 実　　習　　名 年　　次 単位数

共　

通　

実　

習　

科　

目

生物系実習Ⅰ 基礎生物学実習 1年・後期 1.5

化学系実習Ⅰ 基礎有機化学実習 1年・後期 1.5

化学系実習Ⅱ 有機化学実習
漢方薬物学実習 2年・前期 1.5

物理系実習Ⅰ 分析化学実習 2年・前期 1.5

物理系実習Ⅱ 物理化学・分析化学実習 2年・後期 1.5

生物系実習Ⅱ 微生物・免疫学実習 2年・後期 1.5

化学系実習Ⅲ 天然医薬品化学実習
医薬品合成実習 ３年・前期 1.5

生物系実習Ⅲ 生化学実習 ３年・前期 1.5

医療系実習Ⅰ 薬理学実習 ３年・前期 1.5

健康・環境実習 衛生化学・公衆衛生学実習 ３年・後期 1.5

創薬系実習 薬剤学実習 ３年・後期 1.5

医療系実習Ⅱ 病態生理学・薬物安全性学実習 ３年・後期 1.5

実務実習事前実習 実務実習事前実習 ４年・前期 ３

実務実習 実務実習 ５年・通年 20

自 由 科 目　 履 修 一 覧
科　　目　　名 履　修　学　年 前・後期 単位数１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

基礎分析化学集中講義 ○ 前 0.5

基礎物理学集中講義 ○ 前 0.5

基礎生物学集中講義 ← 　 　 本 年 度 は 開 講 せ ず 　 　 →

化学入門演習 ○ 前 0.5

化学系基礎演習 ○ 前 0.5

TOEIC対策講座Ⅰ ← 　 　 本 年 度 は 開 講 せ ず 　 　 →

TOEIC対策講座Ⅱ ← 　 　 本 年 度 は 開 講 せ ず 　 　 →

TOEIC対策講座Ⅲ ← 　 　 本 年 度 は 開 講 せ ず 　 　 →

TOEIC対策講座Ⅳ ← 　 　 本 年 度 は 開 講 せ ず 　 　 →

アドバンスゼミナールⅠ ← 　 　 本 年 度 は 開 講 せ ず 　 　 →

アドバンスゼミナールⅡ ← 　 　 本 年 度 は 開 講 せ ず 　 　 →

アドバンスゼミナールⅢ ○ 前・後 1

アドバンスゼミナールⅣ ← 　 　 本 年 度 は 開 講 せ ず 　 　 →

アドバンスゼミナールⅤ ○ 前・後 1

インターンシップ ○ ○ ○ 前・後 1

履
修
科
目
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覧
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2021年度 薬学部教員一覧
学科 教室、研究室 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

医　

療　

薬　

学　

科

機能形態学教室 山口　宜秀 林　　明子 石橋　智子
臨床微生物学教室 中南　秀将 中瀬　恵亮 吉田　拓真
薬物代謝安全性学教室 山折　大 小倉　健一郎 西山　貴仁 大沼　友和

薬物動態制御学教室
井上　勝央 岸本　久直

樋口　慧

病態生理学教室
市田　公美 長谷川　弘 関根　舞

藤田　恭子

個別化薬物治療学教室
降幡　知巳 柴崎　浩美 横川　彰朋

森尾　花恵
臨床薬理学教室 杉山　健太郎※ 恩田　健二 田中　祥子
臨床薬効解析学教室 山田　安彦※ 高柳　理早※ 片桐　文彦※ 木村　耕二
一般用医薬品学教室 陳　惠一※ 成井　浩二
医療実務薬学教室 畝﨑　榮※ 川口　崇※ 藤宮　龍祥※

臨床医療薬学センター 山田　純司 大友　隆之
社会薬学教育センター　　
社会薬学研究室 北垣　邦彦

薬学基礎実習教育センター 稲葉　二朗 高橋　浩司

薬学実務実習教育センター

堀　祐輔※ 国分　秀也※ 別生　伸太郎
戸張　裕子※ 増田　多加子※

秋山　滋男※

濱田　真向

情報教育研究センター
倉田　香織
山田　寛尚

医　

療　

薬　

物　

薬　

学　

科

生体分析化学教室
栁田　顕郎 東海林　敦 森岡　和大

守岩　友紀子
天然医薬品化学講座 一栁　幸生 蓮田　知代
薬化学教室 三浦　剛 平島　真一 中島　康介 松島　恭征
応用生化学教室 高木　教夫 林　秀樹 岩谷　結衣
分子細胞病態薬理学教室 田野中　浩一 丸ノ内　徹郎 矢野　絵美
病態生化学教室 野水　基義 吉川　大和 山田　雄二 濵田　圭佑
創剤科学教室 石原　比呂之 高島　由季 茨木　ひさ子
薬品製造学教室 松本　隆司 矢内　光 山口　悟
生物分子有機化学講座 宮岡　宏明 釜池　和大 太田　浩一朗
社会薬学教育センター　　
薬事関係法規研究室 益山　光一

社会薬学教育センター　　
生命・医療倫理学研究室 櫻井　浩子

薬学基礎教育センター　　
第２英語研究室 大野　真

薬学基礎実習教育センター
佐藤　弘人
今田　啓介

中央分析センター 深谷　晴彦
薬用植物園 三宅　克典

2021年3月1日時点の予定
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学科 教室、研究室 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

医
療
薬
物
薬
学
科

薬学実務実習教育センター
武井　佐和子※ 鯉沼　卓真
影山　美穂※

大山　勝宏※

薬学教育推進センター
横島　智 片野　修一郎 吉田　君成
三浦　典子 古石　裕治
緒方　正裕

中国医学研究室 猪越　英明※

社会薬学教育センター 山田　哲也※

医　

療　

衛　

生　

薬　

学　

科

分析化学教室 袴田　秀樹 小谷　明 山本　法央 町田　晃一
薬品化学教室 林　良雄 谷口　敦彦 田口　晃弘 今野　翔
生化学教室 佐藤　隆 秋元　賀子 小岩井　利一

免疫学教室
安達　禎之 山中　大輔

菅野　峻史
衛生化学教室 早川　磨紀男 藤野　智史 大嶋　利之

薬物送達学教室
根岸　洋一 多田　塁 髙橋　葉子

濵野　展人
内分泌薬理学教室 田村　和広 吉江　幹浩 草間　和哉 安曇　麻奈
公衆衛生学教室 藤原　泰之 篠田　陽 高橋　勉 恒岡　弥生
漢方資源応用学教室 三巻　祥浩 横須賀　章人 松尾　侑希子 井口　巴樹

分子生物物理学教室
三島　正規 青山　洋史 伊集院　良祐

森屋　亮平
臨床薬剤学教室 下枝　貞彦※ 平田　尚人※ 畔蒜　祐一郎※

医薬品安全管理学教室 杉浦　宗敏※ 今井　志乃ぶ※ 清海　杏奈
薬学基礎教育センター　　
第３英語研究室 増田　由佳

薬学基礎教育センター　　
第４英語研究室 森本　信子

薬学基礎実習教育センター 安藤　堅 土橋　保夫

薬学教育推進センター
遠藤　朋宏
黒田　明平

※実務家教員（P.11）



数学 I
Mathematics I

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

片野　修一郎

学 習 目 標
(GIO)

現代社会において、数学の必要性は間違いなく単調に増加しているにもかかわらず、全ての科学の基礎と
なって学力のベースを構成する数学のような学問は、目に見える卑近な成果ばかりを追いかける現代日本の
風潮の中にあっては軽視されがちである。マンションの杭打ち基礎工事に問題があれば、後になって深刻な
影響が出ることは、ニュースなどでも報道されることがあるので、記憶に新しい人もいるだろう。当該マン
ションは結局建て直しになり、大きな社会問題に発展した。薬学を学ぶ上でも、数学は大切な礎石部分を構
成するのである。基礎工事ができていないまま大学の勉強を続けようとすると、どのような恐ろしい事態を
招くか、それは各自で考えて欲しい。この授業では、薬学にとって最も役立つ道具である「微分積分学」に
スポットを当てて、薬学に自在に利用できるようになるまでしっかり理解することを目標として掲げたい。
同時に、学問に向き合うときの姿勢をぜひ学んで欲しいとも思う。
（1）How toを暗記するのではなく、Storyを理解する。　
（2）些細な計算ひとつとっても、工夫したり別の方法を考えたりする習慣を身につける。
（3）微積分の（少数の）基本原理を明確に理解する。
（4）薬学に必要な微積分の計算能力を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
関数の基本（表記の仕方や変数・定数の意味などを含む）についてきちん
と身につける。指数の基本を徹底的に理解する。巨大な数や微小な数の
表記の仕方にも慣れる。

X-7-2-1

2
指数関数の基本性質を心底から理解する。指数関数の際立った特徴を把
握したうえで、グラフが描けるようになる。2x と 2x の違いが曖昧、な
んていうことが絶対にないように。指数計算に習熟する。

X-7-2-1

3 対数の定義と意味を明確に理解する。対数関数の基本性質を把握したう
えで、そのグラフが描けるようになる。対数計算が確実にできる。 X-7-2-1

4 三角関数の基本性質を理解し、そのグラフが描ける。 X-7-2-2

5
極限の意味を直観的に理解し、微分法が何のために考えられたのか、何
をするためにあるのかを自分の言葉で説明できる。定義に基づいて簡単
な関数の微分が実行できる。化学反応の速度が微分によって捉えられる
ことがわかる。

X-7-3-1～2

6 微分法の基本性質を理解し、それに基づいて多項式や有理式の微分が自
在にできる。 X-7-3-2

7
指数関数の微分ができる。その過程で、自然対数の底 e の意味と意義と
をはっきり知る。なぜ微分するときは常用対数ではなく自然対数を使う
のか。この機会に、自然対数と常用対数それぞれの用途および双方の変
換について認識を新たにする。

X-7-3-2

8 まず合成関数とは何かを理解する。次に合成関数の微分法の仕組みを理
解し、自在に計算できるようになる（微分法学習最大の山場）。 X-7-3-2

9
逆関数の微分法則の応用として、対数関数の微分ができるようになる。
薬学で現れる簡単な微分方程式にも触れ（組織的な説明は後期数学 II で
やる）、その数学的部分を丁寧に説明する。

X-7-3-2

10 積分の基本理念について理解する。原始関数の概念を、その表記法と共
に理解する。基本になる少数の簡単な原始関数が確実に求められる。 X-7-3-3

11 合成関数微分の逆読みとしての積分（最も初歩的な置換積分）ができる
ようになる。薬学で必要な積分はほぼこのレベルで済む。 X-7-3-3

12
2変数関数とは何か、そのグラフはどんなものかを理解する。偏微分の概
念を表記法と共に明確に把握し、具体的な関数の偏導関数が計算できる。
熱力学で現れる偏微分などについても知る。

X-7-3-5

13 2階の偏導関数までを確実に計算できる。記号等もきちんと使える。 X-7-3-5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～4 片野 関数の基本事項、指数関数、対数関数の基本。本年度は、こ
の項を入学前教育の中で実施する。 1, 2, 3

5～9 〃
１変数関数の微分法（極限についての簡単な説明を含む）お
よび微分方程式の入り口。三角関数の微分の折に、簡単な
復習もする予定。この項からが正規の授業になる。

5, 6, 7, 8, 9

10～11 〃 1変数関数の積分法 10, 11

12～13 〃 偏微分法 12, 13

– 1 –52



〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・学生が自ら手を動かして演習問題を解く時間をできるだけ設ける。
・黒板で演習問題の解答を発表させることもある。
・Webclassに教科書の演習問題の詳しい解答解説を適宜アップする。場合によっては、自習用にさらなる
演習問題と解答解説をアップする。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・「これは何なのか」「どうしてこんなことを考えるのか」「なぜそうなるのか」「この式の意味は何か」と
いった理屈の部分を（専門的にならない範囲で）徹底的に解説する。
・例や例題をできるだけ多く紹介し、解説している。
・演習問題を数多く解いて理解を深める機会をできるだけ設けている。
〔成績評価方法〕
<試験により評価する>
1)形成的評価
　 a) 知識：演習問題の解答を授業中に発表させたり、質問に答える、WebClassに詳細な解説記事を掲載
するなどして主体的な取り組みを促す。
2)総括的評価
　 a) 知識：基本的には定期試験（100%）で評価するが、（可能なら）授業内の演習問題解答発表、（自主
的な）レポートの提出などは勘案する。
〔教科書〕
片野修一郎 『根底から理解する　微分積分学入門』（ムイスリ出版）。
高等学校数学 IIの学習に不安がある人は、数式の部分ではなく、本文の説明部分を入念に読んでくださ
い。本格的な微積分の本が読みたい人は大書店に行けば山ほどあります。授業を理解するだけで手一杯の
人は、高校数学の教科書を常に手元に置いておくと良いです。とりあえず一通りのことが、この薄さと安
さで達成できる本はたぶん他にはありません。
〔参考書〕
小林賢・熊倉隆二編『わかりやすい薬学系の数学演習』(講談社)
この本は、中学校で学ぶような四則計算や濃度計算に始まり、微分方程式を用いる（本学では後期選択科
目の数学 IIでしか学ばない）薬物動態や化学反応に関する国試問題の演習までを扱っています。国試を見
据えた 6年分の数学的問題の対策とまとめや、2・3年次で学ぶ専門科目と並行して日頃から取り組むとい
う使い方も有効かと思います。授業では使いません。
〔オフィスアワー〕
火曜午後に学習相談を設定してありますが、質問はそれとは無関係に、2109研究室でいつでも受け付けま
す。質問するのに遠慮も予約も要りません。
〔所属教室〕
薬学教育推進センター 2109

〔準備学習（予習・復習等）〕
高等学校の数学 IIまではしっかり理解しておくことを強く望みます。高等学校で「ただ履修した」ことと
「きちんと理解した」ことは天と地ほどの違いがあることをきちんと認識して下さい。特に指数・対数は
薬学部生にとって命です。6年間ついてまわります。理工系大学に籍を置いているにも拘わらず、指数対
数の基本中の基本さえ理解していない学生が非常に目につきます。「理解する」という言葉の意味が実感で
きなくなっているのではないかと危惧します。掛け算九九と同じくらいはっきり理解して初めて「理解し
た」というのです。
この授業では、高等学校数学 IIIを履修していることを仮定しません。上に書いたように、理解していない
のなら、履修していないのと同じことです。数学 IIIを履修していないことを気に病む学生を毎年相当数見
かけますが、そんな暇があったら、数学 II（それ以前の教科書も含む）の教科書を完全に理解しておくこ
とに全力を注いで下さい。数学 IIまでが完全にわかっていれば、この授業に臨むに当たっては何の不足も
ありません。また、数学の基礎基本が本当に良く理解できていれば、薬学に現れる数学は簡単だとわかる
はずです。
〔学生へのフィードバック〕
授業中に可能な限り演習問題を試みてもらい、その解説を行うことでフィードバックとしたい。
〔教員からの一言〕
試験前に公式を覚えて計算さえできればよい、例題の真似ができればよい、答さえ合えばよい、そういう
風潮が日本全体を覆うようになりました。でも、それはとんでもない間違いです。それは学問ではありま
せん。そういう空気に浸り続けて、それが当たり前だと思ってしまうと、ある程度高度な数学を学ぶのは
著しく困難になります。それどころか、濃度計算のようなごく基本的な計算まで上手にできなくなります。
計算のとても下手な理科系学生が目立ちますが、それも答さえ合っていればいいんだ、という態度に原因
があるような気がしてなりません。このような態度の行き着く先は、三角関数が何なのか説明できない、
定義すらわかっていないのに、sin x の微分は？ と聞かれたら cos x と答えられればいいというような、
表層的な試験対策、というか試験の結果のみにしか価値を認めない歪んだ勉学の姿です。今、日本でこの
ような光景を見かけない日はほとんどなくなりました。数学が好きな人・得意な人には、この授業は（偏
微分以外は高校数学の復習なので）易し過ぎて面白くないと思いますが、そういう人は後期の選択科目数
学 IIを取ってください。
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基礎情報学
Essential Information Science

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

倉田　香織

佐藤　弘人（取り纏め）

学 習 目 標
(GIO)

情報とは何かを理解し、情報を管理・活用するため、コンピュータを使いこなす能力（コンピュータリテラ
シー）とインターネットを使いこなす能力（インターネットリテラシー）を理解する。さらにネット社会の
成立と社会の情報化がもたらす社会システムの変化および個人の活動への影響を理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 情報化社会におけるリテラシーの必要性を社会的背景をふまえて説明で
きる。 X-2-1-1

2 PCの 5大装置の総称とその役割を説明できる。 X-8-1-1
3 コンピュータの取り扱う文字と文字の符号化を説明できる。 X-8-1-3

4 インターネットや LANなどのネットワークを構成する機器およびサーバ
の名称とその役割を説明できる。 X-8-1-4～5

5 代表的な TCP/IPプロトコルの名称を列挙し、そのプロトコルが提供す
るインターネットサービスを説明できる。 X-8-1-4

6 検索エンジンのしくみとその利用法を説明できる。 X-8-1-7
7 情報の収集と活用を目的としたデータベースの利用法を説明できる。 X-8-1-8
8 関係データベースにおける SQLの基本的な記述法を説明できる。 X-8-2-5
9 研究論文、ビジネス文書および電子メールの構成要素を説明できる。 X-8-1-6, X-9-2-1～2

10 医療情報の標準化に関わるコード体系および情報交換プロトコルの名称
と特徴を説明できる。 X-8-1-3, X-8-3-5

11 代表的な構造化文書の名称と特徴を説明できる。 X-8-1-3
12 情報化社会における暗号による秘匿と認証の必要性を説明できる。 X-8-3-1
13 共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違いとその特徴を説明できる。 X-8-3-4
14 知的財産権を分類し、特許権および著作権を説明できる。 X-8-3-4
15 デジタル情報の特徴とその著作権に関わる問題点を説明できる。 X-8-3-4

16 人と機械を関係づけるインターフェースの特徴を理解し、アフォーダン
スとは何かを説明できる。 X-8-1-2

17 人が犯す誤りを分類し、その特徴を説明できる。 T-1
18 情報の視覚化と化学構造の表現法の関連を説明できる。 X-8-2-3～4
19 情報のデジタル化がもたらす社会および個人への影響を説明できる。 X-8-3-6～8

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 倉田 情報の概念 1
2 〃 PCのしくみと特徴 2
3 〃 コンピュータにおけるデータ表現と文字コード 3
4 〃 インターネットのしくみと特徴 4、5
5 〃 インターネットにおける情報検索 6
6 〃 情報化社会と法律 14、15
7 〃 情報検索とデータベース 7、8
8 〃 PC による文書作成 9
9 〃 医療情報の標準化と構造化文書 10、11
10 〃 情報化社会における認証と秘匿 12、13
11 〃 情報デザインとユーザビリティー 16、17
12 〃 情報の可視化と化学構造式 18
13 〃 情報化社会で得るものと失うもの 19

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
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基礎情報学の講義用に教科書「医療情報リテラシー」を編纂し、各章ごとに要点をまとめた PowerPointマ
テリアルを補助資料として、講義を行います。予習を行う前に、次の講義回のテーマについて、各自の理
解度や学びたいことを明確にするための設問を用意します。また、授業後も同様に、理解度を確認するた
めの設問を用意します。リアクションペーパーを兼ねた記述欄も設けますので、各自の振り返りに役立て
てください。授業終了までに、全講義テーマの中から２編を選び、レポートを作成してもらいます。
設問の具体的な説明は、準備学習（予習・復習等）欄の「復習」に記載します。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
「最終目標」と「章末課題」を教科書の各章のカバー頁に掲載しました。世の中の問題の多くは、情報学の
知識だけで解決することはできませんが、知識があることで、第一歩を踏み出すことが可能です。毎回の
授業後に、知識の確認を行っていきますが、単なる知識で終わることのないよう、全講義テーマの中から
２編を選び、レポートを作成していただきます。レポートの作成を通して、思考力・判断力・表現力の向
上につながるようにしたいと思います。
〔成績評価方法〕
＜試験・レポート課題により評価する＞
1）形成的評価　
　 a）知識：講義回毎に、WebClassを用いてチェックテスト（記述回答あり）を行う。
　 b）態度：講義回毎に、WebClassを用いてチェックテスト（記述回答あり）を行う。
2）総括的評価　
　 a) 知識：単位認定課題（レポート）（10％）、定期試験（70％）にて評価する。
　 b) 態度：情報科学・情報社会に対する姿勢を含め、ルーブリック評価表を用いて評価する（20％）。
a)および b)を加算して総合的に評価する。ただし、単位認定課題の未提出者に対しては、受験停止の措
置を講ずることがあるので注意すること。
〔教科書〕
医療情報リテラシー　講義編
（土橋　朗編 著者　土橋　朗／小杉義幸／佐藤弘人／倉田香織、政光プリプラン）
〔参考書〕
医療情報 情報処理技術編／医学医療編／医療情報システム編（日本医療情報学会編）
IT Text情報リテラシー（オーム社）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。ただし、席を不在にしていることも多いので予約をしてください。 （予約はメールで可能）
〔所属教室〕
倉田　香織　情報教育研究センター　 DR棟 4階　センター教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：講義前に必ず、教科書の講義関連部分を読んでおくこと。
　毎回 10頁程度、20分程度。聞き慣れない言葉や概念が多いので、声に出して読むことをおすすめしま
す。
復習：各講義回後にWebClassに掲載される課題を実施すること。
　課題は 3つあります。毎回 20分程度。講義内容を振り返りましょう。
　問題が解けることを確認すること。
　さらに、現在の社会の仕組みを「情報学」の知識を使って「自分なりに」理解して説明を試みましょう
　【設問 1】講義への理解度を確認しましょう
　【設問 2】講義後に、改めて考えてみましょう
　【設問 3】次の講義での話題について、考えてみましょう
〔学生へのフィードバック〕
WebClassに掲載された課題への受講生の回答については、適宜、集計し、講義の中で解説を加えていきま
す。講義時間内に紹介しきれない部分については、WebClass内の掲示版機能等を使って、意見交換や、補
足説明を行います。
〔教員からの一言〕
情報学の講義に出てくる用語は難しいと感じる学生さんも多いことでしょう。美しい花を見るのに、その
花の名前を知る必要はないのかもしれません。それでも、知識は人を豊かにします。現在、当たり前に
使っている技術やサービスの背景を知ることで、問題をどのように解決してきたのか、そして、どのよう
な問題が生まれていくのかについて学んでいきましょう。WebClassの会議室は開講期間中いつでも開い
ています。直接的な会議室への質問を歓迎します。
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基礎情報学演習 I
Essential Information Science Practice I

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

倉田　香織（A、C、E、G）

佐藤　弘人（B、D、F、H）

山田　寛尚（C）

学 習 目 標
(GIO)

薬学を学ぶ上で基礎となる情報の収集・評価・加工・提供・管理に必要なデータや情報を有効活用できるよ
うになるために、情報の授受に効果的なコンピュータやインターネットの利用法に関する基本的知識・技
能・態度を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 ビジネス文書やレポートなど、文書に定められた一般的なルールを説明
できる。（知識） X-9-2-1

2 目的（レポート、論文、説明文書など）に応じて適切な文書を作成でき
る。（知識・技能） X-9-2-2

3 OSの機能を活用して、電子ファイルの作成および管理ができる。（技能） X-8-1-3, X-8-3-3
4 ネットワークを活用して、情報の受信・発信ができる。（技能） X-8-1-7
5 ネットワーク利用におけるルール・マナーを遵守する。（態度） X-8-1-6, X-8-3-2
6 信頼性の高いホームページで公開されている情報を収集できる。（技能） X-8-1-8

7 ワープロソフト（MS Word）を用いて、レポートを作成することができ
る。（技能） X-8-2-2

8 表計算ソフトウェア（MS Excel）を用いて、表計算や関数を使った計算
処理を行うことができる。（技能） X-8-2-2

9 表計算ソフトウェア（MS Excel）を用いて、グラフ描画を行うことがで
きる。（技能） X-8-2-2

10 表計算ソフトウェア（MS Excel）を用いて、データ管理を行うことがで
きる。（技能） X-8-2-2

11 化学構造式描画ソフトウェア（ChemBioOffice）を用いて、平面構造式お
よび 3次元構造式を描画することができる。（技能） X-8-2-3～4

12 インターネットなどを利用して、質の高い医薬品情報を選択しながら、身
近な医薬品の情報を調査することができる（技能）。

X-8-1-8, X-8-3-4, X-8-
3-7

13 ソフトウェア使用上のルール、マナーを守る。（態度） X-8-2-1, X-8-3-8

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 佐藤、倉田、山田 ファイル管理・医薬品情報の取得 3～6、13
2 〃 Wordによる調査レポートの作成 1～4、7
3 〃 Wordによる医薬品情報提供文書の作成 1～7
4 〃 Excelによる表計算 1回目 8
5 〃 Excelによる関数の利用 1回目 8
6 〃 Excelによる関数の利用 2回目 8
7 〃 Excelによる関数の利用 3回目 8、10
8 〃 Excelによるグラフ描画 1回目 1、9
9 〃 Excelによるグラフ描画 2回目 1、9
10 〃 医薬品の平面構造式の描画 1、11
11 〃 医薬品の開発とモデリング 3、6、11
12 〃 データベースを用いたデータ管理 10、12、13
13 〃 薬物治療に用いる医薬品に関するレポートの作成 1、2、7～13

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
演習テーマごとに演習課題（10回）を提出してもらう。
提出した課題は e-ポートフォリオとして形成的評価および自己評価を行う。
提出された課題の一部は公開する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
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課題の完成度についての要求は高めだが、パソコンが苦手な学生さんには最低限のことを自信をもってで
きるように、得意な学生さんには難しいことをわかりやすく説明する力をつけてもらえるように、学生同
士の教え合いを重要視して授業を展開する。
入学以前の情報教育で身につけた知識・技能は個人差があるため、TAを教室内に配置し、PCの環境設定
や使用ソフトはできるだけ統一している。演習用教材は画面キャプチャ図を多用し、これらはWebClass
を介して公開している。確実な技能習得のため、医療関連の素材を活用した演習課題を適宜用意し、提出
された課題へのフィードバックを行う。
〔成績評価方法〕
＜レポート課題により評価する＞
1)形成的評価
　 a）知識：WebClassに提示した演習問題を繰り返し行い、自己評価する。
　 b）技能：示された模範解答例を参考に自己評価する。
　　　　　　WebClass、メール等でこまめにフィードバックする。
　 c）態度：課題の作成および提出の際に観察し、WebClass等でフィードバックする
2)総括的評価
　 a）知識：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とする。
　 b）技能：最終提出課題の完成度により評価する。
　　　　　　態度（10％）、データ処理技能（50％）、文書作成技能（40％）
　 c）態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とする。
〔教科書〕
医療情報リテラシー　演習編
（著者　土橋　朗／小杉義幸／佐藤弘人／倉田香織、政光プリプラン）
〔参考書〕
情報リテラシー　総合編（ＦＯＭ出版)

〔オフィスアワー〕
全員　特に設定しませんが、前もって電子メール等で日時予約をしてください。
Zoomを用いた遠隔指導も対応可能です。
〔所属教室〕
佐藤　弘人　薬学基礎実習教育センター　教育 2号館 2階 2206
倉田　香織　情報教育研究センター　 DR棟 4階　センター教員室
山田　寛尚　情報教育研究センター　 DR棟 4階　センター教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業開始前に各自で授業用のノート PCの準備（ソフトウェアのインストールおよび LANへの接続テス
ト）が必要である。詳細は掲示等を確認すること。
WebClass へ資料を配布するので、よく読んで理解に努めること。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加える等の振り返り対応を行っていく。
提出課題（最終課題を除く）の締め切りは 2回ある。1回目の締め切り後に一次採点を行い、修正方法や
補足説明のためのフィードバック教材を公開する。フィードバックを参考に、2回目の締め切りまでに、
課題のやり直しを行うことができる。
〔教員からの一言〕
高校までの「情報」の授業を発展させて、医薬品情報および患者情報を扱うために必要なデータ処理の基
礎技術を身につけていただきます。専門の学習はこれからですが、医薬品添付文書や薬用量計算、診療報
酬表など、可能な限り専門の学習につながる医療系の題材を選んでいきますので、楽しみにしてください。
操作方法等でわからないところは、遠慮せずに質問してください。
〔備考〕
演習テーマによりクラス編成および授業担当者が変更になることがある。
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英語（講読）I
English (Reading) I

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

神田　玲子　（1・4）　　森本　信子　（2・5）　　畑江　里美　（3・6）

廣幡　晴菜　（7・10）　　大野　真　（8・11）　　首藤　理彩子　（9・12）

学 習 目 標
(GIO)

英米人が実際に読んでいる書籍や雑誌を読解するために、科学や医療、時事問題など様々な話題の英文を学
習し、それらの構文や文法を理解する。イントロダクションで様々な辞書の使い分け方と使用方法、精読と
速読の相違点を理解した上で、具体的なテキストの読解を行う。精読と速読の訓練を通じて、構文と文法の
理解、テープや CDの聞き取り能力、文章の正確な発音、パラグラフの要旨把握能力、必須語彙を習得する。
また、テキストの内容面（科学や医療、時事問題など）についても理解を深め、自らの意見を発表できるよ
うに指導する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 様々な辞書の使い分け方と使用方法を理解する。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～
4, X-3-3-1～4

2 精読と速読の相違点を理解する。 X-3-1-1～2
3 精読において、文章の構文と文法を正確に説明できる。 X-3-1-1～2
4 精読において、テープを聞いた後に、文章の要旨を説明できる。 X-3-3-1～4
5 精読において、文章を正確に発音できる。 X-3-3-1～4
6 速読において、各パラグラフの要旨を説明できる。 X-3-1-1～2
7 英検準 1 級程度に相応する語彙を習得する。 X-3-2-1～4
8 テキストの内容面（科学や医療、時事問題など）について理解する。 X-3-1-1～2

9 テキストの内容面（科学や医療、時事問題など）について自らの意見を発
表できる。 X-3-1-1～2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 大野、神田、森本、
畑江、廣幡、首藤 前期授業のイントロダクション 1、2

2 ～ 13 〃 前期テキストの講読 3～9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題の提出あるいは小テストを実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
科学や医療、時事問題など様々な話題の英文を読み、幅広い英語力と共に視野の広い思考力・判断力を養
えるように共通テキストを選定している。速読と精読の両方を訓練する。
〔成績評価方法〕
〈試験により評価する〉
1）形成的評価
a）知識：演習問題を繰り返し行う。
質問や提出物により、知識の到達レベルを確認している。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（100％）にて評価する。ただし、欠席の多い者あるいは毎回の授業や提出物等に真剣
に取り組まない者は、受験停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
西村　月満他『英語で学ぶ医療と健康（Health Care Today）』（朝日出版社）
松本　茂　他『速読速聴・英単語 Core 1900 ver.5』（Z会）
〔参考書〕
リーダーズ英和辞典（松田編　研究社）
〔オフィスアワー〕
大野・森本　いつでも可。　但し、要予約。　　　非常勤講師　薬学事務課にて。　薬学部事務にて要
予約。
〔所属教室〕
大野　　真　第 2英語研究室　教育 3号館 3階
森本　信子　第 4英語研究室　教育 3号館 3階
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〔準備学習（予習・復習等）〕
Helath Care Todayの教科書の Readingの部分を十分に予習してから授業に臨んで下さい。復習として、
文章をしっかり音読すると効果的です。
授業ごとに予習と復習を各々 30分以上行うことが望ましい。
〔学生へのフィードバック〕
授業での提出課題をチェックして、学生の間違えやすい個所を確認している。
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英語（コミュニケーション）I
English(Communication) I

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

増田 由佳 (9・12） Sebastian Brooke（1・4） Donna McInnis（2・5・7・10）

Richard Shooltz（8・11） John Karoukis（3・6 )

学 習 目 標
(GIO)

The purpose of this English Communication class is to assist students in improving all four skills in
English. The focus will be on communication in English, utilizing the discussion points related to each
unit. Group discussions will be an integral component of the course.

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
By the end of the course, students will have:
Enriched vocabulary knowledge and understanding of simple commu-
nicative grammatical patterns.

X-3-2-1

2 Improved listening skills for daily communication, in both formal and
informal settings. X-3-3-1～2

3 Improved speaking skills and ability to give opinions in English. X-1-1-2, X-1-1-4, X-3-
3-3

4 Improved ability to read simple English texts and respond in writing. X-3-1-2, X-3-2-1, X-9-
2-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 全担当者
Introductions/Course Info
（学期を通じての注意）All assigned homework must be
completed before the next class.

1-4

2 〃 Unit 1A: People, Appearance and Personality 1-4
3 〃 Unit 1B 1-4
4 〃 Unit 1C 1-4
5 〃 Listening Tasks/Unit 1 QUIZ 1,2

6 〃 Unit 2A: Time Sequencers and Connectors 1-4
7 〃 Unit 2B 1-4
8 〃 Unit 2C 1-4
9 〃 Listening Tasks/Unit 2 QUIZ 1,2

10 〃 Unit 3A: Paraphrasing & Predictions/ Plans & Arrange-
ments 1-4

11 〃 Unit 3B 1-4
12 〃 Unit 3C 1-4
13 〃 Listening Tasks/Unit 3 QUIZ 1,2

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
Students will participate in weekly group discussions and also take turns introducing topics and leading
discussions of those topics.

〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
Students will engage in critical thinking exercises and learn to give opinions and ideas in weekly discussions,
both textbook-based and student-led.

〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
Students will be evaluated by the following tasks:
Unit Quizzes and Listening Tasks 50%, Discussion Leadership and Active Participation 30%, Extensive
Reading Journal/M-Reader 20%

〔教科書〕
English File 4th edition Pre-Intermediate Student Book, Oxford University Press.
(前期は、UNITS 1-3　を扱います)

〔参考書〕
Any English-English dictionary is recommended, such as the Oxford Advanced Learner’s Dictionary.
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〔オフィスアワー〕
Office hours:
・増田 由佳
下記以外を希望する場合は必ず午後の時間を東薬メールで予約してください。午前中の突然の来訪は対応
できません。
(月) 1:30-4:30PM
※ただし 6/1～11，11/30～10のみ (水) 1:30-4:30PM に変更予定
・その他の先生方
薬学事務課もしくは直接担当の先生に予約してください。
下記のメールアドレスでも連絡可能です。
Sebastian Brooke: ＜ sjbrooke@hotmail.com＞
Donna McInnis: ＜ djmstar@aol.com＞
Richard Shooltz: ＜ rshooltz@icloud.com＞
John Karoukis: ＜ Johnkenglish2020@gmail.com＞
〔所属教室〕
増田 由佳　第 3英語研究室　
〔準備学習（予習・復習等）〕
Students are expected to preview the week’s textbook content, complete homework exercises, write in
their journals, and prepare for group discussions. Students should expect to spend 45-90 minutes a week
in preparation and review.

〔学生へのフィードバック〕
There will be regular, weekly feedback on homework exercises, textbook work, and vocabulary and
communication skill development.

〔教員からの一言〕
This is a communicative English class, so be prepared to be active and share your ideas and opinions in
group discussions.
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英語（講読）II
English (Reading) II

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

神田　玲子 （1・4）　　森本　信子 （2・5）　　畑江　里美 （3・6）

廣幡　晴菜 （7・10）　 大野　真 （8・11）　　首藤　理彩子 （9・12）

学 習 目 標
(GIO)

英米人が実際に読んでいる書籍や雑誌を読解するために、科学や医療、時事問題など様々な話題の英文を学
習し、それらの構文や文法を理解する。イントロダクションで様々な辞書の使い分け方と使用方法、精読と
速読の相違点を理解した上で、具体的なテキストの読解を行う。精読と速読の訓練を通じて、構文と文法の
理解、テープや CDの聞き取り能力、文章の正確な発音、パラグラフの要旨把握能力、必須語彙を習得する。
また、テキストの内容面（科学や医療、時事問題など）についても理解を深め、自らの意見を発表できるよ
うに指導する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 様々な辞書の使い分け方と使用方法を理解する。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～
4, X-3-3-1～4

2 精読と速読の相違点を理解する。 X-3-1-1～2
3 精読において、文章の構文と文法を正確に説明できる。 X-3-1-1～2
4 精読において、テープを聞いた後に、文章の要旨を説明できる。 X-3-3-1～4
5 精読において、文章を正確に発音できる。 X-3-3-1～4
6 速読において、各パラグラフの要旨を説明できる。 X-3-1-1～2
7 英検準 1 級程度に相応する語彙を習得する。 X-3-2-1～4
8 テキストの内容面（科学や医療、時事問題など）について理解する。 X-3-1-1～2

9 テキストの内容面（科学や医療、時事問題など）について自らの意見を発
表できる。 X-3-1-1～2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 大野、神田、森本、
畑江、廣幡、首藤 後期授業のイントロダクション 1、2

2 ～ 14 〃 後期テキストの講読 3～9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題の提出あるいは小テストを実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
科学や医療、時事問題など様々な話題の英文を読み、幅広い英語力と共に視野の広い思考力・判断力を養
えるように共通テキストを選定している。速読と精読の両方を訓練する。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：演習問題を繰り返し行う。質問や提出物により、知識の到達レベルを確認している。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（90％）、TOEIC（10％）を総合的に評価する。ただし、欠席の多い者あるいは毎回の
授業や提出物等に真剣に取り組まない者は、受験停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
西村　月満他『英語で学ぶ医療と健康（Health Care Today）』（朝日出版社）
松本　茂　他『速読速聴・英単語 Core 1900 ver.5』（Z会）
〔参考書〕
リーダーズ英和辞典（松田編　研究社）
〔オフィスアワー〕
大野・森本　いつでも可。　但し、要予約。　　　非常勤講師　薬学事務課にて。　薬学事務課にて要
予約。
〔所属教室〕
大野　真　 　第 2英語研究室　教育 3号館 3階
森本　信子　第 4英語研究室　教育 3号館 3階
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〔準備学習（予習・復習等）〕
Helath Care Todayの教科書の Readingの部分を十分に予習してから授業に臨んで下さい。復習として、
文章をしっかり音読すると効果的です。
授業ごとに予習と復習を各々 30分以上行うことが望ましい。
〔学生へのフィードバック〕
授業での提出課題をチェックして、学生の間違えやすい個所を確認している。
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英語（コミュニケーション）II
English(Communication) II

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

増田 由佳 (9・12） Sebastian Brooke（1・4） Donna McInnis（2・5・7・10）

Richard Shooltz（8・11） John Karoukis（3・6 )

学 習 目 標
(GIO)

The purpose of this English Communication class is to further assist students in improving all four
skills in English. The focus will be on communication in English, utilizing the discussion points related
to each unit. Group discussions will be an integral component of the course.

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
By the end of the course, students will have:
Enriched vocabulary knowledge and understanding of simple commu-
nicative grammatical patterns.

X-3-2-1

2 Improved listening skills for daily communication, in both formal and
informal settings. X-3-3-1～2

3 Improved speaking skills and ability to give opinions in English. X-1-1-2, X-1-1-4, X-3-
3-3

4 Improved ability to read simple English texts and respond in writing. X-3-1-2, X-3-2-1, X-9-
2-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 全担当者
Introductions/Course Info
（学期を通じての注意）All assigned homework must be
completed before the next class.

1-4

2 〃 Unit 4A: Fashion & Shopping 1-4
3 〃 Unit 4B 1-4
4 〃 Unit 4C 1-4
5 〃 Listening Tasks/Unit 4 QUIZ 1,2

6 〃 Unit 5A: Comparatives & Superlatives 1-4
7 〃 Unit 5B 1-4
8 〃 Unit 5C 1-4
9 〃 Listening Tasks/Unit 5 QUIZ 1,2

10 〃 Unit 6A: Decisions, Offers & Promises 1-4
11 〃 Unit 6B 1-4
12 〃 Unit 6C 1-4
13 〃 Listening Tasks/Unit 6 QUIZ 1,2

14 〃 Course and Assessment Review 1-4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
Students will participate in weekly group discussions and also take turns introducing topics and leading
discussions of those topics.

〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
Students will engage in critical thinking exercises and learn to give opinions and ideas in weekly discussions,
both textbook-based and student-led.

〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
Students will be evaluated by the following tasks:
Unit Quizzes and Listening Tasks 50%, Discussion Leadership and Active Participation 30%, Extensive
Reading Journal/M-Reader 20%

〔教科書〕
English File 4th edition Pre-Intermediate Student Book, Oxford University Press.
(後期は、UNITS 4-6　を扱います)

〔参考書〕
Any English-English dictionary is recommended, such as the Oxford Advanced Learner’s Dictionary.
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〔オフィスアワー〕
Office hours:
・増田 由佳
下記以外を希望する場合は必ず午後の時間を東薬メールで予約してください。午前中の突然の来訪は対応
できません。
(月) 1:30-4:30PM
※ただし 6/1～11，11/30～10（短期集中講座開設中）は予約のみ
※WebClass上のメール連絡は届かない場合があります。Zimbraメールを利用してください。
・その他の先生方
薬学事務課もしくは直接担当の先生に予約してください。
下記のメールアドレスでも連絡可能です。
Sebastian Brooke: ＜ sjbrooke@hotmail.com＞
Donna McInnis: ＜ djmstar@aol.com＞
Richard Shooltz: ＜ rshooltz@icloud.com＞
John Karoukis: ＜ Johnkenglish2020@gmail.com＞
〔所属教室〕
増田 由佳　第 3英語研究室　
〔準備学習（予習・復習等）〕
Students are expected to preview the week’s textbook content, complete homework exercises, write in
their journals, and prepare for group discussions. Students should expect to spend 45-90 minutes a week
in preparation and review.

〔学生へのフィードバック〕
There will be regular, weekly feedback on homework exercises, textbook work, and vocabulary and
communication skill development.

〔教員からの一言〕
This is a communicative English class, so be prepared to be active and share your ideas and opinions in
group discussions.
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人間と薬学 I
Human Life and Pharmacy I

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

運営：益山　光一、北垣　邦彦、櫻井　浩子、杉浦　宗敏、下枝　貞彦、堀　祐輔、山田　安彦、吉川　大和、柴崎　

浩美、杉山　健太郎、谷口　敦彦、中南　秀将、平田　尚人、吉江　幹浩、恩田　健二、片桐　文彦、川口　崇、藤田

　恭子、藤野　智史、丸ノ内　徹郎、吉田　君成、伊集院　良祐、大沼　友和、岸本　久直、恒岡　弥生、山田　哲也

講師：平塚　明（本学学長）、三巻　祥浩（本学薬学部長）、嶋根　卓也（国立精神・神経医療研究センター精神保健研

究所）、坂口　眞弓（(株) ファーメスティ みどり薬局）、増田　純一（国立国際医療研究センター病院）、杉山　和夫

（行徳総合病院）、増山　ゆかり（財団法人いしずえサリドマイド福祉センター常務理事）、孫　尚孝（株式会社ファー

マシィ）、神保　雄一 (日野市立病院)、村山　一茂（独立行政法人医薬品医療機器総合機構）、山口　育子（認定 NPO

法人ささえあい医療人権センター COML）、遠藤　潤一（金城学院大学）

学 習 目 標
(GIO)

　皆さんは、医療を担う薬学人として必要な知識や技術を体系的に学んでいく上で、豊かな人間性や広い視
野をも育まねばなりません。そのためには薬剤師や薬学に対する社会のニーズや期待、また医療人としての
薬剤師の活動と責務をよく理解しておく必要があります。本講義では、薬剤師に求められる社会的ニーズと
期待、医療スタッフとしての倫理観や薬剤師の役割などについて、学内外の専門家の方々に講義して頂きま
す。また、我が国の医療制度あるいは医療従事者の社会における活動状況と責務の概略を知り、薬学生とし
ての学習に対するモチベーションを高めるために、卒業生の活躍する病院および薬局を訪問し、その体験に
基づくグループ討議を行います。本講義を通じて、広い視野から「薬学」を考える力を養い、共感的な態度、
能動的な学習態度を身につけてください。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し行
動する。（態度） A-1-1-3

2 患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べる。
（知識・態度） A-1-1-4

3 生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。（知
識・態度） A-1-1-5

4 一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの考
えを述べる。（知識・態度） A-1-1-6

5 様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの
言葉で説明する。（知識・態度） A-1-1-7

6 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度） A-1-2-1

7 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会にお
ける役割について説明できる。 A-1-2-2

8 健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬
剤師の役割について説明できる。 A-1-2-6

9 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。 A-1-2-7

10 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たす
べき役割を提案する。（知識・態度） A-1-2-8

11 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン
等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。 A-1-3-6

12 代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避する
ための手段を討議する。（知識・態度） A-1-3-7

13 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説
明できる。 A-1-4-1

14 薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。 A-1-4-2

15 薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）につ
いて説明できる。 A-1-4-3

16 将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。（知識・態度） A-1-4-4
17 倫理の基本的な諸概念を十分理解し、具体場面に関係づけて説明できる。 A-2-1-1

18 倫理の基本的な諸原理とその学説を十分理解し、具体場面に関係づけて
説明できる。 A-2-1-2

19 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説で
きる。 A-2-1-4

20 適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。
（技能・態度） A-3-1-7

21 適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。（技
能・態度） A-3-1-8

22 他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。
（知識・技能・態度） A-3-1-9
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

23 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明
できる。 A-5-2-1

24 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づ
ける。（知識・態度） A-5-2-2

25 患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤師の業務を見聞し、その体験か
ら薬剤師業務の重要性について討議する。（知識・態度） F-1-1-1

26 地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に基づきその重要性や課題を討
議する。（知識・態度） F-1-1-2

27 ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを用いるこ
とができる。（技能） X-8-2-2

28 著作権、肖像権、引用と転載の違いについて説明できる。 X-8-3-4
29 目的に応じて適切なプレゼンテーションを構成できる。（技能） X-9-1-2
30 目的、場所、相手に応じた、わかりやすい資料を作成できる。（技能） X-9-1-3
31 定められた書式、正しい文法に則って文書を作成できる。（知識・技能） X-9-2-1

32 目的（レポート、論文、説明文書など）に応じて適切な文書を作成でき
る。（知識・技能） X-9-2-2

33 課題に関して意見をまとめ、決められた時間内で発表できる。（技能） X-9-3-2
34 効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする。（技能・態度） X-9-3-3
35 質問に対して的確な応答ができる。（技能） X-9-3-4

36 他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改良点を指摘でき
る。（知識・態度） X-9-3-5

37 医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説明で
きる。 A-1-2-5

38 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明で
きる。 A-1-3-3

39 重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避
するための手段を討議する。（知識・態度） A-1-3-5

40 医療問題の中から倫理的な課題を見出し、解決策を考える態度と判断力
を養う。

A-1-2-1, B-1-5-1, X-1-
1-1

41 倫理の様々な個人的、社会的な形態について、説明できる。 A-1-1-7, A-2-2-1～3, B-
1-4-1

42 人権の倫理学的根拠を説明できる。 A-2-1-1, X-1-1-1
43 医療において尊重するべき基本価値を理解し、相互の葛藤を説明できる。 A-2-3-1

44 患者の権利（健康権、医療アクセス権、自己決定権、インフォームド・コ
ンセントなど）の重要性と内容を説明し、尊重できる。 A-2-3-2～3, X-1-1-5

45 薬剤師倫理規定の基礎となる考え方を説明できる。 A-2-2-2, A-2-3-4

46 ヘルシンキ宣言、リスボン宣言、生命倫理と人権に関する宣言の目的と
基本性格について説明できる。 A-2-3-2, A-2-4-1

47 医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度） A-1-3-1

48 人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議する。
（態度） B-1-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 アドバイザー SGD (1) 学習・生活等に関するガイダンス 20, 21, 22, 24

2
平塚
三巻
益山

日本の薬学における本学の歴史と教育理念
新薬学生への期待：6年間で学ぶこと
これから「人間と薬学」で学ぶこと

13, 14, 15, 16,
23, 24

3 増田 病院薬剤師の役割とこれからの課題 1, 2, 6, 7, 8, 16,
25, 38

4 杉山 医薬品開発の背景と審査について 7, 8, 10, 16, 24,
37, 47

5 坂口 薬剤師の社会的使命 6, 7, 10

6 嶋根 大学生のための薬物乱用防止教育 9, 31, 32

7 増山 薬害被害者の立場から薬剤師に求めること 11, 12, 38, 39,
47, 48

8 神保 地域の医療機関について 1, 7, 16, 25, 26

9 アドバイザー SGD (2) 早期臨床体験に向けて（事前調査発表）
20, 21, 22, 27,
29, 30, 33, 34,

36

10 別に定める 早期臨床体験　直前説明会 1, 6, 20, 22, 23,
25, 26

11～13 別に定める 早期臨床体験 1, 6, 7, 25, 26

14 アドバイザー SGD (3) 早期臨床体験を終えて（感想文およびレポートの
作成、事後報告発表）

2, 7, 8, 16, 20,
21, 22, 27, 28,
29, 30, 31, 32,
33, 34, 35, 36
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

15 櫻井 (1) イントロダクション　今、医療現場で何が起きている
のか　

1, 2, 3, 4, 5, 6,7,
8, 10, 17, 40, 47

16 孫 (2)在宅医療と薬剤師 1, 6, 7, 10, 17

17 村山 (3) 治験と倫理的問題 14, 37, 44, 17

18 櫻井 (4) 薬剤師に必要なコミュニケーション 20, 21, 22, 41,
42, 45, 46

19 山口 (5) 患者と薬剤師 2, 6, 47, 48

20 遠藤 発表方法 27, 30, 31, 32,
34

21 櫻井、山田（哲） PROG 20, 22,

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1) 講義をより良く理解し、学生同士の話題を活発にするために、講義のワークシートや資料などを事前に
配布している。
2) 講義で印象に残ったことなどについて感想文を作成させ、その都度学生自身でルーブリック表による自
己評価を実施している。
3) 教員（アドバイザー）と学生による SGDを３回実施し、その都度学生自身でルーブリック表による自
己評価を実施している。
4) 学生が病院、薬局に自ら出向き、早期臨床体験をしている。
5) 学生がレポート（ポスター形式）を作成し、アドバイザーグループ単位で発表をさせている。
6) リアクションぺーパーへのフィードバックを行い、相互学習を展開させる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1) 人間と薬学ポートフォリオを利用します。学習記録や討論記録などを一元的に保存してください。
2) 講義時に講義内容などを書き留めるためメモを配布するので、感想文を書く際に活用してください。
3) 講義の感想文を書き、提出してもらいます。
4) アドバイザー SGDを早期臨床体験の事前・事後に行います。早期臨床体験の事前調査やフィードバッ
クとして利用します。また、SGDでの取組状況については、グループワークやプレゼンテーションの向上
に向けて、ルーブリック表により自己チェックを行います。
5) 早期臨床体験のプロダクトとして、感想文とレポート（ポスター形式）を作成します。これらを体験学
習の客観的な見直しや自分以外の人との意見交換に役立ててもらいます。
6) 基礎情報学演習で学習した技術を実践してください。
7) PPTとサブノート式資料の併用により、視覚的確認と手作業による学習をすることで習得してもらい
ます。
8) 中間および最終まとめにおいて、テスト形式の自己チェックを行い、自ら習得レベルを確認し総復習し
つつ、学習方法を改善するように援助しています。
9) 学生が比較的答えやすく、関心をもつべき事項の発問を心がけるなど、講義への参加意識を高める工夫
をしています。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　早期臨床体験に関する SGDを行い、細かにフィードバックする。
b) 技能:　MS Wordや PowerPointを活用する。
c) 態度:　受講態度により評価する。SGDを通して細かにフィードバックする。課題提出など、主体的に
授業に参加する機会を多く設定する。
d) パフォーマンス:　プレゼンテーションやコミュニケーション能力を向上されるための工夫として SGD
記録表を作成させる。
2) 総括的評価
a) 知識:　感想文、レポート（ポスター形式）などにより総合的に評価（40％）する。
b) 技能:　レポート（ポスター形式）やスライドを作成，提出させる。
c) 態度:　受講態度により評価（60％）する。
d) パフォーマンス:　リアクションペーパーやポートフォリオを作成，提出させる。
〔教科書〕
人間と薬学ポートフォリオ
研究発表のための情報デザイン入門ー スライドとポスターを効果的につくる（遠藤潤一・齋藤芳子著　株
式会社中部日本教育文化会）
〔参考書〕
危険ドラッグ問題の表と裏（北垣邦彦、嶋根卓也、益山光一他著　薬事日報社）
スタンダード薬学シリーズ II　第１巻薬学総論
薬学生のための医療倫理（松島哲久・盛永審一郎編　丸善出版）
薬学人のための事例で学ぶ倫理学（有田悦子・足立智孝編　南江堂）
目覚めよ、薬剤師たち！（鶴蒔靖夫　 IN通信社）
日本社会の処方箋（松本純　徳間書店）
〔オフィスアワー〕
各アドバイザーおよび講師が別に定める。
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〔所属教室〕
代表者のみを記載する。
益山　光一　薬事関係法規研究室　教育 3号館 1階 3102-2
北垣　邦彦　社会薬学研究室　教育 3号館 1階 3102-3
櫻井　浩子　生命・医療倫理学研究室　教育 3号館 1階 3102-1
杉浦　宗敏　医薬品安全管理学教室　医療薬学研究棟 3階M304号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
【時間割】第 1回から 7回の講演（月曜日）は、ワークシートで翌週の講義の予習をして、講師に質問した
いことなども準備してください。講義後に感想文を書いて提出します。感想文の作成後、ルーブリック表
により自己評価を行ってください。考えていること・感じていることを適確に表現する学習となります。
第 15回から 19回の倫理（金曜日）では、医療の身近な話題について知識を深め、さらに薬学生として、
あるいは薬剤師として何をなすべきかについて考えます。
薬剤師には薬学的専門知識だけでなく、得た知識を患者さんのために活かす能力、いわゆる行動特性も身
につける必要があります。現在の皆さんの状況を把握し、次なる目標を立てていくために PROGテストを
受験します。
〔学生へのフィードバック〕
早期臨床体験で経験した内容について、SGDで発表するとともに、各アドバイザーより SGDでの発表や
ディスカッションについて総括・講評を行います。
〔教員からの一言〕
講義は受動的に聴いているだけでは自分の知識になりません。問題意識を持って受講し疑問点や不明なこ
とは調べたり、質問をしてわかることを増やしていってください。SGDでは仲間やアドバイザーとのコ
ミュニケーションを通して積極的に自己表現して自分らしさを磨き、将来の可能性への扉を開いていくこ
とを期待します。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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人間と薬学 II
Human Life and Pharmacy II

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

益山　光一、北垣　邦彦、櫻井　浩子、陳　惠一、成井　浩二、平田　尚人、山田　哲也、喜熨斗　智也、津波　古憲、

原　貴大、武田唯　、小林　聡子

学 習 目 標
(GIO)

　薬剤師は乳幼児から高齢者まで、健康な時も病気になった時も、いつでも、あらゆる人の生活に寄り添う
存在です。人間と薬学 IIでは人間・病者を理解し、信頼される薬剤師になるための基本的態度と人間への共
感的態度を体験的に学びます。
病者や同僚との信頼関係をつくる基礎として、基本的な心理・身体的な条件などを学び、人命に関わる最低
限の応急処置法、AED の使い方、車いす介助の方法などを習得します。このように多様な演習により、思
いやりをもって相手と関わり、相手への受容・共感的な態度を身につけた信頼される薬剤師を目指します。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 〈救急救命〉緊急に必要な手当てができるように、正しい救急法の知識を
習得する（知識・態度）。 F-1-1-3

2 〈救急救命〉成人・小児に対する標準的な一次救命処置（胸骨圧迫・人工
呼吸・AED・窒息の解除）を習得する（態度・技能）。 F-1-1-3

3 〈救急救命〉市民に求められる基本的なファーストエイド（止血・固定・
搬送法）を習得する（態度・技能）。 F-1-1-3

4 〈救急救命〉薬剤師が遭遇することが多い傷病への対処法を理解する（知
識・態度・技能）。 F-1-1-3

5 〈救急救命〉医療人として救急蘇生法を習得することや、その技術・知識
を生かし、地域に貢献する必要性を、述べることができる（知識・態度）。 F-1-1-3

6 〈介助〉車いすに利用者に対し、介助者として声かけや相手の意思確認な
どにより積極的にコミュケーションを取ることができる。（技能・態度）

A-1-1-1, A-1-2-1, A-2-
3-1, A-3-1-5, A-3-1-7

7 〈介助〉医療人として障がい者、高齢者に対する介助の必要性や、その実
施に関する問題点を述べることができる（知識・技能・態度）。

A-1-1-1, A-1-2-1, A-3-
1-5

8 ＜心理＞人間の心理と行動の基本について学ぶ（知識）
A-1-1-5, A-3-1-2, X-2-
1-1～3, X-2-2-2～3, X-
2-3-3, X-2-4-1～3, X-2-
5-1～3, X-2-6-1～4

9 ＜職能＞薬剤師業務の多様性及び社会での責務について学ぶ A-1-1-2, A-1-2-5～6, A-
1-2-8, A-1-4-4

10 <PROG>薬剤師として求められる基本的な資質を理解し、自己の能力を
把握し、今後の目標を立てる。 A-3-1-5～6, A-5-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～3

平田・山田（哲）・喜
熨斗・津波古・原・
武田・国士舘大学
防災・救急救助総
合研究所

救急蘇生法（1） 1～5

4～6

平田・山田（哲）・喜
熨斗・津波古・原・
武田・国士舘大学
防災・救急救助総
合研究所

救急蘇生法（2） 1～5

7～9

平田・山田（哲）・喜
熨斗・津波古・原・
武田・国士舘大学
防災・救急救助総
合研究所

救急蘇生法（3） 1～5

10～11 陳・成井・山田（哲） 介助 6、7
12～17 小林 人間の行動と心理について 8
18～23 益山・山田（哲） 職能（色々な薬剤師業務を学ぶ） 9

24 櫻井・山田（哲） PROG 10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1)　演習シートを用いた小演習などにより課題発見的思考を身につける。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1）人間と薬学ポートフォリオを利用します。学習記録や討論記録などを一元的に保存して下さい。
2）AEDやトレーナーを用いて救急蘇生法（一次救命処置・ファーストエイド）を習得します。緊急の事
態に遭遇した場合に、躊躇せず、ファーストレスポンダーとして積極的に人命救助が出来るよう、知識の
みならず手技の習得に重点を置きます。
3）質疑応答が活発に展開するように、演習やディスカッションを取り入れます。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：各授業の前後において講義を行ない、細やかにフィードバックする。
b）技術：車いす・AEDを活用する。
c）態度：各授業を通して細やかにフィードバックする。
d)パフォーマンス：
2）総括的評価
a）知識：レポートなど課題提出物による総合的に評価（40%）する。
b）技術：AED・心肺蘇生法やファーストエイド、介助技能を習得する。
c）態度：受講態度により評価（60％）する。
d)パフォーマンス：　　　　　　
〔教科書〕
人間と薬学ポートフォリオ
基礎から学ぶ！ 行動科学 理論とその技法（日本ファーマシユーティカルコミュニケーション学会編 薬事
日報社）
〔参考書〕
JRC蘇生ガイドライン 2015オンライン版　日本蘇生学会　（https://www.japanresuscitationcouncil.org/jrc）
＊ 2020年度版が更新され次第そちらを使用
〔オフィスアワー〕
益山　光一　いつでも可。メールで事前連絡してから来てください。
　　　　　　薬事関係法規研究室　教育 3号館 1階 3102-2　
櫻井　浩子　いつでも可。ただし、事前にメールで予約をしてください。
　　　　　　生命・医療倫理学研究室　教育 3号館 1階 3102-1
陳　惠一　　いつでも可。ただし、事前にメールで予約をしてください。
　　　　　　一般用医薬品学教室：ドラッグラショナル（DR）研究開発センター 3階
成井　浩二　いつでも可。ただし、事前にメールで予約をしてください。
　　　　　　一般用医薬品学教室：ドラッグラショナル（DR）研究開発センター 3階
平田　尚人　水曜日以外はいつでも可。ただし、事前にメールでの連絡が必要です。
　　　　　　臨床薬剤学教室　医療薬学研究棟 2階 M206室
小林　聡子　授業の前後に質問を受け付けます。事前にメールでご連絡ください。
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：ポートフォリオの該当箇所を読み、実習の留意点を把握する。
復習：実習レポートを作成し、所定の期日までにコピーを提出する。原版はポートフォリオに保管し、自
学習に役立てる。
〔学生へのフィードバック〕
実習の実施状況を確認しつつ、適宜必要なスキルを学生に伝える。
〔教員からの一言〕
実施時期に関する補足：救急救命法と介助の実施時期、日程は別に連絡する。
演習についての決まりごとや時間を厳守することは、医療人教育の基本中の基本です。少なくとも開始 5
分前には何時でも始められるように心がけること。
演習には協調的・積極的に参加して、感じたことや考えたことを自分のものとし、医療人としての自覚・
責任と命への真摯な態度を身につけらるように自分を律して臨んでください。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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物理学
Physics

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

横島　智

学 習 目 標
(GIO)

物理学における自然現象のとらえ方、考え方は、薬学を含め自然科学諸分野の基礎となるものであり、これ
から学んでいくことになる専門科目を有効に学習するための基礎である。初めに、「運動と力（力学）」を典
型例として、自然科学的な考察方法を理解・修得する。そして、薬がはたらくミクロな世界で大事になる
「量子力学」について、基本となる法則を理解し、簡単な具体例の取り扱いを学習する。その際、ある程度の
数式は補助手段として用いるが、あくまで考え方の理解・修得に力点を置く。
気体の分子運動と温度の関係や電場、磁場、電磁波としての光と電荷との相互作用などにも取り組む。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 物理学の重要性を説明できる。 T-1
2 物理量の基本単位の定義を説明できる。 X-4-1-1
3 SI単位について説明できる。 X-4-1-2
4 基本単位を組み合わせた組立単位を説明できる。 X-4-1-3
5 物理量として、スカラー量とベクトル量を区別できる。 X-4-1-4
6 有効数字を考慮した計算ができる。 X-7-1-2

7 速度、加速度、時間の関係から、グラフを用いて進んだ距離との関係を説
明できる。 X-4-2-1

8 運動の 3法則について、説明できる。 X-4-2-1
9 運動の法則について、力、質量、加速度の関係を定量的に説明できる。 X-4-2-1
10 落下運動のモデル化を説明できる。 X-4-2-1～2
11 円運動、単振動を数式を用いて説明できる。 X-4-2-2
12 微小振動の持つ共通性を単振り子や連成振り子を例として説明できる。 X-4-2-2

13 仕事、エネルギー、運動量、角運動量とはどのようなものか例をあげなが
ら説明できる。 X-4-2-3, X-4-3-1

14 保存則について説明できる。 X-4-3-2
15 熱と温度について巨視的に説明できる。 C1-2-1-2～3, X-4-3-2

16 気体についての、ボイル、シャルル、ボイル・シャルルの諸法則について
説明できる。 T-1

17 理想気体の状態方程式を使って、圧力、体積、温度の関係を計算できる。 T-1
18 気体の分子運動とエネルギーの関係について説明できる。 C1-2-1-2～3
19 気体の温度、圧力について微視的に説明できる。 C1-2-1-2～3
20 電荷間に働くクーロンの法則について説明できる。 C1-1-2-2

21 光、音などが波であることを理解し、波の性質を表す物理量について説
明できる。 X-4-4-1

22 波を特徴づける量を理解し、グラフ等から読み取ることができる。 X-4-4-1
23 電荷と電流、電圧、電力、オームの法則などを説明できる。 X-4-6-1
24 抵抗とコンデンサーを含んだ回路の特性を説明できる。 X-4-6-2
25 電場と磁場について説明できる。 X-4-7-1
26 ローレンツ力について説明できる。 X-4-7-2
27 電場、磁場の中の荷電粒子の運動を説明できる。 X-4-7-2
28 光が電磁波であること、およびその性質について説明できる。 X-4-7-1
29 レーザーの性質を概説し、代表的な応用例を列挙できる。 X-4-5-1
30 光の粒子性と波動性について概説できる。 X-4-8-2
31 電子の粒子性と波動性について概説できる。 X-4-8-3
32 原子のボーアモデルと電子雲モデルの違いについて概説できる。 X-4-8-1
33 水素原子の軌道を説明できる。 X-5-1-3
34 原子の軌道を説明できる。 X-5-1-3
35 原子の電子配置について説明できる。 X-5-1-3
36 分子軌道の基本概念を説明できる。 C1-1-1-2
37 エネルギーの量子化について説明できる。 C1-2-1-3
38 分子軌道の混成について説明できる。 C1-1-1-2
39 共役の概念を説明できる。 C1-1-1-3
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授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 横島 物理を学ぶ上での注意点と勉強法について、
単位、スカラーとベクトル、有効数字 2,3,4,5,6

2 〃 物体の運動と運動の 3法則、理想気体の状態方程式 7,8,16,17

3 〃 運動の３法則と自由落下 8,9

4 〃 小テスト１の解説 1
5 〃 波の性質、レーザー 21,22,29

6 〃 クーロンの法則、電気回路、ミクロな世界の法則 20,23,24,28,30,31,33

7 〃 落下のモデル化、様々な力 10

8 〃 小テスト２の解説
自然科学における物理学の位置づけ

9 〃 放物運動 8,9

10 〃 中間試験
11 〃 円運動 11
12 〃 単振動、単振り子と連成振り子 11,12

13 〃 仕事 13
14 〃 エネルギー、運動量、角運動量 13,14

15 〃 クーロンの法則、物質と電場の相互作用 20,25,26,27

16 〃 物質と磁場の相互作用 25,26,27

17 〃 熱と温度、気体の状態方程式 15,16,17

18 〃 気体の温度、圧力の微視的説明とエネルギーとの関係 18,19

19 〃 光の性質、電子の性質 28,29,30,31

20 〃 エネルギーの量子化 32,33,34,37

21 〃 原子の軌道、分子軌道の意味、軌道の混成と共役 35,36,38,39

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
WebClassを使った小テストやクイズにより、授業で学んだ内容がきちんと理解できているかその場で確
認する。授業中に全員に質問を出し、クリッカーを使って解答を集計・発表・コメントすることで、授業
参加しているという意識をもてる環境を作っていく。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
簡単な実験が可能なものについてはデモおこない、そうでないものについては動画などを使って、物理現
象や法則を直感的かつ身近に感じられるようにする。また、薬学と関係した内容を出来うる限り取り上げ
ていく。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
知識:小テストを繰り返しおこなう。
2) 総括的評価
知識:定期試験 (76%)に加えて、中間試験 (8%)、小テスト (16%)により総合的に評価する。
〔教科書〕
薬学のための物理学　（宇野正宏著　愛智出版）　
〔参考書〕
より深く学びたいという人には以下の本を薦める。力学については
「物理学序論としての力学　（藤原邦男　東京大学出版会）」
「ファインマン物理学 I 力学　（ファインマン、レイトン、サンズ　坪井忠二訳　岩波書店）」
が、物理学入門の役割も持つ良書である。ファインマン物理学シリーズは他の巻も良い。特に
「ファインマン物理学 II 光　熱　波動　（ファインマン、レイトン、サンズ　富山小太郎訳　岩波書店）」
は本講義の力学以外の多くの範囲が含まれている。量子力学については、やや高度だが
「身につくシュレーディンガー方程式　（牟田淳著　技術評論社）」
は段階を踏んで学べる内容になっている。量子化学なら
「量子化学入門 (上)、(下)　（米沢貞次郎、他著　化学同人）」
が定番の名著だが、難しいかもしれない。
より幅広く物理学の基礎については
「基礎講義　物理学　アクティブラーニングにも対応　（井上英史監修、石飛昌光・高須昌子・宮川毅・森
河良太著　東京化学同人）」
「第 4版　物理学基礎　（原康夫著　学術図書出版社）」
などが良いかもしれない。本講義では物理学全般について取り上げるが、特に、物理化学の教科書を独力
で読むことが出来るようになることを意識して講義を構成している。その意味では
「アトキンス　物理化学要論　第 7版　 (Peter Atkins・Julio de Paula著　千原秀昭・稲葉章・鈴木晴訳　
東京化学同人)」
を参考書として学ぶと、より効果的である。
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〔オフィスアワー〕
いつでも可。
〔所属教室〕
薬学教育推進センター （教育 2号館 1階 2109室）
普段、教育 3号館 2階の 3205室にいます。
〔準備学習（予習・復習等）〕
3401教室以外の教室で授業がおこなわれる場合には、小テストなどでコンピュータを使います。その場合
は、必ずコンピューターを持参して下さい。また、授業で使うスライドをWebClassに載せますので、予
習、復習のために活用して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
小テストを行った後で、解答にあった問題点などを例示しながら解説をおこなう。また、期末試験終了後、
フィードバック講義をおこなう。
〔教員からの一言〕
物理はとかく敷居が高いと言われ、実際にそのような側面もありますが、学んだ内容ばかりでなく、学ぼ
うとするプロセスからも多くのことを得ることができます。先入観をすてて取り組めば、こんなことも薬
学と関係しているのかと、新鮮な驚きがあると思います。
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化学平衡論
Chemical Equilibrium

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

柳田　顕郎（E・F、G・H）

小谷　明（A・B、C・D）

学 習 目 標
(GIO)

化学平衡論は化学物質の性質、化学反応、化学組成などにおける量的関係を解析するための基礎理論である。
特に、物質の定性、定量を扱う分析化学において不可欠の概念である。ここでは、分析化学に関係の深い
種々の化学平衡、特に溶液内化学反応を通して、化学平衡の基礎概念を理解し、それらの量的な解析的取り
扱いに習熟することを目標とする。この化学平衡の概念が、分析化学の基本であるばかりでなく、薬学分野
における様々な反応、薬剤の溶解と吸収、生体における薬物動態などの理解に重要であることを会得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 化学ポテンシャルについて説明できる。 C1-2-4-1
2 化学平衡と自由エネルギーの関係を説明できる。 C1-2-4-2
3 活量と活量係数、電解質の活量係数の濃度依存性について説明できる。 C1-2-6-2
4 イオン強度について説明できる。 C1-2-6-4
5 起電力とギブズエネルギーの関係について説明できる。 C1-2-7-1
6 電極電位（酸化還元電位）について説明できる。 C1-2-7-2
7 水溶液中の種々の反応の平衡定数を列挙できる。 C2-2-1-1, C2-2-2-1～4
8 酸・塩基平衡を説明できる。 C2-2-1-1
9 溶液の pHを計算できる。 C2-2-1-3
10 緩衝作用について具体例をあげて説明できる。 C2-2-1-4
11 錯体・キレート生成平衡について説明できる。 C2-2-2-1
12 沈殿平衡（溶解度と溶解度積）について説明できる。 C2-2-2-2
13 酸化還元平衡について説明できる。 C2-2-2-3
14 分配平衡について説明できる。 C2-2-2-4
15 代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。 C2-3-1-1
16 原子量、分子量を説明できる。 X-5-1-2
17 酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標を説明できる。 X-5-3-4
18 酸化と還元について電子の授受を含めて説明できる。 X-5-3-5
19 Nernstの式が誘導できる。 Y-3-4-1
20 代表的な緩衝液の特徴とその調製法を説明できる。 Y-3-8-1
21 イオン交換平衡について説明できる。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 柳田、小谷 化学平衡論総論、溶液の性質 1, 3, 4, 16

2 〃 溶液の性質と化学平衡 2, 3, 7

3 〃 酸と塩基 8, 9, 17

4 〃 酸塩基平衡 7, 8, 9, 17

5 〃 pH緩衝作用と緩衝液 7, 9, 10, 20

6 〃 多塩基酸と両性電解質の電離 7, 9, 10, 20

7 〃 沈殿平衡 7, 12

8 〃 沈殿平衡 12, 15

9 〃 錯体生成反応 7, 11

10 〃 錯体・キレート生成平衡 11, 15

11 〃 酸化還元電位と化学平衡 5, 6, 7, 18, 19

12 〃 酸化還元平衡 7, 13, 18, 19

13 〃 分配平衡、イオン交換平衡 14, 21

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
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柳田：　毎回、オリジナル演習問題を出題し、講義時間内に各自解答させ、解説を加える時間を設けてい
る。
小谷：　毎講義時間の最初の 5分間に小テストを行い、問題を解くことを通じて理解を深めるようにして
いる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
柳田：　講義のねらいや予定、他教科との関連について、講義初回に概説する。講義は毎回、板書とスク
リーン投影を併用して行う。容量分析の原理や仕組みを視覚的に理解させながら、計算演習（主に板書）
をくり返すことで学習効果を高めている. スクリーンで解説する説明内容は PDF資料にして前週までに
WebClassに掲載し、授業の予習や復習ができるようにしている。
小谷：　初回の授業で、授業内容や小テストの課題の範囲を明示した予定表を配布し、予習と復習に役立
てるようにしている。毎講義時間で習熟すべき点を、「本日のキーワード」として明示して目標を明確にし
ている。デモ実験を行い、反応や呈色変化を直に観察させることで、定性反応などの理解が進むように工
夫している。WebClassによる課題や質問の提出を通じて、学生の理解が及ばぬ点などをモニターしなが
ら講義の展開を図っている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
　　 a) 知識： 講義期間中を通じて演習問題や小テストを繰り返し行う。
2) 総括的評価
　　 a) 知識： 定期試験の結果（90%）に、演習問題や小テストなどを加味して（10%）評価する。
〔教科書〕
薬学生のための分析化学　第 4版（楠文代／渋澤庸一 編集　廣川書店）
なるほど分析化学-数字となかよくする本（楠文代／渋澤庸一 編集　廣川書店）
〔参考書〕
薬学生のための分析化学問題集（四宮一総 編集　廣川書店）
第十七改正日本薬局方解説書（廣川書店）
〔オフィスアワー〕
柳田 顕郎：　いつでも可
小谷 　明：　いつでも可
〔所属教室〕
柳田 顕郎：　生体分析化学教室　　研究 2号館 4階 405室
小谷 　明：　分析化学教室　　　　研究 4号館 5階 4505室
〔準備学習（予習・復習等）〕
高校化学で学習した内容のうち、特に「溶液の濃度」「酸と塩基」「酸化還元反応」「水溶液中の化学平衡」
などの項目を十分に復習し、理解した上で講義に臨んで下さい。授業ごとに予習と復習を各々 70分以上
行うこと。
柳田：　授業開始前にWebClassに掲載した資料を予習し、印刷して持参して下さい。さらに授業の板書
ノートとあわせて復習して下さい。
小谷：　予定表に記載した授業内容の範囲を予習して講義に臨んで下さい。WebClassに掲載した小テス
トは予習で内容を理解し、印刷して持参してください。教科書、ノート、小テストを活用して復習を必ず
行なって下さい。
〔学生へのフィードバック〕
柳田：　講義で出題や解説した問題のリスト、およびまとめ事項をWebClassに掲載してフィードバック
をしている。
小谷：　小テストの解説をWebClassに掲載してフィードバックをしている。
〔備考〕
出席不良者に対しては受験停止の措置を講ずることがある。
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無機化学
Inorganic Chemistry

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

袴田　秀樹（全クラス、担当講義：第 4 回～第 6 回）

古石　裕治（全クラス、担当講義：第 1 回～第 3 回、第 7 回～第 9 回）

吉田　君成（全クラス、担当講義：第 10 回～第 13 回）

学 習 目 標
(GIO)

物質の物理的性質、化学的性質を理解するために、物質を構成する原子・分子の構造、および化学結合に関
する基本的事項を修得します。さらに、医薬品を中心に代表的な無機化合物・錯体の構造、性質に関する基
本的事項の知識を修得します。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 原子、分子、イオンの基本的構造について説明できる。 X-5-1-1
2 原子の電子配置について説明できる。 X-5-1-3
3 化学結合の様式について説明できる。 C1-1-1-1
4 分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。 C1-1-1-2
5 共役や共鳴の概念を説明できる。 C1-1-1-3
6 代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。 C2-3-1-1

7 日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明
できる。 C2-3-1-2

8 日本薬局方収載の代表的な医薬品の純度試験を列挙し、その内容を説明
できる。 C2-3-2-6

9 代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。 C3-5-1-1
10 代表的な無機化合物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。 C3-5-1-2
11 活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。 C3-5-1-3
12 錯体・キレート生成平衡について説明できる。 C2-2-2-1
13 代表的な錯体の名称、構造、基本的な性質を列挙できる。 C3-5-1-4
14 医薬品として用いられる代表的な無機化合物、および錯体を列挙できる。 C3-5-1-5
15 活性酸素、一酸化窒素の構造に基づく生体内反応を化学的に説明できる。 C4-1-2-3

16 生体内に存在する代表的な金属イオンおよび錯体の機能を化学的に説明
できる。 C4-1-2-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 古石
原子の電子配置
（キーワード）電子殻と原子軌道、量子数、電子配置、基底
状態、構成原理、フントの規則、パウリの排他原理

1, 2

2 〃
化学結合とルイス構造
（キーワード）イオン結合と共有結合、電気陰性度、極性共
有結合、結合モーメントと極性モーメント、ルイス構造、形
式電荷、単結合と多重結合

1～4

3 〃
共有結合１：原子価結合法 1⃝
（キーワード）ケクレ構造式（極限構造式）、結合角、原子価
殻電子対反発則

1～4

4 袴田
共有結合２：原子価結合法 2⃝
（キーワード）原子軌道の形と結合角のミスマッチ、混成軌
道、エネルギー準位、σ 結合と π 結合、

1～4

5 〃
共有結合３：原子価結合法 3⃝
（キーワード）π 電子が非局在化する条件、共鳴式、極限構
造式の安定性と共鳴への寄与、共鳴混成体

1～5

6 〃
共有結合４：分子軌道法で考える活性酸素
（キーワード）二原子分子の分子軌道、結合性軌道と反結合
性軌道、結合次数、常磁性と反磁性、活性酸素、生体内での
酸化還元

1～11, 15, 16

7 古石
典型元素の化学１：第 15 族元素
（キーワード）単体、水素化物、酸化物、オキソ酸、酸性雨、
超原子価結合、共鳴

1, 2, 5～11

8 〃
典型元素の化学２：第 16 族元素
（キーワード）単体、水素化物、酸化物、オキソ酸、酸性雨、
超原子価結合、共鳴、酸化還元、重金属の硫化物、メタロチ
オネイン

1, 2, 5～11,15,
16
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

9 〃
典型元素の化学３：第 17 族元素
（キーワード）単体、水素化物、酸化物、オキソ酸、超原子
価結合、共鳴、酸化還元

1, 2, 5～10

10 吉田
遷移元素の化学１：遷移元素と金属錯体の基本事項
（キーワード）遷移元素の特徴、ランタノイド収縮、配位結
合、配位数と錯体の形、様々な配位子の性質、錯体の安定性

1～5, 12, 13

11 〃

遷移元素の化学２：生体必須元素概論及び鉄の性質とヘム
タンパク質
（キーワード）必須元素、非必須元素、微量元素、ポルフィ
リン環、配位結合、キレート構造、イミダゾール環の配位、
チオレートの配位

2～5, 11～16

12 〃
遷移元素の化学３：亜鉛、銅、コバルト等の働き
（キーワード）ルイス酸、配位結合、炭酸脱水酵素、カルボ
キシペプチダーゼ、SOD、ビタミンB12、コリン環、キレー
ト構造

2～5, 11～16

13 〃
遷移元素の化学４：様々な無機医薬品
（キーワード）抗悪性腫瘍剤、抗リウマチ薬、消化性潰瘍治
療薬など

2～4, 6～8,
11～16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
無機化学の講義とは別に化学系基礎演習（５月開講予定）とも連携することで、復習と課題演習を行い、学
生の積極的な学習を促します。また、WebClass に繰り返し取り組める練習問題を掲載するほか、教科書
と一部の参考書の訂正一覧、教科書の章末問題の解答解説、オリジナルの練習問題とその解答解説、テー
マ別要点集などを適宜掲載することで学生の自学習と理解を促します。オフィスアワー、学習相談も原則
常時受け付けていて、学生の自学習を補佐しています。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ重要なキーワードを提示し、学習目標を明確に学生に伝えます。授業は基本的には板書・書画
カメラ映写・パワーポイント等で行い、資料プリントを配布することもあります。
〔成績評価方法〕
1）形成的評価
a）知識：学生は、WebClass に適宜掲載される演習問題に取り組んでこれらの解答解説を読むことで、各
自がその時点での自分の理解度を把握でき、次の成長につなげることができます。
2）総括的評価
a）知識：中間試験（50％）と前期定期試験（50％）の合計得点により評価します。
〔教科書〕
ベーシック薬学教科書シリーズ４　無機化学（青木 伸 編　化学同人）第 1版　第 11刷
〔参考書〕
「アトキンス 物理化学要論　第 7版（千原 秀昭・稲葉 章 訳　東京化学同人）」
　後期に開講される科目「物理化学 I」の指定教科書であり、皆さんは購入してお持ちなので参考書の筆頭
とした。無機化学の内容の多くをカバーしており、本科目の指定教科書に比べて記述も図も豊富である。
内容が充実しているために難易度も高くなっているが、やや物理寄りの考え方に触れることがとても良い
勉強になるという意味でも、積極的に目を通すことを推奨する。いきなりこれだけを読むのは難しいとい
う場合には、授業の復習や、何かを調べる際に辞書の代わりのようにして用いるのも良い。
「無機化合物・錯体　―生物無機化学の基礎―　第 3版（梶 英輔 編　廣川書店）」
　先代の指定教科書で、WebClass にて用語集、訂正一覧表を公開している。現在の指定教科書よりも図
は少ないが、その分だけ記述が充実しており、文章を読むことが苦手でなければこちらの方が読んでいて
分かりやすい、という学生もいる。難易度が指定教科書と同程度の別の教科書も読んでみたい、という学
生に推奨する。
「基本無機化学　第 3版（荻野 博、飛田 博実、岡崎 雅明 著　東京化学同人）」
　先々代の指定教科書（当時は第 2版）で、分子軌道法、金属錯体に加えて化学反応のメカニズムを含む
化学全般の基礎理論に関する記述が充実している。難易度は高めだが、化学全般に興味のある学生には一
読することを推奨する。
「リー 無機化学（J. D. Lee 著　浜口 博、菅野 等 訳　東京化学同人）」
　ページ数が多い分、記述が充実している。無機化学の勉強に限らず化学全般の学習に利用できる。ボ
リュームがあるので辞書の様にして使うと便利かもしれない。難易度は高めだが、化学全般に興味と自信
がある学生には、辞書として使用するだけでなく全体を読むことに挑戦して欲しい。
〔オフィスアワー〕
袴田：いつでも可（但し要予約）分析化学教室　研究４号館５階 4506
　　　予約の連絡先：hakaman@toyaku.ac.jp
古石：いつでも可　　薬学教育推進センター　　教育２号館１階 2109または 2110
　　メールでも質問を受け付けます：kosekiy@toyaku.ac.jp
吉田：いつでも可　　薬学教育推進センター　　教育２号館１階 2109
　　メールでも質問を受け付けます：kyoshida@toyaku.ac.jp

〔所属教室〕
袴田　秀樹　　分析化学教室
古石　裕治　　薬学教育推進センター
吉田　君成　　薬学教育推進センター
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：シラバスで講義内容を確認した上で、講義 1コマに対して最低でも 30分程度は行うことを提案し
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ます。高校で学習した『化学基礎』の「物質の構成と化学結合」、『化学』の「無機物質」「有機化合物」の
項目が本講義の基礎になります。無機化学講義の予習をする際には、必要に応じて高校の教科書や資料集、
参考書などを用いて高校化学をよく復習して下さい。その上で指定教科書に目を通すことを、一つの予習
法として推奨します。分からない事がある場合には、疑問点を明らかにした上で講義に臨んで下さい。
復習：講義 1コマに対して最低でも 30分程度は自学習として行うことを提案します。講義の内容は必ず
毎回復習し、自学習だけで限界を感じる場合にはオフィスアワーや学習相談を利用するなどしてあいまい
な点、よくわからない点をつぶしていき、理解を深めて下さい。復習は、次回の講義の準備でもあります。
積み重ねの学習が最も重要であり、このことは無機化学に限らず、「苦手な科目ほどあてはまる」というこ
とを認識して勉学に励み、充実した学生生活を送って下さい。
〔学生へのフィードバック〕
よくある質問に関しては、周知した方が良いと判断した場合には講義内で説明を行ったり、説明のための
追加資料を WebClass に掲載することがあります。
〔教員からの一言〕
講義プリントは WebClass に掲載するので、そちらを各自印刷して講義の際に持参して下さい。この他に
も追加資料の掲載などを充実させるほか、オフィスアワー、学習相談にて可能な限り質問を受け付けます
ので、これらを活用してください。
また、無機化学に関する質問であれば、どの無機化学担当教員に質問していただいても構いません。質問
したい講義回の担当者になかなか連絡がとれない、会う時間の調整が難しい、などの場合には遠慮なく他
の講義回担当の無機化学担当教員に質問して下さい。
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物理化学 I
Physical Chemistry I

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

三島　正規

青山　洋史

学 習 目 標
(GIO)

物質の存在状態は分子間相互作用に依存する。分子間相互作用を理解するために、分子の双極子モーメント
とその分子論的意味、ファンデルワールスの状態方程式、気体の分子運動とエネルギーなどについて学習す
る。また、物質と電磁波との相互作用および分子の内部エネルギーとの関連についても学習する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 ファンデルワールス力について説明できる。 C1-1-2-1
2 静電相互作用について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-2
3 双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-3
4 分散力について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-4
5 水素結合について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-5
6 電荷移動相互作用について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-6
7 疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-7
8 電磁波の性質および物質との相互作用を説明できる。 C1-1-3-1
9 分子の振動、回転、電子遷移について説明できる。 C1-1-3-2
10 電子や核のスピンとその磁気共鳴について説明できる。 C1-1-3-3
11 光の屈折、偏光、および旋光性について説明できる。 C1-1-3-4
12 光の散乱および干渉について説明できる。 C1-1-3-5
13 結晶構造と回折現象について概説できる。 C1-1-3-6
14 ファンデルワールスの状態方程式について説明できる。 C1-2-1-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 三島
青山 分子の分極と双極子モーメントについて 2、3

2 〃 ファンデルワールス力について 2、3、4
3 〃 双極子間相互作用、分散力について 4、5
4 〃 水素結合について 5
5 〃 電荷移動、疎水性相互作用について 1、6、7
6 〃 物質の存在状態と気体分子の運動エネルギーについて 14
7 〃 ファンデルワールスの状態方程式について 14
8 〃 電磁波の性質および物質との相互作用 8
9 〃 分子の振動、回転および電子遷移について 9
10 〃 電子や核のスピンとその磁気共鳴について 10
11 〃 光の偏光、および旋光性について 11
12 〃 光の屈折、散乱、干渉について 11、12、13
13 〃 X線結晶の回折現象について 12、13

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に空欄を設けた講義資料をWebClassよりダウンロードし、講義中に空欄部分に対応する内容を記入
させるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1) 講義開講日までに web classに講義資料をダウンロードできるようにすることで、受講者が講義の予習
を十分に行えるようにしている。
2) 講義のはじめに、SBOの対象を示し、当日の講義に集中できるようにしている。
3) 講義中に、CBTや国家試験との関連を示し、要点を明確にしている。
4) 抜き打ちで小テストを行い、受講者の緊張感を保つようにしている。
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〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:演習問題にて評価する
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（100%）
評価基準の目安（変動あり）
・S（90％以上） 　：合格
・A（80～90％未満）：合格
・B（70～80％未満）：合格
・C（60～70％未満）：合格
・D（60％未満） 　 ：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
物理化学要論　第７版（アトキンス著、千原秀昭・稲葉　章訳　東京化学同人）
〔参考書〕
ボール物理化学　上下巻（D.W.Ball著、田中一義、阿竹　徹監訳　化学同人）
日本薬学会編　物理系薬学Ｉ．物質の物理的性質（東京化学同人、スタンダード薬学シリーズ２）
薬学領域の物理化学（渋谷　皓編集、横松　力、湯浅洋子他著　廣川書店）
〔オフィスアワー〕
三島　正規　事前予約をとればいつでも可。
青山　洋史　事前予約をとればいつでも可。
〔所属教室〕
三島　正規　分子生物物理学教室　三島教授室
青山　洋史　分子生物物理学教室　研究 1号館 3階 303

〔準備学習（予習・復習等）〕
Web Classのプリントを講義日までに一度は学習してください。
〔学生へのフィードバック〕
講義の大項目が終わったタイミングで演習問題をWebClassより配布し、自学習の機会を設ける。
〔教員からの一言〕
大学の物理化学は難しいと決めつけていませんか？
語句や現象の説明が難しく感じた人は高校の化学の教科書や参考書を開いてみましょう。
そこにヒントが書いてあります。
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分析化学
Analytical Chemistry

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

東海林　敦（A・B、C・D）

小谷　明（E・F、G・H）

山本　法央（E・F、G・H）

学 習 目 標
(GIO)

試料中に存在する物質の種類および濃度を正確に知るために、代表的な医薬品、その他の化学物質の滴定を
含む各種の定量分析法の基本的知識と技能を習得する。化学平衡論で身につけた知識を活用して、化学量論
に基づいた化学分析法である各種の容量分析法を習得する。更に、日本薬局方収載医薬品の定量法に基づい
て測定した定量値の取り扱いや、分析法のバリデーションなどの基本的知識を習得し、それらを応用する技
術を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 酸化還元電位について説明できる。 C1-2-7-2
2 測定値を適切に取り扱うことができる。 C2-1-1-2
3 分析法のバリデーションについて説明できる。 C2-1-1-3

4 日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明
できる。 C2-3-1-2

5 中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-1
6 キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-2
7 沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-3
8 酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-4
9 日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。 C2-3-2-5
10 日本薬局方収載の代表的な純度試験を列挙し、その内容を説明できる。 C2-3-2-6
11 日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。 C2-3-2-7
12 電位差滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 T-1
13 有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算ができる。 X-7-1-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 東海林、小谷 容量分析総論 4, 9, 10, 13

2 〃 1）　酸塩基滴定　滴定曲線 5
3 〃 　　酸塩基指示薬とその選択 5
4 〃 　　多価の酸塩基、混合酸塩基 5
5 〃 　　酸塩基滴定各論 5, 9

6 〃 　　非水滴定、電位差滴定 1, 5, 12

7 東海林、山本 2）　沈殿滴定：　沈殿の生成 7
8 〃 　　滴定曲線と指示薬、沈殿滴定各論、重量分析 7, 9, 11

9 〃 3）　錯生成滴定：　金属錯体の生成 6
10 〃 　　滴定曲線と金属指示薬、キレート滴定各論 6, 9

11 〃 4）　酸化還元滴定：　酸化還元電位、滴定曲線 1, 8

12 〃 　　酸化還元指示薬、酸化還元滴定各論、電位差滴定、ジ
アゾ化滴定 1, 8, 9, 12

13 東海林、小谷 5）　医薬品分析法のバリデーション 2, 3, 13

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
東海林：　毎回、オリジナル演習問題を出題し、講義時間内に各自解答させ、解説を加える時間を設けて
いる。
小谷、山本：　毎講義時間の最初の 5分間に小テストを行い、問題を解くことを通じて理解を深めるよう
にしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
東海林：　講義のねらいや予定、他教科との関連について、講義初回に概説する。講義は毎回、板書とス
クリーン投影を併用して行う。容量分析の原理や仕組みを視覚的に理解させながら、計算演習（主に板書）
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をくり返すことで学習効果を高めている。スクリーンで解説する説明内容は PDF資料にして前週までに
WebClassに掲載し、授業の予習や復習ができるようにしている。
小谷、山本：　初回の授業で、授業内容や小テストの課題の範囲を明示した予定表を配布し、予習と復習
に役立てるようにしている。毎講義時間で習熟すべき点を、「本日のキーワード」として明示して目標を明
確にしている。デモ実験を行い、反応や呈色変化を直に観察させることで、滴定反応などの理解が進むよ
うに工夫している。WebClassによる課題や質問の提出を通じて、学生の理解が及ばぬ点などをモニター
しながら講義の展開を図っている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
　　 a) 知識： 講義期間中を通じて演習問題や小テストを繰り返し行う。
2) 総括的評価
　　 a) 知識： 定期試験の結果（90%）に、演習問題や小テストなどを加味して（10%）評価する。
〔教科書〕
薬学生のための分析化学　第 4版（楠文代／渋澤庸一 編集　廣川書店）
薬学生のための分析化学問題集（四宮一総 編集　廣川書店）
〔参考書〕
第十七改正日本薬局方解説書（廣川書店）
なるほど分析化学-数字となかよくする本（楠文代／渋澤庸一 編集　廣川書店）
〔オフィスアワー〕
東海林　敦　いつでも可。
小谷　明 　いつでも可。
山本　法央 いつでも可。
〔所属教室〕
東海林　敦：　生体分析化学教室　　研究 2号館 4階 405室
小谷　明：　　分析化学教室　　　　研究 2号館 4階 406室
山本　法央：　分析化学教室　　　　研究 2号館 4階 406室
〔準備学習（予習・復習等）〕
１年必修科目「化学平衡論」で学習した内容を十分に復習し、理解した上で講義に臨んで下さい。授業ご
とに予習と復習を各々 70分以上行うこと。
東海林：　授業開始前にWebClassに掲載した資料を予習し、印刷して持参して下さい。さらに授業の板
書ノートとあわせて復習して下さい。
小谷、山本：　予定表に記載した授業内容の範囲を予習して講義に臨んで下さい。WebClassに掲載した小
テストは予習で内容を理解し、印刷して持参してください。教科書、ノート、小テストを活用して復習を
必ず行なってください。
〔学生へのフィードバック〕
東海林：　講義で出題や解説した問題のリスト、およびまとめ事項をWebClassに掲載してフィードバッ
クをしている。
小谷、山本：　小テストの解説をWebClassに掲載してフィードバックをしている。
〔備考〕
出席不良者に対しては受験停止の措置を講ずることがある。
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放射化学
Radiochemistry

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

遠藤　朋宏

学 習 目 標
(GIO)

医薬品開発では、放射性同位体で目印をつけた物質（放射性標識体）や放射線が基礎研究から臨床試験に至
るまで幅広く利用されている。また病院では、放射性医薬品が診断や治療に日々使用されており、その調製
や品質管理は放射性医薬品取り扱いガイドラインに従い薬剤師が行うべきものである。このため、放射性医
薬品・ 放射性物質の取り扱いに習熟した薬剤師を認定する核医学認定薬剤師制度が発足した。このように、
医薬品開発に携わる研究者であっても、医療行為に携わる薬剤師であっても、放射性同位元素や放射線に関
する専門的知識が要求される。本講義では、放射性同位元素および放射線の性質、放射線の測定方法や生物
への影響ならびに医学・薬学への応用について学び、放射線や放射性同位元素等を取り扱う基礎的知識の修
得を目指す。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 原子の構造と放射壊変について説明できる。 C1-1-4-1

2 電離放射線の種類を列挙し、それらの性質および物質との相互作用につ
いて説明できる。 C1-1-4-2

3 代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。 C1-1-4-3
4 核反応および放射平衡について説明できる。 C1-1-4-4
5 放射線測定の原理と利用について概説できる。 C1-1-4-5
6 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。 D2-1-4-1
7 代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。 D2-1-4-2
8 電離放射線を防御する方法について概説できる。 D2-1-4-3
9 代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。 F-2-5-5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

１ 遠藤
イントロダクション：(1)放射線・放射能とは何か、(2)放
射線・放射性物質の医学・薬学での利用概況、(3)なぜ薬剤
師が放射線・放射能の知識を持たねばならないのか

1、9

２ 〃 原子核、放射壊変の形式、壊変図 1、2
３ 〃 壊変速度、放射平衡 3、4

４ 〃 天然放射性核種と人工放射性核種、核反応、加速器と原子
炉、放射性核種の分離精製 3、4

５ 〃 放射線と物質の相互作用 2、8
６ 〃 測定法の原理と測定器 2、5
７ 〃 放射線に関する量と単位 2、5

８ 〃 放射性同位元素、標識化合物および放射線の研究への利用、
放射線化学 9

９ 〃 放射線の生物学的作用、放射線障害 6、7
１０ 〃 細胞および組織の放射線感受性 6、7
１１ 〃 遺伝的影響、体内被ばくと体外被ばく 6、7

１２ 〃
医療用放射性核種の条件、放射性診断薬と治療薬、放射性
医薬品の体内挙動と集積機序、放射線治療に使用される機
器および適用

2、6、7、9

１３ 〃 放射性同位元素等および放射線管理、放射線の安全取扱 2、3、8、9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各章毎に補助プリントを配布し、講義中に空欄部分を記入し、知識の整理に役立つようにしている。また、
WebClassに章ごとの確認問題および放射薬学関連の薬剤師国家試験問題を掲載し、知識の定着を促進し
ている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
百聞は一見に如かずであり、測定機器等については、その写真や動画を見ることによって現実感を得られ
るようにしていく。
薬剤師あるいは医薬品開発研究者として携わる可能性がある放射性物質および放射線の利用［がんの放射
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線治療（重粒子線治療、ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）を含めて）や医薬品開発時の薬物動態試験］を
実例を交えて、紹介していく。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:WebClassに演習問題を提示し、繰り返し知識の到達レベルを確認させている。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（100%）にて評価する。
〔教科書〕
新 放射化学・放射性医薬品学 改訂第４版（佐治英郎、前田稔、小島周二 編、南江堂）
〔参考書〕
放射化学・放射薬品学 第２版（五郎丸毅、堀江正信 編、廣川書店）
薬学領域の放射科学（佐治英郎 監、廣川書店）
スタンダード薬学シリーズ II　２物理系薬学　 I.物質の物理的性質（日本薬学会編、東京化学同人）
スタンダード薬学シリーズ II　５衛生薬学　健康と環境（日本薬学会編、東京化学同人）
スタンダード薬学シリーズ II　７臨床薬学　 I.臨床薬学の基礎および処方箋に基づく調剤（日本薬学会
編、東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
担当者の学習相談担当時間（毎月更新される学習相談予定表を参照）
〔所属教室〕
薬学教育推進センター　教育 2号館 1階 2109

〔準備学習（予習・復習等）〕
事前の配布資料に教科書の関連ページが記載されています。これを参考に教科書の該当範囲を読んでから
講義に臨むようにしてください。講義後の疑問点は、教科書や参考書を使って、まずは自分で調べてみて
ください。自分で調べた知識は、忘れないものです。（聞いただけの知識は、忘失が早いです。）それでも
理解ができないようであれば、オフィスアワーや次回の講義のときに質問してください。また、確認問題
および薬剤師国家試験問題を活用し、知識を応用できるようになっているか、確認してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対し、必要に応じて全学生に講義中にその内容を伝え、解説を加え
る等の対応を行っている。
〔教員からの一言〕
日本では「（原子）核」や「放射線」というものに拒絶的な反応を示す人が少なくありません。しかし、「放
射線」は医学・薬学の分野では非常に多く利用されているのも事実です。本講義から「放射線はなぜ危険
なのか？ 　防御できるのか？ 　なぜよく利用されるのか？」を科学的な見地から理解していってくださ
い。
使用する教科書は、核医学認定薬剤師の認定試験用教科書に選定されている書籍であり、本書を通読する
ことで、薬剤師国家試験や認定薬剤師試験で問われる放射薬学関連の知識を身につけることが可能となっ
ています。
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基礎化学
Basic Chemistry

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

宮岡　宏明　（C・D、G・H）

釜池　和大　（A・B、E・F）

学 習 目 標
(GIO)

化学物質を理解できるようになるために、基本的な有機化合物の命名法、電子配置、化学結合、酸塩基など
に関する基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 基本的な化合物をルイス構造式、ケクレ構造式、骨格構造式で書くこと
ができる。 C3-1-1-3

2 代表的な官能基を列挙することができる。 C3-3-1-1
3 アルカンの構造異性体を図示することができる。（技能） C3-2-1-2
4 代表的な化合物を IUPAC規則に基づいて命名することができる。 C3-1-1-1
5 薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。 C3-1-1-2
6 極性共有結合について説明できる。 C3-3-6-1
7 分子中の原子に形式電荷を付けることができる。 C1-1-1-3, C3-1-1-3

8 代表的な化合物やイオンの共鳴構造と電子の移動を示す矢印を書くこと
ができる。 C1-1-1-3

9 ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。 C3-1-1-5
10 酸性度定数、pKa値から酸、塩基の強さを判断することができる。 C3-3-7-1～2
11 誘起効果と酸・塩基の強さの関係を説明することができる。 C3-3-6-1
12 pKa値から酸塩基反応を予測することができる。 C3-3-7-1～2
13 ルイス酸・塩基を定義することができる。 C3-1-1-5
14 非共有結合性相互作用について概説できる。 C1-1-2-1, C1-1-2-3～5
15 周期表に基づいて原子の電気陰性度を説明できる。 X-5-1-4
16 分子の極性について概説できる。 X-5-2-2
17 代表的な化合物の名称と構造を列挙できる。 X-5-2-5
18 酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標を説明できる。 X-5-3-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 宮岡、釜池 有機化合物の構造式の書き方と官能基 1、2、17
2 〃 アルカン、シクロアルカンの命名法 3、4
3 〃 ハロゲン化アルキル、アルケン、アルキンの命名法 4、5

4 〃 アルコール、アルデヒド、ケトン、カルボン酸の命名法
医薬品の基本骨格 4、5、17

5 〃 極性共有結合 6、15、16
6 〃 形式電荷 7
7 〃 共鳴構造と電子の移動を示す矢印 8
8 〃 ブレンステッド・ローリーの定義 9
9 〃 酸と塩基の強さ 10、11、18
10 〃 pKa値を用いる酸塩基反応の予測 10、11、12
11 〃 有機酸と有機塩基 10、11
12 〃 ルイス酸とルイス塩基 13
13 〃 非共有結合性相互作用 14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題による演習、小テストを実施する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
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あらかじめ目標とするキーワードを提示し、目標を明確にしている。講義の進捗に合わせて、課題、小テ
スト等による演習、解説を行い、理解を深めるよう努めている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：中間テスト、演習、小テスト等を行う。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（100％）で評価する。
定期試験の得点率により、以下のように評価する。
・S　（90％以上）　：合格
・A　（80～90％未満）：合格
・B　（70～80％未満）：合格
・C　（60～70％未満）：合格
・D　（60％未満） 　 ：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
マクマリー 有機化学　第９版（上、中、下）（J. McMurry著　伊東ら訳　東京化学同人）
マクマリー 有機化学問題の解き方　第９版　英語版　（S. McMurry著　東京化学同人）
日本の医薬品　構造式集　 2019　（日本医薬情報センター編）
〔参考書〕
化合物命名法　―IUPAC勧告に準拠―　第 2版 (日本化学会　命名法専門委員会　編　東京化学同人）　
「有機化学」ワークブック　（奥山　格　著　丸善）
電子の動きでみる有機反応のしくみ（奥山　格、杉村高志　著　東京化学同人）
困ったときの有機化学（D.R.クライン　著　竹内敬人、山口和夫　訳　化学同人）
ウォーレン 有機化学（W. Warrenら 著，野依ら 監訳，東京化学同人）
ボルハルト・ショアー 現代有機化学（K. P. C. Vollhardt, N. E. Schore 著　古賀ら 監訳　化学同人）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　但し、要予約。
〔所属教室〕
宮岡　宏明　生物分子有機化学講座　　　研究 2号館 2階 205
釜池　和大　生物分子有機化学講座　　　研究 2号館 2階 205

〔準備学習（予習・復習等）〕
高校で学習した『化学基礎』の「物質の構成と化学結合」、「物質の変化」、『化学』の「有機化合物」の項目
が、本講義の基礎になりますので、良く復習をしてから、講義に臨んでください。
授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、教科
書の該当範囲を読んでから講義に臨むようにしてくださ い。また、講義の後は必ず復習してください。分
からないことをそのままにしないで、参考書等で調べてください。自分で調べることがとても大切です。
それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義のときに質問してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行っている。定期試験後にフィードバック講義を実施し、知識の定着を図る。
〔教員からの一言〕
本科目の学習内容は、以後の有機化学系科目を理解するための基礎となりますので、充分に習得して下
さい。
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一般化学
General Chemistry

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

宮岡　宏明　（C・D、G・H）

釜池　和大　（A・B、E・F）

学 習 目 標
(GIO)

化学物質を理解できるようになるために、有機化合物の基本骨格となる脂肪族化合物の構造、性質などに関
する基本的事項と基本的な有機化合物の立体構造などに関する基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 アルカンの基本的な性質について説明できる。 C3-2-1-1

2 分子模型を用いて化学物質の立体構造をシミュレートすることができる。
（知識・技能）

C3-1-2-1～5, C3-1-2-7
～8, Y-3-20-1

3 フィッシャー投影式とニューマン投影式を用いて有機化合物の構造を書
くことができる。（技能） C3-1-2-7

4 エタン、ブタンなどの立体配座とその安定性について説明できる。 C3-1-2-8
5 構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。 C3-1-2-1
6 シクロアルカンのシス-トランス異性について説明できる。 C3-1-2-1
7 シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説明できる。 C3-2-1-3

8 シクロヘキサンのいす型配座における水素の結合方向（アキシアル、エ
クアトリアル）を図示できる。（技能） C3-2-1-4

9 置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明で
きる。 C3-2-1-5

10 多環式分子の立体配座について説明することができる。 C3-2-1-5
11 キラリティーと光学活性の関係を概説できる。 C3-1-2-2

12 絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書くことができる。
（知識、技能） C3-1-2-5

13 エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。 C3-1-2-3
14 ラセミ体とメソ化合物について説明できる。 C3-1-2-4
15 旋光度測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-5

16 炭素-炭素二重結合の立体異性（cis, trans ならびに E, Z 異性）について
説明できる。 C3-1-2-6

17 比旋光度測定による光学純度決定法を説明できる。 Y-3-27-1
18 比旋光度と絶対配置の関係を説明できる。 Y-3-27-2

19 光学活性化合物を得るための代表的な手法である光学分割を説明で
きる。 Y-3-31-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 宮岡、釜池 アルカンの性質、エタンの立体配座 1、2、3、4
2 〃 その他のアルカンの立体配座 2、3、4、5
3 〃 シクロアルカンのシス-トランス異性 2、5、6
4 〃 シクロアルカンの安定性 2、7
5 〃 シクロプロパン、シクロブタン、シクロペンタンの立体配座 2、7
6 〃 シクロヘキサンの立体配座 2、8
7 〃 置換シクロヘキサンの立体配座 2、9
8 〃 多環式分子の立体配座 2、10
9 〃 キラリティーと光学活性 11、15、17、18

10 〃 CIP 則、絶対配置の表示法（R, S）、アルケンの立体異性
（E, Z） 2、12、16

11 〃 ジアステレオマーとメソ化合物 2、13、14
12 〃 ラセミ体と鏡像異性体の分割 2、14、16
13 〃 異性現象のまとめ 11～19
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題による演習、小テストを実施する。
各自で分子構造模型を組み立てさせ、分子の立体構造の理解を深めさせる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ目標とするキーワードを提示し、目標を明確にしている。講義の進捗に合わせて、課題、小テ
スト等による演習、解説を行い、理解を深めるよう努めている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：演習、小テスト等を行う。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（100％）で評価する。
定期試験の得点率により、以下のように評価する。
・S　（90％以上）　：合格
・A　（80～90％未満）：合格
・B　（70～80％未満）：合格
・C　（60～70％未満）：合格
・D　（60％未満） 　 ：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
マクマリー 有機化学　第９版（上、中、下）（J. McMurry著　伊東ら訳　東京化学同人）
マクマリー 有機化学問題の解き方　第９版　英語版　（S. McMurry著　東京化学同人）
教材：分子構造模型
〔参考書〕
困ったときの有機化学（D.R.クライン　著　竹内敬人、山口和夫　訳　化学同人）
ウォーレン 有機化学（W. Warrenら 著，野依ら 監訳，東京化学同人）
ボルハルト・ショアー 現代有機化学（K. P. C. Vollhardt, N. E. Schore 著，古賀ら 監訳，化学同人）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　但し、要予約。
〔所属教室〕
宮岡　宏明　生物分子有機化学講座　　　研究 2号館 2階 205
釜池　和大　生物分子有機化学講座　　　研究 2号館 2階 205

〔準備学習（予習・復習等）〕
前期に学習した『無機化学』の「混成軌道」、『基礎化学』の「アルカン」「アルケン」の項目が、本講義の
基礎になりますので、良く復習をしてから、講義に臨んでください。
授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、教科
書の該当範囲を読んでから講義に臨むようにしてくださ い。また、講義の後は必ず復習してください。分
からないことをそのままにしないで、参考書等で調べてください。自分で調べることがとても大切です。
それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義のときに質問してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行っている。定期試験後にフィードバック講義を実施し、知識の定着を図る。
〔教員からの一言〕
本科目の学習内容は、以後の有機化学系科目を理解するための基礎となりますので、充分に習得して下
さい。
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有機化学 I
Organic Chemistry I

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

平島　真一　（Ｃ・Ｄ、Ｅ・Ｆ）

三浦　剛 　 （Ａ・Ｂ、Ｇ・Ｈ）

学 習 目 標
(GIO)

有機反応全般に関する基礎事項（反応の分類，反応に伴うエネルギー変化と平衡定数および反応速度，反応
エネルギー図，曲がり矢印による反応機構の記述方法など）について理解する。アルケンの基本構造，物理
的性質，合成法の概略，炭素ー炭素二重結合の関わる反応について理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 有機反応の基本的分類を理解し、説明できる。 C3-1-1-6

2 平衡定数および反応速度とそれらを決める各因子との関連、反応エネル
ギー図の意味を理解し、説明できる。 C3-1-1-8

3 曲がり矢印による反応機構の記述方法を理解している。 C3-1-1-9

4 アルケンの構造および性質を、その構成原子の構造、電子配置、結合の形
態等に基づいて説明できる。 C1-1-1-1～2

5 Cahn-Ingold-Prelog則に従って、アルケンの E/Zを決定できる。 C3-1-2-6

6
アルケンに対するハロゲン化水素の付加反応の反応機構を記述し、論理
的に説明できる。また、中間体および遷移状態の構造、反応エネルギー
図を記述し、説明できる。

C3-1-1-8, C3-2-2-1

7 カルボカチオンの構造と安定性との関連とその理由を説明できる。 C3-1-1-7, C3-2-2-1

8
アルケンに対するハロゲン化水素の付加反応の位置選択性を、反応機構、
カルボカチオンの構造と安定性の関連、および Hammondの仮説に基づ
いて説明できる。

C3-1-1-7～8, C3-2-2-1

9 カルボカチオンの骨格転位反応の反応機構を記述し、説明できる。 C3-1-1-7, C3-2-2-1

10 アルケンに対するハロゲンの付加反応の反応機構を記述し、その立体化
学を説明できる。 C3-1-2-4, C3-2-2-1

11 アルケンの求電子付加反応によるハロヒドリンおよびハロエーテル生成
の反応機構を記述し、立体化学および位置選択性を説明できる。 C3-1-1-7, C3-2-2-1

12
アルケンのオキシ水銀化反応やヒドロホウ素化を経るアルコールおよび
エーテル生成法の各反応段階の反応機構を記述し、立体化学および位置
選択性を説明できる。

C3-2-2-1, C3-3-3-1

13
アルケンの接触水素化反応、過酸によるエポキシ化反応、ハロヒドリン
と塩基との反応によるエポキシド生成反応について、それぞれ反応機構
を記述し、立体化学を説明できる。

C3-2-2-2, C3-3-3-2

14 酸性および塩基性条件それぞれにおけるエポキシドの開裂反応について、
反応機構を記述し、立体化学および位置選択性を説明できる。 C3-3-3-2

15 四酸化オスミウムによる酸化を経るアルケンのジヒドロキシ化反応の反
応機構を記述し、立体化学を説明できる。 C3-2-2-2

16
オゾン分解の各反応段階、過ヨウ素酸による 1,2-ジオールの酸化開裂反
応、および、過マンガン酸塩によるアルケンの酸化開裂反応の反応機構
を記述し、説明できる。

C3-2-2-2

17 アルケンの代表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と応用例につい
て説明できる。 C3-1-1-7, C3-2-2-1

18 アルケンの反応について、立体化学との関連を理解し、説明できる。 C3-1-2-3～4, C3-2-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 平島，三浦 有機反応の概観：有機反応の分類、平衡定数、反応速度 1

２ 〃 有機反応の概観：反応中間体、遷移状態、反応エネルギー
図、曲がり矢印 2, 3

３ 〃 アルケンの構造、性質 4, 5

４ 〃
アルケンに対するハロゲン化水素の付加反応：反応機構、
カルボカチオン中間体の構造と安定性、Hammondの仮説、
位置選択性

6, 8

５ 〃 カルボカチオンの骨格転位反応：反応機構 7, 9

６ 〃 アルケンに対するハロゲンの付加反応：反応機構、立体化学 10

７ 〃 ハロヒドリン、ハロエーテルの生成：反応機構、立体化学、
位置選択性 11

８ 〃 アルケンのオキシ水銀化反応を経るアルコール生成法：反
応機構、立体化学、位置選択性 12, 17, 18
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

９ 〃 アルケンのヒドロホウ素化反応を経るアルコール生成法：
反応機構、立体化学、位置選択性 12, 17, 18

１０ 〃 アルケンの接触水素化反応：反応機構、立体化学
過酸によるエポキシ化反応：反応機構、立体化学 13, 18

１１ 〃
ハロヒドリンからのエポキシド生成反応：反応機構、立体
化学
エポキシドの開裂反応：反応機構、立体化学、位置選択性

13, 14

１２ 〃
四酸化オスミウムによる酸化を経るアルケンのジヒドロキ
シ化反応：反応機構、立体化学
オゾン分解：反応機構

15, 16

１３ 〃 過ヨウ素酸による 1,2-ジオールの酸化開裂反応：反応機構；
過マンガン酸塩によるアルケンの酸化開裂反応：反応機構 16

１４ 〃 アルケンへのカルベンの付加反応：反応機構、立体化学；ア
ルケンへの水の付加反応における立体化学 18

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義した内容に関する演習問題や薬剤師国家試験問題を実際に問いてもらってから，解説し，知識の定着
に役立てている。また，各回に補助プリントを配布し、 講義を進行しながら 、空欄部分を記入させるよ
うにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
種々の性質、現象、反応等をもたらす「根本原理」を理解するため、常に、その分子の構成原子の性質、結
合形態にまで立ち返り考察することに努めている。また，立体化学を理解するために，分子模型や反応機
構動画を活用した視覚的に分かり易い講義を実施している。また，新たに学ぶ反応については、反応機構
を深く理解し、記述できるようになることに重点をおいている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　適宜，演習問題やレポートを課す。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験（100％）にて評価する。再試験を 1回実施する。ただし，本試験の成績が著しく不良
である際は，再試験の受験資格を認めないことがある。
＜評価（総括的評価）＞
・S（85％以上）　　：合格
・A（70～85％未満）：合格
・B（60～70％未満）：合格
・D（60％未満） 　 ：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
マクマリー有機化学 第９版（上，中，下）（J. McMurry 著，伊藤ら 訳，東京化学同人）
マクマリー有機化学　問題の解き方 第９版 (S. McMurry 著，東京化学同人）
〔参考書〕
「有機化学」ワークブック（奥山格 著，丸善）
有機反応機構（P. Sykes 著，久保田尚志 訳，東京化学同人）
ウォーレン 有機化学（W. Warrenら 著，野依ら 監訳，東京化学同人）
有機化学（奥山格 著，丸善）
ボルハルト・ショアー 現代有機化学（K. P. C. Vollhardt, N. E. Schore 著，古賀ら 監訳，化学同人）
有機化学 基礎の基礎（山本嘉則 編著，化学同人）
〔オフィスアワー〕
指定日時に，Zoomにて質問受付。
〔所属教室〕
平島 真一　薬化学教室　講師　研究２号館３階３０６
三浦　剛　薬化学教室　教授　研究２号館３階３０６
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義開始時に，前回の講義の復習を短時間で行っている。演習問題を課し，予習復習に役立てる。事前に
講義プリントを WebClass から配布するので，予習に利用できる。さらに，講義で使用したパワーポイン
トファイルも WebClass から配布するので，復習に利用できる。
〔学生へのフィードバック〕
定期試験の解説をフィードバック講義にて実施する。
〔教員からの一言〕
無機化学，基礎化学，一般化学の学習内容が前提となるので，よく復習し，修得しておくこと。
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機能形態学 I
Human Anatomy and Physiology I

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

山口 宜秀、林 明子、石橋 智子

学 習 目 標
(GIO)

ヒトの成り立ちを個体、器官、細胞レベルで理解し、ホメオスタシス（恒常性）の維持機構を理解するため
に、機能形態学 I（1年前期）、II（1年後期）、III（2年前期）によって生命体の構造とダイナミックな機能調
節機構に関する基本的知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 ヒトの身体を構成する各臓器の役割分担について概説できる。 C7-1-3-1
2 ホメオスタシスについて概説できる。 C7-2-1-3

3 ヒトの身体を構成する臓器の名称、形態および体内での位置を説明で
きる。 C7-1-3-1

4 骨・筋肉について概説できる C7-1-5-1
5 ヒトにおける主な骨と関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。 C7-1-5-2
6 ヒトにおける主な骨格筋の名称を挙げ、位置を示すことができる。 C7-1-5-2
7 生命現象に関わる細胞膜を介した物質輸送について説明できる。 C6-1-1-1～2
8 生命現象に関わる細胞の電気的性質を説明できる。 C6-1-1-1
9 生命現象に関わる細胞間コミュニケーションについて説明できる。 C6-6-1-1
10 心臓、血管系について機能と構造を関連づけて説明できる。 C7-1-7-1～2, C7-2-1-3
11 心電図を理解できる。 C7-1-7-1, C7-2-1-3
12 血圧の調節機構を説明できる。 C7-2-1-3, C7-2-5-1

13 胃、小腸、大腸などの消化管について機能と構造を関連づけて説明で
きる。 C7-1-9-1

14 消化、吸収における神経の役割について説明できる。 C7-1-9-1, C7-2-1-3
15 消化、吸収における消化管ホルモンの役割について説明できる。 C7-1-9-1, C7-2-2-1
16 肝臓、膵臓、胆嚢について機能と構造を関連づけて説明できる。 C7-1-9-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 山口 機能形態学について
-身体の構造とホメオスタシス- 1、2

2 〃 身体の構造（1） 3、4、5、6
3 〃 身体の構造（2） 3、4、5、6
4 山口、林，石橋 中間試験（身体の構造） 3、4、5、6
5 山口 生理学総論（1） 7、8、9
6 〃 生理学総論（2） 7、8、9
7 林 循環器系（1） 10、11、12
8 〃 循環器系（2） 10、11、12
9 〃 循環器系（3） 10、11、12
10 〃 消化器系（1） 13、14、15
11 〃 消化器系（2） 13、14、15
12 〃 消化器系（3）、肝・胆道系 13、14、15、16
13 〃 肝・胆道系 16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
教科書の図をスライドに用い，内容を確認させながら講義を実施している。
リアクションペーパー（アンケート）を実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ目標とするキーワードを提示し、目標を明確にしている。確認問題集を使用することで復習の
助けとしている。
〔成績評価方法〕
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１）形成的評価
　　 a. 知識：中間試験を実施し、フィードバックを行う。成績不良者には課題を課す。
２）総合的評価
　　 a. 知識：定期試験 (100%) にて評価する。再試験を 1回実施する。
注）出席不良者あるいは中間試験の未受験者と成績不良者に対しては受験停止の措置を講ずることがある
ので注意すること。また、定期試験の結果が極めて悪い場合には、再試験の受験を認めないことがある。
〔教科書〕
グラフィカル機能形態学 第２版（馬場編　京都廣川書店）
グラフィカル機能形態学 確認問題演習（馬場編　京都廣川書店）
入門人体解剖学 改訂第５版（藤田著　南江堂）
〔参考書〕
標準生理学 第９版（本間監修　医学書院）
カラー図解 人体の正常構造と機能【全１０巻縮刷版】＜第３版＞（坂井，河原 編　日本医事新報社）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、あらかじめ教室を訪問し、予約すること。
〔所属教室〕
山口、林、石橋　機能形態学教室　研究 1号館 202号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義前に必ず、グラフィカル機能形態学の講義関連部分を読み、予習すること。講義中には重要と思われ
る箇所や説明をノートや教科書にメモすること。それらも参考に、再度、教科書を読みながら講義内容を
復習すること。また確認問題集も使用し復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
中間試験の結果をフィードバックし、誤りやすい点の確認や重要な点の理解を促している。アンケートの
結果をもとに講義を改善している。
〔教員からの一言〕
ここで得られる知識は「薬理学」や「疾病と薬物治療」などに直結します。予習・復習をするだけで講義
のおもしろさは変わりますので、必ず実行してください。また講義中は、自分が重要だと思ったことや疑
問に思ったことを必ずメモしながら受講し、復習に役立てて下さい。
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細胞生物学
Cell Biology

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

野水　基義

吉川　大和

山田　雄二

濵田　圭佑

学 習 目 標
(GIO)

多細胞生物の成り立ちを細胞レベルで理解するために、細胞の構造と機能および組織構築に関する基本的知
識を修得する。さらに、細胞を構成する基本分子としてのタンパク質、糖質、脂質、核酸について、それら
の分子構造および性状について基本的知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチ
ドなど）の構造に基づく化学的性質を説明できる。 C4-1-1-1

2 代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-1-1
3 代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-2-1
4 アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。 C6-2-3-1
5 タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。 C6-2-4-1

6
多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、
運搬・輸送タンパク質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク
質、防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6-3-1-1

7 ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。 C6-2-5-1

8 染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメアな
ど）を説明できる。 C6-4-2-1

9 細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペル
オキシソームなど）やリボソームの構造と機能を説明できる。 C6-1-2-1

10 細胞骨格の構造と機能を説明できる。 C6-1-3-1

11 タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾）に
ついて説明できる。 C6-3-2-1

12 細胞膜を構成する代表的な生体成分を列挙し、その機能を分子レベルで
説明できる。 C6-1-1-1

13 エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。 C6-1-1-2
14 膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。 C6-3-4-1
15 細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式を説明できる。 C6-6-1-1
16 細胞周期とその制御機構について説明できる。 C6-7-1-1
17 細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。 C6-7-2-1
18 細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。 C6-6-3-1
19 主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を説明できる。 C6-6-3-2
20 個体発生について概説できる。 C7-1-2-1
21 細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について概説できる。 C7-1-2-2

22 人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説
明できる。 C7-1-3-1

23 組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系など）を
列挙し、形態的および機能的特徴を説明できる。 C7-1-3-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 野水 はじめに、講義の到達目標、細胞の基本構造 1
2 〃 生体構成物質（1） 2～6
3 〃 生体構成物質（2） 6～8
4 〃 細胞内小器官の構造と性質（1） 9
5 〃 細胞内小器官の構造と性質（2） 9～11
6 〃 細胞間の情報伝達 12～14
7 山田 細胞膜の構造、性質と細胞膜を介した物質輸送 15
8 濵田 細胞周期 16～17

– 43 –94



回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
9 吉川 細胞間結合 18
10 〃 細胞外マトリックス 19
11 〃 組織の構築 20～21
12 〃 組織の形態と細胞の種類（1） 20～21
13 〃 組織の形態と細胞の種類（2） 22～23

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・重要語句を授業中に書き込む形式になってるプリントを作成し、授業で活用している。
・練習問題を提供して、各自で自習できるように工夫している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・1年生前期の「生物学」「細胞生物学」から、1年生後期の「生化学 I 」、2年生の「生化学 II」「生化学
III」、3年生の「バイオ医薬品」までを生物系講義の基礎から応用までのステップアップと捉え、一貫性を
重視して理解度が高まるように工夫している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：プリントに練習問題を提示し、知識の到達レベルを確認させる。
2) 総括的評価
a) 知識：定期試験（100%）にて評価する。再試験を１回実施する。
〔教科書〕
自作プリント
薬学領域の生化学（伊東、藤木編　廣川書店）
〔参考書〕
基礎から学ぶ生物学・細胞生物学（和田著　羊土社）
illustrated基礎生命科学（竹島、柿澤著　京都廣川書店）
グラフィカル機能形態学（馬場著　京都廣川書店）
〔オフィスアワー〕
野水　基義　いつでも可。ただし、メールによる予約が必要。
吉川　大和　いつでも可。ただし、メールによる予約が必要。
山田　雄二　いつでも可。ただし、メールによる予約が必要。
濵田　圭佑　いつでも可。ただし、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
野水　基義　病態生化学教室　研究 2号館 5階 508号
吉川　大和　病態生化学教室　研究 2号館 5階 508号
山田　雄二　病態生化学教室　研究 2号館 5階 508号
濵田　圭佑　病態生化学教室　研究 2号館 5階 508号
〔準備学習（予習・復習等）〕
・高校で学習した『生物基礎』の細胞や遺伝子に関する内容が本講義の基礎になりますので、良く復習を
してから講義に臨んでください。
・講義は主にプリントを使用しますので、しっかり読んで授業に臨んでください。（生協で事前に購入する
こと）
〔学生へのフィードバック〕
学生からの質問に応える形でのフィードバックを行う。
〔備考〕
連絡先　 042-676-5662
野水　基義　 nomizu@toyaku.ac.jp
吉川　大和　 kikkawa@toyaku.ac.jp
山田　雄二　 yuyamada@toyaku.ac.jp
濵田　圭佑　 khamada@toyaku.ac.jp
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生物学
Biology

第 1 学年 前期 1 年必修科目 1 単位

高木　教夫

三浦　典子

林　秀樹

学 習 目 標
(GIO)

薬学を学ぶうえで必要な生物学の知識を身に付けるために、生物を構成する成分、ならびに生物にとって重
要な現象を学習し、ヒトの誕生から成長、老化、死への過程に関する基本的知識を修得する。最も重要な点
は、将来、薬学的臨床現場の知識として必須であること認識することである。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
薬学を学ぶ上で必要な生物学の基礎力を身につけるために、細胞、組織、
器官、個体レベルでの生命現象と、誕生から死への過程に関する基本的
事項を概説できる。

X-6-1-1, X-6-1-3, X-6-
2-1

2 アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。 C6-2-3-1
3 代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-2-1
4 代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-2-2
5 代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-1-1

6 代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチ
ドなど）の構造に基づく化学的性質を説明できる。 C4-1-1-1

7 代表的なビタミンの種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-6-1
8 代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。 C6-2-7-1
9 タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。 C6-2-4-1
10 ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。 C6-2-5-1
11 細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。 C6-7-2-1
12 遺伝子と遺伝のしくみについて概説できる。 C7-1-1-1
13 遺伝子多型について概説できる。 C7-1-1-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 三浦 アミノ酸の構造と性質 2
2 〃 糖質の種類と構造 3
3 〃 糖質の性質と役割 4
4 林 脂質の構造・性質・役割 5
5 〃 生体高分子の化学的性質 6
6 〃 ビタミンの構造・役割 ７
7 〃 必須微量元素の種類と役割 8
8 〃 タンパク質の構造と性質 9
9 〃 ヌクレオチドと核酸 10
10 〃 細胞死（アポトーシスとネクローシス） 11
11 高木 遺伝子と遺伝のしくみ 12
12 〃 遺伝子多型について 13
13 〃 薬学における生物学について 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・授業中に書き込む形式になってるプリントを作成し、授業で活用している。
・練習問題を提供して、各自で自習できるように工夫している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1. 1年生の「細胞生物学」、「生化学 I 」、2年生の「生化学 II」および「生化学 III」、さらに 3年生の「バイ
オ医薬品」を生物系の関連科目、すなわち基礎から応用までステップアップするための講義と捉え、一貫
性を重視し、講義の理解度を上げることを工夫している。一方、限られた講義時間を効率よく利用するた
めに講義の重複部分についても必要・不要等の調整をおこなっている。
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2. 本講義は、生物学導入教育の側面も十分考慮して行う。ただし、臨床的な意義を把握できるようにト
ピックスを紹介している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価
a) 知識：定期試験（100%）で評価する。再試験を１回実施する。
〔教科書〕
自作プリント
薬学領域の生化学　第２版（伊東 晃 編集　廣川書店）
〔参考書〕
基礎生命科学（竹島 浩 京都廣川書店）
新しい機能形態学：ヒトの成り立ちとその働き（小林ら 著 廣川書店）
フォトサイエンス生物図録（鈴木孝仁 監修 数研出版）
〔オフィスアワー〕
高木　いつでも可。但し、要予約。　
三浦　いつでも可。但し、要予約。　
林　　いつでも可。但し、要予約。
〔所属教室〕
高木・林　応用生化学教室　　　　　研究 2号館 6階 606号室
三浦　　　薬学教育推進センター　　教育 2号館 1階 2109号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
・講義はプリントも使用しますので、しっかり読んで授業に臨んでください。
・授業後の復習は極めて重要です。判らないことは、教科書および参考書で必ず調べてください。自分で教
科書を使って調べることがとても大切です。日常の学習は、内容を理解することを中心に進めてください。
〔学生へのフィードバック〕
課題、演習問題に対し、解説にてフィードバックを行う。
〔備考〕
新入生実力チェックテスト（生物学）で成績が振るわなかった学生は、補講（詳しくは学年掲示板を見て
ください）を行いますので、必ず参加してください。
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機能形態学 II
Human Anatomy and Physiology II

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

山口 宜秀、林 明子、石橋 智子、稲葉 二朗

学 習 目 標
(GIO)

ヒトの成り立ちを個体、器官、細胞レベルで理解し、ホメオスタシス（恒常性）の維持機構を理解するため
に、機能形態学 I（1年前期）、II（1年後期）、III（2年前期）によって生命体の構造とダイナミックな機能調
節機構に関する基本的知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 細胞膜の電気的性質と興奮について説明できる。 C6-1-1-1, C7-2-1-1
2 神経系の興奮と伝導の調節機構を説明できる。 C7-2-1-1

3 シナプス伝達の調節機構を説明できる。 C4-1-2-1, C6-6-2-1～5,
C7-2-1-1～3

4 中枢神経系の構成と機能の概要を説明できる。 C7-1-4-1, C7-2-1-3

5 末梢神経系（体性神経系、自律神経系）の構成と機能の概要を説明で
きる。

C6-6-2-1～5, C7-1-4-2,
C7-2-1-3

6 眼、耳、鼻などの感覚器について機能と構造を関連づけて説明できる。 C7-1-13-1, C7-2-1-3
7 運動神経による骨格筋支配を説明できる。 C7-2-1-4
8 骨格筋の興奮収縮連関について説明できる。 C7-1-5-1, C7-2-1-4
9 骨格筋、心筋、平滑筋それぞれの収縮調節機構を比較し、説明できる。 C7-1-5-1, C7-2-1-4
10 血管系について機能と構造を関連づけて説明できる。 C7-1-7-2
11 リンパ系について機能と構造を関連づけて説明できる。 C7-1-7-3
12 血液成分について説明できる。 C7-1-14-1

13 骨髄、脾臓、胸腺などの血液・造血系臓器について機能と構造を関連づけ
て説明できる。 C7-1-14-1

14 血液凝固・線溶系の機構を説明できる。 C7-2-9-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 山口 神経系総論 1、2、3
2 〃 神経系（1） 4
3 〃 神経系（2） 4
4 〃 神経系（3） 4
5 稲葉 末梢神経系と感覚器系（１） 5、6
6 〃 末梢神経系と感覚器系（２） 5、6
7 〃 末梢神経系と感覚器系（３） 5、6
8 林 運動器（1） 7、8
9 〃 運動器（2） 7、8
10 〃 骨格筋、心筋、平滑筋の収縮機構 9
11 石橋 血管系・リンパ系 10、11
12 〃 血液・血液凝固・線溶系（1） 12、13、14
13 〃 血液・血液凝固・線溶系（2） 12、13、14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
教科書の図をスライドに使用し，内容を確認させながら講義を実施している。
リアクションペーパー（アンケート）を実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ目標とするキーワードを提示し、目標を明確にしている。確認問題集を使用することで復習の
助けとしている。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
2)総合的評価
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a. 知識:定期試験 (100%) にて評価する。再試験を 1回実施する。
注)出席不良者に対しては受験停止の措置を講ずる ことがあるので注意すること。また、定期試験の結果
が極めて悪い場合には、再試験の受験を 認めないことがある。
〔教科書〕
グラフィカル機能形態学 第２版（馬場編　京都廣川書店）
グラフィカル機能形態学 確認問題演習（馬場編　京都廣川書店）
入門人体解剖学 改訂第５版（藤田著　南江堂）
〔参考書〕
標準生理学 第９版（本間監修　医学書院）
カラー図解 人体の正常構造と機能【全１０巻縮刷版】＜第３版＞（坂井，河原 編　日本医事新報社）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、あらかじめ教室を訪問し、予約すること。
〔所属教室〕
山口、林、石橋　機能形態学教室　研究 1号館 202号室
稲葉　薬学基礎実習教育センター　教育 2号館 3階 2306号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義前に必ず、グラフィカル機能形態学の講義関連部分を読み、予習すること。講義中にノートや教科書
などにメモしたものを利用し、再度、教科書を読みながら講義内容を復習すること。また確認問題集も使
用し復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
アンケートの結果をもとに講義を改善している。
〔教員からの一言〕
ここで得られる知識は「薬理学」や「疾病と薬物治療」などに直結します。予習・復習をするだけで講義
のおもしろさは変わりますので、必ず実行してください。また講義中は、自分が重要だと思ったことや疑
問に思ったことを必ずメモしながら受講し、復習に役立てて下さい。
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生化学 I
Biochemistry I

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

野水　基義

吉川　大和

山田　雄二

濵田　圭佑

学 習 目 標
(GIO)

生化学は、生命活動を各種生体分子の化学反応として理解する学問であり、医学や薬学を合理的に理解する
ためには、その正確な知識が欠かせない。本講義では、生理活性物質、受容体、酵素などに関する生化学の
基本的な知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチ
ドなど）の構造に基づく化学的性質を説明できる。 C4-1-1-1

2 代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-1-1
3 アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。 C6-2-3-1

4
多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、
運搬・輸送タンパク質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク
質、防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6-3-1-1

5 代表的なホルモンを挙げ、その産生器官、生理活性および作用機構につ
いて概説できる。 C7-2-2-1

6 血糖の調節機構について概説できる。 C7-2-6-1
7 血圧の調節機構について概説できる。 C7-2-5-1

8 代表的なオータコイドを挙げ、生理活性および作用機構について概説で
きる。 C7-2-3-1

9 代表的なサイトカイン、増殖因子を挙げ、生理活性および作用機構につ
いて概説できる。 C7-2-4-1

10 細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明で
きる。 C6-6-2-1

11 細胞膜受容体から G タンパク系を介する細胞内情報伝達について説明で
きる。 C6-6-2-2

12 細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介する細胞内情報伝達につい
て説明できる。 C6-6-2-3

13 細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャーについて説明できる。 C6-6-2-4
14 細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。 C6-6-2-5

15 細胞膜受容体および細胞内（核内）受容体の代表的な内因性リガンドの
構造と性質について概説できる。 C4-1-2-1

16 酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。 C6-3-3-1
17 酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。 C6-3-3-2
18 代表的な酵素活性調節機構を説明できる。 C6-3-3-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 野水 はじめに、講義の到達目標、生化学概論 1
2 〃 生理活性物質概論 2～4
3 〃 視床下部、下垂体のホルモン 5
4 〃 骨とホルモン 5
5 〃 膵臓とホルモン 5～6
6 〃 松果体、甲状腺、副腎のホルモン 5
7 〃 オータコイド（エイコサノイド） 8
8 〃 オータコイド（ヒスタミンとセロトニン） 8

9 〃 オータコイド（レニン-アンギオテンシン系、カリクレイン-
キニン系など） 5, 7～8

10 濵田 サイトカイン, 増殖因子, ケモカイン 4, 9

11 山田 受容体と細胞内情報伝達機構 4, 10～15
12 吉川 酵素の種類と特性 4, 16～18
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
13 〃 酵素の反応速度論 4, 16～18

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・重要語句を授業中に書き込む形式になってるプリントを作成し、授業で活用している。
・練習問題を提供して、各自で自習できるように工夫している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・1年生前期の「生物学」「細胞生物学」から、1年生後期の「生化学 I 」、2年生の「生化学 II」「生化学
III」、3年生の「バイオ医薬品」までを生物系講義の基礎から応用までのステップアップと捉え、一貫性を
重視して理解度が高まるように工夫している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：プリントに練習問題を提示し、知識の到達レベルを確認させる。
2) 総括的評価
a) 知識：定期試験（100%）にて評価する。再試験を１回実施する。
〔教科書〕
自作プリント
薬学領域の生化学（伊東、藤木編　廣川書店）
〔参考書〕
illustrated基礎生命科学（竹島、柿澤著　京都廣川書店）
基礎から学ぶ生物学・細胞生物学（和田著　羊土社）
入門人体解剖学（藤田著　南江堂）
〔オフィスアワー〕
野水　基義　いつでも可。ただし、メールによる予約が必要。
吉川　大和　いつでも可。ただし、メールによる予約が必要。
山田　雄二　いつでも可。ただし、メールによる予約が必要。
濵田　圭佑　いつでも可。ただし、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
野水　基義　病態生化学教室　研究 2号館 5階 508号
吉川　大和　病態生化学教室　研究 2号館 5階 508号
山田　雄二　病態生化学教室　研究 2号館 5階 508号
濵田　圭佑　病態生化学教室　研究 2号館 5階 508号
〔準備学習（予習・復習等）〕
・高校で学習した『生物基礎』の生物の体内環境の維持に関する内容が本講義の基礎になりますので、良
く復習をしてから講義に臨んでください。
・講義はプリントを主に使用しますので、しっかり読んで授業に臨んでください。（生協で事前に購入する
こと）
〔学生へのフィードバック〕
学生からの質問に応える形でのフィードバックを行う。
〔備考〕
連絡先　 042-676-5662
野水　基義　 nomizu@toyaku.ac.jp
吉川　大和　 kikkawa@toyaku.ac.jp
山田　雄二　 yuyamada@toyaku.ac.jp
濵田　圭佑　 khamada@toyaku.ac.jp
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薬と疾病入門
Introduction of Pharmacology

第 1 学年 後期 1 年必修科目 1 単位

吉江　幹浩　　草間　和哉　　田村　和広　

学 習 目 標
(GIO)

薬理学は、生体と薬物の相互作用を研究する科学である。薬物の作用メカニズム (作用機序) を理解するこ
とは、薬物治療における適切な医薬品の選択と適正使用に不可欠である。本科目では、2年前期からスター
トする薬理学への学習基盤を築くため、薬理学総論に始まり、神経伝達物質やオータコイドなどの生理活性
物質の作用の理解とそれに関連する主な治療薬の作用機序及び主な疾病を学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 薬物の作用様式、薬物の用量・濃度と作用との関係を説明できる。 E1-1-1-1
2 固有活性、アゴニスト、アンタゴニストについて説明できる。 C4-2-3-1, E1-1-1-2

3 薬物の併用効果（協力作用と拮抗作用）、特に薬理学的拮抗作用について
説明できる。 E1-1-1-1

4 受容体の種類とその特徴について説明できる。 E1-1-1-3

5
細胞膜受容体（イオンチャネル内蔵型受容体、Ｇタンパク質共役型受容
体、酵素内蔵型受容体とその関連受容体）の特徴と細胞内情報伝達系と
の連関を説明できる。

C6-6-2-1～4, E1-1-1-4
～5

6 細胞内受容体（細胞質内、核内）の特徴と細胞内情報伝達系との連関を説
明できる。 C6-6-2-5, E1-1-1-4～5

7 細胞内 Ca2+ レベルの調節と細胞応答について説明できる。 C6-6-2-4, E1-1-1-5

8 薬理作用に影響を与える要因、薬物の体内動態、薬物の投与方法、薬物の
相互作用、薬物依存、耐性について説明できる。 C7-1-4-2, E1-1-1-6～9

9 神経伝達物質、オータコイド、サイトカイン、ホルモンの定義と生体での
役割を説明できる。 Y-3-60-1

10 末梢神経系（自律神経系と体性神経系）の分類およびその形態と機能を
説明できる。 C7-1-4-2

11 神経伝達物質 (アドレナリン、ノルアドレナリン、アセチルコリン)の合
成と分解経路を説明できる。 C7-2-1-2, Y-3-60-1

12 アドレナリン受容体（α1、2、β1～3）とアセチルコリン受容体 (M1～3、
NN、NM）を説明できる。

C4-3-5-1, E2-1-4-1

13
末梢神経系の主な支配臓器（眼、気管支、血管、心臓、消化管、骨格筋、
肝臓等）におけるアドレナリン受容体の主な存在部位と興奮時の生理作
用と薬理作用を説明できる。

E2-1-1-1～2

14
アドレナリン、ノルアドレナリン、イソプレナリンの構造活性相関と心
血管系に対する作用、アドレナリン反転、さらに、気管支ぜん息の病態を
説明できる。

C4-3-5-1, E2-2-2-5, E2-
4-1-1

15
末梢神経系の主な支配臓器（眼、気管支、血管、心臓、消化管、骨格筋、
肝臓等）におけるアセチルコリン受容体の主な存在部位と興奮時の生理
作用と薬理作用を説明できる。

E2-1-1-2

16
ヒスタミンの生成過程と生理作用、ヒスタミン関連薬の薬理作用と臨床
応用、さらに、I型アレルギー、消化性潰瘍、炎症の成り立ちの概要を説
明できる。

C7-2-3-1, E2-2-2-3, E2-
4-2-1, Y-3-59-1

17
セロトニンの生成過程と生理作用、セロトニン関連薬の薬理作用と臨床
応用、さらに、ダンピング症候群、片頭痛が起こるしくみの概要を説明で
きる。

E2-1-3-4～6, E2-1-3-11,
E2-4-2-1, E2-4-2-8, Y-
3-59-1

18
エイコサノイド（プロスタグランジン、ロイコトリエン、トロンボキサ
ン）の生成過程と生理作用、主なエイコサノイド関連薬の薬理作用と臨
床応用を説明できる。

E2-2-1-1～2, E2-2-2-1,
E2-3-3-7, E2-4-1-1, E2-
4-2-1, E2-6-1-1, Y-3-
59-1

19 アンジオテンシンとキニン類の生成過程と生理作用、アンジオテンシン
関連薬の薬理作用と臨床応用さらに、高血圧症の病態を説明できる。

C7-2-3-1, C7-2-5-1, E2-
3-1-4, Y-3-59-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 吉江 薬物の作用様式、薬物の用量・濃度と作用との関係 1

2 〃 受容体、アゴニスト、アンタゴニストの概念、薬物の併用
効果、薬理学的拮抗作用（競合拮抗、非競合拮抗） 2, 3

3 〃 イオンチャネル内蔵型受容体、Gタンパク質共役型受容体、
細胞内 Ca2+ レベルの調節と細胞応答 4, 5, 7

4 〃 酵素内蔵型受容体とその関連受容体、細胞内受容体、薬理
作用に影響を与える要因 4～6
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

5 〃 薬物の体内動態、薬物の投与方法、薬物の相互作用、薬物
依存、耐性 8

6 草間
（自律神経系に作用する薬物の基礎）
末梢神経系の形態的特徴と機能
神経伝達物質の生成と分解経路

9～11

7 〃 アドレナリン受容体の特徴と機能、ノルアドレナリン、ア
ドレナリン、イソプレナリンの作用と構造活性相関 12, 13

8 〃 ノルアドレナリン、アドレナリン、イソプレナリンの作用
と構造活性相関、アドレナリン反転 14

9 吉江 アセチルコリン受容体の特徴と機能、アセチルコリンの作
用（ムスカリン様作用、ニコチン様作用） 15

10 田村
神経伝達物質、オータコイド、サイトカインおよびホルモ
ンの概念
ヒスタミンの作用と関連薬の臨床応用

16

11 〃 セロトニンの作用と関連薬の臨床応用 17

12 〃 プロスタグランジン、ロイコトリエン、トロンボキサンの
作用と関連薬の臨床応用 18

13 吉江 アンジオテンシンおよびキニン類の作用とアンジオテンシ
ン関連薬の臨床応用 19

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
補助プリント（資料）をWebClassにアップし、講義を進行しながら資料の余白に重要なポイントを記入
させている。適宜質問し、他の教科で習った基本的な重要事項を復習させている。演習問題にて学習理解
度を確認するとともにフィードバックを行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本科目は、機能形態学、生化学、有機化学などの基礎薬学と病態生理学の知識を必要とするため、それら
教科との関連性を意識して講義をすすめる。単元ごとに SBOを明示するとともに、演習問題を解くこと
により理解を深める。自学自習を促すため、講義内容に関する課題レポートを提出してもらう。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:演習と中間試験を行うことで学習到達度をチェックする。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（90%）と中間試験（10％）で総合的に評価する。再試験を１回実施する。
〔教科書〕
最新 薬理学要説 (田村編、愛智出版)　
〔参考書〕
薬系薬理学書（立川・田野中・弘瀬　編、南江堂）
〔オフィスアワー〕
吉江　幹浩　（yoshie@toyaku.ac.jp)
草間　和哉　（kusamak@toyaku.ac.jp)
田村　和広　（hiro@toyaku.ac.jp）
都合がよければ、いつでも可。事前にメールで連絡があれば確実です。
〔所属教室〕
吉江　幹浩　内分泌薬理学教室　研究 4号館 4階 4415号室
草間　和哉　内分泌薬理学教室　研究 4号館 4階 4415号室
田村　和広　内分泌薬理学教室　研究 4号館 4階 4416号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、教科書の該当範囲を読んでから講義に臨むこと。予め
WebClassに講義資料を掲載するので、有効に利用する。また、講義後の復習を必ず行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
講義内容に関する質問に対して、必要に応じて講義中に解説を加えるなどの対応を行っている。定期試験
後には、フィードバック講義を実施する。
〔教員からの一言〕
講義に関連する科目（機能形態学や生化学）を系統づけて学び、生体内の生理活性物質の役割を理解する
ことが薬理学を学ぶ上で必要です。WebClassの資料はあくまでも補助資料ですので、教科書を読む習慣
をつけ、内容を理解することが大事です。
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基礎統計学
Basic Statistics

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

片野　修一郎

学 習 目 標
(GIO)

薬学を学び、さらに薬学データの解析をする上で必要なデータ処理の基礎概念と統計データの解析方法を学
ぶ。方法論の羅列とその丸暗記というありがちな事態に陥らないように、基本概念をしっかり理解すること
をまず目標とした上で、薬学で実践できる統計的手法を我がものとする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 母集団と標本の違いを理解する。特に、無限母集団の場合にそれらが説
明でき、標本抽出の意味がわかる。 X-7-5-5

2 データを度数分布表などの表にまとめ、ヒストグラムなどのグラフに表
現できる。 X-7-5-2

3
代表値（平均値、中央値、最頻値）、散布度（範囲、４分偏差、分散、標
準偏差）の意味および定義式について説明できる。それらを実際に計算
して求められる。

E3-1-5-1, X-7-5-3

4
単なるデータの分布と確率分布の違いがわかる。確率分布の代表例をい
くつか挙げられる。特に、最も重要な正規分布の特性について説明でき、
正規分布表が正しく読みこなせる。

E3-1-5-3

5
確率分布の母数の点推定の意味がわかる。標本の分散、不偏分散、標準
偏差、不偏標準偏差の定義を説明でき、それらの関係式を用いて具体的
に求められる。

E3-1-5-1, X-7-5-3

6 標本平均の分布の特徴を、中心極限定理などを用いて説明できる。 E3-1-5-3, X-7-5-5

7 母平均を、正規分布や t 分布を正しく使い分けて、標本から区間推定で
きる。

E3-1-5-1, X-7-4-2, X-7-
5-5, Y-5-5-3

8 母比率の分布の特徴を説明でき、それを標本から区間推定できる。 E3-1-5-1, E3-1-5-3, X-
7-4-2, X-7-5-5, Y-5-5-3

9 母分散を、カイ２乗分布を用いて、標本から区間推定できる。 E3-1-5-3, X-7-4-2, X-7-
5-5, Y-5-5-3

10 検定における基本的な考え方を、帰無仮説と対立仮説、第１種と第２種の
誤り、第１種の誤りと有意水準（危険率）などに関連させて説明できる。 E3-1-5-2, X-7-5-6

11 ２つのグループの平均値や比率の違いを、正規分布や t 分布を正しく使
い分けて、検定できる。

E3-1-5-2, E3-1-5-5, X-
7-5-6

12 ２つのグループの分散の違いを、F分布を用いて検定できる。 E3-1-5-2～3

13 散布図（相関図）を作成でき、相関係数や回帰直線を求め、それらの意味
を説明できる。 E3-1-5-6, X-7-5-4

14 データの独立性や適合度を、カイ２乗分布を用いて検定できる。パラメ
トリック検定、ノンパラメトリック検定の意味についても触れる。 E3-1-5-3～4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1，2 片野 データ分布の代表値と散布度の意味・意義・定義を理解し
て計算する。 2,3

3, 4 〃
単なるデータ分布と確率分布の違いを理解し、典型的な確
率分布としての正規分布に馴染む。母集団と標本の峻別に
ついて。確率分布の平均・分散・標準偏差の定義。

1,4,5

5, 6 〃
標本平均はどのような分布になるか（中心極限定理）。母集
団の平均値、分散、標準偏差を標本から点推定する（不偏
分散と標本分散の違い）。

5,6

7～9 〃 区間推定の考え方とその実行。母集団の平均値・比率・分
散などを標本から区間推定する。 7,8,9

10～12 〃 仮説検定とは何か。母平均・母分散・母比率あるいはそれ
らの差や違いの検定。 10,11,12

13 〃 独立性、適合度の検定。母集団分布が不明なときの検定（ノ
ンパラメトリック検定）。 14

14 〃 相関と回帰 13

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・授業中に学生自ら手を動かして演習問題を解く機会をできるだけ沢山設ける予定である。
・Webclass上に、自習用の演習問題を、解答解説と共に適宜アップする予定である。
・可能ならば、授業中に演習問題の発表機会も与えたい。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・「これは何なのか」「どうしてこんなものを考えるのか」「なぜそんなことがわかるのか」といった、
現代の学生がとかく軽視しがちな理屈もしくはストーリー部分を、腹の底から納得できるように丁寧に解
説している。
・例や例題を可能な限り多く紹介し、実践的な理解が深まるように配慮している。
・学生自身が手を動かして演習問題を考えることができる時間をとるように心がけている。
〔成績評価方法〕
<試験により評価する>
1)形成的評価
　 a) 知識：演習問題の解答を授業内で発表するとか、質問（するのと答えるのと両方）、WebClassへの詳
細な解説記事の掲載などを通じて主体的に考えることを促す。
2)総括的評価
　 a) 知識：基本的には定期試験（100%）で評価するが、（可能なら）授業時間内の演習問題の解答発表や
（自主的な）レポートの提出などは勘案する。
〔教科書〕
片野修一郎 『統計学の基礎』（ムイスリ出版）
〔参考書〕
統計初歩の教科書はどれも大同小異です。必要なら適宜紹介します。高等学校数学 Bの教科書にも、本講
義の目的である推測統計学の初歩が解説されているようです。数学 Bの教科書を持っている人はぜひ参考
にするとよい。
〔オフィスアワー〕
毎週火曜午後に学習相談の時間が設定してありますが、それとは関係なく、質問は 2109研究室にていつ
でも受け付けます。予約と遠慮は不要。
〔所属教室〕
薬学教育推進センター 2109

〔準備学習（予習・復習等）〕
特定の分野を前提とするというより、中学・高校・大学 1年で学んできた数学全般の基礎学力がものをい
います。以下の項目については常識的に知っていること、慣れていることを要請します。
・高等学校で学んだ確率の基本事項
・関数概念、和記号 Σ、数式の計算などの基本的な数学の運用能力
・微積分で学んだこと。特に自然対数 eを底とする指数関数や定積分が面積を表すこと
もうひとつ、極めて重要なことがあります。たとえば微積分で、sin x の微分が cos x だというのは、意味
を全く理解していなくても、禅問答のように覚えてしまえば正しく答えることができます。小学校低学年
生でも答えられます。大学の勉強とは、このような 1問 1答の短いクイズに正しく答えられるように訓練
することではありません。統計学においては、統計的な解析を待っている現実があり、先ずその状況を理
解して、どのように統計的な手法を適用するかを考えなければなりません。従って、この授業の特に後半
では、皆さんは常にある程度長い状況説明の文章を読まなければならなくなります。SNSに代表されるス
ラング的な短文のやり取りに浸りがちな日本の若者の読解力欠如が漸く最近になって本格的に危惧される
ようになってきましたが、皆さんは大丈夫ですか。そういう意味で、この授業を、文章をきちんと正確に
読むための訓練の場としても利用して欲しいと思っています。また、準備として高等学校数学 Bの教科書
を予め読んでおくこともよいかもしれません。
〔学生へのフィードバック〕
重要な内容に関しては、典型的な演習問題を事前に配布し、時間的余裕があれば（交代でも対面授業が可
能なら）それを黒板に書いて発表してもらい、その解答について解説や添削をする。時間的余裕がない場
合も、できるだけ典型的問題の演習と解説を実施することでフィードバックとしたい。
〔教員からの一言〕
統計学を組織的に学ぶのは生まれて初めてという人が殆どでしょう。「統計」という言葉から世間の大多
数の人は、データを表やグラフにしてまとめる、という程度の認識しか連想しないと思われますが、当講
義の主目的である推測統計学はそれらとは違う世界の、数学に基づく数理統計学が基礎になったそれなり
に高度な学問です。しかし、数学という強力な学問を基礎にしているからこそ、複雑なデータを分析する
ための極めて強力な武器になります。そんな素敵な統計学を、可能な限り丁寧に説明していこうと思いま
す。馴染みやすい話から入って、次第に本格的な統計学に移行する予定です。学生の皆さんも主体的に取
り組む姿勢を持っていただきたいと思います。
〔備考〕
現在は表計算ソフト Excelや統計ソフト Rにより、煩瑣な統計計算は簡単にできるようになっています。
それらを用いた実習授業を取り入れることも考えたのですが、人数的に無理があって断念しました。代わ
りに関数電卓または普通の電卓（ただしルートの計算ができるもの）を持ってきてもらうといいですね。
関数電卓は使いこなせれば非常に便利ですが、ただ持っているだけで使い方のわからない人を多く見か
けます。宝の持ち腐れですよ。前期試験では電卓を使わないと計算できない問題ばかりが出題されますか
ら、メモリー計算には今のうちから慣れておくといいです。
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薬学英語入門 I
Introduction to English for PharmacyI

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

大野　真　（1・8）　　永森　和子　（2・5）　　

今井　亮一　（3・6）　　山田　美雪　（7・10）　　

森本　信子　（4・11）　　廣幡　晴菜　（9・12）

学 習 目 標
(GIO)

将来、薬学者として専門文献や科学記事を読解するために、科学的な文章を学習し、それらの構文や文法を
理解しかつ基礎的な専門語彙を習得する。また、それらの構文や文法・語彙を用いて英文を書くことを目標
とした基礎的訓練を行う。さらに平行して多読の訓練を行い、パラグラフのすばやい要旨把握能力を習得
する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 様々な辞書の使い分け方と使用方法を理解する。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～
4, X-3-3-1～4

2 精読と多読の相違点を理解する。 X-3-1-1～2
3 精読において、文章の構文と文法を正確に説明できる。 X-3-1-1～2
4 精読において、基礎的な専門的語彙を習得する。 X-3-2-1～4
5 精読において、CDを聞き取り、文章を正確に発音できる。 X-3-3-1～4
6 多読において、各パラグラフの要旨をすばやく把握できる。 X-3-1-1～2
7 学習した構文と文法・語彙を用いた練習問題が解ける。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～4
8 学習した構文と文法・語彙を用いて簡単な英文が書ける。 X-3-2-1～4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1
大野、永森、
今井、山田、
森本、廣幡

前期授業のイントロダクション 1、2

2～13 〃 前期テキストの講読 3～8

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題の提出あるいは小テストを実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
医学・薬学的な話題を中心として、幅広い英語力と共に視野の広い思考力・判断力を養えるように共通テ
キストを選定している。精読と多読の両方を訓練する。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：質問や提出物により、知識の到達レベルを確認している。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（80％）、多読（20％）にて評価する。ただし、欠席の多い者あるいは毎回の授業や提
出物等に真剣に取り組まない者は、受験停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
瀬谷幸男他『医学・薬学系学生のための総合英語（The Wonders of Medicine）』（南雲堂）
〔参考書〕
リーダーズ英和辞典（松田編　研究社）
〔オフィスアワー〕
大野　真　いつでも可。　但し、要予約。
森本　信子　いつでも可。　但し、要予約。
非常勤講師　講師控室にて。　薬学部事務にて要予約。
〔所属教室〕
大野　真　第 2英語研究室　教育 3号館 3階
森本　信子　第 4英語研究室　教育 3号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
教科書の本文を十分に予習してから授業に臨んでください。復習として、文章をしっかりと音読すると効
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果的です。授業ごとに予習と復習を各々 30分以上行うことが望ましい。
〔学生へのフィードバック〕
授業での提出課題をチェックして、学生の間違えやすい個所を確認している。
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薬学英語入門 II
Introduction to English for PharmacyII

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

大野　真　（1・8）　　永森　和子　（2・5）　　

今井　亮一　（3・6）　　山田　美雪　（7・10）　　

森本　信子　（4・11）　　廣幡　晴菜　（9・12）　

学 習 目 標
(GIO)

将来、薬学者として専門文献や科学記事を読解するために、科学的な文章を学習し、それらの構文や文法を
理解しかつ基礎的な専門語彙を習得する。また、それらの構文や文法・語彙を用いて英文を書くことを目標
とした基礎的訓練を行う。さらに平行して多読の訓練を行い、パラグラフのすばやい要旨把握能力を習得
する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 様々な辞書の使い分け方と使用方法を理解する。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～
4, X-3-3-1～4

2 精読と多読の相違点を理解する。 X-3-1-1～2
3 精読において、文章の構文と文法を正確に説明できる。 X-3-1-1～2
4 精読において、基礎的な専門的語彙を習得する。 X-3-2-1～4
5 精読において、CDを聞き取り、文章を正確に発音できる。 X-3-3-1～4
6 多読において、各パラグラフの要旨をすばやく把握できる。 X-3-1-1～2
7 学習した構文と文法・語彙を用いた練習問題が解ける。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～4
8 学習した構文と文法・語彙を用いて簡単な英文が書ける。 X-3-2-1～4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1
大野、永森、
今井、山田、
森本、廣幡

後期授業のイントロダクション 1、2

2～13 〃 後期テキストの講読 3～8

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題の提出あるいは小テストを実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
医学・薬学的な話題を中心として、幅広い英語力と共に視野の広い思考力・判断力を養えるように共通テ
キストを選定している。精読と多読の両方を訓練する。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：質問や提出物により、知識の到達レベルを確認している。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（80％）、多読（20％）にて評価する。ただし、欠席の多い者あるいは毎回の授業や提
出物等に真剣に取り組まない者は、受験停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
瀬谷幸男他『医学・薬学系学生のための総合英語（The Wonders of Medicine）』（南雲堂）
〔参考書〕
リーダーズ英和辞典（松田編　研究社）
〔オフィスアワー〕
大野　真　いつでも可。　但し、要予約。
森本　信子　いつでも可。　但し、要予約。
非常勤講師　講師控室にて。　薬学部事務にて要予約。
〔所属教室〕
大野　真　第 2英語研究室　教育 3号館 3階
森本　信子　第 4英語研究室　教育 3号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
教科書の本文を十分に予習してから授業に臨んでください。復習として、文章をしっかりと音読すると効
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果的です。授業ごとに予習と復習を各々 30分以上行うことが望ましい。
〔学生へのフィードバック〕
授業での提出課題をチェックして、学生の間違えやすい個所を確認している。
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医療コミュニケーション
Medical Communication

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

小林　聡子

益山　光一 （取り纏め）

学 習 目 標
(GIO)

　信頼される薬剤師として働くためには、薬学的知識（対物）だけでなく、医療従事者として、人を思い敬
う態度、人間関係を良好に育む（対人）コミュニケーション力をもつことが求められます。本講義の目的は、
患者さんや職場の同僚と良好な対人関係を形成するために必要な人間関係の基礎理論の知識およびコミュニ
ケーションスキルを習得することです。
　前半は人間の心と行動の理解に役立つ、心理学的知見を紹介します。後半は、心理療法の基礎理論を学び
ながら、さまざまな事例を通して、薬剤師として必要なコミュニケーションスキルを習得することを目指し
ます。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 人間の一生についての多様な価値観を知る。 A-1-1-5～7

2 患者・患者家族が医療人に期待することを知り、医療の担い手にふさわ
しい態度を示すに際しての基本的理論と態度を学ぶ。 A-1-1-1～4

3 病気が患者に及ぼす心理的影響について説明できる。 A-3-2-1

4 患者の「病の解釈モデル」を傾聴し、心理状態を把握し、配慮することが
できる。 A-3-1-5

5 患者家族の心理状態を把握し、配慮することができる。 A-3-1-5, A-4-3-1

6 患者やその家族の持つ価値観が多様であることを認識し、柔軟に対応
する。 A-3-1-3

7 相手の心理状態とその変化に配慮し、受容・共感的に関わることが出
来る。 A-3-1-5～6

8 対人関係に影響を及ぼす心理的要因を概説できる。 A-3-1-4, A-3-1-6
9 人間関係と健康心理について概説できる。 A-3-2-1

10 意思、情報の伝達に必要な要素を列挙し、言語的および非言語的コミュ
ニケーションの方法を概説できる。 A-3-1-1～2

11 相手の立場、文化、習慣などによって、コミュニケーションのあり方が異
なることを例示できる。 A-3-1-3～4

12 基本的なコミュニケーションスキルを習得し、相手と円滑に対応するこ
とができる。 A-3-1-7～8

13 対立意見を尊重し、協力してよりよい解決方法を見出すことができる。 A-3-1-9

14 チームワークの重要性を例示して説明できる。チームに参加し、協調的
態度で役割を果たす意義について概説できる。

A-4-1-1, A-4-3-1, A-4-
4-1, A-4-5-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 小林 人の行動と心理 1-14
2 〃 ストレスと適応 1-14
3 〃 人間理解（乳児から高齢者まで） 1-14
4 〃 パーソナリティからの人間理解 1-14
5 〃 人間関係（対人行動） 1-14
6 〃 日常生活とコミュニケーション 1-14
7 〃 薬剤師とコミュニケーション 1-14
8 〃 患者理解とその対応１：生活習慣病　認知症 1-14
9 〃 患者理解とその対応２：癌患者とその家族 1-14
10 〃 患者理解とその対応３：精神疾患患者とその家族 1-14

11 〃 コミュニケーションスキルの実際１：共感と傾聴、質問の
仕方 1-14

12 〃 コミュニケーションスキルの実際２：ソーシャルスキルト
レーニング　アサーションスキルトレーニング 1-14

13 〃 チーム医療での多職種連携および医療者のセルフケア 1-14
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
ワークにより、カウンセリングスキルの習得、体験的理解を促す。
心理検査を実際に体験することにより、自己理解を促す。
各回、感想レポートを提出する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
コミュニケーションの基礎的な知識の習得だけでなく、実際にワークなどを行いながら、知識を適切に処
理し対応する力を身につけられるよう目指します。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価　
　 a）知識：小テスト、レポート提出により理解度を確認
2) 総括的評価
　 a)　知識：ペーパー試験 (60%)、授業内小テスト（14％）、課題提出（26％）にて評価する。
〔教科書〕
基礎から学ぶ！ 行動科学 理論とその技法
（日本ファーマシユーティカルコミュニケーション学会編 薬事日報社）
〔参考書〕
ヒルガードの心理学　第 16版（リタ・L・アトキンソン 他　著 　内田一成監訳　金剛出版）
発達精神病理学（E・M・カミングス、P・T・デイヴィーズ、S・B・キャンベル　共著　菅原ますみ監訳
　ミネルヴァ書房）
その他の参考書については、講義内で紹介いたします。
〔オフィスアワー〕
講義の前後に質問を受け付けます（メールにて要予約）。
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：教科書の該当箇所について確認しておく。また常日頃から、信頼される薬剤師になるためにはどの
ような知識やコミュニケーションスキルが必要か、考えておく。
復習：演習を振り返り、出来たこと、苦手なことなどを整理する。
　　　　
〔学生へのフィードバック〕
ワークや課題を行うにあたり、適宜必要な知識やスキルを伝え、解説を行うなどの対応を行う。
〔教員からの一言〕
人とよりよいコミュニケーションをとるために大事なことは、自分自身のことを理解しておくことです。
自分自身の性格やコミュニケーションの癖など、日常から意識しておくとよいでしょう。その上で、ワー
クや事例を学びながら、知識および基本的なコミュニケーションスキルを身につけることによって、将来
患者さんに対してゆとりをもって対応することができるようになることを目指します。
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社会と薬学
Social Pharmaceutical Science

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

北垣　邦彦

学 習 目 標
(GIO)

薬剤師として調剤、医薬品等の供給その他薬事衛生に係る任務を遂行し、人と社会に関わっていくために薬
剤師・医薬品等を取り巻く法律、制度、及び倫理を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。ま
た、医薬品の開発から承認までのプロセスや流通後の安全対策、地域薬局の在り方を学び、これらの社会環
境とその変化を理解する能力をつける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。 B-2-1-1～3

2 人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な現状及び仕組みや規制につ
いて概説できる。国民医療費の動向について概説できる。

A-1-2-2, A-5-2-1, B-1-
3-1, B-3-2-2

3 医薬分業の歴史と仕組みや意義を説明できる。 A-1-4-3, B-4-1-2

4 医薬品の定義及び販売、販売後の流れを概説できる。後発医薬品とその
役割について説明できる。

B-2-2-1, B-3-2-3, B-4-
1-3

5 薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について概説できる。薬剤
師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説できる。

A-2-2-1～2, B-1-4-1, B-
2-1-8

6 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明で
きる。 A-1-3-3～4, B-4-1-2

7 個人情報の取扱いについて概説できる。 B-2-1-7

8 薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明で
きる。 B-2-2-6, B-4-1-1

9 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。 B-2-2-2
10 後発医薬品とその役割について説明できる。 B-3-2-3
11 治験の意義と仕組みについて概説できる。 B-2-2-3
12 製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。 B-2-2-5, B-2-2-10
13 健康被害救済制度について説明できる。 B-2-2-8

14 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン
等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。 A-1-3-6, E1-4-2-1

15 薬物乱用防止における薬剤師の役割について説明できる。覚醒剤、大麻、
あへん、指定薬物等の乱用防止規制について概説できる。 A-1-2-7, B-2-3-3

16 学校薬剤師の役割について説明できる。 B-4-2-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 北垣 社会と薬学の概説
薬学教育の現状 1

2 北垣 薬局・薬剤師の現状 1，2
3 北垣 薬剤師免許 1，2
4 北垣 調剤業務 4

5 北垣 薬剤師のコンプライアンス
個人情報の保護 5，6，7

6 北垣 OTC医薬品の販売規制 8

7 北垣 医薬品の承認制度
医薬品の開発 9，10

8 北垣 治験の意義と仕組み 11
9 北垣 医薬品等の安全対策における諸制度 12

10 北垣 医薬分業
後発医薬品 3，4

11 北垣 医薬品副作用被害救済制度 13

12 北垣 薬害の社会的な背景及びその後の対応
学校薬剤師 14，16

13 北垣 薬物乱用の現状と対策 15

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義で取り上げたテーマについて発問を行い、学生に協議させ自らの考えを持たせるようにする。また、
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Webを活用して発問に対する学生の理解度を確認し、解説を通して講義内容の中の重要部分を補足する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
予習復習に活用できるように、講義資料はWebClass上に掲載する。
振り返りのWebを用いた発問に対するクラスの正答率により学生の理解度を確認し、授業を進める。
1回 1回の授業が独立したものにならないよう、授業間で関連付けを可能な限り学生の振り返りを促す。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形式的評価
a) 知識：講義後の確認テスト等により自己評価させる。なお、確認テストは、合格基準を設定する。
2) 総括的評価
a) 知識：定期試験（80％）、講義後の確認テストの実施・達成状況（20％）で評価する。
3) 成績評価基準（総括的評価）
　 S（90％～100％） ：合格
　 A（80％～90％未満） ：合格
　 B（70％～80％未満） ：合格
　 C（60％～70％未満） ：合格
　 D（60％未満） ：不合格
　　※再試験の成績：合格の場合 C

〔教科書〕
WebClassにて講義資料を事前に提示する。
〔参考書〕
日本薬学会編　薬学総論　 II．薬学と社会（東京化学同人）
薬事関係法規・制度　解説（薬事日報社）
危険ドラッグ問題の表と裏（薬事日報社）
〔オフィスアワー〕
北垣邦彦　いつでも可。ただしメールで予約してください。
〔所属教室〕
社会薬学研究室　教育 3号館 1階 3102-3

〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目の SBOsを確認し、Web Class上に掲載する講義資料に目を通してから講
義に臨むようにしてください。また、講義の後は確認テストを受け、復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に取り上げ、解説を加える等の対応を
行います。
〔教員からの一言〕
2年生で学ぶ「社会と薬学」は、３・４年生で学ぶ「薬事関連法規と制度」につながります。これらは、薬
局、病院、企業等どこで働くにしても薬剤師であれば理解しておかなければならないルールを学びます。
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物理化学 II
Physical Chemistry II

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

三島　正規

青山　洋史

学 習 目 標
(GIO)

物質の状態変化や化学反応などの自然界で起こっている諸現象には、エネルギーと呼ばれる状態量の変化が
関与している。諸現象が生じた際にエネルギーの形態はどのように変化するのか、どのような時に自発的な
変化が起こるのか、などの知識を学ぶことで熱力学を習得する。また、物質は分子の集合体であり、物質の
物理的性質は個々の分子の性質だけでなく分子の集合状態および分子間相互作用によって著しい影響を受け
る。したがって、複雑な系における物質の状態を解析するために、物質の溶液の状態、相の状態（気相、液
相、固相）と相変化、界面現象などに関する基礎的知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 熱力学における系、外界、境界について説明できる。 C1-2-2-1
2 熱力学第一法則を説明できる。 C1-2-2-2
3 状態関数と経路関数の違いを説明できる。 C1-2-2-3
4 定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過程を説明できる。 C1-2-2-4
5 定容熱容量および定圧熱容量について説明できる。 C1-2-2-5
6 エンタルピーについて説明できる。 C1-2-2-6
7 化学変化に伴うエンタルピー変化について説明できる。 C1-2-2-7
8 エントロピーについて説明できる。 C1-2-3-1
9 熱力学第二法則について説明できる。 C1-2-3-2
10 熱力学第三法則について説明できる。 C1-2-3-3
11 ギブズエネルギーについて説明できる。 C1-2-3-4
12 熱力学関数を使い、自発的な変化の方向と程度を予測できる。 C1-2-3-5
13 ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの関係を説明できる。 C1-2-4-1
14 ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説明できる。 C1-2-4-2
15 平衡定数に及ぼす圧力および温度の影響について説明できる。 C1-2-4-3
16 共役反応の原理について説明できる。 C1-2-4-4
17 相変化に伴う熱の移動について説明できる。 C1-2-5-1
18 相平衡と相律について説明できる。 C1-2-5-2
19 状態図について説明できる。 C1-2-5-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 三島
青山

熱力学における系、外界、境界について
状態関数および経路関数について 1,3

2 〃 熱力学第一法則と熱化学について 2,5,6

3 〃 化学変化に伴うエンタルピー変化について 7
4 〃 熱力学第二法則とエントロピーについて 8,9

5 〃 カルノーサイクルについて 4,8,9

6 〃 物理過程に伴うエントロピー変化について 4,8,9

7 〃 熱力学第三法則について 8,10

8 〃 化学反応における自由エネルギー変化について 11,12

9 〃 ギブズ自由エネルギーの温度および圧力依存性について 11,12,13,14

10 〃 生化学過程における共役反応について 16
11 〃 相平衡と相律および一成分系の相図について 18,19

12 〃 二成分および三成分系の相図について 18,19

13 三島・青山 相変化に伴う熱の移動について 17
14 三島・青山 物質の溶解平衡および分配平衡について 14,15
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に空欄を設けた講義資料をWebClassよりダウンロードし、講義中に空欄部分に対応する内容を記入
させるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1) 講義開講日までにWebClassに講義資料をダウンロードできるようにすることで、受講者が講義の予習
を十分に行えるようにしている。
2) 講義のはじめに、目標とするキーワードを示し、当日の講義に集中できるようにしている。
3) 講義中に、CBTや国家試験との関連を示し、要点を明確にしている。
4) 抜き打ちで小テストを行い、受講者の緊張感を保つようにしている。
〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
a) 知識:演習問題にて評価する
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（100%）
評価基準の目安（変動あり）
・S（90％以上） 　：合格
・A（80～90％未満）：合格
・B（70～80％未満）：合格
・C（60～70％未満）：合格
・D（60％未満） 　 ：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
物理化学要論　第６版（アトキンス著、千原秀昭・稲葉　章訳　東京化学同人）
〔参考書〕
ボール物理化学　上下巻（D.W.Ball著、田中一義、阿竹　徹監訳　化学同人）
日本薬学会編　物理系薬学Ｉ．物質の物理的性質（東京化学同人、スタンダード薬学シリーズ２）
薬学領域の物理化学（渋谷　皓編集、横松　力、湯浅洋子他著　廣川書店）
〔オフィスアワー〕
三島　正規　　　事前予約をとればいつでも可。
青山　洋史　　　事前予約をとればいつでも可。
〔所属教室〕
三島　正規　　分子生物物理学教室　三島教授室
青山　洋史　　分子生物物理学教室　研究 1号館 3階 303

〔準備学習（予習・復習等）〕
WebClassのプリントを講義日までに一度は学習してください。
〔学生へのフィードバック〕
講義の大項目が終わったタイミングで演習問題をWebClassより配布し、自学習の機会を設ける。
〔教員からの一言〕
前年度の物理化学Ｉが苦手と感じた人は、早いうちに復習をしておいてください。
熱力学の公式の導出には対数や微分積分を伴う計算が多数出てきます。高校時に数学が苦手だった人、忘
れてしまった人は十分に復習をしておいてください。
なお、薬学部の熱力学は高校化学と重複する部分が多いです。高校の教科書や参考書を
上手に活用しましょう。
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臨床分析化学
Clinical Application of Analytical Chemistry

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

袴田　秀樹、小谷　明

学 習 目 標
(GIO)

薬学の臨床や研究で分析技術を適切に応用するために、代表的な分析法の基本的知識を修得する。具体的に
は、生体試料の取り扱いと前処理法、光分析法、電気分析法、クロマトグラフィーや電気泳動による分離分
析法、免疫学的測定法など、臨床や研究で使用されている分析法の原理と応用例を学修する。加えて、最近
の生命科学の実験技術や臨床検査の概略を身につけ、更に代表的な画像診断技術の基本を学修する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 分析目的に即した試料の前処理法を説明できる。 C2-6-1-1
2 臨床分析における精度管理および標準物質の意義を説明できる。 C2-6-1-2
3 分析法のバリデーションについて説明できる。 C2-1-1-3
4 紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-1
5 蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-3

6 原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法および ICP 質
量分析法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-4

7 電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導率の濃度による変化を説明で
きる。 C1-2-6-3

8 代表的なドライケミストリーについて概説できる。 C2-6-2-4
9 クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。 C2-5-1-1
10 液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-3
11 クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量できる。（知識・技能） C2-5-1-5
12 電気泳動法の原理および応用例を説明できる。 C2-5-2-1
13 臨床分析で用いられる代表的な分析法を列挙できる。 C2-6-2-1
14 免疫化学的測定法の原理を説明できる。 C2-6-2-2
15 酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。 C2-6-2-3

16 代表的な画像診断技術（X 線検査、MRI、超音波、内視鏡検査、核医学検
査など）について概説できる。 C2-6-2-5

17 化学発光・生物発光の原理およびそれを利用する測定法を説明できる。 Y-3-11-2
18 質量分析法の生体分子解析への応用例について説明できる。 Y-3-13-1
19 代表的なセンサーを列挙し、原理および応用例を説明できる。 Y-3-18-2
20 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-2-1
21 赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 袴田
イントロダクション　臨床における分析化学の役割、臨床
検査の目的、臨床検査の種類
検査結果の意味づけ、基準値、病態識別値、精度管理の目
的、精度管理の意義

2, 13

2 〃 分析データの取り扱い　分析法の評価、分析法バリデーショ
ン、日常検査の精度管理、標準物質と標準化 3, 13

3 〃 生体試料（検体）の取り扱い　分析方法の選択、生体試料
の採取、生体試料の保存と前処理 1, 13

4 〃 赤外吸収スペクトル測定法の原理と応用例、核磁気共鳴ス
ペクトル測定法の原理と応用例 20, 21

5 小谷 紫外可視吸光光度法を用いる臨床検査法　光分析総論、紫
外可視吸光光度法の原理、臨床検査における測定例 4, 6, 8, 13

6 〃 蛍光光度法又は発光を用いる臨床検査法　蛍光光度法の原
理、臨床検査における測定例、発光を用いる分析法 5, 13, 17

7 〃 電気分析法を用いる臨床検査法　電気分析法の原理、セン
サーによる臨床検査 7, 13, 19

8 〃 クロマトグラフィー　クロマトグラフィーの原理、HPLC
における種々の高感度検出法、HPLCを用いる臨床検査法 9, 10, 11, 13, 18

9 袴田 電気泳動法　ゲル電気泳動、電気泳動を用いる臨床検査法、
キャピラリー電気泳動（１） 12, 13

10 〃 電気泳動法　ゲル電気泳動、電気泳動を用いる臨床検査法、
キャピラリー電気泳動（２） 12, 13
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

11 〃 生物学的分析法　バイオアッセイ、酵素化学的分析法、イ
ムノアッセイを用いる臨床検査（１） 13, 14

12 〃 生物学的分析法　バイオアッセイ、酵素化学的分析法、イ
ムノアッセイを用いる臨床検査（２） 13, 15

13 〃 画像検査の基本　内視鏡検査、X 線 CT (コンピュータ断層
撮影)、MRI、核医学検査（１） 13, 16

14 〃 画像検査の基本　内視鏡検査、X 線 CT (コンピュータ断層
撮影)、MRI、核医学検査（２） 13, 16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各自が興味のある課題を選定し、それについてまとめるレポート提出を 1回行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
教科書としてプリントを作成し、修得すべき内容をあらかじめ提示している。講義はパワーポイントを活
用している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：講義に関するレポート等に基づき評価する。
2）総括的評価
a) 知識：定期試験（100％）によって評価する。
〔教科書〕
プリントおよびスライドのWebClassでの配布
〔参考書〕
薬学生のための分析化学　第 4版（楠　文代他著　廣川書店）
第十七改正日本薬局方解説書（廣川書店）
薬剤師に必要な臨床機器分析（秋澤俊史編集　廣川書店）
薬学生のための分析化学問題集（四宮一総 編集　廣川書店）
〔オフィスアワー〕
袴田　いつでも可。但し、要予約。
小谷　いつでも可。但し、要予約。
〔所属教室〕
袴田　分析化学教室　研究 4号館 5階 4506室
小谷　分析化学教室　研究 4号館 5階 4505室
〔準備学習（予習・復習等）〕
1 年の化学平衡論と分析化学で取り扱った内容をよく理解してから授業に臨んで下さい。授業前に
WebClassにある資料をダウンロードして、分からないところを把握した上で、講義を受けて下さい。講義
後は、プリントの章末問題を解き、理解を確認してください。
〔学生へのフィードバック〕
フィードバック講義は行いませんが、受講者全員に周知した方がよいと考えられる質問等があった場合は、
授業中に説明を行います。
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機器分析学
Instrumental Analysis

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

柳田　顕郎

東海林　敦

森岡　和大

学 習 目 標
(GIO)

機器分析学は生命科学や医療薬学の基盤である。基本的な機器分析法の原理を修得すると同時に、生命科学
や医療薬学と密接に関連した最先端技術について、それら技術を今後の医療の進展と的確に結びつけ、高度
の薬剤師としての知識・技術を修得する。生体分子、化学物質の姿、かたちをとらえるために、それらの解
析に必要な各種の計測法に関する基本的知識と技能修得の基盤を学ぶ。各種の分光法、質量分析、クロマト
グラフィーの基本原理と知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-1
2 蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-2

3 原子吸光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法および ICP 質
量分析法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-4

4 旋光度測定法 (旋光分散） の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-5
5 質量分析法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-3-1
6 X 線結晶解析の原理および応用例を説明できる。 C2-4-4-1
7 粉末 X 線回折測定法の原理と利用法について概説できる。 C2-4-4-2
8 熱重量分析の原理および応用例を概説できる。 C2-4-5-1
9 示差熱分析法および示差走査熱量測定法について説明できる。 C2-4-5-2
10 クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。 C2-5-1-1
11 薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-2
12 液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-3
13 ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 柳田、東海林、森岡 紫外可視吸光分析の原理と Lambert-Beer の法則 1
2 柳田、東海林、森岡 紫外可視吸光分析の応用例 1
3 柳田、東海林、森岡 蛍光分析の原理と応用例 2
4 柳田、東海林、森岡 原子吸光および原子発光分析 3

5 柳田、東海林、森岡 誘導結合プラズマ （ICP） 発光分光分析法および ICP 質
量分析法 3

6 柳田、東海林、森岡 旋光度測定法と円二色性測定法 4
7 柳田、東海林、森岡 質量分析法の原理と応用 5
8 柳田、東海林、森岡 X 線結晶解析および粉末 X 線回折測定法 6,7

9 柳田、東海林、森岡 熱分析 8,9

10 柳田、東海林、森岡 クロマトグラフィーの理論 10,11,12,13

11 柳田、東海林、森岡 液体クロマトグラフィーの種類とその分離機構 10,12

12 柳田、東海林、森岡 ガスクロマトグラフィーの種類とその分離機構 10,13

13 柳田、東海林、森岡 クロマトグラフィーの応用例 10,11,12,13

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・レポートを提出させる。
・リアクションペーパー（アンケート）を実施する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
機器分析で利用される物理現象を視覚的に理解できるようなパワーポイント資料を作成している。できる
だけ、具体的な例を挙げて、機器分析の応用例を示し、機器分析における生命科学、創薬、医療薬学への
貢献を理解できるようにする。

– 67 –118



〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　課題レポート、例題を提示して繰り返し行う。
2) 総括的評価
　 a) 知識:　定期試験 (60%)、レポート（40%)にて評価する。
〔教科書〕
薬学生のための分析化学 -第 4 版- （廣川書店）
薬学生のための分析化学問題集（四宮一総 編集　廣川書店）
WebClassにて講義資料を事前に提示する。
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　研究 2号館 405号
〔所属教室〕
生体分析化学教室　研究 2号館 4 階
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。指定されたキーワードを授業の前に調査してから講義
に臨むこと。講義内容をまとめ、レポートとして提出する。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行う。レポート課題の内容について、必要に応じて授業中に解説する。
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物理化学 III
Physical Chemistry III

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

三島　正規

青山　洋史

伊集院　良祐

学 習 目 標
(GIO)

物質の状態変化や化学反応など自然界で起こっている諸現象において、変化の過程を時間の関数として取り
扱う学問が反応速度論である。本講義では、物質の状態及び相互変換過程を解析できるようになるために反
応速度論の基礎知識を修得する。
また、希薄溶液における束一性など、溶液の性質および結晶多形に関する基礎知識の習得を目指す。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 相変化に伴う熱の移動について説明できる。 C1-2-5-1
2 希薄溶液の束一的性質について説明できる。 C1-2-6-1
3 活量と活量係数について説明できる。 C1-2-6-2
4 反応次数と速度定数について説明できる。 C1-3-1-1
5 微分型速度式を積分型速度式に変換できる。 C1-3-1-2
6 代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。 C1-3-1-3

7 代表的な (擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることがで
きる。 C1-3-1-4

8 代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴について
説明できる。 C1-3-1-5

9 反応速度と温度との関係を説明できる。 C1-3-1-6

10 代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、酵素反応など）について説明で
きる。 C1-3-1-7

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 三島
青山 反応速度の表し方と反応次数について 4,6

2 〃 基本的な反応速度式について-1 4,5,6

3 〃 基本的な反応速度式について-2 4,6,7,8

4 〃 複合反応の反応速度について-1 4,8

5 〃 複合反応の反応速度について-2 5,8

6 〃 反応速度と温度依存性について 8,9

7 〃 衝突理論と遷移状態理論について 9,10

8 〃 酸・塩基触媒反応について 9,10

9 〃 酵素反応について 7,8,10

10 〃 酵素阻害剤について 7,8,10

11 〃 ヘンリーの法則とラウールの法則について 2

12 〃 結晶多形の確認方法および水への溶解性
希薄溶液の束一的性質について (沸点上昇、蒸気圧降下) 1,2

13 〃 希薄溶液の束一的性質について (浸透圧、凝固点降下) 2
14 伊集院 活量と活量係数について 3

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
公式の丸暗記を行うのではなく、考え方を学ぶために講義中に演習問題を行う。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
　 a) 知識:演習問題にて評価する
2) 総括的評価
　 a) 知識:定期試験にて評価 (100%)
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〔教科書〕
物理化学要論　第７版（アトキンス著、千原　秀昭・稲葉　章訳　東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
三島　正規　　事前予約を取ること (メール可)
青山　洋史　　事前予約を取ること (メール可)
伊集院　良祐　事前予約を取ること (メール可)

〔所属教室〕
三島　正規　　分子生物物理学教室　　研究 1号館 303 教授室
青山　洋史　　分子生物物理学教室　　研究 1号館 303
伊集院　良祐　分子生物物理学教室　　研究 1号館 303

〔準備学習（予習・復習等）〕
WebClassに掲載される講義資料を事前に予習しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
講義中に行う演習問題の解説により解法を理解できるようにする。
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有機化学 II
Organic Chemistry II

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

平島　真一　（Ｅ・Ｆ、Ｇ・Ｈ）

三浦　剛 　　（Ａ・Ｂ、Ｃ・Ｄ）

学 習 目 標
(GIO)

アルキンの基本構造，物理的性質，合成法の概略，炭素-炭素三重結合の関わる反応について理解する。ま
た，有機ハロゲン化合物の構造，性質，製法，反応および立体化学との関連について理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 アルキンの構造および性質を，その構成原子の構造，電子配置，結合の形
態等に基づいて説明できる。 C3-2-2-3

2 アルキンの代表的な合成法について説明できる。 C3-2-2-3

3 アルキンに対するハロゲン化水素の付加反応の反応機構を記述し，立体
化学および位置選択性を説明できる。

C3-1-1-7, C3-1-1-9, C3-
2-2-3

4 アルキンのオキシ水銀化を経る水和反応，および，ヒドロホウ素化を経
る水和反応の反応機構を記述し，位置選択性を説明できる。

C3-1-1-7, C3-1-1-9, C3-
2-2-3

5 アルキンの接触水素化反応および Birch 還元によるアルケンの生成につ
いて，反応機構を記述し，立体化学を説明できる。

C3-1-1-7, C3-1-1-9, C3-
2-2-3

6 アルキンからのアセチリドアニオンの生成と，そのアルキル化反応およ
びカルボニル基への付加反応について，反応機構を記述し，説明できる。 C3-1-1-9, C3-2-2-3

7 アルキンの代表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と応用例につい
て説明できる。

C3-1-1-7, C3-1-1-9, C3-
2-2-3

8 アルケンおよびアルキンの各種反応を駆使した，標的化合物の合成経路
を考案できる。 C3-2-2-1～3

9 有機ハロゲン化合物の構造と基本的性質を理解し，説明できる。 C3-3-2-1

10 アルカンのラジカルハロゲン化によるハロゲン化アルキル生成法の反応
機構を記述し，説明できる。 C3-1-1-7, C3-3-2-1

11 ハロゲン化水素を用いる，第三級アルコールからのハロゲン化アルキル
の生成法について，反応機構を記述し，立体化学を説明できる。 C3-3-2-1

12
SOCl2 または PBr3 を用いる，第一級または第二級アルコールからのハ
ロゲン化アルキルの生成法について，反応機構を記述し，立体化学を説
明できる。

C3-3-2-1

13 ハロゲン化アルキルと Mg を用いる Grignard 反応剤の生成反応につい
て，説明できる。 C3-1-1-9, C3-3-2-1

14 Grignard 反応剤と各種求電子剤との反応について，反応機構を記述し，
説明できる。

C3-1-1-9, C3-3-2-1, C3-
3-4-1, C3-3-4-3

15 有機化合物の酸化・還元を，酸化数の概念に基づいて説明できる。 C3-3-2-1

16 SN2反応の反応機構を記述し，その立体化学および他の特徴［基質の構
造，求核剤，溶媒等の満たすべき要請］について説明できる。 C3-1-1-9, C3-3-2-2

17 SN1反応の反応機構を記述し，その立体化学および他の特徴［基質の構
造，求核剤，溶媒等の満たすべき要請］について説明できる。 C3-1-1-9, C3-3-2-2

18 E1反応の反応機構を記述し，その立体化学，位置選択性および他の特徴
［基質の構造，塩基，溶媒等の満たすべき要請］について説明できる。 C3-1-1-9, C3-3-2-3

19 E2反応の反応機構を記述し，その立体化学，位置選択性および他の特徴
［基質の構造，塩基，溶媒等の満たすべき要請］について説明できる。

C3-1-1-9, C3-2-1-4～5,
C3-3-2-3

20 Walden サイクルの各反応段階の反応機構を記述し，立体化学を説明で
きる。 C3-1-1-9, C3-3-2-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 平島，三浦

"アルキンの構造，性質
アルキンに対するハロゲン化水素の付加反応およびハロゲ
ンの付加反応：反応機構，位置選択性
アルキンのオキシ水銀化を経る水和反応，およびヒドロホ
ウ素化を経る水和反応：反応機構，位置選択性"

1-4, 7

2 〃 アルキンの接触水素化反応および Birch還元：反応機構，立
体化学 5, 7

3 〃
"アルキンからのアセチリドアニオンの生成：炭化水素の
pKaと S性
アセチリドアニオンのアルキル化反応：反応機構"

6, 7

4 〃 アルケンおよびアルキンの各種反応による標的化合物の
合成 1-8
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

5 〃
"有機ハロゲン化合物の構造，基本的性質，命名
アルカンのラジカルハロゲン化によるハロゲン化アルキル
生成法"

9, 10

6 〃
"ハロゲン化水素を用いる，第三級アルコールからのハロゲ
ン化アルキルの生成法
SOCl2 または PBr3 を用いる，第一級または第二級アル
コールからのハロゲン化アルキルの生成法"

11, 12

7 〃
"ハロゲン化アルキルからの Grignard 反応剤およびアルキ
ルリチウム反応剤の生成，各種求電子剤との反応
有機化学における酸化・還元，酸化数の概念"

13-15

8 〃 SN2反応：反応機構，立体化学 16, 20

9 〃 SN1反応：反応機構，立体化学 17
10 〃 E1反応,　 E2反応の概略 18, 19

11 〃 E1反応：反応機構，立体化学，位置選択性 18
12 〃 E2反応：反応機構，立体化学，位置選択性 19

13 〃 "脱離反応とシクロヘキサンの立体配座
Waldenサイクルとその立体化学"

19, 20

14 〃
SN1反応，SN2反応，E1反応，E2反応の特徴に関するま
とめ：反応基質の構造が反応経路に与える影響（立体効果，
脱離基の脱離能），求核剤および塩基の性質が反応経路に与
える影響，溶媒効果等

16-20

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義した内容に関する演習問題や薬剤師国家試験問題を実際に問いてもらってから，解説し，知識の定着
に役立てている。また，各回に補助プリントを配布し、 講義を進行しながら 、空欄部分を記入させるよ
うにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
種々の性質、現象、反応等をもたらす「根本原理」を理解するため、常に、その分子の構成原子の性質、結
合形態にまで立ち返り考察することに努めている。また，立体化学を理解するために，分子模型や反応機
構動画を活用した視覚的に分かり易い講義を実施している。また，新たに学ぶ反応については、反応機構
を深く理解し、記述できるようになることに重点をおいている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　適宜，演習問題やレポートを課す。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験（100％）にて評価する。再試験を 1回実施する。 ただし，本試験の成績が著しく不
良である際は，再試験の受験資格を認めないことがある。
＜評価（総括的評価）＞
・S（85％以上）　　：合格
・A（70～85％未満）：合格
・B（60～70％未満）：合格
・D（60％未満） 　 ：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
マクマリー有機化学 第９版（上，中，下）（J. McMurry 著，伊藤ら 訳，東京化学同人）
マクマリー有機化学　問題の解き方 第９版 (S. McMurry 著，東京化学同人）
〔参考書〕
「有機化学」ワークブック（奥山格 著，丸善）
有機反応機構（P. Sykes 著，久保田尚志 訳，東京化学同人）
ウォーレン 有機化学（W. Warrenら 著，野依ら 監訳，東京化学同人）
有機化学（奥山格 著，丸善）
ボルハルト・ショアー 現代有機化学（K. P. C. Vollhardt, N. E. Schore 著，古賀ら 監訳，化学同人）
有機化学 基礎の基礎（山本嘉則 編著，化学同人）
〔オフィスアワー〕
指定日時に，Zoomにて質問受付。
〔所属教室〕
平島 真一　薬化学教室　講師　研究２号館３階３０６
三浦　剛　薬化学教室　教授　研究２号館３階３０６
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義開始時に，前回の講義の復習を短時間で行っている。演習問題を課し，予習復習に役立てる。事前に
講義プリントを WebClass から配布するので，予習に利用できる。さらに，講義で使用したパワーポイン
トファイルも WebClass から配布するので，復習に利用できる。
〔学生へのフィードバック〕
定期試験の解説をフィードバック講義にて実施する。
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〔教員からの一言〕
無機化学，基礎化学，一般化学、有機化学 Iの学習内容が前提となるので，よく復習し，修得しておくこと。
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有機化学 III
Organic Chemistry III

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

松本　隆司　（E・F，G・H）

矢内　光　　（A・B，C・D）

学 習 目 標
(GIO)

芳香族化合物の構造，性質，反応，合成法などに関する基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 ベンゼン誘導体の性質と反応性を理解し，説明できる。 C3-1-1-4, C3-2-3-1, C3-
3-6-1, C3-3-7-1

2 芳香族性の概念を説明できる。 C3-1-1-4, C3-2-3-2

3 芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる。
C3-1-1-4, C3-2-3-4, C3-
3-5-1, C3-3-6-1, C3-3-
7-2

4 ベンゼン誘導体の求電子置換反応の反応性，配向性，置換基の効果につ
いて理解し，説明できる。

C3-1-1-4, C3-1-1-9, C3-
2-3-3, C3-3-4-2～3, C3-
3-6-1

5 代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の反応性，配向性，置換基の効
果について理解し，説明できる

C3-1-1-4, C3-1-1-9, C3-
2-3-5, C3-3-6-1

6 代表的な官能基を理解し，性質を説明できる。 C3-1-1-4, C3-3-1-1, C3-
3-6-1, C3-3-7-1～2

7 含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる。 C3-3-7-2

8 フェノール類の性質と反応を理解し，説明できる。 C3-1-1-4, C3-1-1-9, C3-
3-3-1, C3-3-7-1

9 芳香族化合物の求核置換反応の反応性，置換基の効果について理解し，説
明できる。 Y-3-22-1, Y-3-29-5

10 アミン類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-5-1

11 置換芳香族化合物の基本的な合成法を理解し，説明できる。
C3-1-1-4, C3-1-1-9, C3-
2-2-1～2, C3-3-3-1～2,
C3-3-4-1, C3-3-4-3, C3-
3-6-1, Y-3-29-5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１，２ 松本，矢内 ベンゼンと芳香族性 １，２
３，４ 松本，矢内 芳香族イオン，複素環式芳香族化合物，多環式芳香族化合物 ２，３，７
５，６ 松本，矢内 芳香族求電子置換反応 ４
７，８，
９ 松本，矢内 芳香族求電子置換反応の配向性と置換基効果 ３，４，５，６

１０，
１１ 松本，矢内 芳香族求核置換反応 ９

１２～
１５ 松本，矢内 置換芳香族化合物の変換と合成

４，５，６，７，
８，９，１０，

１１

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
適宜，課題による演習を実施する。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識: 課題演習により，知識の到達レベルの確認する。
c) 態度: 受講状況，課題・演習の結果を記録する。
2) 総括的評価
a) 知識: 定期試験（100%）；本試験の成績が著しく不良である場合には，再試験の受験資格を認めないこ
とがある。
c) 態度: 受講態度，課題・演習への取り組み態度が不良である場合には減点する。
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〔教科書〕
マクマリー有機化学 第９版（上，中，下）（J. McMurry 著，伊東ら 訳，東京化学同人）
マクマリー有機化学問題の解き方 第９版（S. McMurry 著，東京化学同人）
〔参考書〕
有機反応機構（P. Sykes 著，久保田尚志 訳，東京化学同人）
最新 全有機化合物名称のつけ方（廖春栄 著，三共出版）
ウォーレン 有機化学（W. Warrenら 著，野依ら 訳，東京化学同人）
ボルハルト・ショアー 現代有機化学（K. P. C. Volhardt, N. E. Schore 著，古賀ら 訳，化学同人）
有機化学（奥山ら 著，丸善）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。ただし，要予約。
〔所属教室〕
松本隆司　薬品製造学教室　研究２号館３階３０４
矢内　光　薬品製造学教室　研究２号館３階３０４
〔準備学習（予習・復習等）〕
本科目の学習内容を理解するには，これ以前の有機化学系科目を習得していることが必要である。必ず，
よく復習しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
講義や課題に対する質問に，個別に対応する。
〔教員からの一言〕
全ての内容について，しっかりと「理解し」，「紙に書いて他人に説明できる」ことを求めます。まずは，教
科書を隅々まで何度も読み返す癖をつけて下さい。また，章末問題は全て解いて，ノートに書くようにし
て下さい。
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植物薬品学
Pharmacognosy

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

黒田　明平　横須賀　章人　松尾　侑希子　 (E・F、G・H)

蓮田　知代　 (A・B、C・D)

学 習 目 標
(GIO)

日本薬局方に収載されている主として植物性医薬品のうち、国家試験に頻出する重要なものについて理解す
るために、基原植物の産地、性状、薬用部位、薬効、成分、確認試験などに関する基礎的知識を修得する。
また、植物性医薬品が古来からの漢方薬のみならず、現代医療においても重要であることを理解するために、
最近の話題、研究成果、植物性医薬品の発展経緯などに関する基礎的知識も修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 薬用植物の歴史について概説できる。 Y-3-39-1
2 生薬の歴史について説明できる。 Y-3-40-1
3 生薬の生産と流通について説明できる。 Y-3-40-2

4 シーズの探索に貢献してきた伝統医学、民族植物学を例示して説明で
きる。 Y-3-43-2

5 医薬原料としての天然物質の資源確保に関して問題点を列挙できる。 Y-3-43-3
6 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを挙げることができる。 C5-1-1-1
7 代表的な薬用植物を外部形態から説明し、区別できる。（知識、技能） C5-1-1-2

8 法律によって取り扱いが規制されている植物（ケシ、アサ）の特徴を説明
できる。 C5-1-1-4

9 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙
し、その基原、薬用部位を説明できる。 C5-1-2-1

10 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の
薬効、成分、用途などを説明できる。 C5-1-3-1

11 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。 C5-1-3-2
12 日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。 C5-1-4-2
13 代表的な生薬の確認試験を説明できる。 C5-1-4-4

14 生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造に基づいて分類し、それら
の生合成経路を概説できる。 C5-2-1-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1、2 黒田、蓮田

１）植物性医薬品と日本薬局方収載生薬
２）植物の特殊性と正しい取扱い
３）生薬の歴史と特徴、生産と流通、植物の器官および分
類体系
４）成分分類、生合成経路、品質評価

1-5、12、14

3 横須賀、蓮田 藻類、真菌類、および裸子植物を基原とする生薬（カンテ
ン、マクリ、チョレイ、ブクリョウ、マオウなど） 6、7、9-13

4～8 〃
離弁花植物を基原とする生薬（ダイオウ、ケイヒ、オウレ
ン、ブシ、ジュウヤク、シャクヤク、ボタンピ、アヘン、キョ
ウニン、トウニン、カンゾウ、センナ、オウバク、オンジ、
ニンジン、ウイキョウ、サイコなど）

6-13

9～11 松尾、蓮田
合弁花植物を基原とする生薬（ウワウルシ、ゲンチアナ、セ
ンブリ、オウゴン、ハッカ、ロートコン、ベラドンナコン、
ジギタリス、ソウジュツ、ビャクジュツなど）

6、7、9-13

12 〃 単子葉植物を基原とする生薬（アロエ、バクモンドウ、サ
フラン、ビンロウジ、ハンゲ、ウコン、ショウキョウなど） 6、7、9-13

13 〃
１）動物・鉱物を由来とする生薬（ボレイ、センソ、ユウタ
ン、ゴオウ、カッセキ、セッコウ、リュウコツなど）
２）植物から医薬品開発の現状

6、7、9-13

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
補助プリントを配布し、授業の進行に伴い空欄部分を記入させる。全講義終了時には、補助プリントがま
とめノートとなるように仕上げる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本学薬用植物園に於いて、生薬の基となる植物（基原植物）や薬用植物を観察し、学生の理解度をより深
める機会を設けている。
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ニュース等で取り上げられた植物（毒草なども含む）、生薬、天然由来化学成分などを解説し、講義で扱っ
ている薬用植物、生薬との関連を示すことで、学生に理解を深めるように促している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　適宜課題演習を行い、解答と解説を提示してフィードバックする。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験により評価する（100%）。
〔教科書〕
パートナー生薬学（改訂第 3版増補）（竹谷、木内、小松編、南江堂）
〔参考書〕
第十七改正 日本薬局方解説書 学生版（廣川書店）
カラーグラフィック薬用植物 第 4版（北中、寺林、高野編、廣川書店）
〔オフィスアワー〕
黒田　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい
　　　　薬学教育推進センター　教育 2号館 2110室
横須賀　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい
　　　　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
松尾　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい
　　　　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
蓮田　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい
　　　　天然医薬品化学講座　研究 1号館 201室
〔所属教室〕
黒田　薬学教育推進センター　教育 2号館 2110室
横須賀　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
松尾　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
蓮田　天然医薬品化学講座　研究 1号館 201室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、予習
をすること。講義において学んだ生薬については、基原植物（科名、学名など）、薬用部位、主要成分（薬
効成分）、用途等をしっかり復習し、次回の授業に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問などに対して、必要に応じて講義中に全学生に対してその内容を伝え、解説等の
対応を行っている。
〔教員からの一言〕
植物薬品学は、薬学部に入学して初めての生薬、薬用植物に関する講義である。本講義は、2年後期「生
薬学」、3年前期「漢方薬物学 I」につながる重要な科目なので、予習復習を怠らず、受講すること。
出席不良者に対しては、受験停止の措置を講ずることがあるので注意すること。
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生薬学
Chemistry of Natural Medicines

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

一栁　幸生

学 習 目 標
(GIO)

生薬は我が国における医薬品の原点である。医師が薬師（クスシ）と呼ばれていた時代、彼等は専ら生薬を
治療に供していた。明治以降、西欧文明の上に立つ学問は分析的な方向に進み、生薬を研究する学問は細分
化されて、有機化学、薬理学、生化学、植物栽培学などが関与するようになった。本講義では 2年前期の植
物薬品学を基に生薬を化学的な側面、更には広い視野から見て、薬効成分、成分の確認、生合成、利用など
を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 生薬より薬効成分発見の歴史について概説できる。 C5-2-4-1

2 医薬品として使われている天然有機化合物を、具体例を挙げて説明で
きる。 C5-2-4-1

3 天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を、
具体例を挙げて説明できる。 C5-2-4-2

4 代表的な生薬成分を化学構造から分類し、それらの生合成経路を概説で
きる。 C5-2-1-1

5 代表的なフェニルプロパノイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、
その基原植物を挙げることができる。 C5-2-1-3, C5-2-4-3

6 代表的なフラボノイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原
植物を挙げることができる。 C5-2-1-3

7 代表的なポリケチドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植
物を挙げることができる。 C5-2-1-2～3

8 代表的なテルペノイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原
植物を挙げることができる。 C5-2-1-4, C5-2-4-3

9 代表的な強心配糖体の構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植
物を挙げることができる。 C5-2-1-2, C5-2-1-4

10 代表的なアルカロイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原
植物を挙げることができる。 C5-2-1-5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 一栁 生薬学の目的、天然医薬品化学の歴史など 1、2
2 〃 生薬成分の生合成経路について 4

3～4 〃 生理活性を有する成分各論（フェノール性成分：クマリン、
フラボン、タンニン、リグナンなど） 2、3、5、6、7

5 〃 生理活性を有する成分各論（キノン類：ベンゾキノン、ナ
フトキノン、アントラキノン、フェナントラキノンなど） 2、7

6～7 〃 生理活性を有する成分各論（テルペン類・ステロイド） 2、3、8

8 〃 生理活性を有する成分各論（配糖体：サポニン、強心配糖
体、グルコシノレート、青酸配糖体など） 2、9

9～11 〃
生理活性を有する成分各論（真性アルカロイド：キニーネ、
ニコチン、モルヒネ、ベルベリン、アトロピン、バッカクア
ルカロイドなど）

2、3、10

12 〃 生理活性を有する成分各論（プソイドアルカロイド、辛味
成分、色素など） 2、7、8、10

13 〃 新薬開発における生理活性天然物の利用について 2、3

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各講義毎に課題を提出させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
教科書等に記載されていない情報を随時提供する。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
各講義終了後に課題を課す。
2) 総括的評価
知識:課題 (25%)および定期試験 (75%)により評価する。再試験を 1回実施する。定期試験を実施できな
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い場合は課題 (100%)により評価する。
〔教科書〕
パートナー天然物化学 第４版（近刊、海老塚、森田、阿部編　南江堂）
〔参考書〕
Medicinal Natural Products: A Biosynthetic Approach, 3rd edition (Paul M. Dewick著　Wiley)

〔オフィスアワー〕
質問は事前にメールで日時を調整したのち、対面で対応します。
〔所属教室〕
天然医薬品化学講座　研究 1号館 2階
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行ってください。授業を受ける前に教科書の該当範囲を読んでか
ら講義に臨むようにしてください。
〔学生へのフィードバック〕
試験結果から習熟度が低いと思われる項目について講義内容の見直しを行っている。
〔教員からの一言〕
課題には過去の期末試験問題に関連した内容が含まれています。
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機能形態学 III
Human Anatomy and Physiology III

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

山口 宜秀、林 明子、石橋 智子

学 習 目 標
(GIO)

ヒトの成り立ちを個体、器官、細胞レベルで理解し、ホメオスタシス（恒常性）の維持機構を理解するため
に、機能形態学 I（1年前期）、II（1年後期）、III（2年前期）によって生命体の構造とダイナミックな機能調
節機構に関する基本的知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 肺、気管支について機能と構造を関連づけて説明できる。 C7-1-8-1, C7-2-1-3
2 肺および組織におけるガス交換を説明できる。 C7-1-8-1, C7-2-1-3

3 腎臓、膀胱などの泌尿器系臓器について機能と構造を関連づけて説明で
きる。 C7-1-10-1

4 尿の生成機構、尿量の調節機構を説明できる。 C7-2-7-2
5 体液の調節機構を説明できる。 C7-2-7-1
6 血液、肺、腎における酸塩基平衡の調節を説明できる。 C7-2-7-1
7 血液の pH 変化と酸素解離曲線との関係について説明できる。 C7-2-7-1
8 皮膚の構造と働きを説明できる。 C7-1-6-1
9 皮膚の付属器とそれぞれの働きを説明できる。 C7-1-6-1
10 体温の調節機構を説明できる。 C7-2-8-1

11 脳下垂体、甲状腺　副腎などの主な内分泌系臓器の機能と構造を関連づ
けて説明できる。 C7-1-12-1, C7-2-2-1

12 主要なホルモンの分泌機および作用機構を説明できる。 C7-1-12-1, C7-2-2-1
13 血糖の調節機構を説明できる。 C7-2-6-1

14 生殖腺と性ホルモン分泌調節を関連づけて説明できる。 C7-1-11-1, C7-2-10-1,
C7-2-2-1

15 性ホルモンの種類とそれぞれの働きを説明できる。 C7-1-11-1, C7-2-10-1,
C7-2-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 石橋 呼吸器系（１） １、２
2 〃 呼吸器系（２） １、２
3 〃 泌尿器系（１） ３、４
4 〃 泌尿器系（２） ３、４
5 〃 泌尿器系（３） ３、４
6 〃 体液調節、イオンバランス、血圧調節、酸塩基平衡（１） ５、６、７
7 〃 体液調節、イオンバランス、血圧調節、酸塩基平衡（２） ５、６、７
8 林 皮膚 ８、９
9 〃 体温調節 １０
10 山口 内分泌系（１） １１、１２
11 〃 内分泌系（２） １１、１２

12 〃 内分泌系（３）、生殖器系（１） １２、１３、
１４、１５

13 〃 生殖器系（２） １４、１５

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
教科書の図をスライドに使用し、内容を確認させながら講義を実施している。
リアクションペーパー（アンケート）を実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ目標とするキーワードを提示し、目標を明確にしている。確認問題集を使用することで復習の
助けとしている。
〔成績評価方法〕
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1) 形成的評価
2) 総括的評価
a) 知識: 定期試験 (100%) にて評価する。再試験を 1回実施する。
注）出席や受講態度の不良者に対しては受験停止の措置を講ずることがあるので注意すること。また、定
期試験の結果が極めて悪い場合には、再試験の受験を認めないことがある。
〔教科書〕
グラフィカル機能形態学（馬場編　京都廣川書店）
グラフィカル機能形態学 確認問題演習（馬場編　京都廣川書店）
入門人体解剖学 改訂第５版（藤田著　南江堂）
〔参考書〕
標準生理学 第９版（本間監修　医学書院）
カラー図解 人体の正常構造と機能【全１０巻縮刷版】＜第３版＞（坂井，河原 編　日本医事新報社）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、あらかじめ教室を訪問し、予約すること。
〔所属教室〕
山口、林、石橋　機能形態学教室　研究 1号館 202号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義前に必ず、グラフィカル機能形態学の講義関連部分を読み、予習すること。講義中にノートや教科書
にメモしたものを利用し、再度、教科書を読みながら講義内容を復習すること。また確認問題集も使用し
復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
アンケート結果をもとに講義を改善している。
〔教員からの一言〕
ここで得られる知識は「薬理学」や「疾病と薬物治療」などに直結します。予習・復習をするだけで講義
のおもしろさは変わりますので、必ず実行してください。また講義中は、自分が重要だと思ったことや疑
問に思ったことを必ずメモしながら受講し、復習に役立てて下さい。
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生化学 II
Biochemistry II

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

佐藤　隆

学 習 目 標
(GIO)

生化学 IIでは、生物（ヒト）における生命現象を、生体を構成する分子による生体内化学反応と捉え、その
一連の反応である代謝を分子レベルで理解することを学習目標とする。当該科目では、生体内化学反応のた
めの生体触媒である酵素の性質と役割に基づき、糖質および脂質の消化吸収と代謝および生体酸化とエネル
ギー産生について学ぶ。また、これら代謝の異常と疾病との関連性についても学習する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 糖質の消化と吸収について説明できる。 D1-3-1-2
2 解糖系の特徴と経路について説明できる。 C6-5-2-1
3 基質レベルのリン酸化について説明できる。 C6-5-2-1
4 好気的および嫌気的条件下におけるピルビン酸の代謝を説明できる。 C6-5-2-1, Y-3-53-2
5 クエン酸回路について説明できる。 C6-5-2-2

6 ペントースリン酸回路やグルクロン酸経路の生理的意義と解糖系との繋
がりについて説明できる。 C6-5-5-3

7 糖新生について説明できる。 C6-5-2-5
8 グリコーゲンの代謝調節（生合成と分解）について説明できる。 C6-5-2-4

9 糖質の代謝異常により生じる代表的な疾患を挙げ、その病態を概説で
きる。 C7-2-6-1

10 電子伝達系（酸化的リン酸化）における ATP産生について説明できる。 C6-5-2-3

11 電子伝達系および酸化的リン酸化の阻害物質を列挙し、その阻害機構に
ついて説明できる。 Y-3-53-1

12 還元型補酵素（NADH）のミトコンドリアへの移行機構について説明で
きる。 Y-3-53-3

13 脂質を分類し、構造の特徴と役割を説明できる。 C6-2-1-1

14 脂質の運搬に関わる血漿リポタンパク質を挙げて、その特性と役割につ
いて説明できる。 C6-3-4-2

15 脂肪酸の酸化（β 酸化）について説明できる。 C6-5-3-1
16 ケトン体の生成とその生体内利用について説明できる。 C6-5-4-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～2 佐藤 糖質の消化と吸収、嫌気的条件化での糖代謝（解糖系）、好
気的条件化での糖代謝（クエン酸回路） 1、2、3、5

3～4 〃 アルコール発酵と乳酸発酵、ペントースリン酸回路、グル
クロン酸経路 4、6

5～6 〃 糖新生、グリコーゲン合成と分解およびその調節 7、8、9

7～8 〃
ミトコンドリアにおける電子伝達系と酸化的リン酸化によ
る ATP の産生、電子伝達系および酸化的リン酸化の阻害
物質

10、11、12

9～10 〃 脂質の分類、構造および役割、脂質の消化・吸収および運搬 13、14
11～12 〃 脂肪酸の β 酸化、ケトン体の生成とその利用 15、16
13～14 〃 振り返り講義 1～16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1. 事前学習プリントを配布し、教科書を読みながら空欄部分を記入する（学習期間を設定）。
2. 上記 1の空欄箇所の適語をWebClassでの課題において確認する。
3. WebClassでの確認テストや講義動画（オンデマンド配信）を活用して、主体的に学習内容の習熟度を
深める。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1. 1年生前期の「生物学」および「細胞生物学」、1年生後期の「生化学 I」、2年生の「生化学 III」さらに
3年生の「バイオ医薬品」を生物系の関連科目、すなわち基礎から応用までステップアップする講義とと
らえ一貫性を重視し講義の理解度を上げることを工夫している。一方、限られた講義時間を効率よく利用
するために講義の重複部分についても必要・不要等の調整をおこなっている。
2. WebClassでは、講義に使用する補助プリント、講義内容の確認テストおよび講義動画（オンデマンド
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配信）についても公開している。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:WebClassでの課題・資料を活用し、知識レベルの到達度を確認させている。
2) 総括的評価
a) 知識:Web試験およびWebClass課題にて総合的に評価する（100%）。
〔教科書〕
薬学領域の生化学 第 2版（伊東　晃編集　廣川書店）
〔参考書〕
生物系薬学 I（スタンダード薬学シリーズ II-4） 生命現象の基礎（日本薬学会編　東京化学同人）
生物系薬学 IV 演習編（日本薬学会編　東京化学同人）
ハーパー・生化学（上代　淑人監訳　丸善）
ロスコスキー生化学（田島　陽太郎監訳　西村書店）
マッキー生化学（市川　厚監修　福岡　伸一監訳　化学同人）
〔オフィスアワー〕
原則的にいつでも可ですが、あらかじめ時間の確認のため連絡が必要。
〔所属教室〕
佐藤 隆　　生化学教室　研究４号館４階４４１７号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
・必ず教科書を読むようにしましょう。
・授業ごとに予習・復習をそれぞれ 70分以上行いましょう。
・授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認して、関連事項を調べてから講義に臨むようにして下さ
い。
・講義プリント（WebClassにより事前配布）は事前に読んで、講義に臨んでください。
・講義後は必ず復習し、必要であれば参考書等で調べ直すことで理解を深めて下さい。
・講義動画（オンデマンド配信）を活用して、復習して下さい。
・それでも理解できない場合には、オフィスアワーや次回の講義のときに質問して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
知識の定着を図るために，全体の振り返り講義を実施します。
〔教員からの一言〕
教科書を読む習慣をつけてください。WebClassを活用して勉強する癖をつけてください。
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微生物学
Basic Microbiology

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

中南　秀将　（E・F、G・H）

中瀬　恵亮　（A・B、C・D）

学 習 目 標
(GIO)

地球上には、原虫、真菌、細菌、ウイルスなど、多種多様な微生物が存在し、物質循環の一端を担っている。
さらに、微生物には、疾病の予防や治療に役立つものもあり、様々な角度からヒトと深く関わっている。こ
のような微生物を理解するために、分類、形態、構造および生活史等の基本的な知識を習得する。さらに、有
害な微生物による汚染や感染を予防するために必要な滅菌、消毒や感染症治療薬の基本的知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 微生物学の歴史について概説できる。 A-1-4-1～2
2 微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。 C5-2-2-1～2
3 微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 C5-2-2-2
4 細菌の DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。 C6-4-1-1～2

5 細菌の DNA の複製、転写、翻訳過程について説明できる。 C6-4-3-1, C6-4-4-1, C6-
4-4-5

6 原核生物、真核生物およびウイルスの特徴を説明できる。 C8-3-1-1

7 細菌の分類や性質（系統学的分類、グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌
気性菌など）を説明できる。 C8-3-2-1

8 細菌の構造と増殖機構について説明できる。 C8-3-2-2
9 細菌の異化作用（呼吸と発酵）および同化作用について説明できる。 C8-3-2-3
10 細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。 C8-3-2-4
11 代表的な細菌毒素について説明できる。 C8-3-2-6
12 ウイルスの構造、分類、および増殖機構について説明できる。 C8-3-3-1
13 真菌の性状を概説できる。 C8-3-4-1
14 原虫および蠕虫の性状を概説できる。 C8-3-4-2
15 滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説明できる。 C8-3-5-1
16 主な滅菌法および消毒法について説明できる。 C8-3-5-2
17 ヒトや環境中の常在微生物について説明できる。 C8-4-1-1

18 真菌（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、ムーコル、白癬菌
など）について概説できる。 C8-4-2-8

19
原虫（マラリア原虫、トキソプラズマ、腟トリコモナス、クリプトスポ
リジウム、赤痢アメーバなど）、蠕虫（回虫、鞭虫、アニサキス、エキノ
コックスなど）について概説できる。

C8-4-2-9

20

以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクトル）を説明できる。
β-ラクタム系、テトラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体（ア
ミノグリコシド）系、キノロン系、グリコペプチド系、抗結核薬、サル
ファ剤（ST 合剤を含む）、その他の抗菌薬

E2-7-1-1

21 代表的な抗菌薬の基本構造と薬理作用を概説できる。 E2-7-10-1
22 代表的な動物ウイルスの培養法、定量法について説明できる。 Y-3-63-1
23 プリオンの構造と感染機構について分子レベルで説明できる。 Y-3-66-1
24 代表的なグラム陽性菌と陰性菌について概説できる。 C8-4-2-3～6
25 代表的な DNAウイルスと RNAウイルスについて概説できる。 C8-4-2-1～2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 中南、中瀬 微生物学の歴史
微生物の分類 1、6、7

2 〃 微生物細胞の形態 7

3 〃 細菌の細胞構造と染色法
細菌の増殖機構と代謝機構 8、9

4 〃 代表的なグラム陽性菌、陰性菌 24
5 〃 細菌の遺伝と変異、毒素 4、5、10、11
6 〃 ウイルスの基本構造と増殖機構 12、22
7 〃 代表的な DNAウイルス、RNAウイルス 25
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
8 〃 真菌の形態、構造、生理 13、18
9 〃 原虫・寄生虫の形態と性状 14、19
10 〃 環境と微生物、常在微生物 17
11 〃 抗菌薬の構造的分類と作用点（1） 2、3、20、21
12 〃 抗菌薬の構造的分類と作用点（2） 2、3、20、21
13 〃 滅菌法と消毒法 15、16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に、適宜学生を指名し答えさせる。また、重要なポイントに関しては、メモを取らせるようにする。
また、WebClass上に練習問題を掲載し、各自で知識の定着を図らせる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義は教科書を中心に行うが、パワーポイント等を用いて最新の感染症情報を随時提供している。また、
図や顕微鏡写真を用いて、通常は見えない微生物を視覚的にとらえられるような講義を行っている。
講義内容の定着を目的とした、練習問題をWebClassで公開している。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：ペーパー試験に加え、WebClassの確認問題や口頭試問等にて評価する。
2）総括的評価
a）知識：定期試験 (80%)、WebClassの確認問題 (20%)等にて評価する。
成績評価の基準
S（90%以上）：合格
A（80～89%）：合格
B（70～79%）：合格
C（60～69%）：合格
D（60%未満）：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C
出席不良者（全講義の１/３以上の欠席）に対しては、定期試験の受験停止措置を講ずることがある。欠席
や遅刻等で、適切な理由があるものは欠席届を提出すること。
〔教科書〕
新しい微生物学　第 5版（廣川書店）
〔参考書〕
戸田新細菌学（吉田 眞一ら編　南山堂）
標準微生物学（神谷 茂ら編 医学書院）
ブラック微生物学（林 英生ら監訳　丸善）
イラストレイテッド微生物学（山口 恵三ら監訳　丸善）
病原真菌と真菌症（山口 英世著　南山堂）
〔オフィスアワー〕
中南、中瀬　いつでも可（病原微生物学教室）
〔所属教室〕
中南　秀将　病原微生物学教室　研究 2号館 5階
中瀬　恵亮　病原微生物学教室　研究 2号館 5階
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義資料はWebClassに掲載しますので各自ダウンロードし、持参してください。
〔学生へのフィードバック〕
講義前に前回の講義内容に関する練習問題を行い、解答と解説によるフィードバックを行う。また、定期
試験後は、試験に関する質問を随時受け付け、フィードバックを行う。
〔教員からの一言〕
微生物は、我々の周りに広く存在しています。しかし、肉眼で見えない分、理解しにくいかもしれません。
分からないことがあれば積極的に質問し解決するようにしてください。
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生化学 III
Biochemistry III

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

佐藤　隆　 （A・B、E・F）

今田　啓介 （C・D、G・H）

学 習 目 標
(GIO)

生物（ヒト）における生命活動は、生体に摂取された物質あるいは生体を構成する成分の化学反応から生じ
る生体エネルギーにより支えられていると捉えることができる。当該科目では、生化学 IIで学んだ糖質代謝
およびエネルギー産生機構と脂質分解に加えて、脂質の生合成調節、また生体における重要な構成成分であ
るアミノ酸（タンパク質）および核酸の代謝とその調節について、基本的な知識を学習する。さらに、生化
学 Iおよび IIで習得した代謝に関する知識も含めて、生体内における代謝の総合的な調節機構について学習
する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 脂肪酸の生合成と変換について説明できる。 C6-5-3-1, C6-5-4-2
2 アラキドン酸代謝経路とその阻害物質について説明できる。 Y-3-59-1
3 グリセロリン脂質の生合成経路について説明できる。 Y-3-54-1
4 コレステロールの生合成経路と代謝について説明できる。 C6-5-3-2
5 貯蔵脂肪からの脂肪酸の動員機構について説明できる。 C6-5-4-2

6 脂質の代謝異常により生じる代表的な疾患を挙げ、その病態を概説で
きる。 E2-5-1-2

7 アミノ基の転移・除去（酸化的脱アミノ化）について説明できる。 C6-5-5-1

8 ケト原性、糖原性アミノ酸を分類し、それらのクエン酸回路中間体との
関連性について説明できる。 Y-3-55-1

9 アンモニアの代謝機構および尿素回路（オルニチン回路）について説明
できる。 C6-5-5-1

10 アミノ酸が関与する特殊な生体成分や生理活性物質（生理活性アミンな
ど）の生合成について説明できる。 C6-5-5-1

11 芳香族アミノ酸および分枝アミノ酸の代謝について説明できる。 C6-5-5-1

12 アミノ酸の代謝異常により生じる代表的な疾患を挙げ、その病態を概説
できる。 C6-5-5-1

13 DNAと RNA の構造について説明できる。 C6-2-5-1
14 核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説明できる。 C6-5-5-2
15 各生体成分の統合的な代謝系路について概説できる。 C6-5-1-1, X-6-4-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1～2 佐藤、今田 脂肪酸の生合成と変換 1、2、5、6

3 〃 リン脂質の代謝、コレステロールの代謝 3、4

4 〃 アミノ酸代謝：アミノ基の転移・除去反応 、 アミノ酸代謝
と糖代謝との関連 7、8

5～6 〃 アンモニア代謝と尿素回路 9

7～8 〃 アミノ酸が関与する特殊な生体成分および生理活性物質の
生合成とその機能 10

9 〃 芳香族アミノ酸の代謝、分枝アミノ酸の代謝、生理活性ア
ミンの生合成 11, 12

10～11 〃 DNA と RNA の構造、核酸の代謝：プリン・ピリミジン骨
格の生合成と異化作用 13、14

12 〃 生体における代謝の総合的調節機構 15
13 〃 振り返り講義 1～15

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1. 補助プリントを配布し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるようにしている。
2. WebClassを利用した振返り学習として練習問題を課し、各自で自習できるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1. 1年生前期の「生物学」および「細胞生物学」、1年生後期の「生化学 I」、2年生の「生化学 III」さらに
3年生の「バイオ医薬品」を生物系の関連科目、すなわち基礎から応用までステップアップする講義とと
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らえ一貫性を重視し講義の理解度を上げることを工夫している。一方、限られた講義時間を効率よく利用
するために講義の重複部分についても必要・不要等の調整をおこなっている。
2. WebClassでは、講義に使用する補助プリント、講義内容の確認テストおよび講義動画（オンデマンド
配信）についても公開している。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:WebClassでの課題・資料を活用し、知識レベルの到達度を確認させている。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験およびWebClass課題にて評価する（100%）。再試験を１回実施する。
〔教科書〕
薬学領域の生化学 第 2版（伊東　晃編集　廣川書店）
〔参考書〕
生物系薬学 I（スタンダード薬学シリーズ II-4） 生命現象の基礎（日本薬学会編　東京化学同人）
生物系薬学 IV 演習編（日本薬学会編　東京化学同人）
ハーパー・生化学（上代　淑人監訳　丸善）
ロスコスキー生化学（田島　陽太郎監訳　西村書店）
マッキー生化学（市川　厚監修　福岡　伸一監訳　化学同人）
〔オフィスアワー〕
原則的にいつでも可。　但し、要予約。
〔所属教室〕
佐藤　隆　　生化学教室　研究４号館４階４４１７号室　
今田　啓介　薬学基礎実習教育センター　教育１号館３階
〔準備学習（予習・復習等）〕
・必ず教科書を読むようにしましょう。
・授業ごとに予習・復習をそれぞれ 70分以上行いましょう。
・授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認して、関連事項を調べてから講義に臨むようにしてくださ
い。
・講義プリント（WebClassにより事前配布）は事前に読んで、講義に臨んでください。
・講義の冒頭に、前回の講義内容について復習をします。
・講義後は必ず復習し、必要であれば参考書等で調べ直すことで理解を深めてください。
・講義動画（オンデマンド配信）を活用して、復習してください。
・それでも理解できない場合には、オフィスアワーや次回の講義のときに質問してください。
〔学生へのフィードバック〕
最終回の講義において、全体の振り返り講義を実施します。
定期試験問題に関するフィードバック講義を行います。
〔教員からの一言〕
教科書を読む習慣をつけてください。WebClassを活用して勉強する癖をつけてください。
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病原微生物学
Pathogenic Microbiology

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

中南　秀将　（A・B、C・D）

中瀬　恵亮　（E・F、G・H）

学 習 目 標
(GIO)

多種多様な微生物のうち、ヒトや動物に感染症を起こすものが病原微生物と呼ばれる。感染症の予防と治療
には、原因となる微生物の特徴や病原性、感染メカニズムを理解することが重要である。また、感染症治療
薬の特徴や作用メカニズムに関する知識も必要である。本講義では、代表的な病原微生物と感染症治療薬の
基礎的知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸など）と共生（腸内細菌など）
について説明できる。 C8-4-1-1

2 DNA ウイルス（ヒトヘルペスウイルス、アデノウイルス、パピローマウ
イルス、B 型肝炎ウイルスなど）について概説できる。 C8-4-2-1

3

RNA ウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、ポリオウイルス、コク
サッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、Ａ型肝炎ウイル
ス、C 型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、風疹ウ
イルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、ムンプスウイルス、HIV、
HTLV など）について概説できる。

C8-4-2-2

4
グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌など）およびグラム陽性桿菌
（破傷風菌、ガス壊疽菌、ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疽菌、セレウ
ス菌、ディフィシル菌など）について概説できる。

C8-4-2-3

5
グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌など）およびグラム陰性桿菌（大腸菌、
赤痢菌、サルモネラ属菌、チフス菌、エルシニア属菌、クレブシエラ属
菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、レジオネラ、インフル
エンザ菌など）について概説できる。

C8-4-2-4

6 グラム陰性らせん菌（ヘリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・ジェ
ジュニ／コリなど）およびスピロヘータについて概説できる。 C8-4-2-5

7 抗酸菌（結核菌、らい菌など）について概説できる。 C8-4-2-6
8 マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアについて概説できる。 C8-4-2-7

9 真菌（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、ムーコル、白癬菌
など）について概説できる。 C8-4-2-8

10
原虫（マラリア原虫、トキソプラズマ、腟トリコモナス、クリプトスポ
リジウム、赤痢アメーバなど）、蠕虫（回虫、鞭虫、アニサキス、エキノ
コックスなど）について概説できる。

C8-4-2-9

11 代表的な細菌毒素について説明できる。 C8-3-2-6
12 感染症法における、感染症とその分類について説明できる。 D1-2-2-2

13 代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生
物の性質、症状、原因食品および予防方法について説明できる。 D1-3-3-1

14 代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-7

15

以下の抗菌薬の薬理作用、機序、スペクトルを説明できる。
β-ラクタム系、テトラサイクリン系、マクロライド系、アミノグリコシド
系、キノロン系、グリコペプチド系、抗結核薬、サルファ剤、その他の抗
菌薬

C4-3-4-3～5, E2-7-1-1

16 細菌感染症に関係する代表的な生物製剤（ワクチン）をあげ、その作用機
序を説明できる。 E2-7-1-2

17 ヘルペスウイルス感染症（単純ヘルペス、水痘・帯状疱疹）について、治
療薬の薬理、予防方法および病態・薬物治療を説明できる。 E2-7-4-1

18 サイトメガロウイルス感染症について、治療薬の薬理および病態・薬物
治療を説明できる。 E2-7-4-2

19 インフルエンザについて、治療薬の薬理、感染経路と予防方法および病
態・薬物治療を説明できる。 E2-7-4-3

20
ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、治療薬の薬理、感染経
路と予防方法および病態（急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）・
薬物治療を説明できる。

C4-3-4-1, E2-7-4-4

21
後天性免疫不全症候群（AIDS）について、治療薬の薬理（薬理作用、機
序、主な副作用）、感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

C4-3-4-1, E2-7-4-5

22

以下のウイルス感染症（プリオン病を含む）について、感染経路と予防方
法および病態・薬物治療を説明できる。
伝染性紅斑（リンゴ病）、手足口病、伝染性単核球症、突発性発疹、咽頭
結膜熱、ウイルス性下痢症、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、風邪症候群、
Creutzfeldt-Jakob（クロイツフェルト-ヤコブ）病

E2-7-4-6

23 抗真菌薬の薬理および臨床適用を説明できる。 E2-7-5-1
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

24
以下の真菌感染症について、病態・薬物治療を説明できる。
皮膚真菌症、カンジダ症、ニューモシスチス肺炎、肺アスペルギルス症、
クリプトコックス症

E2-7-5-2

25
以下の原虫感染症について、治療薬の薬理および病態・薬物治療を説明
できる。
マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナス症、アメーバ赤痢

E2-7-6-1

26
以下の寄生虫感染症について、治療薬の薬理および病態・薬物治療を説
明できる。
回虫症、蟯虫症、アニサキス症

E2-7-6-2

27 病原微生物が関わる疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効の
関連を概説できる。 E2-7-10-1

28 細菌の同定に用いる代表的な試験法（生化学的性状試験、血清型別試験、
分子生物学的試験）について説明できる。 Y-3-65-1

29 主要な抗菌薬の耐性獲得機構および耐性菌出現への対応を説明できる。 E2-7-1-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 中南、中瀬 抗菌薬各論（1）細胞壁合成阻害薬 1, 15, 27

2 〃 抗菌薬各論（2）細胞壁合成阻害薬、タンパク合成阻害薬、
核酸合成阻害薬 1, 15, 27

3 〃 抗菌薬各論（3）その他の抗菌薬
薬剤耐性メカニズム 1, 15, 27, 29

4 〃 病原細菌各論（1）グラム陽性球菌 1, 4, 11, 12, 13,
14, 28

5 〃 病原細菌各論（2）グラム陽性桿菌、その他のグラム陽性菌 4, 11, 12, 13, 14,
16, 28

6 〃 病原細菌各論（3）抗酸菌、グラム陰性球菌 5, 7, 11, 12, 14,
16, 28

7 〃 病原細菌各論（4）グラム陰性桿菌 5, 11, 12, 14, 16,
28

8 〃 病原細菌各論（5）グラム陰性桿菌、らせん菌 5, 6, 11, 12, 14,
16, 28

9 〃 病原細菌各論（6）マイコプラズマ、クラミジア、リケッチア 8, 12, 28

10 〃 ウイルス各論（1）DNAウイルス、抗ウイルス薬 2, 12, 14, 17, 18

11 〃 ウイルス各論（2）RNAウイルス、抗ウイルス薬 3, 12, 14, 19, 22

12 〃 ウイルス各論（3）レトロウイルス、肝炎ウイルス、抗ウイ
ルス薬

2, 3, 12, 14, 20,
21

13 〃 病原真菌各論、抗真菌薬
原虫・寄生虫各論、抗原虫・寄生虫薬

9, 10, 12, 23, 24,
25, 26, 27

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義資料はWebClassに掲載するが、重要なポイントは講義中に教え、各自にメモを取らせるようにして
いる。
また、WebClass上に確認問題を掲載し、各自で知識の定着を図らせる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義は教科書を中心に行うが、パワーポイント等を用いて最新の感染症情報を随時提供している。また、
図や顕微鏡写真を用いて、通常は見えない微生物を視覚的にとらえられるような講義を行っている。
講義内容の定着を目的とした、確認問題をWebClassで公開している。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a) 知識：ペーパー試験に加え、WebClassの確認問題や口頭試問等にて評価する
2）総括的評価
a) 知識：定期試験 (80%)、WebClassの確認問題 (20%)にて評価する。
成績評価の基準
<評価（総括的評価）>
S（90%以上）：合格
A（80～90%未満）：合格
B（70～80%未満）：合格
C（60～70%未満）：合格
D（60%未満）：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合Ｃ
出席不良者（全講義の１/３以上の欠席）に対しては、定期試験の受験停止措置を講ずることがある。欠席
や遅刻等で、適切な理由があるものは欠席届を提出すること。
〔教科書〕
新しい微生物学　第 5版（廣川書店）
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〔参考書〕
戸田新細菌学（吉田 眞一ら編　南山堂）
標準微生物学（神谷 茂ら編 医学書院）
ブラック微生物学（林 英生ら監訳　丸善）
イラストレイテッド微生物学（山口 恵三ら監訳　丸善）
病原真菌と真菌症（山口 英世著　南山堂）
〔オフィスアワー〕
中南、中瀬　いつでも可（病原微生物学教室）
〔所属教室〕
中南　秀将　病原微生物学教室　研究 2号館 5階
中瀬　恵亮　病原微生物学教室　研究 2号館 5階
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義資料はWebClass上に掲示します。各自、ダウンロードし、持参してください。
〔学生へのフィードバック〕
講義開始時に前回の講義内容に関する練習問題を行い、解答と解説によるフィードバックを行う。また、
定期試験後は、試験に関する質問を随時受け付け、フィードバックを行う。
〔教員からの一言〕
病原微生物学では、微生物学で学んだ知識を発展させ、病原体に焦点を当てた講義を行います。微生物学
の内容をきちんと理解しておくとともに、わからない点は積極的に質問し、解決するようにしてください。
〔備考〕
モデル・コアカリキュラムに書かれている微生物関連の知識は最小限である。そのため、本講義では、医
療現場で必要な知識は全て講義する。
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免疫学
Immunology

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

安達 禎之、山中 大輔

学 習 目 標
(GIO)

生体はさまざまな仕組みを用いて恒常性を維持している。これらの仕組みの中で、病原微生物によってもた
らされる感染症や遺伝子異常等によっておこる悪性腫瘍などに対し、これらを排除するために中心となって
働くのは免疫機構（あるいは生体防御機構）である。この免疫機構・生体防御機構は原始的な生物からヒト
まで広く備わっている。本講義では、主に高等動物の免疫機構について理解を深めるために、前半は免疫機
構の仕組みやそれらを構成する組織、細胞、因子について学習する。さらに、感染、移植、アレルギーなど
代表的な免疫関連の疾患について概要を学ぶ。免疫関連疾患については３年次の臨床免疫で詳しく学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー、および補体の役割
について説明できる。 C8-1-1-1

2 免疫反応の特徴（自己と非自己の識別、特異性、多様性、クローン性、記
憶、寛容）を説明できる。 C8-1-1-2

3 自然免疫と獲得免疫、および両者の関係を説明できる。 C8-1-1-3
4 体液性免疫と細胞性免疫について説明できる。 C8-1-1-4
5 免疫に関与する組織を列挙し、その役割を説明できる。 C8-1-2-1
6 免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。 C8-1-2-2
7 免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。 C8-1-2-3
8 自然免疫および獲得免疫における異物の認識を比較して説明できる。 C8-1-3-1
9 MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について説明できる。 C8-1-3-2

10 T 細胞と B 細胞による抗原認識の多様性（遺伝子再構成）と活性化につ
いて説明できる。 C8-1-3-3

11 抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。 C8-1-3-4
12 免疫系に関わる主なサイトカインを挙げ、その作用を概説できる。 C8-1-3-5
13 炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説明できる。 C8-2-1-1
14 アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について説明できる。 C8-2-1-2
15 自己免疫疾患と免疫不全症候群について概説できる。 C8-2-1-3

16 臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明
できる。 C8-2-1-4

17 感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。 C8-2-1-5
18 腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。 C8-2-1-6

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 安達・山中 はじめに、免疫機構全体の概説、講義の到達目標 1,3

２ 〃 免疫組織（1）中枢リンパ組織、末梢リンパ組織、造血組織 5,6

３ 〃 免疫組織（2）粘膜面の免疫組織 1,3,5,6

４ 〃 免疫担当細胞（1）免疫担当細胞の種類 6,7,8,13,14

５ 〃 免疫担当細胞（2）リンパ球と機能 2,3,4,6,8

６ 〃 免疫担当細胞（3）顆粒球、単球と機能 2,3,4,6,7,8

７ 〃 免疫担当細胞（4）免疫担当細胞の増殖、分化と活性化 2,3,4,6,7

８ 〃 抗原と抗体（1）抗原と抗体の基本構造 4,10,11

９ 〃 抗原と抗体（2）抗体のクラスと機能 4,10,11

１ 0 〃 補体 1,13

１ 1 〃 サイトカインとケモカイン 4,7,12,13,14,15,

１ 2 〃 免疫学的自己の確立と組織適合性抗原 9,16

13 〃 免疫応答 16,17,18

14 〃 免疫疾患 13,14,15

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
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1) プレテスト演習を行っている。
2) 講義メモを配布し、講義を聴きながら、要点を各自がメモしやすい環境を作っている。
3) 複数回のレポート提出を課し、復習のチャンスを増やすとともに、’問題解決能力の醸成’に努めてい
る。
4) 講義内容の理解確認及び出席記録として、毎回チェックテスト（小テスト）を行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ目標とするキーワードを提示し、目標を明確にしている。
前年度の講義資料はWeb公開しており、予習に役立てるようにしている。
教科書への書き込みのチャンスを増やし、講義に集中できる工夫をしている。
講義対応WebをWebClassに開設し、講義資料ならびに課題提出などに用いている。
〔成績評価方法〕
　＜レポート・試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：小テスト、課題レポート、WebClass講義資料などにより項目ごとに行う。
c) 態度：受講態度（出席状況等）により評価する。
2) 総括的評価
a) 知識：定期試験（70%）、レポート（30%）により総合的に評価する。
〔教科書〕
免疫学概説（宿前ら　廣川書店）
〔参考書〕
免疫生物学（笹月監訳　南江堂）
免疫学イラストレイテッド（高津監訳　南江堂）
免疫学辞典（大沢利昭ら編　東京化学同人）
医系免疫学（矢田純一著　中外医学社）
医科免疫学（菊池、上出編　南江堂）
標準免疫学（谷口克、宮坂昌之編　医学書院）
臨床に役立つ免疫学（奥村、橋本監訳　メディカルサイエンスインターナショナル）
〔オフィスアワー〕
安達　いつでも可　免疫学教室　研究 2号棟 505号　ただし、メールにて予約すること。
山中　いつでも可　免疫学教室　研究 2号棟 505号　ただし、メールにて予約すること。
〔所属教室〕
安達　免疫学教室　研究 2号棟 505号
山中　免疫学教室　研究 2号棟 505号
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：年度初めに、提示する各回の講義内容について、事前に教科書を読み、問題点、疑問点を抽出して
おくこと。
復習：講義中に配布するメモについて、各自で補足説明を加えること。課題として指示されたものは、期
限までに必ず実施し、提出すること。
〔学生へのフィードバック〕
日々の質問に丹念に答え、定期試験前には準備すべき学習内容について入念に復習講義を行い、定期試験
後にはフィードバック講義を行う。
〔教員からの一言〕
専門用語など難解な点もあるかと思いますが、各項目が各々関連して免疫応答系へと体系化しています。
分かり難い項目を放置せずにその都度理解するように努めてください。
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健康保持と疾病予防
Health Care and Disease Prevention

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

藤原　泰之（取り纏め）

篠田　陽

高橋　勉

学 習 目 標
(GIO)

人々の健康と疾病の現状と動向、および疾病や健康障害の発生要因を把握し、さらに、疾病予防と健康保持
に貢献するために、保健統計、疫学、および感染症、生活習慣病、職業病の現状とその予防、健康管理に関
する基本的知識、技能、態度を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。 D1-1-1-1

2 集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握する上での人口統計
の意義を概説できる。 D1-1-2-1

3 人口統計および傷病統計に関する指標について説明できる。 D1-1-2-2
4 人口動態（死因別死亡率など）の変遷について説明できる。 D1-1-2-3
5 疾病の予防における疫学の役割を説明できる。 D1-1-3-1
6 疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。 D1-1-3-2
7 疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）とその方法について説明できる。 D1-1-3-3

8 リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度および信頼
区間について説明し、計算できる。（知識・技能） D1-1-3-4

9 疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明で
きる。 D1-2-1-1

10 健康増進政策（健康日本２１など）について概説できる。 D1-2-1-2

11 現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症な
ど）の特徴について説明できる。 D1-2-2-1

12 感染症法における、感染症とその分類について説明できる。 D1-2-2-2
13 代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。 D1-2-2-3
14 予防接種の意義と方法について説明できる。 D1-2-2-4
15 生活習慣病の種類とその動向について説明できる。 D1-2-3-1

16 生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、その予防法について説明で
きる。 D1-2-3-2

17 食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態度） D1-2-3-3

18 新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を
列挙できる。 D1-2-4-1

19 母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。 D1-2-4-2
20 代表的な労働災害、職業性疾病について説明できる。 D1-2-5-1
21 労働衛生管理について説明できる。 D1-2-5-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 藤原 健康保持と疾病予防概論 1～21

２～3 〃 社会・集団と健康（保健統計） 2、3
4 〃 社会・集団と健康（健康と疾病をめぐる日本の現状） 4

5～6 〃 社会・集団と健康（疫学） 5、6、7、8
7 〃 疾病の予防（健康とは） 1、10

8～9 〃 疾病の予防（疾病の予防とは） 9、18、19
10～11 高橋 疾病の予防（感染症の現状とその予防） 11、12、13、14

12 篠田 疾病の予防（生活習慣病とその予防） 15、16、17
13 〃 疾病の予防（職業病とその予防、など） 20、21

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に課題を配布して問題演習を行う。問題の解答解説を通して、講義内容の重要部分を再度確認する。

– 93 –144



〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
教科書に沿って体系的に授業を行うように努めている。併せて、保健衛生に関するデータや政策や関連法
規の変更点、社会的に注目されている疾病などについて、随時資料を配布し、最新情報を伝えるように努
めている。また、常に変化する保健衛生分野の社会情勢について、日常的に自主的に情報収集・学習し続
ける習慣を身につけるように指導している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
１）形成的評価
　 a）知識：課題、演習問題を行い評価する。解説にてフィードバックする。
　 c）態度：受講態度により評価する。主体的に授業に参加する機会を多く設定する。
２）総括的評価
　 a）知識：定期試験（100%）にて評価する。 再試験を 1回実施する。
３）成績評価基準（総括的評価）
　 S（90％以上）　　 ：合格
　 A（80％～90％未満）：合格
　 B（70％～80％未満）：合格
　 C（60％～70％未満）：合格
　 D（60％未満） 　　　：不合格
　※再試験の成績・・・合格の場合 Ｃ
〔教科書〕
最新　衛生薬学（別府、平塚編　廣川書店　第 3版 10刷）
〔参考書〕
国民衛生の動向 2020/2021 年（厚生労働統計協会）
図説　国民衛生の動向 2020/2021（厚生労働統計協会）
〔オフィスアワー〕
原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
〔所属教室〕
公衆衛生学教室　研究 1号館 4階 401号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：シラバスに記載された各回の授業内容について、事前に教科書を読んでから講義に臨んでください。
復習：参考資料や過去問題を配布するので、それらを活用して講義内容を復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
演習問題を行い、解説にてフィードバックする。
定期試験終了後に、フィードバック講義を実施する。
〔教員からの一言〕
新聞報道やニュースを通じて、常日頃より我が国の公衆衛生事情に関心を持つように努めて下さい。
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生活環境と健康
Environmental Health

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

藤原　泰之（取り纏め）

篠田　陽　

高橋　勉 　

学 習 目 標
(GIO)

生活環境や生態系を保全、維持するために、それらに影響を及ぼす自然現象、人間の活動を理解し、環境汚
染物質の発生源や成因、人体への影響、汚染防止、汚染除去などに関する基本的知識と手法を修得し、環境
の改善に向かって努力する態度を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。 D2-2-1-1
2 生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。 D2-2-1-2
3 化学物質の環境内動態（生物濃縮など）について例を挙げて説明できる。 D2-2-1-3
4 地球環境の保全に関する国際的な取り組みについて説明できる。 D2-2-1-4
5 人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度） D2-2-1-5
6 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。 D2-1-4-1
7 代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。 D2-1-4-2
8 電離放射線を防御する方法について概説できる。 D2-1-4-3

9 非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列挙し、生体への影響を説明で
きる。 D2-1-4-4

10 典型七公害とその現状、および四大公害について説明できる。 D2-2-2-1
11 環境基本法の理念を説明できる。 D2-2-2-2

12 環境汚染（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染など）を防止するための法規制
について説明できる。 D2-2-2-3

13 原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。 D2-2-3-1
14 水の浄化法、塩素処理について説明できる。 D2-2-3-2
15 水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。（知識・技能） D2-2-3-3
16 下水処理および排水処理の主な方法について説明できる。 D2-2-3-4
17 水質汚濁の主な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能） D2-2-3-5

18 富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対策を説明
できる。 D2-2-3-6

19 主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健康影響について説明
できる。 D2-2-4-1

20 主な大気汚染物質を測定できる。（技能） D2-2-4-2
21 大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説できる。 D2-2-4-3

22 室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。（知識・
技能） D2-2-5-1

23 室内環境と健康との関係について説明できる。 D2-2-5-2
24 廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。 D2-2-6-1
25 廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。 D2-2-6-2
26 マニフェスト制度について説明できる。 D2-2-6-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 藤原 生活環境と健康概要 1～26
2 〃 地球環境の成り立ち、生態系の構造と特徴 1、2

3 〃 化学物質の環境内動態と健康（重金属、有機合成化合物、化
学物質事前審査制度、POPs による環境汚染など） 3

4～5 〃 地球規模の環境問題（オゾン層破壊、酸性雨、地球温暖化、
海洋汚染など） 4、5

6 〃 環境中の放射性核種と健康影響（非電離放射線、電離放射
線の生体影響） 6、7、8、9

7 〃 廃棄物（種類、関連法及び制度、現状が抱える問題点） 24、25、26
8 〃 環境保全（公害とその防止対策、環境基本法、各種の法規制） 10、11、12
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

9～11 高橋 水環境（水の衛生、水質汚濁、下水処理） 13、14、15、16、
17、18

12 篠田 大気環境（大気汚染、発生要因） 19、20、21
13 篠田 室内環境（各種指標） 22、23

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に課題を配布して問題演習を行う。問題の解答解説を通して、講義内容の重要部分を再度確認する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
衛生薬学の視点から、生活環境や地球環境のかつての状況、現在の状況を理解させるとともに、その保全
策、改善策についても考えさせる教育を目指している。
環境関連分野では法令や各種の制度が頻繁に制定、改廃されるので、速やかに新しい情報を提供するよう
にしている。例えば、教科書改訂後に行われた環境関連の法改正などについては作成した新資料を配付す
るようにしている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
１）形成的評価
　 a）知識：課題、問題演習を行い評価する。解答解説にてフィードバックする。
　 c）態度：受講態度により評価する。主体的に授業に参加する機会を多く設定する。
２）総括的評価
　 a）知識：定期試験（100%）にて評価する。 再試験を 1回実施する。
３）成績評価基準（総括的評価）
　 S（90％以上） 　　：合格
　 A（80～90％未満）：合格
　 B（70～80％未満）：合格
　 C（60～70％未満）：合格
　 D（60％未満）　　 ：不合格
　※再試験の成績・・・合格の場合 Ｃ
〔教科書〕
最新　衛生薬学（別府、平塚編　廣川書店　第３版１０刷）
必携・衛生試験法　第３版（日本薬学会編　金原出版）
〔参考書〕
衛生試験法・注解 2020（日本薬学会編　金原出版）
国民衛生の動向 2020/2021（厚生労働統計協会）
〔オフィスアワー〕
原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
〔所属教室〕
公衆衛生学教室　研究 1号館 4階 401号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：シラバスに記載された各回の授業内容について、事前に教科書を読んでから講義に臨んでください。
復習：参考資料や過去問題を配布するので、それらを活用して講義内容を復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
演習問題を行い、解説にてフィードバックする。
定期試験終了後に、フィードバック講義を行う。
〔教員からの一言〕
社会問題となっている環境に関わる記事やニュースに関心を持ち、新聞や TV、インターネット等で理解
しておいてください。
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栄養と食品機能
Nutrition and Food Function

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

藤野　智史　　（A・B、C・D）

早川　磨紀男　（E・F、G・H）

学 習 目 標
(GIO)

人とその集団の健康維持、向上に貢献できるようになるために、食生活が健康に与える影響について科学的
理解を深め、栄養と食品機能および食品衛生についての基本的知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。
C6-2-1-1, C6-2-2-1～2,
C6-2-3-1, C6-2-6-1, C6-
2-7-1, D1-3-1-1

2 各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。 D1-3-1-2
3 食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。 D1-3-1-3

4 五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質など）の機能について
説明できる。 D1-3-1-4

5 エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の
意味を説明できる。 D1-3-1-5

6 日本人の食事摂取基準について説明できる。 D1-3-1-6
7 栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。 D1-3-1-7
8 疾病治療における栄養の重要性を説明できる。 D1-3-1-8
9 特別用途食品と保健機能食品について説明できる。 D1-3-2-6
10 食品衛生に関する法的規制について説明できる。 D1-3-2-7

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 早川、藤野 三大栄養素（糖質） 1、3
2 〃 三大栄養素（脂質） 1、3
3 〃 三大栄養素（タンパク質） 1、3
4 〃 栄養素（脂溶性ビタミン） 1、7
5 〃 栄養素（水溶性ビタミン）（1） 1、7
6 〃 栄養素（水溶性ビタミン）（2） 1、7
7 〃 栄養素（ミネラル） 1、7
8 〃 栄養素の消化・吸収・代謝 2
9 〃 栄養素以外の食品成分 4
10 〃 エネルギー代謝 5
11 〃 食事摂取基準 6
12 〃 栄養摂取の現状と問題点 6、7、8
13 〃 食品成分の表示と法的規制 10
14 〃 新しい形態の食品 9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義の進行に伴い、理解状況が把握できるように、WebClass上に小テスト的演習問題を掲載し（３回程
度）、自主的に自己点検するように促す。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
前半の栄養素についての講義では、ビタミンの構造式とビタミンの名称、その生理作用を結び付けて理解
できるように講義資料を提示する。また、後半の栄養と健康に関する法律やガイドラインなどの社会制度
の成立に至る歴史的背景、現在の日本人が抱える健康の問題について、問題意識の確立と客観的判断能力
の育成に努めている。
〔成績評価方法〕
<試験により評価する＞
1）形成的評価
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知識：講義の進行とともにWebClassで重要な資料を掲示し、学生の閲覧状況を随時、把握する。
2）総括的評価
知識：定期試験（100 %）で評価する。
〔教科書〕
最新衛生薬学（別府正敏、　平塚明　編集　廣川書店）
〔参考書〕
特に指定しない。
　
〔オフィスアワー〕
早川　後期　原則いつでも可であるが、事前にメール等で連絡するのが望ましい。　衛生化学教室　研究
棟 1号館 402-0号
藤野　後期　原則いつでも可であるが、事前にメール等で連絡するのが望ましい。　衛生化学教室　研究
棟 1号館 402-3号
〔所属教室〕
早川　衛生化学教室　研究棟 1号館 402-0号
藤野　衛生化学教室　研究棟 1号館 402-3号
〔準備学習（予習・復習等）〕
必ず、WebClass上の資料に目を通し、ダウンロードできる資料は、各自が手元に保管して、将来の共用試
験または国家試験受験時に役立てられるようにして下さい。随時、自己点検を目的とした小テスト等を活
用して、理解を進めること。質問は、メール（早川：　 hayakawa@toyaku.ac.jp）で随時、受けつけます。
〔学生へのフィードバック〕
フィードバック講義を行う予定である。
〔教員からの一言〕
国家試験で度々出題される領域を扱います。また、法律の改正に伴う制度の改正などの時事問題を授業内
でとりあげます。
〔備考〕
D1　健康　（3）栄養と健康のうち、［1. 栄養］に関する D1-3-1-1から D1-3-1-8まで全ての SBOsと［2.
食品機能と食品衛生］の中の D-1-3-2-6と D-1-3-2-7の一部について、行動目標として取り上げます。

– 98 –149



物理薬剤学
Physical Pharmaceutics

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

根岸　洋一

多田　塁

高橋　葉子

濱野　展人

学 習 目 標
(GIO)

薬物は、錠剤、注射剤などのように患者に投与できる形態（剤形）に製剤化されて、はじめて医薬品として
医療現場に提供される。薬物の有効性や安全性を高めた製剤とするには、生体内において適切な作用時間お
よび臓器・組織での作用発現を考慮した剤形の工夫が必要である。そこで、物理薬剤学では新たな投与形態
としての DDS製剤について紹介するとともに、それらの医薬品製剤開発に必須な薬物と製剤材料の物理学
的な性質を理解するために、溶液論、粉体科学、界面化学、分散系、レオロジー、医薬品の安定性・安定化
など、薬剤学の基礎知識を習得する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 Drug delivery system（DDS）の概要について説明できる。 E5-3-1-1, E5-3-4-1
2 代表的な放出制御型製剤について概説できる。 E5-3-2-1～3
3 代表的な標的指向型製剤について概説できる。 E5-3-3-1～3
4 薬物の溶解速度および溶解速度を改善する製剤学的手法を説明できる。 E5-1-1-3～5
5 界面の性質（界面張力と溶質の表面吸着など）について説明できる。 E5-1-3-1

6 代表的な界面活性剤の種類と性質（ミセル形成と可溶化能など）につい
て説明できる。 E5-1-3-1～2

7 代表的な分散系と分散粒子の安定性について説明できる。 E5-1-3-2～4
8 流動と変形（レオロジー）について説明できる。 E5-1-2-1
9 高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度など）について説明できる。 E5-1-2-2

10 製剤分野で汎用される高分子の構造を理解し、その物性について説明で
きる。 E5-1-4-1

11 粉体粒子の物理化学的性質について説明できる。 E5-1-1-1～2
12 粉体粒子の粒子径と粒度分布について説明できる。 E5-1-1-1
13 結晶や非晶質、無水物や水和物の性質について説明できる。 E5-1-1-2

14 薬物の安定性（分解速度など）および安定性に影響を及ぼす因子につい
て説明できる。 E5-1-4-2

15 薬物の安定性を高める代表的な手法を列挙し、説明できる。 E5-1-4-3, E5-3-1-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 高橋 DDSの概要 1、2、3
2 〃 放出制御型製剤および標的指向型製剤の基本概念 2、3
3 多田 界面現象と界面活性剤 5、6

4-5 〃 分散系（コロイド・乳剤・懸濁剤の性質、その安定性と安定
化法） 7

6 〃 製剤からの薬物の溶出 4
7-8 〃 製剤の安定性 14、15
9 濱野 レオロジー（半固形・液状材料、製剤材料の性質） 8、9、10

10-12 根岸 粉体（粒子・粉体の物理化学的性質） 11、12、13

13 根岸、多田
高橋、濱野 総合演習

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1⃝　特に、計算問題に関しては理解力が不足がちな領域であり、必要に応じて国家試験問題等を提示し、
学生自らがその場で板書して解説を加えたり、また次回までの宿題を課し、理解力の涵養に努めている。
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2⃝　各回に空欄部分を設けた補助プリントを配布し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるように
している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1⃝　適宜、前回の講義内容に関するチェックテストを実施し、理解度の確認・フィードバックを実施して
いる。
2⃝　講義の始めに、学んで欲しい項目およびキーワードを提示している。
3⃝　講義内に、国家試験を基にした演習問題を行い、特に計算問題の理解を深める工夫を行っている。
4⃝　物理薬剤学の基礎が、最新の医薬品開発にどのように関連しているかを説明している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
１）形成的評価
　 a)知識： 講義の開始時、10分程度を使い前回の講義の重要な点を復習し理解を深める。配付資料およ
びWebClassにチェックテストを提示し、知識の到達レベルを確認している。
２）総括評価
　 a)知識： 定期試験 (100％）により評価する。 再試験を１回実施する。
〔教科書〕
最新薬剤学 第 11版（井上勝央、尾関哲也編、廣川書店）
〔参考書〕
物理薬剤学・製剤学 -計算問題の解法-(唐澤健、坂根稔康編、廣川書店）
わかりやすい物理薬剤学 第 5版（辻彰、河島進編、廣川書店）
マーチン　フィジカルファーマシー（大塚、瀬崎編、廣川書店）
ベーシック薬学教科書シリーズ 物理化学 第 2版（石田寿昌編、化学同人）
製剤への物理化学 第 2版（嶋林三郎、斎藤博幸、田中秀治編、廣川書店）
パートナー薬剤学 改訂第 3版（原島秀吉、伊藤智夫、寺田勝英編、南江堂）
コンパス物理薬剤学・製剤学 改訂第 2版（大塚誠、湯浅宏編、南江堂）
〔オフィスアワー〕
根岸　洋一　いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
多田　塁　　いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
高橋　葉子　いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
濱野　展人　いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
根岸　洋一　薬物送達学教室　研究 1号館 3階
多田　塁　　薬物送達学教室　研究 1号館 3階
高橋　葉子　薬物送達学教室　研究 1号館 3階
濱野　展人　薬物送達学教室　研究 1号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
1⃝　これまで学んだ「物理化学」関連の内容をよく復習しておくこと。
2⃝　講義内やWebClassを通じ、復習を兼ねて課題を課しますが、必ず自分で解いて、理解を深めること。
〔学生へのフィードバック〕
1⃝　学生から寄せられた質問や意見などに対して、必要に応じて講義中に内容と解説をフィードバックさ
せる等の対応を行っている。
2⃝　理解度チェックテストを随時実施し、結果を学生へフィードバックする。
〔教員からの一言〕
薬剤学は薬学部においてのみ唯一開講されている特徴的な講義科目である。応用の学問であり、薬学を修
めていくうえで重要な講義内容が多々含まれている。物理薬剤学は、物理化学的な講義内容を多く含んで
いることから敬遠されがちであるが、興味を持って学習に臨んでほしい。
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薬理学 I
Pharmacology I

第 2 学年 前期 2 年必修科目 1 単位

田村　和広、吉江　幹浩、 草間 和哉

学 習 目 標
(GIO)

１年次後期 「薬と疾病入門」の履修内容【医薬品の作用を理解する上で必要な薬理学の総論、主要な生理活
性物質の作用と関連疾患】を土台にして、本科目では、自律神経系並びに内分泌系に作用する薬物について
学習する。これらの系に関わる生理活性物質の作用の理解を深めると共に、関連薬物の薬理作用、作用機序
(治療根拠)、医療用途の他、副作用、薬物相互作用などを学習する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 内分泌系作用薬の作用点と分類について、概要を説明できる。 C7-2-2-1

2 下垂体ホルモンと視床下部ホルモンの関係とそれらの作用を説明し、そ
の関連薬をあげられる。 C7-2-2-1

3 オキシトシンとバソプレシンの作用、また医療用途を説明できる。 E2-5-2-4
4 ACTH関連薬とその医療応用を説明できる。 C7-2-2-1

5 副腎皮質ホルモン (糖質コルチコイド) の薬理作用と副作用を説明で
きる。 C7-2-2-1

6 副腎皮質ホルモンの生合成経路とその調節因子、及びメチラポン、トリ
ロスタン、スピロノラクトンの作用について説明できる。

C7-2-2-1, E2-5-2-5, E2-
5-3-1

7 プロラクチンの作用とその分泌に影響する薬物を説明できる。 E2-5-2-5
8 GHの作用メカニズムとその関連薬を説明できる。 E2-5-2-5

9 TSH, TRH および甲状腺ホルモンの生理作用、さらにその生合成阻害薬
の作用機序と適用を説明できる。 C7-2-2-1, E2-5-2-5

10 甲状腺機能障害の疾患の病態と治療薬の治療根拠を説明できる。 E2-5-2-2

11 血中の Ca2+ 調節因子の分泌調節機構と骨、腎臓、腸管への作用を説明
できる。 E2-2-3-4

12 骨粗鬆症治療薬の機序別の分類を説明できる。 E2-2-3-2

13 月経周期、妊娠期間、分娩時のホルモンの変動とそれらホルモンの生理
作用について、説明できる。 C7-2-10-1

14 GnRH誘導体の医療用途と副作用を説明できる。 E2-5-2-1

15 代表的な合成卵胞ホルモンと黄体ホルモンをあげ、その作用と適用を説
明できる。 E2-5-2-1

16 抗エストロゲン薬とエストロゲン合成阻害薬の特性と適用を説明で
きる。 E2-5-2-1

17 経口避妊薬の作用機序、副作用、および子宮作用薬の作用機序を説明で
きる。 E2-5-2-1

18
女性生殖器系疾患 (子宮内膜症、子宮筋腫、流早産治療薬、妊娠高血圧症
候群など)に用いる薬物の作用機序を説明できる。 E2-3-3-6

19 代表的合成男性ホルモン、蛋白質同化ホルモン、男性性腺機能に及ぼす
薬物の作用機序や特性を説明できる。 E2-5-2-1

20 ノルアドレナリンとアドレナリンの静注時に見られる心拍数に対する差
異を、アドレナリン β 受容体の特性の観点から説明できる。 E2-1-1-1

21 アドレナリン作動薬を作用様式から大きく 3 つに分類してその代表的薬
物をあげ、薬理作用の特性を説明できる。 E2-1-1-1

22 アドレナリン α1受容体遮断薬をあげ、それらの薬理作用の特徴、臨床用
途、副作用を説明できる。 E2-1-1-1

23 アドレナリン β 受容体遮断薬をあげ、それらの薬理作用の特徴、臨床用
途、副作用を説明できる。 E2-1-1-1

24 アドレナリン作動性神経遮断薬の薬理作用、機序、副作用について説明
できる。 E2-1-1-1

25 コリン作動薬を大別して主要なコリン作動薬をあげ、薬理作用、機序、主
な副作用について説明できる。 E2-1-1-2

26 代表的ムスカリン受容体遮断薬 (抗コリン薬) をあげ、薬理作用、機序、
主な副作用について説明できる。 E2-1-1-1

27 排尿障害改善薬、頻尿治療薬の作用機序を説明できる。 E2-1-1-2, E2-3-3-4

28 緑内障、加齢黄斑変性の病態の概要およびその主な治療薬の作用機序に
ついて説明できる。

E2-1-1-2, E2-6-1-1, E2-
6-1-3

29 自律神経節刺激薬および遮断薬の薬理学的効果について説明できる。 E2-1-1-3

授業内容
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 田村 内分泌系作用薬 1: 内分泌系作用薬の分類、下垂体後葉ホル
モン関連薬、ACTHおよび副腎皮質ホルモン関連薬 1～6

2 〃 内分泌系作用薬 2: プロラクチン、成長ホルモン、TSH 関
連薬、甲状腺ホルモン関連薬 7～10

3 〃 内分泌系作用薬 3: PTH とカルシトニン関連薬、骨粗鬆症
治療薬概要 11, 12

4 吉江 内分泌系作用薬 4: 月経周期とホルモン、ゴナドトロピン関
連薬、卵胞ホルモン関連薬 13～15

5 〃 内分泌系作用薬 5: 卵胞ホルモン関連薬 (続き)、経口避妊
薬などの黄体ホルモン関連薬、妊娠・分娩関連薬 16～18

6 草間 内分泌系作用薬 6: 男性ホルモン関連薬、男性性腺機能に影
響する薬物 19

7 〃 自律神経作用薬 1: アドレナリン作動薬: カテコールアミン
を中心に 20, 21

8 田村 自律神経作用薬 2: アドレナリン作動薬: 非カテコールア
ミン 20, 21

9 〃 自律神経作用薬 3: アドレナリン作動性効果遮断薬 (アドレ
ナリン α 受容体遮断薬) 22

10 〃
自律神経作用薬 4: アドレナリン作動性効果遮断薬 (アドレ
ナリン β 受容体遮断薬)、アドレナリン作動性ニューロン遮
断薬

23, 24

11 〃 自律神経作用薬 5: コリン作動薬 25

12 〃 自律神経作用薬 6: 抗コリン薬 (抗ムスカリン薬)、泌尿器
系作用薬 (排尿障害・頻尿治療薬)

26, 27

13 〃 自律神経作用薬 7: 眼に作用する薬物 (緑内障、加齢黄斑変
性、縮瞳・散瞳薬)、自律神経節作用薬 28, 29

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義で用いる講義資料 (ppt)や補助プリント (予習・復習、試験対策にも用いる)は、WebClassにアップ
し、講義中に活用するように指示する。演習問題を公開し、学習到達度のチェックを可能にする。演習問
題の一部は、講義内に学生に発表させ、補足説明を講義者が行う。再履修者に対しては、SBO項目の要点
をまとめるレポート提出を課し、数回の補講を義務づける。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
多くの汎用薬は、過去半世紀で開発されたものである。その開発経緯、歴史などにもふれて、単に、作用
機序を暗記するだけの科目にならないよう先人の基礎研究者や創薬の取り組み、開発技術なども講義する。
最重要項目については、可能な限り図を用い、平易な用語で説明する。テキストの説明のみならず、各疾
病の薬物作用の理解に役立つ DVDや動画の視聴により、体内での薬の作用がイメージできるよう試みて
いる。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:試験で問う記憶しておくべき最小限の薬物と具体的項目は、学生に明確化し、各自ノート整理す
る。WebClass上に公開した演習問題を各自、課題として行う (復習課題)。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験の結果 (100%)で評価する。再試験を一回行う。理解度の低い定期試験問題について
は、再試験前のフィードバック講義で解説する。
〔教科書〕
最新 薬理学要説 (田村編、愛智出版)　
WebClassにて講義資料は、事前に提示する。
〔参考書〕
薬がみえる vol. 1～4 (メディックメディア)
薬系 薬理学書 (田野中ら編、南江堂)
グラフィカル機能形態学　 (馬場編、廣川書店)
基礎から学ぶ内分泌薬学　 (厚味編、エルセビア・ジャパン)
薬学生のための新臨床医学　第 2版 (市田・細山田編、廣川書店)

〔オフィスアワー〕
田村　　原則、平日は、18時以降いつでも可。事前に予約があれば確実
吉江　　原則、平日は、18時以降いつでも可。事前に予約があれば確実
草間　　原則、平日は、18時以降いつでも可。事前に予約があれば確実
〔所属教室〕
田村　和広　内分泌薬理学教室　研究 4号館 4階 4416号室
吉江　幹浩　内分泌薬理学教室　研究 4号館 4階 4415号室
草間　和哉　内分泌薬理学教室　研究 4号館 4階 4415号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義後に上記の SBO 29項目を各自、ノートにまとめておくことが望ましい。授業ごとに予習 (講義予定
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SBO項目のテキストを読む)と復習 (授業プリントとテキストを用いたノート整理)を各自、行う (詳細は
東薬生のファーストステップ冊子参照のこと)。また、授業を踏まえて、それに関連した問題 (WebClass
にアップ)に解答できるようにする。薬物の構造活性相関についても重要な項目が多々あり (有機化学の復
習は重要)、随時、機能形態学、生化学などの周辺科目の復習も必要である。
〔学生へのフィードバック〕
ウェブ (WebClass)に、講義プリント、演習問題を公開しており、難解な部分については、講義中に解説
する。過去の定期試験問題についても同様で、教科のポイントを自発的学習により学び取り、かつ試験
対策にも役立つようにしている。定期試験前に「具体的質問項目リスト」や「試験で問う薬物リスト」を
WebClassに掲載する。
〔教員からの一言〕
分からない用語や理解できないことは、確かな情報源から逐一、自分で調べて理解する習慣を身につけよ
う。講義中 (直面方式時)の約束事:　 1⃝私語厳禁、 2⃝板書やタブレットメモ書きはノートにとる (自分で説
明できるように理解)、 3⃝内職、漫画、スマホ、ゲームは禁止 (見つけた者は評価で減点)。
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薬理学 II
Pharmacology II

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

高木　教夫

学 習 目 標
(GIO)

医薬品の作用する過程を理解するために、代表的な薬物の作用、作用機序、体内での運命、医療用途、およ
び主な副作用に関する基本的知識を修得する。薬理学 IIでは、薬と疾病入門、薬理学 Iの内容に加えて、体
性神経系および中枢神経系に作用する薬物について学習する。薬剤師としての職能に直結する重要な科目で
あり、機能形態学、生化学、免疫学、微生物学などで修得した広範囲の知識と効果的に連動させ、それらを
応用して考える能力が要求される。
本講義では、中枢神経系作用薬、局所麻酔薬、筋弛緩薬に関する基本的知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 中枢神経系について概説できる。
末梢（体性・自律）神経系について概説できる。 C7-1-4-1～2

2

神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。
代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性および作用機構について概説で
きる。
神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙し、概
説できる。
神経による筋収縮の調節機構について説明できる。

C7-2-1-1～4

3 代表的な全身麻酔薬を挙げ、薬理作用、機序、適用、主な副作用について
説明できる。 E2-1-3-1

4 代表的な催眠薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明で
きる。 E2-1-3-1

5 代表的な統合失調症治療薬を挙げ、薬理作用、機序、適用、主な副作用に
ついて説明できる。 E2-1-3-4

6 代表的なうつ病・躁病治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用につい
て説明できる。 E2-1-3-5

7 代表的な抗不安薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明で
きる。 E2-1-3-6

8 代表的なてんかん治療薬、中枢性筋弛緩薬を挙げ、薬理作用、機序、適
用、主な副作用について説明できる。 E2-1-3-7

9 代表的なパーキンソン病治療薬を挙げ、薬理作用、機序、適用、主な副作
用について説明できる。 E2-1-3-9

10 代表的なアルツハイマー病治療薬を挙げ、薬理作用、機序、適用、主な副
作用について説明できる。 E2-1-3-10

11
脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも
膜下出血）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説
明できる。

E2-1-3-8

12 麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を
説明できる。 E2-1-3-2

13 中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。 E2-1-3-3

14 片頭痛について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）について
説明できる。 E2-1-3-11

15 知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）を挙げ、薬理作用、
機序、主な副作用を説明できる。 E2-1-2-1

16 運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用
を説明できる。 E2-1-2-2

17 神経系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物
動態）の関連を概説できる。 E2-1-4-1

18 進行性筋ジストロフィー、Guillain-Barré（ギラン・バレー）症候群、重
症筋無力症（重複）について説明できる。 E2-1-2-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 高木 中枢神経系作用薬 1：中枢神経系の構成と機能 1、2
2 〃 中枢神経系作用薬 2：全身麻酔薬 3、17
3 〃 中枢神経系作用薬 3：催眠薬 4、17
4 〃 中枢神経系作用薬 4：統合失調症治療薬 5、17
5 〃 中枢神経系作用薬 5：抗うつ薬、抗そう薬、抗不安薬 6、7、17
6 〃 中枢神経系作用薬 6：抗てんかん薬、中枢性筋弛緩薬 8、17
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
7 〃 中枢神経系作用薬 7：パーキンソン病治療薬 9、17
8 〃 中枢神経系作用薬 8：アルツハイマー病治療薬 10、17
9 〃 中枢神経系作用薬 9：脳血管疾患治療薬 11、17
10 〃 中枢神経系作用薬 10：麻薬性・非麻薬性鎮痛薬 12、17
11 〃 中枢神経系作用薬 11：中枢興奮薬 13、17
12 〃 中枢神経系作用薬 12：片頭痛治療薬 14、17
13 〃 体性神経系作用薬 1：局所麻酔薬 1、2、15、17
14 〃 体性神経系作用薬 2：末梢性筋弛緩薬・その他 1、2、16、17、18

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
◯各回に対応する補助プリントを配布し、講義しながら、空欄部分や補足部分を記入させるようにしてい
る。
◯WebClassにおいて、講義の復習を演習形式で各自自習できるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
○毎回、講義の最初に進行予定範囲とキーワードを示し、何を学ぶか目標を明確にしている。
○機能形態学、生化学などで得た知識を可能な限り復習し、これら知識と病態、そして薬の効くプロセス
を連動させて考え、応用力を養えるよう努めている。
○教科書等に未掲載の最新の作用機序や副作用情報、および新薬に関する情報は講義用補助プリントに随
時反映させ、提供・解説している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価
a) 知識：　定期試験の成績（100%）。　
〔教科書〕
薬系薬理学書（南江堂）
〔参考書〕
補助プリントを配布
グラフィカル 機能形態学（京都廣川書店）
〔オフィスアワー〕
高木　原則的にいつでも可　応用生化学教室　研究 2号館 6階 606

〔所属教室〕
高木　応用生化学教室　研究 2号館 6階 606

〔準備学習（予習・復習等）〕
講義用資料を予め配布しており、それに従って予習が行えるように配慮している。復習についてもテキス
トだけでなく、講義用資料およびWebClassにおいて講義の復習を演習形式で自習し、知識の到達レベル
を確認させている。予習よりも復習に重点を置いた指導を行っている。
〔学生へのフィードバック〕
講義内で関連科目に関する質問を行い、解説をしてフィードバックする。
WebClassの演習に対してフィードバックを行なっている。
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疾病と薬物治療 I
Diseases and Pharmacotherapy I

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

平田　尚人

杉浦　宗敏

畔蒜　祐一郎

学 習 目 標
(GIO)

疾病に伴う症状と臨床検査値の変化などの的確な患者情報を取得し、患者個々に応じた薬の選択、用法・用
量の設定および各々の医薬品の「使用上の注意」を考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、
薬物治療に関する基本的知識を修得する。疾病と薬物治療 I～VIII のうち本講義では、病態を理解する上で
必要な臨床検査の知識および血液・造血器疾患に関して病態生理、臨床症状、検査・診断、治療、患者説明
の知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 代表的な生理機能検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明で
きる。 E1-2-2-6

2 尿及び糞便を用いた代表的な検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明
できる。 E1-2-2-1

3 血液学的検査の代表的な検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明で
きる。 E1-2-2-2

4 血液生化学的検査の代表的な検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明
できる。 E1-2-2-3

5 感染症・炎症に関する代表的な免疫学的検査項目を列挙し、目的と異常
所見を説明できる。 E1-2-2-4, E1-2-2-7

6 悪性腫瘍に関する代表的な検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明で
きる。 E2-7-7-2

7 動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-5

8 代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見
を説明できる。 E1-2-2-8

9 血液・造血器系について概説できる。 C7-1-14-1

10 代表的なサイトカイン、増殖因子を挙げ、生理活性および作用機構につ
いて概説できる。 C7-2-4-1

11 血液凝固・線溶系の機構について概説できる。 C7-2-9-1

12 止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明で
きる。 E2-3-2-1

13 抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）および臨床適用を説明できる。 E2-3-2-2

14

以下の貧血 (鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血 (悪性貧血等）、再生不良性
貧血、自己免疫性溶血性貧血（AIHA）、腎性貧血、鉄芽球性貧血)につい
て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生
理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-3-2-3

15
播種性血管内凝固症候群（DIC）について、治療薬の薬理（薬理作用、機
序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の
選択等）を説明できる。

E2-3-2-4

16
以下の疾患 (血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減少症、
血栓塞栓症)について治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-3-2-5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 平田 臨床検査-1 　基本的検査と基準値、フィジカルアセスメ
ント 1,8

2 平田 臨床検査-2　尿・便検査、動脈血ガス検査 2,7

3 平田 臨床検査-3　血液学的検査 3,11

4 平田 臨床検査-4　血液生化学的検査（1） 4
5 平田 臨床検査-5　血液生化学的検査（2） 4
6 平田 臨床検査-6　血液生化学的検査（3） 4,5

7 畔蒜 臨床検査-7　感染症検査、免疫学的検査、腫瘍マーカー検査 5,6

8 杉浦 血液・造血器疾患-1　総論 9-16
9 杉浦 血液・造血器疾患-2　鉄欠乏性貧血、再生不良性貧血 9,10,14

– 106 –157



回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
10 杉浦 血液・造血器疾患-3　巨赤芽球性貧血、腎性貧血 9,10,14

11 杉浦 血液・造血器疾患-4　鉄芽球性貧血、自己免疫性溶血性貧血 9,10,14

12 杉浦 血液・造血器疾患-5 　白血球減少症、血栓性血小板減少性
紫斑病 10,11,12,16

13 杉浦 血液・造血器疾患-6　特発性血小板減少性紫斑病、血友病 10,11,12,16

14 杉浦 血液・造血器疾患-7　播種性血管内凝固症候群、血栓塞栓症 11,12,13,15，16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
教科書のみでなく、Webクラスにアップした補助プリントを用いて知識の定着を図る。（平田）
補助プリントをWebクラスにアップする。講義のなかで知識の確認を図る。（杉浦）
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:講義中に補助プリントに示した演習問題を行う。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験にて評価する。再試験を 1回実施する。（100％）
〔教科書〕
薬学生のための病態検査学（改訂第 3版）　南江堂（臨床検査）
能動的薬物治療論　血液系疾患と悪性腫瘍　京都廣川書店（血液・造血器疾患）
〔参考書〕
検査値を読むトレーニング: ルーチン検査でここまでわかる　医学書院
病気がみえる 5　血液　メディックメディア
〔オフィスアワー〕
平田　尚人　水曜日以外はいつでも可。ただし、事前にメールでの連絡が必要です。臨床薬剤学教室　医
療薬学研究棟 2階 M206室
杉浦　宗敏 　いつでも可。ただし事前に予約が必要。医薬品安全管理学教室　医療棟 3階 304号室
畔蒜　祐一郎　いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療薬学研究棟 2階　M206号室
〔所属教室〕
平田　尚人　臨床薬剤学教室准教授　医療棟 2階 206号室
杉浦　宗敏　医薬品安全管理学教室教授　医療棟 3階 304号室
畔蒜　祐一郎　臨床薬剤学教室助教　医療棟 2階 206号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
次回の講義で扱う内容については、教科書及び補助プリントで予習しておくことが望ましい。（平田）
講義内容について教科書及び補助プリントで予習および復習をすること。（杉浦）
〔学生へのフィードバック〕
講義中に出た質問等で特に解説が必要なものについては、次回の補助プリントにも追加記載して更に理解
を深める。（平田）
〔備考〕
実務家教員担当科目
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疾病と薬物治療 II
Diseases and Pharmacotherapy II

第 2 学年 後期 2 年必修科目 1 単位

山田　純司　　　大友　隆之

学 習 目 標
(GIO)

患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適
正な薬物治療に参画できるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施
するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項を修得する。本講義では、代謝系・内分泌系および骨・
関節に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報
収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-2-3-2

2
変形性関節症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で
きる。

E2-2-3-3

3
カルシウム代謝の異常を伴う疾患（副甲状腺機能亢進（低下）症、骨軟化
症（くる病を含む）、悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症）について、治療
薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-3-4

4
糖尿病とその合併症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説
明できる。

E2-5-1-1

5 脂質異常症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-5-1-2

6
Basedow（バセドウ）病について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な
副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。

E2-5-2-2

7
甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性）について、治療薬の薬理（薬理作用、
機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品
の選択等）を説明できる。

E2-5-2-3

8 尿崩症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-5-2-4

9

以下の疾患について説明できる：先端巨大症、高プロラクチン血症、下
垂体機能低下症、ADH 不適合分泌症候群（SIADH）、副甲状腺機能亢進
症・低下症、Cushing（クッシング）症候群、アルドステロン症、褐色細
胞腫、副腎不全（急性、慢性）、子宮内膜症（重複）、アジソン病（重複）。

E2-5-2-5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1-5 山田 糖尿病 4、9
6-8 〃 脂質異常症、肥満症・メタボリック症候群 5、6、9
9-10 〃 甲状腺機能異常症、尿崩症 6、7、8、9
11-13 大友 骨粗鬆症、変形性関節症、骨軟化症 1、2、3、9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に教科書へのマークや書き込みを促し、全講義終了後には、学生各自が作成し、自らに適した「ま
とめの学修ノート」として仕上がるように仕向けている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各種疾患の診療ガイドラインに基づいて講義を行い、症例や処方例を紹介することにより具体的なイメー
ジを持たせるようにしている。パワーポイントや書画カメラを利用して、写真や医療器具など、視覚に訴
える資料を活用している。また、疾患ごとに最初の講義時間を関連する解剖生理学や生化学的知識の復習
に充てており、本論の理解を深めるように促している。初学者といえども現場で直ぐに役立つ講義内容を
目指している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価　 a）知識：定期試験（100%）の結果に基づいて評価する。但し、受講態度によっては受験資
格を失うことがある。
〔教科書〕
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疾病と薬物治療 II（代謝・内分泌疾患）。生協にて販売。
〔参考書〕
治療薬マニュアル（医学書院）、今日の治療指針（医学書院）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
山田　臨床医療薬学センター　医療薬学研究棟 3階 M303号室
大友　臨床医療薬学センター　医療薬学研究棟 3階 M305号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に、シラバスを開いて講義予定項目の SBOsを確認し、教科書の該当範囲を読んでから講
義に臨むようにしてください。また、講義の後は必ず復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に向けてその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行う。また、特に必要性の高いものについては翌年以降の講義内容に反映させる。
〔教員からの一言〕
分からないことをそのままにしないで、参考書等で調べてください。自分で調べることがとても大切です。
それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義のときに質問してください。
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実用薬学英語
Practical English for Pharmacy

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

大野　真、森本　信子、今井　志乃ぶ、西山　貴仁、林　秀樹、別生　伸太郎、袴田　秀樹、早川　磨紀男　

学 習 目 標
(GIO)

薬学領域において、科学における共通語としての英語の必要性は近年ますます高まりつつある。このような
時代的要請を念頭において、薬学専門教員と英語教員からなる複数の担当者がその専門性を活かして講義を
行い、薬学・医療関連情報の英文読解力および表現力の向上を目的とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 構文と文法の理解に基づいて、科学論文を正確に読解できること。 X-3-1-2

2 科学論文の大意を短時間に把握し、パラグラフごとに完結にまとめられ
ること。 X-3-1-2

3 科学論文に頻出する重要構文を正確に書けること。 X-3-2-3～4
4 科学論文に出てくる technical termsを理解し正確に記述できること。 X-3-1-1, X-3-2-3

5 科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を理解し列挙できる
こと。 X-3-2-2

6 薬学関連の研究で用いられる基本的会話を英語でできること。 X-3-3-1～4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

7回分 大野、森本
・構文と文法の理解に基づく精読の訓練。
・大意を素早く把握する多読の訓練。
・科学論文に頻出する重要構文を正確に書く訓練。

1、2、3

3回分 今井、西山、林、別
生

・科学論文に出てくる technical termsの説明と訓練。
・科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現の説明
と訓練。
・薬学関連の研究で用いられる基本的会話の説明と訓練。

4、5、6

3回分 袴田、早川
・科学論文に出てくる technical termsの説明と訓練。
・科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現の説明
と訓練。
・薬学関連の研究で用いられる基本的会話の説明と訓練。

4、5、6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
レポートの提出を頻繁に実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
英語教員、薬学専門教員が協力して、それぞれの持ち味を活かした講義をしている。科学や医療について
の様々な英語を扱い、幅広い英語力と共に視野の広い思考力を養うようにしている。
重要語句、構文は英語で正確に書けるように訓練を行う。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：提出物を小まめに出させる。演習問題を繰り返し行う。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（100％）にて評価する。ただし、欠席の多い者あるいは毎回の授業や提出物等に真剣
に取り組まない者は、受験停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
鈴木伸二『英語医薬論文の読みかた・訳しかた』（薬事日報社）
講義用プリント
〔参考書〕
必要に応じて授業時に指示する。
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　要事前予約。
〔所属教室〕
大野　第二英語 教育 3号館 3階
森本　第四英語 教育 3号館 3階
今井　医薬品安全管理学 医療薬学研究棟 3階
林　　応用生化学 研究 2号館 6階
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袴田　分析化学 同上 4階
早川　衛生化学 研究 1号館 4階
西山　薬物代謝安全性学 同上 4階
別生　薬学実務実習教育センター　教育 5号館 5階
〔準備学習（予習・復習等）〕
テキストやプリントの予習・復習を行い、授業内容を着実に消化してください。重要語句・構文を英語で
正確に書けるようにすること。
授業ごとに予習と復習を各々 30分以上行うことが望ましい。
〔学生へのフィードバック〕
授業での提出課題をチェックして、学生の間違えやすい個所を確認している。
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薬事関連法規と制度 I
Pharmaceutical Affairs Law I

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

益山　光一、松田　勉

学 習 目 標
(GIO)

調剤、医薬品等の供給、その他薬事衛生に係る任務を適正に遂行するための責務等が定められている「薬剤
師法」や、薬剤師が取り扱う医薬品等について規制する「医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る
法律（医薬品医療機器等法）」について学習し、その意義を理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 薬剤師に関連する法令の構成を説明できる。 B-2-1-1
2 薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。 B-2-1-2
3 薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の項目とその内容を説明できる。 B-2-1-3
4 個人情報の取り扱いについて概説できる。 B-2-1-7
5 薬剤師の刑事責任や民事責任について概説できる。 B-2-1-8
6 医薬品医療機器等法の目的や必要な用語の定義について説明できる。 B-2-2-1
7 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。 B-2-2-2
8 医薬品等の製造販売や製造に関する規制の説明ができる。 B-2-2-4
9 市販後安全対策について説明できる。 B-2-2-5
10 薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業の法規範について説明できる。 B-2-2-6
11 医薬品医療機器等法の規定について説明できる。 B-2-2-7
12 生物由来製品の取り扱いと血液供給体制について説明できる。 B-2-2-9
13 日本における社会保障制度のしくみを説明できる。 B-3-1-1
14 医薬分業の意義と動向を説明できる。 B-4-1-2
15 かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。 B-4-1-2

16 調剤業務に関わる事項（処方箋、調剤録等)の意義や取り扱いを法的根拠
に基づいて説明できる。 F-2-1-1

17 調剤業務に関わる法的文書（処方箋、調剤録等) の適切な取り扱いがで
きる。 F-2-1-2

18 毒薬劇薬等の管理と取扱いについて説明できる。 F-2-5-3
19 特定生物由来製品の管理と取扱いについて説明できる。 F-2-5-4
20 医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。 F-2-6-7

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 益山 憲法と薬事関係法規、法令の構成 １
２ 〃 個人情報保護と製造物責任 4、5
３ 〃 日本の社会保障と医療制度 13

４ 〃 薬剤師法（１）
薬剤の責任、資格、任務 1、2、3,14,15

５ 〃 薬剤師法（２）
調剤と疑義照会 1、2、3、16、17

６ 〃 医薬品医療機器等法（1）
目的と定義 6、11

７ 〃 医薬品医療機器等法（2）
薬局 6、10、11

８ 〃 医薬品医療機器等法（３）
医薬品等の販売業 6、10、11

９ 〃 医薬品医療機器等法（４）
製造販売業等 6、7、8、10、11

10 松田 医薬品医療機器等法（５）
医薬品の製造販売後の安全対策 6、9、11、20

11 益山 医薬品医療機器等法（６）
医薬品等の流通の適正化 6、10、11、18

12 〃 医薬品医療機器等法（７）
監督、薬事監視、指定薬物等 6、10、11

13 〃 安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 12、19
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義終了時に毎回、小テスト（演習問題）を実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
できるだけわかりやすく、最新の状況や動向も取り入れた上で、体系化しながら講義を行っている。講義
毎に要点をまとめた講義資料を作成し、WebClass上にカラーで掲載するが、空欄補充となっているので、
予習で記入し、講義中に確認するようにしている。また、講義内容を聞くだけでは知識にならないので、
薬剤師国家試験の実践形式の小テストを実施し、知識の確認を行う。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:演習問題を行い、自己評価させる。成績不良者には課題を課す。
2) 総括的評価
a) 知識： a) 知識:定期テスト（80％）、小テスト（20%)にて評価する。再試験を 1回行う。
＜総括的評価＞　　
・S（90点以上～100点）：合格
・A（80点以上～90点未満）：合格
・B（65点以上～80点未満） ：合格
・C（55点以上～65点未満） ：合格
・D（55点未満） ：不合格
〔教科書〕
2020-21「薬事関係法規・制度　解説」薬事衛生研究会（薬事日報社）
〔参考書〕
やさしい医薬品医療機器等法（第 2版、じほう）
〔オフィスアワー〕
益山　光一　 薬事関係法規研究室　研究４号館５階
いつでも可　ただしメールで予約してください。
〔所属教室〕
益山　光一　 薬事関係法規研究室　教育 3号館 1階 3102-2

〔準備学習（予習・復習等）〕
WebClassから講義資料を打ち出し（又はダウンロード）し、目を通して、空欄を補充し、疑問点や興味の
ある点を見つけてください。また、小テストの内容はできるだけ早い時点（できるだけその日のうちに）
で、講義内容を思い出しながら、復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
講義資料の空欄部分について、その内容説明と解説等を行い、各講義毎に最終的な理解を確認するための
小テストを実施し、後日、WebClassにて解説をフィードバックする。
〔教員からの一言〕
薬剤師業務は法律で書かれていることは必須で、その責務は重いことはいうまでもないですが、法律にな
いことも、患者のために必要あれば、医療人として実施する必要があります。その差を、法規を理解して、
適切に実施する薬剤師が必要されており、そのため国家試験でも必須項目となっています。その点も理解
して、薬剤師の基礎・基本となる薬剤師法と医薬品医療機器等法をしっかり勉強してください。
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医療倫理学
Medical Ethics

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

櫻井　浩子

学 習 目 標
(GIO)

医療にかかわる薬剤師には薬の知識のみならず、医療という広い観点から患者の置かれている環境・思想・
価値観などを俯瞰的に観て考える姿勢が求められている。そのために、本講義では薬剤師に必要不可欠な資
質である倫理観を養うことを目標とし、実際に臨床現場で起きているテーマをとおして人々の多様な生き方
や価値観を理解し、自分の考えを述べることができるようにする。また、動物のいのちについても取り上げ、
生命を尊重する態度を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べる。 A-1-1-4
2 生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。 A-1-1-5

3 一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの考
えを述べる。 A-1-1-6

4 様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの
言葉で説明する。 A-1-1-7

5 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たす
べき役割を提案する。 A-1-2-8

6 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン
等）について，その原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。 A-1-3-6

7 代表的な薬害について，患者や家族の苦痛を理解し，これらを回避する
ための手段を討議する。 A-1-3-7

8 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。 A-2-1-1

9 生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明で
きる。 A-2-1-2

10 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。 A-2-1-3

11 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説で
きる。 A-2-1-4

12 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。 A-2-2-1
13 薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師行動規範等）について説明できる。 A-2-2-2
14 医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。 A-2-2-3
15 患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。 A-2-3-2

16 患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明で
きる。 A-2-3-3

17 知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切
な取扱いができる。 A-2-3-4

18 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 A-2-4-1

19 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説で
きる。 A-2-4-2

20 健康被害救済制度について説明できる。 B-2-2-10

21 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義に
ついて説明できる。 A-4-1-1

22 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明で
きる。 A-4-3-1

23 チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割
を積極的に果たすように努める。 A-4-5-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 櫻井 医療倫理の基本、生命倫理の四原則、インフォームド・コ
ンセント、規範 1～19

2 〃 終末期　その 1　終末期医療の概要と倫理的問題 2～4、10、21、22

3 〃 終末期　その 2 　安楽死、尊厳死、自殺ほう助、 終末期
鎮静 2～4、10

4 〃 脳死、遷延性意識障害 2～4、10
5 〃 臓器移植　その 1　脳死と臓器移植、子どもの虐待 11

6 〃 臓器移植　その 2　ドナー家族の思い、医療ツーリズム
臨床倫理の 4分割法 11、14、23

7 〃 生殖補助医療 9、14
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
8 〃 出生前診断 5、6、14
9 〃 新生児医療 5
10 〃 小児在宅医療 1、5

11 〃 ガイドライン、精神医療、高齢者医療、チーム医療 4、13、16、21、
22、23

12 〃 研究倫理・研究者倫理、動物の倫理 16～19
13 〃 薬害の歴史、医薬品副作用被害救済制度 6、7、20

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
ビデオ視聴や当事者の生の声を聴く機会を設け、倫理的問題や薬剤師の役割について自分の考えをまと
める。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
WebClassにて講義資料をダウンロードできるようにし、授業外学習を促す。
ビデオ視聴をとおして具体的にイメージし、より深く考えるようにする。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
2)総括的評価
a)知識：定期試験（100％）により評価する。
〔教科書〕
毎回の授業でレジュメと資料を配布します。
〔参考書〕
「薬学人のための事例で学ぶ倫理学」（有田悦子・足立智孝編　南江堂）
「命は誰のものか」（香川知晶著　ディスカヴァー・トゥエンティワン）
「医学的無益性」の生命倫理」（櫻井浩子編著　山代印刷出版部）
「安楽死・尊厳死の現在　最終段階の医療と自己決定」（松田純著　中公新書）
「長寿時代の医療・ケア　エンド・オフ・ライフの論理と倫理」（会田薫子著　ちくま新書）　
他は講義内で紹介します。
〔オフィスアワー〕
何時でも可。ただし、事前にメールで予約をしてください。
〔所属教室〕
櫻井　浩子　　生命・医療倫理学研究室　　教育 3号館 1階 3102-1

〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：WebClassにある講義資料を事前に読む。
復習：講義で学んだことについて、さらに自分で調べる。
〔学生へのフィードバック〕
講義に対する質問に、個別対応します。
〔教員からの一言〕
講義では医療倫理を考えるうえでの題材を提供します。日頃から、メディアや新聞などを通じて発信され
る医療問題やいのちに関する情報に関心を持ち、自らの問題意識を深めるよう心がけてください。
図書館に生命倫理関連図書コーナー「Ethics Matters」が開設されています。こちらも積極的に活用して
ください。
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有機化学 IV
Organic Chemistry IV

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

松本　隆司　（A・B，C・D）

矢内　光　　（E・F，G・H）

学 習 目 標
(GIO)

アルコール，フェノール類，エーテル類，アミン類，アルデヒド，ケトン，カルボン酸およびカルボン酸誘
導体の構造，性質，反応，合成法などに関する基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 アルコール，フェノール類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-3-1
2 アルコールの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-4
3 フェノール類の代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-5

4 アルコール，フェノール，カルボン酸，アミン類，炭素酸などの酸性度を
比較して説明できる。 C3-3-5-1, C3-3-7-1～2

5 エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-3-2
6 エーテル類の代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-6
7 アルデヒドおよびケトンの基本的な性質と反応を列挙し，説明できる。 C3-3-4-1
8 アルデヒドおよびケトンの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-7
9 カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し，説明できる。 C3-3-4-2
10 カルボン酸の代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-8
11 ニトリル類の基本的な性質と反応を列挙し，説明できる。 Y-3-24-1

12 カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物，酸無水物，エステル，アミド）の基
本的性質と反応を列挙し，説明できる。 C3-3-4-3

13 カルボン酸誘導体（エステル，アミド，ニトリル，酸ハロゲン化物，酸無
水物）の代表的な合成法について説明できる Y-3-29-9

14 官能基が及ぼす電子効果について概説できる。 C3-3-6-1

15 代表的な官能基選択的反応を列挙し，その機構と応用例について説明で
きる。 Y-3-29-11

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 松本，矢内 アルコール，フェノール類，エーテル類，アミン類の命名，
構造，性質 1～６，1５

２，３ 〃 アルコール，フェノール類，エーテル類（エポキシド），ア
ミン類の反応と合成法 1～６，1５

4 〃 アルデヒド，ケトン，カルボン酸およびカルボン酸誘導体
の命名，構造 ７～１５

５～９ 〃 アルデヒド，ケトンの性質，反応，合成法 ７，８，１４，
１５

１０～
１５ 〃 カルボン酸およびカルボン酸誘導体の性質，反応，合成法 ９～１５

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
適宜，課題による演習を実施する。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識: 課題演習により，知識の到達レベルの確認する。
c) 態度: 受講状況，課題・演習の結果を記録する。
2) 総括的評価
a) 知識: 定期試験（100%）；なお，本試験の成績が著しく不良である場合には，再試験の受験資格を認め
ないことがある。
〔教科書〕
マクマリー有機化学　第９版（上、中、下）（J. McMurry 著　伊藤ら訳　東京化学同人）
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マクマリー有機化学問題の解き方（第９版）（S. McMurry 著　東京化学同人）
〔参考書〕
有機反応機構（P. Sykes 著，久保田尚志 訳，東京化学同人）
最新 全有機化合物名称のつけ方（廖春栄 著，三共出版）
ウォーレン 有機化学（W. Warrenら 著，野依ら 訳，東京化学同人）
ボルハルト・ショアー 現代有機化学（K. P. C. Volhardt, N. E. Schore 著，古賀ら 訳，化学同人）
有機化学（奥山ら 著，丸善）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　但し、要予約。
〔所属教室〕
松本隆司　薬品製造学教室　研究２号館３階３０４
矢内　光　薬品製造学教室　研究２号館３階３０４
〔準備学習（予習・復習等）〕
本科目の学習内容を理解するには，これ以前の有機化学系科目を習得していることが必要である。必ず，
よく復習しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
講義や課題に対する質問に，個別に対応する。
〔教員からの一言〕
全ての内容について，しっかりと「理解し」，「紙に書いて他人に説明できる」ことを求めます。まずは，教
科書を隅々まで何度も読み返す癖をつけて下さい。また，教科書の章末問題は全て解いて，ノートに書く
ようにして下さい。
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生体分子の化学
Bioorganic Chemistry

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

林　良雄、田口　晃弘

学 習 目 標
(GIO)

医薬品の標的となる生体分子の基本化学構造とその化学的性質に関する基本的事項を修得する。特に、糖
質、アミノ酸、タンパク質、核酸など生体で機能する主要な有機分子を分子レベルの化学として理解する能
力を養う。また、医薬品の作用の基礎となる生体反応の化学的理解に関する基本的事項を修得し、医薬品の
分子レベルでの理解（医薬品化学）に繋げていく。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 単糖および多糖類の基本構造を概説できる。 C4-1-1-1
2 グルコース以外の単糖類の構造、化学的性質を説明できる。 C4-1-1-1

3
グルコース以外の単糖類の構造、化学的性質を説明できる。
二糖の種類、構造、化学的性質を説明できる。
代表的な多糖の構造を説明できる。

C4-1-1-1, C6-2-2-1～2

4 アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて化学的性質を説明できる。 C4-1-1-1, C6-2-4-1
5 ペプチドの構造的特徴および化学的性質を説明できる。 C4-1-1-1～2

6 タンパク質の高次構造を規定する結合（アミド基間の水素結合、ジスル
フィド結合など）および相互作用について説明できる。 C4-1-1-1～2

7 核酸の構造を書ける。
塩基の構造を書き、水素結合を形成する位置を示すことができる。

C4-1-1-1, C4-2-1-1～2,
C6-2-5-1

8 DNA 、RNAの構造について説明できる。
核酸に関連する生体物質の化学構造の特徴を説明できる。

C4-1-1-1, C4-1-1-1, C4-
2-1-1, C4-2-1-1～2, C4-
2-1-2

9 生体内で起こる有機反応について説明できる。 C4-2-4-1～2
10 化学発がんの仕組みを理解できる。 C4-2-4-2, C4-3-6-3
11 抗がん剤（アルキル化剤）の仕組みを理解できる。 C4-3-2-2, C4-3-6-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 林 生体関連物質の構造およびその役割についての概説 1、4、6、7、8

2～3 〃 単糖の命名、Fischer 投影式、Haworth投影式 1、2、3
4 〃 単糖の立体配座解析および配糖体について 1、2、3
５ 〃 オリゴ糖、多糖の構造と性質 2、3
６ 〃 解糖系の化学　 ９
７ 田口 アミノ酸の構造と性質 ４、５
８ 〃 アミノ酸側鎖の pKa および等電点と電気泳動 ４、５

９ 〃 ペプチド結合の特性、アミノ酸分析、Edman 分解、タンパ
ク質の高次構造 ４、５、６

10-11 林 核酸の構造と性質 ７、８、
12-13 〃 核酸に基づく医薬品、補酵素の化学 ９、１０

14 〃 抗がん剤（アルキル化剤）の化学、補酵素の化学 ８、１０、１１

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題を与え、課題に基づく復習により、理解の深化を図る。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本講義を理解する上で必須な有機化学の復習を含めながら授業を進めている。また、体系的な理解を深め
るために、各論と生体分子の化学における基本的な仕組みの関連に重点を置いた解説を行う。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1)形成的評価
a) 知識：課題提出により確認する。
c) 態度：授業態度および課題提出をもって評価する。
2)総括的評価
a) 知識：定期試験の結果で判定する（100%）。
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〔教科書〕
・マクマリー有機化学第 7版（下）J. McMurry 著（伊東他訳　東京化学同人）
・化学系薬学 II. 生体分子・医薬品の化学による理解（スタンダード薬学シリーズ II3、 日本薬学会編、東
京化学同人)

〔参考書〕
・薬がわかる構造式集（林、青柳、飯島編　廣川書店）
・ベーシック創薬化学（赤路、津田、林著　化学同人）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、要事前連絡。
〔所属教室〕
林、田口　薬品化学教室　研究 2 号館 3 階 305　
〔準備学習（予習・復習等）〕
1 3年次の有機化学を十分に復習して講義に望んでください。
〔学生へのフィードバック〕
講義や課題に対する質問事項を個々の対応のみならず、質問事項に対してはなるべく学生全体にお話しし、
情報の共有を図る。
〔教員からの一言〕
くすりを単なる白い粉でなく、その本質である化学構造に基づいて理解するための基本となる講義です。
くすりは生体分子を標的に作用しますが、多くは生体分子の構造を基に作られています。したがって、生
体分子の化学構造やそれに基づく機能を理解することは、医薬品の分子レベルでの理解に繋がります。く
すりを好きになるために「生体分子の化学」を楽しんでみて下さい。
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漢方薬物学 I
Kampo Medicine I

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

三巻　祥浩　　横須賀　章人　　松尾　侑希子

学 習 目 標
(GIO)

漢方の特質、陰・陽、虚・実、寒・熱、表・裏、気・血・水など漢方独自の基礎概念と証、漢方薬に配合さ
れる生薬の成分と薬理作用、重要な健康保険適用漢方薬と配合生薬ならびにその臨床応用、漢方薬の使用上
の注意、漢方薬の副作用と薬物相互作用を理解する。医師が西洋医学的な治療に併せて漢方薬を処方した際
に、その処方目的を理解し、患者に適切な漢方医薬品情報を提供できるまでの基礎知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 漢方の歴史を概説できる。 Y-5-1-1
2 漢方医学と漢方薬の特徴を概説できる。 E2-10-1-1
3 漢方医学と中医学の違いを概説できる。 Y-5-1-2
4 漢方薬と西洋薬の相違を説明できる。 E2-10-1-4

5 漢方薬と民間薬、サプリメント、保健機能食品などとの相違を説明で
きる。 E2-10-1-4

6 漢方医学における証の概念（陰・陽、虚・実、寒・熱、表・裏、気・血・
水など）を説明できる。 E2-10-1-2

7 漢方医学の診断法を概説できる。 E2-10-2-1
8 漢方医学における体質や病態の捉え方、治療法を概説できる E2-10-2-1
9 日本薬局方収載されている漢方薬の適応症と配合生薬を説明できる。 E2-10-1-3, E2-10-2-2

10 漢方薬に配合される代表的な生薬を例示し、薬効に関与している成分を
説明できる。 E2-10-1-3, E2-10-2-2

11 漢方薬の剤形と特徴を説明できる。 Y-5-2-3
12 現代医療における漢方薬の重要性を説明できる。 E2-10-2-3
13 漢方薬の使用上の注意点を説明できる。 E2-10-3-1
14 漢方薬の副作用を説明できる。 E2-10-3-1
15 漢方薬と西洋薬との相互作用を説明できる。 E2-10-3-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 三巻 漢方医学の歴史と特徴 1、2、3
2 〃 漢方医学における証の概念と疾患の捉え方 4、6
3 〃 漢方医学における診断法（四診） 6、7、8

4 〃
漢方薬の保険適用
慢性頭痛と呉茱萸湯、釣藤散など
漢方薬と民間薬の相違

5、8、9、10、12

5 横須賀
松尾

漢方薬各論 (1)：桂枝湯、桂枝加芍薬湯、桂枝加芍薬大黄
湯、小建中湯、当帰建中湯、黄耆建中湯、芍薬甘草湯、大黄
甘草湯など
こむらがえりと芍薬甘草湯、便秘と大黄甘草湯
漢方の治療原則 (1)

8、9、10、12

6 〃

漢方薬各論 (2)：桂枝加朮附湯、桂枝加竜骨牡蛎湯、当帰四
逆加呉茱萸生姜湯、葛根湯、葛根湯加川キュウ辛夷、麻黄
湯など
術後下腹部疼痛と当帰四逆加呉茱萸生姜湯、慢性副鼻腔炎
（蓄膿症）と葛根湯加川芎辛夷
附子の修治法

8、9、10、12

7 三巻
漢方薬各論 (3)：小青竜湯、麦門冬湯、大建中湯など
インフルエンザと麻黄湯、コデイン抵抗性の咳嗽と麦門冬
湯、癒着性イレウス（腸閉塞）と大建中湯

8、9、10、12

8 横須賀
松尾

漢方薬各論 (4)：小柴胡湯、柴胡桂枝湯、大柴胡湯、柴陥湯
など
高血圧症と大柴胡湯
漢方の治療原則 (2)

8、9、10、12

9 〃
漢方薬各論 (5)：四逆散、柴胡加竜骨牡蛎湯、柴胡桂枝乾姜
湯、乙字湯、小柴胡湯加桔梗石膏、白虎加人参湯など
神経症状と柴胡加竜骨牡蛎湯
漢方薬の剤形

8、9、10、11、12
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

10 三巻

漢方薬各論 (6)：補中益気湯、加味逍遙散、半夏瀉心湯、三
黄瀉心湯、六君子湯、人参湯など
漢方薬の臨床応用 (1)：胆石症、胃食道逆流症（非びらん性
胃食道逆流症）、機能性胃腸症など
柴胡剤と瀉心湯類

8、9、10、12

11 〃
漢方薬各論 (7)：八味地黄丸、牛車腎気丸、柴朴湯、半夏厚
朴湯、麻杏甘石湯、五虎湯、神秘湯、苓甘姜味辛夏仁湯など
漢方薬の臨床応用 (2)：抗がん剤の副作用の軽減、高齢者糖
尿病、気管支喘息など

8、9、10、12

12 〃

漢方薬各論 (8)：柴苓湯、五苓散、加味帰脾湯、酸棗仁湯、
抑肝散、抑肝散加陳皮半夏、当帰芍薬散、桂枝茯苓丸、加味
逍遙散など
漢方薬の臨床応用 (3)：ネフローゼ症候群、不眠症、認知
症、更年期障害など

8、9、10、12

13 〃

漢方薬各論 (9)：四物湯、温清飲、十全大補湯など
漢方薬の使用上の注意と副作用、相互作用
胃腸障害、肝機能障害、間質性肺炎、偽アルドステロン症、
うっ血性心不全、腸間膜静脈硬化症など
小児、高齢者、妊婦に対する使用上の注意

13、14、15

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義プリントに、説明事項や板書事項を書き込む形式で講義を進める。
薬剤師国家試験問題のうち、漢方薬に関する問題を題材として、出題意図、解答、関連項目をレポートに
纏めてもらう。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義 1 回ごとにキーワードを示し、学生がプリントに説明事項や板書事項を書き込む形式で講義を進め
る。最終的に各自のオリジナル講義ノートが完成することになり、それをもとに復習をすれば、重要なポ
イントを見落とすことなく学習することができる。また、適宜実物の生薬や漢方薬を提示し、理解を深め
るように努めている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：過去の定期試験問題を用いて演習を行い、知識の定着度を確認する。
c）態度：受講態度不良者に対して改善の指導をする。
d）パフォーマンス：主に国家試験の問題を用いて演習を行い、習熟度を確認する。
2）総括的評価
a）知識：定期試験にて評価する（100%）。再試験を１回実施する。
〔教科書〕
薬学生のための漢方薬入門第 4版（指田、三巻編著、廣川書店）
漢方薬物学 Ｉ 講義ノート、漢方薬物学 Ｉ 資料集（生協にて購入のこと）
〔参考書〕
漢方の第一歩（並木監、渡辺著、南江堂）
症例実解漢方薬学（小池、庄子、塚田著、京都廣川書店）
今日の治療薬 2021（浦部、島田、川合、伊豆津編集、南江堂）
〔オフィスアワー〕
三巻　祥浩　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。研究 2号館 4階 408教授室
〔所属教室〕
三巻　祥浩　漢方資源応用学教室　研究 2号館 4階 408教授室
横須賀　章人　漢方資源応用学教室　研究 2号館 4階 408室
松尾　侑希子　漢方資源応用学教室　研究 2号館 4階 408室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。予習は、漢方薬物学 Ｉ 講義ノートに各項目の教科書の
該当ページが記載されているので、該当箇所をよく読んで講義に臨むこと。復習では、漢方薬物学 Ｉ 講
義資料集に掲載されている練習問題を十分に活用すること。
〔学生へのフィードバック〕
講義の最後に課題を課し、次回の講義で解説を行う。
〔教員からの一言〕
2年前期の漢方薬物学実習の内容を、より深く、理論的に解説します。
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バイオ医薬品
Biopharmaceutics in Medicine

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

高木　教夫

林　秀樹

学 習 目 標
(GIO)

医療におけるバイオテクノロジーの応用は広範囲にわたっている。当該科目においては、生化学 I～III で修
得した知識統合しながら、遺伝子情報に基づく遺伝子操作法への理解を深め、遺伝子診断・治療、テーラー
メード医療、ゲノム創薬および再生医療の概念を修得する。さらに、バイオテクノロジーを駆使したバイオ
医薬品、細胞治療、遺伝子治療および分子標的薬などによる疾患治療に関する知識と具体例を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 遺伝情報の保存と発現の流れを説明できる。
DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。 C6-4-1-1～2

2
染色体（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメアなど）お
よび遺伝子（プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）
の構造、RNAの種類と機能について説明できる。

C6-4-2-1～3

3 DNA の複製過程および DNA から RNA への転写過程について説明で
きる。 C6-4-3-1, C6-4-4-1

4 エピジェネティックな転写制御について説明できる。
転写因子による転写制御について説明できる。 C6-4-4-2～3

5
RNAのプロセシング（キャップ構造、スプライシング、snRNP、ポリ A
鎖など）について説明できる。
RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。

C6-4-4-4～5

6 DNAの変異と修復について説明できる。 C6-4-5-1

7
遺伝子工学技術（イデンシクローニング、cDNAクローニング、PCR、組
換えタンパク質発現法など）について概説できる。
遺伝子改変動物（遺伝子導入・欠損動物、クローン動物など）について概
説できる。

C6-4-6-1～2

8 細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。 C6-7-2-1

9 正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。
がん遺伝子とがん抑制遺伝子について概説できる。 C6-7-3-1～2

10
組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。
代表的な組換え体医薬品を列挙できる。
組換え体医薬品の安全性について概説できる。

E2-8-1-1～3

11 遺伝子治療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説で
きる。 E2-8-2-1

12 移植医療の原理、方法と手順、現状およびゲノム情報の取り扱いに関す
る倫理的問題点を概説できる。 E2-8-3-1

13

摘出および培養組織を用いた移植医療について説明できる。
臍帯血、末梢血および骨髄に由来する血液幹細胞を用いた移植医療につ
いて説明できる。
胚性幹細胞（ES 細胞）、人工多能性幹細胞（iPS 細胞）を用いた細胞移植
医療について概説できる。

E2-8-3-2～4

14
代表的な遺伝子組換え体の抗リウマチ薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副
作用を説明できる。
代表的な遺伝子組換え体の骨粗鬆症治療薬および関連薬を挙げ、薬理作
用、機序、主な副作用を説明できる。

E2-2-3-1～2

15 代表的な遺伝子組換え体の血液製剤類、血液凝固関係製剤、抗血栓剤を
挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。 E2-3-2-2, E2-3-2-5

16 分子標的治療薬としての代表的な抗悪性腫瘍薬を挙げ、薬理作用、機序、
主な副作用を説明できる。 E2-7-8-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 高木 生命情報を担う遺伝子概論と遺伝子情報を担う分子 1, 2

2～4 〃 遺伝子の複製および転写・翻訳の過程と調節および遺伝子
の変異・修復 3～6

5～6 〃 遺伝子工学技術と遺伝子改変動物 7

7, 8 〃 細胞死および正常細胞・がん細胞
がん遺伝子とがん抑制遺伝子 8, 9

9 〃 組換え体医薬品 10
10～11 〃 遺伝子治療および細胞、組織を用いた移植医療 11～13
12～14 林 (秀） 代表的な遺伝子組換え体の治療薬の薬理作用、機序、副作用 14～16
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
◯各回に対応する補助プリントを配布し、講義しながら、空欄部分や補足部分を記入させるようにしてい
る。
◯WebClassにおいて、講義の復習を演習形式で各自自習できるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
○毎回、講義の最初に進行予定範囲とキーワードを示し、何を学ぶか目標を明確にしている。
○機能形態学、生化学などで得た知識を可能な限り復習し、これら知識と病態、そして薬の効くプロセス
を連動させて考え、応用力を養えるよう努めている。
○教科書等に未掲載の最新バイオ医薬品の作用機序や副作用情報は講義用補助プリントに随時反映させ、
提供・解説している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価
a)　知識：　定期試験の成績（100%）。　
〔教科書〕
薬学領域の生化学　第 2版（伊東　晃編　廣川書店）
バイオ医薬品（京都廣川書店）
〔参考書〕
補助プリントを配布
ハーパー・生化学（上代 淑人監訳　丸善）
遺伝子工学　ー基礎から応用までー（野島博著　東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
高木　原則としていつでも可。ただし要事前連絡。
林 (秀）原則としていつでも可。ただし要事前連絡。
〔所属教室〕
高木　応用生化学教室　研究 2号棟６階　 606号
林 (秀）応用生化学教室　研究 2号棟６階　 606号
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義用資料を予め配布しており、それに従って予習が行えるように配慮している。復習についてもテキス
トだけでなく、講義用資料を活用するように指導している。予習よりも復習に重点を置いた指導を行って
いる。
〔学生へのフィードバック〕
講義内で関連科目に関する質問を行い、解説をしてフィードバックする。
WebClassの演習に対してフィードバックを行なっている。
〔教員からの一言〕
抗体医薬品等を中心とするバイオ医薬品、細胞治療、遺伝子治療などは、薬学領域でもこれから益々重要
になってくる分野です。日々進化していく分野の中で、その必要性と重要性を実感しながら学んでいって
ください。

– 123 –174



感染制御学
Infection Control Science

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

中南　秀将（全クラス）

学 習 目 標
(GIO)

　感染症は微生物が人（宿主）に定着・侵入することによって発症し、その原因微生物の伝播によって拡大
する疾患である。さらに、易感染性宿主の増加や生活環境の変化が、新たな感染症の流行や薬剤耐性菌の出
現につながり、感染症の治療が難しくなっている。そのため、感染症治療薬の適正使用が重要となっている。
本講義は、薬剤師として感染症治療に必要な基本知識に加え、変化する感染症に対応できる能力の習得を目
指している。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤（ワクチン等）を挙げ、その
作用機序を説明できる。 E2-7-1-2

2 代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-7

3

以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予
防方法および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
上気道炎（かぜ症候群（大部分がウイルス感染症）を含む）、気管支炎、
扁桃炎、細菌性肺炎、肺結核、レジオネラ感染症、百日咳、マイコプラズ
マ肺炎

E2-7-3-1

4

以下の消化器感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。
急性虫垂炎、胆のう炎、胆管炎、病原性大腸菌感染症、食中毒、ヘリコバ
クター・ピロリ感染症、赤痢、コレラ、腸チフス、パラチフス、偽膜性大
腸炎

E2-7-3-2

5
以下の感覚器感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。
副鼻腔炎、中耳炎、結膜炎

E2-7-3-3

6
以下の尿路感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。
腎盂腎炎、膀胱炎、尿道炎

E2-7-3-4

7
以下の性感染症について、病態（病態生理、症状等）、予防方法および薬
物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
梅毒、淋病、クラミジア症等

E2-7-3-5

8 脳炎、髄膜炎について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬
品の選択等）を説明できる。 E2-7-3-6

9
以下の皮膚細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治
療（医薬品の選択等）を説明できる。
伝染性膿痂疹、丹毒、せつ、毛のう炎、ハンセン病

E2-7-3-7

10
以下の薬剤耐性菌による院内感染について、感染経路と予防方法、病態
（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
MRSA、VRE、セラチア、緑膿菌等

E2-7-3-9

11

以下の全身性細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路
と予防方法および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
ジフテリア、劇症型 A 群 β 溶血性連鎖球菌感染症、新生児 B 群連鎖球
菌感染症、破傷風、敗血症

E2-7-3-10

12
ヘルペスウイルス感染症（単純ヘルペス、水痘・帯状疱疹）について、治
療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、予防方法および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-7-4-1

13
サイトメガロウイルス感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、
主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
等）を説明できる。

E2-7-4-2

14
エンザについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経
路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
等）を説明できる。

E2-7-4-3

15
ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、治療薬の薬理（薬理作
用、機序、主な副作用）、感染経路と予防方法および病態（病態生理（急
性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物治療（医薬品の
選択等）を説明できる。

E2-7-4-4

16
後天性免疫不全症候群（AIDS）について、治療薬の薬理（薬理作用、機
序、主な副作用）、感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-7-4-5

17

以下のウイルス感染症（プリオン病を含む）について、感染経路と予防方
法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明
できる。
伝染性紅斑（リンゴ病）、手足口病、伝染性単核球症、突発性発疹、咽頭
結膜熱、ウイルス性下痢症、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、風邪症候群、
Creutzfeldt-Jakob（クロイツフェルト-ヤコブ）病

E2-7-4-6

18 抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明で
きる。 E2-7-5-1
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

19
以下の真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬
品の選択等）を説明できる。
皮膚真菌症、カンジダ症、ニューモシスチス肺炎、肺アスペルギルス症、
クリプトコックス症

E2-7-5-2

20
以下の原虫感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説
明できる。
マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナス症、アメーバ赤痢

E2-7-6-1

21
以下の寄生虫感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説
明できる。
回虫症、蟯虫症、アニサキス症

E2-7-6-2

22 病原微生物・悪性新生物が関わる疾患に用いられる代表的な薬物の基本
構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。 E2-7-10-1

23 ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合
ワクチンなど）について説明できる。 C8-2-2-1

24 現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症な
ど）の特徴について説明できる。 D1-2-2-1

25 感染症法における、感染症とその分類について説明できる。 D1-2-2-2
26 代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。 D1-2-2-3
27 予防接種の意義と方法について説明できる。 D1-2-2-4
28 母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。 D1-2-4-2
29 滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説明できる。 C8-3-5-1
30 主な滅菌法および消毒法について説明できる。 C8-3-5-2

31 感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸など）と共生（腸内細菌など）
について説明できる。 C8-4-1-1

32 日和見感染と院内感染について説明できる。 C8-4-1-2
33 感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。 F-2-6-4
34 代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる。 F-2-6-6

35 院内での感染対策（予防、蔓延防止など）について具体的が提案がで
きる。 F-2-6-14

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

１ 中南
感染症総論
感染症法、新興再興感染症、感染経路と潜伏期、治療法、臨
床検査、予防接種

1、2、23、24、
25、27、31

2 〃
感染症治療 総論
治療薬の副作用、相互作用、薬物動態、抗微生物薬の適正
使用、PK/PD

3～22

3 〃 感染症各論（1）
消化器系（肝炎を含む）、循環器系、腎・泌尿器系 4、6

4 〃 感染症各論（2）
呼吸器、感覚器系、中枢系神経系（髄膜炎） 3、5、8

5 〃 感染症各論（3）
皮膚・軟部組織、性感染症、母子感染症、その他 7、9、11、26、28

6 〃 感染症各論（4）
グラム陽性菌感染症

2、3、5、8、9、
10、11

7 〃 感染症各論（5）
グラム陰性桿菌感染症 2、3、4、5、6、7

8 〃 感染症各論（6）
グラム陰性桿菌、その他の細菌感染症 3、7、10

9 〃
感染症各論（7）
DNAウイルス感染症（ヘルペスウイルス、サイトメガロウ
イルス、突発性発疹、伝染性単核球症、咽頭結膜熱、ウイル
ス性下痢症）

12、13、15

10 〃
感染症各論（8）
RNA ウイルス感染症（インフルエンザ、伝染性紅斑（リ
ンゴ病）、手足口病、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、風邪症
候群、

14、15

11 〃
感染症各論（9）
RNAウイルス感染症（レトロウイルス感染症）とプリオン
輸入感染症、国際協力

2、16、17

12 〃 感染症各論（10）
真菌感染症、原虫・寄生虫感染症

2、18、19、20、
21

13 〃
感染制御
院内感染、薬剤耐性菌対策、感染症対策、サーベイランス、
AST、ICT

29、30、32、33、
34、35
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
WebClassに講義資料および確認試験を掲示。
確認試験により、学修の到達レベルを確認させている。
講義中に、学生を指名し、質問について回答させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・新聞や TVニュース等で報道された最新の感染症情報や開発中の抗微生物薬や副作用情報などを、図表
や写真・新聞記事を活用して、リアルタイムで講義に取り入れ、興味ある講義を心がけている。
・WebClassに、講義内容をまとめた図表を掲示し、学修しやすいようにしている。
・WebClassに確認問題を掲示し、学修の到達レベルが確認できるようにしている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:ペーパー試験に加え、WebClassの確認問題や口頭試問等にて評価する。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（80%）、WebClassの確認問題（20%）等にて評価する。
3）成績評価の基準
S（90%以上）：合格
A（80～89%）：合格
B（70～79%）：合格
C（60～69%）：合格
D（60%未満）：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C
出席不良者（全講義の１/３以上の欠席）に対しては、定期試験の受験停止措置を講ずることがある。欠席
や遅刻等で、適切な理由があるものは欠席届を提出すること。
〔教科書〕
新しい微生物学　第 5版（廣川書店）
〔参考書〕
JAID/JSC感染症治療ガイド 2019（岩田健太郎　総合医学社）
抗菌薬虎の巻　改訂２版　（大曲貴夫・監修　南山堂）
グローバル感染症マニュアル（南江堂）
医科ウイルス学　改訂第３版（南江堂）
薬がみえる Vol.3（Medic Media)
感染症診療スタンダードマニュアル　第 2版（羊土社）
〔オフィスアワー〕
いつでも可（病原微生物学教室）
〔所属教室〕
中南　秀将　病原微生物学教室　研究 2号館 5階
〔準備学習（予習・復習等）〕
・講義資料はWebClass上に掲示します。各自、ダウンロードし、持参してください。
・確認問題がWedClassに掲示されています。成績評価にも反映されますが、それ以外でも各自で、予習や
復習に活用してください。
〔学生へのフィードバック〕
講義において、練習問題を提示して、解答と解説を行い、講義内容のフィードバックする。
最終の講義において、重要点を解説する。
〔教員からの一言〕
感染制御学は、病院にとどまらず、在宅においても重要になっています。また、感染症は福祉制度、公衆
衛生、生活環境によって変わります。年によって、流行する感染症は異なります。これらの変化に対応で
きる薬剤師になれるように、講義だけに頼らず、視野を社会に広げてください。
常に、新しい情報を取得できるように心がけてください。
本講義は、知識よりも、感染症に対する考え方やその情報処理について学修できることを重点においてい
ます。
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臨床免疫学
Clinical Immunology

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

安達　禎之、山中　大輔　

学 習 目 標
(GIO)

生体はさまざまな仕組みを用いて恒常性を維持している。これらの仕組みの中で、病原微生物によってもた
らされる感染症や悪性腫瘍などに対し、これを排除するために中心となって働くのは免疫機構（あるいは生
体防御機構）である。この免疫機構・生体防御機構は原始的な生物からヒトまで広く備わっている。本講義
では、2年次に’免疫学’で修得した免疫に関わる基礎的な知識（免疫組織、細胞、因子など）を基盤として、
感染、移植、腫瘍、アレルギー、自己免疫、免疫不全など、免疫の維持と関連疾患について病態と治療法を
学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 自然免疫、獲得免疫、受動免疫、能動免疫について説明できる。 C8-1-1-3
2 体液性免疫、細胞性免疫について説明できる。 C8-1-1-4
3 移植片の拒絶と生着の機構を説明できる。 C8-2-1-4
4 GVH反応について説明できる。 C8-2-1-4
5 腫瘍と宿主免疫系との相互関係について説明できる。 C8-2-1-6
6 感染症に関わる免疫機構について説明できる。 C8-2-1-5
7 免疫・神経・内分泌の関係について説明できる。 C8-2-1-1

8 免疫抑制薬、免疫増強薬について説明できる。 C8-2-2-1, C8-2-2-3, E2-
2-2-2, E2-2-4-1

9 アレルギー疾患の病態と治療法について説明できる。 C8-2-1-2, E2-2-2-1
10 免疫学的自己非自己を制御する仕組みを説明できる。 C8-1-1-2
11 免疫学的自己非自己の制御が破綻する仕組みを説明できる。 C8-1-1-2
12 自己免疫疾患の病態と治療法について説明できる。 C8-2-1-3
13 免疫不全の病態と治療法について説明できる。 C8-2-1-3
14 免疫増殖性症候群の病態と治療法について説明できる。 C8-2-1-6
15 免疫検査について説明できる。 E1-2-2-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 安達、山中 はじめに、自然免疫、獲得免疫、受動免疫、能動免疫 1,2,7

2 〃 免疫不全・免疫増殖性症候群 8,13,14

3 〃 アレルギー（急性） 9
4 〃 アレルギー（慢性）、アレルギー治療 8,9

5 〃 感染免疫 1,6,8

6 〃 予防接種、ワクチン 1,2,6,8

7 〃 免疫抑制薬 8
8 〃 自己免疫疾患（1）自己免疫疾患の発症機構 10,11,12

9 〃 自己免疫疾患（2）代表的な自己免疫疾患の病態と治療 8,10,11,12

10 〃 移植免疫 1,2,3,4

11 〃 腫瘍免疫 5,8

12 〃 臓器特異的自己免疫疾患 10,11,12

13 〃 免疫反応の応用、血液製剤 15
14 〃 総合演習 1～15

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
レポート課題に取り組み、WebClass上の演習問題を解くことで、自ら課題を発見し解決する能力を醸成
する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1. すべての pptファイルは公開している。前年度のファイルを見ることで、講義全体の流れを知ることが
でき、また予習復習に役立てることができる。あらかじめキーワードのリストを「講義のポイント」とし
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て配布し、講義の目標を明確にしている。レポート提出を複数回実施し、自ら調査して報告書を作成する
ことを経験してもらっている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：レポート作成を通じて、解釈ならびに問題解決レベルの知識を醸成する。
2）総括的評価
a) 知識:定期試験 (70%)、レポート (30%)などにより総合的に評価する。
〔教科書〕
免疫学概説（宿前ら　廣川書店）
〔参考書〕
免疫生物学（笹月監訳　南江堂）
免疫学イラストレイテッド（高津監訳　南江堂）
免疫系のしくみ-免疫学入門-（大沢利昭訳　東京化学同人）
免疫学の基礎（小山次郎、大沢利昭　東京化学同人）
免疫学辞典（大沢利昭ら編　東京化学同人）
医系免疫学（矢田純一著　中外医学社）
標準免疫学（谷口克、宮坂昌之編　医学書院）
カラー図説免疫（笹月健彦監訳　メディカルサイエンスインターナショナル）
分子細胞免疫学（松島綱治訳、エルゼビア・ジャパン）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　ただし、メールにて予約すること。
〔所属教室〕
免疫学教室　研究 2号棟 505号
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義資料をWebClassに事前に掲示する。これらを事前に読むこと。
課題レポートに取り組むことで、知識を定着させること。また、課題で遭遇する難病に対する医療者の取
り組みに接することで、倫理観など医療人として必要なことを身に着ける。
〔学生へのフィードバック〕
日々の質問に丹念に答え、定期試験前には、準備すべき学習内容について入念に復習講義を行い、定期試
験後にはフィードバック講義を行う。
〔教員からの一言〕
講義対応Web WebClass
講義対応Web に前年の同科目の講義ファイルが公開されています。これらを見て予習しておくことを勧
めます。
〔備考〕
関連するコアカリ項目
C8-1 生体防御反応
C8-1 免疫を担当する組織・細胞
C8-1 分子レベルで見た免疫のしくみ
D1-2 感染症とその予防
D1-2 母子保健
D2-1 化学物質による発がん
E1-2 症候
E1-2 病態・臨床検査
E2-2 免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬
E2-3 血液・造血器系疾患の薬、病態、治療
E2-4 呼吸器系疾患の薬、病態、治療
E2-4 消化器系疾患の薬、病態、治療
E2-5 代謝系疾患の薬、病態、治療
E2-5 内分泌系疾患の薬、病態、治療
E2-7 細菌感染症の薬、病態、治療
E2-7 ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療
E2-7 悪性腫瘍の薬、病態、治療
E2-8 バイオ・細胞医薬品とゲノム情報
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化学物質と生体影響
Chemical Substances and Biological Effects

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

小倉　健一郎（C,D,E,F）

西山　貴仁　（G,H）

大沼　友和　（A,B）

学 習 目 標
(GIO)

我々の身の回りには、栄養素や生体成分などの生体維持にとって不可欠な物質以外に、外来物質あるいは異
物と呼ばれる多種多様な化学物質が存在している。例えば、医薬品、食品添加物、農薬、香粧品など、我々
が意図的に創製した化学物質のみならず、非意図的に創り出された多くの環境汚染物質や天然物質などがあ
る。これらの多種多様な異物は、飲食、呼吸、そして接触などにより体内に吸収されたのちに、各組織に分
布し、代謝・排泄される。体内に吸収された異物の中には、そのままの型であるいはさらに代謝を受けた代
謝物として有害作用あるいは薬理作用を発現するものもある。このような多種多様な化学物質の生体への影
響（特に有害作用）を知るために、化学物質の吸収、分布、代謝、排泄（ADME）の基本的プロセスについ
て学習する。さらに、慢性毒性として最大の脅威である化学発がんについて、代表的な発がん性物質を例示
しながらその発現機序について学ぶ。尚、食品や環境中に存在する化学物質の生体影響、毒性評価法、なら
びに安全性評価と適正使用については、3年後期の化学物質の毒性と安全性で詳しく学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 代表的な有害化学物質の吸収、分布の基本的なプロセスについて説明で
きる。 D2-1-1-1

2 代表的な有害化学物質の代謝の基本的プロセスについて説明できる。 D2-1-1-1, E4-1-4-1
3 代表的な有害化学物質の排泄の基本的プロセスについて説明できる。 D2-1-1-1

4 代表的な薬物代謝酵素について概説できる。 D2-1-1-1, D2-1-3-1,
E4-1-4-1

5 薬物代謝第 I相酵素が関わる代謝、代謝的活性化について概説できる。 D2-1-1-1, D2-1-3-1,
E4-1-4-2

6 薬物代謝第 II相酵素が関わる代謝、代謝的活性化について概説できる。 D2-1-1-1, D2-1-3-1,
E4-1-4-2

7 活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて
説明できる。 D2-1-1-4

8 発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明
できる。 D2-1-3-1

9 遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説明できる。 D2-1-3-2

10 発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーションなど）について概
説できる。 D2-1-3-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 小倉・西山・大沼 有害化学物質の体内動態 1,2,3

2 〃 有害化学物質の体内動態 1,2,3

3 〃 有害化学物質の体内動態 1,2,3

4 〃 有害化学物質の体内動態 1,2,3

5 〃 薬物代謝第 I相酵素の種類と特徴 4
6 〃 薬物代謝第 II相酵素の種類と特徴 4
7 〃 活性酸素毒性と生体防御機構 7
8 〃 薬物代謝酵素に影響を及ぼす因子 4
9 〃 薬物代謝第 I相酵素による化学物質の代謝的活性化 5,8

10 〃 薬物代謝第 II相酵素による化学物質の代謝的活性化 6,8

11 〃 化学物質による遺伝子障害とその検出法 9
12 〃 化学発がん（発がん性物質の種類と分子メカニズム） 8,10

13 〃 化学発がん（発がん性物質の種類と分子メカニズム） 8,10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義と関連する基礎的な内容をランダムに指名して口頭で回答させている。小テストや演習問題の回答と
その理由をランダムに指名して口頭で述べさせている。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義毎に行動目標を伝えさらに行動目標に関連するキーワードを提示する。薬毒物による中毒事件の報道
などを紹介しつつ、講義内容に興味が湧くような授業としている。教科書と講義内容の関連性が明確にな
るように指示しながら講義を行い、予習・復習がし易いように心がけている。プロジェクターの使用は、
写真や複雑な図などの板書出来ないものに限って行なう。
〔成績評価方法〕
<試験、レポート・課題により評価する>
1) 形成的評価
a) 知識：講義内で関連事項の質疑を行い、解説を加えてフィードバックする。
2) 総括的評価
a) 知識：定期試験 (70%)、レポート・課題（30%）にて評価する。
S (90%以上)： 　 合格
A (80～90%未満)： 合格
B (70～80%未満)： 合格
C (60～70%未満)： 合格
D (60%未満)： 　 不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
最新衛生薬学（別府、平塚編　廣川書店）
〔参考書〕
裁判化学（吉村編著）、衛生薬学―健康と環境―（永沼、姫野、平塚編　丸善）、薬毒物試験法と注解 2017
（日本薬学会編）、必携・衛生試験法　第 3版（日本薬学会編）
〔オフィスアワー〕
小倉　いつでも可。薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4F (403)（研究室２）但し、要事前連絡。
西山　いつでも可。薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4F (403)（研究室３）但し、要事前連絡。
大沼　いつでも可。薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4F (403)（研究室２）但し、要事前連絡。
〔所属教室〕
小倉　薬物代謝安全性学教室　准教授　
西山　薬物代謝安全性学教室　講師
大沼　薬物代謝安全性学教室　助教　
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、教科書の該当範囲を読んでから講義に臨む。また、講義
後の復習を必ずおこない、不明な箇所等についてはオフィスアワーを有効に活用して指導を受けるように
して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
講義時間中に行う演習問題とその解説を通じて、学習内容の理解度を高める。
〔教員からの一言〕
医薬品、食品添加物、農薬、香粧品やその他工業用品など皆さんの生活を豊かにする化学物質が日々開発
され、使用されています。しかしながら、それらのほとんどは人工的に化学合成されたものであり、その
使用量、使用方法や、廃棄物としての処理法が不適切な場合には、重大な健康被害を及ぼすおそれがあり
ます。皆さん一人ひとりの顔や性格が違うように、それら化学物質の構造や物理化学的性質、そして生体
に対する影響も様々です。この講義を受講すれば、化学物質の毒性について予測することが可能となり、
様々な化学物質による有害作用を回避し、適正に使用できる様になります。薬学部ならではの内容ですの
でしっかり勉強して下さい。
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食品の安全性と管理
Food Hygiene and Food Regulation

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

早川　磨紀男（A・B，C・D）

安藤　堅　　（E・F，G・H）

学 習 目 標
(GIO)

健康維持に必要な食品の安全性を科学的に理解するために、食品の品質と管理、食中毒、食品汚染による健
康被害に関する基本的知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 農薬の安全性と残留基準について説明できる。 D1-3-3-3
2 遺伝子組換え食品の現状を説明できる。 D1-3-2-7
3 食品添加物の法的規制と問題点について説明できる。 D1-3-2-7
4 代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。 D1-3-2-5
5 食品が腐敗する機構について説明できる。 D1-3-2-1, D1-3-2-3
6 油脂が変敗する機構を説明できる。 D1-3-2-2
7 食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構を説明できる。 D1-3-2-1
8 食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。 D1-3-2-3

9 食品を介した感染症（経口感染症）を列挙し、それらの原因となる微生物
の性質、作用機構、症状の特徴を説明できる。 D1-3-3-1

10 食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。 D1-3-3-1～2

11 代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生
物の性質、症状、原因食品および予防法について説明できる。 D1-3-3-1

12 食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特
徴を説明できる。 D1-3-3-2

13 代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障害について概説で
きる。 D1-3-3-3

14 食品成分由来の発がん物質を列挙し、それらの生成機構を説明できる。 D1-3-2-4

15 化学物質（ヒ素、メチル水銀、Cd、PCBなど）による食品汚染の具体例
を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。 D1-3-3-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 安藤、早川 残留農薬による食品汚染 1
2 〃 遺伝子組換え食品 2
3 〃 食品添加物概説 3
4 〃 食品添加物各論 4
5 〃 食品の変質と腐敗 5、6、7
6 〃 食品の安全性確保のための施策 8
7 〃 経口感染症 9
8 〃 食中毒の種類と発生状況 10
9 〃 微生物による食中毒（１） 11
10 〃 微生物による食中毒（２） 11
11 〃 自然毒による食中毒 12
12 〃 マイコトキシン 13
13 〃 食物中の発癌物質 12、14
14 〃 環境汚染物質による食品汚染 15

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
食品汚染、食中毒事件、環境汚染問題など、われわれの健康を脅かす社会問題や食品に新たに見いだされ
た機能性などをテーマとして、これらに関連した報道記事等を主体的に調査し、その内容を簡潔に報告す
るとともに、記事の背景となった事実や知見について、客観的視点で追跡・考察したレポートを課す。ま
た、SBOに掲げられていて授業でも取り上げる重要な項目を網羅した自己点検チェックシートを配布し、
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受講後、各項目について説明できることを目指すよう指導する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
食品の安全性に関わる時事問題を適時取り上げ紹介することにより、学生に食と健康への関心を高める機
会を与えている。プロジェクターで映写して紹介した資料は、WebClassに掲示して、復習に役立てられる
ようにしている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
知識：講義の進行とともにWebClassで重要な資料を掲示しており、学生の閲覧状況を随時、把握してい
る。
2）総括的評価
知識：試験 (95%)、レポート (5%)により評価する。
〔教科書〕
最新衛生薬学（別府正敏、平塚明　編集　廣川書店）
〔オフィスアワー〕
原則いつでも可であるが、事前にメール等で連絡するのが望ましい。　
早川　衛生化学教室　研究１号館４階　 402-0号
安藤　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
〔所属教室〕
早川　衛生化学教室　研究１号館４階　 402-0号
安藤　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習は講義前に 10分程度で良いので、シラバスに記載された予定授業内容に対応する教科書の記載を読ん
でから講義に臨んでください。復習は、講義後WebClassに掲示された資料を随時閲覧して、理解できて
いるかどうか確認してください。細菌性食中毒や経口感染症などについては、原因菌、特徴的な症状、予
防法、発生状況などを表にまとめて復習すると良いでしょう。食品添加物は、教科書の図とWebClass掲
載資料を参照して構造式と添加物名、用途を結び付けられるようにしましょう。
〔学生へのフィードバック〕
フィードバック講義を実施する。
〔教員からの一言〕
「栄養と食品機能」（２年生後期）と同様、国家試験で度々出題される領域を扱います。食中毒の発生状況、
新規に指定された食品添加物など、リアルタイムの内容を授業でとりあげます。
〔備考〕
D1　健康　（3）栄養と健康のうち、［2. 食品機能と食品衛生］に関する D1-3-2-1から D1-3-2-5までの
SBOsと D1-3-2-7の一部、および、［3. 食中毒と食品汚染］に関する D1-3-3-1から D1-3-3-3の全ての
SBOsを行動目標として取り上げます。
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化学物質の毒性と安全性
Toxicity and Safety of Chemical Substances

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

小倉　健一郎（C,D,E,F）

西山　貴仁　（G,H）

大沼　友和　（A,B）

学 習 目 標
(GIO)

我々の身の回りには、栄養素や生体成分などの生体維持にとって不可欠な物質以外に、外来物質あるいは異
物と呼ばれる多種多様な化学物質が存在している。例えば、医薬品、食品添加物、農薬、合成麻薬・覚醒剤
など、我々が意図的に創製した化学物質の他、非意図的に創り出された多くの環境汚染物質や天然物質など
が有る。我々の日常生活は、それら様々な化学物質の恩恵のもとに成り立っている反面、それらが潜在的に
もつ危険性に常に曝されている。多種多様な化学物質による危険性から回避でき、安全で安心な日常生活を
おくれるようになるために、食品や環境中に存在する代表的な化学物質を例示しながら、その毒性発現機序、
健康影響、毒性評価法に関する基本的知識を修得し、化学物質のリスク評価と適正使用（リスク管理）につ
いて学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 重金属、PCB、ダイオキシンなどの代表的な有害物質の特徴について説
明できる。 D2-1-1-3

2 農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明できる。 D2-1-1-3

3 肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す代表的な化学物質を列挙で
きる。 D2-1-1-2

4 重金属による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説
明できる。 D2-1-1-4

5 薬物乱用による健康への影響について説明できる。 D2-1-1-5
6 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。 D2-1-1-6

7 代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法を列挙し、概説で
きる。 D2-1-1-7

8 化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。 D2-1-2-2

9 毒性試験の結果を評価するのに必要な量ー反応関係、閾値、無毒性量
（NOAEL）などについて概説できる。 D2-1-2-3

10 化学物質の安全摂取量（１日許容摂取量など）について説明できる。 D2-1-2-4

11 有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法、化管法な
ど）を説明できる。 D2-1-2-5

12 個々の化学物質の使用目的に鑑み、リスク評価と適正使用について説明
できる。 D2-1-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

１ 小倉・西山・大沼 化学物質のリスク評価、一日許容摂取量、実質安全量、ト
キシコキネティクス 8,9,10,12

２ 〃 一般毒性試験と特殊毒性試験 8
３ 〃 化学物質の事前審査制度（化審法）、化学物質の適正使用 8,9,11,12

４ 〃 農薬の急性毒性、慢性毒性発現機構 2
５ 〃 農薬の急性毒性、慢性毒性発現機構 2
６ 〃 PCB、ダイオキシンなどの急性毒性、慢性毒性発現機構 1
７ 〃 PCB、ダイオキシンなどの急性毒性、慢性毒性発現機構 1
８ 〃 重金属の急性毒性、慢性毒性発現機構 4
９ 〃 重金属毒性と生体防御機構 4
１０ 〃 麻薬、覚せい剤の代謝と毒性ならびに検出法 5,7

１１ 〃 習慣性医薬品ならびにアルカロイド類の代謝と毒性ならび
に検出法 5,7

１２ 〃 中毒原因物質と解毒処置 6
１３ 〃 有害化学物質の急性毒性、慢性毒性発現機構 3

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
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講義と関連する基礎的な内容をランダムに指名して口頭で回答させている。小テストや演習問題の回答と
その理由をランダムに指名して口頭で述べさせている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義毎に行動目標を伝えさらに行動目標に関連するキーワードを提示する。薬毒物による中毒事件の報道
などを紹介しつつ、講義内容に興味が湧くような授業としている。教科書と講義内容の関連性が明確にな
るように指示しながら講義を行い、予習・復習がし易いように心がけている。プロジェクターの使用は、
写真や複雑な図などの板書出来ないものに限って行なう。
〔成績評価方法〕
<試験、レポート・課題により評価する>
1) 形成的評価
a) 知識：講義内で関連事項の質疑を行い、解説を加えてフィードバックする。
2) 総括的評価
a) 知識：定期試験 (70%)、レポート・課題（30%）にて評価する。
S (90%以上)： 　 合格
A (80～90%未満)： 合格
B (70～80%未満)： 合格
C (60～70%未満)： 合格
D (60%未満)： 　 不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
最新衛生薬学（別府、平塚編　廣川書店）
〔参考書〕
裁判化学（吉村編著）、衛生薬学―健康と環境―（永沼、姫野、平塚編　丸善）、薬毒物試験法と注解 2017
（日本薬学会編）、必携・衛生試験法　第３版（日本薬学会編）
〔オフィスアワー〕
小倉　いつでも可。薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4F (403)（研究室２）但し、要事前連絡。
西山　いつでも可。薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4F (403)（研究室３）但し、要事前連絡。
大沼　いつでも可。薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4F (403)（研究室２）但し、要事前連絡。
〔所属教室〕
小倉　薬物代謝安全性学教室　准教授　
西山　薬物代謝安全性学教室　講師
大沼　薬物代謝安全性学教室　助教　
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、教科書の該当範囲を読んでから講義に臨む。また、講義
後の復習を必ずおこない、不明な箇所等についてはオフィスワーを有効に活用して指導を受けるようにし
て下さい。
〔学生へのフィードバック〕
講義時間中に行う演習問題とその解説を通じて、学習内容の理解度を高める。
〔教員からの一言〕
３年前期の「化学物質と生体影響」の学習を基盤として、農薬、PCB、ダイオキシン、重金属類など代表
的な環境汚染性物質が「なぜ危険なのか？」、そして「どうすればそれらの脅威から回避できるのか」につ
いて学習します。更に、それら有害化学物質から「食の安全」はどのように担保されているのか？ また、
有害化学物質による「人体や生態系への悪影響の防止」はどのようになされているのか？ など—、わが国
の「リスク評価とリスク管理」について学習します。くすり（薬・毒物）の専門家として必須の知識です。
この講義も薬学部ならではの内容です。しっかり勉強して下さい。
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製剤設計学
Pharmaceutical Technology

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

石原　比呂之

高島　由季

学 習 目 標
(GIO)

医療に使用される薬物は、錠剤、カプセル剤、注射剤などのように製剤化されたものである。薬剤学は、物理
薬剤学、生物薬剤学 (薬物動態制御学)、製剤設計学、薬物送達学に分かれる。医薬品創製における製剤化で
は、薬物の化学的、物理的、生物学的性質を明らかにし、薬剤学の知識を集結して、有効性と安全性が高く、
使用され易いように工夫された、患者をはじめとする使用者に最適な優しい製剤（user-friendly medicine）
に仕上げる必要がある。また、医療現場での適正使用においても、製剤とその機能を正しく把握することは
必須である。本科目では、製剤化の意義と製剤の性質を理解するため、薬物や製剤材料の物性、製剤の種類、
製造法、品質評価法等の製剤設計学に関する基礎と理論及びその技術について、実施例も挙げて講義する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 日本薬局方製剤総則（通則、製剤各条）について説明できる。 E5-2-1-1～6
2 製剤化の概要と意義について説明できる。 E3-1-1-5, E5-2-1-1

3 経口投与する製剤の種類とその特性について説明できる。 E5-1-1-1, E5-1-3-2～3,
E5-1-4-1, E5-2-1-2

4 粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤など）の種類とその特性について説
明できる。

E5-1-3-4, E5-1-4-1, E5-
2-1-3

5 注射により投与する製剤の種類とその特性について説明できる。 E5-1-3-2～4, E5-1-4-1,
E5-2-1-4

6 皮膚に適用する製剤の種類とその特性について説明できる。 E5-1-2-1, E5-1-3-4, E5-
2-1-5

7 その他の製剤（生薬関連製剤、透析に用いる製剤など）の種類と特性につ
いて説明できる。 E5-2-1-6

8 代表的な医薬品添加物の種類・用途・性質について説明できる。 E5-1-4-1, E5-2-2-1
9 製剤化の単位操作、汎用される製剤機械について説明できる。 E5-2-2-2
10 代表的な製剤の具体的な製造工程について説明できる。 E5-2-2-2
11 汎用される容器、包装の種類や特徴について説明できる。 E5-1-4-3, E5-2-2-3
12 製剤に関連する試験法を列挙し、説明できる。 E5-2-2-4

13 製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の放出性など）を理解した上で、
生物学的同等性について説明できる。 E5-2-2-4, E5-2-3-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 石原、高島 製剤総論：製剤通則、製剤包装通則、製剤各条、生薬関連製
剤各条 1、2

2 〃 経口投与製剤（散剤）、単位操作（粉砕、分級、混合）、固形
製剤に用いる医薬品添加剤 1～3、8～10、13

3 〃 経口投与製剤（顆粒剤）、単位操作（造粒、乾燥） 1～3、8～10、13
4 〃 経口投与製剤（錠剤）、単位操作（打錠、コーティング） 1～3、8～10、13
5 〃 経口投与製剤（カプセル剤、液剤など）、単位操作 1～3、8～10、13
6 〃 口腔内に適用する製剤（トローチ剤など） 1、2、4、8
7 〃 経粘膜投与製剤（吸入剤、点耳剤、点鼻剤） 1、2、4、8

8 〃 経粘膜投与製剤（坐剤、膣剤） 1、2、4、8、12、
13

9 〃 経皮投与製剤（軟膏剤、クリーム剤　他）、生薬関連製剤 1、2、6、7～10、
13

10 〃 無菌製剤（注射剤、輸液剤）、単位操作 1、2、5、8～12

11 〃 無菌製剤（透析用剤、点眼剤） 1、2、4、5、7～
12

12 〃 無菌製剤に用いる添加剤、滅菌法および無菌操作法 5、9、12
13 〃 製剤に適用される容器と包装 1、11
14 〃 日本薬局方の製剤試験法 12、13
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
補助資料を提供し、講義を進行しながら空欄部分への記入もしくは要点を筆記させるようにしている。製
剤の製造機械の原理や動作等の講義や概略図だけでは理解し難い内容については、WebClassにて配信す
る動画を学生各自が観ることで理解が深められるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
実際に病院や薬局で使用されている最新の製剤について、その製造技術、製造法および設備などをパワー
ポイントや補助資料を用いてわかり易く解説する。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識: 講義内又はWebClassで演習問題等を提示し、繰り返し知識の到達レベルを確認する。
2) 総括的評価
a) 知識: 定期試験 (100%)によって総合的に評価する。
〔教科書〕
「最新薬剤学」第 11版（廣川書店）
〔オフィスアワー〕
在室の時はいつでも可。ただし、予め連絡を入れること。
〔所属教室〕
創剤科学教室　研究棟２号館３階３０８-１
〔準備学習（予習・復習等）〕
本科目の理解を深めるには、2年次科目「物理薬剤学」の知識が大切になりますので復習しながら受講し
て下さい。
〔学生へのフィードバック〕
学生からの質問や感想等について、必要に応じて講義内又はWebClassを通じて全学生に内容と回答や解
説を伝える。
〔教員からの一言〕
安全かつ有効な医薬品を造るためには、1、2年次に修得した基礎知識の応用が必要不可欠です。丸暗記で
はなく、製剤の種類、その剤形にする目的や製造法など、医薬品製造の流れや原理をきちんと理解しなが
ら学習するよう努めて下さい。
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生物薬剤学
Biopharmaceutics

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

井上　勝央（全クラス）

岸本　久直（全クラス）

樋口　慧　（全クラス）

学 習 目 標
(GIO)

生体内における薬物の量的・時間的な変化を理解できるようになるために、薬物の生体内運命について学習
する。投与された薬物が体内を巡り、体外へ排泄されるまでの各過程（吸収、分布、代謝、排泄）を規定す
る因子やその生理機構に関する知識を習得する。さらに、体内での薬物動態を定量的に解析・予測できるよ
うになるために、薬物速度論に関する基本的知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬物の生体膜透過における単純拡散やトランスポーターがかかわる促進
拡散および能動輸送の特徴と薬物動態における役割を説明できる。 E4-1-1-1～2

2 経口投与されたあるいは非経口投与された薬物の吸収について説明で
きる。 E4-1-2-1～2

3 薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的要因など）を列挙し、
説明できる。 E4-1-2-3

4 薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。 E4-1-2-4
5 初回通過効果について説明できる。 E4-1-2-5

6 薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タンパク結合の強い薬
物を列挙できる。 E4-1-3-1

7 薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合ならびに組織結合と
の関係を、定量的に説明できる。 E4-1-3-2

8 薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析方法を説明できる。 E4-1-3-3

9 血液-組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等への移行について説明
できる。 E4-1-3-4

10 薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明できる。 E4-1-3-5
11 薬物の分布過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。 E4-1-3-6

12 代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起こる組織ならびに細
胞内小器官、反応様式について説明できる。 E4-1-4-1～2

13 代表的な薬物代謝酵素（分子種）に対して、基質となる薬物およびその誘
導剤を列挙し、その誘導メカニズムを説明できる。 E4-1-4-3, E4-1-4-5

14 薬物の尿中排泄機構について、腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再
吸収の関係を定量的に説明できる。 E4-1-5-1～2

15 代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。 E4-1-5-3
16 薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。 E4-1-5-4
17 薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。 E4-1-5-5

18
線形コンパートメントモデルと、関連する薬物動態パラメータ（全身ク
リアランス、分布容積、消失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明
できる。

E4-2-1-1

19 線形１-コンパートメントモデルに基づいた解析ができる（急速静注・経
口投与［単回および反復投与］、定速静注）。（知識） E4-2-1-2

20 モーメント解析の意味と、関連するパラメータの計算法について説明で
きる。 E4-2-1-4

21 組織クリアランス（肝、腎）および固有クリアランスの意味と、それらの
関係について、数式を使って説明できる。 E4-2-1-5

22 薬物動態学-薬力学解析（PK-PD 解析）について概説できる。 E4-2-1-6

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 井上 序論（何を学ぶか）、生体膜透過機構 1
2 〃 生体膜透過機構 1
3 〃 薬物の吸収 I（pH分配理論） 2
4 岸本 薬物の吸収 II（消化管吸収、特に小腸からの吸収） 3
5 〃 薬物の吸収 III（吸収に影響する要因） 4
6 樋口 薬物の分布 I（臓器分布） 5、9、10
7 〃 薬物の分布 II（タンパク結合） 6、7、8、11
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
8 井上 薬物の代謝（肝代謝） 12

9 〃 薬物の排泄（胆汁中排泄、尿中排泄、その他の組織での排泄） 13、14、15、16、
17

10 〃 薬物速度論 I（モデル非依存の速度論解析、AUC、平均滞留
時間) 18、21

11 〃 薬物速度論 I（1-コンパートメントモデル、静脈内投与、尿
中排泄の解析） 18、19、21

12 〃 薬物速度論 II（1-コンパートメントモデル、経口投与） 22

13 〃 薬物速度論 III（クリアランス理論、生理学的モデル） 5、18、19、20、
22、23

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
授業内容に関する学生の理解を確認するために、授業の随所に簡単な○Ｘ問題や演習問題を取り入れて
いる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
教科書の記述で特に重要な部分を補助プリントとして配布し、解説している。必要な理論式の誘導を行い、
練習問題を解くなど理解度が増すように努めている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
　 a）知識：WebClassに練習問題を提示し、繰り返しの知識の到達レベルを確認させている。
2）総括的評価
　 a）知識：定期試験（100%）により評価する。
評価（総括的評価）
・S（90％以上） 　：合格
・A（80～90％未満）：合格
・B（70～80％未満）：合格
・C（60～70％未満）：合格
・D（60％未満） 　 ：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
最新薬剤学 第 11版（尾関哲也、井上勝央 編著、廣川書店）
〔参考書〕
パートナー薬剤学 改訂第 3版（原島秀吉、伊藤智夫、寺田勝英 編著、南江堂）
〔オフィスアワー〕
在室のときにはいつでも可。
質問は、講義終了後の質問時間やオフィスアワーを利用して下さい。メールによる質問も受け付けますが、
送信アカウントは大学のもの（学生番号@）に限定し、授業開講期間のみ受け付けます（個人的アカウン
トからの送信や最終回終了後の送信に対しては返信しません）。
〔所属教室〕
井上、岸本、樋口　薬物動態制御学教室 研究棟 1号館 3階　
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義一週間前にWebClassへ講義資料を配布するので、予習を行うこと（予習：初回の講義で提示する各
回の講義内容について、事前に教科書を読み、問題点、疑問点を抽出しておくこと）。
講義終了後、復習および講義内容に関する練習問題（初回の授業で配布）を解くこと。
〔学生へのフィードバック〕
前年度の定期試験で理解度が低かった内容について演習・解説を行う。定期試験後には、フィードバック
講義を行う。
〔教員からの一言〕
計算式を使う内容が随所で出てきますが、理解できないまま放置しないで、疑問はできるだけ早めに解決
し、理解を深めてください。
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薬物送達学
Drug Delivery System

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

根岸 洋一

高島 由季

髙橋 葉子

学 習 目 標
(GIO)

薬物送達システム（Drug Delivery System: DDS）は、薬物の体内動態を精密に制御し、「望ましい濃度-時
間パターン」かつ「選択的」に薬物を標的臓器へ送り込むことによって、治療の最適化を目指す新しい薬物
投与システムである。本講義では、医薬品開発における DDS技術とその意義について、最近の研究例やト
ピックスを交えて講義する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 従来の医薬品製剤の有効性、安全性、信頼性における主な問題点を列挙
できる。 E5-3-1-1～2

2 ＤＤＳの概念と有用性について説明できる。 E5-3-1-1～2

3 代表的な放出制御型製剤（徐放性製剤を含む）を列挙し、その利点につい
て説明できる。 E5-2-1-2, E5-3-2-1～3

4 代表的な徐放性製剤における徐放化の手段について説明できる。 E5-1-4-1, E5-2-1-2, E5-
3-2-2～3

5 代表的なプロドラッグを列挙し、そのメカニズムと有用性について説明
できる。 E4-1-4-4, E5-3-4-1～3

6 代表的な標的指向型製剤を列挙し、その利点について説明できる。 E5-3-3-1～3
7 代表的な核酸医薬の特徴と利点について説明できる。 E5-3-3-1, E5-3-3-3
8 代表的な抗体医薬の特徴と利点について説明できる。 E5-3-3-1, E5-3-3-3

9 代表的なＤＤＳ技術の導入が必要な疾患と薬物を列挙することがで
きる。 E5-3-3-1～3

10 代表的なドラッグキャリアを列挙し、そのメカニズムを説明できる。 E5-1-4-1, E5-3-3-1～3
11 再生医療における DDS技術の有用性について概説できる。 E5-3-2-1, E5-3-2-3
12 粘膜吸収型製剤に関わる薬物の溶解性と吸収性について説明できる。 E5-3-4-1～2

13 粘膜吸収型製剤に関わる薬物の物性について説明できる。 E5-1-1-2, E5-1-1-4, E5-
3-4-2

14 粘膜吸収型製剤の吸収性改善技術を列挙し、説明できる。 E5-1-3-1, E5-1-4-1, E5-
3-4-1～2

15 放出制御型製剤（即放性、徐放性、腸溶性製剤）からの薬物放出特性およ
びその機構について説明できる。

E5-1-1-5, E5-3-1-2, E5-
3-2-1, E5-3-2-3

16 粘膜吸収型製剤（経口投与製剤、経肺投与製剤）の特徴と利点について説
明できる。

E5-3-2-1, E5-3-3-2, E5-
3-4-1

17 粘膜吸収型製剤の材料の物性と代表的な製造法について説明できる。 E5-1-4-1～2, E5-3-2-2,
E5-3-4-2

18 利便性製剤への DDS 技術の適用例を挙げ、その特徴について説明で
きる。

E5-3-1-2, E5-3-2-3, E5-
3-4-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 根岸 DDSの基本概念 1, 2

2 〃 放出制御型製剤　 I　（概念） 3, 4

3 〃 放出制御型製剤　 II （徐放性製剤等） 3, 4, 9

4 〃 放出制御型製剤　 III （製造と薬物放出機構） 3, 4, 9

5 〃 プロドラッグ 5
6 〃 標的指向型製剤　 I （微粒子製剤） 6, 9, 10

7 髙橋（葉） 標的指向型製剤　 II （核酸医薬等） 7-9, 11

8 根岸 標的指向型製剤　 III （抗体医薬等） 7-9, 11

9 〃 高分子医薬 8-10,

10 高島 粘膜吸収型製剤　 I（薬物の溶解性と吸収性） 12, 13, 19

11 〃 粘膜吸収型製剤　 II（難溶性薬物の DDS） 14-16
12 〃 粘膜吸収型製剤　 III（製造技術等） 17
13 〃 経肺投与型製剤 16, 18
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
14 根岸、高島 総合演習

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義を進行しながら、テキスト内の空欄部分を記入させるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ目標とするキーワードを提示し、目標を明確にしている。
テキストの書き込みのチャンスを増やし、講義に集中できる工夫をしている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　項目ごとに理解度チェックテストを行い、フィードバックを行う。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験によって評価する（100％）。
〔教科書〕
薬物送達学テキスト 2021年度版（生協にて販売）
〔参考書〕
図解で学ぶ DDS（橋田監修、高倉編　じほう）
The DDS　薬学が語る DDSの世界　（米谷編　京都廣川書店）
最新薬剤学（第 11版）（尾関、井上、廣川書店）
難水溶性薬物の物性評価と製剤設計の新展開（川上監修　シーエムシー出版）
〔オフィスアワー〕
在室の時はいつでも可。ただし、予め連絡を入れること。
〔所属教室〕
根岸　薬物送達学教室　研究棟 1号館 3階
高島　創剤科学教室　研究棟 2号館 3階
髙橋（葉）　薬物送達学教室　研究棟 1号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
本科目の理解には、2年次科目「物理薬剤学」、3年次科目「製剤設計学」と「生物薬剤学」の知識が基礎
となるため、良く復習しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
授業内に理解度チェックテストを行い、理解度が低かった内容に関して捕捉説明を行っている。
〔教員からの一言〕
最近の医薬品開発においては、患者の QOL向上に DDS技術が必要不可欠となっています。本講義の知識
は、実践的な医療薬学に直結しますので、理解を深めるように努めてください。
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個別化医療 I
Personalized Medicine I

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

降幡　知巳　 (全クラス)

柴崎　浩美　 (A, B, E, F)

横川　彰朋　 (C, D, G, H)

学 習 目 標
(GIO)

安全で有効な薬物治療を行うためには、科学的な根拠（Evidence-Based Medicine）に基づいて、一人ひと
りの患者の病状や背景を考慮して薬物を選択し、適正な投与量と投与法を決定することが大切になる。そこ
で本講義では、薬物代謝酵素やトランスポーターの遺伝子多型、がん治療における個別化、治療薬物モニタ
リングの意義、疾患時の臨床薬物動態学、薬物動態の予測法など、個別化薬物治療の基本となる項目につい
て学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品情報
をもとにした薬物治療の意義について説明できる。 E3-3-5-1

2 薬効・毒性発現に関わる代表的な遺伝的素因について、例をあげて説明
できる。 E3-3-1-1

3 薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素やトランスポー
ターの遺伝子多型など）とその機序について、例を挙げて説明できる。 E3-3-1-2

4 薬物動態関連遺伝子や治療標的の遺伝情報（遺伝子多型・体細胞変異な
ど）の診断およびその情報を考慮した薬物投与設計について説明できる。

E3-3-1-3, E3-3-5-2, E4-
1-4-3

5 薬物間相互作用について説明できる。 E4-1-2-4, E4-1-3-6, E4-
1-4-5, E4-1-5-5

6 薬物治療の個別化における治療薬物モニタリング（TDM）の重要性を説
明できる。 E4-2-2-1

7 投与設計に必要な薬物動態に関する基本的理論、薬物動態学的パラメー
ターの算出法を説明できる。

E4-2-1-1, E4-2-1-3, E4-
2-1-5

8 薬物動態学的パラメーター (消失半減期、全身クリアランス、分布容積)
について説明し、計算できる。 E4-2-1-1～3

9 定速静注、反復投与における投与設計ができる。 E4-2-1-1, E4-2-1-4, E4-
2-1-6

10 代表的な薬物の体内動態の変動要因について説明できる。 E3-3-4-1～3

11 肝疾患時における薬物動態の変動や薬物投与法について、例をあげて説
明できる。 E3-3-3-2

12 腎疾患時における薬物動態の変動や薬物投与法について、例をあげて説
明できる。 E3-3-3-1

13 心疾患時における薬物動態の変動や薬物投与法について、例をあげて説
明できる。 E3-3-3-3

14 ベイジアン法／ポピュレーションファーマコキネティクスの概念につい
て説明できる。 E4-2-2-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 降幡 薬物間相互作用 5，10

２ 〃 遺伝子多型診断による薬物投与の個別化
（1）遺伝子多型と臨床薬物動態学の概論 1，2，3

３ 〃 遺伝子多型診断による薬物投与の個別化
（2）薬物代謝酵素の遺伝子多型 2，3，4

４ 〃 遺伝子多型診断による薬物投与の個別化
（3) トランスポーターの遺伝子多型 2，3，4

５ 〃 遺伝子多型診断による薬物投与の個別化
（4）がん治療における個別化 1, 2，4

６ 柴崎，横川 TDM による薬物投与の個別化：TDM の意義 1，6
７、８ 〃 投与設計に必要な薬物動態に関する基本的理論 7，8，9

９ 〃 疾患時の薬物投与の個別化（1）薬物動態学的パラメーター
の算出 10

１０ 〃 疾患時の薬物投与の個別化（2）肝疾患 11
１１ 〃 疾患時の薬物投与の個別化（3）腎疾患 12
１２ 〃 疾患時の薬物投与の個別化（4）心疾患 13

１３ 〃 個々の患者における薬物動態の予測とポピュレーション
ファーマコキネティクスの概念 14
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
教科書の確認問題等を行うように指示している。中間テストを実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
教科書の例題を用い、問題解決能力を養う。教科書の確認問題を利用し，国家試験、CBTに対する力を養
う。学会・学術論文および医療現場における最新情報を紹介して、実務実習に対応できるようにする。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価　 a：知識：中間テストの結果を評価する。
2）総括的評価　 a：知識：中間テスト、定期試験にて評価する。再試験を 1回実施する。定期試験 (80%)、
中間テスト (20%) として評価する。成績評価 60% 以上を合格とする。出席不良者は受験停止とすること
がある。
3) 成績の評価基準 (総括的評価)
S (90%以上)　　：合格
A (80～90%未満)：合格
B (70～80%未満)：合格
C (60～70%未満)：合格
D (60%未満)　　：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
テーラーメイド医療 ˘薬物治療の個別化 ˘　第 2版（古田、柴崎、横川　著、京都廣川書店）
〔参考書〕
臨床薬物動態学（加藤隆一　著、南江堂）、今日の治療薬（南江堂）
〔オフィスアワー〕
降幡　月～金の在室中はいつでも可。（ただし、メールにてあらかじめ予約してください）個別化薬物治療
学教室　医療薬学研究棟　 2階
柴崎　月～金の在室中はいつでも可。（ただし、メールにてあらかじめ予約してください）個別化薬物治療
学教室　医療薬学研究棟　 1階
横川　月～金の在室中はいつでも可。（ただし、メールにてあらかじめ予約してください）個別化薬物治療
学教室　医療薬学研究棟　 1階
〔所属教室〕
降幡知巳　個別化薬物治療学教室　医療薬学研究棟　 2階
柴崎浩美　個別化薬物治療学教室　医療薬学研究棟　 1階
横川彰朋　個別化薬物治療学教室　医療薬学研究棟　 1階
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業前に該当する章を簡単に読んで大筋を理解しておくこと。復習として，教科書に掲載した確認問題、
例題、課題を行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
中間テストの解説を行うとともに、答案に多く見られた間違いを示し注意を促す。
〔教員からの一言〕
講義内容の理解のために、教科書に掲載した各項のまとめを復習と知識の定着に利用して下さい。
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薬理学 III
Pharmacology III

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

田野中　浩一　　丸ノ内　徹郎

学 習 目 標
(GIO)

薬理学 I および II に続いて、循環器、血液系、消化器および呼吸器に作用する薬物について学ぶ。本講義で
は、これら薬物の細胞内情報伝達系などの分子生物学的な理論に基づく作用機序および有害事象を含む副作
用を中心に薬物治療の基盤について習得する。薬剤師の職能に直結する重要な科目であり、機能形態学、生
化学および有機化学などの様々な関連科目の広範な知識を駆使して考えるための能力が要求される。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 血管の構造・生理機能および利尿（電解質代謝）を含めた血圧調節につい
て説明できる。

C7-1-7-2, C7-2-5-1, C7-
2-7-1～2, E2-3-4-1

2
代表的な高血圧症治療薬を挙げ、それらの作用機序および主な副作用に
基づいた薬理作用について説明できる。高血圧症の病態生理について解
説できる。

C4-3-7-1, E2-3-1-1, E2-
3-1-4, E2-3-4-1

3
代表的利尿薬を挙げ、それらの作用機序および主な副作用に基づいた薬
理作用について説明できる。利尿による降圧作用に加え、浮腫の治療に
ついても解説できる。

C7-2-7-1～2, E2-3-1-4,
E2-3-3-1, E2-3-4-1

4
心臓の構造および生理機能について説明できる。薬物の作用点としての
受容体を介した細胞内情報伝達系を構成する酵素への作用を理解し、心
収縮運動の機序とその制御について説明できる。

C7-1-7-1～3

5
代表的な虚血性心疾患治療薬を挙げ、それらの作用機序および主な副作
用に基づいた薬理作用について説明できる。狭心症および心筋梗塞の病
態生理について解説ができる。

E2-3-1-3, E2-3-4-1

6
代表的な心不全治療薬（強心薬を含む）を挙げ、それらの作用機序および
主な副作用に基づいた薬理作用について説明できる。急性および慢性心
不全の病態生理について解説できる。

E2-3-1-2, E2-3-4-1

7
代表的な抗不整脈薬を挙げ、それらの作用機序および主な副作用に基づ
いた薬理作用について説明できる。上室性および心室性不整脈の病態生
理について解説できる。

E2-3-1-1, E2-3-4-1

8 血小板凝集の機序について説明できる。末梢循環障害に及ぼす血小板凝
集の病態生理学的役割について解説できる。 C7-1-14-1, C7-2-9-1

9
代表的な抗血小板薬および血管拡張薬を挙げ、それらの作用機序および
主な副作用に基づいた薬理作用について説明できる。末梢循環障害の病
態生理およびその薬物治療の戦略について解説できる。

E2-3-2-2

10 血液凝固および線溶系の機序および病態生理学的意義について解説で
きる。

C7-1-14-1, C7-2-9-1,
E2-3-2-2

11
代表的な抗凝固薬を挙げ、それらの作用機序および主な副作用に基づい
た薬理作用について説明できる。血液凝固系亢進による疾患の病態生理
について解説できる。

C7-1-14-1, C7-2-9-1,
E2-3-2-2, E2-3-2-4

12
代表的血栓溶解薬を挙げ、それらの作用機序および主な副作用に基づい
た薬理作用について説明できる。再灌流障害の病態生理およびそれに伴
う有害事象について解説できる。

C7-1-14-1, C7-2-9-1,
E2-3-2-2, E2-3-2-4

13 代表的な止血薬を挙げ、それらの作用機序および主な副作用に基づいた
薬理作用について説明できる。

C7-1-14-1, C7-2-9-1,
E2-3-2-1

14
血球分化およびそれに関与する血球分化促進因子を挙げ、その機能につ
いて説明できる。貧血、白血球減少症および血小板減少症の病因および
特徴について簡潔に解説できる。

C7-1-14-1, E2-3-2-3

15
代表的な貧血治療薬を挙げ、それらの作用機序および主な副作用に基づ
いた薬理作用について説明できる。貧血の病態に応じた治療薬の選択を
解説できる。

E2-3-2-3

16 代表的な白血球減少症および血小板減少症への治療薬を挙げ、それらの
作用機序および主な副作用に基づいた薬理作用について説明できる。 E2-3-2-5

17 炎症の経過について説明できる。 E2-2-1-2～3

18
代表的な非ステロイド性抗炎症薬 (NSAIDs) を挙げ、作用機序を基に
した適用および薬理作用および有害事象を含めた副作用について説明で
きる。

E2-2-1-1

19
代表的な副腎皮質ステロイド薬（ステロイド性抗炎症薬）を挙げ、作用機
序を基にした適用および薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用につ
いて説明できる。

E2-2-1-1

20 消化管の構造、機能、神経支配、ホルモンの作用、オータコイドの作用及
び主要な疾患の主症状と病態を説明できる。 C7-1-9-1～2

21 代表的な消化薬、胃機能調整薬を挙げ、作用機序を基にした適用および
薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-4-2-6, E2-4-3-1

22
上部および下部消化管潰瘍に対する代表的治療薬を挙げ、作用機序を基
にした適用および薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説
明できる。

E2-4-2-1～2, E2-4-2-6,
E2-4-3-1
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

23 代表的な制吐薬、催吐薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作
用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-4-2-8, E2-4-3-1

24 代表的な瀉下薬、止瀉薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作
用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-4-2-7, E2-4-3-1

25 代表的な肝臓疾患治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作
用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。

E2-4-2-3, E2-4-2-5, E2-
4-3-1

26 代表的な膵臓疾患治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作
用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-4-2-4, E2-4-3-1

27
呼吸器の構造およびその機能について説明できる。呼吸に伴う反射反応
について説明できる。代表的な呼吸興奮薬、鎮咳薬、去痰薬を挙げ、作用
機序および適用を説明できる。薬物の作用機序を基に、症状に応じた治
療薬の選択について解説できる。

C7-1-8-1, E2-4-1-4

28
代表的な気管支喘息治療薬および慢性閉塞性肺疾患治療薬を挙げ、作用
機序および副作用について説明できる。これらの病因・病態および薬物
治療の基本的な戦略について解説できる。

E2-4-1-1～2

29
代表的な間質性肺炎および肺線維症の治療薬を挙げ、作用機序および副
作用について説明できる。これらの病因・病態および薬物治療の基本的
な戦略について解説できる。

E2-4-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 丸ノ内 高血圧症治療薬 1 1、2
2 〃 高血圧症治療薬 2 1、2
3 〃 利尿薬 1、3
4 〃 虚血性心疾患治療薬 4、5
5 〃 心不全治療薬 4、6
6 〃 抗不整脈薬 4、7
7 田野中 末梢循環障害治療薬 1、8
8 〃 肺高血圧症治療薬、血液に作用する薬物 1 9、10、11
9 〃 血液に作用する薬物 2 12、13
10 〃 造血系に作用する薬物 14、15、16
11 〃 抗炎症薬 17、18、19
12 〃 消化器系に作用する薬物 1 20、21、22、23
13 〃 消化器系に作用する薬物 2 24、25、26
14 〃 呼吸器に作用する薬物 1 27、28
15 〃 呼吸器に作用する薬物 2 28、29

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に薬理学だけではなく、関連科目の復習事項を提示し、発展的な学習に取り組むように指示してい
る。講義資料を活用し、関連科目で履修した内容を把握するように指導している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・ 講義資料を予め配布し、学生に次回の講義に関する予習を行えるように配慮している。講義、参考書お
よび講義資料から、学んだことをノートに纏め、各学生の独自のテキストが作成できるように指導する。
・ 講義中の質疑応答を行うために、講義回数を最低 15 回確保する。学生の理解度に応じて、補講を入
れる。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　講義内で薬理学で履修した項目だけでなく、その他の関連科目に関する質問を行う。学生が、知
識の整理と補充に取り組むようにする。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験で評価する (100%)。不合格者には再試験を 1回実施する。なお、追試験者への再試験
は実施しない。
出席不良の学生には単位認定を行わない。受講者には全出席を要求するが、已むを得ず欠席した場合には、
欠席届に欠席理由を証明する書類を添付したものを 1週間以内に提出する（入院などの長期欠席の場合は、
復学後 1週間以内）。不備がある場合には欠席届を受理しない。
〔教科書〕
薬系薬理学書　（南江堂）
〔参考書〕
ガイドラインで理解する疾病と薬物治療　代謝疾患　（オーム社）
グラフィカル 機能形態学　（京都廣川書店）
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薬理学実習の実際とデータの見方　（南山堂）
薬名［語源］事典（武蔵野大学出版会）
〔オフィスアワー〕
田野中および丸ノ内　 18:00～20:00 （なお、薬理学実習が入っていない期間は 14:00～18:00）
分子細胞病態薬理学教室、ただし、来室する際には、予め連絡を入れることとする。なお、連絡無しの対
応は行わない。定期試験直前の質問は受け付けないので、講義後の復習を必ず行ってください。
〔所属教室〕
分子細胞病態薬理学教室　研究 4号館 5階
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義用資料を配布しているので、講義前に各自講義範囲の確認を行うように指示している。講義後の復習
の方が、予習よりも重要である。講義資料を基に、機能形態学、生化学および有機化学を中心に関連する
科目についても、その都度復習を行うように指導する。
〔学生へのフィードバック〕
・　講義内での質疑応答およびオフィスアワーでフィードバックを行う。
・　定期試験（本試験）終了後に、不合格者へのフィードバック講義を実施する。フィードバック講義に
ついては、本試験合格者でも積極的に学習に取り組む者には聴講を認める。なお、再試験受験者への試験
内容の提示は行わない。
・　本科目は 15回の講義からなる。暦上、15回の講義回数が確保できない場合は、不足分の補講を行う。
ただし、学生への講義期間中のフィードバックが必要と判断した場合、適宜、補講を行うこととする。
〔教員からの一言〕
・　本講義では非常に多くの薬物が登場し、それらは臨床で用いられているものです。実務実習では、講
義で履修した薬物に必ず接することになります。薬剤師は、薬物に関する説明ができないということは許
されません。真摯な態度での学習を求めます。
・　薬理学は暗記科目ではありません。本講義では、学生諸氏に薬物の作用機序だけでなく、有害事象を
含めた副作用およびそれらを勘案した臨床用途について総合的に考える能力を身に着けることを要求しま
す。各講義での情報量が多いので、必ず講義後の復習を実践してください。特に、疾病と薬物治療の基礎
になるものです。当該科目での病態への理解に役立つので、併せて学習してください。
〔備考〕
・　毎回出席を取ります。出席回数が、全講義回数の 2/3 に達しない場合は、原則として定期試験の受験
資格を与えない。
・　欠席した場合には、当該講義日から 1週間以内に、欠席する事由が生じたことを証明するものを添付
した欠席届を提出しなければいけない。期間外の提出は受理しない。原則として遅刻を認めないので、欠
席扱いとする。
・　薬理学は暗記科目ではありません。本講義では、薬物の作用機序だけでなく、有害場を含めた副作用
およびそれらを勘案した臨床用途について総合的に考える能力を身に着けることを要求します。各講義で
の情報量が多いので、必ず講義後の復習を実践してください。特に、疾病と薬物治療の基礎になるもので
す。当該科目での病態への理解に役立つものなので、併せて学習してください。
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疾病と薬物治療 III
Diseases and Pharmacotherapy III

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

市田　公美

藤田　恭子

学 習 目 標
(GIO)

疾病に伴う症状と臨床検査値の変化など的確な患者情報を取得し、患者個々に応じた薬の選択、用法・用量
の設定および各々の医薬品の「使用上の注意」を考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、
薬物治療に関する基本的知識を修得する。
疾病と薬物治療の（I）～（VIII）のうち本講義では、代表的な腎疾患、泌尿器・生殖器疾患に関して、その
病態生理、臨床症状、検査・診断、治療および患者指導について学習する。さらに、治療に用いられる代表
的な医薬品に関する基礎的知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 腎臓の解剖と機能について概説できる。 C7-1-10-1, C7-2-7-1～2
2 腎臓の代表的疾患を挙げることができる。 E2-3-3-2～3, E2-3-3-5

3 糸球体腎炎の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意につい
て説明できる。 E2-3-3-5

4 ネフローゼ症候群の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意
について説明できる。 E2-3-3-3

5 腎不全の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説
明できる。 E2-3-3-2

6 痛風・高尿酸血症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意に
ついて説明できる。 E2-5-1-3

7 糖尿病性腎症、薬剤性腎症、尿細管障害、腎癌について概説できる。 E2-3-3-5
8 泌尿器・生殖器の代表的疾患を挙げることができる。 C7-2-10-1, E2-3-3-5～6

9 尿路感染症、尿路結石の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注
意について説明できる。 E2-7-3-4～5

10 前立腺肥大症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意につ
いて説明できる。 E2-3-3-6

11 前立腺癌、排尿障害、膀胱癌について概説できる。 E2-3-3-4, E2-7-8-11～
12

12 乳癌の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明
できる。 E2-7-8-13

13 子宮癌、子宮内膜症、卵巣癌の病態生理、適切な治療薬、およびその使用
上の注意について説明できる。 C7-2-10-1, E2-3-3-6

14 異常妊娠、異常分娩、不妊について概説できる。 E2-3-3-7～8

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 市田 腎疾患の種類と病態および治療薬（1） 1
2 〃 腎疾患の種類と病態および治療薬（2） 2、3
3 〃 腎疾患の種類と病態および治療薬（3） 2、4
4 〃 腎疾患の種類と病態および治療薬（4） 2、5
5 藤田 腎疾患の種類と病態および治療薬（5） 2、6
6 〃 腎疾患の種類と病態および治療薬（6） 2、7
7 〃 腎疾患の種類と病態および治療薬（7） 2、7
8 〃 泌尿・生殖器疾患の種類と病態および治療薬（1） 8、9
9 〃 泌尿・生殖器疾患の種類と病態および治療薬（2） 8、10
10 〃 泌尿・生殖器疾患の種類と病態および治療薬（3） 8、11
11 〃 泌尿・生殖器疾患の種類と病態および治療薬（4） 8、12
12 〃 泌尿・生殖器疾患の種類と病態および治療薬（5） 8、13
13 〃 泌尿・生殖器疾患の種類と病態および治療薬（6） 8、14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に補助プリントを配付し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるなどをしている。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本講義内容は機能形態学や薬の効き方等の関連科目と密接な関係があるので、それらの科目を有機的に結
びつけ、知識の定着と理解が深まるように工夫している。要点を整理し、図解を取り入れた補助プリント
を配布し、学習しやすいように努めている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
知識: 定期試験にて評価する（100％）。再試験を 1回実施する。
但し、受講態度によっては受検停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
薬学生のための新臨床医学　第 2版（市田公美、細山田真編　廣川書店）
〔参考書〕
疾病と病態生理　改訂第 4版（市田公美、辻勉、秋葉聡編　南江堂）
〔オフィスアワー〕
市田、藤田いつでも可。（市田は金曜日を除く）。ただし、要予約。
病態生理学教室：研究 4号館 4階。
〔所属教室〕
市田　病態生理学
藤田　病態生理学
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義一週間前にWebClass へ講義資料を配布するので、事前に読んでおくこと。講義予定項目の SBOを
確認し、教科書の該当範囲を読んでから講義に臨むこと。講義後に教科書と配布プリントの復習をおこな
うことで理解が深まり記憶に残りやすくなる。
〔学生へのフィードバック〕
学期途中のアンケート実施に基づいたフィードバックを行う。
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疾病と薬物治療 IV
Diseases and Pharmacotherapy IV

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

長谷川　弘、　市田　公美（取り纏め）

学 習 目 標
(GIO)

疾病に伴う症状と臨床検査値の変化など的確に患者情報を取得し、患者個々に応じた薬の選択、用法・用量
の設定および各々の医薬品の「使用上の注意」を考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、
疾病及び薬物治療に関する基本的知識を修得する。本講義では、代表的な消化器系疾患に関して、その病態
生理、臨床症状、検査・診断、治療および患者指導について学習する。さらに、治療に用いられる代表的な
医薬品に関する基本的知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 食道、胃・十二指腸の代表的な疾患（悪性腫瘍を含む）を列挙し、それら
の病態生理、診断、治療を概説できる。

C7-1-9-1, C7-2-2-1, E1-
2-1-1, E2-4-2-1, E2-4-
2-6, E2-4-2-8, E2-7-3-2,
E2-7-7-2, E2-7-8-3, E2-
7-8-8

2 食道、胃・十二指腸疾患の代表的な治療薬、およびその使用上の注意につ
いて説明できる。

E1-2-1-1, E2-4-2-1, E2-
4-2-6, E2-4-2-8, E2-7-
3-2, E2-7-8-8

3 腸の代表的な疾患（悪性腫瘍を含む）を列挙し、それらの病態生理、診
断、治療を概説できる。

C7-1-9-1, E1-2-1-1, E2-
4-2-2, E2-4-2-6～7, E2-
4-2-9, E2-7-3-2, E2-7-
7-2, E2-7-8-8

4 腸疾患の代表的な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
E1-2-1-1, E2-4-2-2, E2-
4-2-6～7, E2-4-2-9, E2-
7-3-2, E2-7-8-4, E2-7-
8-8

5 肝臓・胆道・膵臓の代表的な疾患（悪性腫瘍を含む）を列挙し、それらの
病態生理、診断、治療を概説できる。

C7-1-9-2, E1-2-1-1, E1-
2-2-3, E1-2-2-6, E1-4-
3-1, E2-4-2-3～5, E2-7-
3-2, E2-7-4-4, E2-7-7-2,
E2-7-8-8

6 肝臓・胆道・膵臓疾患の代表的な治療薬、およびその使用上の注意につい
て説明できる。

E1-2-1-1, E2-4-2-3～5,
E2-7-3-2, E2-7-4-4, E2-
7-8-8

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 長谷川
総論　消化器系疾患でみられる症候
消化管疾患-1
食道、胃・十二指腸疾患の病態および治療薬（1）

1、3、5

2 〃 消化管疾患-2
食道、胃・十二指腸疾患の病態および治療薬（2） 1、2

3 〃 消化管疾患-3
食道、胃・十二指腸疾患の病態および治療薬（3） 1、2

4 〃 消化管疾患-4　腸疾患の病態および治療薬（1） 3、4
5 〃 消化管疾患-5　腸疾患の病態および治療薬（2） 3、4
6 〃 消化管疾患-6　腸疾患の病態および治療薬（3） 3、4
7 〃 肝・胆・膵疾患-1　肝疾患の病態および治療薬（1） 5、6
8 〃 肝・胆・膵疾患-2　肝疾患の病態および治療薬（2） 5、6
9 〃 肝・胆・膵疾患-3　肝疾患の病態および治療薬（3） 5、6
10 〃 肝・胆・膵疾患-4　肝疾患の病態および治療薬（4） 5、6
11 〃 肝・胆・膵疾患-5　胆・膵疾患の病態および治療薬（1） 5、6
12 〃 肝・胆・膵疾患-6　胆・膵疾患の病態および治療薬（2） 5、6
13 〃 肝・胆・膵疾患-7　胆・膵疾患の病態および治療薬（3） 5、6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
単元毎に問題演習を行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本講義内容は機能形態学や薬理学等の関連科目と密接な関係があるので、それらの科目を有機的に結びつ
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け、知識の定着と理解が深まるように工夫している。要点を整理し、図解を取り入れた講義用プリントを
配布し、学習しやすいように努めている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：WebClassに提示した演習問題を行う。
2）総括的評価　
a）知識：定期試験にて評価する（100％）。再試験を 1回実施する。
但し、受講態度によっては受験停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
講義用プリント
〔参考書〕
薬学生のための新臨床医学　第 2版（市田公美ら編　廣川書店）
病気がみえる　 vol.1　消化器（メディックメディア）第 6版
薬がみえる vol.3（メディックメディア）　
治療薬マニュアル（医学書院）
今日の治療薬（南江堂）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　ただし、要予約。
〔所属教室〕
長谷川　病態生理学教室　研究 4号館 4階　 4402

〔準備学習（予習・復習等）〕
・疾病の概念を理解するためには、各臓器・器官の生理的役割を理解しておくことが必要です。「機能形態
学 I」で学んだ消化器系器官の生理的役割について復習してください。
・消化器系に作用する多くの薬物が登場します。消化器系に作用する薬物とその薬理作用は、3年前期に開
講される「薬理学 III」で学びます。本講義と「薬理学 III」を連携して学び、治療薬への理解を深めてくだ
さい。
・講義用補助プリントは、それを必要とする講義日の少なくとも 1週間前に配布しますので、事前に予習
してください。
・薬剤師国家試験問題から消化器系に関連した問題を抜粋し、WebClassにて確認テストを行いますので、
復習に利用してください。
〔学生へのフィードバック〕
・講義開始時には、前回講義の復習を行い、知識の定着を確認できるようにする。
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医薬情報 I
Pharmaceutical Information I

第 3 学年 前期 3 年必修科目 1 単位

山田　安彦

高柳　理早

片桐　文彦

倉田　香織

学 習 目 標
(GIO)

薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、薬物投与設計を立案したり、臨床上の問題解
決ができるようになるために、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工などに関する基本的知識を
修得し、それらを活用するための基本的事項を身につける。医薬品情報については、その収集・評価・加工・
提供・管理に関する基本的事項を修得する。患者情報については、患者からの情報の収集、評価に必要な基
本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 医薬品を使用したり取り扱う上で、必須の医薬品情報を列挙できる。 E3-1-1-1
2 医薬品情報に関わっている職種を列挙し、その役割について概説できる。 E3-1-1-2

3 医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験（非臨床試験、
臨床試験、安定性試験等）と得られる医薬品情報について概説できる。 E3-1-1-3

4 医薬品の市販後に行われる調査・試験と得られる医薬品情報について概
説できる。 E3-1-1-4

5
医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医療機器等の品質、
有効性及び安全性の確保等に関する法律」、GCP、GVP、GPSP、RMP
など）とレギュラトリーサイエンスについて概説できる。

E3-1-1-5

6 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説で
きる。 E3-1-2-1

7 医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙し、それらの特
徴について説明できる。 E3-1-2-2

8 厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの発行する資料を
列挙し、概説できる。 E3-1-2-3

9 医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけについて説明できる。 E3-1-2-4

10
医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目（警告、禁忌、効能・効果、
用法・用量、使用上の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内
容について説明できる。

E3-1-2-5

11 医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いにつ
いて説明できる。 E3-1-2-6

12 MEDLINE などの医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、
シソーラスの重要性を理解し、検索できる。 E3-1-3-2

13 医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に必要な基本的項
目を列挙できる。 E3-1-3-3

14 医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し管理する際の方法と注意点
（知的所有権、守秘義務など）について説明できる。 E3-1-3-5

15 病院や薬局において医薬品を採用・選択する際に検討すべき項目を列挙
し、その意義を説明できる。 E3-1-7-1

16 薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。 E3-2-1-1
17 患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。 E3-2-1-2
18 問題志向型システム（POS）を説明できる。 E3-2-2-1
19 SOAP 形式などの患者情報の記録方法について説明できる。 E3-2-2-2

20 医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概説で
きる。 E3-2-2-3

21 患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説明できる。 E3-2-2-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 山田 医薬情報概論 1、15
2 高柳 医薬品の開発過程で得られる情報 3

3 〃
医薬品の市販後に得られる情報と、
医薬品情報に関係する代表的な法律・制度、
医薬品情報に関わる職種

2、4、5

4 〃 医薬品情報の情報源とその見方（１） 6～11
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
5 〃 医薬品情報の情報源とその見方（２） 6～11
6 〃 医薬品情報の情報源とその見方（３） 6～11
7 〃 医薬品情報の情報源とその見方（４） 6～11
8 〃 医薬品情報の情報源とその見方（５） 6～11
9 片桐 患者情報（１） 16、17
10 〃 患者情報（２） 18～21
11 倉田 医薬品情報データベースの活用 12
12 〃 医薬品情報の収集、評価 13
13 〃 医薬品情報の加工、提供 14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
適宜補助資料を使用し、講義の進行とともにポイントを記入させる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各回において修得すべき SBOを提示し目標を明確にしている。
講義では、教科書のみならず必要に応じて補足資料を使用し、理解を得やすくしている。
重要なポイントは強調し、教科書等への書き込みを薦めている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　課題、演習問題を行う。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験により評価する（100％）。
〔教科書〕
理論医薬品情報学（山田安彦編著）、京都廣川書店、2017年
〔参考書〕
特に指定しない
〔オフィスアワー〕
原則いつでも可。
但し、メールによる事前予約が必要。
〔所属教室〕
山田　安彦　　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4515
高柳　理早　　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4513
片桐　文彦　　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4512
倉田　香織　　情報教育研究センター　 DR棟 4階 D404

〔準備学習（予習・復習等）〕
講義を受ける前に講義予定の項目を確認し、教科書の該当範囲を読んでから講義に臨む。
教科書や配布資料等を活用し、講義後の復習を必ず行う。
〔学生へのフィードバック〕
課題や演習問題の解説を通じてフィードバックする。
〔教員からの一言〕
適切な薬物治療を行うためには、医薬品情報と患者情報を統合して検討し、薬学的な観点で評価すること
が不可欠です。本講義では、これらを理解し実践するための基本的事項を学びます。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬理学 IV
Pharmacology IV

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

田野中　浩一　　丸ノ内　徹郎

学 習 目 標
(GIO)

薬理学 I から III に続いて、本講義では、糖尿病治療薬、抗アレルギー薬、免疫抑制薬、腎・泌尿器に作用
する薬物、脂質異常症治療薬、抗リウマチ薬、高尿酸血症・痛風治療薬、耳鼻咽喉・皮膚に作用する薬物お
よび抗悪性腫瘍薬に関する基本的知識を習得する。本講義では、これら薬物の細胞内情報伝達系などの分子
生物学的な理論に基づく作用機序および有害事象を含む副作用を中心に薬物治療の基盤について習得する。
薬剤師の職能に直結する重要な科目であり、機能形態学、生化学および有機化学などの様々な関連科目の広
範な知識を駆使して考えるための能力が要求される。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 糖尿病が代謝に及ぼす病態生理学的変化について、簡潔に説明できる。 E2-5-1-1, E2-5-3-1

2 代表的な抗糖尿病薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作用に
加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-5-1-1, E2-5-3-1

3 アレルギー疾患の発症機序について説明できる。 E2-2-2-1

4 代表的な抗アレルギー薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作
用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。

E2-2-2-1, E2-2-2-3～6,
E2-2-4-1

5 免疫制御および免疫疾患について、説明できる。 E2-2-2-2

6
代表的な臓器特異的自己免疫疾患に対する治療薬を挙げ、作用機序を基
にした適用および薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説
明できる。

E2-2-2-7, E2-2-4-1

7
代表的な全身性自己免疫疾患に対する治療薬を挙げ、作用機序を基にし
た適用および薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説明で
きる。

E2-2-2-8, E2-2-4-1

8 代表的な免疫抑制薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作用に
加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-2-2-9, E2-2-4-1

9 代表的な急性・慢性腎不全治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用およ
び薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-3-3-2, E2-3-4-1

10 代表的なネフローゼ症候群への治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用
および薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-3-3-3, E2-3-4-1

11 代表的な膀胱機能障害への治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用およ
び薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-3-3-4, E2-3-4-1

12 慢性腎臓病、尿路結石への治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用およ
び薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-3-3-5, E2-3-4-1

13 代表的な抗リウマチ薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作用
に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-2-3-1, E2-2-3-3

14 代表的な高尿酸血症・痛風治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用およ
び薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-5-1-3, E2-5-3-1

15
代表的な脂質異常症治療薬（動脈硬化症治療薬）を挙げ、それらの作用機
序および主な副作用に基づいた薬理作用について説明できる。動脈硬化
症の主因の一つである脂質異常症の病態生理について解説できる。

E2-5-1-2, E2-5-3-1

16 耳鼻咽喉疾患での機能異常と構造変化について簡潔に解説できる。 E2-6-2-2

17 代表的なめまい治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作用
に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-6-2-1, E2-6-4-1

18 皮膚組織の構造および皮膚疾患での病態生理学的変化について簡潔に説
明できる。 C7-1-6-1

19 代表的なアトピー性皮膚炎治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用およ
び薬理作用に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-6-3-1, E2-6-4-1

20 代表的な乾癬症治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作用
に加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-6-3-2, E2-6-4-1

21 代表的な褥瘡治療薬を挙げ、作用機序を基にした適用および薬理作用に
加え、有害事象を含めた副作用について説明できる。 E2-6-3-3, E2-6-4-1

22 細胞増殖の機序（細胞周期、増殖信号および増殖因子）および悪性腫瘍の
種類について簡潔に説明できる。

C6-4-3-1, C6-4-4-1, C6-
5-5-2, C6-6-2-2, C6-7-
1-1, C6-7-3-1, E2-7-7-1,
E2-7-7-3

23 アルキル化薬および核酸代謝拮抗薬について作用機序、適用、代表的な
副作用について説明できる。

C4-3-4-1, C4-3-6-1～
3, E2-7-10-1, E2-7-8-1,
E2-7-8-3～13

24 アルカロイド由来の抗悪性腫瘍薬の作用機序、適用、特徴ある副作用に
ついて説明できる。

E2-7-10-1, E2-7-8-1,
E2-7-8-3～13

25 抗生物質由来の抗悪性腫瘍薬の作用機序、適用、特徴ある副作用につい
て説明できる。

E2-7-10-1, E2-7-8-1,
E2-7-8-3～13
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

26 分子標的薬の作用機序、適用、特徴ある副作用について説明できる。
E2-7-10-1, E2-7-8-1,
E2-7-8-3～13, E2-8-1-1
～3

27 ホルモン由来抗悪性腫瘍薬の作用機序、適用、特徴ある副作用について
説明できる。

E2-7-10-1, E2-7-8-1,
E2-7-8-3～13

28
上記以外の抗悪性腫瘍薬の作用機序、適用、特徴ある副作用について説
明できる。
抗悪性腫瘍薬の効果を高める薬物および副作用を軽減する薬物の適用お
よび作用機序について説明できる。

E2-7-10-1, E2-7-8-1,
E2-7-8-3～13

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 丸ノ内 抗糖尿病薬 1 1
2 〃 抗糖尿病薬 2 2
3 〃 抗アレルギー薬 3、4
4 〃 免疫抑制薬 5～8
5 〃 腎機能・泌尿器障害治療薬 9～12
6 田野中 抗リウマチ薬 13
7 〃 高尿酸血症・痛風治療薬 14
8 〃 脂質異常症治療薬 15
9 〃 耳鼻咽喉疾患治療薬 16、17
10 〃 皮膚疾患治療薬 1 18、19
11 〃 皮膚疾患治療薬 2 20、21
12 〃 抗悪性腫瘍薬 1 22、23
13 〃 抗悪性腫瘍薬 2 23、24
14 〃 抗悪性腫瘍薬 3 25、26
15 〃 抗悪性腫瘍薬 4 27、28

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に薬理学だけではなく、関連科目の復習事項を提示し、発展的な学習に取り組むように指示してい
る。講義資料を活用し、関連科目で履修した内容を把握するように指導している。学習する範囲が広いの
で、薬理学 I から III の講義資料および関連科目のテキストも見直すように指導している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・　教科書等に未掲載の最新の作用機序や副作用情報、および新薬に関する情報は講義資料を用いて、提
供およびそれに関する解説をしている。
・ 講義資料を予め配布し、キーワードを示し、何を学ぶか目標を明確にし、学生に次回の講義に関する予
習を行えるように配慮している。講義、参考書および講義資料から、学んだことをノートに纏め、各学生
の独自のテキストが作成できるように指導する。
・　機能形態学、生化学などで得た知識を可能な限り復習し、これら知識と病態、そして薬の効くプロセ
ス（作用機序・薬効）を連動させて考え、応用力を養えるよう努めている。
・ 講義中の質疑応答を行うために、講義回数を最低 15 回確保する。学生の理解度に応じて、補講を入
れる。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　講義内で薬理学で履修した項目だけでなく、その他の関連科目に関する質問を行う。学生が、知
識の整理と補充に取り組むようにする。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験で評価する (100%)。不合格者には再試験を 1回実施する。なお、追試験者への再試験
は実施しない。
出席不良の学生には単位認定を行わない。受講者には全出席を要求するが、已むを得ず欠席した場合には、
欠席届に欠席理由を証明する書類を添付したものを 1週間以内に提出する（入院などの長期欠席の場合は
復学後 1週間以内）。不備がある場合には欠席届を受理しない。
〔教科書〕
薬系薬理学書　（南江堂）
〔参考書〕
ガイドラインで理解する疾病と薬物治療　代謝疾患　（オーム社）
グラフィカル 機能形態学　（京都廣川書店）
薬理学実習の実際とデータの見方　（南山堂）
薬名［語源］事典（武蔵野大学出版会）
〔オフィスアワー〕
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原則として、14時以降とする（ゼミナール期間を除く）。ただし、予め連絡し、面談時間を指定する。予
約無しの対応はしない。来室は時間厳守とする。なお、定期試験直前の質問は受け付けないので、講義後
の復習を必ず行ってください。
〔所属教室〕
分子細胞病態薬理学教室（研究 4号館 5階）
〔準備学習（予習・復習等）〕
・　講義用資料を配布しているので、講義前に各自講義範囲の確認を行うように指示している。講義後の
復習の方が、予習よりも重要なので予習よりも復習に重点を置いた指導を行っている。
・　講義資料を基に、機能形態学、生化学および有機化学を中心に関連する科目についても、その都度復
習を行うように講義の中で指導している。
〔学生へのフィードバック〕
・　講義内での質疑応答およびオフィスアワーでフィードバックを行う。
・　定期試験（本試験）終了後に、不合格者へのフィードバック講義を実施する。フィードバック講義に
ついては、本試験合格者でも積極的に学習に取り組む者には聴講を認める。なお、再試験受験者への試験
内容の提示は行わない。
・　本科目は 15回の講義からなる。暦上、15回の講義回数が確保できない場合は、不足分の補講を行う。
ただし、学生への講義期間中のフィードバックが必要と判断した場合、適宜、補講を行うこととする。
〔教員からの一言〕
・　本講義では非常に多くの薬物が登場し、それらは臨床で用いられているものです。実務実習では、講
義で履修した薬物に必ず接することになります。薬剤師は、薬物に関する説明ができないということは許
されません。真摯な態度での学習を求めます。
・　薬理学は暗記科目ではありません。本講義では、学生諸氏に薬物の作用機序だけでなく、有害事象を
含めた副作用およびそれらを勘案した臨床用途について総合的に考える能力を身に着けることを要求しま
す。各講義での情報量が多いので、必ず講義後の復習を実践してください。
〔備考〕
・　毎回出席を取ります。出席回数が、全講義回数の 2/3 に達しない場合は、原則として定期試験の受験
資格を与えない。
・　欠席した場合には、当該講義日から 1週間以内に、欠席する事由が生じたことを証明するものを添付
した欠席届を提出しなければいけない。期間外の提出は受理しない。原則として遅刻を認めないので、欠
席扱いとする。
・　薬理学は暗記科目ではありません。本講義では、薬物の作用機序だけでなく、有害事象を含めた副作
用およびそれらを勘案した臨床用途について総合的に考える能力を身に着けることを要求します。各講義
での情報量が多いので、必ず講義後の復習を実践してください。特に、疾病と薬物治療の基礎になるもの
です。当該科目での病態への理解に役立つものなので、併せて学習してください。
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疾病と薬物治療V
Diseases and Pharmacotherapy V

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

杉山　健太郎

恩田　健二

田中　祥子

学 習 目 標
(GIO)

　薬物療法が治療上重要な疾患のうち、呼吸器系疾患、免疫・アレルギー疾患（関節リウマチ、重症筋無力
症等を含む）、移植医療、眼および耳鼻咽喉の疾患における身体の病的変化を病態生理学的に理解するため
に、これらの疾患の概念、分類、症候、臨床検査値、および診断に関する基本的知識を修得する。併せてこ
れらの疾患に対する薬物療法の概念を理解するために、代表的治療薬に関する一般的知識を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 免疫系の成り立ちとその異常に基づく疾患について説明できる。 C8-1-2-1～3
2 代表的なアレルギー・免疫に関する疾患を挙げることができる。 E2-2-2-3
3 呼吸器系の成り立ちとその異常に基づく疾患について説明できる。 E2-2-4-1
4 呼吸機能検査法とその意義について説明できる。 E1-2-2-6, E2-4-1-1～2

5 閉塞性気道疾患（気管支喘息、慢性気管支炎、肺気腫）の病態生理と適切
な治療薬について説明できる。 E2-4-1-1～2

6 肺炎と肺結核の病態生理、および各疾患の適切な治療薬について説明で
きる。

E2-4-1-3, E2-7-3-1, E2-
7-3-3, E2-7-3-10

7
自己免疫疾患（全身性エリテマトーデス、関節リウマチ、重症筋無力症、
乾癬など）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-2-2, E2-2-2-6～8,
E2-6-3-4

8
アナフィラキシーショックについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主
な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
等）を説明できる。

E2-2-2-5

9
アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎について、治療薬の薬理（薬理作
用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-2-2, E2-6-3-1

10
後天性免疫不全症候群（AIDS）について、治療薬の薬理（薬理作用、機
序、主な副作用）、感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-7-4-5

11 臓器移植（腎臓、肝臓）について、拒絶反応・日和見感染症・薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-2-2, E2-2-2-9, E2-
7-4-2

12 眼の構造と機能、および眼に関する代表的な疾患を概説できる。 E2-6-1-1, E2-6-1-3
13 緑内障の病態生理と適切な治療薬について説明できる。 E2-6-1-1
14 白内障の病態生理と適切な治療薬について説明できる。 E2-6-1-2

15 加齢黄斑変性の病態生理と適切な治療薬について説明できる。ぶどう膜
炎について概説できる。 E2-6-1-3～4

16 めまい（メニエール病）の病態生理と適切な治療薬ついて説明できる。 E2-6-2-1

17 かぜ症候群、鼻炎、副鼻腔炎、中耳炎の病態生理および治療薬について概
説できる。

E2-7-3-1, E2-7-3-3, E2-
7-3-10

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 杉山 免疫系の成り立ち、アレルギーの種類、および代表的な自
己免疫疾患の病態生理 と治療薬について 1、2

2 〃 呼吸器系の成り立ちと呼吸機能検査および気管支喘息につ
いて 3、4、5

3 〃 気管支喘息の病態、症状および薬物治療（1） 3、4、5
4 〃 気管支喘息の病態、症状および薬物治療（2） 5
5 〃 慢性閉塞性肺疾患の病態、症状および治療薬 5

6 〃 肺炎、肺結核の原因、病態、症状、検査、および治療薬につ
いて 1、2、6

7 〃 関節リウマチの病態生理と適切な治療薬について 1、2、7

8 〃 全身性エリテマトーデス、アナフィラキシーショックの病
態生理と治療薬について 1、2、7、8

9 〃 アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎の病態生理と適切な
治療薬について 1、2、9
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

10 〃 後天性免疫不全症候群（AIDS）と臓器移植に関連した病態
生理と適切な治療薬について 1、2、10、11

11 田中 重症筋無力症、乾癬の病態生理および薬物治療 1、2、7
12 恩田 眼の構造と機能、および緑内障等の病態と薬物治療 12、13

13 〃 白内障、加齢性黄斑変性、ぶどう膜炎の病態生理および治
療薬 14、15

14 〃
耳の構造と機能、およびめまい（メニエール病）の病態生
理、治療薬、かぜ症候群、鼻炎、副鼻腔炎、中耳炎、病態生
理および治療薬

16、17

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
　 1～10回目の講義では、薬剤師国家試験を意識した補助プリントと問題集を作成、配布し、臨床薬剤師
として必要な知識と国家試験出題傾向の理解を両立させ、学習のモチベーション向上に寄与できるような
講義を行う。
　授業内容に関する学生の理解度を確認するため、授業中随所で簡単な（Yes,Noの）質問を用意している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
　教科書や配布プリントの内容を基本とし、板書、資料、およびスライドによってその十分な補足説明を
行っている。WebClassを活用して資料を配布する予定。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:出席状況と受講態度により評価する。レポート点などの複数の評価方法は用いない。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験により評価する（100％）。レポート点などの複数の評価方法は用いない。
〔教科書〕
「コンパス薬物治療学」原明義、小山進編（南江堂）
〔参考書〕
全ての講義について、WebClassから配信された補助プリントも使用する。
〔オフィスアワー〕
杉山　健太郎 月～金の在室中はいつでも可。 臨床薬理学教室（医療薬学研究棟 1階研究室）
恩田　健二 月～金の在室中はいつでも可。 臨床薬理学教室（医療薬学研究棟 1階研究室）
田中　祥子 月～金の在室中はいつでも可。 臨床薬理学教室（医療薬学研究棟 2階研究室）
〔所属教室〕
杉山　健太郎 臨床薬理学教室（医療薬学研究棟 1階研究室）
恩田　健二 臨床薬理学教室（医療薬学研究棟 1階研究室）
田中　祥子 臨床薬理学教室（医療薬学研究棟 2階研究室）
〔準備学習（予習・復習等）〕
　教科書および参考書などで、次回の講義の SBO項目を予習しておく事をすすめます。「薬がみえる」（メ
ディックメディア）などの参考書も有用です。教員のオフィスアワーを活用し、不明な部分を放置しない
よう教員に尋ねてください。また１～１０回目の講義ではWebClassの問題集を是非活用してください。
〔学生へのフィードバック〕
　教科書や配布プリントを良く理解すること。また、前回講義で実施した内容の演習問題を講義の中で取
り入れている。
〔教員からの一言〕
図表や画像所見を多く取り入れた教科書、プリント等を講義に用い、板書と併せ分かりやすい解説の工夫
を心がけます。不明な箇所は、いつでも積極的に質問をお願い致します。担当者は薬剤師であり医師では
ありませんが、臨床研修や臨床研究の経験を生かし、臨場感のある講義を意識しています。
　 3年後期の段階では、身体の基本構造や機能と疾病の成り立ちや病態に関する基本的なところを理解し、
修得することが大事です。興味があれば、アドバンスの部分を独自に勉強することは否定しませんが、こ
こでの基礎力充実が高学年のアドバンスな科目できっと生きてきます。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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疾病と薬物治療VI
Diseases and Pharmacotherapy VI

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

下枝　貞彦　　　山田　純司　　　畔蒜　祐一郎

学 習 目 標
(GIO)

患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適
正な薬物治療に参画できるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施
するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項を修得する。本講義では、悪性新生物及び循環器系に
作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・
解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 血液・造血器系について概説できる。 C7-1-14-1

2

以下の貧血について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血 (悪性貧血等）、再生不良性貧血、自己免
疫性溶血性貧血（AIHA）、腎性貧血、鉄芽球性貧血

E2-3-2-3

3
以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の
選択等）を説明できる。
急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病、成人 T 細胞
白血病（ATL）

E2-7-8-5

4 悪性リンパ腫および多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-6

5
播種性血管内凝固症候群（DIC）について、治療薬の薬理（薬理作用、機
序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の
選択等）を説明できる。

E2-3-2-4

6

以下の疾患について治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減少症、血栓塞栓症、
白血病（重複）、悪性リンパ腫（重複）（E2（7）【 8⃝悪性腫瘍の薬、病態、
治療】参照）

E2-3-2-5

7

以下の不整脈および関連疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、
主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
等）を説明できる：上室性期外収縮（PAC）、心室性期外収縮（PVC）、心
房細動（Af）、発作性上室頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、
心室細動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群。

E2-3-1-1

8
急性および慢性心不全について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副
作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。

E2-3-1-2

9
虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、治療薬の薬理（薬理作用、
機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品
の選択等）を説明できる。

E2-3-1-3

10
以下の高血圧症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で
きる：本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧
症を含む）。

E2-3-1-4

11 以下の疾患について概説できる：閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショッ
ク、弁膜症、先天性心疾患 E2-3-1-5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 下枝 悪性新生物-1 1,2

2 〃 悪性新生物-2　 3
3 〃 悪性新生物-3　 1,3

4 畔蒜 悪性新生物-4　 1,4

5 〃 悪性新生物-5　 5
6 〃 悪性新生物-6　 6

7-8 山田 高血圧 10
9-10 〃 虚血性心疾患 9,11

11 〃 心不全 8
12-13 〃 不整脈 7
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に補助プリントを配布し、講義を進行しながら空欄部分を記入させるようにしている。また、講義中
に教科書へのマークや書き込みを促し、13回の講義終了後には教科書が学生各自が作成し自らに適した
「まとめの学習ノート」として仕上がるように仕向けている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各種疾患の診療ガイドラインに基づいて講義を行い、症例や処方例を紹介することにより具体的なイメー
ジを持たせるようにしている。パワーポイントや書画カメラを利用して、写真や医療器具など、視覚に訴
える資料を活用している。また、疾患ごとに最初の講義時間を関連する解剖生理学や生化学的知識の復習
に充てており、本論の理解を深めるように促している。初学者といえども現場で直ぐに役立つ講義内容を
目指している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価　 a）知識：定期試験（100%）の結果に基づいて評価する。但し、受講態度によっては受験資
格を失うことがある。
〔教科書〕
下枝　教科書は能動的薬物治療論（京都廣川）を使用、その他WebClassにて講義資料を事前に提示する。
山田　疾病と薬物治療 VI（心血管疾患）。生協にて販売。
〔参考書〕
疾患と治療薬　改訂第 6版（南江堂）
visual core pharma 薬物治療学 改定 7版（南山堂）
カラーテキスト血液病学　第 2版（中外医学）
血液専門医テキスト　日本血液学会編集（南江堂）
処方管理学（南山堂）
ガイドラインで理解する疾病と薬物治療 高血圧（コアコンテンツ）
ガイドラインで理解する疾病と薬物治療 虚血性心疾患（コアコンテンツ）
〔オフィスアワー〕
下枝　火曜日の終日、水曜日の午前中以外はいつでも可。但し、事前にメール（shimoeda@toyaku.ac.jp）
による予約が必要。
山田　いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
畔蒜 いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
下枝　臨床薬剤学教室（がん指導薬剤師）　　医療薬学研究棟 2階 M207号室
山田　臨床医療薬学センター　医療薬学研究棟 3階 M303号室
畔蒜　医療薬学研究棟 2階　M206号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に、シラバスを開いて講義予定項目の SBOsを確認し、教科書の該当範囲を読んでから講
義に臨むようにしてください。また、講義の後は必ず復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に向けてその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行う。また、特に必要性の高いものについては翌年以降の講義内容に反映させる。
〔教員からの一言〕
分からないことをそのままにしないで、参考書等で調べてください。自分で調べることがとても大切です。
それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義のときに質問してください。
〔備考〕
実務家教員担当科目

– 158 –209



疾病と薬物治療VII
Diseases and Pharmacotherapy VII

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

山田　安彦

下枝　貞彦

片桐　文彦

学 習 目 標
(GIO)

　悪性新生物に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必
要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違い）を説明できる。 E2-7-7-1

2

悪性腫瘍について、以下の項目を概説できる。
組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、組織診、画像診
断、腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝子、遺伝子産物を含む））、悪性腫
瘍の疫学（がん罹患の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫瘍のリスクお
よび予防要因

E2-7-7-2

3 悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置づけを概説できる。 E2-7-7-3

4

以下の抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用、相互作用、組
織移行性）および臨床適用を説明できる。
アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗腫瘍抗生物質、微小管阻害薬、トポイソメ
ラーゼ阻害薬、抗腫瘍ホルモン関連薬、白金製剤、分子標的治療薬、その
他の抗悪性腫瘍薬

E2-7-8-1

5 抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲得機構を説明できる。 E2-7-8-2

6 抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手
足症候群を含む）、血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。 E2-7-8-3

7 代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFOX 等）について、構成薬物お
よびその役割、副作用、対象疾患を概説できる。 E2-7-8-4

8 骨肉腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。 E2-7-8-7

9
以下の消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治
療（医薬品の選択等）を説明できる。
胃癌、食道癌、肝癌、大腸癌、胆のう・胆管癌、膵癌

E2-7-8-8

10 肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。 E2-7-8-9

11
以下の頭頸部および感覚器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
脳腫瘍、網膜芽細胞腫、喉頭、咽頭、鼻腔・副鼻腔、口腔の悪性腫瘍

E2-7-8-10

12
以下の生殖器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。
前立腺癌、子宮癌、卵巣癌

E2-7-8-11

13 腎・尿路系の悪性腫瘍（腎癌、膀胱癌）について、病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-12

14 乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。 E2-7-8-13

15 がん終末期の病態（病態生理、症状等）と治療を説明できる。 E2-7-9-1

16 がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。 E2-7-9-2

17 悪性新生物が関わる疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬
理・薬物動態）の関連を概説できる。 E2-7-10-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 山田・片桐 悪性腫瘍の病態と治療 1、2、3
2 〃 抗悪性腫瘍薬（1） 4、17
3 〃 抗悪性腫瘍薬（2） 4、17
4 〃 抗悪性腫瘍薬（3） 4、17
5 〃 抗悪性腫瘍薬の副作用・相互作用・耐性（1） 5、6
6 〃 抗悪性腫瘍薬の副作用・相互作用・耐性（2） 5、6
7 下枝 乳癌の臨床と薬物治療 14
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
8 〃 肺癌の臨床と薬物治療 10
9 〃 消化器系癌の臨床と薬物治療 9
10 〃 生殖器系癌の臨床と薬物治療 12

11 〃
腎・尿路系癌の臨床と薬物治療
脳腫瘍、網膜芽細胞腫、喉頭、咽頭、鼻腔・副鼻腔、口腔
癌、骨肉腫の臨床と薬物治療

8、11、13

12 〃 抗悪性腫瘍薬の主な副作用とその対処法
代表的ながん化学療法のレジメン 6、7

13 〃 がん終末期医療と緩和ケア 15、16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
WebClass等で、修得レベルを確認できるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
基本的に修得すべき事項が教科書にまとめており、予習、復習の際に役立てられるようにしている。ポイ
ントとなるところは写真や事象などを提示し、印象づけるように工夫している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:例題を提示して繰り返し行う。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験により評価する（100%）。
〔教科書〕
がん薬物治療学（山田安彦 編著 京都廣川書店）
〔参考書〕
処方管理学（太田伸、下枝貞彦ら 編著 南山堂）
新臨床腫瘍学 (改訂第 5版)：がん薬物療法専門医のために（日本臨床腫瘍学会編 南江堂）
〔オフィスアワー〕
山田　安彦　原則いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
下枝　貞彦　火曜日の終日、水曜日の午前中以外はいつでも可。但し、メールによる予約が必要。
片桐　文彦　原則いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
山田　安彦　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4515
下枝　貞彦　臨床薬剤学教室（がん指導薬剤師）　医療薬学研究棟 2階 M207号室
片桐　文彦　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4512

〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、教科書およびテキスト（プリント）の該当範囲を読んで
から講義に臨むこと。また、講義の後は必ず復習をすること。分からないことをそのままにしないで、参
考書等で調べること。それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義の時に教員に質問するこ
と。なお、講義で用いる資料がある場合、前日の 18時までに WebClassにアップするので、受講者各自で
印刷し資料に目を通してから講義に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
各講義の終了時にその日に行った講義内容のポイントを講義中に用いた資料を振り返りながら復習する。
また、講義開始時においても前回の講義内容を冒頭で復習して、その日の講義につなげる工夫をしていく。
さらに定期試験の模範解答を提示し、学生自ら理解不足であった箇所を振り返ることができるようにする。
〔教員からの一言〕
　疾病と薬物治療 VIの造血器腫瘍と合わせ、本講義を受けることで臨床現場で必要となる悪性新生物の基
礎知識と薬物療法について網羅的に学ぶことができる。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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医薬情報 II
Pharmaceutical Information II

第 3 学年 後期 3 年必修科目 1 単位

山田　安彦

高柳　理早

片桐　文彦

学 習 目 標
(GIO)

薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、薬物投与設計を立案したり、臨床上の問題解
決ができるようになるために、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工に加え、臨床研究デザイン、
薬効解析などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基本的事項を身につける。具体的に
は、医薬品情報の薬学的評価、EBM の実践、生物統計、臨床研究デザイン、薬効解析に関する基本的事項
を修得する。また、これらの情報解析に基づいて、臨床および医薬品開発における薬物治療の最適化を評価
するための基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙
し、それらの特徴を概説できる。 E3-1-6-1

2 臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。 E3-1-6-2

3
観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、コホート研
究、ケースコントロール研究、ネステッドケースコントロール研究、ケー
スコホート研究など）について概説できる。

E3-1-6-3

4 副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定アルゴリズムなど）
について概説できる。 E3-1-6-4

5 優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。 E3-1-6-5

6 介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化など）につい
て概説できる。 E3-1-6-6

7 統計解析時の注意点について概説できる。 E3-1-6-7

8
介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエンドポイント、主
要エンドポイントと副次的エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明
できる。

E3-1-6-8

9
臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（相対リスク、相対
リスク減少、絶対リスク、絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生
率、発生割合）を説明し、計算できる。

E3-1-6-9

10 基本的な統計量（平均値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）
を説明できる。 E3-1-5-1

11 帰無仮説の概念および検定と推定の違いを説明できる。 E3-1-5-2

12 代表的な分布（正規分布、ｔ分布、二項分布、ポアソン分布、χ2 分布、F
分布）について概説できる。 E3-1-5-3

13 主なパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を列挙し、それらの
使い分けを説明できる。 E3-1-5-4

14 主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック回帰など）と相関係数の検定に
ついて概説できる。 E3-1-5-6

15 基本的な生存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線など）について概説で
きる。 E3-1-5-7

16 EBM の基本概念と実践のプロセスについて説明できる。 E3-1-4-1

17
代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコント
ロール研究など）の長所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルにつ
いて概説できる。

E3-1-4-2

18
臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性（研
究結果の正確度や再現性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）に
ついて概説できる。

E3-1-4-3

19 メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。 E3-1-4-4

20 医薬品情報にもとづいて、代表的な同種同効薬の有効性や安全性につい
て比較・評価できる。 E3-1-7-2

21 個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品情報
をもとに、薬物治療を計画・立案できる。 E3-3-5-1

22 代表的な疾患の症例について、患者情報および医薬品情報などの情報に
基づいて薬物治療の最適化を評価できる。 E2-11-1-1

授業内容
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 高柳 臨床研究の種類とデザイン（１） 1～8、17、19
2 〃 臨床研究の種類とデザイン（２） 1～8、17、19
3 〃 臨床研究の結果を表すパラメータ 9
4 〃 臨床成績を読むための生物統計（１） 10～15
5 〃 臨床成績を読むための生物統計（２） 10～15
6 〃 臨床成績を読むための生物統計（３） 10～15
7 〃 臨床成績を読むための生物統計（４） 10～15
8 片桐 EBM 16～18
9 山田 医薬品情報の評価（１） 20～22
10 〃 医薬品情報の評価（２） 20～22
11 〃 薬物投与設計の理論（１） 20～22
12 〃 薬物投与設計の理論（２） 20～22
13 〃 医薬品の比較・評価 20～22

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
適宜補助資料を使用し、講義の進行とともにポイントを記入させる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各回において修得すべき SBOを提示し目標を明確にする。
講義では、教科書のみならず必要に応じて補助資料を使用し、理解を得やすくする。
重要なポイントは強調し、教科書等への書き込みを薦める。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　課題、演習問題を行う。
2) 総括的評価
a) 知識:　定期試験により評価する（100％）。
〔教科書〕
理論医薬品情報学（山田安彦編著）、京都廣川書店、2017年
〔参考書〕
特に指定しない。
〔オフィスアワー〕
原則いつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。
〔所属教室〕
山田　安彦　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4515
高柳　理早　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4513
片桐　文彦　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4512

〔準備学習（予習・復習等）〕
講義を受ける前に講義予定の項目を確認し、教科書の該当範囲を読んでから講義に臨む。
教科書や配布資料等を活用し、講義後の復習を必ず行う。
〔学生へのフィードバック〕
課題や演習問題の解説を通じてフィードバックする。
〔教員からの一言〕
適切な薬物治療を行うためには、医薬品情報と患者情報を統合して検討し、薬学的な観点で評価すること
が不可欠です。前期の医薬情報 Iの講義に引き続き、医薬品の臨床効果の評価や比較を行うために必要な
方法論を理解し実践するための基本的事項を学びます。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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医療薬学英語特論 I
English (Topics) I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

国際化が進む昨今の国内環境において、薬剤師も、国際的感覚を備え持つことが要求される。英文学術誌や
雑誌、英字新聞等の読解により科学英語の知識習得は勿論のこと、国際的視野に立った幅広い見識を身に付
けていく。各卒論教室にて英語による討論や発表等による演習形式で実施する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 将来、医療現場や学術会議、さらには企業においては海外でも折衝等で
必要とされる実用的且つ実践的な英語力を身に付ける。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-13 各卒論担当指導教
員 各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラム 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各卒論配属教室、研究室、センター内で、専門性と特色を活かしたプログラムを基に、グループ学習を中
心に行う。
英語によるプレゼンテーション、英会話、TOEIC受験を通して能動的に知識・態度を醸成する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラムを基に、グループ学習（討論・発表）を中心に行う。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：輪読等を繰り返し、内容の把握度をチェックする。
2)総括的評価
a) 知識：レポート提出などにより英語対応力、内容理解力等を総合的に評価する (100%)。
〔教科書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔参考書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
配属された各教室、研究室、センター。
〔準備学習（予習・復習等）〕
英語を始めとする語学能力は、卒論期間中に予習・復習を繰り返すことで醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
グループ学習等において、担当教員から、専門分野における英語について、適宜、フィードバックする。
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医療薬物薬学英語特論 I
English (Topics) I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

国際化が進む昨今の国内環境において、薬剤師も、国際的感覚を備え持つことが要求される。英文学術誌や
雑誌、英字新聞等の読解により科学英語の知識習得は勿論のこと、国際的視野に立った幅広い見識を身に付
けていく。各卒論教室にて英語による討論や発表等による演習形式で実施する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 将来、医療現場や学術会議、さらには企業においては海外でも折衝等で
必要とされる実用的且つ実践的な英語力を身に付ける。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-13 各卒論担当指導教
員 各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラム 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各卒論配属教室、研究室、センター内で、専門性と特色を活かしたプログラムを基に、グループ学習を中
心に行う。
英語によるプレゼンテーション、英会話、TOEIC受験を通して能動的に知識・態度を醸成する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラムを基に、グループ学習（討論・発表）を中心に行う。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：輪読等を繰り返し、内容の把握度をチェックする。
2)総括的評価
a) 知識：レポート提出などにより英語対応力、内容理解力等を総合的に評価する (100%)。
〔教科書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔参考書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
配属された各教室、研究室、センター。
〔準備学習（予習・復習等）〕
英語を始めとする語学能力は、卒論期間中に予習・復習を繰り返すことで醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
グループ学習等において、担当教員から、専門分野における英語について、適宜、フィードバックする。
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医療衛生薬学英語特論 I
English (Topics) I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

国際化が進む昨今の国内環境において、薬剤師も、国際的感覚を備え持つことが要求される。英文学術誌や
雑誌、英字新聞等の読解により科学英語の知識習得は勿論のこと、国際的視野に立った幅広い見識を身に付
けていく。各卒論教室にて英語による討論や発表等による演習形式で実施する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 将来、医療現場や学術会議、さらには企業においては海外でも折衝等で
必要とされる実用的且つ実践的な英語力を身に付ける。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-13 各卒論担当指導教
員 各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラム 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各卒論配属教室、研究室、センター内で、専門性と特色を活かしたプログラムを基に、グループ学習を中
心に行う。
英語によるプレゼンテーション、英会話、TOEIC受験を通して能動的に知識・態度を醸成する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラムを基に、グループ学習（討論・発表）を中心に行う。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：輪読等を繰り返し、内容の把握度をチェックする。
2)総括的評価
a) 知識：レポート提出などにより英語対応力、内容理解力等を総合的に評価する (100%)。
〔教科書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔参考書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
配属された各教室、研究室、センター。
〔準備学習（予習・復習等）〕
英語を始めとする語学能力は、卒論期間中に予習・復習を繰り返すことで醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
グループ学習等において、担当教員から、専門分野における英語について、適宜、フィードバックする。
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薬事関連法規と制度 II
Pharmaceutical Affairs Law II

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

益山　光一

学 習 目 標
(GIO)

薬剤師は医療人の一員として医療法により定められており、医療を取り巻く環境も関係法規に基づき実施さ
れている。これらの法律は、疾病構造の変化や急速に進む高齢化社会の中で、日々前進し、改正が行われて
いる。最近では、地域包括ケアや在宅医療の推進など、薬剤師も地域医療のチームの一員となった取り組み
も強く求められている。
　ここでは主に、医療法と医療保険制度、加えて薬剤師が特に管理を必要とする医薬品の管理規定及び社会
保障制度におけるこれからの薬剤師の課題について学習する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令と規定について概説できる。 B-2-1-4

2 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定その意義につい
て説明できる。 B-2-1-5

3 医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。 B-2-1-6
4 健康被害救済制度について説明できる。 B-2-2-10
5 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明できる。 B-2-3-1
6 覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について説明できる。 B-2-3-2
7 毒物劇物の取り扱いに係る規定について概説できる。 B-2-2-2
8 日本の社会保険制度の枠組みと特徴について説明できる。 B-3-1-1
9 医療保険制度について説明できる。 B-3-1-2
10 療養担当規則について説明できる。 B-3-1-3
11 公費負担医療制度について概説できる。 B-3-1-4
12 介護保険制度について概説できる。 B-3-1-5
13 薬価基準制度について概説できる。 B-3-1-6
14 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。 B-3-1-7

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 益山 毒物及び劇物取締法 ７

2 益山 麻薬及び向精神薬取締法 (1)　
麻薬の規制 ５

3 益山 麻薬及び向精神薬取締法 (2)　
向精神薬の規制 ５

4 益山 覚せい剤取締法、あへん法、大麻取締法 ６

5 益山 医療法 (1)医療の担い手
医師、歯科医師、保健師助産師、看護師、薬剤師等 ２

6 益山 医療法 (2)医療提供の理念 ３
7 益山 医療法 (3)医療提供体制 ３

8 益山 医療関係者の状況
医師法等 １

9 益山 医療保険（1）
健康保険法 ８、９、11

10 益山 医療保険（2）
国民健康保険 ８、９、10

11 益山 医療保険（3）
薬価基準、調剤報酬等 13、14

12 益山 高齢者医療保健制度 ８、９

13 益山 介護保険制度のしくみ、医薬品医療機器総合機構法と患者
の被害救済 ４、12

14 益山 診療報酬改定について 13、14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
薬剤師の今の問題について、考える時間を設けるとともに、講義内容については確認の小テスト（演習問
題）を実施する。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
できるだけわかりやすく、体系化しながら講義を行っている。講義はプロジェクターを用い、図表、写真
を多用する。必要な資料は webclass上に参考資料として掲載するが、基本的には教科書に基づき予習し、
講義に持参すること。また小テストと称する演習問題を行い、知識の確認を行う。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：演習問題を行い、自己評価させる。また、成績不良者には課題を課す。
2)総括的評価
a) 知識： 定期テスト（80％）、小テスト（20%）にて評価する。再試験を 1回行う。
＜総括的評価＞　　
・S（90点以上～100点）：合格
・A（80点以上～90点未満）：合格
・B（65点以上～80点未満） ：合格
・C（55点以上～65点未満） ：合格
・D（55点未満） ：不合格
〔教科書〕
2020-2021「薬事関係法規・制度　解説」薬事衛生研究会（薬事日報社）
〔参考書〕
やさしい医薬品医療機器等法（第２版、じほう）
〔オフィスアワー〕
益山　光一　いつでも可　ただしメールで予約してください。
〔所属教室〕
益山光一 薬事関係法規研究室　教育 3号館 1階 3102-2

〔準備学習（予習・復習等）〕
講義の際に次の講義範囲として教科書での指定範囲に目を通して、疑問点や興味のある点を見つけてくだ
さい。また、小テストの内容はできるだけ早い時点で、講義内容を思い出しながら、復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
教科書の内容について、その内容説明と解説等を行い、各講義毎に最終的な理解を確認するための小テス
トを実施し、後日、WebClassにて解説をフィードバックする。
〔教員からの一言〕
わが国は世界的に類のない速さで高齢化が進んでおり、在宅医療や医療経済的視点など医療現場は大きく
変わりつつあります。そのような変化の中、医療人として薬剤師も調和し、従前の取り組みだけではなく、
前進しなくてはなりません。この講義で、制度上必要とされる薬剤師とはどのような姿なのかを知り、そ
のためにどうすべきか、考えていきましょう。
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薬物動態学
Pharmacokinetics

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

井上　勝央、降幡　知巳、柴崎　浩美、横川　彰朋、岸本　久直、樋口　慧

学 習 目 標
(GIO)

最適な薬物治療を行うためには、体内動態に基づく薬物の特性や患者の病態および背景を理解し、個々の患
者に適した医薬品の選択や用法・用量の設定を行わなければならない。本講義では、個々の患者に適した投
与設計を提案できるようなるために、これまでに修得した薬物の体内動態ならびに個別化薬物治療に関する
基本的知識を基盤として、体内動態の定量的解析・予測ならびに数式モデルによる投与設計を行うための知
識を修得する。さらに、治療薬物モニタリング（TDM）の意義を理解し、TDMが有効な薬物における患者
ごとの投与設計法を習得し、それらを活用するための基本的事項を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、概説できる。 E4-2-1-1
2 線形コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。 E4-2-1-2

3 薬物動態学的パラメーター（生物学的半減期、組織クリアランス、固有ク
リアランス、全身クリアランス）について説明し、計算できる。 E4-2-1-1, E4-2-1-5

4 生物学的半減期を用いて、血中薬物濃度の時間推移を予測することがで
きる。 E4-2-1-1～2

5 薬物動態学的パラメーターの数値を用いて、吸収、分布、代謝および排泄
に関わる薬物の体内動態特性を説明できる。 E4-2-1-1～2, E4-2-1-5

6 薬物動態学的パラメーターが変動したときの薬物の体内動態の変化を説
明できる。 E4-2-1-1～2, E4-2-1-5

7 薬物動態学的パラメーターに基づいて薬物の生物学的利用能やその変動
要因を説明できる。 E4-2-1-1～2, E4-2-1-5

8 モデルによらない薬物動態の解析法を列挙し、説明できる。 E4-2-1-4

9 肝代謝により非線形性を示す薬物の体内動態について、薬物動態学的パ
ラメーターを用いて説明できる。 E4-2-1-3

10 至適血中濃度を維持するための投与計画について薬物動態学的パラメー
ターを用いて説明できる。 E4-2-2-3

11 代表的な薬物相互作用と投与計画について説明できる。 E4-1-2-4, E4-1-3-6, E4-
1-4-5, E4-1-5-5

12 疾患時 (合併症) における薬物の投与計画について説明できる。 E3-3-3-1～3

13 年齢的要因:高齢者、小児における薬物投与法の注意点について、例をあ
げて説明できる。 E3-3-2-1～2

14 生理学的要因:妊婦、授乳婦における薬物投与法の注意点について、例を
あげて説明できる。 E3-3-4-1～3

15 ポピュレーションファーマコキネティクスに基づく投与法と応用例につ
いて説明できる。 E4-2-2-4

16 治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明できる。 E4-2-2-1
17 血液試料の採取法と薬物の血中濃度測定法を説明できる。 E4-2-2-2
18 TDMが必要とされる代表的な薬物の投与計画について説明できる。 E4-2-2-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 井上 モデル非依存性の薬物動態の解析 1、8
2 〃 コンパートメントモデルによる薬物動態の解析 1、2、4
3 〃 クリアランス理論に基づく薬物動態の解析 1、3

4 〃 薬物動態パラメータを用いた体内動態予測１：分布性、腎
クリアランス 3、5、6、7

5 岸本 薬物動態パラメータを用いた体内動態予測 2：生物学的利
用能（バイオアベイラビリティ） 3、4、6、7

6 樋口 薬物速度論に関する基礎演習 1、2、3、4、5、
6、7、8

7 柴崎 TDM の実際 1:TDM の意義、対象薬物、測定法と採血お
よび試料の取り扱い 16、17

8 〃
投与計画 1：定速静注、反復投与、定常状態における投与
設計と血中濃度予測ならびに疾患時における投与設計投与
計画

10、12

9 〃 投与計画 2：高齢者、小児、妊婦、授乳婦における薬物投与
の個別化 13、14
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

10 横川 TDMの実際 2：ポピュレーションファーマコキネティクス
に基づく投与法 15

11 〃 TDMの実際 3：抗てんかん薬、喘息治療薬、抗生物質、免
疫抑制薬等の TDM 9、18

12 降幡 投与計画 3：薬物相互作用 (吸収、分布、排泄過程) を考慮
した投与設計 11

13 〃 投与計画 4：薬物相互作用 (代謝過程) を考慮した投与設計 11

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
授業内容に関する学生の理解を確認するために、授業中に確認問題や演習問題を取り入れている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識: 演習問題、小テストにより評価する
2) 総括的評価
a) 知識: 定期試験 (100%) により評価する。
評価（総括的評価）
・S（90％以上） 　：合格
・A（80～90％未満）：合格
・B（70～80％未満）：合格
・C（60～70％未満）：合格
・D（60％未満） 　 ：不合格
※再試験の成績・・・合格の場合 C

〔教科書〕
講義回数 1～6: 最新薬剤学 第 11版（尾関哲也、井上勝央 編著、廣川書店）
講義回数 7～13: テーラーメイド医療　-薬物治療の個別化-　第 2版（古田、柴崎、横川 著、京都廣川書店）
〔参考書〕
講義回数 1～6: パートナー薬剤学 改訂第 3版（原島秀吉、伊藤智夫、寺田勝英 編著、南江堂）
講義回数 7～13: 臨床薬物動態学（加藤隆一 著、南江堂）、今日の治療薬（南江堂）
〔オフィスアワー〕
在室中はいつでも可（ただし、メールにてあらかじめ予約して下さい）
〔所属教室〕
井上、岸本、樋口　薬物動態制御学教室　研究 1号館 3階
降幡　個別化薬物治療学教室　医療薬学研究棟 2階
柴崎、横川　個別化薬物治療学教室　医療薬学研究棟 1階
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：講義内容について、事前に教科書を読み，問題点、疑問点を抽出しておくこと。
復習：講義内容に関する初回の授業で配布する練習問題あるいは教科書に掲載した確認問題、例題、課題
を行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
配布資料の演習問題や教科書の確認問題等のうち、間違えやすい問題に関して、講義内で解説を行う。
〔教員からの一言〕
講義内容の理解のために、教科書に掲載した各項のまとめを復習と知識の定着に利用して下さい。
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疾病と薬物治療VIII
Diseases and Pharmacotherapy VIII

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

畝﨑　榮

藤宮　龍祥

学 習 目 標
(GIO)

精神及び神経・筋疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および
医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも
膜下出血）の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）に
ついて説明できる。

E2-1-3-8

2 Parkinson（パーキンソン）病の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）について説明できる。 E2-1-3-5

3
認知症（Alzheimer（アルツハイマー）型認知症、レビー小体型認知症、
血管性認知症等）の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
等）について説明できる。

E2-1-3-10

4 てんかんの病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）につ
いて説明できる。 E2-1-3-7

5 片頭痛の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）につい
て説明できる。 E2-1-3-11

6 進行性筋ジストロフィー、Guillain-Barré（ギラン・バレー）症候群、重
症筋無力症について説明できる（体性神経系）。 E2-1-2-4

7 筋萎縮性側索硬化症について説明できる（中枢神経系）。 E2-1-3-14

8 褥瘡の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について
説明できる。 E2-6-3-3

9 精神疾患：統合失調症の治療薬の薬理（機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-1-3-4

10
精神疾患：気分障害（うつ病、双極性障害）の治療薬の薬理（機序、主な
副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。

E2-1-3-5

11 精神疾患：睡眠障害の治療薬の薬理（機序、主な副作用）、および病態（病
態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-1-3-3, E2-1-3-14

12 精神疾患：不安神経症・心身症の治療薬の薬理（機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

13
精神疾患：薬物依存症、アルコール依存症の治療薬の薬理（機序、主な副
作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。

E2-1-3-14

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 畝崎 脳血管疾患の病態と薬物療法 1
2 〃 パーキンソン病の病態と薬物療法 2
3 〃 認知症の病態と薬物療法 3
4 〃 てんかんの病態と薬物療法 4
5 〃 片頭痛の病態と薬物療法 5

6 〃
進行性筋ジストロフィー、Guillain-Barré（ギラン・バレー）
症候群、重症筋無力症、筋萎縮性側索硬化症の病態と薬物
療法

6～7

7 〃 褥瘡の病態と治療 8
８ 藤宮 精神疾患の概要 9-13
9 〃 統合失調症の病態と薬物療法 9
10 〃 気分障害（うつ病と双極性障害）の病態と薬物療法 10

11 〃 睡眠障害（不眠症、過眠症（ナルコレプシー））の病態と薬
物療法 11

12 〃 不安神経症・心身症の病態と薬物療法 12
13 〃 薬物依存症、アルコール依存症の病態と薬物療法 13
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
必要に応じて Q&Aを実施している。
例題を提示している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
教科書の指定および講義プリントを配布し、講義内容を明確にしている。パワーポイントなどを使用し、
講義に集中できるよう配慮している。練習問題を作成し、重要なポイントを確認できるよう工夫している。
〔成績評価方法〕
総括的評価
＜試験により評価する＞
知識：定期試験（100%）にて評価する。再試験を 1回実施する。
〔教科書〕
病気と薬物療法　精神疾患/神経・筋疾患 改定 2版（オーム社）
〔参考書〕
治療薬マニュアル（医学書院）
今日の治療薬（南江堂）
今日の治療指針（医学書院）
薬がみえる　 Vol.1（MEDIC MEDIA)

〔オフィスアワー〕
畝﨑　いつでも可。ただし要予約　医療棟 3F 畝崎教授室
藤宮　いつでも可。ただし要予約　 DR棟 3F 研究室 1

〔所属教室〕
畝﨑　医療実務薬学教室
藤宮　医療実務薬学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
教科書を体系的に用いて講義をしますので、対応 SBOｓの予習をして講義に臨んでください。講義を聴
きながら感じたこと、考えたことや疑問をノートに書き留めることで、自分の問題意識を明確にして能動
的に講義に臨んでください。
〔学生へのフィードバック〕
講義の要点に関する例題等を提示し解説している。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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臨床推論 I
Clinical Reasoning I in Pharmacotherapy

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

市田　公美

川口　崇

学 習 目 標
(GIO)

疾病に伴う症状などの的確な患者情報を取得し、患者個々に応じた薬の選択、用法・用量の設定および各々
の医薬品の「使用上の注意」を考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、病態を理解する上
で必要な症候の知識を修得する。さらに、症候から疾患を推定するための、臨床推論の理論、病歴、検査、
副作用などの基本的な知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 全身及び皮膚疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾
患を挙げ、該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

2 血液疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、
該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

3 呼吸器疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙
げ、該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

4 循環器疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙
げ、該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

5 消化器疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙
げ、該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

6 腎・泌尿器疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患
を挙げ、該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

7 神経疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、
該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

8 婦人科及び整形外科疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代
表的疾患を挙げ、該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

9 眼科及び耳鼻科疾患の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的
疾患を挙げ、該当疾患を推測できる。 E1-2-1-1

10 臨床推論の意義とその思考方法について説明できる。 T-1
11 風邪とその周辺疾患について、病態生理と鑑別疾患を説明できる。 T-1

12 疼痛を生じる代表的な疾患について、病態生理と鑑別疾患を説明するこ
とができる。 T-1

13 患者情報である病歴の種類を挙げ、説明できる。 E3-2-1-1～2
14 バイタルサインを挙げ、基本的な解釈を説明できる。 E3-2-1-1, E3-2-2-3
15 代表的な検査の特性を感度・特異度・尤度に基づいて説明できる。 E1-2-2-1～8, E3-2-1-1
16 有害事象と副作用の違いを説明できる。 E3-2-2-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 川口　崇
臨床推論の基本　（臨床推論の定義、活用法、理論、法的側
面）
病歴と身体所見（病歴の種類、病歴の聴取方法、身体所見、
バイタルサイン）

10, 13, 14

2 川口　崇 臨床推論のモデル（理論、バイアスと診断エラー） 10

3 川口　崇 検査特性（検査や所見の考え方、感度/特異度/尤度の算出
と考え方） 15

4 川口　崇 セルフケアの推論（風邪の定義、風邪の病態生理と症状、風
邪様症状の鑑別） 11

5 川口　崇 セルフケアの推論（痛み、痛みの問診、腹痛のレッドフラッ
グサイン） 12

6 川口　崇 副作用の推論（有害事象と副作用の違い、評価方法、因果
関係の判定（推論）） 16

7 川口　崇（外部講
師） 臨床推論の実践　ケーススタディ 10-16

8 市田　公美 発熱、全身倦怠感、肥満・やせ、発疹、掻痒、貧血、出血傾向 1、２
9 市田　公美 呼吸困難、咳・痰、血痰・喀血、喘鳴 3

10 市田　公美 胸痛、頻脈・徐脈（心悸亢進・動悸）、低血圧、ショック、チ
アノーゼなど 4

11 市田　公美 悪心・嘔吐、吐血・下血、腹痛、下痢、便秘、腹部膨満、黄
疸など 5
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
12 市田　公美 脱水、浮腫、タンパク尿、血尿、多尿・乏尿、頻尿、排尿障害 6

13 市田　公美
頭痛、意識障害、運動障害、知覚障害、睡眠障害、けいれ
ん、月経異常、めまい、聴力障害、視力障害、関節痛・関節
腫脹など

7, 8, 9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・必要に応じて補助プリントを配布し、講義を進行しながら空欄部分を記入させるようにする。
・症例を用いる場合、学生が考える時間を設ける。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
臨床で実際に遭遇しうるケースを提示し、より実践的なイメージを持たせるようにしている。事前実務実
習や実務実習で役立つ講義内容を目指している。
〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
a) 知識:講義中に学生への質問により評価する。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（100%）にて評価する。
〔教科書〕
薬学生のための新臨床医学（廣川書店）
薬学臨床推論（南江堂）
〔参考書〕
今日の診断指針（医学書院）
総合診療医が教えるよくある気になるその症状: レッドフラッグサインを見逃すな!（じほう）
〔オフィスアワー〕
市田公美　金曜日以外はいつでも可。但し、メールによる予約が必要。
川口　崇　メールによる予約をしてください。
〔所属教室〕
市田公美　病態生理学教室　研究 2号館 6階
川口　崇　医療実務薬学教室　 DR棟３階
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、教科書の該当範囲を読んでから講義に臨むようにして
ください。また、講義の後は必ず復習してください。分からないことをそのままにしないで、参考書等で
調べてください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行っている。
（非同期型での授業においてはWebClassで質問を受け付ける等の対応をする）
〔教員からの一言〕
症状毎に疾患を捉えることにより、今まで学んできた疾患の知識の整理・統合ができる。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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医薬情報演習
Seminar in Pharmaceutical Information

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

山田　安彦　高柳　理早　片桐　文彦　木村　耕二

倉田　香織　山田　寛尚　

学 習 目 標
(GIO)

薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、薬物投与設計を立案したり、臨床上の問題点
を解決したり、医薬情報を育薬に応用したり、医薬品開発で必要な情報を理解できるようになるために、医
薬品情報に関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基本的事項を身につける。医薬品情報の収
集・評価・加工・提供・管理、EBM の実践、生物統計、臨床研究デザインおよび薬効解析に関する基本的事
項を修得するとともに、患者からの情報の収集、評価および薬物治療の個別化に関して必要な基本的事項を
修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒な
ど）に合った適切な情報源 を選択し、必要な情報を検索、収集できる。
（技能）

E3-1-3-1

2 MEDLINE などの医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、
シソーラスの重要性を理解し、検索できる。（知識・技能） E3-1-3-2

3 臨床試験などの原著論文および三次資料について医薬品情報の質を評価
できる。（技能） E3-1-3-4

4 二群間の差の検定（t検定、χ2検定など）を実施できる。（技能） E3-1-5-5

5
臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（相対リスク、相対
リスク減少、絶対リスク、絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生
率、発生割合）を説明し、計算できる。（知識・技能）

E3-1-6-9

6 医薬品情報にもとづいて、代表的な同種同効薬の有用性や安全性につい
て比較・評価できる。（技能） E3-1-7-2

7 医薬品情報にもとづいて、先発医薬品と後発医薬品の品質、安全性、経済
性などについて、　比較・評価できる。（技能） E3-1-7-3

8 個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品情報
をもとに、薬物治療を計画・立案できる。（技能） E3-3-5-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-3 臨床薬効解析学教
室

薬物治療に役立つ情報（１）
医薬品の評価 1、6

4-6 〃 薬物治療に役立つ情報（２）
医薬品の比較 1、6、7、8

7-9 〃 薬物治療に役立つ情報（３）
臨床研究デザインと解析、EBM、生物統計 3、4、5

10-12 情報教育研究セン
ター

薬物治療に役立つ情報（４）
EBMの 5つのステップ、臨床研究論文を読む 2、3、5、8

13
臨床薬効解析学教
室
情報教育研究セン
ター

試験

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
演習を進行しながら、ワークシートやテキストの空欄部分を記入させる。
Think-Pair-Shareによる症例検討を行う。
TBL&PBLによる症例検討を行う。
e-ポートフォリオの作成を行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
オリジナルのワークシートやテキスト等を用いてプロダクト作成を行う。
発表・討論を実施しながら、演習の各段階で修得状況を確認し、教員からのフィードバックを行っている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：課題を提示して繰り返し行う。
b）技能：演習時間内に、手法等についてこまめにフィードバックする。
c）パフォーマンス：各演習内容の到達度をルーブリック評価表を用いて評価する。
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2）総括的評価
a）知識：試験等を総合評価する（60%）。
b）技能：演習成果物等を通して総合評価する（20%）。
c）パフォーマンス：演習内容全般の到達度をルーブリック評価表を用いて評価する（20%）。
〔教科書〕
別途指示する。
〔参考書〕
理論医薬品情報学（山田安彦　編著、京都廣川書店）
治療薬マニュアル（医学書院）
今日の治療薬（南江堂）
〔オフィスアワー〕
原則いつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。
〔所属教室〕
山田・高柳・片桐・木村　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4513号室
倉田・山田　情報教育研究センター　 DR棟 4階 D404号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
3年次「医薬情報 I」、「医薬情報 II」の講義内容を復習しておくこと。
実習 4 日目は、TBL ＆ PBL の実施のため、事前課題を実施してから参加すること。資料は 2 週間前に
WebClassより配布する。必要な時間は人によるが、概ね 1時間程度。
復習として、図書館・情報センター主催の PubMed講習会などへの参加を薦める。
〔学生へのフィードバック〕
適宜行う。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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調剤学
Dispensing Pharmacy

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

杉浦　宗敏　今井　志乃ぶ

学 習 目 標
(GIO)

薬剤師を取り巻く環境は大きく変化している。調剤の概念は、「患者情報の収集から薬剤交付後の有効性、安
全性の確認」と広がりを見せており、医薬品の適正使用を確保するために薬物療法のすべてに対して薬剤師
が責任を負う必要があると解釈できる。薬学教育 6年制の導入により、5年次に医療機関において実務実習
を受けることになる。本講義では実務実習事前学習に連携して、基本的な調剤に関する知識と技術を習得す
ることを目的とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会にお
ける役割について説明できる。 A-1-2-2

2 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケア
について説明できる。 A-1-2-3

3 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義に
ついて説明できる。 A-4-1-1

4 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明で
きる。 A-4-2-1

5 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明で
きる。 A-4-3-1

6 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。 B-2-1-1
7 薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。 B-2-1-2

8 薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明で
きる。 B-2-1-3

9 薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について概説できる。 B-2-1-4

10 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義につ
いて説明できる。 B-2-1-5

11 医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。 B-2-1-6
12 個人情報の取扱いについて概説できる。 B-2-1-7
13 薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説できる。 B-2-1-8
14 後発医薬品とその役割について説明できる。 B-3-2-3
15 地域における薬局の機能と業務について説明できる。 B-4-1-1
16 医薬分業の意義と動向を説明できる。 B-4-1-2
17 かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。 B-4-1-3
18 医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけについて説明できる。 E3-1-2-4

19
医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目（警告、禁忌、効能・効果、
用法・用量、使用上の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内
容について説明できる。

E3-1-2-5

20 医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いにつ
いて説明できる。 E3-1-2-6

21 薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。 E3-2-1-1
22 患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。 E3-2-1-2

23 調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱
いを法的根拠に基づいて説明できる。 F-2-1-1

24 代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警
告・禁忌、副作用、相互作用を列挙できる。 F-2-2-1

25 処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる。 F-2-2-2
26 処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明できる。 F-2-2-3
27 処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。 F-2-2-4
28 処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる。 F-2-2-5
29 主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤形、規格等を列挙できる。 F-2-3-2
30 後発医薬品選択の手順を説明できる。 F-2-3-4

31 代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとその理由を説
明できる。 F-2-3-5

32 妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべ
き事項を具体的に列挙できる。 F-2-4-2

33 薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明で
きる。 F-2-4-5

34 代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。 F-2-4-7
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード
35 医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。 F-2-5-8
36 基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。 F-3-1-1

37 身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見
の薬学的管理への活用について説明できる。 F-3-1-3

38 代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた
処方設計ができる。 F-3-3-1

39 病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）
等を考慮し、薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。 F-3-3-2

40 患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とそ
の対処法を説明できる。 F-3-3-3

41 皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明で
きる。 F-3-3-4

42 代表的な輸液の種類と適応を説明できる。 F-3-3-5
43 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。 F-3-3-6

44 代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリング
すべき症状と検査所見等を具体的に説明できる。 F-3-4-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 杉浦 調剤学の概念（総論） 1-17
2 杉浦 処方せんの見方（総論） 23、25-28
3 杉浦 投与設計の理論 18-30

4-6 杉浦 処方監査の理論（1）-（3） 18-30、32-40、44
7-9 今井 薬剤調製の理論（1）-（3） 18-44
10 杉浦 調剤薬監査の理論 18-44

11-12 杉浦 服薬指導の理論 18-44
13 杉浦 処方提案、処方変更提案 18-44

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
経験に基づいた薬剤師体験を学生の講義にフィードバックするよう心がけ、授業を構成する。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
2）総括的評価
　 a) 知識：定期試験（100%）で総合的に評価する。
〔教科書〕
理論調剤学　第 2版　京都広川書店
〔参考書〕
第 14改定　調剤指針　薬事日報社
治療薬マニュアル　医学書院
〔オフィスアワー〕
杉浦　宗敏：いつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。
　医療棟 3階 304号室
〔所属教室〕
杉浦　宗敏、今井志乃ぶ
　医薬品安全管理学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し，教科書の該当範囲を読んでから講義に臨むようにする
こと。また，講義の後は必ず復習し、判らない内容は参考書等で調べること。
〔学生へのフィードバック〕
授業中に形成的評価を実施するとともに、必要に応じて小テストなどを実施し能動的学習を促す。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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医薬品安全性評価学
Safety and Risk Assessment of Medicines

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

杉浦　宗敏

別生　伸太郎

学 習 目 標
(GIO)

医薬品をめぐる様々な事故が頻発している。医薬品の適正使用を促し、医療安全を確保するために薬剤師が
積極的に関わる必要がある。薬学教育 6年制の導入に伴い 5年次に医療機関において実務実習を受けるが、
本講義では 4年次の事前実務実習に連携して、基本的な医薬品の適正使用による医療安全に関する知識を習
得することを目的とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 WHO による患者安全の考え方について概説できる。 A-1-3-2

2 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明で
きる。 A-1-3-3

3 医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その
原因と防止策を説明できる。 A-1-3-4

4 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン
等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。 A-1-3-6

5 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。 A-2-2-1

6 薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について
説明できる。 A-2-2-2

7 医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。 A-2-2-3

8
「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」
の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療
等製品）の定義について説明できる。

B-2-2-1

9 患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。 A-2-3-2

10 患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明で
きる。 A-2-3-3

11 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義に
ついて説明できる。 A-4-1-1

12 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明で
きる。 A-4-2-1

13 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明で
きる。 A-4-3-1

14 製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。 B-2-2-5

15 「医薬品等の取扱いに関する医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全
性の確保等に関する法律」の規定について説明できる。 B-2-2-7

16 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説で
きる。 E3-1-2-1

17 医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙し、それらの特
徴について説明できる。 E3-1-2-2

18 厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの発行する資料を
列挙し、概説できる。 E3-1-2-3

19 医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけについて説明できる。 E3-1-2-4

20
医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目（警告、禁忌、効能・効果、
用法・用量、使用上の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内
容について説明できる。

E3-1-2-5

21 医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いにつ
いて説明できる。 E3-1-2-6

22 医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に必要な基本的項
目を列挙できる。 E3-1-3-3

23 EBM の基本概念と実践のプロセスについて説明できる。 E3-1-4-1

24
代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコント
ロール研究など）の長所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルにつ
いて概説できる。

E3-1-4-2

25
臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性（研
究結果の正確度や再現性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）に
ついて概説できる。

E3-1-4-3

26 メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。 E3-1-4-4
27 処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる。 F-2-6-1

28 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制
限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。 F-2-6-2
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

29
代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、そ
の原因、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を討議
する。（知識・態度）

F-2-6-3

30 医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。 F-2-6-7
31 基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。 F-3-1-1

32 身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見
の薬学的管理への活用について説明できる。 F-3-1-3

33 代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた
処方設計ができる。 F-3-3-1

34 病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）
等を考慮し、薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。 F-3-3-2

35 患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とそ
の対処法を説明できる。 F-3-3-3

36 代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリング
すべき症状と検査所見等を具体的に説明できる。 F-3-4-1

37 チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。 F-4-1-1
38 多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。 F-4-1-2

39 病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退
院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説明できる。 F-4-1-3

40 地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）お
よびその意義について説明できる。 F-4-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 杉浦 医療倫理と医薬品安全管理 1.2.5～10
2 杉浦 職種間コミュニケーション 12.13.37.38.
3 杉浦 地域医療および医療機関間の連携とリスクマネージメント 11.39.40.
4 杉浦 医療事故の定義・分類と代表的な事例（1） 2.3.27.29.
5 杉浦 医療事故の定義・分類と代表的な事例（2） 2.3.27.29.
6 杉浦 医療事故の発生要因と分析法（1） 2.3.27.29.
7 杉浦 医療事故の発生要因と分析法（2） 2.3.27.29.
8 杉浦 医療事故の防止対策（1） 1.3.27.29.30.
9 杉浦 医療事故の防止対策（2） 1.3.27.29.30.

10 別生 医薬品作用の評価法（1）　 14～26.
28.31.33.34.

11 別生 医薬品作用の評価法（2）　 14～26.
28.31.33.34.

12 別生 医薬品作用の評価法（3）　 14～26.
28.31.33.34.

13 杉浦 まとめ 1-40

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
実例・症例を紹介しながら、知識の確認を図る。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（100％）によって評価する。ただし、受講態度によっては定期試験の受験停止措置を講
じることがある。
〔教科書〕
医薬品安全管理論　京都廣川書店
〔参考書〕
医療安全　メディカ出版
医療安全学　篠原出版新社
これだけは身に付けたい患者安全のためのノンテクニカルスキル超入門　メディカ出版
〔オフィスアワー〕
別生　伸太郎　事前に予約が必要。薬学実務実習教育センター　教育 5号館 5階教員室
杉浦　宗敏　事前に予約が必要。医薬品安全管理学教室　医療棟 3階 304号室
〔所属教室〕
別生　伸太郎　薬学実務実習教育センター
杉浦　宗敏　医薬品安全管理学教室　医療棟 3階　M304

〔準備学習（予習・復習等）〕
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次回の講義で扱う内容を教科書を使用して予習しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
講義内容等に対する質問等は随時回答する。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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病態栄養管理学
Pathologic Nutrition

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

下枝　貞彦、平田　尚人、川口　崇

学 習 目 標
(GIO)

医療の高度化が急速に進み、薬剤師においても専門性が求められている。病院や薬局など臨床現場で業務に
従事する薬剤師は、自己研鑽を積むことによって多様な分野で専門薬剤師の資格取得を進めている。本講義
は、栄養管理に対する専門薬剤師取得に必要な知識や技術の概略を解説し、将来臨床現場で活躍する薬剤師
を目指す学生の専門分野を明確にすることを目的とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。 D1-3-1-1
2 各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。 D1-3-1-2
3 食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。 D1-3-1-3

4 五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質など）の機能について
説明できる。 D1-3-1-4

5 エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の
意味を説明できる。 D1-3-1-5

6 日本人の食事摂取基準について説明できる。 D1-3-1-6
7 栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。 D1-3-1-7
8 疾病治療における栄養の重要性を説明できる。 D1-3-1-8

9 代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の非薬物治療（外科手
術など）の位置づけを説明できる E1-3-1-1

10 栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水など）における薬
物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明できる。 E3-3-4-3

11 栄養療法に関わる基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。 F-3-1-1

12 患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、
持参薬等）から、栄養療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度） F-3-1-2

13 身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見
の栄養学的管理への活用について説明できる。 F-3-1-3

14 基本的な身体所見を観察・測定し、栄養状態の評価できる。 F-3-1-4

15 代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた
輸液処方設計ができる。 F-3-3-1

16 病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）
等を考慮し、輸液の選択や用法・用量設定を立案できる。 F-3-3-2

17 皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明で
きる。 F-3-3-4

18 代表的な輸液の種類と適応を説明できる。 F-3-3-5
19 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。 F-3-3-6

20 代表的な疾患に用いられる輸液の効果、副作用に関してモニタリングす
べき症状と検査所見等を具体的に説明できる。 F-3-4-1

21 栄養サポートチームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。 F-4-1-2

22 在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変化、生活環
境等の情報収集を行うことができる。 F-5-1-6

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 平田

輸液とは
細胞外と細胞内の水の移動を理解する
2種類の等張液を知る
輸液製剤は全て生理食塩液と５％ブドウ糖から成り立って
いる
点滴されている輸液を見て薬剤師・薬学生としてのかかわ
り方を知る
栄養輸液は維持薬である
膠質輸液について

8,11,18

2 〃

輸液の処方設計
栄養サポート
シナリオ
処方設計における計算の流れ
TPN開始処方は？
処方設計の逆が鑑査である
TPN開始処方が決まったら

9,12,13,14
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

3,4 平田
下枝

5大栄養素
脂質
アミノ酸
糖質
微量元素
ビタミン

1,2,3,4

5 下枝

輸液モニタリング
高血糖（投与速度、glycation、脱水、意識障害）
低血糖（意識障害、投与速度、脳・赤血球）
必須脂肪酸欠乏症（皮膚症状、エイコサノイド）
肝機能異常（ALT>AST、脂肪肝）
腎機能異常（NPC/N,BUN,Cr,腎前性腎不全）
水・電解質（投与量、GIK)
微量元素欠乏・過剰症 (微量元素製剤の弱点、Mn)
ウエルニッケ脳症・乳酸アシドーシズ (bビタミン B1不足）
浮腫・肺水腫（スターリングの仮設）
リフィーディング症候群（急速過剰栄養）
酸・塩基平衡異常（ブドウ糖、CO2,滴定酸度）

19,20

6 〃
リスクマネジメント
TPN製剤の組成を理解する
キット製剤の構造を理解する

17,21

7 〃

経腸栄養剤
経腸栄養の特徴
経腸栄養の適応
経腸栄養の禁忌
投与方法の比較
経腸栄養法の利点
各経腸栄養製剤

12,13,21,22

8 川口 水、電解質輸液の基本 18
9 〃 水・電解質異常（水分・Naの異常） 19,20

10 〃 水・電解質異常（Kの異常）
水、電解質の欠乏量輸液の考え方 19,20

11 〃 水・電解質異常（酸・塩基平衡の異常） 10,20

12 平田 処方鑑査 1⃝
処方設計と処方鑑査 5,6,7

13 〃 処方鑑査 2⃝
演習問題 10,15,16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に補助プリントを配布し，講義を進行しながら，空欄部分を記入させるようにしている。教科書にあ
る練習問題を実際に解き、解説を加えている。
各回に学生を指名して発表させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
具体的な症例や事例を示すことで、考える力を養うための手法が学習できる。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1)形成的評価
知識：課題、演習問題を行う。解説にてフィードバックする。
2)総括的評価
知識：定期試験（授業内）にての結果に基づいて評価する（100%）。必要に応じて追再試験を 1回実施す
る。 但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある。
〔教科書〕
教科書は「薬学輸液療法　京都広川書店」を使用する。
講義資料を用いることもある。講義資料はWebClassより各自で印刷し、講義時に持参すること。なお講
義資料がある場合は、原則として講義前日の 18時を目途にWebClass上で公開される。
〔参考書〕
病態栄養認定管理栄養士のための病態栄養ガイドブック (改訂第 6版) 　南江堂
別冊「医学のあゆみ」　病態栄養学 UPDATE　医歯薬出版
認定 NSTガイドブック 2017(改訂第 5版) 　南江堂
一般社団法人日本静脈経腸栄養学会 静脈経腸栄養テキストブック 　南江堂
よくわかる輸液療法のすべて　北岡建樹　永井書店　
やさしく学ぶための輸液・栄養の第一歩　日本静脈経腸栄養学会　非売品　
レジデントノート　 17(3):2015　水・電解質異常　羊土社　
より理解を深める体液電解質異常と輸液　改訂 3版　中外医学社
〔オフィスアワー〕
下枝　貞彦：火曜日以外はいつでも可。但し、メール（shimoeda@toyaku.ac.jp）による予約が必要。医療
棟 2階　M207室　
平田　尚人：水曜日以外はいつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療棟 2階　M206室
川口　崇：いつでも可。ただし要予約。DR 棟 3F 医療実務薬学教室
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〔所属教室〕
下枝　貞彦　臨床薬剤学教室　教授
平田　尚人　臨床薬剤学教室　准教授
川口　崇　医療実務薬学教室　講師
〔準備学習（予習・復習等）〕
70分の授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認
し，テキスト（プリント）の該当範囲を読んでから講義に臨むこと。また講義の後は必ず復習し、判らな
いことはそのまま放置せずに、参考書等で調べ理解を深める必要がある。自分で調べることがとても重要
であるが、それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義時に教員に質問すること。
なお、講義で用いる資料については原則として講義前日の 18時までに WebClassにアップするので、受講
者各自で印刷し資料に目を通してから講義に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
講義内容等に対する質問等は随時回答する。各講義の終了時にその日に行った講義内容のポイントを講義
中に用いた資料を振り返りながら復習する。また、講義開始時においても前回の講義内容を冒頭で復習し
て、その日の講義につなげる工夫をしていく。
さらに定期試験の模範解答を提示し、学生自ら理解不足であった箇所を振り返ることができるようにする。
〔教員からの一言〕
高齢社会を迎え，糖尿病，腎臓病などの複数疾患を抱える高齢者の増加やフレイル、サルコペニアなど全
身的栄養管理が重要となっている。疾患の病態解明や治療・予防医療、介護分野において栄養学の重要性
が増し、病態栄養学に精通した薬剤師が医師，管理栄養士などの他職種と連携し、様々な疾患の栄養療法
について科学的根拠に基づいたテーラーメイド治療を実践することが求められている。
今後、本分野における薬剤師の役割が、保険薬局を中心に益々重要になることは明白である。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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個別化医療 II
Personalized Medicine II

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

堀祐輔　秋山滋男　恩田健二　田中祥子

学 習 目 標
(GIO)

薬物治療の個別化に関する基本的事項を修得し、個々の患者に応じた最適な薬物療法を実践できる知識を修
得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬物体内動態（PK)および薬物感受性（PD)の個人差を考慮した、薬物
療法を説明できる。 E4-2-1-6

2 患者の体格・背景・病態および薬剤に適した用量・用法の設定について、
例を挙げて説明できる。 F-3-3-9

3 患者の背景・状態に適した剤型や投与経路を選択できる F-3-3-3～4

4 遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて説明できる。 E3-3-1-1～3, E3-3-5-2,
F-3-3-2

5 新生児、小児における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明で
きる。 E3-3-2-1, F-3-3-2

6 妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意
すべき点を説明できる。 E3-3-4-2, F-3-3-2

7 高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明できる。 E3-3-2-2, F-3-3-2

8 腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において
注意すべき点を説明できる。 E3-3-3-1, F-3-3-2

9 血液浄化法施行患者（血液透析など）における薬物動態と、薬物治療・投
与設計において注意すべき点を説明できる。 E3-3-3-1

10 肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において
注意すべき点を説明できる E3-3-3-2, F-3-3-2

11 心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、薬物治療・投与設計におい
て注意すべき点を説明できる。 E3-3-3-3

12 薬物の効果に影響する生理的要因（性差、閉経、日内変動など）を列挙で
き、個別化治療における時間薬理学の考え方を修得する。 E3-3-4-1

13 各種検査値異常の患者および栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミ
ン血症、腹水など）における薬物治療で注意すべき点を説明できる。 E3-3-4-3, F-3-4-7

14 薬剤併用時における併用療法の考え方や相互作用、ポリファーマシーに
ついて、注意すべき点を説明できる。

E4-1-2-4, E4-1-3-6, E4-
1-4-5, E4-1-5-5

15 薬物投与後の効果の判定や副作用や有害事象のモニタリングにおける注
意点を説明できる。 F-3-4-1, F-3-4-6～9

16 個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品情報
をもとに、薬物治療を計画・立案できる。 E3-3-5-1, F-3-4-10

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 堀祐輔 PK/PDの個人差を考慮した薬物療法 1

2 堀祐輔 患者の体格・背景・病態・服薬コンプライアンスを考慮した
用量・用法の設定および剤型、投与経路の選択 2、3

3 堀祐輔
遺伝的多型に基づく薬物療法の個別化
薬剤併用時における注意点（併用療法、相互作用、ポリ
ファーマシー）

４、14

4 堀祐輔 肝機能低下時における薬物投与設計 10
5 堀祐輔 腎機能低下時における薬物投与設計 8
6 恩田健二 妊娠・授乳期における薬物療法 6
7 堀祐輔 血液浄化法施行患者（血液透析など）における薬物投与設計 9
8 田中祥子 新生児、小児における薬物療法 5
9 秋山滋男 高齢者における薬物療法 7

10 秋山滋男 生理的要因（性差、閉経、日内変動など）による薬物治療へ
の影響および時間薬理学 12

11 秋山滋男
各種検査値異常のある患者および栄養状態の異なる患者（肥
満、低アルブミン血症、腹水など）の薬物療法の注意点
心機能低下患者における薬物投与設計

11、13

12 秋山滋男 効果および副作用モニタリング 15
13 堀祐輔 遺伝子多型に基づく薬物投与設計 16
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
必要に応じて Q&Aを実施している。
例題を提示している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義プリント本のより、講義内容を明確にしている。パワーポイントなどを使用し、講義に集中できるよ
う配慮している。練習問題を作成し、重要なポイントを確認できるよう工夫している。
〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
a) 知識：例題・症例を提示し修得度を評価する。
2)総括的評価
a) 知識：定期試験（100％）にて評価する。
〔教科書〕
講義プリントまたはWebClass

〔参考書〕
臨床薬理学第 4版（医学書院）
ライフステージや疾患背景から学ぶ臨床薬理学（羊土社）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。ただし要予約　実務実習教育センター　臨床薬理学教室
〔所属教室〕
実務実習教育センター　臨床薬理学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義プリント（またはWebClass）を体系的に用いて講義をしますので、対応 SBOｓの予習をして講義に
臨んでください。講義を聴きながら感じたこと、考えたことや疑問をノートに書き留めることで、自分の
問題意識を明確にして能動的に講義に臨んでください。
〔学生へのフィードバック〕
講義の要点に関する例題・症例等を提示し解説している。
〔教員からの一言〕
今まで学んできた薬理学・薬物体内動態学・疾病と薬物治療等の知識に基づき、実際の個々の患者に適し
た薬物治療を実践するために、総合的に考える力を身につけて下さい。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬局・病院薬学
Practical and Hospital Pharmacy

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

藤﨑　玲子（株式会社　望星薬局　教育・実習支援課　課長）

下枝　貞彦、杉浦　宗敏、堀　祐輔、平田　尚人

学 習 目 標
(GIO)

　薬局薬剤師と病院薬剤師は、患者の薬物療法に関する情報を相互に提供し、円滑な連携関係を構築するこ
とにより医療安全の確保に資することを目的に、それぞれの職能を発揮する必要がある。病院において行な
われている薬に関する様々な患者サービスが、医薬分業によって地域に広がった場合でも、当該患者が同じ
サービスを享受できるようにしなくてはならない。そのためには、薬局薬剤師と病院薬剤師が共通の認識を
持ち、調剤と情報提供が行なわれる必要がある。そこで本講義は、薬局薬剤師と病院薬剤師の役割を学ぶこ
とを通じて、薬薬連携で薬剤師が職能を果たすことができる環境を作るための基礎的知識が身につくことを
目的とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害
防止における役割を理解し、薬剤師としての使命感を身につける。

A-1-2-2～3, A-1-2-6～
7, A-1-3-4

2 医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チー
ムの一員としての在り方を身につける。

A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1

3 社会保障制度のもとで提供される医療と福祉について、現状と課題を認
識するとともに、薬剤師が担う役割とその意義を理解する。 B-3-1-1～7, B-3-2-1～4

4 地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その
質を向上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義を理解する。 B-4-1-1～6, B-4-2-1～4

5
医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬
剤師の活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的管理の基本的な流れを
把握する。

F-1-3-1～2

6
医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療に積極
的に参画するために、チーム医療における多職種の役割と意義を理解す
るとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。

F-4-1-1～3, F-4-2-1

7
地域での保健・医療・福祉に積極的に貢献できるようになるために、在宅
医療、地域保健、福祉、プライマリケア、セルフメディケーションの仕組
みと意義を理解するとともに、これらの活動に参加することで、地域住
民の健康の回復、維持、向上に関わることができる。

F-5-1-1～3, F-5-2-1～2,
F-5-4-1～2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 下枝　 医療人として薬剤師が果たすべき役割 1

2 杉浦
1⃝緩和医療を通じて考える多職種連携協働とチーム医療
2⃝医療の担い手として期待される薬剤師の役割と薬学的管
理の基本的な流れ

2，5．6

3 堀
1⃝かかりつけ薬局・薬剤師の役割
2⃝地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地
域包括ケア）

4.5.7

4 杉浦
1⃝医療安全に関わる多職種連携協働とチーム医療
2⃝医療の担い手として期待される薬剤師の役割と薬学的管
理の基本的な流れ

5.6

5 堀
1⃝在宅（訪問）医療・介護への参画
2⃝地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地
域包括ケア）

7

6 〃
1⃝調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組み
2⃝医薬品と医療の経済性を加味した薬剤師の役割とポリ
ファーマシー
3⃝病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法

4.5.7

7 平田 1⃝臨床における中毒各論
2⃝各種中毒事例への薬剤師対応 5.6

8 下枝
地域の保健、医療、福祉と社会における薬局の役割（医薬
分業）
地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師

4.7

9 平田
災害時医療と薬剤師：災害拠点病院および災害時医療体制
の概要、災害派遣医療チーム（DMAT）および医療救護班
と薬剤師の役割

2.4.7

10 藤﨑
スポーツファーマシストの役割を通じ薬剤師の代表的な活
動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドーピング
活動等）について説明できる。

2.4.7

11 堀 医薬品の市場の特徴と流通の仕組み 3.4
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
12 下枝 地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への参画 7

13 〃 保健、医療、福祉と社会における保険薬局・病院薬局の役割
総括 1～7

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に補助プリントを配布し，講義を進行しながら，空欄部分を記入させるようにしている。さらに、教
科書にある練習問題を実際に解かせ解説を加えたり、各回に学生を指名して練習問題に関わる内容を発表
させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
具体的な症例や事例を示すことで、考える力を養うための手法が学習できる。本学附属薬局で保険薬局業
務に従事する現役薬剤師や、長年にわたる病院勤務経験のある教員が、自らの経験も踏まえ講義を行うこ
とで、臨場感のある知識を修得できる。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1)形成的評価
知識：課題、演習問題を行う。解説にてフィードバックする。
2)総括的評価
知識：定期試験（授業内）にての結果に基づいて評価する（100%）。必要に応じて追再試験を 1回実施す
る。 但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある。
〔教科書〕
ケーススタディ薬局病院薬学　京都廣川書店
講義資料はWebClassより各自で印刷し、講義時に持参すること。なお講義資料がある場合は、原則とし
て講義前日の 18時を目途にWebClass上で公開される。
〔参考書〕
学校と学校薬剤師〈2011〉　薬事日報社
くすり教育のヒント―中学校学習指導要領をふまえて　 薬事日報社
薬学と社会―医療経済・多職種連携とチーム医療・地域医療・在宅医療 (臨床薬学テキストシリーズ)　 中
山書店
薬剤師業務の基本［知識・態度］第 3版～薬局管理から服薬指導、リスクマネジメント、薬学的管理、OTC
医薬品、病棟業務まで (新ビジュアル薬剤師実務シリーズ)　羊土社
〔オフィスアワー〕
藤﨑　玲子：各講義日の全講義終了後であれば対応可。但し、メールによる予約が原則必要。希望者は、
下枝貞彦（shimoeda@toyaku.ac.jp）に、その旨をメールにて連絡すること。
下枝　貞彦：火曜日以外はいつでも可。但し、メール（shimoeda@toyaku.ac.jp）による予約が必要。医療
棟 2階　M207室
杉浦　宗敏：いつでも可。但し、あらかじめ予約が必要。医療棟 3階　M304号室
平田　尚人：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療棟 2階　M206号室　
堀　祐輔：薬学実務実習教育センター　教育 5号館 6階　 5605室
〔所属教室〕
下枝　貞彦　臨床薬剤学教室　教授
杉浦　宗敏　医薬品安全管理学教室　教授
堀　祐輔　薬学実務実習教育センター　教授
平田　尚人　臨床薬剤学教室　准教授　
〔準備学習（予習・復習等）〕
70分の授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認
し，テキスト（プリント）の該当範囲を読んでから講義に臨むこと。また講義の後は必ず復習し、判らな
いことはそのまま放置せずに、参考書等で調べ理解を深める必要がある。自分で調べることがとても重要
であるが、それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義時に教員に質問すること。
なお、講義で用いる資料については原則として講義前日の 18時までに WebClassにアップするので、受講
者各自で印刷し資料に目を通してから講義に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
各講義の終了時に、その日に行った講義内容のポイントを講義中に用いた資料を振り返りながら復習する。
また、講義開始時においても前回の講義内容を冒頭で復習して、その日の講義につなげる工夫をしていく。
さらに定期試験の模範解答を提示し、学生自ら理解不足であった箇所を振り返ることができるようにする。
〔教員からの一言〕
薬学教育の 6年制延長され、既に 6年制のカリキュラムを終了した薬剤師が社会で活躍している。薬学教
育年限の延長を踏まえ、保険薬局や病院薬局で勤務する薬剤師の役割にも、当然のことながら大きな変化
が生じている。そこで本講義では、これら社会情勢の変化に伴う保険薬局や病院薬局やにおける新たな薬
剤師の役割について解説し、今後両薬剤師がどのように連携をとることによって、国民からさらなる信頼
を得られる職種へと大きく発展していくのか、その方向性を伝授する。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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一般用医薬品学
Nonprescription Drugs

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

陳　惠一

成井　浩二

井手　眞喜雄

渡辺　謹三

学 習 目 標
(GIO)

OTC 医薬医販売において、薬剤師は、顧客からの相談に応じ、必要に応じて受診勧奨を行い、顧客の状況
に応じた最適な要指導医薬品・一般用医薬品（以下「OTC 医薬品」と略記）を選択し、医薬品適正使用や
健康管理についての情報提供と助言を行います。本講義では、そのような OTC医薬品とセルフメディケー
ション支援業務についての基本的事項を修得します。
薬局・ドラッグストア等におけるセルフメディケーション支援とそれに伴う OTC医薬品の販売は、厚生労
働省がすすめる「かかりつけ薬局」での医療機関と連携した、医療用医薬品との一元管理業務にかかわる重
要な職務となっています。また、OTC 医薬品販売では、処方調剤と異なり、顧客は医療機関の受診を受け
ていない場合が多いため、薬剤師の相談対応と助言は大変重要です。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬剤師が行うセルフメディケーション支援について説明できる。（知識） A-1-2-6, B-4-1-1, B-4-
1-3～4, E2-9-1-1

2 OTC医薬品を販売する際に遵守しなければならない法規・制度が説明で
きる。（知識）

B-2-1-1～3, B-2-2-10,
E2-9-2-1

3 OTC医薬品販売に特有な相談対応時のコミュニケーションの特徴と重要
性を説明できる。（知識・技能） A-3-1-3～8, A-3-2-2

4 OTC 医薬品販売に際して顧客から必要な情報を聴取できる。（知識・技
能・態度） A-3-1-4～6, E2-9-4-1

5 相談対応時に頻出する症状について、生ずる原因とそれらに伴う代表的
疾患を推定し受診勧奨を要する症状を説明できる。（知識）

E1-2-1-1, E2-9-3-1, E2-
9-4-1

6 OTC医薬品販売に際して顧客から得た情報を分析、評価し、必要に応じ
て医師への受診勧奨ができる。（知識・技能・態度）

E1-2-1-1, E1-4-3-1, E2-
9-3-1

7 顧客の健康状態に最も適した OTC医薬品を選択できる。（知識・技能） E2-9-5-1, E2-9-6-1, E2-
9-7-1, E2-9-8-1

8 OTC医薬品について適切な情報提供ができる。（知識・技能）
E2-9-5-1, E2-9-6-1, E2-
9-7-1, E2-9-8-1, E3-1-
2-4～5

9 顧客との会話を通じ、使用中の OTC医薬品の効果、副作用に関する情報
を収集できる。（知識・技能） E2-9-7-1, E2-9-8-1

10 OTC 医薬品で発現する可能性がある副作用および薬物相互作用を列挙
し、その対応策を説明できる。（知識） E2-9-7-1, E2-9-8-1

11
各薬効群の OTC医薬品に配合される主な成分を列挙し、それらの効能効
果、使用上の注意、副作用など適正使用に必要な情報が説明できる。
（知識）

E2-9-5-1, E2-9-6-1, E2-
9-7-1, E2-9-8-1

12 OTC医薬品として販売される代表的な漢方薬の効能効果・使用上の注意
など適正使用に必要な情報が説明できる。（知識）

E2-10-3-1, E2-9-5-1,
E2-9-6-1, E2-9-7-1,
E2-9-8-1

13
要指導医薬品・第一類医薬品の主な成分を列挙し、それらの効能効果、
使用上の注意、副作用など適正使用に必要な情報が説明できる。（知識・
技能）

E2-9-5-1, E2-9-6-1, E2-
9-7-1, E2-9-8-1

14 セルフメディケーションに活用するための保健機能食品の適切な選択と
情報提供ができる。（知識・技能）

D1-3-2-6, E2-10-1-4,
E2-9-6-1, E2-9-7-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 陳
OTC医薬品概説
OTC医薬品をめぐる法律と制度
OTC医薬品の特徴と添付文書

1, 2

2 陳

一般的な OTC医薬品販売フローの説明
1 症状（S/O)
2 受診勧奨判断/薬剤起因等原因/基礎疾患 (A)
3 成分ベースでの医薬品選択（A/P）
4 情報提供と説明とモニタリング（P）
※各論では同じ販売フローで説明してきます

3, 4, 5, 6, 7, 9,
10
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

3 陳
各論 1⃝: 生理痛、頭痛
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリング

7,11,12,13

4 陳
各論 2⃝: 花粉症・鼻炎
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリング

7,11,12,13

5 陳
各論 3⃝: 風邪-1
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリング

7,11,12,13

6 陳
各論 4⃝: 風邪-2
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリンググ

7,11,12,13

7 井手 OTC医薬品の開発、製造販売、承認
OTC医薬品とドーピング 2

8 成井
各論 5⃝: 腹痛
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリング

7,11,12,13

9 成井
各論 6⃝: 下痢・便秘
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリング

7,11,12,13

10 成井
各論 7⃝: 水虫・皮膚疾患
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリング

7,11,12,13

11 成井
各論 8⃝: カンジダ・痔
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリング

7,11,12,13

12 渡辺
各論 9⃝: 漢方
病態、症状、受診勧奨、薬剤起因等原因、成分ベースの医薬
品選択、情報提供と説明、モニタリング、他

7,11,12,13

13 成井 健康食品
まとめ 14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に、症例を用いて、習得した知識を基に複数の学生に回答を発表してもらい、ディスカッションを
行う（アクティブ・ラーニング）。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
実際に薬局のカウンターで薬剤師業務ができるように、SOAP形式でセルフメディケーション対応相談を
学びます。また、学んだことをアウトプットできるよう、症例を用いて、ディスカッションなどを行いま
す。
・各疾患を統一の販売フローを用いて進める講義
・成分ベース（エビデンスベース）での医薬品選択ができる内容の講義
・薬剤起因による症状について習得できる内容の講義
・SOAPフォーマットを用いた学習とアウトプットを行う講義
・症例を用いたアクティブ・ラーニング
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 総括的評価
a) 知識：定期試験（100％）
〔教科書〕
OTC医薬品学　薬剤師にできるプライマリケア　（渡辺　謹三ら著　南江堂）
〔参考書〕
OTCメディケーション虎の巻（泉澤恵執筆・監修、日経ＢＰ社）
一般薬日本医薬品集　＜ 2017-18＞（日本医薬品集フォーラム監修、じほう）
Handbook of Nonprescription Drugs（American Pharmaceutical Association）
必要があればこのほかの参考書も随時講義中に紹介します。
〔オフィスアワー〕
陳　惠一/成井　浩二：講義日（木曜日と金曜日）の講義後～午後５時まで
〔所属教室〕
陳　惠一：一般用医薬品学教室　ドラッグラショナル（DR）研究開発センター 3階
　　　　 042-676-5122（外線直通）、2034（内線）、chin@toyaku.ac.jp（メール）
成井　浩二：一般用医薬品学教室　ドラッグラショナル（DR）研究開発センター 3階
　　　　 042-676-5825（外線直通）、2037（内線）、narui@toyaku.ac.jp（メール）
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習について
　本講義では、病態や成分ベースでの製品選択などを勉強します。講義前に、講義プリント（Web Class
掲載）に目を通し、関係する既習内容（薬理、病態、薬事関係法規等）の復習（30分程度）しておくと、
学べます。
復習について
　セルフメディケーションは、学んだその日から、自身や知人への相談支援が実践できます。学習したこ
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とを適切にアウトプットできるか練習してみてください。また、授業で出てきた法律・制度、症状・疾患、
医薬品、生薬・漢方薬などについて、既習科目を復習することで、セルフメディケーションの理解が深ま
り、D1演習や薬局実習で実践できる知識と技能が身につき、結果、国試対策に繋がります。
〔学生へのフィードバック〕
学生からの質問に応える形でのフィードバックを行います。
〔教員からの一言〕
セルフメディケーション支援は、厚労省がすすめる「患者のための薬局ビジョン」のひとつであり、医師
他医療従事者と連携しながら、地域住民を支援する大事な薬局薬剤師の業務となっています。本講義を通
して、病態、薬理、薬事関係法規など関連する科目を統合して学び、患者本位の、幅広い知識に支えられ
たセルフメディケーション支援ができる薬剤師になることを期待しています。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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実務実習事前学習 I
Preliminary Pharmacy Practice I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 3 単位

堀　祐輔　　国分　秀也　　戸張　裕子　　秋山　滋男　　大山　勝宏　　影山　美穂　　武井　佐和子　　濱田　

真向　　別生　伸太郎　　増田　多加子　

山田　純司　　

陳　惠一　　成井　浩二

遠藤　朋宏

学 習 目 標
(GIO)

実務実習事前学習 Iは実務実習事前実習と連携して、卒業後、医療、健康保険事業に参画できるようになる
ための 5年次の病院実務実習・薬局実務実習に先立って、調剤および製剤、服薬指導などの薬剤師職務に必
要な基本的知識、技能、態度を学内で修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。 F-1-2-1

2 患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定
権に配慮すべき個々の対応ができる。 F-1-2-2

3 患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に
貢献することの重要性を討議する。 F-1-2-3

4 病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。 F-1-3-1
5 病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について説明できる。 F-1-3-2

6 病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内容と関連
を概説できる。 F-1-3-3

7 病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に
関連づけて説明できる。 F-1-3-4

8 薬剤師の関わる社会保障制度（医療、福祉、介護）の概略を説明できる。 F-1-3-5

9 調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱
いを法的根拠に基づいて説明できる。 F-2-1-1

10 代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警
告・禁忌、副作用、相互作用を列挙できる。 F-2-2-1

11 処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる。 F-2-2-2
12 処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明できる。 F-2-2-3
13 処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。 F-2-2-4
14 処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる。 F-2-2-5
15 処方せん等に基づき疑義照会ができる。 F-2-2-6
16 薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。 F-2-3-1
17 主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤形、規格等を列挙できる。 F-2-3-2
18 処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。 F-2-3-3
19 後発医薬品選択の手順を説明できる。 F-2-3-4

20 代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとその理由を説
明できる。 F-2-3-5

21 無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。 F-2-3-6

22 抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技
を実施できる。 F-2-3-7

23 処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。 F-2-3-8
24 適切な態度で、患者・来局者と応対できる。 F-2-4-1

25 妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべ
き事項を具体的に列挙できる。 F-2-4-2

26 患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、ア
レルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。 F-2-4-3

27 患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副
作用、相互作用、保管方法等について適切に説明できる。 F-2-4-4

28 代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。 F-2-4-5

29 患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己
注射剤等）の取扱い方法を説明できる。 F-2-4-6

30 薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明で
きる。 F-2-4-7

31 代表的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる。 F-2-4-8
32 医薬品管理の意義と必要性について説明できる。 F-2-5-1
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード
33 医薬品管理の流れを概説できる。 F-2-5-2

34 劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤原料等の管理と取り扱いについ
て説明できる。 F-2-5-3

35 特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説明できる。 F-2-5-4
36 代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。 F-2-5-5
37 院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。 F-2-5-6
38 薬局製剤・漢方製剤について概説できる。 F-2-5-7
39 医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。 F-2-5-8
40 処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる。 F-2-6-1

41 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制
限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。 F-2-6-2

42
代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、そ
の原因、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を討議
する。

F-2-6-3

43 感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。 F-2-6-4
44 衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。 F-2-6-5
45 代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる F-2-6-6
46 医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。 F-2-6-7
47 基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。 F-3-1-1

48 患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手
帳、持参薬等）から、薬物療法に必要な情報を収集できる。 F-3-1-2

49 身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見
の薬学的管理への活用について説明できる。 F-3-1-3

50 基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。 F-3-1-4
51 薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工できる。 F-3-2-1

52 代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた
処方設計ができる。 F-3-3-1

53 病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）
等を考慮し、薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。 F-3-3-2

54 患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とそ
の対処法を説明できる。 F-3-3-3

55 皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明で
きる。 F-3-3-4

56 代表的な輸液の種類と適応を説明できる。。 F-3-3-5
57 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。 F-3-3-6

58 代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリング
すべき症状と検査所見等を具体的に説明できる。 F-3-4-1

59 代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集ができる。 F-3-4-2

60 代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価
と薬学的管理の立案を行い、SOAP 形式等で記録できる。 F-3-4-3

61 チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。 F-4-1-1
62 多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。 F-4-1-2

63 病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退
院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説明できる。 F-4-1-3

64 地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）お
よびその意義について説明できる。 F-4-2-1

65 地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。 F-4-2-2
66 在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる。 F-5-1-1
67 在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。 F-5-1-2
68 在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。 F-5-1-3

69 現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーション
の重要性を討議する。 F-5-3-1

70 代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示す来局者について、適切な情報
収集と疾患の推測、適切な対応の選択ができる。 F-5-3-2

71 代表的な症候に対する要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取り扱いと
説明ができる。 F-5-3-3

72 代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。 F-5-3-4
73 災害時医療について概説できる。 F-5-4-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
堀 薬剤師業務 1-73
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
堀 処方解析（薬局）a 10,12,13,14,18,19,52,53

別生 在宅医療 66-68
増田 (多） 医療連携 I・II 3,7,47,61,62,6364

秋山 調剤と処方箋 12-14、16,17,19
影山 処方から調剤 11,18

秋山 注射薬調剤 I・II 12,21,44,55,56

大山 服薬指導の基礎 Ib 10,53

濱田 配合変化理論 55,56

国分 処方提案 a・ b・c 22 48 51 53
戸張 処方監査 I・II 9,10,12,13,14,54

武井 医薬品管理 I・II 1,32-34,35,37,38

遠藤 放射性医薬品 36
国分 院内感染 44-45
堀 服薬指導の基礎 Ia 2,23-25,39,41,48

濱田 製剤実務 49,58

山田（純） 服薬指導の基礎 II 24-31
増田（多）・戸張 ＰＯＳ 28,51,60
薬学実務実習教育
センター 客観試験 1-73

堀 処方解析（薬局）b 10,12,13,14,18,19,52,53

大山 薬物投与 I・II 10,53

影山 計量計算演習 18
影山 薬剤の使用法 I 29

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・臨床現場で用いる実薬を実際に使用して実習を行っている。
・評価表を用いて学生相互ならびに教員によるチェックを行っている。実習最後に、その評価表とコメン
トを各自で記入してもらい、理解度の調査を行うと共に、理解不足の点について解説を加えている。
講義中にクイズ形式の問題を行い、学生からの解答を基に解説を加えている。講義最後に各自の回答とコ
メントを記入してもらい、フィードバックを行っている。
・症例について PC等持ち込み可の調査時間を設けて、学生 3人 1組による TBL (Team Based Learning)
を行っている。
・症例をベースとした TBLを行っている。TBLのプロダクトは、全員が必ず発表者となるような学習方
略により、リーダーシップや情報発信能力の醸成に心がけている。
・生体シミュレータを活用した実技試験を授業内で実施している。
・模擬患者さん参加のグループでの参加型実習を行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
病院・薬局実務実習に行く前の事前教育である。実務に即した講義、演習、実習、SGDなど多様な内容の
学習があり、必要に応じて、試験、レポート、プロダクトの作製、評価表などを活用して実務実習に必要
な知識、技能、態度を修得させる。計量調剤実習については一人一台の調剤台、注射剤調剤ではクリーン
ベンチ内に液晶モニターの設置により、充実した実習を可能にした。また、散剤調剤台には集塵装置を設
置して学生の健康面への配慮をした。更に、生体シミュレーターを活用したフィジカルアセスメントやバ
イタルサインチェックの基本実習を導入し、今後薬剤師に求められる副作用未然防止能力の向上に資する
実習を充実させた。学習内容によっては模擬患者や医療現場の薬剤師等が参画する。
〔成績評価方法〕
［形成的評価］
a) 知識：授業で示した演習問題を繰り返し実施し、解説にてフィードバックする。
b) 態度：実習に臨む態度で評価する。実習中に適時フィードバックする。
c）パフォーマンス：口頭試問を活用して適宜習熟度を確認する。
［総括的評価］
a) 知識：客観試験（筆記試験）で評価する（90%）。
b）態度：繰り返し形成的評価を実施し学習効果が認められ、レポートの内容などから医療人としての態度
を評価する（10％）。
c）パフォーマンス：授業内提出物、授業態度、客観試験および実技試験の結果を総合的に判断し行う。
〔教科書〕
実務実習事前学習 I・実習テキスト（京都廣川書店）
治療薬マニュアル（医学書院）または　今日の治療薬（南江堂）
〔参考書〕
山田安彦編著　：理論調剤学（京都廣川書店）
日本薬剤師会編：第 14改訂調剤指針増補版（薬事日報社）
日本薬学会編　：スタンダード薬学シリーズ II7　臨床薬学 I，II，III（東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
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原則的にはいつでも可であるが、電話やメールによる事前予約が望ましい。
☆前期は、事前実務実習実施期間のため、18時以降のみの対応となる。
☆教育５号館の４階から上階の実習室および教員室は、土足厳禁です。
〔所属教室〕
各教員の居室は次の通り
薬学実務実習教育センター
教育 5号館
　堀　祐輔：6階 5605教員室
　国分秀也　戸張裕子：5階 5506教員室
　秋山滋男　大山勝宏　影山美穂　武井佐和子　濱田真向　
　別生伸太郎　増田多加子：6階 5601教員室
臨床医療薬学センター
　山田純司　　大友隆之
一般用医薬品学教室
　成井浩二
薬学教育推進センター
　遠藤朋宏
〔準備学習（予習・復習等）〕
５年次の実務実習のための事前学習であるので、学外施設での実務実習と同様の「身だしなみ」（実習書の
記載通り）で実習に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
知識領域のフィードバックは、授業中の形成的評価ならびに客観試験を複数回実施することで行う。
技能・態度領域のフィードバックは、実習中の形成的評価ならびに実技試験を複数回実施することで行う。
〔教員からの一言〕
事前実務実習および実務実習は、３年生までに学んできた薬学の知識が必要です。準備学習項目に記載し
た関係科目については、復習しておくこと。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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実務実習事前学習 II
Preliminary Pharmacy Practice II

第 4 学年 後期 4 年必修科目 2 単位

堀　祐輔　　国分　秀也　　戸張　裕子　　秋山　滋男　　大山　勝宏　　影山　美穂　　武井　佐和子　　別生　

伸太郎　　増田　多加子　　濱田　真向

杉浦　宗敏　　今井　志乃ぶ 　清海杏奈

下枝　貞彦　　平田　尚人　　畔蒜　祐一郎

山田　純司　　大友　隆之

畝崎　榮　　　川口　崇　　　藤宮　龍祥

平野　俊彦　　杉山　健太郎　　恩田　健二　　田中　祥子

陳　惠一　　成井　浩二

学 習 目 標
(GIO)

実務実習事前学習 IIは、5年次の病院実務実習・薬局実務実習に先立って、前期に行った実務実習事前学習
I（事前実務実習）の効果を高めるために、修得した知識と技能・態度を駆使して患者・来局者応対から処方
監査、薬剤調製、調剤薬鑑査、薬剤交付と情報の提供、服薬指導管理までの調剤全般を円滑に遂行できる能
力と態度を身につける。また、TDMや処方解析、チーム医療、地域医療での薬剤師の役割等これからの薬
剤師職務に関する知識・態度を総合的に修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。（態度） F-1-2-1

2 患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定
権に配慮すべき個々の対応ができる。（態度） F-1-2-2

3 患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に
貢献することの重要性を討議する。（態度） F-1-2-3

4 病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。 F-1-3-1
5 病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について説明できる。 F-1-3-2

6 病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内容と関連
を概説できる。 F-1-3-3

7 病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に
関連づけて説明できる。 F-1-3-4

8 代表的な処方せん例の鑑査をシミュレートできる。（技能）薬剤師の関わ
る社会保障制度（医療、福祉、介護）の概略を説明できる。 F-1-3-5

9 調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱
いを法的根拠に基づいて説明できる。 F-2-1-1

10 代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警
告・禁忌、副作用、相互作用を列挙できる。 F-2-2-1

11 処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる。 F-2-2-2
12 処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明できる。 F-2-2-3
13 処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。 F-2-2-4
14 処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる。 F-2-2-5
15 処方せん等に基づき疑義照会ができる。（技能・態度） F-2-2-6
16 薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。（技能） F-2-3-1
17 主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤形、規格等を列挙できる。 F-2-3-2
18 処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。（技能） F-2-3-3
19 後発医薬品選択の手順を説明できる。 F-2-3-4

20 代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとその理由を説
明できる。 F-2-3-5

21 無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。（知識・技能） F-2-3-6

22 抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技
を実施できる。（技能） F-2-3-7

23 処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。（知識・技能） F-2-3-8
24 適切な態度で、患者・来局者と応対できる。（態度） F-2-4-1

25 妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべ
き事項を具体的に列挙できる。 F-2-4-2

26
患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、ア
レルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。
（知識・態度）

F-2-4-3

27 患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副
作用、相互作用、保管方法等について適切に説明できる。（技能・態度） F-2-4-4
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード
28 代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。 F-2-4-5

29 患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己
注射剤等）の取扱い方法を説明できる。（技能・態度） F-2-4-6

30 薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明で
きる。 F-2-4-7

31 代表的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる。
（技能） F-2-4-8

32 医薬品管理の意義と必要性について説明できる。 F-2-5-1
33 医薬品管理の流れを概説できる。 F-2-5-2

34 劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤原料等の管理と取り扱いについ
て説明できる。 F-2-5-3

35 特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説明できる。 F-2-5-4
36 代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。 F-2-5-5
37 院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。 F-2-5-6
38 薬局製剤・漢方製剤について概説できる。 F-2-5-7
39 医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。 F-2-5-8
40 処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる。 F-2-6-1

41 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制
限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。 F-2-6-2

42
代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、そ
の原因、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を討議
する。（知識・態度）

F-2-6-3

43 感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。 F-2-6-4
44 衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。（技能） F-2-6-5
45 代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる。 F-2-6-6
46 医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。 F-2-6-7
47 基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。 F-3-1-1

48 患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、
持参薬等）から、薬物療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度） F-3-1-2

49 身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見
の薬学的管理への活用について説明できる。 F-3-1-3

50 基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。（知識・技能） F-3-1-4
51 薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工できる。（知識・技能） F-3-2-1

52 代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた
処方設計ができる。 F-3-3-1

53 病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）
等を考慮し、薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。 F-3-3-2

54 患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とそ
の対処法を説明できる。 F-3-3-3

55 皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明で
きる。 F-3-3-4

56 代表的な輸液の種類と適応を説明できる。 F-3-3-5
57 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。 F-3-3-6

58 代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリング
すべき症状と検査所見等を具体的に説明できる。 F-3-4-1

59 代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報を収集または列
挙できる。（知識または技能） F-3-4-2

60 代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と
薬学的管理を立案または SOAP 形式等で記録できる。（知識または技能） F-3-4-3

61 チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。 F-4-1-1
62 多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。 F-4-1-2

63 病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退
院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説明できる。 F-4-1-3

64 地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）お
よびその意義について説明できる。 F-4-2-1

65 地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。（知識・
態度） F-4-2-2

66 在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる。 F-5-1-1
67 在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。 F-5-1-2
68 在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。 F-5-1-3

69 地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動（薬物乱用防止、自殺防
止、感染予防、アンチドーピング活動等）について説明できる。 F-5-2-1

70 公衆衛生に求められる具体的な感染防止対策を説明できる。 F-5-2-2

71 現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーション
の重要性を討議する。（態度） F-5-3-1

– 196 –247



番 号 内 容 コアカリとの関連コード

72 代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示す来局者について、適切な情報
収集と疾患の推測、適切な対応の選択ができる。（知識・態度） F-5-3-2

73 代表的な症候に対する要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取り扱いと
説明ができる。（技能・態度） F-5-3-3

74 代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。（知識・態度） F-5-3-4

75 代表的な疾患の患者について、診断名、病態、処方薬、科学的根拠等から
薬物治療方針を確認できる。 F-3-3-7

76 治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDM が有効な薬物を
列挙できる。 E4-2-2-1

77 TDM を行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測定法について説明で
きる。 E4-2-2-2

78 薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設計ができる。（知識、
技能） E4-2-2-3

79 ポピュレーションファーマコキネティクスの概念と応用について概説で
きる。 E4-2-2-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-18

薬学実務実習教育
センター
臨床薬理学
医療実務薬学
臨床医療薬学セン
ター
一般用医薬品学教
室
医薬品安全管理学
教室
臨床薬剤学教室

患者・来局者応対から処方監査、薬剤調製、調剤薬鑑査、薬
剤交付と情報の提供、服薬指導管理までの知識・技能・態度
を総合的に修得する。

1-74

19-20 国分 TDM 76-79

21-26
臨床薬理学
医療実務薬学
臨床医療薬学セン
ター

処方解析オリエンテーション。
薬学教育モデル・コアカリキュラムで提示されている代表
的な 8つの疾患（がん、高血圧症、糖尿病、心疾患、脳血管
障害、精神神経疾患、免疫・アレルギー疾患、感染症）に対
する薬物治療において，一般的に用いられる典型例に関す
る処方解析。

10,28,52,58,59,60,75

27
臨床薬理学
医療実務薬学
臨床医療薬学セン
ター

処方解析に関する試験 10,28,52,58,59,60,75

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
経験に基づいた薬剤師体験を学生の演習にフィードバックするよう心がける。
処方解析学では、様々な典型処方に関して学生各自が処方意図、薬効・副作用に関する評価方法、あるい
は患者指導の要点などを調査し、それに対して教員が解説を加えることでフィードバックを行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
代表的な処方せん例を用いて受付から薬剤交付服薬指導までを一人一人が総合的に実施し、学生間で相互
評価をする事で技能のみならず態度への気付を促している。また、具体的な症例や事例示すことで、考え
る力を養うための手法が学習できる。
処方解析学では、薬学教育モデル・コアカリキュラムで提示されている代表的 8疾患に関する処方解析を
行うことにより、薬物治療の総合的な理解を深めることを目的とする。本演習では、学生がこれまでに蓄
積した知識を踏まえて、多くの処方箋に触れることで処方意図を的確に判断するための実践的な学習の機
会とする。最後に教員による解説が加わることにより学生に対して一定の到達点が明示される。こうした
工夫によって学生による参加型演習授業のレベル維持に努めている。
〔成績評価方法〕
1）形成的評価
　 a) 知識：授業での演習問題を繰り返し行う。
　 b) 技能・態度：学習中に繰り返しフィードバッグを行う。
2）総括的評価
　 a) 知識：小テストの結果および提出課題の内容、提出状況で総合的に評価する（100％）。
　 b) 技能・態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とする。
　知識・技能・態度の各評価を点数化し、以下の基準により成績判定を行う。
　・S（90～100％） ：合格
　・A（80～ 90％未満） ：合格
　・B（65～ 80％未満） ：合格
　・C（55～ 65％未満） ：合格
　・D（55％未満）　　　：不合格
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〔教科書〕
東京薬科大学版　実務実習事前学習実習書
演習担当者の配布資料を使用する。
処方解析学はプリントを配付する。
〔参考書〕
日本薬剤会編：第 13改訂調剤指針（薬事日報社）
山田安彦編著：理論調剤学（京都廣川書店）
治療薬マニュアルなどの医薬品集
〔オフィスアワー〕
薬学実務実習教育センター：いつでも可。但し、メール等による事前予約が望ましい。教育 5号館 5、6階
医薬品安全管理学教室
杉浦宗敏：いつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。医療棟 3階　M304号室
臨床薬剤学教室
下枝貞彦： 火曜日以外はいつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。医療棟 2階　M207号室
平田尚人：水曜日以外はいつでも可。ただし、事前にメールでの連絡が必要です。医療棟 2階 M206室
医療実務薬学教室：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。DR棟 3階 Ｍ 302、Ｄ 301号室
臨床薬理学教室：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療棟 2階 M202、M203号室
臨床医療薬学センター：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療棟 3階 Ｍ 303、Ｍ 305号室
一般用医薬品学教室：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
薬学実務実習教育センター
　堀　祐輔：6階 5605教員室
　国分秀也、戸張裕子：5階 5506教員室
　秋山滋男、大山勝宏、影山美穂、武井佐和子、浜田真向、別生伸太郎、増田多加子：6階 5601教員室
医薬品安全管理学教室
　杉浦宗敏　　今井志乃ぶ 　清海杏奈
臨床薬剤学教室
　下枝貞彦　　平田尚人　　　畔蒜祐一郎
臨床医療薬学センター
　山田純司　　大友隆之
医療実務薬学教室
　畝崎榮　　　川口崇　　　藤宮　龍祥
臨床薬理学教室
　平野俊彦　　杉山健太郎　　恩田健二　　田中祥子
一般用医薬品学教室
　成井浩二
〔準備学習（予習・復習等）〕
演習および授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し，テキスト（プリント）の該当範囲を読んでか
ら講義に臨むようにしてください．また，講義の後は必ず復習してください．判らないことをそのままに
しないで，参考書等で調べてください．自分で調べることがとても大切です．それでも理解できなければ，
オフィスアワーや次回の講義の時に教員に質問してください．
〔学生へのフィードバック〕
演習中に形成的評価を実施するとともに、必要に応じて小テストなどを実施し能動的学習を促す。また提
出物に対しては、コメント等学習者の振り返りとなるような方策をとり、必要に応じて返却する。
処方解析学では、講義の中で典型処方に関する要点をフィードバック解説する
〔教員からの一言〕
5年次の病院・薬局の実務実習を直前に控えた、前期の実務実習事前学習 I（事前実務実習）及び、疾病と
薬物治療の総合学習になります。これまでの講義、実習を復習しておくこと。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬学演習・特論

医療薬学特論 I　臨床で活躍する薬剤師を目指して
Topics in Clinical Pharmacist I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

市田　公美

北垣　邦彦

高柳　理早

恩田　健二

学 習 目 標
(GIO)

癌化学療法あるいは糖尿病などの専門分野で、特化した薬の知識を生かした、薬物療法の中心的担い手とな
れる薬剤師としての素養を身につけるため、臨床で活躍する薬剤師の活動に必要な知識、技能等の基礎から
臨床までを理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 循環器疾患とその薬物療法について説明できる。 E2-3-1-1～6
2 糖尿病療養指導薬剤師とその仕事について説明できる。 E2-5-1-1～3

3 ICT薬剤師とその仕事について説明できる。 E2-7-1-1～2, F-4-1-1～
9

4 消化器疾患とその薬物療法について説明できる。 E2-4-2-1～9

5 がん専門薬剤師とその仕事について説明できる。 E2-7-7-1～3, E2-7-8-1
～13

6
炎症性腸疾患と消化器疾患の病態及び薬物療法について説明できる。(コ
アカリコードは４と同様)

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 北垣　邦彦 ガイダンス 1～5

2, 3 西　圭史 ICT 薬剤師とその仕事について、実践内容も含めて解説
する。 ３

4, 5 猿田　雅之 炎症性腸疾患やその他消化器疾患の病態、および薬物療法
について解説する。 ６

6, ７ 吉野　秀朗 循環器疾患とその薬物療法について解説する。 １

8, ９ 小林　庸子 糖尿病療養指導薬剤師とその仕事について、実践内容も含
めて解説する。 2

10, 11 野村　久祥 がん専門薬剤師とその仕事について、実践内容も含めて解
説する。 5

12，13 長島　文夫 消化器疾患とその薬物療法について解説する。 ４

5，9，
13

市田　公美
北垣　邦彦
高柳　理早
恩田　健二

各外来講師の講義内容に関する調査とレポート作成 1，2，3，4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中にレポートを作成させ、講義内容をリアルタイムで考えさせる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各講義後、講義内容に関するレポートを時間内に作成し、提出してもらいます。これによって、講義内容
の理解度を確認します。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1)形成的評価
a)知識：全講義の課題レポートにより総合的に評価する。レポートは、文章構成、レポート課題に対して
的確に記述されているか、規定の行数に達しているかを見る。（提出期限を遵守すること）
2)総括的評価
a)知識：レポート（100%）にて評価する。
〔教科書〕
ハンドアウト資料等（講義当日配布）
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〔オフィスアワー〕
市田　公美　在室時は随時受け付けます。　研究 2号館 6階（病態生理学教室）
北垣　邦彦　在室時は随時受け付けます。　教育 3号館 1階（社会薬学研究室）
〔所属教室〕
市田　公美　病態生理学教室
北垣　邦彦　社会薬学研究室
高柳　理早　臨床薬効解析学教室
恩田　健二　臨床薬理学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
近年、癌化学療法あるいは糖尿病などの専門分野で、特化した薬の知識を生かした、薬物療法の中心的担
い手となれる薬剤師の出現が切望されている。本講義では、このような臨床で活躍する薬剤師の活動に必
要な知識、技能などについて、医師や薬剤師など臨床現場で活躍している外来講師を招聘し、基礎から臨
床までを講義する。そこで、3年生までに就学した「疾病と薬物治療」に関する教科書や教材をもう一度
見直し、基本的な事項について復習しておくと良い。
〔学生へのフィードバック〕
各回講義後に、講師による質疑応答時間を設け、講義内容はもとより将来薬剤師として臨床で活躍するた
めのアドバイスを受けることができる。
〔教員からの一言〕
講義後外来講師に対する質問を歓迎します。積極的に質問されることを期待しています。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬学演習・特論

医療薬学特論 II　医薬品開発と臨床試験
Drug Development and Clinical Studies II

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

北垣　邦彦

杉山　健太郎

山田　純司

柴崎　浩美

恩田　健二

学 習 目 標
(GIO)

医薬品開発と臨床試験（治験）に精通した薬剤師の素養を身につけるために、関連分野の現場で活躍してい
る外来講師の講義を聴講し、もって新薬開発時に必要な第 I～IV 相試験の内容、CRC や SMO の業務と役
割等について理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 製薬会社の医薬品開発業務について説明できる。 E3-1-1-3～5

2 臨床試験における倫理と信頼性について概説できる。 E3-1-1-3～5, E3-1-6-1
～9

3 治験における CRC業務および SMOの仕事と役割について説明できる。 E3-1-1-3～5

4 皮膚科関係の治験等、治験業務の実際について概説できる。 E2-6-3-1～4, E3-1-1-3
～5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1,2,3 宮崎　雅彦 治験における CRC 業務および SMO の仕事と役割につい
て（株式会社　医療システム研究所） 1,2,3

4,5,6 片山　元英 製薬企業における医薬品開発の実際（GCP）、申請・承認、
最近の話題（株式会社大塚製薬工場　研究開発センター） 1,２

7,8 宮崎　雅彦
治験における CRC 業務および SMO の仕事と役割につい
てー皮膚科の治験の実際ー（株式会社　医療システム研
究所）

1,4

9,10,11 城山　慶介 医薬品開発と臨床試験（治験関連会社の立場から）（株式会
社クインタイルズ） 1,2

12,13,14 長尾　典明 製薬会社における医薬品の研究開発（日本たばこ産業株式
会社） 1,2

6,11,14

杉山　健太郎
柴崎　浩美
山田　純司
北垣　邦彦
恩田　健二

各外来講師の講義内容に関する調査とレポート作成 1,2,3,4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義時間中にレポートを作成してもらうことにより、講義内容をリアルタイムで考えさせる。質疑応答を、
講義時間中に随時受け付ける。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
医薬品開発の現場で活躍している各分野の選りすぐりの外来講師を集めました。制薬会社の新薬開発戦略
や大学病院における治験業務など、医薬品開発に関する幅広いお話を聞けると思います。最後に、SMOの
宮崎先生から実際の治験業務について、最新の情報と現場の生々しいお話を交えてまとめていただきます。
各講義後、講義内容に関するレポートを時間内に提出してもらいます。これによって、講義内容の理解度
を確認します。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1)形成的評価
a)知識：全講義の課題レポートにより総合的に評価する。レポートは、文章構成、レポート課題に対して
的確に記述されているか、規定の行数に達しているかを見る。（提出期限を遵守すること）
2)総括的評価
a)知識：レポート（100%）にて評価する。
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〔オフィスアワー〕
北垣　邦彦　在室時は随時受け付けます。　社会薬学研究室（教育 3号館 1階）
〔所属教室〕
北垣　邦彦　社会薬学研究室
杉山　健太郎　臨床薬理学教室
柴崎　浩美　個別薬物治療学教室
山田　純司　臨床医療薬学センター
恩田　健二　臨床薬理学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
3年生までに習った医薬品開発や臨床試験（第 II～V相試験）に関する基礎事項についてざっと復習して
おくと、外来講師のより専門的な講義を理解しやすい。
〔学生へのフィードバック〕
講義終了後、外来講師による質疑応答時間を設け、講義内容はもとより将来のキャリアの相談なども受け
付けている。
〔教員からの一言〕
臨床で活躍する薬剤師の仕事の中には、臨床試験も含まれています。また CROや SMO への就職を希望
する方にも、現場の仕事を知る貴重な講義が待っています。
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薬学演習・特論

医療薬学演習 I　臨床で活躍する薬剤師を目指して
Introduction to Clinical Pharmacist I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

北垣　邦彦　　山田　安彦　　畝崎　榮　　　山田　純司　　山口　宜秀　　高柳　理早　　

長谷川　弘　　林　明子　　　片桐　文彦　　大友　隆之　　藤田　恭子　　中南　秀将

石橋　智子　　川口　崇　　　木村　耕二　　中瀬　恵亮　　恩田　健二　　

学 習 目 標
(GIO)

臨床の現場では複雑な症例も多く、それらに対応する薬物療法の中心的担い手となれる薬剤師としての素養
を身につける必要がある。本演習では臨床で活躍する薬剤師に必要な知識、考え方などを学び、グループ討
論や発表などの意見交換を通じて課題を解決するための能力を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 処方、症例、疾患などに関する課題において、これまでに身につけた知識
を利用し問題点および疑問点・不明点を抽出できる。

A-5-1-1～5, E1-1-1-1～
9

2 １で抽出した点を重要度により分類・整理し、解決に向けた優先順位を
付けることができる。 A-5-1-1～5

3 ２の優先順位に従い、関連する情報を調査できる。 A-5-1-1～5

4 ３で調査した内容をもとに課題を解決するための自分の意見および考え
をまとめることができる。 A-5-1-1～5

5 １～４の内容をグループ内で討論し、調査内容や意見・考えを教え合い
ながら知識を広げることができる。 A-3-1-1～9

6 ５を通じて、グループとして問題解決案をまとめることができる。 A-3-1-1～9

7 薬剤師としての立場とともに他職種ならびに患者の立場に立って意見を
考えることができる。

A-3-2-1～2, A-4-1-1, A-
4-2-1, A-4-3-1, A-4-4-1,
A-4-5-1

8 グループ内およびグループ間の発表を通じて意見交換し、異なる意見を
含む様々な意見に対して柔軟に対応できる A-3-1-1～9

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 全担当者 演習の進め方に関する説明とグループ分け、課題からの問
題点の抽出および優先順位付け 1

2～10 〃 抽出した問題点についての調査、調査項目に関するグルー
プ討論、グループ間発表の準備 2-8

11～13 〃 課題に関するグループ間発表と討論、教員からのフィード
バック 6-8

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・各回に学生同士が調査内容および発表資料について充分に討議する時間を設けている。
・発表会と質疑応答を行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
課題に関してあらかじめ各自が調査を行い考えや意見をまとめる時間を与えることで思考力を養い、その
後のグループ内討論およびグループ間発表を通じて判断力や表現力を養うことができるようにしている。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1）形成的評価
a）知識：SGD・調査を通して評価。
2）総括的評価
a）知識：発表および、プロダクト。（100％）
〔オフィスアワー〕
各担当者が個別に定める。
〔所属教室〕
医療薬学科の教室の教員　社会薬学研究室　病原微生物学教室、臨床薬効解析学教室、臨床医療薬学セン
ター、臨床薬理学教室、病態生理学教室、機能形態学教室、医療実務薬学教室
　
〔準備学習（予習・復習等）〕
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近年、医療における種々の専門分野で特化した薬の知識を生かした、薬物療法の中心的担い手となれる薬
剤師が切望されている。本演習のねらいは、このような臨床で活躍する薬剤師の活動に関する種々の課題
を設定し、それに関する調査・討論を通じて医療薬学科学生の臨床への意識を高めることにある。3年生ま
でに修得した「疾病と薬物治療」に関する基本的事項について、ざっと復習しておくことをお勧めします。
〔学生へのフィードバック〕
グループ内討論後の段階および演習最終日のグループ間での発表・討論を行った後で教員がフィードバッ
クを行う。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬学演習・特論

医療薬学演習 II　医薬品開発と臨床試験
Drug Developments and Clinical Studies II

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

北垣　邦彦　　杉山　健太郎　　恩田　健二　　田中　祥子

小倉　健一郎　　西山　貴仁　

倉田　香織　　山田　寛尚

降幡　知巳　　柴崎　浩美　　横川　彰朋

学 習 目 標
(GIO)

医薬品開発と臨床試験（治験）に精通した薬剤師としての素養を身につけるために、演習を通じ新薬開発時
に必要な第 I～IV相試験の内容、薬物動態学、構造活性相関、薬物相互作用、および有害事象等について理
解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 医薬品開発と臨床試験（治験）に関連した課題について調査し、その内容
を纏める。

A-1-2-5, A-1-3-6～7, A-
5-1-1～5, E1-1-1-6, E1-
1-1-8, E3-1-1-3～4, E3-
1-3-1

2 1 で調査した項目について、5～6 名のグループの中で意見を述べ、討論
できる。 A-3-1-5～9, A-5-1-1～2

3 1で調査した項目について、グループとしての意見をまとめ、発表用スラ
イドを作成できる。 A-3-1-5～9, A-5-1-1～2

4 1で調査した項目について発表し、それに関するグループとしての意見を
述べることができる。 A-3-1-5～9, A-5-1-3～4

5 他のグループの発表を聴講し、それに対して質問し、または自分の意見
を述べる。 A-3-1-5～9, A-5-1-3～4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 小倉　健一郎　他 演習の進め方に関する説明と課題に基づくグループ分け、
および課題の調査 1、2

2～10 全担当者 課題の調査、調査項目に関するグループ討論、発表用スラ
イドと原稿の作成 2～5

11～13 全担当者 調査項目の発表と全体討論 4、5

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・各演習日ごとに調査活動レポートを提出させている。
・各回に学生同士が調査内容および発表資料について充分に討議する時間を設けている。
・発表会を行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
調査発表会やその準備中において質問の考え方や対応について演習し、もって討論や発表の参考とする。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1）形成的評価
a）知識：中間チェック、最終チェックを行う。SGD・調査を通して評価。
b）態度：SGD・調査を通して評価。
c）技能：SGD・調査を通して評価。
d）パフォーマンス：プレゼンテーション能力の到達度を中間発表を通じて評価する。
2）総括的評価
a）知識：発表および、プロダクト (10%)。
b）態度：演習に臨む態度（50％）、および SGD・調査（20％）を通して評価。
c）技能：SGD・調査を通して評価し、達していれば合とする。
d）パフォーマンス：プレゼンテーション能力の到達度を発表会ならびにその感想レポート (20%)を通じ
て相互評価する。
〔オフィスアワー〕
全担当者が個別に定める。
北垣　邦彦　在室中は随時。
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杉山　健太郎　在室中は随時。
小倉　健一郎　在室中は随時。
倉田　香織　在室中は随時。
降幡　知巳　在室中は随時。
〔所属教室〕
北垣　邦彦　社会薬学研究室　教育 3号館 1階
杉山　健太郎　臨床薬理学教室　医療薬学研究棟 2階
恩田　健二　臨床薬理学教室　医療薬学研究棟 2階
田中　祥子　臨床薬理学教室　医療薬学研究棟 2階
小倉　健一郎　薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4階
西山　貴仁　薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4階
倉田　香織　情報教育研究センター DR棟 4階
山田　寛尚　情報教育研究センター DR棟 4階
降幡　知巳　個別薬物治療学教室　医療薬学研究棟 2階
柴崎　浩美　個別薬物治療学教室　医療薬学研究棟 1階
横川　彰朋　個別薬物治療学教室　医療薬学研究棟 1階
〔準備学習（予習・復習等）〕
薬剤部業務の一環として、医薬品開発と臨床試験に関する知識をもつことは重要である。本演習のねらい
は、医薬品開発における課題や問題点に関する調査・討論、および大学病院薬剤部で活躍する外来講師の
話を通じ、医療薬学科学生に治験業務への関心と理解を深めてもらうことにある。
〔学生へのフィードバック〕
演習最終日に、各グループの全体発表会及び質疑応答を行った後、教員がそれぞれの発表に対して総評し、
フィードバックする。
〔教員からの一言〕
本演習では、医薬品開発と臨床試験に関する幅広いテーマの中から、グループごとに自由に調査テーマを
選択し、自分たちの意見も交えて調査・討論内容を発表してもらう。今後の薬剤師業務や薬業界の諸問題
について、じっくりと考え取り組む姿勢を養っていただきたい。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬学演習・特論

医療薬物薬学特論 I　創薬概論
Topics in Clinical Applied Pharmacy I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

野水　基義　　田野中　浩一　　高木　教夫　　松本　隆司　　宮岡　宏明　　一栁　幸生　　柳田　顕郎

三浦　剛　　益山　光一　　櫻井　浩子　　石原　比呂之　　猪越　英明

学 習 目 標
(GIO)

広範な研究領域を包含し、急速な進展を遂げている創薬科学について医療薬物薬学科所属教室が分担して解
説する。授業担当者のこれまでの研究や周辺領域の話題、自身の研究が関連する創薬科学の最新情報などを
取り上げ、研究の面白さを盛り込んで種々の創薬領域について紹介する。この授業で創薬科学に触れること
により、将来創薬方面に進むにあたっては多様な研究・技術の領域があることを理解し、また医療方面に進
むにあたっては臨床におけるニーズを創薬現場に的確に情報発信できる知識の習得を目指している。さら
に、5年次には実務実習が必修科目であり、医療現場で患者に接しながら薬について学ぶなかで、医療現場
からの創薬へのニーズについて理解できることを目標としている。
講義を通して、問題意識の提示・解決法について、プレゼンテーション、レポート提出などを通して習得さ
せる。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 海洋生物由来の医薬品を概説できる。 A-5-1-1, A-5-3-1, C5-2-
4-1～3

2 創薬における有機合成の役割を概説できる。 A-5-1-1, A-5-3-1, C4-3-
3-1～3

3 天然物からの医薬品開発の経緯を概説できる。 A-5-1-1, A-5-3-1, C5-2-
1-1～5

4 創薬における規制の役割及び創薬に関するニーズへの対応を概説で
きる。

A-5-1-1, A-5-3-1, B-2-
2-1～11

5 新生児医療における未承認薬の現状、薬剤師の役割について概説できる。 A-2-1-1～3, A-2-4-1～
2, A-5-1-1, A-5-3-1

6 遺伝子機能に基づく創薬について概説できる。 A-5-1-1, A-5-3-1, E2-8-
1-1～3

7 創薬における分析化学の役割を概説できる。 A-5-1-1, A-5-3-1, C2-6-
2-1～5

8 創薬におけるメディシナルおよびプロセスケミストリーの役割を概説で
きる。

A-5-1-1, A-5-3-1, C4-1-
1-1～2, C4-2-4-1～2

9 伝統医学に基づく生薬製剤の応用を概説できる。 A-5-1-1, A-5-3-1, E2-
10-1-1～2, E2-10-2-1

10 創薬における薬理評価の役割を概説できる。 A-2-3-1～3, A-5-1-1, A-
5-3-1

11 新薬創製における薬剤学、製剤設計学の役割を概説できる。 A-5-1-1, A-5-3-1, E5-2-
1-1～6

12 タンパク・ペプチド性医薬の創製について概説できる。 A-5-1-1, A-5-3-1, E2-8-
1-1～2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 学科長 創薬概論ガイダンス
2 宮岡 海洋生物からの医薬品の開発 1
3 松本 有機合成化学と創薬 2
4 一栁 天然資源からの創薬：高等植物からの抗がん薬の開発 3
5 益山 医薬品開発に関する規制とその対応の現状 4
6 櫻井 新生児医療と医薬品 5
7 高木 ゲノムとゲノム創薬の薬理評価 6
8 柳田 創薬を支える分析科学の最前線 7
9 三浦 医薬品の創製と開発のプロセス 8
10 猪越 中医学おける生薬製剤 (中成薬) について 9
11 田野中 循環薬理学系の評価について 10

12 石原 創剤最前線：探索研究段階における化合物の物性と製剤学
の役割 11

13 野水 タンパク・ペプチド性医薬について 12
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義の後に各自の発展学習を求める。所属する卒論教室での課題研究の発展および自己の進路について考
える機会を提供している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本講義は医療薬物薬学科独自のカリキュラムであり、医療および薬学の進歩発展に寄与するため、各教員
がもつ高度で、かつ最新の研究内容とその背景を概説することによって時代に即応した医療人教育を推し
進めるよう努力している。また、学生と講師陣との総合討論の場を設け、本学科教員が創薬研究を通じて
時代に即応した医療人教育を推し進めていることを学生に理解してもらい、なおかつ医療の中での創薬に
ついて幅広くその考えを共有し、学生の知識・技能・態度に価値ある変化を生み出せるよう努力している。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
形成的評価
　知識：　講義内に学生に質問し、その反応を見てフィードバックする。担当者の判断で、理解度が十分
でないと思われる場合は、講義形式の解説も実施される。
総括的評価
　知識：　演習課題の提出等で評価する（100%）。
〔教科書〕
特に指定しない。
〔参考書〕
講義担当者による資料配布等あり。
〔オフィスアワー〕
原則いつでも可（野水または講義担当者に事前に連絡）。
〔所属教室〕
高木　教夫（応用生化学教室）
田野中浩一（分子細胞病態薬理学教室）
野水　基義（病態生化学教室）　　
松本　隆司（薬品製造学教室）
三浦　剛　　（薬化学教室）
一栁　幸生（天然医薬品化学講座）
宮岡　宏明（生物分子有機化学講座）
柳田　顕郎（薬物生体分析学教室）
益山　光一（薬事関係法規研究室）
櫻井　浩子（生命・医療倫理学研究室）
石原　比呂之（創剤科学教室）
猪越　英明（中国医学研究室）
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義の内容の一部は 5年次の実務実習での先端医療に関する内容を含むので、各自の復習を要求する。復
習を進めるために、講義で講義用資料などを提供する、あるいは講義の時に復すべき内容を提示するとい
う対応を取る。なお、講義に関する予習は要求しない。
〔学生へのフィードバック〕
講義の最後に総合討論会が開催され、そこで講義に関するフィードバックが行われる。その他に、発展学
習の中で不明な点が生じた場合には、講義担当者への質問という形でのフィードバックを行う。
〔備考〕
実務家教員担当科目。本講義は医療薬物薬学科独自のカリキュラムであり、モデル・コアカリキュラムを
基本とした画一的教育の範疇を超越したオリジナル性の高いものである。本講義は学生自身の独自性や将
来構想を築くための広範な情報・知識を、担当講師の幅広い経験と知識を中心に提供するものである。
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薬学演習・特論

医療薬物薬学特論 II　データ解析集中講座
Topics in Clinical Applied Pharmacy II

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

磯崎　充宏（日本たばこ産業株式会社）

中村　一郎（アステラス製薬株式会社）

栁田　顕郎

学 習 目 標
(GIO)

医薬品の開発は候補化合物の発見から始まり、その後、製剤化試験、動物試験を経て、治験といわれる臨床
試験に適用され、国による審査・承認を経て医薬品として市場に出て行く。その後、多くの医療機関で使用
されている医薬品の安全性と副作用に関する情報の収集・調査が実施される。このような一連の医薬品開発
において、膨大な量の情報が集められる。本特論では、1）候補化合物の薬理学的評価、　 2）臨床開発（治
験から申請）、　 3）臨床使用調査（市販後調査）のデータ解析について実例を用いて解説し、論理的展開に
ついての基礎的理解を習得することを目的とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 医薬品開発の流れを概説できる。 B-2-2-2, G-1-1-1
2 臨床試験の目的と実施概要を説明できる。 B-2-2-3, E3-1-1-3
3 医薬品の販売承認申請から、承認までのプロセスを説明できる。 E3-1-1-1～5
4 市販後調査の制度とその意義について説明できる。 E3-1-1-4

5 代表的な薬害の例について、その原因と社会的背景を説明できる。 E1-4-1-1, E1-4-2-1, E1-
4-3-1, E1-4-4-1

6 医薬品創製における治験の役割を説明できる。 E3-1-1-3, E3-1-6-1
7 治験（第 I、II、および III相）の内容を説明できる。 E3-1-1-3, E3-1-6-1
8 帰無仮説と対立仮説について説明できる。 E3-1-5-2

9 パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の使い分けを説明で
きる。 E3-1-5-4

10 主な二群間の平均値の差の検定法（t-検定、Mann-Whitney U 検定）に
ついて、適用できるデータの特性を説明し、実施できる。 E3-1-5-5

11 χ2 検定の適用できるデータの特性を説明し、実施できる。 E3-1-5-5
12 最小二乗法による直線回帰を説明でき、回帰係数の有意性を検定できる。 E3-1-5-6

13 主な多重比較検定法（分散分析、Dunnett 検定、Tukey 検定など）の概
要を説明できる。 E3-1-5-1～7

14 主な多変量解析の概要を説明できる。 E3-1-5-1～7

15 臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、コホート研究、ランダ
ム化比較試験）の特色を説明できる。 E3-1-4-2

16 バイアスの種類をあげ、特徴を説明できる。 E3-1-6-2

17 バイアスを回避するための計画上の技法（盲検化、ランダム化）について
説明できる。 E3-1-6-6

18 リスク因子の評価として、オッズ比、相対危険度および信頼区間につい
て説明し、計算できる。 E3-1-6-9

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 栁田 講義のガイダンス、イントロダクション
2 磯崎 医薬品開発のプロセス概要 1、3
3 〃 臨床疫学の基礎 2、6、7
4 〃 臨床研究のデザイン 15
5 磯崎 生物統計の基礎（1） 8、9、10
6 〃 生物統計の基礎（2） 11、12、13
7 〃 生物統計の基礎（3）とまとめ 14
8 磯崎 臨床試験 (1) ：概要とその意義 15
9 〃 臨床試験（2）：生物統計の基礎と実施例 16、17、18
10 〃 臨床試験（3）：生物統計の基礎と実施例 16、17、18
11 中村 薬害の事例と背景 5
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
12 〃 市販後調査（1）：制度とその意義、ならびに実施例 4
13 〃 市販後調査（2）：大規模試験と国際共同試験 4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
本特論では、学修者にさまざまな問題を提起し、その問題を次回の講義までに解決、調査するように指示
している。また、講義時間内においては、1) 頻繁な質疑応答や、2) ノート PCとインターネットの積極的
な活用、などの工夫により、講義担当者と学習者間の「双方向での意見交換」を重視することにより、講
義時間中においても学習者が能動的な学習態度を維持できるよう工夫している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本特論講義は生物統計の基礎をベースに論理的思考の展開の習熟を目的としているが、内容については
臨床への応用のアップデートな実例を盛り込んで解説する。本講義の磯崎・中村両講師は、企業における
それぞれの分野の実務・実践担当者であり、理論を実例で示すことにより受講生の理解度の向上を図って
いる。
〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
　 a) 知識：（講義時間中に）口頭試問、グループ討議、練習問題の出題・解答・説明を適宜繰り返し、理
解度を確認しながら講義を進めている。
2) 総括的評価
　 a) 知識：（講義日毎の）提出課題とレポートを採点・評価する（磯崎講義分 25% x 3 + 中村講義分 25%
= 100%）
〔教科書〕
特になし。
講義担当者による毎回のプリント資料の配布あり。
〔参考書〕
参考図書（磯崎講義分）：「一目でわかる医科統計学」　第 2 版　メディカル・サイエンス・インターナショ
ナル
〔オフィスアワー〕
磯崎・中村両講師への連絡方法（メールアドレス等）は、初回の講義の際に提示されるので、講義期間中
の質問等はそちらへ直接連絡して下さい。
なお、講義全般に関する質問や、講師と直接連絡できない場合は、下記へ連絡下さい。
栁田顕郎：生体分析化学教室（研究 2号館 4階 405）、yanagida@toyaku.ac.jp
　
〔所属教室〕
講義取り纏め：　栁田顕郎
生体分析化学教室（研究 2号館 4階 405）、yanagida@toyaku.ac.jp

〔準備学習（予習・復習等）〕
各講師の初回授業前の予習は特に必要ないが、基本的には、その日の講義の復習が次回の講義の予習を兼
ねているので、必ず復習を行うこと。また講義後に課題が提示された場合は、次回講義前（もしくは指定
日時）までに必ず課題を提出すること。
〔学生へのフィードバック〕
講義中の質疑応答で、理解度が低い項目について再度解説することでフィードバックを行う。
〔教員からの一言〕
統計は、医薬品開発研究者だけでなく、医療従事者としての病院や薬局薬剤師の職務においても「必須の
知識および技能」です。
統計の基礎のみならず、製薬会社における治験や製品の実話に基づく応用事例をふんだんに含む講義内容
ですのでご期待下さい。
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薬学演習・特論

医療薬物薬学演習 I　医薬品創製と基礎（物理系・化学系）
Seminar in Clinical Applied Pharmacy I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

栁田　顕郎　　東海林　敦　　森岡　和大

平島　真一　　中島　康介

一栁　幸生　　蓮田　知代

宮岡　宏明　　釜池　和大

松本　隆司　　矢内　光

学 習 目 標
(GIO)

医薬品創製は、有機化学、物理化学、生物化学を含めた極めて幅広いサイエンスを基盤として成り立ってい
る。すなわち、独創的な新しい医薬品を創製するには、ゲノム科学をはじめ、分子生物学、有機合成化学、
薬理学、毒性学、薬物動態学、製剤学、情報科学などに関する知識の習得と実践的応用が必要である。本演
習では、物理系薬学、化学系薬学の基礎をしっかりと築き上げ、医薬品創製に関する知識と態度を習得する。
それぞれの分野での演習課題を提示し、それについて調査、まとめを行って発表する。
　

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 溶液中における各種の化学平衡反応の基本的事項について説明・計算で
きる。

C2-2-1-1～4, C2-2-2-1
～4

2 化学物質の定性分析や定量分析の基本事項について説明・計算できる。 C2-3-1-1～2, C2-3-2-1
～7

3 機器分析法、特に分光分析法や分離分析法の種類を列挙し、それぞれの
原理や応用について説明できる。

C2-4-1-1～6, C2-5-1-1
～5, C2-5-2-1

4 臨床現場で用いる代表的な分析技術を列挙・説明できる。 C2-6-1-1～2, C2-6-2-1
～5

5 NMR スペクトルの概要と解析法を説明できる。 C2-4-2-1, C3-4-1-1～5
6 IR スペクトルの概要と解析法を説明できる。 C3-4-2-1～2
7 マススペクトルの概要と解析法を説明できる。 C2-4-3-1, C3-4-3-1～4
8 代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決定ができる。 C3-4-4-1
9 薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。 C3-1-1-2
10 基本的な有機化合物を IUPAC の規則に従って命名することができる。 C3-1-1-1
11 有機化合物の立体異性体について、例を挙げ説明できる。 C3-1-2-1～6

12 Fischer 投影式と Newman 投影式を用いて有機化合物の構造を書くこと
ができる。 C3-1-2-7

13 アルケン、アルキンの代表的な反応を列挙し、説明できる。 C3-2-2-1～3
14 芳香族化合物の代表的な反応を列挙し、説明できる。 C3-2-3-1～5
15 求核置換反応、脱離反応の機構について、立体化学を含めて説明できる。 C3-3-2-1～3

16 アルコール、アルデヒド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸誘導体の性質
と代表的な反応を列挙し、説明できる。

C3-3-3-1～2, C3-3-4-1
～3

17 代表的な生薬の基原、特色、確認試験、および天然生物活性物質の構造、
作用などについて説明できる。

C5-1-1-1, C5-1-2-1, C5-
1-3-1～2, C5-1-4-4, C5-
2-1-1～5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 宮岡
釜池

本演習の概要説明
芳香族化合物の反応 14

2 〃 求核置換反応、脱離反応 15

3 〃 アルコール、アルデヒド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸
誘導体の反応 16

4 平島
中島 有機化合物の命名法 9, 10

5 〃 立体異性体 11, 12

6 〃 アルケン、アルキンの反応 13

7 松本
矢内 標的化合物の合成-１ 11～16

– 211 –262



回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
8 〃 標的化合物の合成-２ 11～16
9 〃 標的化合物の合成-３ 11～16

10 一栁
蓮田 NMRスペクトル、IRスペクトル、マススペクトル 5, 6, 7

11 〃 基本的な化合物の構造決定 8
12 〃 生薬と天然医薬品 17

13
栁田
東海林
森岡

溶液中の化学平衡反応など 1

14 〃 容量分析法など 2
15 〃 分光分析法、分離分析法、臨床分析法など 3, 4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1) 演習問題を解答させる。
2) 学生同士が討議する時間を設けている。
3) 演習問題の答えを解説付きで発表させる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
毎回、演習プリントを配布し解答させるとともに、演習問題に対するグループ討議や発表を行い、基礎知
識の総合的な理解の向上を図っている。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
　 a) 知識：演習問題を解くことで基本知識を学ぶとともに、知識の到達レベルを確認させる。
　 c) 態度：毎回の出席状況、SGD に取り組む姿勢や発表態度についてフィードバックしている。
　 d) パフォーマンス評価：演習問題の解説書を作成させ、相互評価させている。
2) 総括的評価
　 a) 知識：提出物を評価する。　　　　　
　 c) 態度：繰り返しの形成的評価で向上すれば合とする。
　 d) パフォーマンス評価：計 5日間分の演習問題の解答・解説書を作成させ、提出させている。
計 5日間の演習内容について、毎回上記の総括的評価（各回 20%ずつの均等評価）を行い、計 5日間分の
総合評価（20% x 5 = 100%）で成績判定を行う。
〔教科書〕
毎回プリントを配付する。
〔参考書〕
各回の講義内容に合わせて，1-3 学年で使用した分析化学、物理化学、有機化学、生薬学、機器スペクト
ルの教科書や演習書を持参すること。
〔オフィスアワー〕
柳田・東海林・森岡　いつでも可。
平島・中島　いつでも可。
一栁・蓮田　いつでも可。
宮岡・釜池　いつでも可。なるべくメールにて予約してください。
松本・矢内　いつでも可。なるべくメールにて予約してください。
〔所属教室〕
柳田・東海林・森岡　生体分析化学教室　研究 2号館 405室
平島・中島　薬化学教室　研究 2号館 306室
一栁・蓮田　天然医薬品化学講座　研究 1号館 201室
宮岡・釜池　生物分子有機化学講座　研究 2号館 205室
松本・矢内　薬品製造学教室　研究 2号館 304室
〔準備学習（予習・復習等）〕
1年から 3年次の学部での講義の復習のみならず、アドバンスした内容を加えて演習している。特に、演
習後に不明な点を自ら見つけ出し、復習するように指導している。
〔学生へのフィードバック〕
演習課題の発表時に、その内容、理解度をチェックし、それに応じて学生全体に補足等を行う。
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薬学演習・特論

医療薬物薬学演習 II　医薬品創製と基礎（生物系・医療薬学系）
Seminar in Clinical Applied Pharmacy II

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

田野中　浩一　　野水　基義　　高木　教夫　　石原　比呂之　　吉川　大和　　櫻井　浩子　　高島　由季

林　秀樹　　丸ノ内　徹郎

学 習 目 標
(GIO)

独創的な新しい医薬品を創製するには、ゲノム科学をはじめ、分子生物学、有機合成化学、薬理学、毒性学、
薬物動態学、製剤学、情報科学など、有機化学、物理化学、生物化学分野にわたる幅広いサイエンスに関す
る知識の習得と実践的応用が必要である。本演習では、生物系薬学、医療系薬学の基礎をしっかりと築き上
げ、医薬品創製に関する知識と態度を習得する。具体的にはそれぞれの分野での演習課題を提示し、それに
ついて調査、まとめを行って発表する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 心臓および血管の構造・生理機能、細胞内情報伝達を含めた心機能およ
び代表的な循環器疾患の病態を説明できる。 C7-1-7-1～2, E3-3-3-3

2 循環器疾患の代表的な治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用に
ついて説明できる。 E2-3-1-4, E3-3-3-3

3 細胞の構造、機能および組織構築について説明できる。 C6-1-1-1～2, C6-1-2-1

4 タンパク質、糖質および脂質の分子構造について説明できる。 C6-2-1-1, C6-2-2-1～2,
C6-2-3-1, C6-2-4-1

5 代表的なアミノ酸、タンパク質、糖質および脂質を列挙し、基本的性質を
説明できる。 C6-3-1-1, C6-3-2-1～2

6 遺伝、進化、発生、分化について説明できる。 C7-1-1-1～3, C7-1-2-1
～2

7 中枢神経系の構造、神経伝達物質とその受容体を含めた脳機能および代
表的な中枢神経疾患の病態を説明できる。

C7-1-4-1, C7-2-1-1～4,
E2-1-3-1～14

8 中枢神経疾患・精神疾患の代表的な治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、
主な副作用について説明できる。 E2-1-3-1～14, E2-1-4-1

9 体内における糖質、アミノ酸、脂質の構造・機能、酵素の性質と役割につ
いて説明できる。 C4-1-1-1, C6-3-1-1

10 糖質、脂質およびアミノ酸の代謝異常と病態発症との関連性について説
明できる。

C6-5-2-1～5, C6-5-3-1
～2, C6-5-4-1～2, C6-5-
5-1～3

11 核酸の構造、代謝について説明できる。 C4-3-4-1, C6-2-5-1

12 遺伝子発現、生体の代謝の総合的調節ならびに情報伝達について説明で
きる。

C6-4-1-1～2, C6-4-2-1
～3, C6-4-6-1～2

13 診療と研究の区別について説明できる。 A-2-1-1, A-2-2-1～2, A-
2-4-1～2

14 被験者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明で
きる。 A-2-3-3

15 臨床研究における被験者保護について説明できる。 A-2-4-1～3, E3-1-4-2～
3

16 物質の溶解に対して酸・塩基反応が果たす役割を説明できる。 E5-1-1-1～5, E5-1-2-1
～2

17 物質の溶解とその速度について説明できる。 E5-1-3-1～4

18 溶液の束一的性質（浸透圧、沸点上昇、凝固点降下など）について説明で
きる。 E5-1-4-1～3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～3 田野中・丸ノ内
生体の循環調節
循環器疾患
循環器疾患治療薬

1～2

4～6 野水・吉川
細胞の構造・機能と創薬
タンパク質と創薬
発生・再生と創薬

3～6

7～9 高木・林（秀）
脳機能・中枢神経疾患治療薬
生体成分の構造・機能
生体成分の代謝、遺伝子疾患

7～12

10～12 櫻井 診療と治験、被験者保護、インフォームドコンセント 13～15
13～15 石原・高島 溶解と溶液の性質 16～18
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各 SBOについて、理解が不十分な箇所の調査を行う。調査結果の発表あるいは演習でのレポート作成を
行い、担当者はその内容をチェックし、フィードバック等で対応する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
キーワードを示し、目標を明確にし、レポートの提出あるいはチェックテストを実施して進捗状況を確認
している。
　
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
形成的評価
　知識：　講義内に学生に質問し、その反応を見てフィードバックする。担当者の判断で、理解度が十分
でないと思われる場合は、講義形式の解説も実施される。
総括的評価
　知識：　課題（レポート等）の提出で評価する（100%）。
　
各教員の評価を総合して成績評価を行う。なお、出席不良者には単位を認定しない。
〔オフィスアワー〕
担当教員の学部実習および大学院講義以外の時間帯で対応する。ただし、面談の予約を取ることとする。
〔所属教室〕
高木　教夫、林　秀樹（応用生化学教室　研究 2号館 6階）
田野中　浩一、丸ノ内　徹郎（分子細胞病態薬理学教室　研究 4号館 5階）
野水　基義、吉川　大和（病態生化学教室　研究 2号館 5階）
石原　比呂氏、高島　由季（創剤科学教室　研究 2号館 3階）
櫻井　浩子（生命・医療倫理学研究室　教育 3号館 1階）
〔準備学習（予習・復習等）〕
1から 3年次の学部での講義の復習に、アドバンスした内容を加えて講義している。特に講義後に不明な
点を自ら見つけ出し、復習するように指導している。
〔学生へのフィードバック〕
学生からの質問に応える形でのフィードバックを行う。講義の中で、確認試験などを行うことにより、理
解度が十分ではないと教員が判断した場合、その解説が追加される。
〔教員からの一言〕
今までの学部講義の復習にもなることです。生物系講義での理解が足りない点を進んで復習してください。
〔備考〕
A2 (薬剤師に求められる倫理観)、C4 (医薬品の標的となる生体分子の構造と化学的な性質)、C6 (細胞の
構造と機能)、C7 (人体の成り立ちと生体機能の調節)、E2 (薬理・病態・薬物治療)、E5 (製剤化のサイエ
ンス) について発展的な学習を行う。
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薬学演習・特論

医療衛生薬学特論 I　薬剤師の職能と自己将来展望
Topics in Clinical Biopharmacy I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

佐藤　隆、安達　禎之、藤野　智史、高橋　勉、吉江　幹浩、遠藤　朋宏、濱野　展人、荒井　好裕（ソレイジア・

ファーマ株式会社）、遠藤　宏（キャリアセンター）

模擬面接官：安藤　堅、安曇　麻奈、今井　志乃ぶ、大嶋　利之、黒田　明平、篠田　陽、田口　晃弘、多田　塁、平

田　尚人、松尾　侑希子、森本　信子、山本　法央、横須賀　章人

学 習 目 標
(GIO)

医療衛生薬学科の学生は、その理念から研究、医療、保健・衛生、行政、食品、香粧品分野など多様な職業
分野において活躍が期待される。6年制教育の中で自分が希望する将来の進路を考える機会を与え、その具
現化に向けた方略とモチベーションを得るために、各分野で活躍する卒業生を中心とした講師の方々の講演
を通じて、その分野の現状と将来展望、必要とされる知識、技能、態度、準備期間などを知り、各自必要な
情報を収集し、「進路活動プラン」を立案する。また、実際に進路活動において想定される「適性検査」、「自
己 PR作成」、「面接」などを模擬体験して、現時点における希望進路への準備到達度を把握する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 職業分野ごとの情報をインターネットや情報誌などから収集し、纏める
ことができる。 E3-1-1-1, X-8-1-7

2 職業分野ごとに求められる知識、技能、態度について概説できる。 E3-1-1-2, E3-1-1-4～5,
F-1-1-1～2

3 「自己 PR（長所・短所などを含む）」を纏めることができる。 F-1-1-1～2, X-9-1-2, X-
9-3-3

4 進路希望について、自分の考えを口頭で説明することができる。 A-5-1-1, X-9-1-2, X-9-
3-3

5 医療の担い手として、社会のニーズに常に目を向ける。（態度） F-1-1-1
6 医療の担い手にふさわしい態度を示す。（態度） F-1-1-1

7 医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する大切さを認識する。
（態度） A-5-3-1～2

8 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政など）について
討議する。 A-1-2-2

9 薬剤師と共に働く医療チームの職種を挙げ、その仕事を概説できる。 A-4-3-1, F-4-1-1～2
10 医薬品の適正使用における薬剤師の役割について概説できる。 A-1-2-3
11 医薬品の創製における薬剤師の役割について概説できる。 A-1-2-5
12 疾病の予防および健康管理における薬剤師の役割について概説できる。 A-1-2-6

13
医薬品シーズ探索から非臨床試験、臨床試験、承認許可までの新薬創製
過程を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。（知
識・態度）

E3-1-1-2～3

14 体験した業務を基にして、理想とする企業勤務者の姿について討議する。
（態度） F-1-1-1

15 短い日本文を英文に直すことができる。（知識・技能） X-3-2-3～4
16 自己紹介を英語で書くことができる。（知識・技能） X-3-2-1
17 英語による簡単な会話での質疑応答ができる。（知識・技能） X-3-3-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～3
佐藤、安達、藤野、
高橋、吉江、遠藤
（朋）、濱野

授業概要説明、職業分野別講演事前準備：医薬業界研究（グ
ループワーク）、適性試験の実施 1,2,5-13

4～8
佐藤、安達、藤野、
高橋、吉江、遠藤
（朋）、濱野、荒井

職業分野別講演事前準備：医薬業界研究（グループワーク）、
質問項目の作成、提出
職業分野別講演：外部講師による講演、質疑応答（講演後
の感想文の作成・提出）、「自己 PR」の作成、提出

1-3,5-13,15,16

9～12
佐藤、安達、藤野、
高橋、吉江、遠藤
（朋）、濱野、遠藤
（宏）

職業分野別講演復習：医薬業界研究（グループワークおよ
びプレゼンテーション） 1,2,5-13
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

13～15
佐藤、安達、藤野、
高橋、吉江、遠藤
（朋）、濱野、遠藤
（宏）、模擬面接官

模擬面接
授業感想の作成・提出 4,14,17

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1. 学生は、「自己 PR」を作成し、提出する。
2. 学生は、外部講師による講演において事前調査事項および感想文を作成し、提出する。
3. 学生は、医薬業界について研究し、医薬業界の将来像についてグループワーク、およびプレゼンテー
ションを行う。
4. 学生は、適性試験（SPI2および社会人基礎力診断）を受験する。
5. 学生は、模擬グループ面接を受ける（学生は英語による自己紹介を行う）。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1. 医療人として活躍するための自分の進路を考えさせる場を、4年次カリキュラムの中に取り入れている。
2. 外部講師を招いての講演および事前質問事項の準備を通じて、多岐な職業分野の情報収集および整理、
選択、さらに自己 PR能力を養えるような工夫をしている。
3. 適性検査や模擬面接の実施により、自己適性能力および面接力の把握ができるようにしている。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1）形成的評価
a）知識：講演、SGDを通して修得した知識を感想（レポート形式）にて纏めてポートフォリオを作成す
る。
b）技能：学生が作成した活動プランや自己 PR を通してそれらの実践的な書き方についてこまめにフィー
ドバックする。また、能力適性検査（SPI2、社会人基礎力診断）の活用方法を修得する。
c）態度：毎回の個別出席確認によりこまめにフィードバックする。また、能力適性検査により自己能力適
性を認識する。
d) パフォーマンス：「自己 PR」や「講演感想文」を作成させ、提出させる。
2）総括的評価
a）知識：自己 PR票に基づく模擬面接評価、グループワークプレゼンテーション評価によって総合的に評
価する（10%）。
b) 技能：ポートフォリオの提出により評価する（70%）。
c）態度：受講態度および模擬面接により評価する（10%）。
d) パフォーマンス：ポートフォリオを作成させ、提出させる（10%）。
〔教科書〕
配布プリント
〔参考書〕
最速マスター SPI3＆Web テスト（日経 HR就職シリーズ）
エントリーシート対策（日経 HR就職シリーズ）
面接・グループディスカッション対策（日経 HR就職シリーズ）
時事＆一般常識の完璧対策（日経 HR就職シリーズ）
〔オフィスアワー〕
原則的にいつでも可。ただし、要事前連絡。
〔所属教室〕
佐藤　　生化学教室
安達　　免疫学教室
高橋　　公衆衛生学教室
吉江　　内分泌薬理学教室
藤野　　衛生化学教室
遠藤　　薬学教育推進センター
濱野　　薬物送達学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
自己のキャリアデザインの予習・復習のために、各自が作成したポートフォリオに管理している配布資料
や作成したレポート等を授業ごとに見直しすること。
〔学生へのフィードバック〕
各回に学生が作成したプロダクト（医薬業界将来像等）を担当教員が確認し、改善点などをコメントする。
適性試験および社会人基礎力診断の分析結果（個人票）により、客観的評価をフィードバックする。
〔教員からの一言〕
大学生活の折り返し地点。医薬業界の将来像を思い描きながら、自分の将来（就職、進学）について考え
てみよう。
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薬学演習・特論

医療衛生薬学特論 II　先端香粧品科学（産学連携教育プログラム）
Topics in Clinical Biopharmacy II

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

山下　豊信（資生堂グローバルイノベーションセンター）

平尾　直靖（資生堂グローバルイノベーションセンター）

原　英二郎（資生堂グローバルイノベーションセンター）

佐藤　隆（取り纏め）

学 習 目 標
(GIO)

化粧品（医薬部外品を含む）は、健常人の日常生活と深くかかわりあい、様々な目的に使用されている。本
講義では、化粧品の科学的理解を深めることを目的に化粧品関連の研究および開発事例を解説する。また、
化粧品科学の基礎となっている領域の多様性と実際の研究開発の理解促進も図る。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 化粧品の本質を理解する（定義および科学的理解の確認） B-2-2-1, D2-1-4-4, E5-
1-3-1

2 皮膚の構造と基本機能、細胞と機能を理解する C7-1-6-1, C8-1-1-1, D2-
1-4-4, X-6-2-1

3 化粧品を支える技術要素の多様性を理解する C7-1-6-1, C8-1-1-1

4 化粧品と薬学との関わりについての理解を深める A-5-1-2, B-2-2-1, D2-1-
4-4, E5-1-3-1

5 化粧品の研究開発の実際とその過程を事例を通して理解する A-5-1-2, C7-1-6-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 山下 皮膚科学と化粧品研究 1：皮膚の構造と機能 2

2 〃 皮膚科学と化粧品研究 2：紫外線が皮膚に及ぼす影響と紫
外線ケア商品の開発 1、2、5

3 〃 皮膚科学と化粧品研究 3：老化と皮膚トラブルならびに化
粧品による対応 1～5

4 〃 皮膚科学と化粧品研究 4：化粧品と医薬部外品の規制 1、3～5

5 〃 皮膚科学と化粧品研究 5：化粧品の有用性評価ならびに情
報開発 1～5

6 平尾 化粧の心理科学 1：スキンケアの心身への作用とふれあい
の大切さ 1、3、5

7 〃 化粧の心理科学 2：生理心理学的研究手法ときれいである
ことの意味 1、3、5

8 〃 化粧の心理科学 3：肌と心のつながりと医薬品と化粧品の
違い 1、3、5

9 原 化粧品の研究開発と実用化 1 1、3、5
10 〃 化粧品の研究開発と実用化 2 1、3、5
11 〃 化粧品の研究開発と実用化 3 1、3、5
12 〃 化粧品の研究開発と実用化 4 1、3、5
13 〃 化粧品の研究開発と実用化 5 1、3、5

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・講義の補足資料を必要に応じWebClassに掲載。
・受講ノートとして活用できるよう補足資料には空欄を設定する。
・講義時には受講者名簿をもとに随時質疑応答を行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・必要に応じ講義を補完する資料をWebClass経由で配布または配信する。
・化粧品技術の研究開発と実用化について、その内容とともに背景も含め解説する。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
（1）形成的評価：
a）知識：講義内の質疑応答やWebClassでの習熟度テストにより到達度を確認させる。また、講義後の確
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認テストへの回答状況によって、習熟度を確認する。
（2）総括的評価
a) 知識：WebClassによる到達度テスト（3回）にて総合的に評価する（100％）。
〔教科書〕
講義で取り上げる研究開発事例の内容は、成書等に未収載の内容が多いので教科書の指定はしない。
〔参考書〕
新化粧品学（第 2版）光井 武夫 編（南山堂）
化粧品の有用性：日本化粧品技術者会編（薬事日報社）　
化粧品事典：日本化粧品技術者会編（丸善）
医師・医療スタッフのための化粧品ハンドブック：平尾 哲二 著（中外医学社）
トコトンやさしい化粧品の本（第２版）：福井 寛 著（日刊工業新聞社）
〔オフィスアワー〕
1）山下・平尾・原
講義時間終了後（質問は講義時間内にも受け付ける）
2）佐藤
原則としていつでも可であるが、事前に予約することが望ましい
〔所属教室〕
山下・平尾・原　　　講師控室（講義日のみ）
佐藤　　　　　　　　生化学教室　　研究４号館４階４４１７号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
・授業ごとに予習・復習をそれぞれ 70分以上行うこと。
・講義スケジュールは、日程を踏まえ講義内容が前後することもあるので、都度WebClassで確認するこ
と。
・授業を補足する資料はWebClassに掲載するが、あくまで補足資料なので授業の中で必要事項は自己で
補記、追記するなどして理解を深めること。
・授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認して、関連事項を調べてから講義に臨むようにすること。
・講義後は必ず復習し、参考書等で調べ直すことで理解を深めること。
・それでも理解できない場合には、オフィスアワーや次回の講義のときに質問すること。
〔学生へのフィードバック〕
到達度テストについては内容の解説と確認を行う。
〔備考〕
本講義は株式会社資生堂の協力のもと，資生堂 GIC支援教育プログラムとして開講します。
＊ GICとは、Global Innovation Centerの略号。
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薬学演習・特論

医療衛生薬学演習 I　セルフメディケーション：薬剤師の関わり 1⃝
Seminar in Clinical Biopharmacy I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

三巻　祥浩　　黒田　明平　　横須賀　章人　　松尾　侑希子　　井口　巴樹

学 習 目 標
(GIO)

テーマ１：一般用医薬品を中心としたセルフメディケーションの提案
セルフメディケーションとは、自分自身で健康を管理し、または疾病を治療することで、WHOでは、「自分
自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること」と定義している。本演習を通じ、一
般用医薬品や保健機能を有する食品の提案という観点から、セルフメディケーションの推進のために薬剤師
が果たすべき役割について理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 セルフメディケーションの推進のために、薬剤師が果たすべき役割を説
明できる。（知識）

A-1-2-6, B-4-1-4, E2-9-
1-1, F-5-3-1

2 セルフメディケーションに有用な一般用医薬品の効能・効果と使用上の
注意を説明できる。（知識）

E2-9-2-1, E2-9-5-1, F-
5-3-3

3 セルフメディケーションに有用な特定保健用食品、栄養機能食品を列挙
できる。（知識） E2-9-6-1, E2-9-7-1

4 一般用医薬品を販売する際の注意点を説明できる。（知識） E2-9-3-1, E2-9-7-1, E2-
9-8-1

5 一般用医薬品の適切な情報提供ができる。（技能） E2-9-7-1, E2-9-8-1

6 症状から判断して、適切な受診勧奨ができる。（技能） E2-9-3-1, E2-9-4-1, E2-
9-8-1, F-5-3-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～3 漢方資源応用学教
室

セルフメディケーションにおける薬剤師の役割について、
様々な視点から考察する。（講義・演習） 1～6

4～7 〃 一般用医薬品の種類と適応症、販売する際の注意点、適切
な情報提供の方法などを習得する（講義・演習） 1～6

8～9 〃 グループ討論の重要性について、コンセンサスゲームを行っ
て理解する。（演習） 1～6

10～13 〃
調剤併設型ドラッグストアの店舗見学を行い、セルフメディ
ケーションにおける薬剤師の役割について、理解を深める。
（見学・演習）

1～6

14 〃 まとめとレポート作成（演習） 1～6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
見学やグループ討議など、参加型学習を中心とした演習プログラムを組んでいる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本学卒業生の協力のもと、調剤併設型ドラッグストアの見学を実施している。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1）形成的評価
a) 知識：調査・討論した内容を評価し、随時フィードバックする。
c) 態度：見学時の態度、グループ討議への参加状況、プレゼンテーションの態度を観察し、随時フィード
バックする。
2）総括的評価
a) 知識：一般用医薬品や特定保健用食品、栄養機能食品などに関する基礎的知識をレポートにより評価す
る（50 %）。
c) 態度：見学やグループ討議、プレゼンテーションの態度、レポート・課題の提出状況を総合して評価す
る（50 %）。
〔教科書〕
講義プリントを配布
〔オフィスアワー〕
三巻　祥浩　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
〔所属教室〕
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三巻　祥浩　漢方資源応用学教室　研究 2号館 4階 408教授室
横須賀　章人　漢方資源応用学教室　研究 2号館 4階 408室
松尾　侑希子　漢方資源応用学教室　研究 2号館 4階 408室
井口　巴樹　漢方資源応用学教室　研究 2号館 4階 408室
黒田　明平　薬学教育推進センター　教育 2号館 2110室
〔準備学習（予習・復習等）〕
代表的な一般用医薬品、特定保健用食品、栄養機能食品を予習したうえで、演習に臨むこと。課題・レポー
ト作成を中心に、演習内容を復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
演習の発表内容やレポートを評価し、内容の正否をフィードバックする。
〔教員からの一言〕
楽しみながら学べるように内容を工夫しています。
調剤併設型ドラッグストアの見学では、一般用医薬品の相談・販売の手法を経験豊かな薬剤師の先生方か
ら直接説明していただけます。さらに、普段見ることのできないドラッグストアのバックヤードも見学で
きます。
〔備考〕
調剤併設型ドラッグストアは営業・開局中に見学しますので、お客様や患者さんがいます。薬学生として
相応しい身だしなみ、服装、態度を厳守することが求められますので、それを了承のうえで選択して下さ
い。また、見学場所への移動にかかる交通費（京王堀之内-小田急線はるひ野駅、片道 283円など）は個人
負担でお願いいたします。
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薬学演習・特論

医療衛生薬学演習 I　セルフメディケーション：薬剤師の関わり 2⃝　　　
　（産学連携教育プログラム）

Seminar in Clinical Biopharmacy I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

早川　磨紀男、安藤　堅

学 習 目 標
(GIO)

テーマ 2：保健機能を有する食品の有用性とリスク管理の必要性
生活習慣病に係る医療費が財政に大きな負担を与えている背景から、国では「21 世紀における国民健康づ
くり運動（健康日本 21）」を策定し、国民自らが健康増進に努め、こうした病を予防しようとする考え方、
すなわち「セルフメディケーション」を推進している。本演習では、一般用医薬品（OTC薬）（漢方薬も含
む）、保健機能を有する食品、健康状態を知るための分析技術などの視点から、「セルフメディケーション」
への薬剤師の関わり方についての知識・態度を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
保健機能を有する食品として市販されている「保健機能食品」、「特定保
健用食品」、「栄養機能食品」、「健康補助食品」などについて、法律上の定
義の有無、市場での販売の実態を説明することができる。

D1-3-2-6

2
メタボリックシンドローム、生活習慣病などの予防に役立つ可能性のあ
る特定保健用食品として、どのような商品が市販されているかを調査し、
説明することができる。

D1-3-2-6

3
身近な薬局で、どのような保健機能食品、栄養補助食品、いわゆる「健康
食品」が市販されているかを調査し、それらの商品のリスク管理に対し
て薬剤師が果たす役割について討議できる。

E2-10-1-4, E2-9-1-1,
E2-9-6-1, F-5-3-1,
F-5-3-5

4
いわゆる「健康食品」が健康被害を引き起こした事例を調査し、原因に
ついて調査することにより、リスク管理の実態と問題点について討議で
きる。

E2-10-1-4, E2-9-1-1,
E2-9-6-1, F-5-3-1,
F-5-3-5

5 食品成分と医薬品との相互作用の事例を調査することにより、リスクを
回避するために必要な注意点を説明できる。 E2-9-7-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1～2 早川、安藤 現場薬剤師の経験談を含めた導入講義 1、2
3～5 〃 現場薬局を訪問するにあたってのプレ教育（グループ学習） 2～5
6～10 〃 現場薬局の訪問と「健康食品」による健康被害に関する調査 2～5
11～14 〃 調査資料の作製と報告（グループ学習） 1～5

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
本演習では、いわゆる「健康食品」がもたらす健康被害について、自ら問題意識を持った上で、履修者２名
ないし 3名がペアまたはチームになって、あらかじめ内諾を得た薬局を訪問し、来店患者を対象に「健康
食品」による健康被害の有無について調査を行う。実際の患者から聞き取り調査を行うという「パフォー
マンス課題」に取り組むことで、適切な接遇を学ぶとともに、調査結果を発表することでプレゼンテー
ション能力を磨くことを目指す。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
スモールグループディスカッションを中心に参加型演習、授業をすすめる。プレゼンテーション学習も積
極的にとり入れる。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1）形成的評価
知識：調査した内容をパワーポイント等にまとめる。
技能：プレゼンテーション、調査報告等をグループ学習で行い、フィードバックを繰り返す。
態度：接遇、相談応需、調査報告を行い、その態度を終了時にフィードバックする。
2）総括的評価
知識：セルフメディケーションに関する情報を正しく伝えられることを、課題やプレゼンテーション資料
から評価する（30%）。
技能：ロールプレーの際の相談応需の仕方などから評価する（30%）。
態度：ロールプレー時の服装・態度から評価する（20%）。
パフォーマンス：訪問先薬局からの患者に対する接遇の様子に関するフィードバックコメントから評価す
る（20%）。
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〔オフィスアワー〕
早川　要予約　衛生化学教室　研究１号館４階　 402-0号
安藤　原則いつでも可　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
〔所属教室〕
早川　衛生化学教室　研究１号館４階　 402-0号
安藤　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
３年次の栄養素の化学などの講義で取り上げた「機能性表示食品制度」などの知識を演習に先立って復習
すること（70分以上）。
〔学生へのフィードバック〕
各学生が訪問した薬局の薬剤師の方から、訪問時の振る舞いなどについて、フィードバックコメントをい
ただき、調査結果発表後にそのコメントを各学生に伝達する。
〔教員からの一言〕
訪問した薬局の先生方からは、調査中の皆さんの接遇態度などについて、コメントをいただき、それを演
習後に皆さんにフィードバックするようにしています。例年、「緊張したが、楽しかった」という感想が聞
かれます。
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薬学演習・特論

医療衛生薬学演習 I　セルフメディケーション：薬剤師の関わり 3⃝
Seminar in Clinical Biopharmacy I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

袴田　秀樹、小谷　明、山本　法央、町田　晃一

学 習 目 標
(GIO)

テーマ３：セルフメディケーションのための簡易計測
生活習慣病に係る医療費が財政に大きな負担を与えている背景から、国では「21 世紀における国民健康づ
くり運動（健康日本 21）」を策定し、国民自らが健康増進に努め、こうした病を予防しようとする考え方、
すなわち「セルフメディケーション」を推進している。本演習では、一般用医薬品（OTC薬）（漢方薬も含
む）、保健機能を有する食品、健康状態を知るための分析技術などの視点から、「セルフメディケーション」
への薬剤師の関わり方についての知識・態度を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 イムノクロマトグラフィーを利用した妊娠検査薬の検査原理を説明で
きる。

C2-6-2-1～2, C2-6-2-4,
E2-9-1-1, Y-3-18-2

2 イムノクロマトグラフィーを利用した排卵日検査薬の検査原理を説明で
きる。

C2-6-2-1～2, C2-6-2-4,
E2-9-1-1, Y-3-18-2

3 酵素反応と電流計測を利用した血糖値測定装置の測定原理を説明で
きる。

C2-6-2-1, C2-6-2-3～4,
E2-9-1-1, Y-3-18-2

4 酵素反応と吸光測定を利用した血糖値測定装置の測定原理を説明でき、
且つ、自己の血糖値を測定できる。

C2-4-1-1, C2-6-2-1, C2-
6-2-3～4, E2-9-1-1, Y-
3-18-2

5 酵素反応と電流計測を利用した血中乳酸測定装置の測定原理を説明で
きる。

C2-6-2-1, C2-6-2-3～4,
E2-9-1-1, Y-3-18-2

6 発色反応を利用した尿検査試験紙による尿糖及び尿蛋白の検査原理を説
明できる。

C2-6-2-1, C2-6-2-4, E2-
9-1-1, Y-3-18-2

7 赤色光及び赤外線 LEDを利用した経皮的動脈血酸素飽和度測定器の測定
原理を説明できる。

C2-4-1-1, C2-6-2-1, E2-
9-1-1, Y-3-18-2

8 圧電素子又は水銀柱を利用した血圧計の測定原理を説明できる。 C2-6-2-1, E2-9-1-1, Y-
3-18-2

9 半導体式又は燃料電池式アルコールセンサーの測定原理を説明できる。 C2-6-2-1, E2-9-1-1, Y-
3-18-2

10 HPLC 法、ラテックス法および酵素法による HbA1C の測定原理を説明
できる。 C2-5-1-3, C2-6-2-1～3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～2 分析化学教室 概要説明、生体試料の取り扱いに関する注意及び血糖測定
器を用いた自己血糖測定（実習） 3, 4

3～4 分析化学教室 HbA1c測定に関する講義及び測定（実習） 10

5～6 分析化学教室 簡易計測機器の測定原理・使用方法などに関する調査及び
簡易計測機器を用いた測定（実習） 1～9

7～8 分析化学教室 簡易計測機器に関する発表資料の作成 1～9

9～10 分析化学教室 セルフメディケーションに関連するその他の簡易計測法に
関する調査 1～9

11～12 分析化学教室 簡易計測機器に関する発表 1～9
13 分析化学教室 「薬局における簡易計測」に関する講義 1～9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
プレゼンテーションを行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
演習であるが、実際に自分で簡易計測を行うため、すべて実習室で行う。教室教員による導入講義の後、
血糖測定器のメーカーの方に「血糖測定器」の取り扱いについての講義していただき、自己の血糖値測定
実習を行う。また、臨床検査受託機関の方に HbA1cの測定について講義していただき、自己の HbA1c測
定実習を行う。その後は、簡易計測機器の測定原理や使用方法について調査し、実機を用いて測定実習を
行った後、簡易計測機器に関して測定原理や使用方法等についてまとめる。その後、作成したプレゼン
テーション資料を用いて簡易計測機器に関する発表を行う。最終日には、薬局薬剤師の先生から「薬局に
おける簡易計測」についてのまとめの講義を聞き、セルフメディケーションのための簡易計測を総括する。
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〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1）形成的評価
a）知識：プレゼンテーションに対して相互評価を行う。
2）総括的評価
a）知識：プレゼンテーション（30%）及びレポート（70%）
〔教科書〕
プリントの webclassでの配布
〔オフィスアワー〕
袴田 秀樹　いつでも可、ただし要予約
〔所属教室〕
分析化学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
webclassから必要な資料をダウンロードし、PCに保存してから演習に臨んで下さい。試料としてヒト（自
身）の血液と尿を使用しますので、インフォームドコンセントを取ります。
〔学生へのフィードバック〕
プレゼンテーションに対するコメント、最終日の総括講義などによって、フィードバックします。
〔備考〕
本演習は、薬局で使われている分析化学の応用を実体験してもらうことに主眼を置いており、薬学教育コ
アカリキュラムの C2-6 分析化学の臨床応用に加え、C2-4 機器を用いる分析法の一部にも対応した広い範
囲をカバーします。
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薬学演習・特論

医療衛生薬学演習 I　セルフメディケーション：薬剤師の関わり 4⃝
Seminar in Clinical Biopharmacy I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

杉浦　宗敏　今井　志乃ぶ

下枝　貞彦　平田　尚人　畔蒜　祐一郎

学 習 目 標
(GIO)

生活習慣病に係る医療費が財政に大きな負担を与えている背景から、国では「21 世紀における国民健康づ
くり運動（健康日本 21）を策定し、国民自らが健康増進に努め、こうした病を予防しようとする考え、すな
わち「セルフメディケーション」を推進している.本演習では、漢方や芳香精油、保健機能を有する食品、健
康状態を知るための分析技術、OTC 薬などの視点から「セルフメディケーション」への薬剤師の関わり方
について知識・技能を修得する.

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割を討議
する。 E2-9-1-1

2 主な一般用医薬品（OTC薬）を列挙し、使用目的を説明できる。 E2-9-2-1, E2-9-5-1
3 漢方薬、生活改善薬、サプリメント、保健機能食品について概説できる。 E2-9-6-1, E2-9-7-1
4 疾病の予防および健康管理についてアドバイスできる。 F-5-3-9
5 医師への受診勧告を適切に行うことができる。 E2-9-4-1

6 セルフメディケーションのための一般用医薬品、医療用具、健康食品な
どを適切に選択・供給できる。 E2-9-5-1, F-5-3-2

7 顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応
策について説明できる。 E2-9-8-1

8 医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する大切さを認識する。
（態度） A-5-3-1

9 医療と薬剤師の関わりについて考えを述べる。（態度） A-1-2-2

10 災害時に果たす薬剤時の役割について理解し、災害時の地域医療や環境
衛生の維持、被災者のセルフメディケーションに貢献する。 B-4-1-5, Y-6-10-1

11 医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その
原因と防止策を説明できる。 A-1-3-4

12 セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。 B-4-1-4
13 医薬品を使用したり取り扱う上で、必須の医薬品情報を列挙できる。 E3-1-1-1

14 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説で
きる。 E3-1-2-1

15 医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に必要な基本的項
目を列挙できる。 E3-1-3-3

16 EBM の基本概念と実践のプロセスについて説明できる。 E3-1-4-1

17 病院や薬局において医薬品を採用・選択する際に検討すべき項目を列挙
し、その意義を説明できる。 E3-1-7-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1.2.3 杉浦、今井 OTC医薬品の選択と医療安全に関する事例検討＜グループ
学習＞ 1～7.11.12

4.5.6 杉浦、今井 OTC医薬品の選択におけるエビデンス構築に関する事例検
討＜グループ学習＞ 1～7.13～17

7,8 下枝、平田、畔蒜

保険薬局・ドラッグストアが抱える問題点を多角的に捕捉
し、それをどのように考えるのか、自ら述べることができ
る。
インターネットによる一般用医薬品の販売のありかたにつ
いて考える
薬剤師は、登録販売者制度とどのように向き合って行くべ
きなのかを考える

1～7

9,10 下枝、平田、畔蒜

未来の保険薬局・ドラッグストアのあるべき姿について、自
ら述べることができる。
健康情報拠点薬局について知る
「健康サポート機能」として新たに保険薬局・ドラッグスト
アが創生可能な、薬剤師職能や薬剤師業務は何か具体的な
事業案を考える

1～9

11,12,13 下枝、平田、畔蒜 医療の担い手として、薬剤師に必要な災害時の知識やスキ
ルについて考え、実行できる。 10
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に学生を指名して発表させている。レポート提出を複数回させている。
各回にバズセッションを設定し，学生同士で討議させている。
各回に学生同士が討議する時間を設けている。
ＳＧＤを複数回実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
ブレインストーミングの手法を取り入れ、少人数制で、1つの課題について掘り下げた議論を行える。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1)形成的評価
a) 知識：演習問題を提示し、繰り返し知識の到達レベルを確認する。
b) 態度：演習期間中を通じて観察記録をつけ、毎日の終了時にフィードバックする。
2)総括的評価
a) 知識：提出物を総合的に評価する（50％）。
b) 態度：受講態度（出席等）を繰り返し形成的に評価し向上すれば合とする（50％）。
〔オフィスアワー〕
杉浦　宗敏：いつでも可。但し、あらかじめ予約が必要。医療薬学研究棟 3階　M304号室
今井　志乃ぶ：いつでも可。但し、あらかじめ予約が必要。ドラッグラショナル研究開発センター（DR
棟）4階　 D401号室
下枝　貞彦：火曜日以外はいつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療薬学研究棟 2階　M207号
室
平田　尚人：水曜日以外はいつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療薬学研究棟 2階　M206号
室
畔蒜　祐一郎：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療薬学研究棟 2階　M206号室
〔所属教室〕
杉浦　宗敏、今井　志乃ぶ：医薬品安全管理学教室
下枝　貞彦、平田　尚人、畔蒜　祐一郎：臨床薬剤学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し講義に臨むようにしてください．また，演習の後は必ず
復習してください．判らないことをそのままにしないで，参考書等で調べてください．自分で調べること
がとても大切です．それでも理解できなければ，オフィスアワーや次回の講義の時に教員に質問してくだ
さい．
〔学生へのフィードバック〕
各演習の終了時にその日に行った演習内容のポイントを演習中に用いた資料を振り返りながら復習する。
また、演習開始時においても前回の演習内容を冒頭で復習して、次の演習につなげる工夫をしていく。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬学演習・特論

医療衛生薬学演習 II　臨床応用薬学への課題研究チュートリアル
Seminar in Clinical Biopharmacy II

第 4 学年 前期 4 年必修科目 1 単位

林　良雄　　田村　和広　　根岸　洋一　　三島　正規　　青山　洋史　　吉江　幹浩　　谷口　敦彦 伊集院 良祐　

　多田　塁　　濱野　展人　　田口　晃弘　草間 和哉　 齊藤　亮平　安曇　麻奈　今野　翔

学 習 目 標
(GIO)

学科の理念に示したとおり、少子高齢者社会を迎え、慢性・難治性疾患は著しく増加している。これらの疾
患に対する薬学的アプローチ法や薬剤師の関わりについての考え方や技能を高めるために、本演習では医療
衛生薬学科の各研究室において課された課題研究テーマの基盤作りを行う。そのため、それに関連した題材
を取り上げ、インターラクティブなチュートリアルトレーニングを実施する。各自、調査・研究に基づいた
資料を作成し、個別指導教員（チューター）との討議を通じ、課題や問題を解決するための理論的かつ応用
可能な発展的展開ができる能力を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
学生は、臨床応用薬学に関する下記 4 領域から一つの分野を選択後、本
演習で調査する課題（以下、調査課題）を設定し、領域を担当するチュー
ターとの個別討議を通じて、学習目標の達成をめざす。尚、領域の選択
においては過不足が生じないように人数調整を実施する。

A-2-3-1～2

2 《領域》 1⃝ 医療および薬物送達学に関する領域　（根岸、多田、高橋）　

E5-1-4-1, E5-1-4-3, E5-
2-1-1～5, E5-2-3-1, E5-
3-1-1～2, E5-3-2-1～3,
E5-3-3-1～3, E5-3-4-1
～3

3 《領域》 2⃝ 医療および薬物の生物活性に関する領域　（田村、吉江、草
間、安曇）

E1-1-1-1～9, E1-4-1-1,
E1-4-2-1, E1-4-3-1, E1-
4-4-1, E2-1-1-1～3, E2-
2-1-1～3, E2-2-2-1～9,
E2-2-3-1～4, E2-3-1-1
～6, E2-3-2-1～5, E2-
3-3-1～8, E2-4-1-1～4,
E2-4-2-1～9, E2-5-1-1
～3, E2-5-2-1～5, E2-
6-1-1～4, E2-6-2-1～2,
E2-7-7-1～3, E2-7-8-1
～13, E2-8-1-1～3, E2-
8-3-1～4

4 《領域》 3⃝ 医療および細胞情報伝達系に関わる創薬科学に関する領域
（三島、青山、伊集院、齊藤）

C2-6-2-5, C4-1-1-2, C4-
2-3-1, C4-3-1-1, C6-6-
2-5

5 《領域》 4⃝ 医療およびペプチド・蛋白質関連の創薬科学に関する領域
（林、谷口、田口、今野）

C4-1-1-1～2, C4-3-4-6,
E5-3-1-1, G-3-1-1

6 具体的な行動目標:上記 1⃝～ 4⃝の領域において本演習の調査課題を自ら設
定し、その調査計画を立てることができる。 G-3-1-1, G-3-2-1

7 具体的な行動目標: 調査課題の目的を説明できる。 G-3-2-1
8 具体的な行動目標：調査課題を実施できる。 G-3-3-1
9 具体的な行動目標:調査課題の資料を作成し、適切に説明できる。 G-3-5-1

10 具体的な行動目標:調査課題の進捗を踏まえ、課題における問題点を説明
できる。 G-3-5-1

11 具体的な行動目標:調査課題に関して討議できる。 G-3-4-1, G-3-5-1
12 具体的な行動目標:調査課題に関する今後の展開を立案できる G-3-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 領域毎担当 趣旨説明、領域の設定 1

2～3 〃 調査課題の設定およびチュートリアル 1
4～7 〃 領域講話（話題提供） 1～5
8～12 〃 課題活動（必要に応じて随時チュートリアルを実施） 1～5

13 〃 チュートリアル 1～5
14 〃 課題報告会 1～5
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・学生の希望に沿った課題を設定して、担当チューターとの個別討議をしながら、課題の調査、資料の作
成を行う。
・演習時間外であっても、随時、チューターとの相談、打ち合わせを行える環境にある。
・領域講話においては、十分な質疑応答の時間を確保している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
　
〔成績評価方法〕
<レポート・課題とそれ以外の方法で評価する>
１）形成的評価
a）知識：課題調査の理解度をチュートリアルをおこない評価。
b）技能：課題調査資料の作成とその資料を用いたプレゼンテーション能力をチュートリアルをおこない評
価。
c）態度：出席、受講態度、課題調査の取り組み態度を評価。
d）パフォーマンス：課題調査資料を用いたプレゼンテーションについてチュートリアルをおこない評価。
２）総括的評価
a）知識：形成的評価で改善が認められれば合とする。
b）技能：形成的評価で改善が認められれば合とする。
c）態度：出席、受講態度、プレゼンテーションの態度、課題レポートの提出状況を総合的に評価する（40
％）。
d）パフォーマンス：課題調査資料を用いたプレゼンテーションの内容を総合的に評価する（60％）。
〔教科書〕
　必要に応じて、プリント資料 (WebClass等を介して)を配布する。
〔オフィスアワー〕
いつでも可
〔所属教室〕
林　　良雄　薬品化学教室
田村　和広　内分泌薬理学教室
根岸　洋一　薬物送達学教室
三島　正規　分子機能解析学教室
青山　洋史　分子機能解析学教室　　
吉江　幹浩　内分泌薬理学教室
谷口　敦彦　薬品化学教室
伊集院 良祐　分子機能解析学教室
多田　塁　　薬物送達学教室　　
濱野　展人　薬物送達学教室
田口　晃弘　薬品化学教室
草間 和哉　内分泌薬理学教室　
齊藤　亮平　分子機能解析学教室
安曇　麻奈　内分泌薬理学教室　
今野　翔　　薬品化学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
学科の目標と関連した疾病の予防や創薬に精通できるように関連教科を再度、復習してください。特に、
健康、環境科学、老年期医療、再生医療、予防医療の知識を深めます。
〔学生へのフィードバック〕
課題の調査資料の作成にあたり、チューターとの個別討議の中でフィードバックを行う。
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総合演習

総合演習 I
Comprehensive Seminar in Pharmacy I

第 4 学年 前期 4 年必修科目 2 単位

各分野担当教員（ガイダンス等で周知する）

学 習 目 標
(GIO)

これまで学んだ基礎薬学科目に関する知識を総合的に整理して、薬剤師として必要な知識基盤を確固たるも
のとし、質の高い薬剤師を目指す。総合演習 Iでは、日本薬局方に収載されている通則、確認試験、純度試
験、定量法の基礎知識の確認及び演習。生物系科目の基本事項の確認及び演習。機器分析学の復習及び構造
解析の実践。さらに、有機化学の応用として生体分子と医薬品の化学による理解を深めていく。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 日本薬局方の意義と構成について説明できる。 B-2-2-8

2 日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明
できる。 C2-3-1-2

3 日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。 C2-3-2-5
4 日本薬局方収載の代表的な純度試験を列挙し、その内容を説明できる。 C2-3-2-6
5 日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。 C2-3-2-7
6 日本薬局方収載の生物学的定量法の特徴を説明できる。 E1-1-3-1
7 日本薬局方収載の生薬総則および生薬試験法について説明ができる。 C5-1-4-2

8 分光分析法を用いて、日本薬局方収載の代表的な医薬品の分析を実施で
きる。 C2-4-1-6

9 クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。 C2-5-1-1
10 赤外吸収（IR）スペクトルの原理と測定法を概説できる。 C2-4-1-3
11 IR スペクトルより得られる情報を概説できる。 C3-4-2-1

12 IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することが
できる。 C3-4-2-2

13 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理および応用例を概説できる。 C2-4-2-1
14 1H および13C NMR より得られる情報を概説できる。 C3-4-1-1

15 有機化合物中の1H NMR において、代表的なプロトンの、おおよその化
学シフト値を示すことができる。 C3-4-1-2

16 1H NMR の積分値を説明することができる。 C3-4-1-3

17
1H NMR シグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する基本
的な分裂様式を説明できる。 C3-4-1-4

18 代表的な化合物の部分構造を1H NMR スペクトルから決定できる。 C3-4-1-5
19 マススペクトルより得られる情報を概説できる。 C3-4-3-1
20 測定化合物に適したイオン化法を選択できる。 C3-4-3-2

21 ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメ
ントイオンピーク）を説明できる。 C3-4-3-3

22 代表的な化合物のマススペクトルを解析できる。 C3-4-3-4
23 代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決定ができる。 C3-4-4-1

24 医薬品と生体分子との相互作用を化学的観点（結合親和性と自由エネル
ギー変化、電子効果、立体効果など）から説明できる。 C4-3-1-1

25 医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性な
ど）を説明できる。 C4-3-2-1

26 プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明
できる。 C4-3-2-2

27 細胞の構造と機能 C6-1-1-1～2, C6-1-2-1,
C6-1-3-1

28 生命現象を担う分子
C6-2-1-1, C6-2-2-1～2,
C6-2-3-1, C6-2-4-1, C6-
2-5-1, C6-2-6-1, C6-2-
7-1

29 生命活動を担うタンパク質
C6-3-1-1, C6-3-2-1～2,
C6-3-3-1, C6-3-3-3, C6-
3-4-1～2

30 生命情報を担う遺伝子
C6-4-1-1～2, C6-4-2-1
～3, C6-4-3-1, C6-4-4-1
～5, C6-4-5-1, C6-4-6-1
～2
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

31 生体エネルギーと生命活動を支える代謝系
C6-5-1-1, C6-5-2-1～5,
C6-5-3-1～2, C6-5-4-1
～2, C6-5-5-1～3

32 細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達 C6-6-1-1, C6-6-2-1～5,
C6-6-3-1～2

33 細胞の分裂と死 C6-7-1-1～2, C6-7-2-1,
C6-7-3-1～2

34 人体の成り立ち

C7-1-1-1～3, C7-1-10-
1, C7-1-11-1, C7-1-12-
1, C7-1-13-1, C7-1-14-
1, C7-1-2-1～2, C7-1-3-
1～4, C7-1-4-1～2, C7-
1-5-1～2, C7-1-6-1, C7-
1-7-1～3, C7-1-8-1, C7-
1-9-1～2

35 生体機能の調節

C7-2-1-1～4, C7-2-10-
1, C7-2-2-1, C7-2-3-1,
C7-2-4-1, C7-2-5-1, C7-
2-6-1, C7-2-7-1～2, C7-
2-8-1, C7-2-9-1

36 身体をまもる C8-1-1-1～4, C8-1-2-1
～3, C8-1-3-1～5

37 免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用 C8-2-1-1～6, C8-2-2-1
～4

38 微生物の基本
C8-3-1-1, C8-3-2-1～6,
C8-3-3-1, C8-3-4-1～2,
C8-3-5-1～2

39 病原体としての微生物 C8-4-1-1～2, C8-4-2-1
～9

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～9 日本薬局方担当教
員 日本薬局方関連試験法 1～9

10～19 機器分析担当教員 構造解析 10～23
20～25 有機化学担当教員 医薬品の化学構造と性質、作用 24～26
26～31 生物担当教員 生物系薬学 27～39

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
補助プリントを配布し、講義しながら、空欄部分を記入させるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
予め演習問題などを与え、予習し易い様にしている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　出題範囲を決め小テスト、低得点者の再テスト、レポート提出などを繰り返す。
2) 総括的評価
a) 知識:　総合演習試験を行い、各自の到達度を評価する（100 ％）
〔教科書〕
プリント配布
〔参考書〕
1年から 3年までに使用した教科書、ノート、参考図書
〔オフィスアワー〕
いつでも可
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習： 講義項目を事前に知らせるので、低学年で使用した教科書、参考書等で疑問点をはっきりさせてお
いて下さい。
復習： 講義内容を整理するとともに、関連の国家試験問題を数多くといて下さい。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や要望などに対して、必要に応じて講義中に全学生に対してその内容を伝え、解
説等を加えるなどの対応を行っている。
〔教員からの一言〕
全 4 年生が一斉に受講するものと、各学科ごとに受講するものがあるのでガイダンス等で配布される総合
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演習 I のスケジュールを必ず確認して下さい。1 年から 3 年までの基礎科目をこの時期に総復習し、後期
から始まる総合演習 II に備えて下さい。
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総合演習

総合演習 II
Comprehensive Seminar in Pharmacy II

第 4 学年 後期 4 年必修科目 4 単位

各分野担当教員（ガイダンスで周知する）

学 習 目 標
(GIO)

1～4年生前期までに学習した内容を、総合的に復習、弱点強化し、基礎力の充実を図ることを目的とする。
薬学を取り巻く、基本事項、社会と薬学、物理系薬学、化学系薬学、生物系薬学、衛生薬学医療薬学、薬学
臨床に関する基本的知識の確認及び理解度を高める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬剤師の使命
A-1-1-4～7, A-1-2-2～
8, A-1-3-2～7, A-1-4-1
～4

2 薬剤師に求められる倫理感
A-2-1-1～4, A-2-2-1～
3, A-2-3-2～4, A-2-4-1
～2

3 信頼関係の構築 A-3-1-1～4, A-3-1-9, A-
3-2-1

4 多職種連携協働とチーム医療 A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1, A-4-5-1

5 自己研鑽と次世代を担う人材の育成 A-5-1-3, A-5-1-5, A-5-
2-1～2, A-5-3-1

6 人と社会に関わる薬剤師 B-1-1-1

7 薬剤師と医薬品等に係る法規範 B-2-1-1～8, B-2-2-1～
11, B-2-3-1～3

8 社会保障制度と医療経済 B-3-1-1～7, B-3-2-1～4
9 地域における薬局と薬剤師 B-4-1-1～6, B-4-2-1～5

10 物質の構造
C1-1-1-1～3, C1-1-2-1
～7, C1-1-3-1～6, C1-1-
4-1～5

11 物質のエネルギーと平衡

C1-2-1-1～3, C1-2-2-1
～7, C1-2-3-1～5, C1-
2-4-1～4, C1-2-5-1～3,
C1-2-6-1～4, C1-2-7-1
～2

12 物質の変化 C1-3-1-1～3, C1-3-1-5
～7

13 分析の基礎 C2-1-1-1～3

14 溶液中の化学平衡 C2-2-1-1～4, C2-2-2-1
～4

15 化学物質の定性分析・定量分析 C2-3-1-1～2, C2-3-2-1
～7

16 機器を用いる分析法
C2-4-1-1～5, C2-4-2-1,
C2-4-3-1, C2-4-4-1～2,
C2-4-5-1～2

17 分離分析法 C2-5-1-1～5, C2-5-2-1

18 臨床現場で用いる分析技術 C2-6-1-1～2, C2-6-2-1
～5

19 化学物質の基本的性質 C3-1-1-1～9, C3-1-2-1
～8

20 有機化合物の基本骨格の構造と反応 C3-2-1-1～5, C3-2-2-1
～3, C3-2-3-1～5

21 官能基の性質と反応
C3-3-1-1, C3-3-2-1～3,
C3-3-3-1～2, C3-3-4-1
～3, C3-3-5-1, C3-3-6-
1, C3-3-7-1～2

22 化学物質の構造決定 C3-4-1-1～5, C3-4-2-1
～2, C3-4-3-1～4

23 無機化合物・錯体の構造と性質 C3-5-1-1～5

24 医薬品の標的となる生体分子の構造と化学的な性質 C4-1-1-1～2, C4-1-2-1
～4

25 生体反応の化学による理解
C4-2-1-1～2, C4-2-2-1
～3, C4-2-3-1～2, C4-2-
4-1～2
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

26 医薬品の化学構造と性質、作用
C4-3-1-1, C4-3-2-1～2,
C4-3-3-1～3, C4-3-4-1
～6, C4-3-5-1～5, C4-3-
6-1～3, C4-3-7-1

27 薬になる動植鉱物
C5-1-1-1～4, C5-1-2-1,
C5-1-3-1～2, C5-1-4-1
～5

28 薬の宝庫としての天然物
C5-2-1-1～5, C5-2-2-1
～2, C5-2-3-1, C5-2-4-1
～3

29 細胞の構造と機能 C6-1-1-1～2, C6-1-2-1,
C6-1-3-1

30 生命現象を担う分子
C6-2-1-1, C6-2-2-1～2,
C6-2-3-1, C6-2-4-1, C6-
2-5-1, C6-2-6-1, C6-2-
7-1

31 生命活動を担うタンパク質
C6-3-1-1, C6-3-2-1～2,
C6-3-3-1～3, C6-3-4-1
～2

32 生命情報を担う遺伝子
C6-4-1-1～2, C6-4-2-1
～3, C6-4-3-1, C6-4-4-1
～5, C6-4-5-1, C6-4-6-1
～2

33 生体エネルギーと生命活動を支える代謝系
C6-5-1-1, C6-5-2-1～5,
C6-5-3-1～2, C6-5-4-1
～2, C6-5-5-1～3

34 細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達 C6-6-1-1, C6-6-2-1～5,
C6-6-3-1～2

35 細胞の分裂と死 C6-7-1-1～2, C6-7-2-1,
C6-7-3-1～2

36 人体の成り立ち

C7-1-1-1～3, C7-1-10-
1, C7-1-11-1, C7-1-12-
1, C7-1-13-1, C7-1-14-
1, C7-1-2-1～2, C7-1-3-
1～4, C7-1-4-1～2, C7-
1-5-1～2, C7-1-6-1, C7-
1-7-1～3, C7-1-8-1, C7-
1-9-1～2

37 生体機能の調節

C7-2-1-1～4, C7-2-10-
1, C7-2-2-1, C7-2-3-1,
C7-2-4-1, C7-2-5-1, C7-
2-6-1, C7-2-7-1～2, C7-
2-8-1, C7-2-9-1

38 身体をまもる C8-1-1-1～4, C8-1-2-1
～3, C8-1-3-1～5

39 免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用 C8-2-1-1～6, C8-2-2-1
～4

40 微生物の基本
C8-3-1-1, C8-3-2-1～6,
C8-3-3-1, C8-3-4-1～2,
C8-3-5-1～2

41 病原体としての微生物 C8-4-1-1～2, C8-4-2-1
～9

42 社会・集団と健康 D1-1-1-1, D1-1-2-1～3,
D1-1-3-1～4

43 疾病の予防
D1-2-1-1～2, D1-2-2-1
～4, D1-2-3-1～3, D1-
2-4-1～2, D1-2-5-1～2

44 栄養と健康 D1-3-1-1～8, D1-3-2-1
～7, D1-3-3-1～3

45 化学物質・放射線の生体への影響
D2-1-1-1～7, D2-1-2-2
～5, D2-1-3-1～3, D2-
1-4-1～4

46 生活環境と健康
D2-2-1-1～4, D2-2-2-1
～3, D2-2-3-1～6, D2-
2-4-1, D2-2-4-3, D2-2-
5-1～2, D2-2-6-1～3

47 薬の作用 E1-1-1-1～9, E1-1-3-1
48 身体の病的変化を知る E1-2-1-1, E1-2-2-1～8
49 薬物治療の位置づけ E1-3-1-1, E1-3-2-1

50 医薬品の安全性 E1-4-1-1, E1-4-2-1, E1-
4-3-1, E1-4-4-1
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

51 神経系の疾患と薬
E2-1-1-1～3, E2-1-2-1
～2, E2-1-2-4, E2-1-3-1
～11, E2-1-3-14, E2-1-
4-1

52 免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬
E2-2-1-1～3, E2-2-2-1
～9, E2-2-3-1～4, E2-2-
4-1

53 循環器系・血液系・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬
E2-3-1-1～5, E2-3-2-1
～5, E2-3-3-1～8, E2-3-
4-1

54 呼吸器系・消化器系の疾患と薬 E2-4-1-1～4, E2-4-2-1
～9, E2-4-3-1

55 代謝系・内分泌系の疾患と薬 E2-5-1-1～3, E2-5-2-1
～5, E2-5-3-1

56 感覚器・皮膚の疾患と薬
E2-6-1-1～4, E2-6-2-1
～2, E2-6-3-1～4, E2-6-
4-1

57 病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

E2-7-1-1～2, E2-7-10-1,
E2-7-2-1, E2-7-3-1～10,
E2-7-4-1～6, E2-7-5-1
～2, E2-7-6-1～2, E2-
7-7-1～3, E2-7-8-1～13,
E2-7-9-1～2

58 バイオ・細胞医薬品とゲノム情報 E2-8-1-1～3, E2-8-2-1,
E2-8-3-1～4

59 要指導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション
E2-9-1-1, E2-9-2-1, E2-
9-3-1, E2-9-5-1, E2-9-
6-1, E2-9-7-1, E2-9-8-1

60 医療の中の漢方薬 E2-10-1-1～4, E2-10-2-
1～3, E2-10-3-1

61 薬物治療の最適化 E2-11-1-1～3

62 医薬品情報

E3-1-1-1～5, E3-1-2-1
～6, E3-1-3-2～3, E3-
1-3-5, E3-1-4-1～4, E3-
1-5-1～7, E3-1-6-1～9,
E3-1-7-1

63 患者情報 E3-2-1-1～2, E3-2-2-1
～4

64 個別化医療
E3-3-1-1～3, E3-3-2-1
～2, E3-3-3-1～3, E3-3-
4-1～3, E3-3-5-1～2

65 薬物の体内動態
E4-1-1-1～2, E4-1-2-1
～5, E4-1-3-1～6, E4-1-
4-1～5, E4-1-5-1～5

66 薬物動態の解析 E4-2-1-1～6, E4-2-2-1
～4

67 製剤の性質
E5-1-1-1～5, E5-1-2-1
～2, E5-1-3-1～4, E5-1-
4-1～3

68 製剤設計 E5-2-1-1～6, E5-2-2-1
～4, E5-2-3-1

69 DDS（Drug Delivery System：薬物送達システム）
E5-3-1-1～2, E5-3-2-1
～3, E5-3-3-1～3, E5-3-
4-1～3

70 薬学臨床の基礎 F-1-1-1～3, F-1-3-1～5

71 処方せんに基づく調剤

F-2-1-1, F-2-2-1～5, F-
2-3-2, F-2-3-4～6, F-2-
4-2～3, F-2-4-5, F-2-4-
7, F-2-5-1～8, F-2-6-1
～4, F-2-6-6～7

72 薬物療法の実践
F-3-1-1, F-3-1-3～4, F-
3-2-1, F-3-3-1～6, F-3-
4-1～3

73 チーム医療への参画 〔Ａ（４）参照〕 F-4-1-1～3, F-4-2-1～2

74 地域の保健・医療・福祉への参画 〔Ｂ（４）参照〕
F-5-1-1～3, F-5-2-1～2,
F-5-3-2, F-5-3-4, F-5-4-
1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～3 物理化学・分析化
学担当教員 物理系薬学 10-18
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
4～7 化学系担当教員 化学系薬学 19-28
8～11 生物系担当教員 生物 系薬学 29-42

12～15 薬理学、疾病と薬
物治療学担当教員 医療薬学 48-62

16～19 動態学、薬剤学担
当教員 医療薬学 66-70

20 情報学担当教員 医療薬学 63-65
21～24 衛生化学担当教員 衛生薬学 43-47

25～26 臨床系薬学担当教
員 薬学臨床 71-75

27～28 薬事関連法規担当
教員 薬学と社会 6-9

29 医療心理学担当教
員 基本事項 1-5

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
補助プリントを配布し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義前に演習を行い、自身の弱点を押さえることにより講義に集中できるようにしている。
〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
a) 知識:出題範囲を決め、演習を行い、結果を速やかにフィードバックする。
2) 総括的評価
a) 知識:＜試験により評価する＞
総合演習試験（ペーパー試験）・100％
〔教科書〕
1～4年生前期までに使用した教科書等を適宜使用する。
〔参考書〕
必要に応じて講義資料を配布、またはWebClassに掲載する。
〔オフィスアワー〕
何時でも可、ただし前もって予約をしてください。
〔所属教室〕
三浦典子　薬学教育推進センター　教育棟 2109室
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：講義予定項目を事前に知らせるので、教科書、参考書などで疑問点をはっきりとさせておいてくだ
さい。
復習：講義内容を整理するとともに、関連問題を数多く解いてください。また、演習で誤ったところは必
ずやり直してください。
〔学生へのフィードバック〕
演習の結果は、演習終了後、速やかにWebClassと掲示板で公開し、学生にフィードバックする。
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医療薬学英語特論 II
English (Topics) II

第 5 学年 通年 5 年必修科目 1 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

国際化が進む昨今の国内環境において、薬剤師も、国際的感覚を備え持つことが要求される。英文学術誌や
雑誌、英字新聞等の読解により科学英語の知識習得は勿論のこと、国際的視野に立った幅広い見識を身に付
けていく。各卒論教室にて英語による討論や発表等による演習形式で実施する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 将来、医療現場や学術会議、さらには企業においては海外でも折衝等で
必要とされる実用的且つ実践的な英語力を身に付ける。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-13 各卒論担当指導教
員 各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラム 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各卒論配属教室、研究室、センター内で、専門性と特色を活かしたプログラムを基に、グループ学習を中
心に行う。
英語によるプレゼンテーション、英会話、TOEIC受験を通して能動的に知識・態度を醸成する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラムを基に、グループ学習（討論・発表）を中心に行う。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：輪読等を繰り返し、内容の把握度をチェックする。
2)総括的評価
a) 知識：レポート提出などにより英語対応力、内容理解力等を総合的に評価する (100%)。
〔教科書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔参考書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
配属された各教室、研究室、センター。
〔準備学習（予習・復習等）〕
英語を始めとする語学能力は、卒論期間中に予習・復習を繰り返すことで醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
グループ学習等において、担当教員から、専門分野における英語について、適宜、フィードバックする。
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医療薬物薬学英語特論 II
English (Topics) II

第 5 学年 通年 5 年必修科目 1 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

国際化が進む昨今の国内環境において、薬剤師も、国際的感覚を備え持つことが要求される。英文学術誌や
雑誌、英字新聞等の読解により科学英語の知識習得は勿論のこと、国際的視野に立った幅広い見識を身に付
けていく。各卒論教室にて英語による討論や発表等による演習形式で実施する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 将来、医療現場や学術会議、さらには企業においては海外でも折衝等で
必要とされる実用的且つ実践的な英語力を身に付ける。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-13 各卒論担当指導教
員 各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラム 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各卒論配属教室、研究室、センター内で、専門性と特色を活かしたプログラムを基に、グループ学習を中
心に行う。
英語によるプレゼンテーション、英会話、TOEIC受験を通して能動的に知識・態度を醸成する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラムを基に、グループ学習（討論・発表）を中心に行う。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：輪読等を繰り返し、内容の把握度をチェックする。
2)総括的評価
a) 知識：レポート提出などにより英語対応力、内容理解力等を総合的に評価する (100%)。
〔教科書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔参考書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
配属された各教室、研究室、センター。
〔準備学習（予習・復習等）〕
英語を始めとする語学能力は、卒論期間中に予習・復習を繰り返すことで醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
グループ学習等において、担当教員から、専門分野における英語について、適宜、フィードバックする。
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医療衛生薬学英語特論 II
English (Topics) II

第 5 学年 通年 5 年必修科目 1 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

国際化が進む昨今の国内環境において、薬剤師も、国際的感覚を備え持つことが要求される。英文学術誌や
雑誌、英字新聞等の読解により科学英語の知識習得は勿論のこと、国際的視野に立った幅広い見識を身に付
けていく。各卒論教室にて英語による討論や発表等による演習形式で実施する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 将来、医療現場や学術会議、さらには企業においては海外でも折衝等で
必要とされる実用的且つ実践的な英語力を身に付ける。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-13 各卒論担当指導教
員 各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラム 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各卒論配属教室、研究室、センター内で、専門性と特色を活かしたプログラムを基に、グループ学習を中
心に行う。
英語によるプレゼンテーション、英会話、TOEIC受験を通して能動的に知識・態度を醸成する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各卒論教室の専門性と特色を生かしたプログラムを基に、グループ学習（討論・発表）を中心に行う。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：輪読等を繰り返し、内容の把握度をチェックする。
2)総括的評価
a) 知識：レポート提出などにより英語対応力、内容理解力等を総合的に評価する (100%)。
〔教科書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔参考書〕
各教室、研究室、センターで指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
配属された各教室、研究室、センター。
〔準備学習（予習・復習等）〕
英語を始めとする語学能力は、卒論期間中に予習・復習を繰り返すことで醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
グループ学習等において、担当教員から、専門分野における英語について、適宜、フィードバックする。
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医療プロフェッショナリズム
Medical Professionalism

第 5 学年 後期 5 年必修科目 1 単位

益山　光一　北垣　邦彦　櫻井　浩子

学 習 目 標
(GIO)

豊かな人間性と医療人としての高い使命感を有し、生命の尊さを深く認識し、生涯にわたって薬の専門家と
しての責任を持ち、人の命と健康な生活を守ることを通して社会に貢献することが薬剤師に求められてい
る。
本講義では、これまでの薬学の基本的な知識や技能に加え、医療現場の課題（病院実習や薬局実習で遭遇の
難しい課題を含め）、あるいは医療の担い手として必要な態度と能力を養うとともに、医療倫理、コミュニ
ケーション、法制度、社会薬学の観点から、薬物療法の専門家たる薬剤師としての心技体に必要な内容や事
例の理解や習得を行う。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。 A-1-2-1

2 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会にお
ける役割について説明できる。 A-1-2-2

3 健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬
剤師の役割について説明できる。 A-1-2-6

4 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。 A-1-2-7

5 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たす
べき役割を提案する。 A-1-2-8

6 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義に
ついて説明できる。 A-4-1-1

7 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明で
きる。 A-4-2-1

8 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明で
きる。 A-4-3-1

9 チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割
を積極的に果たすように努める。 A-4-5-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 孫 在宅医療（１）
２ 孫 在宅医療（２）
３ 孫 在宅医療（３）
４ 中澤・櫻井 新生児医療（１） 1,2,5,6,7,8,9

５ 中澤・櫻井 新生児医療（２） 1,2,5,6,7,8,9

６ 中澤・櫻井 新生児医療（３） 1,2,5,6,7,8,9

７ 嶋根 薬剤師に求められる社会的役割（１）
～薬物乱用防止に対する薬剤師の関わり～ 1,2,4

８ 笠原 薬剤師に求められる社会的役割（２）
～地域医療への薬剤師の参画か～ 1,2,3,5

９ 嶋根・笠原・北垣 薬剤師に求められる社会的役割（３） 1,2,3,4,5

１０ 溝神 高齢者の薬物療法（１）
１１ 溝神 高齢者の薬物療法（２）
１２ 溝神 高齢者の薬物療法（３）
１３ 桒原 薬剤師の臨床現場における現状と課題（１）
１４ 桒原 薬剤師の臨床現場における現状と課題（２）

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1. 講義のなかで、個人ワーク、グループワークを取り入れる。
2. グループワークで出された意見・感想について発表し、学生全体で共有する。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価　
a) 知識:授業課題遂行のための基礎知識
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b) 技能:議論での発言
c) 態度:グループ内議論への参加
2) 総括的評価
a) 知識:課題レポートの提出（80%）
b) 技能:発表成果物のまとめ方
c) 態度::受講態度や SGDへの参加態度（20%）
〔教科書〕
なし
〔参考書〕
在宅療養の薬学的謎解き（日本在宅薬学会）
周産期医療と生命倫理入門（窪田昭男・齋藤滋・和田和子編著　メディカ出版）
危険ドラッグ問題の表と裏（薬事日報社）
〔オフィスアワー〕
益山　光一
北垣　邦彦
櫻井　浩子：いつでも可。ただし事前にメールで予約をしてください。
〔所属教室〕
益山　光一　薬事関係法規研究室　教育 3号館 1階 3102-2
北垣　邦彦　社会薬学研究室　教育 3号館 1階 3102-3
櫻井　浩子　生命・医療倫理学研究室　教育 3号館 1階 3102-1

〔準備学習（予習・復習等）〕
医療倫理、法制度、社会薬学について、講義終了後、復習として、SGDとその発表内容を踏まえ、薬剤師
として考えるべきこと、習得すべき技能は何か、改めて考えてください。
〔学生へのフィードバック〕
SGDの発表に対し、教員からのコメント及び総括を行う。
WEB上に学生の意見を登録させ、その意見を講師が掘り下げて行く。
〔教員からの一言〕
　薬剤師の社会的な役割と裁量はますます重要なものになりつつあり、それとともに独立して担う責任も
重くなります。それに答えられるだけの科学性と倫理性、対応能力等を、医療プロフェッショナルとして、
身につけてほしいと思います。
　そのため講義では、多様化した社会の中で揺るぎのない医療倫理や薬剤師としての姿勢の基本や、現場
に直結する問題でありながらも病院実習や薬局実習では教わり難い課題等を学びます。基本的な知識と考
え方をぜひ主体的に受講してください。
〔備考〕
講義日程日を確認のこと（11月８日から 11月 19日講義開催）
非常勤講師
孫　尚孝（株式会社ファーマシィ）
中澤　祐介（なかざわこどもクリニック）
嶋根　卓也（国立精神・神経医療研究センター薬物依存研究部）
笠原　大吾（沖縄県薬剤師会）
溝神　文博（国立長寿医療研究センター薬剤部）
桒原　健　（日本病院薬剤師会専務理事）
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薬学アップトゥデイト

薬学アップトゥデイト（総合）
Pharmacy Updates

第 6 学年 前期 6 年必修科目 3 単位

袴田　秀樹、山田　純司 、緒方　正裕、黒田　明平

学 習 目 標
(GIO)

薬学の広範な基礎知識に基づいて 4年次までに学んだ医療薬学、創薬科学、あるいは健康・環境科学、さら
に実務実習を通じて体験学習した臨床薬学に関する専門領域の知識を確実に定着させるための総括的学習の
一環として、これまでの約 6年間で学んだ内容のうち基本的な項目を幾つか取り上げ、もう一度整理して復
習する。さらに、新薬や法規改正、診療ガイドライン改訂など、最新の情報を新たに追加する。このことに
より、実務実習以降、各自で学習した断片的な知識を系統的に統合し、すでに身に付けた知識と融合させて
総括する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 物質の物理的性質

C1-1-1-1～3, C1-1-2-1
～7, C1-1-3-1～6, C1-
1-4-1～5, C1-2-1-1～3,
C1-2-2-1～7, C1-2-3-1
～5, C1-2-4-1～4, C1-
2-5-1～3, C1-2-6-1～4,
C1-2-7-1～2, C1-3-1-1
～7

2 化学物質の分析

C2-1-1-1～3, C2-2-1-1
～2, C2-2-1-4, C2-2-2-
1～4, C2-3-1-1～2, C2-
3-2-1～7, C2-4-1-1～5,
C2-4-2-1, C2-4-3-1, C2-
4-4-1～2, C2-4-5-1～2,
C2-5-1-1～5, C2-5-2-1,
C2-6-1-1～2, C2-6-2-1
～5

3 化合物の性質と反応

C3-1-1-1～9, C3-1-2-1
～8, C3-2-1-1～5, C3-
2-2-1～3, C3-2-3-1～5,
C3-3-1-1～2, C3-3-2-1
～3, C3-3-3-1～2, C3-
3-4-1～3, C3-3-5-1, C3-
3-6-1, C3-3-7-1～2, C3-
4-1-1～5, C3-4-2-1～2,
C3-4-3-1～4, C3-4-4-1,
C3-5-1-1～5

4 生体分子・医薬品の化学による理解

C4-1-1-1～2, C4-1-2-1
～4, C4-2-1-1～2, C4-
2-2-1～3, C4-2-3-1～2,
C4-2-4-1～2, C4-3-1-1,
C4-3-2-1～2, C4-3-3-1
～3, C4-3-4-1～6, C4-
3-5-1～5, C4-3-6-1～3,
C4-3-7-1

5 自然が生み出す薬物

C5-1-1-1～4, C5-1-2-1,
C5-1-3-1～2, C5-1-4-1
～5, C5-2-1-1～5, C5-2-
2-1～2, C5-2-3-1, C5-2-
4-1～3

6 生命現象の基礎

C6-1-1-1～2, C6-1-2-1,
C6-1-3-1, C6-2-1-1, C6-
2-2-1～2, C6-2-3-1, C6-
2-4-1, C6-2-5-1, C6-2-
6-1, C6-2-7-1, C6-2-8-
1, C6-3-1-1, C6-3-2-1～
2, C6-3-3-1～4, C6-3-4-
1～2, C6-4-1-1～2, C6-
4-2-1～3, C6-4-3-1, C6-
4-4-1～5, C6-4-5-1, C6-
4-6-1～2, C6-5-1-1, C6-
5-2-1～5, C6-5-3-1～2,
C6-5-4-1～2, C6-5-5-1
～3, C6-6-1-1, C6-6-2-1
～5, C6-6-3-1～2, C6-7-
1-1～2, C6-7-2-1, C6-7-
3-1～2, C7-1-3-3～4
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

7 人体の成り立ちと生体機能の調節

C7-1-1-1～3, C7-1-10-
1, C7-1-11-1, C7-1-12-
1, C7-1-13-1, C7-1-14-
1, C7-1-2-1～2, C7-
1-3-1～3, C7-1-4-1～2,
C7-1-5-1～2, C7-1-6-1,
C7-1-7-1～3, C7-1-8-1,
C7-1-9-1～2, C7-2-1-1
～4, C7-2-10-1, C7-2-2-
1, C7-2-3-1, C7-2-4-1,
C7-2-5-1, C7-2-6-1, C7-
2-7-1～2, C7-2-8-1, C7-
2-9-1

8 生体防御と微生物

C8-1-1-1～4, C8-1-2-1
～3, C8-1-3-1～5, C8-
2-1-1～6, C8-2-2-1～4,
C8-3-1-1, C8-3-2-1～6,
C8-3-3-1, C8-3-4-1～2,
C8-3-5-1～2, C8-4-1-1
～2, C8-4-2-1～9

9 健康

D1-1-1-1, D1-1-2-1～3,
D1-1-3-1～4, D1-2-1-1
～2, D1-2-2-1～4, D1-
2-3-1～3, D1-2-4-1～2,
D1-2-5-1～2, D1-3-1-1
～8, D1-3-2-1～7, D1-
3-3-1～3

10 環境

D2-1-1-1～7, D2-1-2-1
～5, D2-1-3-1～3, D2-
1-4-1～4, D2-2-1-1～5,
D2-2-2-1～3, D2-2-3-1
～6, D2-2-4-1, D2-2-4-
3, D2-2-5-1～2, D2-2-6-
1～3

11 薬の作用と体の変化

E1-1-1-1～9, E1-1-2-1,
E1-1-3-1, E1-2-1-1, E1-
2-2-1～8, E1-3-1-1, E1-
3-2-1, E1-4-1-1, E1-4-
2-1, E1-4-3-1, E2-1-2-2

12 薬理・病態・薬物治療

E2-1-1-1～3, E2-1-2-1
～2, E2-1-2-4, E2-1-
3-1～11, E2-1-3-14,
E2-1-4-1, E2-10-1-1
～4, E2-10-2-1～3,
E2-10-3-1, E2-11-1-1
～3, E2-2-1-1～3, E2-
2-2-1～9, E2-2-3-1～4,
E2-2-4-1, E2-3-1-1～5,
E2-3-2-1～4, E2-3-3-1
～8, E2-3-4-1, E2-4-
1-1～4, E2-4-2-1～9,
E2-4-3-1, E2-5-1-1～3,
E2-5-2-1～5, E2-5-3-1,
E2-6-1-1～4, E2-6-2-1
～2, E2-6-3-1～4, E2-
6-4-1, E2-7-1-1～2,
E2-7-10-1, E2-7-2-1,
E2-7-3-1～10, E2-7-4-1
～6, E2-7-5-1～2, E2-
7-6-1～2, E2-7-7-1～
3, E2-7-8-1～11, E2-
7-8-13, E2-7-9-1～2,
E2-8-1-1～3, E2-8-2-1,
E2-8-3-1～4, E2-9-1-1,
E2-9-2-1, E2-9-3-1,
E2-9-4-1, E2-9-5-1,
E2-9-6-1, E2-9-7-1,
E2-9-8-1

13 薬物治療に役立つ情報

E3-1-1-1～5, E3-1-2-1
～6, E3-1-3-1～5, E3-
1-4-1～4, E3-1-5-1～7,
E3-1-6-1～9, E3-1-7-1,
E3-2-1-1～2, E3-2-2-1
～4, E3-3-1-1～3, E3-
3-2-1～2, E3-3-3-1～3,
E3-3-4-1～3, E3-3-5-2

14 薬の生体内運命 E4-1-1-1～2, E4-1-2-1
～4
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

15 製剤化のサイエンス

E5-1-1-1～5, E5-1-2-1
～2, E5-1-3-1～4, E5-
1-4-1～3, E5-2-1-1～6,
E5-2-2-1～4, E5-2-3-1,
E5-3-1-1～2, E5-3-2-1
～3, E5-3-3-1～3, E5-3-
4-1～3

16 薬学臨床の基礎

F-1-1-1～3, F-1-3-1～7,
F-1-3-9～15, F-2-1-1～
4, F-2-2-1～11, F-2-3-
2, F-2-3-4～8, F-2-3-10,
F-2-3-12～13, F-2-3-15,
F-2-3-17～19, F-2-4-2
～15, F-2-5-1～13, F-2-
6-1～14, F-3-1-1～7, F-
3-2-1～6, F-3-3-1～14,
F-3-4-1～13, F-4-1-1～
9, F-4-2-1～4, F-5-1-1
～6, F-5-2-1～4, F-5-3-
1～9, F-5-4-1～3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 緒方 本講義に関するイントロダクションとして、ガイダンスを
実施する。 1

2～7 学内教員

薬物動態学、病理解剖学、構造活性相関、医薬品創製、感染
制御学、ゲノム情報学の分野から、例えば悪性腫瘍、抗菌
薬療法、製剤素材などの項目を取り上げて、関連する内容
を横断的に講義する。必要に応じて模擬試験とその解説な
どを採り入れた授業形式を使い分ける。

２～10

8～19 学内教員 取り上げる学習項目を新たにし、2～7回シリーズと同様な
方針で進める。 11～16

20 緒方 まとめと総括試験 1～16

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に教科書プリントへのマークや書き込みを促し、講義終了後には教科書が学生各自が作成し自らに
適した「まとめの学習ノート」として仕上がるように仕向けている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
学生の学習意欲を刺激し、短期間のうちに最高レベルまで意識を高揚させることに努めている。その目的
を達成するために、範囲は狭くても確実な収穫を学生に実感させる授業を行う。広く浅い知識を扱うこと
を避け、「この分野のこの領域は完全に理解した」と確信できる収穫を約束する。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価　 a）知識：試験（100%）の結果に基づいて評価する。但し、受講態度によっては受験資格を
失うことがある。
〔教科書〕
講義中にプリントを配付する。
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
袴田　秀樹（分析化学教室）
山田　純司（臨床医療薬学センター）
緒方　正裕（薬学教育推進センター）
黒田　明平（薬学教育推進センター）
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目を確認し、教科書等で該当範囲を予習してから講義に臨むようにしてくだ
さい。また、講義の後は必ず復習してください。分からないことをそのままにしないで、参考書等で調べ
てください。自分で調べることがとても大切です。それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の
講義のときに質問してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行っている。また、特に必要性の高いものについては翌年以降の授業内容に反映さ
せている。
演習の結果は、演習終了後、速やかにWebclassと掲示板で公開し、学生にフィードバックする。
〔教員からの一言〕
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限られた時間の中で全ての分野・範囲を取り上げることはできませんが、6年間の総括という大仕事に向
かって有効な動機付けとして機能することを期待します。
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薬学アップトゥデイト

薬学アップトゥデイト（医薬品化学）
Pharmacy Updates

第 6 学年 前期 6 年必修科目 3 単位

林　良雄、谷口　敦彦

学 習 目 標
(GIO)

疾病治療において薬物の薬理作用、毒性、吸収代謝特性、及び活性体への変化を、薬物の化学構造や化学反
応性に基づいて理解し、説明することが求められており、最近の国家試験においても相当する医薬品化学の
出題の増加は顕著である。そこで本科目は、医薬品化学の講義として開講する。６年間の薬学の集大成とし
て、医薬品の作用発現機序や生体内での反応を有機化学を基盤に理解を深めていただく。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点 (結合親和性と自由エネル
ギー変化、電子効
果、立体効果など)から説明できる。

C4-3-1-1

2
医薬品の構造からその物理化学的性質 (酸性、塩基性、疎水性、親水性な
ど)を説明できる。 C4-3-2-1

3 プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明
できる。 C4-3-2-2

4 代表的な医薬品のファーマコフォアについて概説できる。 C4-3-3-1

5 バイオアイソスター (生物学的等価体)について、代表的な例を挙げて概
説できる。 C4-3-3-2

6
医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コン
ポーネントとしての性
質を説明できる。

C4-3-3-3

7 受容体・イオンチャネルに作用する医薬品の構造と性質について概説で
きる。 C4-3-5-1～5, C4-3-7-1

8 酵素に作用する医薬品の構造と性質について概説できる。 C4-3-4-1～6
9 DNA に作用する医薬品の構造と性質について概説できる。 C4-3-6-1～3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 林 抗がん剤の化学 1 ６、８、9
2 " 抗がん剤の化学 2 ８、9
3 " 抗がん剤の化学 3 ８、9
4 " 免疫抑制剤の化学 1 ５、７、8
5 " 免疫抑制剤の化学 2 ７、8
6 " 抗炎症剤の化学１ ４、７、8
7 " 抗炎症剤の化学２ ７、8
8 " プロドラッグの化学的理解 １～3
9 谷口 糖尿病治療薬の化学１ １、２、４、５
10 " 糖尿病治療薬の化学２ ７、８
11 " 糖尿病治療薬の化学３ ６～８
12 " 降圧薬の化学１ ７、８
13 " 降圧薬の化学２ ３、７、８

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題を与え、SGD活動および復習により、理解の深化を図る。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
アップトゥデイト（総合）と同様
〔教科書〕
ベーシック創薬化学（赤路、津田、林　著　化学同人）
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〔参考書〕
化学系薬学 II. 生体分子・医薬品の化学による理解（スタンダード薬学シリーズ II３、日本薬学会編、東京
化学同人）
薬がわかる構造式集（林、青柳、飯島　編　廣川書店）
〔オフィスアワー〕
原則いつでも可。但し、要事前連絡。
〔所属教室〕
薬品化学教室　研究２号館３階３０５
〔準備学習（予習・復習等）〕
1～４年次の有機化学、生体分子の化学を十分に復習して講義に望んでください。
〔学生へのフィードバック〕
講義や課題に対する質問事項を個々の対応のみならず、学生全体にお話する。
〔教員からの一言〕
くすりを単なる白い粉でなく、その本質である化学構造に基づいて理解するための講義です。実際に臨床
で使われているくすりの化学構造やそれに基づく機能を化学の言葉で理解してもらいます。すなわち、医
薬品の分子レベルでの理解に繋がります。化学に立脚した、薬剤師を目指してください。
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薬学アップトゥデイト

薬学アップトゥデイト（生物）
Pharmacy Updates

第 6 学年 前期 6 年必修科目 3 単位

学内教員

学 習 目 標
(GIO)

薬学の広範な基礎知識に基づいて 4年次までに学んだ生物学領域をもう一度復習し、実務実習を通じて体験
学習した臨床薬学に関する専門領域の知識との融合を目指す。さらに、実務実習以降、各自で学習した断片
的な知識を系統的に統合し、すでに身に付けた知識を確かなものにする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 細胞の構造と機能

C6-1-1-1～2, C6-1-2-1,
C6-1-3-1, C6-2-1-1, C6-
2-2-1～2, C6-2-3-1, C6-
2-4-1, C6-2-5-1, C6-2-
6-1, C6-2-7-1, C6-2-8-
1, C6-3-1-1, C6-3-2-1～
2, C6-3-3-1～4, C6-3-4-
1～2, C6-4-1-1～2, C6-
4-2-1～3, C6-4-3-1, C6-
4-4-1～5, C6-4-5-1, C6-
4-6-1～2, C6-5-1-1, C6-
5-2-1～5, C6-5-3-1～2,
C6-5-4-1～2, C6-5-5-1
～3, C6-6-1-1, C6-6-2-1
～5, C6-6-3-1～2, C6-7-
1-1～2, C6-7-2-1, C6-7-
3-1～2

2 人体の成り立ちと生体機能の調節

C7-1-1-1～3, C7-1-10-
1, C7-1-11-1, C7-1-12-
1, C7-1-13-1, C7-1-14-
1, C7-1-2-1～2, C7-
1-3-1～4, C7-1-4-1～2,
C7-1-5-1～2, C7-1-6-1,
C7-1-7-1～3, C7-1-8-1,
C7-1-9-1～2, C7-2-1-1
～4, C7-2-10-1, C7-2-2-
1, C7-2-3-1, C7-2-4-1,
C7-2-5-1, C7-2-6-1, C7-
2-7-1～2, C7-2-8-1, C7-
2-9-1

3 生体防御と微生物

C8-1-1-1～4, C8-1-2-1
～3, C8-1-3-1～5, C8-
2-1-1～6, C8-2-2-1～4,
C8-3-1-1, C8-3-2-1～6,
C8-3-3-1, C8-3-4-1～2,
C8-3-5-1～2, C8-3-6-1
～3, C8-4-1-1～2, C8-4-
2-1～9

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～8 学内教員 薬学における生物領域のまとめを行う。また、練習問題を
多く解いてもらい、知識の定着を確認してもらう。 1～3

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
義中に教科書プリントへのマークや書き込みを促し、講義終了後には教科書が学生各自が作成し自らに適
した「まとめの学習ノート」として仕上がるように仕向けている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
学生の学習意欲を刺激し、短期間のうちに最高レベルまで意識を高揚させることに努めている。その目的
を達成するために、範囲は狭くても確実な収穫を学生に実感させる授業を行う。広く浅い知識を扱うこと
を避け、「この分野のこの領域は完全に理解した」と確信できる収穫を約束する。
〔成績評価方法〕
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＜試験により評価する＞
2) 総括的評価
a) 知識:100%）の結果に基づいて評価する。但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある。
〔教科書〕
随時、プリントを配布する。
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に講義予定項目を確認し、教科書等で該当範囲を予習してから講義に臨むようにしてくだ
さい。また、講義の後は必ず復習してください。分からないことをそのままにしないで、参考書等で調べ
てください。自分で調べることがとても大切です。それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の
講義のときに質問してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行っている。また、特に必要性の高いものについては翌年以降の授業内容に反映さ
せている。
演習の結果は、演習終了後、速やかにWebclassと掲示板で公開し、学生にフィードバックする。
〔教員からの一言〕
限られた時間の中で全ての分野・範囲を取り上げることはできませんが、6年間の総括という大仕事に向
かって有効な動機付けとして機能することを期待します。
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総合薬学演習

総合薬学演習 I
Comprehensive Pharmaceutical Sciences I

第 6 学年 後期 6 年必修科目 6 単位

各分野担当教員（ガイダンスで周知する）

学 習 目 標
(GIO)

これまで学んできた薬学専門科目に関する知識を総合的に整理し、高度化・多様化する医療の一翼を担う薬
剤師として必要な知識基盤を確固たるものとする。総合薬学演習 Iは、基本事項・社会と薬学、化学系薬学、
物理系薬学、生物系薬学、衛生薬学、医療薬学、薬学臨床で構成される。
「基本事項・薬学と社会」では、薬剤師に必要な法規・制度・倫理について知識を整理し、薬事行政に応用で
きる知識を習得する。「化学系薬学」では、有機化合物としての医薬品の物性、反応性、分子レベルでの医薬
品の作用機序等に関する基礎知識の整理と、基本的な知識を複数組み合わせた応用力を身につける。「物理
系薬学」では、医薬品・生物分子を理解する上で必要な物理化学的・分析化学的な考え方を整理し、臨床や
薬学研究で適切に応用できる知識を習得する。「生物系薬学」では、生体の構造、機能及び生体成分の代謝な
どに関する基礎的知識、また感染症の病原体、免疫のしくみなどに関する基礎的知識を整理し、薬物治療へ
応用できる知識を習得する。「衛生薬学」では、栄養化学、環境科学、毒性学、環境微生物学、生態学などの
基礎的知識を整理し、臨床現場や保健行政分野で応用できる知識を習得する。「医療薬学」では、医薬品の薬
理作用と相互作用、病態、薬物治療に関する知識や医薬品の体内動態、製剤に関する知識を習得する。臨床
薬学では、病院・薬局長期実務実習における経験を基に医療現場で通用する実践力のある知識を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬剤師の使命
A-1-1-4～7, A-1-2-2～
8, A-1-3-2～7, A-1-4-1
～4

2 薬剤師に求められる倫理感
A-2-1-1～4, A-2-2-1～
3, A-2-3-2～4, A-2-4-1
～2

3 信頼関係の構築 A-3-1-1～4, A-3-1-9, A-
3-2-1

4 多職種連携協働とチーム医療 A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1, A-4-5-1

5 自己研鑽と次世代を担う人材の育成 A-5-1-3, A-5-1-5, A-5-
2-1～2, A-5-3-1

6 人と社会に関わる薬剤師 B-1-1-1

7 薬剤師と医薬品等に係る法規範 B-2-1-1～8, B-2-2-1～
11, B-2-3-1～3

8 社会保障制度と医療経済 B-3-1-1～7, B-3-2-1～4
9 地域における薬局と薬剤師 B-4-1-1～6, B-4-2-1～5

10 物質の構造
C1-1-1-1～3, C1-1-2-1
～7, C1-1-3-1～6, C1-1-
4-1～5

11 物質のエネルギーと平衡

C1-2-1-1～3, C1-2-2-1
～7, C1-2-3-1～5, C1-
2-4-1～4, C1-2-5-1～3,
C1-2-6-1～4, C1-2-7-1
～2

12 物質の変化 C1-3-1-1～3, C1-3-1-5
～7

13 分析の基礎 C2-1-1-1～3

14 溶液中の化学平衡 C2-2-1-1～4, C2-2-2-1
～4

15 化学物質の定性分析・定量分析 C2-3-1-1～2, C2-3-2-1
～7

16 機器を用いる分析法
C2-4-1-1～5, C2-4-2-1,
C2-4-3-1, C2-4-4-1～2,
C2-4-5-1～2

17 分離分析法 C2-5-1-1～5, C2-5-2-1

18 臨床現場で用いる分析技術 C2-6-1-1～2, C2-6-2-1
～5

19 化学物質の基本的性質 C3-1-1-1～9, C3-1-2-1
～8

20 有機化合物の基本骨格の構造と反応 C3-2-1-1～5, C3-2-2-1
～3, C3-2-3-1～5
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

21 官能基の性質と反応
C3-3-1-1, C3-3-2-1～3,
C3-3-3-1～2, C3-3-4-1
～3, C3-3-5-1, C3-3-6-
1, C3-3-7-1～2

22 化学物質の構造決定 C3-4-1-1～5, C3-4-2-1
～2, C3-4-3-1～4

23 無機化合物・錯体の構造と性質 C3-5-1-1～5

24 医薬品の標的となる生体分子の構造と化学的な性質 C4-1-1-1～2, C4-1-2-1
～4

25 生体反応の化学による理解
C4-2-1-1～2, C4-2-2-1
～3, C4-2-3-1～2, C4-2-
4-1～2

26 医薬品の化学構造と性質、作用
C4-3-1-1, C4-3-2-1～2,
C4-3-3-1～3, C4-3-4-1
～6, C4-3-5-1～5, C4-3-
6-1～3, C4-3-7-1

27 薬になる動植鉱物
C5-1-1-1～4, C5-1-2-1,
C5-1-3-1～2, C5-1-4-1
～5

28 薬の宝庫としての天然物
C5-2-1-1～5, C5-2-2-1
～2, C5-2-3-1, C5-2-4-1
～3

29 細胞の構造と機能 C6-1-1-1～2, C6-1-2-1,
C6-1-3-1

30 生命現象を担う分子
C6-2-1-1, C6-2-2-1～2,
C6-2-3-1, C6-2-4-1, C6-
2-5-1, C6-2-6-1, C6-2-
7-1

31 生命活動を担うタンパク質
C6-3-1-1, C6-3-2-1～2,
C6-3-3-1～4, C6-3-4-1
～2

32 生命情報を担う遺伝子
C6-4-1-1～2, C6-4-2-1
～3, C6-4-3-1, C6-4-4-1
～5, C6-4-5-1, C6-4-6-1
～2

33 生体エネルギーと生命活動を支える代謝系
C6-5-1-1, C6-5-2-1～5,
C6-5-3-1～2, C6-5-4-1
～2, C6-5-5-1～3

34 細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達 C6-6-1-1, C6-6-2-1～5,
C6-6-3-1～2

35 細胞の分裂と死 C6-7-1-1～2, C6-7-2-1,
C6-7-3-1～2

36 人体の成り立ち

C7-1-1-1～3, C7-1-10-
1, C7-1-11-1, C7-1-12-
1, C7-1-13-1, C7-1-14-
1, C7-1-2-1～2, C7-1-3-
1～4, C7-1-4-1～2, C7-
1-5-1～2, C7-1-6-1, C7-
1-7-1～3, C7-1-8-1, C7-
1-9-1～2

37 生体機能の調節

C7-2-1-1～4, C7-2-10-
1, C7-2-2-1, C7-2-3-1,
C7-2-4-1, C7-2-5-1, C7-
2-6-1, C7-2-7-1～2, C7-
2-8-1, C7-2-9-1

38 身体をまもる C8-1-1-1～4, C8-1-2-1
～3, C8-1-3-1～5

39 免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用 C8-2-1-1～6, C8-2-2-1
～4

40 微生物の基本
C8-3-1-1, C8-3-2-1～6,
C8-3-3-1, C8-3-4-1～2,
C8-3-5-1～2

41 病原体としての微生物 C8-4-1-1～2, C8-4-2-1
～9

42 社会・集団と健康 D1-1-1-1, D1-1-2-1～3,
D1-1-3-1～4

43 疾病の予防
D1-2-1-1～2, D1-2-2-1
～4, D1-2-3-1～3, D1-
2-4-1～2, D1-2-5-1～2

44 栄養と健康 D1-3-1-1～8, D1-3-2-1
～7, D1-3-3-1～3

45 化学物質・放射線の生体への影響
D2-1-1-1～7, D2-1-2-2
～5, D2-1-3-1～3, D2-
1-4-1～4
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

46 生活環境と健康
D2-2-1-1～4, D2-2-2-1
～3, D2-2-3-1～6, D2-
2-4-1～3, D2-2-5-1～2,
D2-2-6-1～3

47 薬の作用 E1-1-1-1～9, E1-1-3-1
48 身体の病的変化を知る E1-2-1-1, E1-2-2-1～8
49 薬物治療の位置づけ E1-3-1-1, E1-3-2-1

50 医薬品の安全性 E1-4-1-1, E1-4-2-1, E1-
4-3-1, E1-4-4-1

51 神経系の疾患と薬
E2-1-1-1～3, E2-1-2-1
～2, E2-1-2-4, E2-1-3-1
～11, E2-1-3-14, E2-1-
4-1

52 免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬
E2-2-1-1～3, E2-2-2-1
～9, E2-2-3-1～4, E2-2-
4-1

53 循環器系・血液系・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬
E2-3-1-1～5, E2-3-2-1
～5, E2-3-3-1～8, E2-3-
4-1

54 呼吸器系・消化器系の疾患と薬 E2-4-1-1～4, E2-4-2-1
～9, E2-4-3-1

55 代謝系・内分泌系の疾患と薬 E2-5-1-1～3, E2-5-2-1
～5, E2-5-3-1

56 感覚器・皮膚の疾患と薬
E2-6-1-1～4, E2-6-2-1
～2, E2-6-3-1～4, E2-6-
4-1

57 病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

E2-7-1-1～2, E2-7-10-1,
E2-7-2-1, E2-7-3-1～10,
E2-7-4-1～6, E2-7-5-1
～2, E2-7-6-1～2, E2-
7-7-1～3, E2-7-8-1～13,
E2-7-9-1～2

58 バイオ・細胞医薬品とゲノム情報 E2-8-1-1～3, E2-8-2-1,
E2-8-3-1～4

59 要指導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション
E2-9-1-1, E2-9-2-1, E2-
9-3-1, E2-9-5-1, E2-9-
6-1, E2-9-7-1, E2-9-8-1

60 医療の中の漢方薬 E2-10-1-1～4, E2-10-2-
1～3, E2-10-3-1

61 薬物治療の最適化 E2-11-1-1～3

62 医薬品情報

E3-1-1-1～5, E3-1-2-1
～6, E3-1-3-2～3, E3-
1-3-5, E3-1-4-1～4, E3-
1-5-1～7, E3-1-6-1～9,
E3-1-7-1

63 患者情報 E3-2-1-1～2, E3-2-2-1
～4

64 個別化医療
E3-3-1-1～3, E3-3-2-1
～2, E3-3-3-1～3, E3-3-
4-1～3, E3-3-5-1～2

65 薬物の体内動態
E4-1-1-1～2, E4-1-2-1
～5, E4-1-3-1～6, E4-1-
4-1～5, E4-1-5-1～5

66 薬物動態の解析 E4-2-1-1～6, E4-2-2-1
～4

67 製剤の性質
E5-1-1-1～5, E5-1-2-1
～2, E5-1-3-1～4, E5-1-
4-1～3

68 製剤設計 E5-2-1-1～6, E5-2-2-1
～4, E5-2-3-1

69 DDS（Drug Delivery System：薬物送達システム）
E5-3-1-1～2, E5-3-2-1
～3, E5-3-3-1～3, E5-3-
4-1～3

70 薬学臨床の基礎 F-1-1-1～3, F-1-2-1～3,
F-1-3-1～5

71 処方せんに基づく調剤
F-2-1-1, F-2-2-1～6, F-
2-2-8, F-2-3-1～8, F-2-
4-1～8, F-2-5-1～8, F-
2-6-1～7

72 薬物療法の実践 F-3-1-1～4, F-3-2-1, F-
3-3-1～6, F-3-4-1～3

73 チーム医療への参画 〔Ａ（４）参照〕 F-4-1-1～3, F-4-2-1～2
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

74 地域の保健・医療・福祉への参画 〔Ｂ（４）参照〕 F-5-1-1～3, F-5-2-1～2,
F-5-3-1～4, F-5-4-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～10 疾病と薬物治療担
当教員 医療薬学 48-63

11～20 生物系系担当教員 生物系薬学 29-42
21～30 薬理系担当教員 医療薬学 48-63
31～40 化学系担当教員 化学系薬学 19-28
41～50 衛生化学担当教員 衛生薬学 43-47

50～56 薬学と社会、法規
担当教員 基本事項、薬学と社会 1-9

57～64 物理、分析系担当
教員 物理系薬学 10-18

65～70 薬剤、薬物動態系
担当教員 医療薬学 64-69

71～80 臨床系薬学担当教
員 薬学臨床 70-75

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
補助プリントを配布し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
予め講義内容に関するキーワードを知らせ、予習しやすい様にしている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:出題範囲を決め、演習を行い、結果を速やかにフィードバックする。成績が下位の学生には補講へ
の出席を課す。
2) 総括的評価
a) 知識:総合演習試験（ペーパーテスト）を行い、到達度を評価する（100％）。
〔オフィスアワー〕
何時でも可能。ただし、前もって予約をしてください。
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：講義予定項目を事前に知らせるので、教科書、参考書などで疑問点をはっきりとさせておいてくだ
さい。
復習：講義内容を整理するとともに、関連問題を数多く解いてください。また、演習で誤ったところは必
ずやり直してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や要望については、必要に応じて全学生へその内容を伝えたり、掲示するなどの
対応を行っている。
演習の結果は、演習終了後、速やかに WebClass と掲示板で公開し、学生にフィードバックする。
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総合薬学演習

総合薬学演習 II（総括）
Comprehensive Pharmaceutical Sciences II

第 6 学年 後期 6 年必修科目 1 単位

各分野担当教員

学 習 目 標
(GIO)

医療の担い手として必要とされる基本的な知識等のほか、薬学の全領域に及ぶ一般的な理論や、医療を中心
とした実践の場において必要とされる知識・技能・態度について、6年間の学習を振り返り、演習を繰り返
すことで、総合的な実力を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 基本事項

A-1-1-4～7, A-1-2-2～
8, A-1-3-2～7, A-1-4-1
～4, A-2-1-1～4, A-2-2-
1～3, A-2-3-2～4, A-2-
4-1～2, A-3-1-1～4, A-
3-1-7～9, A-3-2-1, A-4-
1-1, A-4-2-1, A-4-3-1,
A-4-5-1, A-5-1-2～5, A-
5-2-1～2, A-5-3-1, A-5-
4-2

2 薬学と社会
B-1-1-1, B-2-1-1～8, B-
2-2-1～11, B-2-3-1～3,
B-3-1-1～7, B-3-2-1～4,
B-4-1-1～6, B-4-2-1～5

– 253 –304



番 号 内 容 コアカリとの関連コード

3 基礎薬学（物理、化学、生物）

C1-1-1-1～3, C1-1-2-1
～7, C1-1-3-1～6, C1-
1-4-1～5, C1-2-1-1～3,
C1-2-2-1～7, C1-2-3-1
～5, C1-2-4-1～4, C1-
2-5-1～3, C1-2-6-1～4,
C1-2-7-1～2, C1-3-1-1
～3, C1-3-1-5～7, C2-
1-1-1～3, C2-2-1-1～2,
C2-2-1-4, C2-2-2-1～4,
C2-3-1-1～2, C2-3-2-1
～7, C2-4-1-1～5, C2-4-
2-1, C2-4-3-1, C2-4-4-
1～2, C2-4-5-1～2, C2-
5-1-1～5, C2-5-2-1, C2-
6-1-1～2, C2-6-2-1～5,
C3-1-1-1～8, C3-1-2-1
～6, C3-1-2-8, C3-2-1-
1, C3-2-1-3, C3-2-1-5,
C3-2-2-1～3, C3-2-3-1
～5, C3-3-1-1, C3-3-2-
1～3, C3-3-3-1～2, C3-
3-4-1～3, C3-3-5-1, C3-
3-6-1, C3-3-7-1～2, C3-
4-1-1～4, C3-4-2-1～2,
C3-4-3-1, C3-4-3-3, C3-
5-1-1～5, C4-1-1-1～2,
C4-1-2-1～4, C4-2-1-1
～2, C4-2-2-1～3, C4-
2-3-1～2, C4-2-4-1～2,
C4-3-1-1, C4-3-2-1～2,
C4-3-3-1～3, C4-3-4-1
～6, C4-3-5-1～5, C4-
3-6-1～3, C4-3-7-1, C5-
1-1-1～4, C5-1-2-1, C5-
1-3-1～2, C5-1-4-1～2,
C5-1-4-4～5, C5-2-1-1
～5, C5-2-2-1～2, C5-2-
3-1, C5-2-4-1～3, C6-1-
1-1～2, C6-1-2-1, C6-1-
3-1, C6-2-1-1, C6-2-2-1
～2, C6-2-3-1, C6-2-4-
1, C6-2-5-1, C6-2-6-1,
C6-2-7-1, C6-3-1-1, C6-
3-2-1～2, C6-3-3-1～3,
C6-3-4-1～2, C6-4-1-1
～2, C6-4-2-1～3, C6-
4-3-1, C6-4-4-1～5, C6-
4-5-1, C6-4-6-1～2, C6-
5-1-1, C6-5-2-1～5, C6-
5-3-1～2, C6-5-4-1～2,
C6-5-5-1～3, C6-6-1-1,
C6-6-2-1～5, C6-6-3-1
～2, C6-7-1-1～2, C6-7-
2-1, C6-7-3-1～2, C7-1-
1-1～3, C7-1-10-1, C7-
1-11-1, C7-1-12-1, C7-
1-13-1, C7-1-14-1, C7-
1-2-1～2, C7-1-3-1～2,
C7-1-4-1～2, C7-1-5-1
～2, C7-1-6-1, C7-1-7-1
～3, C7-1-8-1, C7-1-9-
1～2, C7-2-1-1～4, C7-
2-10-1, C7-2-2-1, C7-2-
3-1, C7-2-4-1, C7-2-5-
1, C7-2-6-1, C7-2-7-1
～2, C7-2-8-1, C7-2-9-
1, C8-1-1-1～4, C8-1-2-
1～3, C8-1-3-1～5, C8-
2-1-1～6, C8-2-2-1～4,
C8-3-1-1, C8-3-2-1～6,
C8-3-3-1, C8-3-4-1～2,
C8-3-5-1～2, C8-4-1-1
～2, C8-4-2-1～9

– 254 –305



番 号 内 容 コアカリとの関連コード

4 衛生薬学

D1-1-1-1, D1-1-2-1～3,
D1-1-3-1～4, D1-2-1-1
～2, D1-2-2-1～4, D1-
2-3-1～2, D1-2-4-1～2,
D1-2-5-1～2, D1-3-1-1
～8, D1-3-2-1～7, D1-
3-3-1～3, D2-1-1-1～7,
D2-1-2-2～5, D2-1-3-1
～3, D2-1-4-1～4, D2-
2-1-1～4, D2-2-2-1～3,
D2-2-3-1～6, D2-2-4-1,
D2-2-4-3, D2-2-5-1～2,
D2-2-6-1～3

5 医療薬学

E1-1-1-1～9, E1-1-3-1,
E1-2-1-1, E1-2-2-1～8,
E1-3-1-1, E1-3-2-1, E1-
4-1-1, E1-4-2-1, E1-4-
3-1, E2-1-1-1～3, E2-
1-2-1～2, E2-1-2-4, E2-
1-3-1～12, E2-1-3-14,
E2-1-4-1, E2-10-1-1～4,
E2-10-2-1～3, E2-10-3-
1, E2-11-1-1～3, E2-
2-1-1～3, E2-2-2-1～9,
E2-2-3-1～4, E2-2-4-1,
E2-3-1-1～5, E2-3-2-1
～5, E2-3-3-1～8, E2-
3-4-1, E2-4-1-1～4, E2-
4-2-1～9, E2-4-3-1, E2-
5-1-1～3, E2-5-2-1～5,
E2-5-3-1, E2-6-1-1～4,
E2-6-2-1～2, E2-6-3-1
～4, E2-6-4-1, E2-7-1-
1～2, E2-7-10-1, E2-7-
2-1, E2-7-3-1～10, E2-
7-4-1～6, E2-7-5-1～2,
E2-7-6-1～2, E2-7-7-1
～3, E2-7-8-1～13, E2-
7-9-1～2, E2-8-1-1～3,
E2-8-2-1, E2-8-3-1～4,
E2-9-1-1, E2-9-2-1, E2-
9-3-1, E2-9-5-1, E2-9-
6-1, E2-9-7-1, E3-1-1-
1～5, E3-1-2-1～6, E3-
1-3-2～5, E3-1-4-1～4,
E3-1-5-1～4, E3-1-5-6
～7, E3-1-6-1～9, E3-
1-7-1, E3-2-1-1～2, E3-
2-2-1～4, E3-3-1-1～3,
E3-3-2-1～2, E3-3-3-1
～3, E3-3-4-1～3, E3-
3-5-1～2, E4-1-1-1～2,
E4-1-2-1～5, E4-1-3-1
～6, E4-1-4-1～5, E4-
1-5-1～5, E4-2-1-1～6,
E4-2-2-1～4, E5-1-1-1
～5, E5-1-2-1～2, E5-
1-3-1～4, E5-1-4-1～3,
E5-2-1-1～6, E5-2-2-1
～4, E5-2-3-1, E5-3-1-1
～2, E5-3-2-1～3, E5-3-
3-1～3, E5-3-4-1～3

6 薬学臨床

F-1-3-1～5, F-2-1-1,
F-2-2-1～6, F-2-3-4～
6, F-2-3-8, F-2-4-2～
3, F-2-4-5, F-2-4-7,
F-2-5-1～8, F-2-6-1～
7, F-3-1-1, F-3-1-3～
4, F-3-2-1, F-3-3-1～
9, F-3-4-1～3, F-4-1-1
～3, F-4-1-6, F-4-2-1～
3, F-5-1-1～6, F-5-2-1
～4, F-5-3-2, F-5-3-4,
F-5-4-1

授業内容
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～14

基本事項、薬学と
社会、化学系薬学、
物理系薬学、生物
系薬学衛生薬学、
医療薬学、薬学臨
床担当教員

演習問題、問題解説を中心に進める。 1～6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
補助プリントを配布し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
提示された問題について、個人あるいはグループ学習により、解説を加え、問題対応能力を高める。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1）形成的評価
a) 知識: 演習を行い、結果を速やかにフィードバックする。
2）総括的評価
a) 知識: 総合薬学演習試験を行い、到達度を評価する（100 %）。
〔教科書〕
演習問題を含むプリントを配布。
〔オフィスアワー〕
いつでも可。ただし、事前に予約することが望ましい。
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習: 講義予定項目を事前に知らせ、教科書、参考書などで疑問点を明確にさせている。
復習: 講義内容を整理するとともに、関連の薬剤師国家試験問題を数多く解くように指導している。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問、要望などに対して、必要に応じて講義中に全学生に伝達する他、WebClassと掲
示板で公開している。
〔教員からの一言〕
総括的評価（総合薬学演習試験）においては、薬学教育モデル・コアカリキュラム及び実務実習モデル・
コアカリ関連教科、すなわち、物理・化学・生物、衛生、薬理、薬剤、病態・薬物治療、法規・制度・倫
理、実務（総合薬学演習 Iの範囲を含む）の他、本学における６年間の学修内容を総括した試験問題が用
いられます。本演習内で全ての範囲を網羅することは困難ですので、各自で十分な準備の上、試験に臨ん
でください。
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地球環境概論
Introduction to Grobal Environment

第 1 学年 後期 （選択）一般教養 1 単位

高橋　勇二　　梅村　知也 （生命科学部）

藤原　泰之 （薬学部、取り纏め）

学 習 目 標
(GIO)

今日、人類の活動は、地域の環境や地球全体の環境にさまざまな形で関わっており、社会問題となっている
ことも多い。生活環境と健康についての理解を深めるため、化学物質や生態系を構成する生物等に視点を置
き、水や大気の環境問題解決に向けて、人類がどう対処すべきであるかを考察する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 地球規模の環境問題の成因について概説でき、人への影響を説明できる。
また、典型七公害とその現状、および四大公害について説明できる。 D2-2-1-1, D2-2-2-1

2 生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。また、生
態系における生物の多様性を理解する。 D2-2-1-2

3 化学物質の環境動態（生物濃縮など）について例をあげて説明できる。 D2-2-1-3

4 環境中に存在する主な放射性核種を挙げ、また、電離放射線を列挙して、
人の健康への影響について説明できる。 D2-1-4-1～2

5 環境保全に関する国際的な取り組みを把握し、人が生態系の一員である
ことを認識して、環境問題を討議する。 D2-2-1-4～5

6 主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源について説明できる。 D2-2-4-1
7 主な大気汚染物質の濃度測定と、健康影響について説明できる。 D2-2-1-1, D2-2-4-2
8 大気環境、大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説できる。 D2-2-1-1, D2-2-4-3
9 薬物の乱用による健康への影響について説明できる。 D2-1-1-5

10 環境ホルモン（内分泌撹乱化学物質）や重金属などの有害化学物質が人
の健康に及ぼす影響を説明し、その予防策を提案する。 D2-1-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 梅村 生態系や健康への影響が懸念される化学物質について 3, 10

2 〃 大気・海洋汚染の現状と汚染物質の輸送・循環・生物濃縮に
つ いて 2, 5, 6

3 〃 東アジア地域における越境大気汚染問題について 6, 8

4 〃 都市部での大気環境汚染問題について 7
5 藤原 地球環境と生態系、四大公害病について 1, 2, 3, 7

6 〃 放射性核種と放射線、放射線の生体影響について 4
7 〃 非電離放射線の種類と生体影響、オゾン層破壊について 1, 3, 5

8 〃 世界のヒ素汚染、水銀汚染について 1, 5

9 〃 医薬品等による水環境汚染について 1, 5, 10

10 高橋 人間活動と環境（１）人間活動がもたらした温暖化と気候
変動について 1,8

11 〃 人間活動と環境（２）人類の進化と適応の過程、人口増加
機構について 5

12 〃 人間活動と環境（３）健康の維持と環境保全の関わりにつ
いて 5, 10

13 〃 人間活動と環境（４）薬害と環境汚染による健康被害につ
いて 9,10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中の重要点や疑問点について考える時間を与えるなどの工夫により、積極的な受講姿勢を促す。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義ごとに授業参加の積極度を評価し、学生の習熟状況の把握に努める。また、担当教員ごとに評価する
ことで、問題解決能力に必要な能力の拡大を図る。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：出席とともに質問を出させたりすることにより、理解を深める。　
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b) 技能：小レポートや質問等により、技能評価を行う。
c) 態度：講義ごとに受講態度を評価する。
2) 総括的評価
a) 知識：担当教員によるまとめの試験やレポート・課題をもとに総合的に評価する。配点は、３名の担当
教員の時間数に応じた配点（藤原は４０％、梅村と高橋は各３０％）とする。
3) 成績評価（総括的評価）
・S（90％以上）　　 ：合格
・A（80～90％未満）：合格
・B（70～80％未満）：合格
・C（60～70％未満）：合格
・D（60％未満） 　 ：不合格
　
〔教科書〕
指定しない。
〔参考書〕
必要に応じて、講義の中で紹介する。
〔オフィスアワー〕
下記連絡先に連絡して、予約すること。
〔所属教室〕
高橋　生命科学部環境ストレス生理学研究室　研究 3号館 4階
梅村　生命科学部生命分析化学研究室　　　　研究 3号館 3階
藤原　薬学部公衆衛生学教室　　　　　　　　研究 1号館 4階
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。社会問題となっている環境に関わる記事やニュースを、
新聞やＴＶで理解しておいてください。また、講義で理解したことを、2 日以内に確認しなおしてくだ
さい。
〔学生へのフィードバック〕
課題やレポートの返却時にフィードバックを行う。
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障がい論
Disability Studies

第 1 学年 前期・後期 （選択）一般教養 1 単位

今野　明子

学 習 目 標
(GIO)

これからの医療人にはコミュニケーションが大変重要になってきます。この授業では、見た目ではわかりに
くい「聴覚障がい」に特化し、聴覚障がい者のコミュニケーション手段の一つである「手話」を学ぶことを
中心に、聴覚障がい者の文化や生活の様子、福祉制度や課題等について理解を深めていきます。そこから、
相手の状態や気持ちを思いやり、適切に対応するというコミュニケーションの基本を習得し、自分自身のコ
ミュニケーション能力を高めることをめざします。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 手話の基本的な表現技術を習得し、簡単な会話ができる。 A-3-1-1～2
2 手話による歌、ダンス、演劇などの魅力を理解できる。 A-3-1-3
3 聴覚障がい者とのコミュニケーション方法について理解し、実践できる。 A-3-1-1～3

4 聴覚障がい者に対して、相手の状況や気持ちを配慮し、適切な対応がで
きる。

A-3-1-3, A-3-1-5, A-3-
1-7～8

5 聴覚障がい者の生活や文化、福祉制度を理解し、課題を検討できる。 A-3-1-3, A-3-1-9

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 今野 オリエンテーション　手話の魅力　手話の歌 1、2、5
2 〃 基本的な手話表現（挨拶・名前）　デフファミリーの生活 1、3、4、5
3 〃 基本的な手話表現（住所） 1、3、4、5
4 〃 指文字表現　聴覚障がいに関する基礎知識 １、3、4、5
5 〃 基本的な手話表現（趣味・好き嫌い）　聴覚障がい者の生活 1、2、3、4、5
6 〃 基本的な手話表現（家族）　聴覚障がい者の教育 1、3、4、5
7 〃 基本的な手話表現（数字）　聴覚障がい者の文化 1、2、3、4、5
8 〃 医療現場で役立つ手話　聴覚障がい者の就労 1、3、4、5
9 〃 場面ごとの会話練習（1）　聴覚障がい者の情報保障 1、3、4、5

10 〃 場面ごとの会話練習（2）　聴覚障がい者をサポートする福
祉機器、福祉制度 1、3、4、5

11 〃 聴覚障がい者による講演 1、2、3、4、5

12 〃 さまざまなコミュニケーション方法（筆談、口話、身振り
等）の学習　コミュニケーションのポイント 1、3、4、5

13 〃 手話実技試験 1、3、4、5

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・学生同士が手話で会話する時間を設けている。
・映像視聴時には、リアクションペーパーを提出させている。
・手話実技試験は、発表会形式で行い、お互いの手話を見る。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・手話実技の時間を多くとり、一人ひとりの手話をチェックしながら、確実に覚えるようにする。
・聴覚障がい者を招いて、生きた手話に触れながら生活体験談を聞く。
・聴覚障がい者の生活や教育、就労の様子を収めた映像を多く視聴して、聴覚障がい者の生活や文化、日
本の障がい者福祉制度と課題について理解を深める。
〔成績評価方法〕
〈レポート、手話実技試験により評価する〉
１）形成的評価
　 a）知識：映像視聴時や講演会時にはリアクションペーパーを提出させている。
　 b）技能：手話実技について、こまめにフィードバックしている。
　 c）態度：受講態度（実技への取り組み方、提出物等）を加味する。
2）総括的評価
　 a）知識：レポート提出１回。他の提出物とあわせて、総合的に評価する。（５０％）
　 b）技能：手話表現の実技試験を行う。（４０％）
　 c）態度：繰り返しの形成的評価で向上すれば、最終評価に加味する。（１０％）
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〔教科書〕
特になし（適宜プリント配布）
〔参考書〕
『持ち歩き　やさしい手話の本』豊田直子著　日本文芸社
〔オフィスアワー〕
前期・月曜、後期・木曜の授業時間帯前後、薬学事務課にて可。
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業で学習した手話表現を日常生活でも活用して覚えること。
手話動画などを見て、手話のリズムや表情の豊かさを体得すること。
〔学生へのフィードバック〕
・手話実技では学生同士がお互いの手話表現を見ることにより、自身の表現のふりかえりを行う。
・レポートや提出物には教師がコメントやアドバイスを行う。
〔教員からの一言〕
手話は難しいと考えている人が多いと思いますが、実際に手を動かしてみると手話の面白さや奥深さを実
感する人も多いです。自分の世界を広げ、コミュニケーション能力を磨くという意味でも、ぜひ挑戦して
みてください。
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社会学
Sociology

第 1 学年 前期 （選択）一般教養 1 単位

長島　祐基

学 習 目 標
(GIO)

　この授業では社会学の様々な論点を踏まえつつ、民主主義や大学、労働、医療といった問題を考える中で、
働くことや大学で学ぶことなど、身の回りの問題と社会の大きな仕組みや動きとの関係を考えて行きます。
　前半では社会学とはどのような学問なのかを踏まえた上で、民主主義や公共性、コミュニケーション、社
会運動といったトピックを社会学の立場から考えて行きます。後半では大学と社会の関係、労働の変化と
いった戦後日本の社会変化を踏まえた上で、大学や労働、医療、平和（軍事）に関する問題を扱います。特
に受講者が将来薬学関係の道に進む学生であることを考え、20 世紀の医療をめぐる問題にも着目し、医療
人の社会的責任の問題も扱います。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明で
きる。 B-1-1-1

2 患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を
持つ。 A-1-1-2

3 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。 A-1-2-1

4 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たす
べき役割を提案する。 A-1-2-8

5 人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討議
する。 B-1-3-1

6 自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。 A-4-4-1

7 チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割
を積極的に果たすように努める。 A-4-5-1

8 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。 A-5-1-3

9 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやす
く表現できる。 A-5-1-4

10 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 長島 オリエンテーション 1, 2, 5

2 長島 20世紀の社会と社会学の発展 1, 2, 3, 4, 5

3 長島 社会調査と現代社会 1, 2, 3, 8, 9

4 長島 民主主義と現代社会 1, 2, 3, 4, 7

5 長島 コミュニケーションと現代社会（1） 1, 3, 5, 6, 7

6 長島 コミュニケーションと現代社会（2） 1, 3, 5, 6, 7

7 長島 大学と社会 1, 3, 4, 6, 8, 10

8 長島 労働問題と現代社会（1） 1, 3, 5, 7

9 長島 労働問題と現代社会（2） 1, 3, 5, 7

10 長島 医療問題と現代社会（1） 1, 2, 3, 4, 5, 7

11 長島 医療問題と現代社会（2） 1, 2, 3, 4, 5, 7

12 長島 沖縄からの問い 1, 4, 5, 6

13 長島 授業まとめ 4, 5, 8, 9, 10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
授業内で複数回課題を設定し、リアクションペーパーを提出する。
レポート執筆を通じて、問いを設定し、情報を収集・選択し、論理的にまとめ表現する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
リアクションペーパーをもとに双方向的な授業を行う。
課題をこなしながら社会学的な思考を身につける。
映像資料を活用し、関心・理解を高める。
当たり前を疑う思考法を身につける。
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〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
a) 知識: 課題をおこない、解説にてフィードバックする。
b) 技能: レポート執筆とコメントを通じて技能を習得する。
c) 態度: リアクションペーパーをもとに確認する。
d) パフォーマンス: 課題とレポート執筆を通じて習熟度を確認する。
2) 総括的評価
a) 知識: リアクションペーパー・コメント課題（合計 20％）、中間課題（30％（15％ x2））、期末レポー
ト（50％）として評価する。
b) 技能: レポートにより評価する。
c) 態度: リアクションペーパーにより評価する。
d) パフォーマンス: 形成的評価により判断する。
〔教科書〕
とくに指定しません。毎回の授業でレジュメ・資料を配布します。
参考書は授業 1～3回目の背景となるものですが、読まなくても大丈夫ですので、買う必要はありません。
また、第 1回授業の関連文献として、吉野源三郎，1982，『君たちはどう生きるか』岩波文庫があります、
漫画版などもありますので、事前に読んでおくと第 1回授業がより理解できると思います。
〔参考書〕
社会学全般としては、長谷川公一ほか, 2007,『社会学』有斐閣．
社会調査に関しては、盛山和夫,2004,『社会調査法入門』有斐閣．
そのほか、配布するレジュメ・資料のなかで参考となる文献を紹介します。
〔オフィスアワー〕
授業の前後に質問を受け付けます。
また、メールでの質問にも対応します。
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業で配布されたレジュメ・資料を事前・事後によく読んできてください。
受講者は、講義の内容をもとにレポート執筆に取り組みます。
計画的に執筆を進めていってください。
〔学生へのフィードバック〕
リアクションペーパーを紹介し授業の中で適宜コメントをつけます。
中間レポートに対して最終回の授業でコメントやアドバイスを行います。
〔教員からの一言〕
社会学の学問体系を踏まえつつ、物事を歴史的・理論的に考える視点を養います。受講生の多くが医学・
薬学を志す人であることを考え、戦後の様々な活動と医療の世界との接点も幾つか取上げます。自分たち
が生きる世界と大きな問題が繋がっていること、歴史と今が密接に繋がっていることを考えて頂ければと
思います。
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現代経済論
Contemporary Economics

第 1 学年 前期 （選択）一般教養 1 単位

五十嵐 中

大森 正博

学 習 目 標
(GIO)

医療スタッフの一員として必要な、医療経済学と経済学全般の考え方の基礎を習得・理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 経済学および医療経済学の基礎を理解する。 B-3-1-1～7, B-3-2-1～4
2 日本の医療に関する問題点を概説できる。 B-3-1-1～7, B-3-2-1～4

3 日本の医療制度を概説できる。 B-3-1-1～7, B-3-2-1～4,
Y-2-2-1

4 医療サービスの性質と、医療制度との関係を概説できる。 B-3-1-1～7, B-3-2-1～4

5 医療保険制度の基本を概説できる。 B-3-1-1～7, B-3-2-1～4,
Y-2-2-1

6 医療サービスの供給者としての、医療関係者および医療機関の役割を概
説できる。 Y-2-2-1

7 医療政策・医療規制・医療技術評価の基本を概説できる。 Y-2-2-1, Y-2-3-6

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 五十嵐 現代経済論・概論 1
2 〃 日本の医療の問題点 2
3 〃 日本の医療保障制度・概説（1） 3
4 〃 日本の医療保障制度・概説（2） 3
5 〃 医療サービスの性質と医療制度（1） 4
6 〃 医療サービスの性質と医療制度（2） 4
7 〃 競争と規制 5
8 大森 医療保険制度（1） 5
9 〃 医療保険制度（2） 6
10 〃 医療サービスの供給者の行動（1） 6
11 〃 医療サービスの供給者の行動（2） 7
12 五十嵐 医療経済学から薬剤経済学へ（1） 7
13 〃 医療経済学から薬剤経済学へ（2） 7

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
ワークショップ形式を一部に導入する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
一方通行の授業とならないように、書き込みプリントを中心とした講義を行う。
〔成績評価方法〕
1）総括的評価
a）知識：試験によって評価する。（100％）
〔教科書〕
五十嵐　中「ちゃんとした薬剤経済学」（京都廣川書店）
〔参考書〕
大森正博.　医療経済論　（シリーズ・現代経済の課題）.　岩波書店；2008.

〔オフィスアワー〕
特になし
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業プリントの内容の復習。
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〔学生へのフィードバック〕
さらに発展的な学習を希望する学生には、教育プログラムやワークショップの紹介も行う。
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数学 II
Mathematics II

第 1 学年 後期 （選択）一般教養 1 単位

片野　修一郎

学 習 目 標
(GIO)

【微分方程式序論】 前期までに学んだ内容を基礎にして、より高度な数学を学ぶ。高等学校のカリキュラム
を超える内容は、この数学 IIで初めて現れる。具体的には、2年次以降で学習する薬学系専門科目に現れる
微分方程式が自力で解けること、それらの教科書の数学的記述の部分がスラスラ読めるようになる（数学を
使う 2年次以降の専門科目が余裕でわかってしまうこと、結果を覚えるのではなく本に出ている微分方程式
が自力で解ける）ことを目標としたい。反応次数・反応速度定数・半減期・薬物動態などの薬学的現象を微
分方程式を用いて数学的に表現する方法を理解し、独力で計算が進められることも後半の主要課題の一つと
したい。「用語の定義すらわかっていない」まま、2年次以降の関連科目の授業を受けるというようなことが
ないように、徹底的に用語の意味を説明することにも留意したい。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 1 変数関数の高次導関数が計算できる。Taylor（Mac’Laurin）展開の意
味と意義を理解し、具体的にそれを求めることができる。 X-7-3-2

2
まず、前期の積分についてもう一度復習し、きちんとわかっていること
を確認する。広義積分、特に無限積分の概念を理解し、それらを計算で
きる。これを理解していると、2年次の統計学に現れる連続型確率変数の
確率計算の意味がわかる。

X-7-3-3

3
運動や反応速度に代表される現象が位置関数や濃度関数の微分によって
捉えられることを理解する。反応次数・反応速度定数・半減期の数学的
表現や意味を理解し、それらを求めることができる。

X-4-2-1, X-5-3-3

4
微分方程式とは何かを理解する。微分方程式論にまつわる種々の概念（一
般解、特殊解、特異解、階数、初期条件など）を理解する。常微分方程式
の作り方がわかる。

X-7-3-4

5
変数分離型微分方程式の意味を理解し、求積法によってそれが解ける。薬
学で必要になる微分方程式はほぼこのタイプだけである。可能なら、ベ
キ級数を用いた解法も紹介する。

X-7-3-4

6
1階線型常微分方程式の意味を理解し、求積法によってそれが解ける。線
型性という性質が解の構造にどのように影響するのかについても可能な
限り理解する（定数変化法）。

X-7-3-4

7
定数係数斉次 2 階線型常微分方程式を固有方程式を用いて解くことがで
きる。固有方程式の解のあり方によって、それぞれが特有の物理現象を
表現することを知る。解の独特な構造の美しさを味わう。

X-7-3-4

8 薬物動態に現れる 1-コンパートメントモデルの数学的定式化について理
解する。得られた微分方程式が自力で解ける。 E4-2-1-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 片野
当講義のイントロダクション。フェルメールの絵の贋作問
題が、放射性元素に関する微分方程式を用いて解決された
ことを紹介し、「微分方程式とは何か」というおおよその展
望をもってもらう。

4

2～3 〃 1変数関数の高次導関数と Taylor展開。その過程で合成関
数の微分法の復習もしたい。 1

4～6 〃 前期の積分の復習と置換積分・部分積分。部分分数分解を
必要とする有理関数の積分。 2

7 〃 広義積分（無限積分）。 2

8 〃
物理の運動方程式を微分方程式として捉える。物理現象を
微分方程式として捉え、それを具体的に立てる。反応次数・
反応速度定数・半減期などの数学的表現や意味を理解し、そ
れを求める。

3, 4

9 〃
常微分方程式の意味と様々な用語の定義。「微分方程式を解
く」という言葉の意味を知る。微分方程式を解くことが積
分すること（求積法）であることを知る。

3, 4

10,11 〃
変数分離型の常微分方程式の解法。これは薬学で最も頻繁
に現れる非常に基本的な微分方程式を含む。指数関数の特
徴を微分方程式を通して捉え直す。

5, 6, 7

11,12 〃 正規形の 1 階線型常微分方程式の解法。これも薬学で頻繁
に現れる。 5, 6, 7

13 〃 定数係数斉次 2 階線型常微分方程式の解法。これは物理の
減衰振動などに典型的に現れる。 5, 6, 7
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

14,15 〃
薬物動態で最も基本となる 1-コンパートメントモデルの微
分方程式による数理モデルについて理解する。クリアラン
スの数学的表現の仕方を学ぶ。

8

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・講義を進行しながら、自らの手を動かして演習問題を解いたり、それらを黒板で発表する機会を多く設
ける予定です。数学はわいわい議論しながらやった方が絶対楽しいし、理解も深まります。
・理解が深まる面白いレポート課題を適宜課します。
・時間が許せば、Taylor 展開やフーリエ展開の様子を数式処理ソフトを使って描画した結果などもスク
リーンに映して visual的に確認してもらいます。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・授業では、説明と演習を交互に取り入れる。
・演習課題を学生が黒板に書いて発表する機会をできるだけ設定します。
・沢山の言葉を用いて可能な限り丁寧にゆっくり説明しています。特に用語や式の意味をわかりやすく説
明することに心を砕いています。
・後でノートをひっくり返したときにきちんと読めるように、板書はフルセンテンスを書くように心がけ
ています。
・数式処理ソフトによる映像なども適宜ご覧にいれます。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1)形成的評価
　 a) 知識：演習問題の授業時間内での発表やレポート問題の提出、質問（するのと答えるのと両方）、
WebClassへの詳細な解説記事の掲載などを通して主体的に考えることを促す。
2)総括的評価
　 a) 知識：基本的には定期試験（100%）で評価するが、授業時間内の演習問題の解答発表、質問、レポー
トの提出などは勘案する。
〔教科書〕
片野修一郎著『根底から理解する　微分積分学入門』（ムイスリ出版）。
前期の数学 Iで使ったものです。
〔参考書〕
前期にも紹介した
小林賢・熊倉隆二編 『わかりやすい薬学系の数学演習』（講談社）
は本講義の問題演習にも、国試対策にも使えます。授業で使用することはありません。
〔オフィスアワー〕
毎週火曜午後に学習相談の時間を設けていますが、それとは無関係に質問は 2109研究室にていつでも受
け付けます。予約などは不要。
〔所属教室〕
薬学教育推進センター 2109

〔準備学習（予習・復習等）〕
前期までの学習内容が完全にわかっていること、それに尽きます。「微分」とついていますが、純粋に微分
するのは微分方程式を立てるときだけで、微分方程式を解くときは「積分」します。ですから、積分に不
安があるようでは微分方程式は扱えません。とりわけ「積分」をしっかり理解しておく必要があります。
〔学生へのフィードバック〕
普段から時間の許す範囲でできるだけ多くの演習問題を（ときには黒板に出てもらって）解いてもらい、そ
の結果を見て、「どこがいいのか、どこが悪いのか」といった講評を加え、解説を入念にすることでフィー
ドバックとする。学問は正解を覚える作業のことではありません。ですから、「問題は何か」「自分は何が
理解できていないのか」「なぜそれが間違いなのか」を認識することから学問の学びは始まるのです。それ
を認識してもらうのがフィードバックです。本当なら、皆さん自身が学習の過程で必然的に実行していな
くてはならない当たり前のことなのです。時には、わざと間違ったことを書いて皆さんがそれに気づくか
どうか試すこともあるかもしれません。
〔教員からの一言〕
前期の数学 Iがあまりに基礎的な内容だったので不満を感じた人も、当講義は大学で初めて学ぶ内容がほ
とんどなのでやり甲斐を感じることでしょう。本格的な数学をやっていると実感することができると思い
ます。扱い方や説明の仕方を変更することもあるので、講義内容の順番が多少入れ替わる可能性がありま
す。
また、これは本講義を受講するような、数学への意欲が高い人たちにも見受けられることですが、基本的
な式の変形が妙に回りくどかったり下手だったりすることが数学の学習への障害になっていることがある
ようです。中学数学の基本を馬鹿にしないで、自分のやっている計算を普段からよく見つめる姿勢が大事
です。「何が問題なのか」「何が変数で何が定数なのか」といったことを曖昧にしたままで式変形に溺れる
人も非常に多いです。数学は、ロボットのように機械的に正確に式変形をすればできるようになるという
のは、日本の若者の大多数が陥っている誤解です。

– 266 –317



倫理学
Ethics

第 1・2 学年 前期 （選択）一般教養 1 単位

櫻井　浩子　　猪俣　敦夫　　津田　侑　　本間　丈士

学 習 目 標
(GIO)

　現代社会においては、情報の漏洩などが発生すると盗難や窃盗とは異なり完全に元の状態に戻すことはほ
ぼ不可能である。このため「情報」を適切に保護し、維持・管理し、運用をするといったことを網羅的に学
んでおくことは私たちの生活において必須であり、そこに潜むリスクを見つけ出すことは喫緊の課題であ
る。講義前半では、情報セキュリティを学ぶ上で特に医療全体において必要となるインターネットの技術的
側面から、システムの安全性、リスクマネジメント、サイバーリスクといった幅広い領域を扱うこととする。
　後半では、医療現場における患者の個人情報について取り上げる。薬局における患者情報の取り扱い、情
報システムとセキュリティ対策、今後の ICT 化の流れについて知る。臨床現場で働く薬剤師に必要とされ
る倫理観について考え、多角的視点から臨床事案に対応できる知識を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 インターネットの仕組みを概説できる。 X-8-1-4
2 データベースの特徴と活用について概説できる。 X-8-2-5
3 ネットワークセキュリティーについて概説できる。 X-8-3-1

4 知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切
な取扱いができる。 A-2-3-4

5 インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュ
リティに配慮して活用できる。 A-5-1-5

6 個人情報の取扱いについて概説できる。 B-2-1-7

7 在宅移行への病院と薬局、地域福祉、患者家族との連携について概説で
きる。

A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

１ 猪俣
情報セキュリティ基礎：インターネットとその裏に潜むリ
スクインターネット技術を概観するとともに、サイバーリ
スクとして過去に起きたサイバー事件や情報セキュリティ
に関わる法律に触れる

1、2、3、5

２ 猪俣 情報セキュリティ基礎：暗号技術共通鍵暗号と公開鍵暗号
の仕組みを理解し、インターネットとの関わりを概観する 1、2、3、5

３ 津田
サイバー攻撃の脅威とその歴史：ネットワークを介した攻
撃（サイバー攻撃）の脅威や歴史を実例を交えながら紹介
する

1、2、3、5

４ 津田
身の周りの情報システムとサイバー攻撃：人々の暮らしを
豊かにする様々な情報システムを紹介し、サイバー攻撃の
実例を紹介する

1、2、3、5、6

５ 津田 セキュリティを考慮したシステム設計：安全性を高めるシ
ステム設計思想の変遷をまとめる 1、2、3、5、6

６ 津田
医療情報システム概論：電子カルテや遠隔医療情報システ
ムを始めとした医療現場における情報システムを紹介し、
そこで取り扱われる情報についてまとめる

1、2、3、4、5、6

７ 津田
医療情報システムとサイバーセキュリティ：これまでの講
義を踏まえ、医療情報システムを扱う上でのリスクについ
て実例を交えながら考える

4、5、6

８ 津田
セキュリティインシデントへの対応：医療現場で発生しう
るセキュリティインシデント（事故）を想定し、その対応
方法を学ぶ

4、5、6

９ 津田 セキュリティを学ぶゲーミフィケーション：セキュリティ
を学ぶゲームをいくつか紹介し、実際に試してみる 1、2、3

10 本間
薬局における患者情報の取り扱いについて：関わる関係法
規、薬局で取り扱う情報、薬局で利用する情報機器（システ
ム）、薬局の構造、調剤の流れ、投薬後のフォローアップ、
在宅医療における情報管理

1、2、3、4、5、
6、7

11 本間
薬局で利用している情報システム：レセコン、電子薬歴、電
子お薬手帳、多職種連携システム、薬歴を使用する上で注意
する点、薬局のネットワークについて、セキュリティ対策

1、2、3、4、5、
6、7

12 本間
今後の医療機関における ICT化について：オンライン資格
確認、電子処方箋、薬剤師資格の電子認証、オンライン服
薬指導、マイナンバー、地域医療情報連携ネットワーク

1、2、3、4、5、
6、7

13 櫻井 まとめ 1、2、3、4、5、
6、7
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
発言に機会を設け、講義内容を主体的に考え理解するよう促す。
積極的な思考を促すため、テーマを決めグループワークを実施する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
WebClassにて講義資料をダウンロードできるようにし、授業外学習を促す。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:授業内における質疑応答により到達レベルを評価する。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（100％）にて評価する。
〔教科書〕
毎回の授業でレジュメと資料を配布します。
〔オフィスアワー〕
何時でも可。事前にメールで予約をしてください。
〔所属教室〕
櫻井　浩子　生命・医療倫理学研究室　　教育 3号館 1階 3102-1

〔準備学習（予習・復習等）〕
講義前にWebClassに資料をアップするので、事前に読んでおくこと。
講義のときに自分の考えを発表できるように下調べをしておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
学生の発表に対し、解説を加える。また、講義内容に対する質問に、個別対応する。
〔教員からの一言〕
　電子カルテを始め多くの医療情報はネットワークを用いるようになりました。薬剤師として、情報セ
キュリティ、個人情報保護など情報倫理を知っておくことは今後重要性を増していきます。情報セキュリ
ティの専門家の先生方から基礎について、そして臨床現場での患者情報管理等を学ぶことは限られていま
すので、是非積極的に受講をしてください。
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哲学概論
Introduction to philosophy

第 1・2 学年 後期 （選択）一般教養 1 単位

岸・ツグラッゲン・エヴェリン

学 習 目 標
(GIO)

Philosophy（哲学）とは知を愛することを意味する。哲学するとは、あらゆる物事に対し「なぜ」を問い続
ける営みである。哲学は、人間が自分の行動を反省し、よりよい人生を送るための考え方や知識を参考材料
として提供しようとするものである。よりよい人生を送るためには、自分とはどのような存在であるかとい
うことに関する自然科学的・社会科学的な考察を行うとともに、どのような生き方がよりよい生き方である
かについて、それなりに思索する必要がある。自然科学、社会科学による人間研究の成果を参照しつつ、総
合的な人間学について理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 人間についての進化論の意義を理解する。 X-1-1-1
2 人間の心についての多様な見方を理解する。 X-1-1-1
3 近代の心身二元論について理解する。 X-1-1-1
4 哲学的な知識論、真理論について理解する。 X-1-1-1
5 哲学的な言語論について理解する。 X-1-1-1
6 生命哲学について理解する。 X-1-1-1
7 哲学と平和について理解する。 X-1-1-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 ツグラッゲン 哲学的人間学の課題
２ ツグラッゲン 進化論的人間観 １
３ ツグラッゲン 人間の心（1）近代哲学における心の概念 ２
４ ツグラッゲン 人間の心（2）脳科学と心の概念 ２
５ ツグラッゲン 人間の行動　利己的遺伝子説の意義 １
６ ツグラッゲン 心身二元論とその困難 ３
７ ツグラッゲン 人間の知識（1）合理論の考え方　アプリオリ ４
８ ツグラッゲン 人間の知識（2）経験論の考え方　アポステリオリ ４

９ ツグラッゲン
一、言語論的展開　フレーゲの言語哲学
一、ウィトゲンシュタインの言語哲学　『論理哲学論考』、
『哲学探究』

５

１０ ツグラッゲン カント哲学の紹介
『永遠平和のために』の抜粋を読む ７

１１ ツグラッゲン スピノザ哲学の紹介と哲学史上の意義
『エチカ』の抜粋を読む ３,６

１２ ツグラッゲン 生命哲学の起源と発展について 6
13 ツグラッゲン 『ラッセル・アインシュタイン宣言』を読む 7

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
レポートを提出させる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
毎時間、プリントを配布して、授業内容を明示している。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
提出されたレポートの評価に授業への出席を加味して総合評価する。
出席不良者に対しては受験停止の措置を講ずることがあるので注意すること。
なお、レポートの詳細については別途授業中に説明を行う。
〔教科書〕
とくに使用しない。（プリント配布）
〔参考書〕
授業中に紹介する。
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〔オフィスアワー〕
授業の前後の時間。要予約。
〔準備学習（予習・復習等）〕
配布プリントをよく理解する。
〔学生へのフィードバック〕
evelynzgraggen@gmail.comまでメールしていただければ、返答します。
〔教員からの一言〕
初回の授業でガイダンス用プリントを配布するので、出席すること。
質問などがあれば、evelynzgraggen@gmail.comまでメールで連絡してください。
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美術・デザイン
Art and Design

第 1・2 学年 前期 （選択）一般教養 1 単位

新倉　慎右

学 習 目 標
(GIO)

近世までの西洋美術を中心に、芸術がたどってきた歴史を概観する。異文化の芸術作品を見て考えることを
通して、知識の吸収だけでなく、想像力や感性といった、人として生きてゆく上で基本的かつ重要な能力を
養う。それと同時に芸術がいかに当時の社会や思想と深く関わっていたかを知ることで、多様な価値観の存
在を認識し、主体的に考察することで柔軟な姿勢を育むことを目指す。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
造形された作品の「かたち」「色彩」「モティーフ」をよく観察し、どのよ
うに見えるか、なぜそのような表現が生まれたかについて主体的に考え
ることができる。

X-1-1-1～2

2 芸術作品が生み出された歴史的状況についての知識を持ち、社会と美術
の関わりについて理解できる。 X-1-1-1～3

3 芸術作品の鑑賞とそれに関する主体的な考察・想像によって精神的に豊
かに生きていくための感性を養う態度を身につける。 X-1-1-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 新倉 イントロダクション 1、2、3
2 新倉 先史美術、エジプト美術、ギリシャ美術 1、2、3
3 新倉 ローマ美術、ビザンティン美術 1、2、3
4 新倉 中世キリスト教美術 1、2、3
5 新倉 ロマネスク美術 1、2、3
6 新倉 ゴシック美術（1） 1、2、3
7 新倉 ゴシック美術（2） 1、2、3
8 新倉 ルネサンス美術（1） 1、2、3
9 新倉 ルネサンス美術（2） 1、2、3
10 新倉 ルネサンス美術（3） 1、2、3
11 新倉 マニエリスム美術 1、2、3
12 新倉 バロック美術 1、2、3
13 新倉 授業内試験 1、2、3

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回ごとに作品についてのディスクリプションをしたり、作品から想像できる物語を記述し、提出しても
らう。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
出来る限り数多くの美術作品を紹介し、平易な言葉で解説する。漫然と「見る」のではなく、造形イメー
ジに対して能動的に関わることができるよう、講義ごとに芸術作品を 1点選び、簡単な記述作業をしても
らう。目で見たものについて自分なりに考え、さらにそれを言葉にして表明する機会を設けることで、感
性と想像力の向上と自己表現力の養成を図る。
〔成績評価方法〕
出席、受講態度および期末試験により総合的に評価する。
記述シートを平常点とし、期末試験と合わせて総合評価とする。
（平常点：50%、試験：50%)

〔教科書〕
特になし。適宜、資料を配布する。
〔参考書〕
必要に応じ、講義中に紹介する。
〔オフィスアワー〕
講義終了後
〔準備学習（予習・復習等）〕
特に必要なし。
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〔学生へのフィードバック〕
各回に回収した記述シートの中からよく書けているもの、興味深い内容のものを抽出し、次回授業冒頭に
紹介する。
〔教員からの一言〕
講義で芸術作品を目にし、技法や背景となる歴史について学ぶことで得られるのは、知識や教養だけでは
ありません。芸術作品を見て何を感じたかを能動的に考えることにより想像力を養い、自らの感性を鍛え
ることができます。これらは人間の根本を形成しているだけではなく、社会で生きていく上で常に必要と
され、また人生を豊かに送る手助けともなる重要な能力です。それゆえ、芸術に関心を持ち、主体的に課
題に取り組み、自らの感性を豊かにすることに積極的な学生の履修を希望します。
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文章表現
Japanese Composition

第 1・2 学年 前期・後期 （選択）一般教養 1 単位

天野　かおり

学 習 目 標
(GIO)

「書き方」とは「考え方」です。
文章を書くとき、書き手は改めて自分の「考え」や「考え方」を問い直すことになります。自分なりの考え
を、誰にでも理解できるように示す――これが、文章の基本です。
本講義では、文章を書く際の手順を一つ一つ解説していきます。受講者は実際に作文を提出し、添削例を通
して各々の文章力向上を図って下さい。
また手順と共に、文章構成法に必要な「日本語表現に関する知識」も学んでいきます。
今後の社会生活に要求される「的確に考えを伝える」技術を、文章で実践的に磨く講義です。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 読み手の存在を意識し、取扱説明書などの資料から「他者に伝えるため
の文章」を考える。 X-9-2-1～2

2 わかりやすく効果的な、言葉の選択方法を学ぶ。辞書という身近な資料
について知る。 X-9-2-1～2

3 例文を観察し、誤解なく読みやすい表記の方法を確認する。 X-9-2-1～2
4 手順を踏まえて、主題の選択・抽出方法を確認する。 X-9-2-1～2
5 事実と意見を識別し、それが読み手に伝わる文章構成を考える。 X-9-2-1～2
6 主題に沿って、どのように材料を集めればよいかを考える。 X-9-2-1～2
7 材料の並べ方を工夫し、簡潔に伝える方法を探る。 X-9-2-1～2
8 主題と材料を生かし、文章の「設計図」を作成する。 X-9-2-1～2

9 目上の人へ用件を伝える手紙文を通し、適切な文章構成と敬意表現につ
いて確認する。 X-9-2-1～2

10 接続詞・文体の選択が与える、読み手への印象と効果について考える。 X-9-2-1～2
11 一般的な「レポート」の基本と、それにふさわしい表現を確認する。 X-9-2-1～2

12 代表的な段落構成とその効果を知り、読みやすく伝わりやすい文章を検
討する。 X-9-2-1～2

13 他者の文章から主題を正確に把握し、自分の意見を出す。そして、それ
らを第三者にわかりやすく伝える文章を検討する。 X-9-2-1～2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 天野 【「書き方」は「考え方」である】：文章構成法の基本 1
2 〃 【文章の目的と執筆手順】：取扱説明書を知る 1
3 〃 【適切な「ことば」の選択】：辞書を知る 2
4 〃 【「他者に提出する文章」の表記・表現ルール】：復習と実践 3
5 〃 【主題の検討・選択方法】：発想の可視化 4、5
6 〃 【論拠にふさわしい情報とは（収集先）】 6
7 〃 【論拠どうしの展開順を工夫しよう】：伝達の順序 7
8 〃 【崩壊しないための、アウトライン作成】 8
9 〃 【書簡文のアウトライン・敬語】：復習と実践 9
10 〃 【「他者に提出する文章」の推敲ポイント】 10
11 〃 【レポートに必要な「要約力・適切な表現」】 11、13
12 〃 【段落・語順の効果、タイトルの役割】 12、13
13 〃 【まとめ】：到達目標の振り返り 13

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・毎回リアクションペーパーを課し、講義内容に関するブレーンストーミングや所感を記入させている。
・短い字数の課題を、複数回提出させている。課題添削例は後日、講義内で分かち合う。
・課題提出の際、主題表・自己評価表への記入で「他者に渡す文章」として適切か客観視させている。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
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1）形成的評価
a）知識： 1⃝講義内容に応じた質問に対して、自身の経験と照合し、具体的に表現する（リアクションペー
パー）。 2⃝講義内容が、文章構成法の全体像においてどのような位置付けにあるかを理解し、実践する（課
題）。
2）総括的評価
a）知識：各回のリアクションペーパー（15%）、提出課題・レポート（85%）から総合的に評価する。
c）態度：繰り返しの形成的評価で向上が認められれば、それを最終評価に加味する。
〔教科書〕
・資料を適宜配付する。
・各回、WebClassに復習用の資料を掲出（リアクションペーパー入力・提出前に、必ず一読すること）。
〔参考書〕
「大学生のためのレトリック入門」（速水博司、蒼丘書林）
「理科系の作文技術」（木下是雄、中公新書）
※その他、以下の日本語表現にも積極的に触れて欲しい。
・「取扱説明書」の文章（主に医薬品・化粧品・家電製品に付属のもの）
・「ブックレビュー」「書評」の文章（雑誌や新聞紙上に、実名で公開されたもの）
・国語辞書や類語辞書の「語釈」（複数の読み比べを勧める。）
〔オフィスアワー〕
天野：　講義終了後、講師控室前にて
※ただし、事前に薬学事務課へ問合せること（その際、「自分の氏名」と「用件（簡潔に）」の両方を必ず
事務課担当者に伝え、指示を待つこと）。
〔準備学習（予習・復習等）〕
課題のテーマは、その現状と背景について各自でも調査・把握しておく（事前調査・補足調査）。
また課題のテーマと自分との関わりについて、講義前後を問わず分析しておく（ブレーンストーミング）。
以上の予習（講義前ブレーンストーミング・事前調査）と復習（講義後ブレーンストーミング・補足調査）
は、各々 60分を目安として効率よく行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
毎回提出するリアクションペーパーの記入例・各提出課題へのコメント例は、参考資料として随時配布し
アドバイスを行う。
〔教員からの一言〕
文章力向上のためにも、課題・レポートは必ず全て提出すること。
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法学
Jurisprudence

第 1・2 学年 前期・後期 （選択）一般教養 1 単位

井上　惠子（弁護士）

学 習 目 標
(GIO)

私達は、社会生活を営むために法に関わりながら生きています。これは薬学生であっても、薬剤師として働
いていく場合でも変わりはありません。むしろ、薬剤師は、国家資格であり、法により様々な規制を受ける
ため、法に密接に関わっているといえるでしょう。また、医療従事者であれば、患者の自己決定権の尊重の
ためにインフォームドコンセントを実施する必要があるなど、人権に関する知識も重要であり、法を理解し
ておく必要があります。
この講義では、法の基礎知識を学び法的思考を身につけるとともに、薬剤師・薬学・医療従事者特有の法的
問題についての知識も習得することを目的とします。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 法や法律とは何か及び主な法の種類（薬剤師・薬学に関わる法律を含む）
について説明できる。 B-1-4-1

2 人権の種類及び制限について説明できる。 F-1-2-1
3 自己決定権について説明できる。 F-1-2-5
4 意思表示や契約の意味について説明できる。 B-2-1-1
5 契約の無効、取消、解除について説明できる。 B-2-1-1
6 成年後見制度や未成年者の保護について説明できる。 B-2-1-1, F-5-1-2
7 家族法や相続について説明できる。 B-2-1-1

8 調剤過誤（医療過誤）について説明できる。 B-2-1-8, F-2-1-1, F-2-6-
1

9 特許権・著作権等の知的財産権について説明できる。 B-2-1-1
10 個人情報や企業秘密の保護について説明できる。 B-2-1-7, F-1-2-7
11 労働法について説明できる。 B-2-1-1
12 行政法（薬事法・薬剤師法等を含む）について説明できる。 B-2-1-3, F-2-1-3
13 刑事責任について説明できる。 B-2-1-8

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 井上 法とは何か 1
2 井上 人権とは何か 2,3

3 井上 契約の成立・有効性 1⃝ 4,5

4 井上 契約の成立・有効性 2⃝ 4,5

5 井上 成年後見制度、未成年者の保護 6
6 井上 家族法（婚姻、親子等） ７
7 井上 家族法（相続等） 7
8 井上 調剤過誤（医療過誤） 1⃝ 8
9 井上 調剤過誤（医療過誤） 2⃝ 8
10 井上 知的財産権、企業秘密、情報の保護 9
11 井上 労働法 10
12 井上 行政法、刑事法 11、12
13 井上 総括、確認試験 1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
適宜、授業中に問題点について考えてもらう時間を作っています。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
なるべく具体的事例を用いて解説します。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
＜評価＞
・S（80％以上） 　　：合格
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・A（75～80％未満）：合格
・B（65～75％未満） ：合格
・C（55～65％未満） ：合格
・D（55％未満） 　　：不合格
以上を目安として評価します。
なお、試験は選択式と記述式の併用試験を予定しています。（100％）
〔教科書〕
指定なし。適宜レジュメや資料を配付します。
〔オフィスアワー〕
授業終了後適宜質問を受け付けます。
〔準備学習（予習・復習等）〕
特に必要ありません。法的に問題になった事件のニュース等を読んでおき、何が問題の所在になったのか
を確認しておくと望ましいです。
〔学生へのフィードバック〕
必要に応じて、講義において行います。
〔教員からの一言〕
法的な知識や法的思考は、社会で生活していく上で役立つものが多くあります。興味がある方は是非選択
してください。
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基礎情報学演習 II
Essential Information Science Practice II

第 1 学年 後期 （選択）一般教養 1 単位

倉田　香織

山田　寛尚

学 習 目 標
(GIO)

アウトラインプロセッシングに基づく文書作成や、意思決定活動に向けた表計算ソフトウェアの利用、分子
モデリング、グラフィクスプログラミング、表現ツールとしてのWeb活用、医療情報に対する秘匿や認証
の方法、構造化文書の作成とインターネットへの公開など Information and Communication Technology
（ICT）への理解を深め、その実践能力を身に付ける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 ChemBioOffice を用いて有機化合物をモデリングし、その安定コンホ
マーを分子力学法により探索することができる。 X-8-2-3

2 ChemBioOffice を用いて有機化合物をモデリングし、分子動力学法によ
り分子運動をシミュレーションすることができる。 X-8-2-3

3 プロテインデータバンク（PDB）からタンパク質データをダウンロード
し、ChemBioOfficeを用いて描画することができる。 X-8-2-3

4 表計算ソフトウェアを用いて汎用的な関数処理や乱数を用いた基礎的な
シミュレーションを行うことができる。 X-8-2-2

5 データベース機能を用いてデータの集計処理と視覚化を行い、基礎的な
データマイニングを行うことができる。 X-8-2-2

6 ワードプロセッサのアウトライン機能を用いて、Desk Top Publishing
（DTP）の基本操作および文章の構成が必要となる文書作成ができる。 X-8-2-2

7 コンピュータのコマンドラインによる操作ができる。 X-8-3-1～2

8 HTML による文書の表現方法を理解し、文書構造に則したWeb ページ
データの作成ができる。 X-8-1-3～4

9 医薬品に関する XML形式のデータを作成し、XSLTと CSSの仕組みを
使ってインターネット上に公開することができる。 X-8-1-4

10 情報の秘匿と認証の仕組みを説明することができる。 X-8-1-4, X-8-3-2

11 グラフィクスプログラム言語である Design by Numbers（DBN）を用い
て画像をプログラミングすることができる。 X-8-2-3

12 医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性な
ど）を説明できる。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 倉田、山田 ChemBioOfficeを使って分子モデリングを学ぶ（1） 1
2 〃 ChemBioOfficeを使って分子モデリングを学ぶ（2） 1、2
3 〃 ChemBioOfficeを使って分子モデリングを学ぶ（3） 1、3
4 〃 ChemBioOfficeを使って分子モデリングを学ぶ（4） 1～3
5 〃 表計算ソフトウェアの高度の利用法（1） 4
6 〃 表計算ソフトウェアの高度の利用法（2） 4
7 〃 表計算ソフトウェアの高度の利用法（3） 5
8 〃 ワードプロセッサの高度の利用法 　 DTP 6
9 〃 インターネットの高度の利用法（1） 7
10 〃 インターネットの高度の利用法（2） 8、9
11 〃 インターネットの高度の利用法（3） 9、10

12 〃 Design by Numbers（DBN）を使ってプログラムを読む、
書く（1） 11

13 〃 Design by Numbers（DBN）を使ってプログラムを読む、
書く（2） 11

14 〃 総合演習 12

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
毎回の授業では 1つ以上の課題に取り組みます。授業後に理解度を自己評価していただきます。単位認定
課題を実施した感想とルーブリックによる自己評価を行います。また、各自の eポートフォリオを作成し
ます。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
基礎情報学演習 IIは演習を主体とし、各テーマに沿って操作手順を示したプリントに従い、演習を行いま
す。また、各テーマ終了時に単位認定課題を課し、各自で PC活用の習熟度を評価できるようにしていま
す。応用力を試す良い機会ですので、積極的に取り組んでください。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
　 a）知識：演習課題毎に、ICT技術についてフィードバックする。
　 b）技能：演習課題毎に、PC操作の手法についてフィードバックする。
　 c）パフォーマンス：各演習課題内容の到達度をルーブリック評価表を用いて評価する。
2）総括的評価
　 a）知識：演習課題を総合的に評価する（20％）。
　 b）技能：単位認定課題を総合評価する（50％）。
　 c）演習内容全般の到達度をルーブリック評価表を用いて評価する（30%）。
なお、出席不良者（1/3 以上の欠席者）および課題提出不良者（1/3以上の未提出）に対しては単位を認
定しない場合がある。
〔教科書〕
各テーマに沿って事前準備、操作手順、課題を示したプリント教材を作成します。
〔参考書〕
特に指定しません。
〔オフィスアワー〕
特に設定しませんが、前もって電子メール等で日時予約をしてください。
Zoomを用いた遠隔指導も対応可能です。
〔所属教室〕
倉田　香織　情報教育研究センター　 DR棟 4階　センター教員室
山田　寛尚　情報教育研究センター　 DR棟 4階　センター教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
プリント教材は、第一回目の演習の際に配布する。演習の進行は前期必修科目「基礎情報学演習 I」より
も早いので、各回の操作手順には事前に目を通しておくと慌てずにすみますし、考えながら演習を行う余
裕ができます。また、WebClass上にも必要に応じて資料を掲載するので、よく読んで理解に努めてくだ
さい。
〔学生へのフィードバック〕
授業終了後に理解度調査を行い、その結果を授業翌日にフィードバックします。
フィードバックの内容をふまえて、単位認定課題を実施してください。
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計算科学
Computational Science

第 1・2 学年 後期 （選択）一般教養 1 単位

横島　智、非常勤講師

学 習 目 標
(GIO)

薬学、ひいては科学全体への理解を深めるために、コンピューターを活用して何が出来るのか、その利点と
限界を、具体的にソフトウエアを利用しながら学ぶ。主に量子化学計算と分子動力学計算を扱い、この講座
の修了後には、興味を持った分子について、この２つの計算手法については、自分で計算していくことが出
来るようになることを目標とする。加えて、コンピューターを使っていく上で大事な点は、他の計算科学に
ついても同様であることが多いので、その都度、他の計算科学の話題にも触れていき、コンピューターを主
体的に使いこなす上での考え方と技能を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 化学結合の様式について説明できる。 C1-1-1-1
2 分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。 C1-1-1-2
3 共役や共鳴の概念を説明できる。 C1-1-1-3
4 分子軌道を計算できる。 T-1
5 分子の振動について説明できる。 T-1
6 赤外吸収スペクトルを計算できる。 T-1
7 紫外可視吸収スペクトルを計算できる。 T-1
8 タンパク質の折りたたみ過程について概説できる。 Y-3-6-2
9 タンパク質の立体構造の自由度について概説できる。 Y-3-6-1

10 分子模型、コンピューターソフトなどを用いて化学物質の立体構造をシ
ミュレートできる。（知識・技能） Y-3-20-1

11 ドラッグデザインにおけるコンピューターの利用法を説明できる。 Y-3-38-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 横島 計算科学の概略
2 〃 量子化学計算（分子軌道） 1,2,4

3 〃 量子化学計算（構造最適化）
4 〃 量子化学計算（振動解析） 5,6

5 〃 量子化学計算の計算科学的背景
6 非常勤講師、横島 創薬における計算科学の役割 11
7 横島 量子化学計算（励起状態） 3,7

8 〃 分子動力学計算（構造の作成）
9 〃 分子動力学計算（構造最適化）
10 〃 分子動力学計算の計算科学的背景 8,9

11 〃 分子動力学計算（温度一定のシミュレーション） 10
12 〃 分子動力学計算（物理量の計算） 10
13 〃 計算科学の様々な技法と薬学と関係したトピックス 11

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
授業中に実際にノートパソコンにソフトをインストールして計算を行ってもらう。また、プログラミング
にも少し取り組む。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各単元において、パソコンを用いて具体的な問題に取り組んでもらうことで、パソコンを活用するノウハ
ウを段階を踏みながらその場で身につけることが出来る。また、プログラミングの基礎を少しではあるが
学ぶことで、ソフトウエアをただ使うばかりでなく、その背景にあるものを意識できるようになる。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
知識、技能:授業中に個別に確認していく。
態度:コンピューターを使って計算をしていく上で心がけなければいけないことを授業中に指摘していく。
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2) 総括的評価
知識:計算課題の提出物の内容を評価する。(100%)
技能:計算課題を実行し提出すること自体が技能評価の対象である。
また、課題は全て提出しなければならない。
〔教科書〕
特に教科書は指定せず、適宜資料を与える。
〔参考書〕
量子化学については
「量子化学入門（上）、（下）　米沢貞次郎、他著　化学同人」
がよく書けている。
分子動力学については
「コンピュータ・シミュレーションの基礎（第 2版）分子のミクロな性質を解明するために　岡崎進・吉井
範行著　化学同人」
が詳しい。
〔オフィスアワー〕
いつでも可。
〔所属教室〕
薬学教育推進センター （教育 2号館 1階 2109室）
普段、教育 3号館 2階の 3205室にいます。
〔準備学習（予習・復習等）〕
計算などでコンピューターを使うので、必ず、毎授業コンピューターを持参して下さい。また、WebClass
に授業で使うスライドを載せますので、予習、復讐のために活用して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
課題提出締め切り後、提出された課題を示しながら、良かった点、問題点、課題の持つ意味や、薬学との
関連、関連分野との関係などについて解説します。また、授業前、授業中、授業後すべてを通じて適宜受
講生の疑問に答え、それを授業に反映します。
〔教員からの一言〕
きちんと身につけることができれば、他の授業で出てきた興味ある分子の性質を、自分で計算して調べた
りすることもできます。ただ、計算は時間がかかるものなので、何でも簡単に計算できるとは思わないで
下さい。
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基礎栄養学
Basic Nutrition

第 1 学年 前期・後期 （選択）一般教養 1 単位

安藤　堅

学 習 目 標
(GIO)

栄養の偏りや不規則な食事など、食生活の乱れが肥満や生活習慣病の発症に繋がることを理解する。健康の
維持や増進に必要な栄養摂取（食生活）に関する基本的な知識を習得するとともに、自らの食生活の実態を
知ることによって健康を意識し、健康の維持や増進に適切な食習慣の獲得をめざす。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 健康とはなにか、健康の維持増進における栄養摂取の重要性について理
解する。 D1-1-1-1, D1-3-1-8

2 栄養素の役割と働き、栄養的な価値を説明できる。
C6-2-1-1, C6-2-2-1～2,
C6-2-3-1, C6-2-6-1, C6-
2-7-1, D1-3-1-1～3

3 食品に含まれる非栄養素成分の機能性と有用性について説明できる。 D1-3-1-4
4 食品のエネルギーの利用やエネルギー代謝について説明できる。 C6-5-1-1, D1-3-1-5
5 自己の必要エネルギー量の概要を知り、食生活に役立てることができる。 C6-5-1-1, D1-3-1-5
6 栄養素の過不足と生活習慣病との関わりについて説明できる。 D1-2-3-1～2, D1-3-1-7
7 食生活と生活習慣病との関わりについて討議する。 D1-2-3-3
8 我が国の健康増進政策（食育）について概説できる。 D1-2-1-2
9 食事摂取基準について説明できる。 D1-3-1-6

10 摂食調節に関わる生理活性物質を挙げ、その作用機構について説明で
きる。 C7-2-2-1, C7-2-6-1

11 栄養補給と日内リズムとの関わりについて説明できる。 C7-2-2-1

12 生活習慣病発症予防のために、個々のライフスタイルに応じた適切な食
生活のあり方を提供できる。 F-5-3-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 安藤 導入（健康とは、栄養とは）
食生活調査（プレ調査）（演習） 1

2 〃 食品成分（栄養素）の種類と働き 2
3 〃 食品成分（非栄養素）の機能性と有用性 3
4 〃 食品の成分変化と栄養 2, 3

5 〃 食品のエネルギーとその利用、
ライフスタイル（身体活動）と栄養必要量 4, 5

6 〃 小テスト（中間評価） 1-5
7 〃 栄養素の過不足と生活習慣病、我が国の栄養摂取の現状 6
8 〃 我が国の食育・健康増進対策 8
9 〃 食事摂取基準の概念と利用法 9
10 〃 食生活調査（ポスト調査）と討論（演習） 1-9, 12

11 〃 食欲と摂食調節 10
12 〃 からだのリズムと栄養 11
13 〃 小テスト（総合評価） 1-12

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・講義プリントを配布し、講義を進行しながらプリント内の空欄部分を記入させるようにしている。
・日々の生活活動状況と食事内容（栄養バランス）を継続的に記録することにより、健康管理を行うとと
もに、健康維持のための適切な食生活とは何かについて考えてもらう。
・講義時間内に演習を実施し、講義で得た知識を活用する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・食生活調査を行い、意識の向上に努めている。授業で学んだことが日々の食生活に活かせるように、普
段摂っている食材を題材としてとりあげている。
・１年生の「生化学 I」「生物学」「細胞生物学」とともに、２年生の「栄養と食品機能」「健康保持と疾病予
防」など健康の維持増進に関連する科目の理解度を上げるための導入講義としての役割を意識し、講義の
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途中で小テストを実施し、基礎的知識を身につけさせている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
知識：講義や演習中に適宜口頭試問やチェックテストなどを行う。
技能：生活活動状況や食事内容が適切に記録できているかどうか評価し、フィードバックする。
態度：受講態度（演習に対する取り組みや出席状況など）から評価し、フィードバックする。
2) 総括的評価：演習評価（課題、レポート（技能）、パフォーマンス、受講態度）（75％）、チェックテス
ト（25％）として評価する。
知識：演習課題の内容とチェックテストにより評価する。
技能：生活活動状況や食事内容の記録から、適切な食生活のあり方を考察できるか評価する。
態度：受講態度（演習等の授業に臨む姿勢）から総合的に評価する。
パフォーマンス：演習課題やレポートから、自己分析力や考察の表現力を評価する。
〔教科書〕
講義時にプリント配布
〔参考書〕
第３版最新衛生薬学（別府正敏、平塚明　編集　廣川書店）
日本人の食事摂取基準　 2015年版（第一出版）
国民衛生の動向（厚生労働統計協会）
〔オフィスアワー〕
いつでも可　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
〔所属教室〕
薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義資料はWebClassに授業前に毎回アップします。アップされる度に資料をしっかり読み、その内容に
ついて予習を 70分以上行ってください。授業は１年科目の「生化学 I」「生物学」「細胞生物学」の講義で
扱う生体分子（糖質、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラル）やエネルギー代謝に関する内容が関連し
ます。予習とともに授業後の復習も 70分以上行ってください。
〔学生へのフィードバック〕
講義や演習中に適宜口頭試問やチェックテストなどを行い、授業内容の理解度をフィードバックする。
演習課題を通じて生活活動状況や食事内容の記録が適切かどうか評価し、フィードバックする。
授業中に受講態度（演習に対する取り組み方や出席状況など）を観察し、フィードバックする。
〔教員からの一言〕
食事記録をつけることで、自分に合った健康管理の方法がわかります。１年生の時から習慣にすることで、
健康で充実した大学生生活をおくりましょう。
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ヘルスプロモーション概論
Health Promotion for Pharmacists

第 1・2 学年 後期 （選択）一般教養 1 単位

武田　典子

横山　典子

藤井　紀美子

学 習 目 標
(GIO)

「健康を語れる人になる」が目標です。
本授業では、健康の維持・改善に対する施策や薬剤師の取り組みの現状を知り、国民が、自分らしい生活を
送ることのできる健康増進の支援について理解を深めることを目的としています。食事と運動・身体活動支
援の実際も含めて学び、日本健康マスター検定合格に必要な知識の取得を目指します。
科目名のヘルスプロモーションとは、「人々が自ら健康をコントロールし、改善することができるようにす
るプロセス」と定義されている 21世紀の健康戦略です。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 健康と健康を支える仕組みと薬剤師の係りを理解する

A-1-1-3, A-1-2-6, A-4-
1-1, B-3-1-1, B-3-2-2,
B-4-1-3, B-4-1-6, B-4-
2-1～2, D1-1-2-3, F-1-
3-5

2 身体活動・運動について、不足の悪影響と増進の健康効果を理解する
A-1-2-6, A-1-2-8, A-5-
3-1, D1-2-1-2, D1-2-3-1
～2, F-5-3-4

3 栄養・食生活、口腔について、健康の課題を理解する　 D1-2-1-1～2, D1-2-3-1
～2, D1-3-1-7

4 感染症の理解と対策・予防・治療の理解。健康の啓発と災害時対応を理
解する

A-1-2-6, B-4-1-5, F-5-
2-1

5 健康増進の目的に合わせた運動の選び方を理解する
A-1-2-6, A-1-2-8, A-3-
2-1, A-5-3-1, D1-2-1-2,
D1-2-3-2, F-5-3-4

6 食事と生活習慣病の関連性について理解する D1-2-3-1～2, D1-3-1-5,
D1-3-1-7, F-5-3-4

7 心の健康と良質の睡眠への対策と気を付けたい病気について理解する A-1-2-6～7, A-3-2-1, B-
4-1-4, F-5-3-8

8 健康寿命の延伸と高齢者の健康について運動の役割を理解する A-1-2-6, A-1-2-8, A-3-
2-1, D1-2-1-2

9 生活習慣病患者の食事指導について理解する A-1-2-6, A-1-2-8, D1-2-
1-1～2, D1-3-1-7～8

10 がん対策、嗜好品の見直し・健康食品・保健機能食品・OTC薬の理解に
ついて理を理解する

A-1-2-6, B-4-1-4, D1-3-
2-6, F-5-2-1, F-5-3-8

11 健康の啓発・健康改善法
A-1-2-6, A-3-1-3, A-3-
1-8～9, A-5-3-2, A-5-4-
2

12 女性のライフステージ毎の特徴について理解する A-1-2-6, A-1-2-8

13 ヘルスプロモーションにおける薬剤師の役割について、課題と展望を探
り考えを発表する

A-1-2-8, A-1-4-4, A-4-
5-1, A-5-1-1, A-5-2-1～
2, A-5-3-1, B-4-2-5, F-
1-2-3, F-5-3-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

１ 武田　典子
横山　典子

ヘルスプロモーション、健康リテラシー、医療保険制度、国
の健康施策、薬剤師の使命と役割 １

２ 横山　典子
武田　典子 身体活動・運動の影響　国民の運動習慣を増やす具体策 ２

３ 藤井　紀美子
武田　典子 栄養・食生活、口腔の課題と対策、健診の制度について ３

４ 武田　典子
横山　典子

感染症と対策、ワクチン、法律とデータ、健康を守る、救急
の知識 ４

５ 横山　典子
武田　典子

運動の種類によって得られる効果の違い、安全で効果的な
運動方法 ５

６ 藤井　紀美子
武田　典子 疾病に影響する食習慣と健康寿命につながる食事について ６

– 283 –334



回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

７ 武田　典子
横山　典子 ストレス、考え方の癖、睡眠の質、不安症、うつ ７

８ 横山　典子
武田　典子

高齢者の食事と運動、フレイル、ロコモティブシンドロー
ム、サルコペニア、認知症・転倒予防 ８

９ 藤井　紀美子
武田　典子 糖尿病、減量の食事指導の実際　エネルギー収支の算出方法 ９

１０ 武田　典子
横山　典子

喫煙、酒、緑茶、コーヒー、発がん因子とがん対策、サプ
リ・OTC薬 １０

１１ 横山　典子
武田　典子 国民の健康を守る健康関連法とデータ １１

１２ 藤井　紀美子
武田　典子

妊娠、出産、女性ホルモンの影響による女性のからだの特
徴　について １２

１３
武田　典子
横山　典子
藤井　紀美子

ヘルスプロモーションの重要性、健康長寿に向けた課題と
薬剤師の展望についてグループワークと発表

１，２，３，４，
５，６，７，８，
９，１０，１１，
１２，１３

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
ヘルスプロモーションに関する理解を深めるため、授業テーマについて少人数グループでの討議の時間を
設けます。最終授業では、「ヘルスプロモーション概論」の総括として、グループ討議を行いその内容をを
発表します。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本講義では、「日本健康マスター検定」の公式テキストを教科書とし、検定合格が可能な知識の習得を目指
します。要点及び知識の習得が確認できるようにします。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
１）形成的評価
ａ）知識：健康リテラシーを習得し、他者に話せるようになることを目指します。
２） 総括的評価
ａ）知識：確認テスト、レポートで総合的に評価します。(100％)

〔教科書〕
日本健康マスター検定公式テキスト　ＮＨＫ出版
〔参考書〕
日本人の食事摂取基準（第一出版）
糖尿病食事療法のための食品交換表第 7版（日本糖尿病学会　文光堂）
エクササイズ科学―健康体力つくりと疾病・介護予防のための基礎と実践 （田中 喜代次 編集 文光堂）
健幸華齢 (Successful Aging)のためのエクササイズ 単行本 （財団法人日本体育協会 監修 サンライフ出
版）
中高年者の疾病予防・改善のための運動プログラム （ 田中 喜代次 編集 ナップ）
中高年者の元気長寿のための運動プログラム （ 財団法人日本体育協会 監修 ナップ）
メディカルフィットネスＱ＆Ａ　（日本メディカルフィットネス研究会 編集 社会保険研究所）
〔オフィスアワー〕
授業の際、質問したい講師名と質問内容を、連絡先と共にお知らせください。
〔準備学習（予習・復習等）〕
Web classで資料を配信します。
テキストを用いて予習復習し、講義内容の理解を深めてください。
〔学生へのフィードバック〕
グループワークの状況に応じて、また質問に応じて、フィードバックを行います。
〔教員からの一言〕
「健康を語れる人になる」を目標に掲げ、履修後には「日本健康マスター検定」試験に合格のレベルまで達
するよう、健康関連知識を学習します。薬学生の「健康マスター」として、セルフケアやコミニティケア
の活動をしていただくことも可能になります。
〔備考〕
本講義修了者を対象に、2月または 3月にドラッグストア No1のウエルシア薬局 (株)の本部の見学会を設
けます。働く薬剤師の姿を見て、説明を聞き、質問し、学生時代に取り組むべきことを自ら探れるように、
企画します。
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数学を巡る世界
Harmony in the Mathematical Universe

第 1・2 学年 後期 （選択）一般教養 1 単位

片野　修一郎

学 習 目 標
(GIO)

　皆さんの多くは、数学という学問を、まず公式があって、計算してなんらかの答を求めるもの、という程
度に認識しているのではないでしょうか。もう少し大人びた人なら、薬学のような理科系の学問を勉強する
ための基礎をなすもの、とでも答えるでしょうか。そのような認識が誤っているとは言いませんが、数学に
は、自然科学の基礎を支える土台としての側面の他に、思想・哲学の体系としての側面があるのです。
　人類が文明を築き、文化を創出して以来、今日のように学問が細分化されるまでの 3000 年ほどのうち、
圧倒的に長い期間、数学は森羅万象を司る普遍的哲学の一種でした。そして、極めて高度に抽象的で難解な
体系へと変貌した現代にあっても、数学は一種の思想体系であり続けています。日本人が抱きがちな「計算」
というイメージとはかなりかけ離れた側面をもっているというのが本当の姿です。
　「数学が思想である」とはどういうことなのか、「数学的精神」とは何か、それがこの講義のテーマです。
「これがその答ですよ」などと提示したりはしません。答なんか端からありません。皆さんのそれぞれが講
義を聞いて、今まで学習してきた数学とは違った姿をそこに認めてくれればいいのです。それが真実の姿な
のです。１つのものにはいろいろ違った側面があり、多様なものの見方・解釈の仕方ができ、それらは背後
でつながっている、ということを実感してもらえたらいいですね。そのような「思想としての数学」や「数
学的精神」が、古代から現代に至るまでいかに人々の心を捉えてきたのか、いかに存在してきたのか、いか
に変容してきたのか、について時代の流れに沿って概観してゆきます。後期のみの講義ですので、取り上げ
ることのできるトピックは、話したいことのごく一部に過ぎませんが、意識的に人文科学とか芸術のような、
世間的には数学と無関係だと思われている分野から紹介します。たとえば、作曲家たちは極めて強く「数学
的なもの」に惹かれてきました。ルネサンス期の芸術家たちにも「数学的精神」が深く息づいています。そ
ういう事実に接したとき、理科系とか文科系とかいうレッテルなど無意味であることが皆さんにもきっとわ
かってもらえると思います。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
古代オリエント世界で生まれた数学が、さまざまな時代・文化・地域・宗
教の中で、それらと不可分に絡み合いながら、ある形をとってある分野
の中にその精神を覗かせる、その姿のいくつかを現代の立場で分析し鑑
賞する。

X-1-1-1～3, X-1-1-7

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 片野 【人類誕生以前】植物は数学を知っている。植物界を支配
する数学法則。 1

2 〃
【古代ギリシアおよび近代】美術作品などにしばしば使わ
れる黄金長方形と植物界の数学法則との神秘的関係。黄金
比を作曲理論に応用した 20 世紀ハンガリーの作曲家バル
トークについて。

1

3 〃
【古代メソポタミア】粘土板に記されたバビロニア数学の
驚くべきレベル。そのような数学が生まれた時代的・地域
的背景。

1

4 〃
【古代エジプト】バビロニアとは異なるタイプの数学が
なぜエジプトで生まれたか。ふたつの文明の特性の違いを
知る。

1

5 〃

【古代ギリシア】現代数学の直接の祖先はギリシア数学で
ある。そして、この時代から数学は思想的側面をもつよう
になる。ギリシア文明がそれまでの他の文明とどれほど変
わっているか。なぜそれがギリシアにだけ生まれたのか。
そしてそれらが今日我々が学んでいる数学にどのように関
わっているのか。

1

6 〃
【古代ギリシア】実は数学者ではなかったピュタゴラスとそ
の教団の思想。音階の発明者として伝わるピュタゴラスの
作った音階を試す。プラトンの『ティマイオス』を読む。

1

7 〃

【ルネサンス】ピュタゴラスの時代からこの頃まで、音楽と
数学と天文学は同じ学問であった。宗教の発展と共に複雑
な音楽が作られるようになり、そのための音律が発明され
た。具体的に楽曲を聴きながら，ピュタゴラス音律から平
均律までの音律の変遷を辿る。担当者が作曲した旋律を基
に、中世の音楽がどのように変遷してきたかを Musescore
というソフトを使って聴いてもらう。平均律と対数の誕生
が、ほぼ時期を一にしている理由など。

1
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

8,9 〃
【ルネサンス】天才画家・版画家・数学者デューラーの銅版
画『メレンコリア I』に彫られた数学的オブジェを巡る謎。
工芸家榎本和子氏の研究の紹介。

1

10 〃
【バロック】フリードリヒ大王に献呈されたバッハ晩年の
作品『音楽の捧げもの』にみられる数学的構造。譜面を読
みながら聴いてもらう。

1

11,12 〃
【現代】バッハの作品と本質的に同じ構造を用いて作られ
た現代の数理暗号 RSAの仕組みと特徴を学び、その暗号文
の復号を試みる。

1

13,14,15,16〃

【近現代】バッハ作品に現れる数学的構造を抽象化した群
構造を、婚姻構造研究に応用した文化人類学者 レヴィ＝ス
トロースについて。マルクス思想やサルトルの実存主義を
乗り越えたとされる構造主義とは何か。3 年間に渡るアマ
ゾンの未開部族の調査の中でレヴィ＝ストロースは何を見
出したのか。群の概念を最初に発見し、20歳で夭折したフ
ランス革命期の天才数学者ガロア、及びレヴィ＝ストロー
スに協力し、パスカルの再来と謳われた現代の天才数学者
ヴェイユの仕事の紹介。

1

17,18 〃
【17世紀】近代宇宙論の父と呼ばれるケプラーの 3法則、特
に調和法則と呼ばれる第 3 法則の発見に至るまでの驚愕の
道筋について。ピュタゴラス的神秘主義と近代経験主義が
奇跡的に結合したケプラーという大奇人の人物像の紹介。

1

19,20 〃

【江戸】鎖国のため西洋数学がほとんど入って来なかった
環境下で、世界的に見ても例のない独自な発達を遂げ、部
分的には当時最先端の西洋数学を凌ぐような成果をあげた
和算と、和算を楽しんだ江戸の庶民の心性について。数々
の和算の問題に挑戦しよう。

1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義の中に現れる題材に直に手を触れて体験してもらう。たとえば、松ぼっくりを拾ってくる、正 5角形
をコンパスも定規もなしに作ってもらう、輪ゴムを張った一弦琴を弾いてドレミファソラシドの音階を出
す、音楽を聴いてもらう等々。また、古代の人々が考えたのと同じ問題を考えてもらい、その解答を黒板
で発表してもらう、また全員でそれを題材に討議する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・狭量な世界観を壊すような話題が紹介できれば嬉しい。
・人文科学・芸術・歴史・宗教等に跨った分野横断的な数学の話をする。数学という学問が、試験のため
に公式を覚えて計算するだけのお粗末な代物では決してなく、歴史や宗教や芸術などと複雑に絡み合いな
がら、人類の歩みに寄り添い続けた学問であるということの一端でも感じられるようにしたい。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:課題を逐次課し、授業内に発表してもらってみんなで一緒に考えたり、レポート課題を提出しても
らう。
2) 総括的評価
a) 知識:試験はしない。提出された種々のレポート、質問への解答、および授業内の課題への解答発表の合
計（100%）によって総合的に評価する。
〔教科書〕
教科書はありません。トピックごとにプリント資料を配布します。
〔参考書〕
必要に応じて紹介します。
〔オフィスアワー〕
普段は下記所属教室にいます。聞きたいことがあれば、在室している限りいつでも受け付けます。
〔所属教室〕
薬学教育推進センター 2109研究室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義の性質上、特に予習・復習すべきことはありません。それより、自分が知らなかった世界に触れたこ
とをきっかけにして、どんどん本を読んでください。大学の授業というのは、本来皆さんが自ら興味を
もって勉強をしていくきっかけや刺激を与えるためにあるものです。自分がいかに狭い世界観の中で生き
てきたのかということに気づき、その世界を広げ、異質な価値観の存在を知り、多様なものの見方に触れ
るのに、読書ほどうってつけの媒体はありません。若いうちに沢山の刺激を受け、触発されて下さい。大
いに批判もして下さい。本を読まない国民は滅びます。
〔学生へのフィードバック〕
宿題にした課題を発表してもらい、みんなで一緒に考え、討議する題材としたい。
〔教員からの一言〕
皆さんは普段から「問題の正解を答えられること」ばかりを訓練していると思われるので、レポート課題
の中には答がないようなものや、どのように考えたらいいのかすぐにはわからないようなものを積極的に
含めます。また、講義から触発された自由研究や、関連書籍を自主的に読んで書いた感想文なども受け入
れます（場合によってはそれらの方を高く評価する）。学校の授業の中でしか数学と取り組んでこなかっ
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たという人にとっては、「数学の勉強＝試験の対策」だったでしょう。試験の対策が結果的に数学の深い理
解や興味の喚起に結びつけはよいのですが、実態はそれとは全く違っています。この授業には、至る所に
ふいに、様々な数学が現れます。今までこんな形で数学に触れた経験はないでしょうから、たぶん最初は
びっくりするでしょう。でも、学校の試験にしか通用しない数学なんて、考えてみればたいへん奇妙です。
日本では、その奇妙なことが堂々とまかり通っています。数学がいかに色々な分野に使われているかの例
として、数学を用いた現代の暗号理論とか群論のような一見難しげなものや、構造主義のような大人びた
思想も紹介する。もちろん、やさしく解説します。
また、譜面を読みながら楽曲を聴くことがあるので、譜面が読めるといいですね。
〔備考〕
本年度は特別措置で週に 2回開講します。2回とも同じ内容を講義するのは芸がなさ過ぎるので、違う話
をしようと思います。現時点で決定したわけではありませんが、授業内容の番号で一方は 1～12まで、も
う一方は 13以降（1～12の中で時間不足で話せなくなりそうなものを含む）とに振り分けようかと考えて
います。話す順序は変わる可能性があります。どちらの曜日も全部は話せない可能性が高いと思いますの
で、適宜取捨選択します。
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健康スポーツ
Health and Physical Education

第 1 学年 後期 （選択）一般教養 1 単位

中山　恭一

学 習 目 標
(GIO)

生涯にわたって健康で活力に満ちた質の高い生き方を確立するために、スポーツ（身体活動も含む）の実践
を通じて、身体運動に関する科学的知識を修得することは大切です。この授業で各種スポーツの基本的技術
を修得し、生涯スポーツの実践能力を身につけて下さい。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 身体活動を通じて協力して行動することの大切さを理解する。 A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1, A-4-4-1, A-4-5-1

2 競技ルールを遵守することで社会における規則の大切さを理解する。 B-1-1-1, B-1-2-1, B-1-
3-1, B-1-4-1, B-1-5-1

3 生涯スポーツの実践能力を修得する。（技能） A-5-3-1～2

4 体力の保持・増進及びコミュニケーション能力を修得する。（技能・態度）
A-3-1-5～9, C7-1-5-1～
2, D1-2-1-2, D1-2-2-3,
D1-3-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 中山 ガイダンス、WebClass を活用して運動プログラムを作成
する 1,2,４

２～４ 中山 男子・女子：ソフトボール 1～４

５～７ 中山 男子：硬式テニス・フットサル
女子：硬式テニス 1～４

８～９ 中山 男子：硬式テニス・フットサル
女子：フットサル 1～４

10～13 中山
男子・女子：バドミントン・バレーボール・バスケットボー
ル
＊体育館種目

1～４

14 中山

男子：バドミントン・バレーボール・バスケットボール
＊体育館種目
最終課題レポート：
題目「後期期間中に身体活動 (運動プログラム)を通して各
自の心身の変化を科学的根拠を基に分析し、自身の日常生
活に活かす工夫を具体的に考察する」

1～４

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
実技と並行してWebClassを活用し、自身で作成した運動プログラムを日々実践&記録し、週単位で振り
返り自己評価をし提出する。これを後期期間中繰り返す。また日頃からダイエットアプリ「フィンク」(無
料)等を積極的に活用し、栄養&運動&休息等のサポートを受け、自身のコンディションを把握・分析し日
常生活に活かす工夫を考え取り組んでいく。また最後に、これらを資料として科学的根拠を基に自身の取
り組みを振り返り、日常生活に活かす工夫を考えレポートとしてまとめる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
生涯スポーツとしての位置付けを重要視し、将来的に健康の保持増進を計るための指導を取り入れている。
〔成績評価方法〕
<試験、レポート・課題により評価する>
１）形成的評価
a)知識：最終課題レポート：題目「後期期間中に身体活動 (運動プログラム)を通して各自の心身の変化を
科学的根拠を基に分析し、自身の日常生活に活かす工夫を具体的に考察する」
b)技能：毎回の確認試験 (各回授業のポイントを理解し取り組めている)
c)態度：毎日の運動プログラムの実践＆評価 (日々の実践&記録から、こまめに自己評価をし反映してい
る)
２）総括的評価
a)知識：最終課題レポート（20％）
b)技能：毎回の確認試験（50％）
c)態度：毎日の運動プログラムの実践＆評価（30％）
〔教科書〕
適時、プリント等を配布する。
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〔参考書〕
ジョンＪレイティ著「脳を鍛えるには運動しかない！」NHK出版
中野ジェームス修一著「中野ジェームズ修一の DIET DIARY」マガジンハウス
〔オフィスアワー〕
中山　水曜日・木曜日午後３時３０分～午後５時３０分　生命科学部体育・スポーツ研究室　授業実施日
のみ
〔所属教室〕
生命科学部体育・スポーツ研究室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業前日は十分な睡眠と適切な食事をとり、体調管理に努める（体調管理に日頃からダイエットアプリ
「フィンク」（無料）等を積極的に活用し栄養＆運動＆休息等のサポートを受け、自身のコンディショニン
グに役立ててください）。
各実施種目のルールを理解しておく。
授業で分からないことがあれば、参考書＆雑誌、インターネット等を利用し、まずは自分で調べてみて下
さい。それでも理解出来ないこと、又は新しい発見・気付き等があれば是非オフィスアワーや次回の授業
時に伝えて下さい。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想等に対して必要に応じて、授業中に全学生に対してその内容を伝え、解説
を加える等の対応を行う。
〔教員からの一言〕
各種スポーツを楽しむ為のゲームが中心です。
安全第一に、ルールを守って積極的に参加して下さい。
スポーツを楽しみましょう。
この授業では、皆さん自身の心身の状態をより良いものにしてゆく力（フィットネスマネジメント能力）
＆生涯スポーツの実践能力をより効果的に学ぶと同時に、身に付けて頂きたいと思います。
「フィットネスマネジメント」とは、「自分を大切にする行為」「自分を愛する行為」と言えます。それは "
単に病気でない"といった消極的な状態ではなく、"より積極的にその幸福に向けて活き活きとした生活を
おくっている心やからだの状態"を意味しています。そして、私達がそのような状態を手に入れるために
は、「心」、「運動」、「栄養」、「休養」といったトータルな心身への働きかけが重要で、こうした自己の心身
への適切な働きかけを私達は「フィットネスマネジメント」と呼んでいます。
人の健康は日々の一つひとつの行動の積み重ねであり、その獲得には日々の習慣を焦らずコツコツと着実
に、健康的なものに変えていくしか方法がありません。そして、この授業ではその具体的な健康づくりの
ための効果的な行動計画をサポートすることを目的としています。
〔備考〕
＊各種目、基本技術を習得しゲームを中心に実施する。
＊実施種目は、天候又は利用施設の状況により予定と変更する場合がある。
＊受講上の注意：安全上及び良いパフォーマンスを発揮する為の準備として、運動に相応しい服装・シュー
ズを着用のこと。
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薬学のあゆみ
Advances in Pharmaceutical Sciences

第 1 学年 前期 （選択）一般教養 1 単位

薬学部教員

学 習 目 標
(GIO)

薬学は、医薬品のみならず生薬などの天然物を含む化学物質全般を扱う学問であり、その研究範囲は有機化
学、物理化学、生化学、分析化学、衛生化学、薬理学、薬剤学など多岐に渡る。さらに、医療の中では、薬
の適正使用実現のため、研究による様々な工夫がされてきた。これから薬学を学ぶにあたって、これまでの
薬学研究のあゆみとこれからの展望に触れ、薬学への関心と興味を深める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会にお
ける役割について説明できる。 A-1-2-2

2 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケア
について説明できる。 A-1-2-3

3 医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の責任と義務を説明で
きる。 A-1-2-5

4 薬学の歴史的な流れと医療における薬学の役割について説明できる。 A-1-4-1
5 薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。 A-1-4-2

6 薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）につ
いて説明できる。 A-1-4-3

7 将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。 A-1-4-4

8 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づ
ける。 A-5-2-2

9 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1～9 薬学部教員 講義担当教員による薬学研究の歴史と最先端研究内容紹介 1～9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義の最後に講義内容に関する小テストを実施し、自身で理解度を確認できる。また、それを活用しなが
ら講義内容を振り返ることができる。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:講義の最後に小テストを実施する。
2) 総括的評価
a) 知識:小テストの合計得点（100%）から判定する。
〔オフィスアワー〕
各講義担当教員が指定する。
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義担当教員の所属教室のホームページなどで予め研究内容を確認しておくこと。また、講義後の小テス
トを復習しながら、講義内容を振り返ること。
〔学生へのフィードバック〕
研究内容などに興味を持ち、さらに詳しく知りたい学生には、各講義担当教員が個別に対応する。
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病気とくすり
Diseases and Medication

第 1 学年 前期 （選択）一般教養 1 単位

大山　勝宏　　　恩田　健二　　　山田　純司　　　堀　祐輔

学 習 目 標
(GIO)

わが国では、現在、高齢化社会の到来をひかえ、国民のヘルスケアへの意識が高まり、健康の保持と増進、
あるいは疾病の予防と治療について、多くの関心が寄せられている。そして、「病気とくすり」に関する知
識は今や一般教養となりつつある。そこで本講義では、専門的な薬学の学修に先立ち、疾病と医薬に関する
一般的な知識を修得するために、「病気とくすり」にまつわる様々な話題に触れて教養を深める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬物の投与から排泄までの過程で、薬効に影響を及ぼす因子を概説で
きる。

E4-1-2-3～5, E4-1-4-2,
E4-1-4-5, E4-1-5-1

2 医薬品の定義を概説できる。 B-2-2-1, E2-9-2-1, E2-
9-6-1

3 代表的な製剤の種類とその特性について説明できる。 E5-2-1-1～2, E5-2-1-5,
E5-3-1-1

4 医薬品を適正に取り扱うために必要な項目を概説できる。
A-1-2-3, E1-1-1-1, E1-
1-1-7, E1-4-1-1, E2-2-
2-4, E3-1-1-1, E3-1-2-4

5 医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範について概説で
きる。 B-2-2-2, E3-1-1-3～4

6 代表的な疾患とその治療薬のメカニズムを説明できる。
E1-1-1-2, E2-2-2-3, E2-
4-2-1, E2-5-1-1, E2-7-
3-1, E2-7-8-1

7 薬効に影響を与える飲食物や薬の組み合わせとそのメカニズムを説明で
きる。 E4-1-2-1, E4-1-2-3～4

8 薬剤師が地域貢献のために実施しうる項目を説明できる。 B-4-1-4, B-4-2-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 山田 目的に合わせた薬の投与方法　（薬物動態・薬剤選択） 1

2, 3 山田 体内における薬の旅　（薬物動態・個別化医療） 1
4 堀 薬を取り巻く規制　（薬事関連法規・制度） 2
5 堀 薬の種類と工夫　（製剤設計） 3
6 堀 薬の正しい使い方　（医薬品適正使用） 4
7 恩田 薬ができるまで　（医薬品開発） 5

8, 9 恩田 薬の効く仕組み　 （薬理・病態・薬物治療） 6
10 大山 薬の相互作用　（薬物相互作用） 1,7

11 大山 薬効に影響を及ぼす飲食物　（医薬品安全性管理） 1,7

12 大山 地域での保健　（地域包括ケア・セルフメディケーション） 8
13 大山 総括・確認試験 1-8

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に教科書へのマークや書き込みを促し、全講義終了後には、学生各自が作成し、自らに適した「ま
とめの学修ノート」として仕上がるように仕向けている。
〔成績評価方法〕
総括的評価　 a）知識：確認試験（100%）の結果に基づいて評価する。但し、受講態度によっては受験資
格を失うことがある。
〔教科書〕
プリント：WebClassに掲載するので、各自ダウンロードして準備すること。
〔参考書〕
今日からモノ知りシリーズ「トコトンやさしい薬の本」 加藤哲太（日刊工業新聞社）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕

– 291 –342



大山　勝宏　薬学実務実習教育センター　教育 5号館　 5601教員室
恩田　健二　臨床薬理学教室　　　　　　医療薬学研究棟 2階
山田　純司　臨床医療薬学センター　　　医療薬学研究棟 3階 M303号室
堀　　祐輔　薬学実務実習教育センター　教育 5号館　 5605教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業を受ける前に、シラバスを開いて講義予定項目の SBOsを確認し、教科書の該当範囲を読んでから講
義に臨むようにしてください。また、講義の後は必ず復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に向けてその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行う。また、特に必要性の高いものについては翌年以降の講義内容に反映させる。
〔教員からの一言〕
● 1年～4年次までの間に学修する『医療薬学』の内容を先取りし、「この先、何を学ぶために、どの科目
を順番に学修して行くのか」、つまり「何のために勉強するのか」を教えます。
●どうしてそうなるのか、なぜそうするのか、にこだわって解説します。
●何となく概観するのではなく、初等ながらも、しっかりとした知識を身に付けます。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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英語検定 I
English for Proficiency Tests I

第 1・2 学年 前期 （選択）外国語 1 単位

大野　真

神田　玲子

首藤　理彩子

学 習 目 標
(GIO)

就職の際にも重要な TOEIC や英検などの英語能力検定試験に対応する基礎力を養うために、問題演習を
行って設問形式に慣れながら、リスニング力と速読力を養い、頻出語彙と文法事項を取得する。目標として
は、全員が TOEIC550点あるいは英検二級、上位者は TOEIC700点以上あるいは英検準一級を目指す。着
実な語彙力と文法知識を基盤とした上で、ナチュラルスピードの英文を聞き取り、また、素早く文章の大意
を把握する訓練を積む。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 各種検定試験（TOEIC、英検、TOEFL）の特徴を理解する。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～
4, X-3-3-1～4

2 ラジオ講座の活用法を理解する。 X-3-3-1～4

3 検定試験の問題形式と傾向を理解する。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～
4, X-3-3-1～4

4 まとまった文章を聞き取ることができる。 X-3-3-1～4
5 まとまった文章を速読して内容を理解できる。 X-3-1-1～2
6 検定試験に必要な文法事項を習得する。 X-3-2-1
7 検定試験に必要な語彙を習得する。 X-3-2-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 大野、神田、首藤 前期授業のイントロダクション 1、2

2～12 〃 前期テキストの演習 3～7
13 〃 前期試験 3～7

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
レポートの提出あるいは小テストを頻繁に実施する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
大学内で TOEIC試験を定期的に実施しているので、その結果を分析し、学生の苦手とする部分を重点的
に指導する。また、TOEICの問題をテーマ別に分類することにより、有機的な思考力を養うように配慮し
ている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：演習問題を繰り返し行う。
2）総括的評価
a）知識：試験（70％）、提出物や小テスト（30％）を総合的に評価する。ただし、欠席の多い者あるいは
毎回の授業や提出物等に真剣に取り組まない者は、受験停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
鶴岡公幸他『シチュエーションごとに解く TOEIC完全対策問題集』（松柏社）
〔参考書〕
「入門ビジネス英語」や「実践ビジネス英語」などの NHKラジオ講座
〔オフィスアワー〕
大野　真　いつでも可。但し、要予約。
非常勤講師　薬学事務課にて　薬学部事務にて要予約。
〔所属教室〕
大野　真　第 2英語研究室　教育 3号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
テキストやプリントの予習・復習を行い、授業内容を着実に消化してください。重要語句・構文を英語で
正確に書けるようにすること。
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授業ごとに予習と復習を各々 30分以上行うことが望ましい。
〔学生へのフィードバック〕
授業での提出課題をチェックして、学生の間違えやすい個所を確認している。
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英語検定 II
English for Proficiency Tests II

第 1・2 学年 後期 （選択）外国語 1 単位

大野　真

神田　玲子

首藤　理彩子

学 習 目 標
(GIO)

就職の際にも重要な TOEIC や英検などの英語能力検定試験に対応する基礎力を養うために、問題演習を
行って設問形式に慣れながら、リスニング力と速読力を養い、頻出語彙と文法事項を取得する。目標として
は、全員が TOEIC550点あるいは英検二級、上位者は TOEIC700点以上あるいは英検準一級を目指す。着
実な語彙力と文法知識を基盤とした上で、ナチュラルスピードの英文を聞き取り、また、素早く文章の大意
を把握する訓練を積む。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 各種検定試験（TOEIC、英検、TOEFL）の特徴を理解する。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～
4, X-3-3-1～4

2 ラジオ講座の活用法を理解する。 X-3-3-1～4

3 検定試験の問題形式と傾向を理解する。 X-3-1-1～2, X-3-2-1～
4, X-3-3-1～4

4 まとまった文章を聞き取ることができる。 X-3-3-1～4
5 まとまった文章を速読して内容を理解できる。 X-3-1-1～2
6 検定試験に必要な文法事項を習得する。 X-3-2-1
7 検定試験に必要な語彙を習得する。 X-3-2-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 大野、神田、首藤 後期授業のイントロダクション 1、2

2～12 〃 後期テキストの演習 3～7
13 〃 後期試験 3～7

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
レポートの提出あるいは小テストを頻繁に実施する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
大学内で TOEIC試験を定期的に実施しているので、その結果を分析し、学生の苦手とする部分を重点的
に指導する。また、TOEICの問題をテーマ別に分類することにより、有機的な思考力を養うように配慮し
ている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：演習問題を繰り返し行う。
2）総括的評価
a）知識：試験（70％）、提出物や小テスト（30％）を総合的に評価する。ただし、欠席の多い者あるいは
毎回の授業や提出物等に真剣に取り組まない者は、受験停止の措置を講ずることがある。
〔教科書〕
鶴岡公幸他『シチュエーションごとに解く TOEIC完全対策問題集』（松柏社）
〔参考書〕
「入門ビジネス英語」や「実践ビジネス英語」などの NHKラジオ講座
〔オフィスアワー〕
大野　真　いつでも可。但し、要予約。
非常勤講師　薬学事務課にて　薬学部事務にて要予約。
〔所属教室〕
大野　真　第 2英語研究室　教育 3号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
テキストやプリントの予習・復習を行い、授業内容を着実に消化してください。重要語句・構文を英語で
正確に書けるようにすること。
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授業ごとに予習と復習を各々 30分以上行うことが望ましい。
〔学生へのフィードバック〕
授業での提出課題をチェックして、学生の間違えやすい個所を確認している。
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英会話 I
English ConversationI

第 1・2 学年 前期 （選択）外国語 1 単位

Donna McInnis

Sebastian Brooke

学 習 目 標
(GIO)

The purpose of this English Conversation class is to assist students in improving all four skills in English.
The focus will be on conversations in English, utilizing the discussion points related to each unit. Group
discussions will be an integral component of the course.

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1

By the end of the course, students will have:

Enriched vocabulary knowledge and understanding of simple conver-
sational grammatical patterns.

X-3-2-1

2 Improved listening skills for daily conversations, in both formal and
informal settings. X-3-3-1～2

3 Improved speaking skills and ability to give opinions in English. X-1-1-2, X-1-1-4, X-3-
3-3

4 Ability to understand and interact with online media and give re-
sponses. X-3-3-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 McInnis
Brooke

Introductions/Course Info
（学期を通じての注意）All assigned homework must be
completed before the next class.

1-4

2 〃 Unit 7A: Stress and How to Survive 1-4
3 〃 Unit 7B 1-4
4 〃 Unit 7C 1-4
5 〃 Listening Tasks/Unit 7 QUIZ 1,2

6 〃 Unit 8A: Giving Advice 1-4
7 〃 Unit 8B 1-4
8 〃 Unit 8C 1-4
9 〃 Listening Tasks/Unit 8 QUIZ 1,2

10 〃 Unit 9A: Instructions and Conditionals 1-4
11 〃 Unit 9B 1-4
12 〃 Unit 9C 1-4
13 〃 Listening Tasks/Unit 9 QUIZ 1,2

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
Students will participate in weekly group discussions and conversations and also take turns introducing
topics and leading discussions of those topics.

〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
Students will participate in weekly conversations with other students and the instructor in English. Critical
thinking and learning to give opinions and ideas in weekly discussions will be emphasized.

〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
Students will be evaluated by the following tasks:
Unit Quizzes and Listening Tasks 50%, Discussion Leadership and Active Participation 30%,
YOUTUBE/TED TALK Journal 20%

〔教科書〕
English File 4th edition Pre-Intermediate Student Book, Oxford University Press.
(前期は、UNITS 7-9　を扱います)
注意）「英語（コミュニケーション）I・II」（1年次必修科目）の 2021年度テキストと同じテキストを使用
します。ただし、扱う単元（Unit）は「英語（コミュニケーション）I・II」と異なります。
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〔参考書〕
Any English-English dictionary is recommended, such as the Oxford Advanced Learner’s Dictionary.

〔オフィスアワー〕
Office hours:
薬学事務課もしくは直接担当の先生に予約してください。
下記のメールアドレスでも連絡可能です。
Sebastian Brooke: ＜ sjbrooke@hotmail.com＞
Donna McInnis: ＜ djmstar@aol.com＞
〔準備学習（予習・復習等）〕
Students are expected to preview the week’s textbook content, complete homework exercises, watch
online videos in English to write about in their journals, and prepare for group discussions. Students
should expect to spend 45-90 minutes a week in preparation and review.

〔学生へのフィードバック〕
There will be regular, weekly feedback on homework exercises, textbook work, and conversation skill
development.

〔教員からの一言〕
This is a conversation class conducted in English, so be prepared to be active and share your ideas and
opinions.
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英会話 II
English ConversationII

第 1・2 学年 後期 （選択）外国語 1 単位

Donna McInnis

Sebastian Brooke

学 習 目 標
(GIO)

The purpose of this English Conversation class is to further assist students in improving all four skills
in English. The focus will be on conversations in English, utilizing the discussion points related to each
unit. Group discussions will be an integral component of the course.

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
By the end of the course, students will have:
Enriched vocabulary knowledge and understanding of simple conver-
sational grammatical patterns.

X-3-2-1

2 Improved listening skills for daily conversations, in both formal and
informal settings. X-3-3-1～2

3 Improved speaking skills and ability to give opinions in English. X-1-1-2, X-1-1-4, X-3-
3-3

4 Ability to understand and interact with online media and give re-
sponses. X-3-3-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 McInnis
Brooke

Introductions/Course Info
（学期を通じての注意）All assigned homework must be
completed before the next class.

1-4

2 〃 Unit 10A: Expressing movement and phrasal verbs 1-4
3 〃 Unit 10B 1-4
4 〃 Unit 10C 1-4
5 〃 Listening Tasks/Unit 10 QUIZ 1,2

6 〃 Unit 11A: Similarities and differences/ Word building 1-4
7 〃 Unit 11B 1-4
8 〃 Unit 11C 1-4
9 〃 Listening Tasks/Unit 11 QUIZ 1,2

10 〃 Unit 12A: Time expressions and reported speech 1-4
11 〃 Unit 12B 1-4
12 〃 Unit 12C 1-4
13 〃 Listening Tasks/Unit 12 QUIZ 1,2

14 〃 Course and Assessment Review 1-4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
Students will participate in weekly group discussions and conversations and also take turns introducing
topics and leading discussions of those topics.

〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
Students will participate in weekly conversations with other students and the instructor in English. Critical
thinking and learning to give opinions and ideas in weekly discussions will be emphasized.

〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
Students will be evaluated by the following tasks:
Unit Quizzes and Listening Tasks 50%, Discussion Leadership and Active Participation 30%,
YOUTUBE/TED TALK Journal 20%

〔教科書〕
English File 4th edition Pre-Intermediate Student Book, Oxford University Press.
(後期は、UNITS 10-12　を扱います)
注意）「英語（コミュニケーション）I・II」（1年次必修科目）の 2021年度テキストと同じテキストを使用
します。ただし、扱う単元（Unit）は「英語（コミュニケーション）I・II」と異なります。
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〔参考書〕
Any English-English dictionary is recommended, such as the Oxford Advanced Learner’s Dictionary.

〔オフィスアワー〕
Office hours:
薬学事務課もしくは直接担当の先生に予約してください。
下記のメールアドレスでも連絡可能です。
Sebastian Brooke: ＜ sjbrooke@hotmail.com＞
Donna McInnis: ＜ djmstar@aol.com＞
〔準備学習（予習・復習等）〕
Students are expected to preview the week’s textbook content, complete homework exercises, watch
online videos in English to write about in their journals, and prepare for group discussions. Students
should expect to spend 45-90 minutes a week in preparation and review.

〔学生へのフィードバック〕
There will be regular, weekly feedback on homework exercises, textbook work, and conversation skill
development.

〔教員からの一言〕
This is a conversation class conducted in English, so be prepared to be active and share your ideas and
opinions.
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ドイツ語 I
German I

第 1・2 学年 前期 （選択）外国語 1 単位

勅使川原　聖子

渡辺　幸子

学 習 目 標
(GIO)

ドイツ語の最初歩をアルファベットから学びます。日本語はもちろん、英語との類似点や相違点を明らかに
しながら、基本レベルのドイツ語文法を理解し、ドイツ語で簡単なコミュニケーションをはかれるようにし
ます。また、ドイツ語やドイツ語圏の文化について理解を深めることをあわせて目標とします。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 ドイツ語の発音の特徴を理解し、未知の単語もつづりを見て発音できる
ようになる。 X-1-1-2

2 ドイツ語の初級文法の仕組みを体系的に理解する。 X-1-1-1～2
3 ドイツ語技能検定 4級に合格できる程度の基礎的総合力をつける。 X-1-1-2

4 ドイツ語圏の文化や芸術に親しみ、日本と比較しながら日本やドイツ語
圏のありようを考える。 X-1-1-1～3, X-1-1-6

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 勅使川原、渡辺 前期授業のイントロダクション／アルファベット 1
2 〃 つづりと発音／あいさつ 1、2、3、4
3 〃 人称代名詞、動詞の現在人称変化 2、3、4
4 〃 動詞の位置、疑問詞 2、3、4
5 〃 重要不規則変化動詞 2、3、4
6 〃 自己紹介　 2、3、4
7 〃 不規則動詞の現在人称変化 2、3、4

8～9 〃 名詞の性と格、定冠詞と不定冠詞 2、3、4
10 〃 名詞の数、特殊な変化をする名詞 2、3、4

11～12 〃 話法の助動詞 2、3、4
13 まとめと試験 1、2、3、4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
　文法項目ごとに補助プリントを利用し、空欄に記入させながら講義を進めている。毎回宿題を課し、学
生を指名して解答を求めている。また、期末テストとは別に小テストを複数回実施し、学習到達度を学生
自身が客観的に確認できるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
　板書はもちろん、空欄補充式の補足プリントによる丁寧な文法解説と問題演習、耳からも発音を習得で
きるよう、繰り返しをいとわない発声練習と聞き取り練習、ドイツ語圏への関心を高めるための映像資料
の活用。
〔成績評価方法〕
1）形成的評価
a：知識　小テスト、提出課題、毎回の宿題などにより行う。
c：態度　受講態度（出席状況、宿題への取り組み）により評価する。
2）総括的評価
a：知識　定期試験、平常点（出席、小テスト、提出物）により総合的に評価する。
c：態度　受講態度（出席状況、宿題への取り組み）により評価する。
〔教科書〕
熊谷哲哉　著　『ミニマムドイツ語・ノイ』 （朝日出版社）
〔参考書〕
辞書と合わせて初回の授業で紹介する。
〔オフィスアワー〕
水曜午後　薬学事務課にて
〔準備学習（予習・復習等）〕
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　毎回の授業で、予習と復習を兼ねた宿題が出ますので、授業内容をきちんと消化できるよう、必ずやっ
てくるようにしてください。
〔学生へのフィードバック〕
　宿題についてはもちろん、課題や小テストについても返却時に解説を行います。理解が不十分であった
り、追加の練習問題を希望する場合には、補習プリントを随時配布します。
〔教員からの一言〕
　ドイツ語は、ひと昔前のような医療関係者必須の言語ではなくなりましたが、レントゲンやアレルギー
といった、ドイツ語に由来する医療用語、薬や病気などの名称は、今でもたくさん使われています。英語
と同じ系統をもつ言語ですが、ドイツ語の特性をきちんと把握できれば、英語や日本語をより深く理解で
きるようにもなります。わからない部分は積極的に質問してください。
〔備考〕
独和辞典は毎回持参のこと。
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ドイツ語 II
German II

第 1・2 学年 後期 （選択）外国語 1 単位

勅使川原　聖子

渡辺　幸子

学 習 目 標
(GIO)

　ドイツ語 I の学習内容を定着・発展させ、ドイツ語で簡単なコミュニケーションをはかれるようにする。
また引き続きドイツ語圏の文化について理解を深めることをあわせて目標とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 ドイツ語の初級文法の仕組みを体系的に理解する。 X-1-1-2

2 自分の意志や希望を伝え、出来事を報告するなどの易しい会話表現を習
得する。 X-1-1-1～2

3 ドイツ語技能検定 4級に合格できる程度の基礎的総合力をつける。 X-1-1-2

4 ドイツ語圏の文化や芸術に親しみ、日本と比較しながら日本やドイツ語
圏のありようを考える。 X-1-1-1～3, X-1-1-6

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 勅使川原、渡辺 後期授業のイントロダクション／前期の復習 1、3

2～3 〃 所有冠詞と否定冠詞 1、2、3、4
4 〃 定冠詞類 1、2、3、4
5 〃 人称代名詞の格変化 1、2、3、4

6～7 〃 前置詞 1、2、3、4
8～９ 〃 分離動詞と非分離動詞 1、2、3、4
10 〃 動詞の三基本形 1、2、3、4
11 〃 現在完了形 １、2、3、4
12 〃 過去形 １、2、3、4
13 〃 まとめとテスト １、2、3、4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
　文法ごとに補助プリントを配布し、空欄に記入させながら講義を進めている。宿題を毎回課し、学生を
指名して解答を求めている。また、期末テストとは別に小テストを実施し、学習到達度を学生自身も客観
的に確認できるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
　板書はもちろん、空所補充式の補足プリントによる丁寧な文法解説と問題演習、耳からも発音を習得で
きるように繰り返しをいとわない発声練習、ドイツ語圏への関心を高めるための映像資料の活用。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a：知識　小テスト、提出課題、毎回の宿題などにより行う。
c：態度　受講態度（出席状況、宿題への取り組み）により評価する。
2）総括的評価
a：知識　定期試験、平常点（出席、小テスト、提出物）により総合的に評価する。
c：態度　受講態度（出席状況、宿題への取り組み）により評価する。
〔教科書〕
熊谷哲哉　著　『ミニマムドイツ語・ノイ』　（朝日出版社）
〔オフィスアワー〕
水曜午後　薬学事務課にて
〔準備学習（予習・復習等）〕
　毎回の授業で、予習や復習を兼ねた宿題が出ますので、授業内容をきちんと消化できるよう、宿題は必
ずやってくるようにしてください。
〔学生へのフィードバック〕
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　宿題についてはもちろん、課題や小テストについても返却時に解説を行います。理解が不十分であった
り、追加の練習問題を希望する場合には、補習プリントを随時配布します。
〔教員からの一言〕
　ドイツ語は、ひと昔前のような医療関係者必須の言語ではなくなりましたが、カルテやアレルギー、レ
ントゲンといった、ドイツ語に由来する医療用語、薬や病気などの名称は今でもたくさん使われています。
英語と同じ系統の言語ですが、ドイツ語の特性をきちんと把握できれば、英語や日本語をより深く理解で
きるようにもなります。わからない部分は積極的に質問してください。
〔備考〕
独和辞典は毎回持参のこと。
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中国語 I
Chinese I

第 1・2 学年 前期 （選択）外国語 1 単位

三浦　久仁子

学 習 目 標
(GIO)

中国語の初歩的学習事項を理解・習得し、簡単な会話と読み書きができる。
中国の分化や生活習慣を理解し、異文化への理解を深める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 各回の学習事項に基づき、簡単な会話と読み書きが行なえる。 X-1-1-2
2 中国の文化や生活習慣を理解し、異文化への理解を深める。 X-1-1-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 三浦 授業の説明
第１課　こんにちは/発音（1） 1,2

2 〃 第 2課　また明日/発音（2） 1,2

3 〃 第 3課　ありがとう/発音（3） 1,2

4 〃 第 4課　お久しぶり/発音（4） 1,2

5 〃 発音復習
第 5課　出迎える 1,2

6 〃 第 5課ドリル
第 6課　歓迎パーティー 1,2

7 〃 第 6課ドリル
第 7課　タクシーに乗る 1,2

８ 〃 5・6課確認テスト
第 7課ドリル 1,2

９ 〃 第 8課　宿泊する 1,2

10 〃 第 8課ドリル
第 9課　道を尋ねる 1,2

11 〃 7・8課確認テスト
第 9課ドリル 1,2

12 〃 前期総復習 1,2

13 〃 まとめテスト 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・必要に応じ補助プリントを配布
・復習のための小テストを実施
・各回できる限り多くの学生に発言させる
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
中国語を学ぶ上で文化的な背景も理解するため視聴覚教材なども使用する。
〔成績評価方法〕
＜試験・課題とそれ以外の方法により評価する＞
・期末試験（持ち込み不可）の結果 (30%)と平常点（出席状況・授業態度・小テストの結果・課題の提出
状況）(70%)を総合して評価する。
・教室に来ているだけで授業に参加していない者は欠席とみなす場合があるので注意すること。また、受
講状況不良のものに対しては受験停止の措置などを講ずる場合があるので注意すること。
〔教科書〕
『しゃべっていいとも中国語 中西君と一緒に中国へ行こう！』（ 陳淑梅、劉光赤 著／朝日出版社）ISBN:
978-4-255-45178-7

〔オフィスアワー〕
講義終了後
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：課題部分はかならず事前にやっておいてください。また、授業の前に今回学ぶであろう部分に目を
通し何を学ぶのか確認しておいてください。
復習：中国語を話せるようになるには、正しい発音を身につけることと中国語に耳を慣らすことがカギで
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す。教科書についている CDをスマートフォンなどに入れすぐに聞けるようにしておき、耳に中国語の音
を印象づけてください。
〔学生へのフィードバック〕
授業中に発音を確認するほか、中国語を書いたものを提出してもらい、漢字やピンイン（発音表記）が正
しく書けているかチェックをします。
〔教員からの一言〕
・中国語をはじめて学ぶ人を対象とした授業です。（学習経験者・母語話者等には勧められません。）
・各自教科書を購入して持参してください。
・授業では各自声を出して発音練習をしたり、文章を音読することも求められますので承知のうえで受講
してください。
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中国語 II
Chinese II

第 1・2 学年 後期 （選択）外国語 1 単位

三浦　久仁子

学 習 目 標
(GIO)

前期に引き続き、中国の文化や生活習慣について知るとともに、中国語の初歩的学習事項を理解・習得し、
簡単な会話及び読み書きができるようになることを目指す。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 各回の学習事項に基づき、簡単な会話・読み書きが行なえる。 X-1-1-2
2 中国の â¡Ć化や â¡č活習慣を理解し、異 â¡Ć化への理解を深める。 X-1-1-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 三浦 前期の復習 1,2

2 〃 第 10課　ショッピングをする 1,2

3 〃 第 10課ドリル
第 11課　おしゃべりをする 1,2

4 〃 第 11課ドリル
第 12課　料理を注文する 1,2

5 〃 10・11課確認テスト
第 12課ドリル 1,2

6 〃 第 13課　サッカーのチケットを買う 1,2

7 〃 第 13課ドリル
第 14課　マッサージ 1,2

8 〃 12・13課確認テスト
第 14課ドリル 1,2

9 〃 第 15課　インターネット 1,2

10 〃 第 15課ドリル
第 16課　電話をかける 1,2

11 〃 第 16課ドリル 1,2

12 〃 後期総復習 1,2

13 〃 まとめテスト 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・必要に応じ補助プリントを配布
・復習のための小テストを実施
・各回できる限り多くの学生に発言させる
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
中国語を学ぶ上で文化的な背景も理解するため視聴覚教材なども使用する。
〔成績評価方法〕
＜試験・課題とそれ以外の方法により評価する＞
・期末試験（持ち込み不可）の結果 (30%)と平常点（出席状況・授業態度・小テストの結果・課題の提出
状況）(70%)を総合して評価する。
〔教科書〕
『しゃべっていいとも中国語 中西君と一緒に中国へ行こう！』（ 陳淑梅、劉光赤 著／朝日
出版社）ISBN: 978-4-255-45178-7

〔参考書〕
『Why?にこたえるはじめての中国語の文法書』 (相原 茂、石田 知子、戸沼 市子 著／同学
社)
『はじめての中国語学習辞典』 (相原 茂 著／朝日出版社)

〔オフィスアワー〕
講義終了後
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習：課題部分はかならず事前にやっておいてください。また、授業の前に教科書に目を通し前回何を勉
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強したか思い出しておきましょう。そして今回学ぶであろう部分に目を通し何を学ぶのか確認しておいて
ください。
復習：学んだことを身につけるには、授業のあとでよく復習することが必要です。
教科書付属の CDを聞いて、本文を音読して、中国語の発音に耳が慣れるようにしましょう。あわせて音
読や暗唱も行えば、すぐに使えるフレーズとして身につきます。簡体字やピンインは書いて覚えましょう。
〔学生へのフィードバック〕
中国語の漢字が正しく書けているか課題を通して確認します。また授業中に発音チェックも行います。
〔教員からの一言〕
授業でわかったと思っても、あとで発音したり書いたりしてみると難しいことやわからないことに気づく
ことがあると思います。わからないことがあれば遠慮なくどんどん質問してください。
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フランス語 I
French I

第 1・2 学年 前期 （選択）外国語 1 単位

森本　信子

学 習 目 標
(GIO)

フランスの文化と言語に親しみ、基礎的なフランス語のコミュニケーション力を身につけることを目標とす
る。文法の学習、発音練習、書き取り、会話練習、作文等を通して、「読む」「書く」「聞く」「話す」の 4技
能をバランスよく身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 フランス語で書かれた文章を読んで、内容を説明できる。 X-3-1-2
2 フランス語を学ぶことによって、外国と日本の文化について比較できる。 X-1-1-2
3 フランス語の基礎的音声を聞き分けることができる。（技能） X-3-3-1
4 フランス語の会話を聞いて内容を理解して要約できる。（技能） X-3-3-2
5 フランス語による簡単なコミュニケーションができる。（技能・態度） X-3-3-3
6 自己紹介文、手紙文などをフランス語で書くことができる。（知識・技能） X-3-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1，2 森本
こんにちは。私の名前はカナです。
（アルファベ、つづり字記号、出会いのあいさつ、つづり字
と発音）

1～6

3，4 〃 Leçon 1 バゲットを一本、お願いします！
（名詞の性・数、不定冠詞） 〃

5，6 〃 Leçon 2 これ、何ですか、この果物？
（定冠詞、指示形容詞、指示代名詞） 〃

7，8 〃
Leçon 3 あなたは学生ですか？
（主語人称代名詞、動詞 être現在形、否定文、所有形容詞、
疑問文）

〃

9，10 〃 Leçon 4 ワインは好きですか。
（-er動詞現在形、人称代名詞強勢形、形容詞（1）） 〃

11，12 〃 学習のまとめ 〃
13 〃 学習のまとめ・期末試験 〃

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・各回に小テストを実施している。
・学生を指名して発表させている。
・学生同士の会話練習を行っている。
・レポートを提出させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・自ら考えながら答えを探す授業を展開している。
・ペアやグループでの会話練習を行い、状況に応じた実用的なフランス語を身につけるよう指導している。
・小テストによるフィードバックを行い、予習、授業、復習の基本的な語学学習の方法を定着させて、将来
の自己研さんに役立つよう指導している。
・フランス語の歌などを通して独特のリズムを体得させている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：練習問題を多く解かせ、小テストを行って螺旋的に知識を定着させている。
b)技能：音読と口頭練習により、実践的な会話力を身に付けさせている。
c)態度：積極的な参加を推奨して観察し、こまめにフィードバックをしている。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（50％）、小テスト（10％）を総合的に評価する。
b)技能：音声の聞き分け、内容理解、作文力等を口頭試問や発表等で評価する（20％）。
c)態度：フランス語による積極的なコミュニケーションを評価する（20％）。
〔教科書〕
『プティ・シュマン（改訂版）』（大塚　陽子著、白水社）
〔参考書〕
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『クラウン仏和辞典』（三省堂）
『パスポート仏和・和仏小辞典』（白水社）
『コレクション　フランス語 3　文法』（西村、曽我、田島著、白水社）
『フラ語入門、わかりやすいにもホドがある』（清岡智比古著、白水社）
〔オフィスアワー〕
森本　信子　いつでも可。但し、要予約。
〔所属教室〕
森本　信子　第 4英語研究室　教育 3号館 3階 3305室　
〔準備学習（予習・復習等）〕
・授業でどんなことを学習するのか事前に教科書に目を通しましょう。
・前回分の復習小テストを毎回行います。短時間でも復習をする習慣をつけましょう。
・授業ごとに予習と復習を各々 30分程度行うとよいでしょう。
〔学生へのフィードバック〕
・小テストやレポートに対するフィードバックを行います。
〔教員からの一言〕
新しい言語を学ぶことはとても楽しいことです。是非積極的に取り組んでください。
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フランス語 II
French II

第 1・2 学年 後期 （選択）外国語 1 単位

森本　信子

学 習 目 標
(GIO)

フランスの文化と言語に親しみ、基礎的なフランス語のコミュニケーション力を身につけることを目標とす
る。文法の学習、発音練習、書き取り、会話練習、作文等を通して、「読む」「書く」「聞く」「話す」の 4技
能をバランスよく身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 フランス語で書かれた文章を読んで、内容を説明できる。 X-3-1-2
2 フランス語を学ぶことによって、外国と日本の文化について比較できる。 X-1-1-2
3 フランス語の基礎的音声を聞き分けることができる。（技能） X-3-3-1
4 フランス語の会話を聞いて内容を理解して要約できる。（技能） X-3-3-2
5 フランス語による簡単なコミュニケーションができる。（技能・態度） X-3-3-3
6 自己紹介文、手紙文などをフランス語で書くことができる。（知識・技能） X-3-2-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1，2 森本 Leçon 5　ビスケットとチョコレートを持ってるよ。
（動詞 avoir現在形、部分冠詞、否定の de、形容詞（2）） 1～6

3，4 〃
Leçon 6　私はスーパーマーケットに行くの。
（動詞 aller/venir/sortir/partir 現在形、動詞 faire 現在形、
à/deと定冠詞の縮約、疑問代名詞）

〃

5，6 〃
Leçon 7　むしろ飛行機に乗りなよ。
（動詞 prendre現在形、国名と前置詞、命令法、非人称構文：
il faut）

〃

7，8 〃
Leçon 8　そうしたいのだけど…。
（動詞 vouloir/pouvoir/devoir/savoir 現在形、否定疑問文
と答え方、数量表現）

〃

9，10，
11 〃

Leçon 9　授業は何時に終わるの？
（-ir 動詞現在形、動詞 connaître 現在形、疑問形容詞、比
較級）

〃

12，13 〃 学習のまとめ 〃
14 〃 期末試験 〃

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・各回に小テストを実施している。
・学生を指名して発表させている。
・学生同士の会話練習を行っている。
・レポートを提出させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・自ら考えながら答えを探す授業を展開している。
・ペアやグループでの会話練習を行い、状況に応じた実用的なフランス語を身につけるよう指導している。
・小テストによるフィードバックを行い、予習、授業、復習の基本的な語学学習の方法を定着させて、将来
の自己研さんに役立つよう指導している。
・フランス語の歌などを通して独特のリズムを体得させている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：練習問題を多く解かせ、小テストを行って螺旋的に知識を定着させている。
b)技能：音読と口頭練習により、実践的な会話力を身に付けさせている。
c)態度：積極的な参加を推奨して観察し、こまめにフィードバックをしている。
2）総括的評価
a）知識：定期試験（50％）、小テスト（10％）を総合的に評価する。
b)技能：音声の聞き分け、内容理解、作文力等を口頭試問や発表等で評価する（20％）。
c)態度：フランス語による積極的なコミュニケーションを評価する（20%）。
〔教科書〕
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『プティ・シュマン（改訂版）』（大塚　陽子著、白水社）
〔参考書〕
『クラウン仏和辞典』（三省堂）
『パスポート仏和・和仏小辞典』（白水社）
『コレクション　フランス語 3　文法』（西村、曽我、田島著、白水社）
『フラ語入門、わかりやすいにもホドがある』（清岡智比古著、白水社）
〔オフィスアワー〕
森本　信子　いつでも可。但し、要予約。
〔所属教室〕
森本　信子　第 4英語研究室　教育 3号館 3階 3305室
〔準備学習（予習・復習等）〕
・授業でどんなことを学習するのか事前に教科書に目を通しましょう。
・前回分の復習小テストを毎回行います。短時間でも復習をする習慣をつけましょう。
・授業ごとに予習と復習を各々 30分程度行うとよいでしょう。
〔学生へのフィードバック〕
小テストやレポートに対するフィードバックを行います。
〔教員からの一言〕
フランス語の新しい表現も増えてきます。楽しみながら、1つずつ押さえていきましょう。
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ゼミナール I
Group Seminar I

第 1 学年 後期 （選択）ゼミナール 1 単位

薬学部教員ならびに非常勤講師

学 習 目 標
(GIO)

優れた医療人となるためには、必修科目で学ぶ基本的な知識と技能、さらには態度に加え、世の中を取り巻
くさまざまな話題、課題、見解などについて、豊富な知識を持ち、的確な見識を持って行動できるようにな
ることが望まれる。ゼミナールは少人数クラス単位で実施する選択科目であり、科目を自らの興味で選んで
履修することで自主性を養い、演習、グループ討論、プレゼンテーションなどの能動的な学習方法を実践す
ることで、優れた医療人となるための技能や態度を醸成する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1

【 1⃝医療人として】
1. 常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度
で行動する。（態度）
2. 患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感
を持つ。（態度）
3. チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し
行動する。（態度）
4. 患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べ
る。（知識・態度）
5. 生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。
（知識・態度）
6. 一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの
考えを述べる。（知識・態度）
7. 様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自
らの言葉で説明する。（知識・態度）

A-1-1-1～7

2

【 2⃝薬剤師が果たすべき役割】
1. 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度）
2. 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会
における役割について説明できる。
3. 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケ
アについて説明できる。
4. 医薬品の効果が確率論的であることを説明できる。
5. 医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説
明できる。
6. 健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における
薬剤師の役割について説明できる。
7. 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。
8. 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果
たすべき役割を提案する。（知識・態度）

A-1-2-1～8

3

【 3⃝患者安全と薬害の防止】
1. 医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度）
2. WHO による患者安全の考え方について概説できる。
3. 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明
できる。
4. 医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、そ
の原因と防止策を説明できる。
5. 重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回
避するための手段を討議する。（知識・態度）
6. 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジ
ン等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。
7. 代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避す
るための手段を討議する。（知識・態度）

A-1-3-1～7

4

【 4⃝薬学の歴史と未来】
1. 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について
説明できる。
2. 薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。
3. 薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）に
ついて説明できる。
4. 将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。（知識・態度）

A-1-4-1～4

5

【 1⃝生命倫理】
1. 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）
2. 生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明
できる。
3. 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知
識・態度）
4. 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説で
きる。

A-2-1-1～4

– 313 –364



番 号 内 容 コアカリとの関連コード

6

【 2⃝医療倫理】
1. 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。
2. 薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）につ
いて説明できる。
3. 医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

A-2-2-1～3

7

【 3⃝患者の権利】
1. 患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。（態度）
2. 患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。
3. 患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明で
きる。
4. 知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適
切な取扱いができる。（知識・技能・態度）

A-2-3-1～4

8

【 4⃝研究倫理】
1. 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。
2.「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説
できる。
3. 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度）

A-2-4-1～3

9

【 1⃝コミュニケーション】
1. 意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。
2. 言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。
3. 相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が
異なることを例を挙げて説明できる。
4. 対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。
5. 相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）
6. 自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）
7. 適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努め
る。（技能・態度）
8. 適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。
（技能・態度）
9. 他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。
（知識・技能・態度）

A-3-1-1～9

10

【 2⃝患者・生活者と薬剤師】
1. 患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説
明できる。
2. 患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。
（態度）

A-3-2-1～2

11

【多職種連携協働とチーム医療】
1. 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意
義について説明できる。
2. 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明
できる。
3. チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明
できる。
4. 自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。
（態度）
5. チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役
割を積極的に果たすように努める。（知識・態度）

A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1, A-4-4-1, A-4-5-1

12

【 1⃝学習の在り方】
1. 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目
を向け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度）
2. 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項
や問題点を抽出できる。（技能）
3. 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技
能）
4. 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりや
すく表現できる。（技能）
5. インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セ
キュリティに配慮して活用できる。（知識・態度）

A-5-1-1～5

13

【 2⃝薬学教育の概要】
1.「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説
明できる。
2. 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連
づける。（知識・態度）

A-5-2-1～2

14

【 3⃝生涯学習】
1. 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明
できる。
2. 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。
（技能）

A-5-3-1～2

15
【 4⃝次世代を担う人材の育成】
1. 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデル
となるように努める。（態度）
2. 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度）

A-5-4-1～2

– 314 –365



番 号 内 容 コアカリとの関連コード

16

【人と社会に関わる薬剤師】
1. 人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明でき
る。
2. 人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議す
る。（態度）
3. 人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討
議する。（態度）
4. 薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討議する。（態
度）
5. 倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

B-1-1-1, B-1-2-1, B-1-
3-1, B-1-4-1, B-1-5-1

17

【 1⃝薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】
1. 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。
2. 薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。
3. 薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明
できる。
4. 薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について概説でき
る。
5. 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義に
ついて説明できる。
6. 医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。
7. 個人情報の取扱いについて概説できる。
8. 薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説で
きる。

B-2-1-1～8

18

【 2⃝医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】
1.「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法
律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生
医療等製品）の定義について説明できる。
2. 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。
3. 治験の意義と仕組みについて概説できる。
4. 医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。
5. 製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。
6. 薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明で
きる。
7.「医薬品等の取扱いに関する医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安
全性の確保等に関する法律」の規定について説明できる。
8. 日本薬局方の意義と構成について説明できる。
9. 生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明でき
る。
10. 健康被害救済制度について説明できる。
11. レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。

B-2-2-1～11

19

【 3⃝特別な管理を要する薬物等に係る法規範】
1. 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明でき
る。
2. 覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について概説でき
る。
3. 毒物劇物の取扱いに係る規定について概説できる。

B-2-3-1～3

20

【 1⃝医療、福祉、介護の制度】
1. 日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。
2. 医療保険制度について説明できる。
3. 療養担当規則について説明できる。
4. 公費負担医療制度について概説できる。
5. 介護保険制度について概説できる。
6. 薬価基準制度について概説できる。
7. 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。

B-3-1-1～7

21

【 2⃝医薬品と医療の経済性】
1. 医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。
2. 国民医療費の動向について概説できる。
3. 後発医薬品とその役割について説明できる。
4. 薬物療法の経済評価手法について概説できる。

B-3-2-1～4

22

【 1⃝地域における薬局の役割】
1. 地域における薬局の機能と業務について説明できる。
2. 医薬分業の意義と動向を説明できる。
3. かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。
4. セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。
5. 災害時の薬局の役割について説明できる。
6. 医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。

B-4-1-1～6

23

【 2⃝地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】
1. 地域包括ケアの理念について説明できる。
2. 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明でき
る。
3. 学校薬剤師の役割について説明できる。
4. 地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説で
きる。
5. 地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携につい
て討議する。（知識・態度）

B-4-2-1～5

– 315 –366
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24

3. 食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態
度）
5. 薬物の乱用による健康への影響について説明し、討議する。（知識・態
度）
1. 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリスクコミュニケー
ションについて討議する。（態度）
5. 人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度）

D1-2-3-3, D2-1-1-5,
D2-1-2-1, D2-2-1-5

25
2. 代表的な疾患における薬物治療の役割について、病態、薬効薬理、薬
物動態に基づいて討議する。（知識・技能）
4. 代表的薬害、薬物乱用について、健康リスクの観点から討議する。
（態度）

E1-3-2-1, E1-4-4-1

26

【 2⃝臨床における心構え】
1. 前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。（態
度）
2. 前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自
己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。（態度）
3. 前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積
極的に貢献することの重要性を討議する。（態度）
4. 医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動す
る。（態度）
5. 患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）
6. 薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ること
ができる。（態度）
7. 職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）

F-1-2-1～7

27

【 1⃝医療機関におけるチーム医療】
1. 前）チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。
2. 前）多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。
3. 前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパ
ス、退院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説明で
きる。

F-4-1-1～3

28

GIO 研究マインドをもって生涯にわたり医療に貢献するために、薬学に
おける研究の位置づけを理解する。
1. 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。
2. 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。
3. 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技
能・態度）
4. 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度）

G-1-1-1, G-1-2-1, G-1-
3-1, G-1-4-1

29

GIO 自らが実施する研究に係る法令、指針を理解し、それらを遵守して
研究に取り組む。
1. 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。
2. 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説
明できる。
3. 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度）A-(2)- 4⃝-3 再掲

G-2-1-1, G-2-2-1, G-2-
3-1

30

（1）人と文化
1. 人の価値観の多様性が、文化・習慣の違いから生まれることを、実例
をあげて説明できる。
2. 言語、歴史、宗教などを学ぶことによって、外国と日本の文化につい
て比較できる。
3. 文化・芸術に幅広く興味を持ち、その価値について討議する。（態度）
4. 文化活動、芸術活動を通して、自らの社会生活を豊かにする。（態度）
5. 日本社会の成り立ちについて、政治、経済、法律、歴史、社会学など
の観点から説明できる。
6. 日本の国際社会における位置づけを、政治、経済、地理、歴史などの
観点から説明できる。
7. 宇宙・自然現象に幅広く興味を持ち、人との関わりについて説明でき
る。
8. 地球環境保護活動を通して、地球環境を守る重要性を自らの言葉で表
現する。（態度）

X-1-1-1～8

31

【1.人の行動とその成り立ち】
1. 行動と知覚、学習、記憶、認知、言語、思考、性格との関係について
概説できる。
2. 行動と人の内的要因、社会・文化的環境との関係について概説できる。
3. 本能行動と学習行動について説明できる。
4. レスポンデント条件づけとオペラント条件づけについて説明できる。
5. 社会的学習（モデリング、観察学習、模倣学習）について概説できる。
6. 健康行動の理論（健康信念モデル、変化のステージモデルなど）につ
いて概説できる。

X-2-1-1～6

32
【2.動機づけ】
1. 生理的動機、内発的動機、および社会的動機について概説できる。
2. 欲求とフラストレーション・葛藤との関連について概説できる。
3. 適応（防衛）機制について概説できる。

X-2-2-1～3

33
【3.ストレス】
1. 主なストレス学説について概説できる。
2. 人生や日常生活におけるストレッサーについて例示できる。
3. ストレスコーピングについて概説できる。

X-2-3-1～3

– 316 –367
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34

【4.生涯発達】
1. こころの発達の原理について概説できる。
2. ライフサイクルの各段階におけるこころの発達の特徴および発達課題
について概説できる。
3. こころの発達にかかわる遺伝的要因と環境的要因について概説で
きる。

X-2-4-1～3

35

【5.パーソナリティー】
1. 性格の類型について概説できる。
2. 知能の発達と経年変化について概説できる。
3. 役割理論について概説できる。
4. ジェンダーの形成について概説できる。

X-2-5-1～4

36

【6.人間関係】
1. 人間関係における欲求と行動の関係について概説できる。
2. 主な対人行動（援助、攻撃等）について概説できる。
3. 集団の中の人間関係（競争と協同、同調、服従と抵抗、リーダーシッ
プ）について概説できる。
4. 人間関係と健康心理との関係について概説できる。

X-2-6-1～4

37

【1.基本操作】
1. コンピューターを構成する基本的装置の機能と接続方法を説明でき
る。
2. スマートフォン、タブレット端末などのモバイル機器を安全かつ有効
に利用できる。（知識・技能）
3. 電子データの特徴を知り、適切に取り扱うことができる。（技能）
4. インターネットの仕組みを概説できる。
5. 無線 LANを使用するための注意点について概説できる。
6. マナーを守り、電子メールの送信、受信、転送などができる。（技能・
態度）
7. インターネットに接続し、Webサイトを閲覧できる。（技能）
8. 検索サイト、ポータルサイトの特徴に応じて、必要な情報を収集でき
る。（技能）

X-8-1-1～8

38

【2.ソフトウェアの利用】
1. ソフトウェア使用上のルール、マナーを守る。（態度）
2. ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを用いる
ことができる。（技能）
3. グラフィックソフト、化学構造式描画ソフトを用いることができる。
（技能）
4. 画像ファイルの形式とその特徴に応じて、データを適切に取り扱うこ
とができる。（技能）
5. データベースの特徴と活用について概説できる。　

X-8-2-1～5

39

【3.セキュリティーと情報倫理】
1. ネットワークセキュリティーについて概説できる。
2. アカウントとパスワードを適切に管理できる。（技能・態度）
3. データやメディアを適切に管理できる。（態度）
4. 著作権、肖像権、引用と転載の違いについて説明できる。
5. ネットワークにおける個人情報の取り扱いに配慮する。（態度）
6. ソーシャルネットワークサービス（SNS）の種類と特徴、留意すべき
点について説明できる。
7. 情報倫理、セキュリティーに関する情報を収集することができる。（技
能）
8. コンピューターウイルスの侵入経路に応じて、適切な予防策を講じる
ことができる。（技能・態度）

X-8-3-1～8

40
【1.プレゼンテーションの基本】
1. プレゼンテーションを行うために必要な要素を列挙できる。
2. 目的に応じて適切なプレゼンテーションを構成できる。（技能）
3. 目的、場所、相手に応じた、わかりやすい資料を作成できる。（技能）

X-9-1-1～3

41

【2.文書によるプレゼンテーション】
1. 定められた書式、正しい文法に則って文書を作成できる。（知識・技
能）
2. 目的（レポート、論文、説明文書など）に応じて適切な文書を作成で
きる。（知識・技能）

X-9-2-1～2

42

【3.口頭・ポスターによるプレゼンテーション】
1. 口頭発表とポスター発表の違いと特徴について説明できる。
2. 課題に関して意見をまとめ、決められた時間内で発表できる。（技能）
3. 効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする。（技能・態度）
4. 質問に対して的確な応答ができる。（技能）
5. 他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改良点を指摘で
きる。（知識・態度）

X-9-3-1～5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 委員会メンバー
（後期開始前の時期：ゼミナールガイダンスとして実施）
ゼミナールの目指すもの、 受動的学習と能動的学習、ゼミ
ナール選択についてなどの総論を講義する。さらに、定期
的にゼミナールアンケートを実施する

1-42

2～15 各ゼミナール担当
者 シラバス（別冊）にて指定した内容 1-42
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1～2 年次に 3種類のゼミナールを選択することによって、得意分野を延ばし、不得意分野を克服し、まっ
たく未知の分野に挑戦するなど、必修科目では味わえない、さまざまなことを吸収してくれることを期待
しています。少人数、グループ学習を通して、問題解決能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーショ
ン能力が徐々に醸成されてきます。3～6年次さらには社会で求められる重要な能力ばかりです。自らの判
断で有益にすごしてもらいたいと願っています。
　「選択」は自己責任で行う重要なアクションです。カリキュラムは必修科目が多いので、このようなア
クションをする絶好のチャンスです。ガイダンス時に配布される資料を読みこなし最も学んでみたいゼミ
ナールを選択してください。必修科目には無い醍醐味が味わえます。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
ゼミナールは約 90名の薬学部教員が各々 1単位を開講する。テーマは各々の教員が指定する。実施例を
以下に示す。テーマならびに履修に関する関連事項はガイダンス時に説明する。受講時期は 1年次後期か
ら 2年次後期までであり、3単位以上を履修する。集中講義形式を基本とし、前期または後期の実習のな
い週の午後 3週間、合計 6日間に実施することを基本とする。
開講内容等詳細は別途資料を参照．
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
レポート、課題、参加態度を総合的に判断する（100％）。
〔教科書〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔参考書〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔オフィスアワー〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔準備学習（予習・復習等）〕
ゼミナールのコアタイムに実施されるグループ討議は、各個人のパフォーマンスレベルの高さによって質
が左右されます。演習問題の回答でも、皆が十分な予習をしていることによって、質の高い解説が行われ
ることになります。プレゼンのための資料作りは、コアタイム以外の時間に行ってくることが前提となり
ます。質の高いコアタイムを築くために、予習復習を十分に行ってください。
〔学生へのフィードバック〕
ゼミナール担当者が指定する。
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ゼミナール II
Group Seminar II

第 2 学年 前期 （選択）ゼミナール 1 単位

薬学部教員ならびに非常勤講師

学 習 目 標
(GIO)

優れた医療人となるためには、必修科目で学ぶ基本的な知識と技能、さらには態度に加え、世の中を取り巻
くさまざまな話題、課題、見解などについて、豊富な知識を持ち、的確な見識を持って行動できるようにな
ることが望まれる。ゼミナールは少人数クラス単位で実施する選択科目であり、科目を自らの興味で選んで
履修することで自主性を養い、演習、グループ討論、プレゼンテーションなどの能動的な学習方法を実践す
ることで、優れた医療人となるための技能や態度を醸成する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1

【 1⃝医療人として】
1. 常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度
で行動する。（態度）
2. 患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感
を持つ。（態度）
3. チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し
行動する。（態度）
4. 患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べ
る。（知識・態度）
5. 生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。
（知識・態度）
6. 一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの
考えを述べる。（知識・態度）
7. 様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自
らの言葉で説明する。（知識・態度）

A-1-1-1～7

2

【 2⃝薬剤師が果たすべき役割】
1. 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度）
2. 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会
における役割について説明できる。
3. 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケ
アについて説明できる。
4. 医薬品の効果が確率論的であることを説明できる。
5. 医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説
明できる。
6. 健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における
薬剤師の役割について説明できる。
7. 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。
8. 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果
たすべき役割を提案する。（知識・態度）

A-1-2-1～8

3

【 3⃝患者安全と薬害の防止】
1. 医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度）
2. WHO による患者安全の考え方について概説できる。
3. 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明
できる。
4. 医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、そ
の原因と防止策を説明できる。
5. 重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回
避するための手段を討議する。（知識・態度）
6. 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジ
ン等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。
7. 代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避す
るための手段を討議する。（知識・態度）

A-1-3-1～7

4

【 4⃝薬学の歴史と未来】
1. 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について
説明できる。
2. 薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。
3. 薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）に
ついて説明できる。
4. 将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。（知識・態度）

A-1-4-1～4

5

【 1⃝生命倫理】
1. 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）
2. 生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明
できる。
3. 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知
識・態度）
4. 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説で
きる。

A-2-1-1～4
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

6

【 2⃝医療倫理】
1. 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。
2. 薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）につ
いて説明できる。
3. 医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

A-2-2-1～3

7

【 3⃝患者の権利】
1. 患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。（態度）
2. 患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。
3. 患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明で
きる。
4. 知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適
切な取扱いができる。（知識・技能・態度）

A-2-3-1～4

8

【 4⃝研究倫理】
1. 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。
2.「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説
できる。
3. 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度）

A-2-4-1～3

9

【 1⃝コミュニケーション】
1. 意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。
2. 言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。
3. 相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が
異なることを例を挙げて説明できる。
4. 対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。
5. 相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）
6. 自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）
7. 適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努め
る。（技能・態度）
8. 適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。
（技能・態度）
9. 他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。
（知識・技能・態度）

A-3-1-1～9

10

【 2⃝患者・生活者と薬剤師】
1. 患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説
明できる。
2. 患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。
（態度）

A-3-2-1～2

11

【多職種連携協働とチーム医療】
1. 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意
義について説明できる。
2. 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明
できる。
3. チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明
できる。
4. 自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。
（態度）
5. チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役
割を積極的に果たすように努める。（知識・態度）

A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1, A-4-4-1, A-4-5-1

12

【 1⃝学習の在り方】
1. 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目
を向け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度）
2. 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項
や問題点を抽出できる。（技能）
3. 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技
能）
4. 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりや
すく表現できる。（技能）
5. インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セ
キュリティに配慮して活用できる。（知識・態度）

A-5-1-1～5

13

【 2⃝薬学教育の概要】
1.「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説
明できる。
2. 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連
づける。（知識・態度）

A-5-2-1～2

14

【 3⃝生涯学習】
1. 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明
できる。
2. 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。
（技能）

A-5-3-1～2

15
【 4⃝次世代を担う人材の育成】
1. 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデル
となるように努める。（態度）
2. 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度）

A-5-4-1～2
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

16

【人と社会に関わる薬剤師】
1. 人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明でき
る。
2. 人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議す
る。（態度）
3. 人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討
議する。（態度）
4. 薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討議する。（態
度）
5. 倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

B-1-1-1, B-1-2-1, B-1-
3-1, B-1-4-1, B-1-5-1

17

【 1⃝薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】
1. 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。
2. 薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。
3. 薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明
できる。
4. 薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について概説でき
る。
5. 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義に
ついて説明できる。
6. 医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。
7. 個人情報の取扱いについて概説できる。
8. 薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説で
きる。

B-2-1-1～8

18

【 2⃝医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】
1.「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法
律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生
医療等製品）の定義について説明できる。
2. 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。
3. 治験の意義と仕組みについて概説できる。
4. 医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。
5. 製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。
6. 薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明で
きる。
7.「医薬品等の取扱いに関する医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安
全性の確保等に関する法律」の規定について説明できる。
8. 日本薬局方の意義と構成について説明できる。
9. 生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明でき
る。
10. 健康被害救済制度について説明できる。
11. レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。

B-2-2-1～11

19

【 3⃝特別な管理を要する薬物等に係る法規範】
1. 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明でき
る。
2. 覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について概説でき
る。
3. 毒物劇物の取扱いに係る規定について概説できる。

B-2-3-1～3

20

【 1⃝医療、福祉、介護の制度】
1. 日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。
2. 医療保険制度について説明できる。
3. 療養担当規則について説明できる。
4. 公費負担医療制度について概説できる。
5. 介護保険制度について概説できる。
6. 薬価基準制度について概説できる。
7. 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。

B-3-1-1～7

21

【 2⃝医薬品と医療の経済性】
1. 医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。
2. 国民医療費の動向について概説できる。
3. 後発医薬品とその役割について説明できる。
4. 薬物療法の経済評価手法について概説できる。

B-3-2-1～4

22

【 1⃝地域における薬局の役割】
1. 地域における薬局の機能と業務について説明できる。
2. 医薬分業の意義と動向を説明できる。
3. かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。
4. セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。
5. 災害時の薬局の役割について説明できる。
6. 医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。

B-4-1-1～6

23

【 2⃝地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】
1. 地域包括ケアの理念について説明できる。
2. 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明でき
る。
3. 学校薬剤師の役割について説明できる。
4. 地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説で
きる。
5. 地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携につい
て討議する。（知識・態度）

B-4-2-1～5
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

24

3. 食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態
度）
5. 薬物の乱用による健康への影響について説明し、討議する。（知識・態
度）
1. 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリスクコミュニケー
ションについて討議する。（態度）
5. 人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度）

D1-2-3-3, D2-1-1-5,
D2-1-2-1, D2-2-1-5

25
2. 代表的な疾患における薬物治療の役割について、病態、薬効薬理、薬
物動態に基づいて討議する。（知識・技能）
4. 代表的薬害、薬物乱用について、健康リスクの観点から討議する。
（態度）

E1-3-2-1, E1-4-4-1

26

【 2⃝臨床における心構え】
1. 前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。（態
度）
2. 前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自
己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。（態度）
3. 前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積
極的に貢献することの重要性を討議する。（態度）
4. 医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動す
る。（態度）
5. 患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）
6. 薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ること
ができる。（態度）
7. 職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）

F-1-2-1～7

27

【 1⃝医療機関におけるチーム医療】
1. 前）チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。
2. 前）多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。
3. 前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパ
ス、退院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説明で
きる。

F-4-1-1～3

28

GIO 研究マインドをもって生涯にわたり医療に貢献するために、薬学に
おける研究の位置づけを理解する。
1. 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。
2. 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。
3. 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技
能・態度）
4. 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度）

G-1-1-1, G-1-2-1, G-1-
3-1, G-1-4-1

29

GIO 自らが実施する研究に係る法令、指針を理解し、それらを遵守して
研究に取り組む。
1. 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。
2. 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説
明できる。
3. 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度）A-(2)- 4⃝-3 再掲

G-2-1-1, G-2-2-1, G-2-
3-1

30

（1）人と文化
1. 人の価値観の多様性が、文化・習慣の違いから生まれることを、実例
をあげて説明できる。
2. 言語、歴史、宗教などを学ぶことによって、外国と日本の文化につい
て比較できる。
3. 文化・芸術に幅広く興味を持ち、その価値について討議する。（態度）
4. 文化活動、芸術活動を通して、自らの社会生活を豊かにする。（態度）
5. 日本社会の成り立ちについて、政治、経済、法律、歴史、社会学など
の観点から説明できる。
6. 日本の国際社会における位置づけを、政治、経済、地理、歴史などの
観点から説明できる。
7. 宇宙・自然現象に幅広く興味を持ち、人との関わりについて説明でき
る。
8. 地球環境保護活動を通して、地球環境を守る重要性を自らの言葉で表
現する。（態度）

X-1-1-1～8

31

【1.人の行動とその成り立ち】
1. 行動と知覚、学習、記憶、認知、言語、思考、性格との関係について
概説できる。
2. 行動と人の内的要因、社会・文化的環境との関係について概説できる。
3. 本能行動と学習行動について説明できる。
4. レスポンデント条件づけとオペラント条件づけについて説明できる。
5. 社会的学習（モデリング、観察学習、模倣学習）について概説できる。
6. 健康行動の理論（健康信念モデル、変化のステージモデルなど）につ
いて概説できる。

X-2-1-1～6

32
【2.動機づけ】
1. 生理的動機、内発的動機、および社会的動機について概説できる。
2. 欲求とフラストレーション・葛藤との関連について概説できる。
3. 適応（防衛）機制について概説できる。

X-2-2-1～3

33
【3.ストレス】
1. 主なストレス学説について概説できる。
2. 人生や日常生活におけるストレッサーについて例示できる。
3. ストレスコーピングについて概説できる。

X-2-3-1～3
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34

【4.生涯発達】
1. こころの発達の原理について概説できる。
2. ライフサイクルの各段階におけるこころの発達の特徴および発達課題
について概説できる。
3. こころの発達にかかわる遺伝的要因と環境的要因について概説で
きる。

X-2-4-1～3

35

【5.パーソナリティー】
1. 性格の類型について概説できる。
2. 知能の発達と経年変化について概説できる。
3. 役割理論について概説できる。
4. ジェンダーの形成について概説できる。

X-2-5-1～4

36

【6.人間関係】
1. 人間関係における欲求と行動の関係について概説できる。
2. 主な対人行動（援助、攻撃等）について概説できる。
3. 集団の中の人間関係（競争と協同、同調、服従と抵抗、リーダーシッ
プ）について概説できる。
4. 人間関係と健康心理との関係について概説できる。

X-2-6-1～4

37

【1.基本操作】
1. コンピューターを構成する基本的装置の機能と接続方法を説明でき
る。
2. スマートフォン、タブレット端末などのモバイル機器を安全かつ有効
に利用できる。（知識・技能）
3. 電子データの特徴を知り、適切に取り扱うことができる。（技能）
4. インターネットの仕組みを概説できる。
5. 無線 LANを使用するための注意点について概説できる。
6. マナーを守り、電子メールの送信、受信、転送などができる。（技能・
態度）
7. インターネットに接続し、Webサイトを閲覧できる。（技能）
8. 検索サイト、ポータルサイトの特徴に応じて、必要な情報を収集でき
る。（技能）

X-8-1-1～8

38

【2.ソフトウェアの利用】
1. ソフトウェア使用上のルール、マナーを守る。（態度）
2. ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを用いる
ことができる。（技能）
3. グラフィックソフト、化学構造式描画ソフトを用いることができる。
（技能）
4. 画像ファイルの形式とその特徴に応じて、データを適切に取り扱うこ
とができる。（技能）
5. データベースの特徴と活用について概説できる。　

X-8-2-1～5

39

【3.セキュリティーと情報倫理】
1. ネットワークセキュリティーについて概説できる。
2. アカウントとパスワードを適切に管理できる。（技能・態度）
3. データやメディアを適切に管理できる。（態度）
4. 著作権、肖像権、引用と転載の違いについて説明できる。
5. ネットワークにおける個人情報の取り扱いに配慮する。（態度）
6. ソーシャルネットワークサービス（SNS）の種類と特徴、留意すべき
点について説明できる。
7. 情報倫理、セキュリティーに関する情報を収集することができる。（技
能）
8. コンピューターウイルスの侵入経路に応じて、適切な予防策を講じる
ことができる。（技能・態度）

X-8-3-1～8

40
【1.プレゼンテーションの基本】
1. プレゼンテーションを行うために必要な要素を列挙できる。
2. 目的に応じて適切なプレゼンテーションを構成できる。（技能）
3. 目的、場所、相手に応じた、わかりやすい資料を作成できる。（技能）

X-9-1-1～3

41

【2.文書によるプレゼンテーション】
1. 定められた書式、正しい文法に則って文書を作成できる。（知識・技
能）
2. 目的（レポート、論文、説明文書など）に応じて適切な文書を作成で
きる。（知識・技能）

X-9-2-1～2

42

【3.口頭・ポスターによるプレゼンテーション】
1. 口頭発表とポスター発表の違いと特徴について説明できる。
2. 課題に関して意見をまとめ、決められた時間内で発表できる。（技能）
3. 効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする。（技能・態度）
4. 質問に対して的確な応答ができる。（技能）
5. 他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改良点を指摘で
きる。（知識・態度）

X-9-3-1～5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 委員会メンバー
（前期開始前の時期：ゼミナールガイダンスとして実施）
ゼミナールの目指すもの、 受動的学習と能動的学習、ゼミ
ナール選択についてなどの総論を講義する。さらに、定期
的にゼミナールアンケートを実施する

1-42

2～15 各ゼミナール担当
者 シラバス（別冊）にて指定した内容 1-42
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1～2 年次に 3種類のゼミナールを選択することによって、得意分野を延ばし、不得意分野を克服し、まっ
たく未知の分野に挑戦するなど、必修科目では味わえない、さまざまなことを吸収してくれることを期待
しています。少人数、グループ学習を通して、問題解決能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーショ
ン能力が徐々に醸成されてきます。3～6年次さらには社会で求められる重要な能力ばかりです。自らの判
断で有益にすごしてもらいたいと願っています。
　「選択」は自己責任で行う重要なアクションです。カリキュラムは必修科目が多いので、このようなア
クションをする絶好のチャンスです。ガイダンス時に配布される資料を読みこなし最も学んでみたいゼミ
ナールを選択してください。必修科目には無い醍醐味が味わえます。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
ゼミナールは約 90名の薬学部教員が各々 1単位を開講する。テーマは各々の教員が指定する。実施例を
以下に示す。テーマならびに履修に関する関連事項はガイダンス時に説明する。受講時期は 1年次後期か
ら 2年次後期までであり、3単位以上を履修する。集中講義形式を基本とし、前期または後期の実習のな
い週の午後 3週間、合計 6日間に実施することを基本とする。
開講内容等詳細は別途資料参照．
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
レポート、課題、参加態度を総合的に判断する（100％）。
〔教科書〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔参考書〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔オフィスアワー〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔準備学習（予習・復習等）〕
ゼミナールのコアタイムに実施されるグループ討議は、各個人のパフォーマンスレベルの高さによって質
が左右されます。演習問題の回答でも、皆が十分な予習をしていることによって、質の高い解説が行われ
ることになります。プレゼンのための資料作りは、コアタイム以外の時間に行ってくることが前提となり
ます。質の高いコアタイムを築くために、予習復習を十分に行ってください。
〔学生へのフィードバック〕
ゼミナール担当者が指定する。
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ゼミナール III
Group Seminar III

第 2 学年 後期 （選択）ゼミナール 1 単位

薬学部教員ならびに非常勤講師

学 習 目 標
(GIO)

優れた医療人となるためには、必修科目で学ぶ基本的な知識と技能、さらには態度に加え、世の中を取り巻
くさまざまな話題、課題、見解などについて、豊富な知識を持ち、的確な見識を持って行動できるようにな
ることが望まれる。ゼミナールは少人数クラス単位で実施する選択科目であり、科目を自らの興味で選んで
履修することで自主性を養い、演習、グループ討論、プレゼンテーションなどの能動的な学習方法を実践す
ることで、優れた医療人となるための技能や態度を醸成する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1

【 1⃝医療人として】
1. 常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度
で行動する。（態度）
2. 患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感
を持つ。（態度）
3. チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し
行動する。（態度）
4. 患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べ
る。（知識・態度）
5. 生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。
（知識・態度）
6. 一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの
考えを述べる。（知識・態度）
7. 様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自
らの言葉で説明する。（知識・態度）

A-1-1-1～7

2

【 2⃝薬剤師が果たすべき役割】
1. 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度）
2. 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会
における役割について説明できる。
3. 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケ
アについて説明できる。
4. 医薬品の効果が確率論的であることを説明できる。
5. 医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説
明できる。
6. 健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における
薬剤師の役割について説明できる。
7. 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。
8. 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果
たすべき役割を提案する。（知識・態度）

A-1-2-1～8

3

【 3⃝患者安全と薬害の防止】
1. 医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度）
2. WHO による患者安全の考え方について概説できる。
3. 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明
できる。
4. 医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、そ
の原因と防止策を説明できる。
5. 重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回
避するための手段を討議する。（知識・態度）
6. 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジ
ン等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。
7. 代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避す
るための手段を討議する。（知識・態度）

A-1-3-1～7

4

【 4⃝薬学の歴史と未来】
1. 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について
説明できる。
2. 薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。
3. 薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）に
ついて説明できる。
4. 将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。（知識・態度）

A-1-4-1～4

5

【 1⃝生命倫理】
1. 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）
2. 生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明
できる。
3. 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知
識・態度）
4. 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説で
きる。

A-2-1-1～4

– 325 –376



番 号 内 容 コアカリとの関連コード

6

【 2⃝医療倫理】
1. 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。
2. 薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）につ
いて説明できる。
3. 医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

A-2-2-1～3

7

【 3⃝患者の権利】
1. 患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。（態度）
2. 患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。
3. 患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明で
きる。
4. 知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適
切な取扱いができる。（知識・技能・態度）

A-2-3-1～4

8

【 4⃝研究倫理】
1. 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。
2.「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説
できる。
3. 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度）

A-2-4-1～3

9

【 1⃝コミュニケーション】
1. 意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。
2. 言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。
3. 相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が
異なることを例を挙げて説明できる。
4. 対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。
5. 相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）
6. 自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）
7. 適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努め
る。（技能・態度）
8. 適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。
（技能・態度）
9. 他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。
（知識・技能・態度）

A-3-1-1～9

10

【 2⃝患者・生活者と薬剤師】
1. 患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説
明できる。
2. 患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。
（態度）

A-3-2-1～2

11

【多職種連携協働とチーム医療】
1. 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意
義について説明できる。
2. 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明
できる。
3. チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明
できる。
4. 自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。
（態度）
5. チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役
割を積極的に果たすように努める。（知識・態度）

A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1, A-4-4-1, A-4-5-1

12

【 1⃝学習の在り方】
1. 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目
を向け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度）
2. 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項
や問題点を抽出できる。（技能）
3. 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技
能）
4. 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりや
すく表現できる。（技能）
5. インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セ
キュリティに配慮して活用できる。（知識・態度）

A-5-1-1～5

13

【 2⃝薬学教育の概要】
1.「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説
明できる。
2. 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連
づける。（知識・態度）

A-5-2-1～2

14

【 3⃝生涯学習】
1. 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明
できる。
2. 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。
（技能）

A-5-3-1～2

15
【 4⃝次世代を担う人材の育成】
1. 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデル
となるように努める。（態度）
2. 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度）

A-5-4-1～2

– 326 –377
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16

【人と社会に関わる薬剤師】
1. 人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明でき
る。
2. 人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議す
る。（態度）
3. 人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討
議する。（態度）
4. 薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討議する。（態
度）
5. 倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度）

B-1-1-1, B-1-2-1, B-1-
3-1, B-1-4-1, B-1-5-1

17

【 1⃝薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】
1. 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。
2. 薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。
3. 薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明
できる。
4. 薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について概説でき
る。
5. 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義に
ついて説明できる。
6. 医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。
7. 個人情報の取扱いについて概説できる。
8. 薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説で
きる。

B-2-1-1～8

18

【 2⃝医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】
1.「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法
律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生
医療等製品）の定義について説明できる。
2. 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。
3. 治験の意義と仕組みについて概説できる。
4. 医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。
5. 製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。
6. 薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明で
きる。
7.「医薬品等の取扱いに関する医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安
全性の確保等に関する法律」の規定について説明できる。
8. 日本薬局方の意義と構成について説明できる。
9. 生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明でき
る。
10. 健康被害救済制度について説明できる。
11. レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。

B-2-2-1～11

19

【 3⃝特別な管理を要する薬物等に係る法規範】
1. 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明でき
る。
2. 覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について概説でき
る。
3. 毒物劇物の取扱いに係る規定について概説できる。

B-2-3-1～3

20

【 1⃝医療、福祉、介護の制度】
1. 日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。
2. 医療保険制度について説明できる。
3. 療養担当規則について説明できる。
4. 公費負担医療制度について概説できる。
5. 介護保険制度について概説できる。
6. 薬価基準制度について概説できる。
7. 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。

B-3-1-1～7

21

【 2⃝医薬品と医療の経済性】
1. 医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。
2. 国民医療費の動向について概説できる。
3. 後発医薬品とその役割について説明できる。
4. 薬物療法の経済評価手法について概説できる。

B-3-2-1～4

22

【 1⃝地域における薬局の役割】
1. 地域における薬局の機能と業務について説明できる。
2. 医薬分業の意義と動向を説明できる。
3. かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。
4. セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。
5. 災害時の薬局の役割について説明できる。
6. 医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。

B-4-1-1～6

23

【 2⃝地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】
1. 地域包括ケアの理念について説明できる。
2. 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明でき
る。
3. 学校薬剤師の役割について説明できる。
4. 地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説で
きる。
5. 地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携につい
て討議する。（知識・態度）

B-4-2-1～5

– 327 –378
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24

3. 食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態
度）
5. 薬物の乱用による健康への影響について説明し、討議する。（知識・態
度）
1. 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリスクコミュニケー
ションについて討議する。（態度）
5. 人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度）

D1-2-3-3, D2-1-1-5,
D2-1-2-1, D2-2-1-5

25
2. 代表的な疾患における薬物治療の役割について、病態、薬効薬理、薬
物動態に基づいて討議する。（知識・技能）
4. 代表的薬害、薬物乱用について、健康リスクの観点から討議する。
（態度）

E1-3-2-1, E1-4-4-1

26

【 2⃝臨床における心構え】
1. 前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。（態
度）
2. 前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自
己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。（態度）
3. 前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積
極的に貢献することの重要性を討議する。（態度）
4. 医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動す
る。（態度）
5. 患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）
6. 薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ること
ができる。（態度）
7. 職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）

F-1-2-1～7

27

【 1⃝医療機関におけるチーム医療】
1. 前）チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。
2. 前）多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。
3. 前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパ
ス、退院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説明で
きる。

F-4-1-1～3

28

GIO 研究マインドをもって生涯にわたり医療に貢献するために、薬学に
おける研究の位置づけを理解する。
1. 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。
2. 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。
3. 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技
能・態度）
4. 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度）

G-1-1-1, G-1-2-1, G-1-
3-1, G-1-4-1

29

GIO 自らが実施する研究に係る法令、指針を理解し、それらを遵守して
研究に取り組む。
1. 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。
2. 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説
明できる。
3. 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度）A-(2)- 4⃝-3 再掲

G-2-1-1, G-2-2-1, G-2-
3-1

30

（1）人と文化
1. 人の価値観の多様性が、文化・習慣の違いから生まれることを、実例
をあげて説明できる。
2. 言語、歴史、宗教などを学ぶことによって、外国と日本の文化につい
て比較できる。
3. 文化・芸術に幅広く興味を持ち、その価値について討議する。（態度）
4. 文化活動、芸術活動を通して、自らの社会生活を豊かにする。（態度）
5. 日本社会の成り立ちについて、政治、経済、法律、歴史、社会学など
の観点から説明できる。
6. 日本の国際社会における位置づけを、政治、経済、地理、歴史などの
観点から説明できる。
7. 宇宙・自然現象に幅広く興味を持ち、人との関わりについて説明でき
る。
8. 地球環境保護活動を通して、地球環境を守る重要性を自らの言葉で表
現する。（態度）

X-1-1-1～8

31

【1.人の行動とその成り立ち】
1. 行動と知覚、学習、記憶、認知、言語、思考、性格との関係について
概説できる。
2. 行動と人の内的要因、社会・文化的環境との関係について概説できる。
3. 本能行動と学習行動について説明できる。
4. レスポンデント条件づけとオペラント条件づけについて説明できる。
5. 社会的学習（モデリング、観察学習、模倣学習）について概説できる。
6. 健康行動の理論（健康信念モデル、変化のステージモデルなど）につ
いて概説できる。

X-2-1-1～6

32
【2.動機づけ】
1. 生理的動機、内発的動機、および社会的動機について概説できる。
2. 欲求とフラストレーション・葛藤との関連について概説できる。
3. 適応（防衛）機制について概説できる。

X-2-2-1～3

33
【3.ストレス】
1. 主なストレス学説について概説できる。
2. 人生や日常生活におけるストレッサーについて例示できる。
3. ストレスコーピングについて概説できる。

X-2-3-1～3
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

34

【4.生涯発達】
1. こころの発達の原理について概説できる。
2. ライフサイクルの各段階におけるこころの発達の特徴および発達課題
について概説できる。
3. こころの発達にかかわる遺伝的要因と環境的要因について概説で
きる。

X-2-4-1～3

35

【5.パーソナリティー】
1. 性格の類型について概説できる。
2. 知能の発達と経年変化について概説できる。
3. 役割理論について概説できる。
4. ジェンダーの形成について概説できる。

X-2-5-1～4

36

【6.人間関係】
1. 人間関係における欲求と行動の関係について概説できる。
2. 主な対人行動（援助、攻撃等）について概説できる。
3. 集団の中の人間関係（競争と協同、同調、服従と抵抗、リーダーシッ
プ）について概説できる。
4. 人間関係と健康心理との関係について概説できる。

X-2-6-1～4

37

【1.基本操作】
1. コンピューターを構成する基本的装置の機能と接続方法を説明でき
る。
2. スマートフォン、タブレット端末などのモバイル機器を安全かつ有効
に利用できる。（知識・技能）
3. 電子データの特徴を知り、適切に取り扱うことができる。（技能）
4. インターネットの仕組みを概説できる。
5. 無線 LANを使用するための注意点について概説できる。
6. マナーを守り、電子メールの送信、受信、転送などができる。（技能・
態度）
7. インターネットに接続し、Webサイトを閲覧できる。（技能）
8. 検索サイト、ポータルサイトの特徴に応じて、必要な情報を収集でき
る。（技能）

X-8-1-1～8

38

【2.ソフトウェアの利用】
1. ソフトウェア使用上のルール、マナーを守る。（態度）
2. ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを用いる
ことができる。（技能）
3. グラフィックソフト、化学構造式描画ソフトを用いることができる。
（技能）
4. 画像ファイルの形式とその特徴に応じて、データを適切に取り扱うこ
とができる。（技能）
5. データベースの特徴と活用について概説できる。　

X-8-2-1～5

39

【3.セキュリティーと情報倫理】
1. ネットワークセキュリティーについて概説できる。
2. アカウントとパスワードを適切に管理できる。（技能・態度）
3. データやメディアを適切に管理できる。（態度）
4. 著作権、肖像権、引用と転載の違いについて説明できる。
5. ネットワークにおける個人情報の取り扱いに配慮する。（態度）
6. ソーシャルネットワークサービス（SNS）の種類と特徴、留意すべき
点について説明できる。
7. 情報倫理、セキュリティーに関する情報を収集することができる。（技
能）
8. コンピューターウイルスの侵入経路に応じて、適切な予防策を講じる
ことができる。（技能・態度）

X-8-3-1～8

40
【1.プレゼンテーションの基本】
1. プレゼンテーションを行うために必要な要素を列挙できる。
2. 目的に応じて適切なプレゼンテーションを構成できる。（技能）
3. 目的、場所、相手に応じた、わかりやすい資料を作成できる。（技能）

X-9-1-1～3

41

【2.文書によるプレゼンテーション】
1. 定められた書式、正しい文法に則って文書を作成できる。（知識・技
能）
2. 目的（レポート、論文、説明文書など）に応じて適切な文書を作成で
きる。（知識・技能）

X-9-2-1～2

42

【3.口頭・ポスターによるプレゼンテーション】
1. 口頭発表とポスター発表の違いと特徴について説明できる。
2. 課題に関して意見をまとめ、決められた時間内で発表できる。（技能）
3. 効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする。（技能・態度）
4. 質問に対して的確な応答ができる。（技能）
5. 他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改良点を指摘で
きる。（知識・態度）

X-9-3-1～5

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 委員会メンバー
（後期開始前の時期：ゼミナールガイダンスとして実施）
ゼミナールの目指すもの、 受動的学習と能動的学習、ゼミ
ナール選択についてなどの総論を講義する。さらに、定期
的にゼミナールアンケートを実施する

1-42

2～15 各ゼミナール担当
者 シラバス（別冊）にて指定した内容 1-42
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1～2 年次に 3種類のゼミナールを選択することによって、得意分野を延ばし、不得意分野を克服し、まっ
たく未知の分野に挑戦するなど、必修科目では味わえない、さまざまなことを吸収してくれることを期待
しています。少人数、グループ学習を通して、問題解決能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーショ
ン能力が徐々に醸成されてきます。3～6年次さらには社会で求められる重要な能力ばかりです。自らの判
断で有益にすごしてもらいたいと願っています。
　「選択」は自己責任で行う重要なアクションです。カリキュラムは必修科目が多いので、このようなア
クションをする絶好のチャンスです。ガイダンス時に配布される資料を読みこなし最も学んでみたいゼミ
ナールを選択してください。必修科目には無い醍醐味が味わえます。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
ゼミナールは約 90名の薬学部教員が各々 1単位を開講する。テーマは各々の教員が指定する。実施例を
以下に示す。テーマならびに履修に関する関連事項はガイダンス時に説明する。受講時期は 1年次後期か
ら 2年次後期までであり、3単位以上を履修する。集中講義形式を基本とし、前期または後期の実習のな
い週の午後 3週間、合計 6日間に実施することを基本とする。
開講内容等詳細は別途資料参照．
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
レポート、課題、参加態度を総合的に判断する（100％）。
〔教科書〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔参考書〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔オフィスアワー〕
ゼミナール担当者が指定する。
〔準備学習（予習・復習等）〕
ゼミナールのコアタイムに実施されるグループ討議は、各個人のパフォーマンスレベルの高さによって質
が左右されます。演習問題の回答でも、皆が十分な予習をしていることによって、質の高い解説が行われ
ることになります。プレゼンのための資料作りは、コアタイム以外の時間に行ってくることが前提となり
ます。質の高いコアタイムを築くために、予習復習を十分に行ってください。
〔学生へのフィードバック〕
ゼミナール担当者が指定する。
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構造有機化学
Structural Theory of Organic Chemistry

第 3 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

一栁　幸生

学 習 目 標
(GIO)

複雑な有機化合物の構造および立体化学を解析するうえで、NMRスペクトルが多くの重要な情報を提供す
る。本講義では、1H NMRスペクトルを中心に、MS、IRスペクトルを演習形式で解析し、機器スペクトル
による構造解析法について理解を深める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-2-1
2 1H および13C NMR スペクトルより得られる情報を概説できる。 C3-4-1-1
3 1H NMR の積分値の意味を説明できる。 C3-4-1-3

4
1H NMR シグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する基本
的な分裂様式を説明できる。 C3-4-1-4

5 代表的な化合物の部分構造を1H NMR から決定できる。 C3-4-1-5

6 IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することが
できる。 C3-4-2-2

7 代表的な化合物のマススペクトルを解析できる。 C3-4-3-4
8 代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決定ができる。 C3-4-4-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1～3 一栁 1H NMRおよび13C NMRスペクトルの原理と概要 1
4～6 〃 1H NMRおよび13C NMRスペクトルより得られる情報 2、3、4
7～8 〃 1H NMRスペクトルの応用 2、3、4
9～11 〃 1H NMRスペクトルの解析 2、3、4
12～13 〃 種々の機器スペクトルデータを用いた構造解析 5、6、７、８

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
演習形式を多く採り入れている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
自分でスペクトルを解析することにより思考力が涵養されるものと考えています。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価　
知識：演習問題を適時行う。
2）総括的評価　
知識：課題 (25%)、試験 (75%)で評価する。再試験は行わない。
〔教科書〕
マクマリー有機化学　第 9版（上）（J. McMurry著　伊藤ら訳　東京化学同人）
〔参考書〕
有機化合物のスペクトルによる同定法　第 8版　 (R.M. Silversteinら著　岩澤ら訳　東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
質問は事前にメールで日時を調整したのち、対面でのみ対応します。内容的にメールによる質問/回答は
正しい理解につながらないことが多いため行いません。
〔所属教室〕
天然医薬品化学講座　研究 1号館 2階
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行ってください。授業を受ける前に、教科書の該当範囲を読んで
から講義に臨んでください。また、受講前に必ず課題を行ってください。わからないことをそのままにし
ないで、参考書等で調べてください。
〔学生へのフィードバック〕
学生の課題への回答について補足解説を行っている。
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〔教員からの一言〕
機器スペクトル解析は４年前期に必修科目として学習する機会があるので、本科目を受講しなくても国家
試験を受験するうえで不利になることはありません。
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反応有機化学
Organic Reaction Mechanism

第 3 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

矢内　光

学 習 目 標
(GIO)

有機反応における軌道概念に関する基本事項を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 原子価結合法と分子軌道法の基礎概念を説明できる。 C1-1-1-1～2
2 共役や共鳴の概念を説明できる。 C1-1-1-3
3 基本的な有機反応の分類と反応機構を説明できる。 C3-1-1-6～9
4 代表的なペリ環状反応を列挙し、その特徴を説明できる。 C3-2-2-1
5 求核置換反応と脱離反応を列挙し、その特徴を説明できる。 C3-3-2-2～3

6 反応における電子効果、立体効果、立体電子効果の基本概念を説明で
きる。 C3-3-6-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1～3 矢内 原子価結合法と分子軌道法 1, 2

4～6 〃 Woodward-Hoffman則とフロンティア軌道理論 2, 3

7～9 〃 ペリ環状反応（電子環状反応と Diels-Alder反応） 2, 4, 6

10～12 〃 極性反応における立体電子効果 2, 5, 6

13 〃 総合演習 1～6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義と問題演習を通じて，概念を理解し，説明することを求めます。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
総括的評価
a)知識：（レポート・課題 100%）
〔教科書〕
講義資料を配布します。
〔参考書〕
『フロンティア軌道論で理解する有機化学』（稲垣ら 著，化学同人)
『フロンティア軌道法入門 有機化学への応用』（I・フレミング 著, 福井 監修，講談社）
『マクマリー有機化学（上，中，下）』第９版（J. McMurry 著，伊藤ら 訳，東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
毎回の講義終了後に質問を受け付けます。
〔所属教室〕
矢内　光　薬品製造学教室　研究２号館 304室
〔準備学習（予習・復習等）〕
これ以前の有機化学系科目の内容を前提として、講義を進めるので、よく復習しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
個別に、講義や演習問題に対する質問を受け付ける。
〔教員からの一言〕
これ以前の有機化学系科目の復習ではありません。
講義では取り扱われてこなかった，分子軌道法に基づいた反応の記述を試み，反応に対する深い理解の醸
成を目指します。
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細胞工学
Cell Technology

第 3 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

安達　禎之

山中　大輔

学 習 目 標
(GIO)

近年の医薬品開発において、遺伝子工学や細胞工学の発展と共に培われてきた技術はきわめて重要な位置を
占めている。さらにヒトゲノム情報の整備、新たな再生医療技術の発達により、今後生まれてくる医薬品や
医療技術は、既存の遺伝子工学や細胞工学に加え、ゲノム情報、再生医療技術の利用などにより一層多様化
することが予想される。本講義では、医療におけるバイオテクノロジーの重要性を理解するためにその根幹
を成す遺伝子工学及び細胞工学の基本を学習する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 遺伝子の基本的構造について説明できる。 C6-4-2-1～3
2 遺伝子の転写の機構について説明できる。 C6-4-4-1～4
3 遺伝子発現からタンパク質合成までの過程を説明できる。 C6-3-2-1, C6-4-4-5
4 遺伝子組換えの基本的な手法について概説できる。 C6-4-6-1
5 遺伝子工学に必要な酵素類、ベクターについて説明できる。 C6-4-6-1
6 遺伝子クローニングについて概説できる。 C6-4-6-1～2

7 細胞への遺伝子導入の方法について説明できる。 C6-4-6-1, C8-3-2-4, C8-
4-1-1

8 細胞を用いた遺伝子産物の効率的な生産方法について説明できる。 C6-4-6-1～2
9 細胞を用いた遺伝子産物の効率的な生産方法について説明できる。 C6-4-6-1
10 細胞融合法について説明できる。 C8-2-2-2
11 抗体産生ハイブリドーマの作製法について概説できる。 C8-2-2-2
12 抗体分子の基本構造について説明できる。 C8-1-3-4
13 単クローン抗体と多クローン抗体の違いについて説明できる。 C8-2-2-2
14 キメラ抗体、ヒト型抗体の作製法について概説できる。 C8-2-2-3
15 遺伝子組換え型抗体医薬品の利点について説明できる。 C8-2-2-3

16 ゲノム編集技術の医療への応用について概説できる。 C6-4-1-1～2, C6-4-5-1,
C6-4-6-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 安達、山中 バイオテクノロジー概説（ビデオを見ながら） 1,4

2 〃 遺伝子の基本的構造と機能 1,2

3 〃 遺伝子からタンパク質発現までの流れ 3
4 〃 組換え DNA実験の定義と方法論 4,5,6

5 〃 組換え DNA実験の定義と方法論 4,5,6

6 〃 細胞への遺伝子導入とその発現制御 2,7,8

7 〃 遺伝子工学、発生工学による医薬品の生産と再生医療への
応用 8,9

8 〃 細胞分化の制御と細胞機能との関わり. ゲノム編集技術の
応用 9,16

9 〃 抗体分子の基本構造、抗体産生機構 11
10 〃 単クローン抗体の作製技術 10,11,12,13

11 〃 キメラ抗体、ヒト型抗体の作製と抗体医薬への応用 14,15

12 〃 抗体を用いた分析方法の診断への応用 14,15,16

13 〃 総括

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
学生の理解を助けるためにプリントを作製し、講義解説を進めながら課題に対処させ提出させている。
講義内容確認のためのチェックテストを毎回行い、解答を提出させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
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チェックテストについて毎回　正解と解説を行い、知識の定着を図っている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:小テスト、WebClass講義資料などを項目ごとに行う。
2) 総括的評価
a) 知識:定期試験（ペーパー試験　 100％）
〔教科書〕
基礎から学ぶ遺伝子工学（羊土社）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、要予約。
〔所属教室〕
免疫学教室　研究２号館５０５号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
毎回、講義に用いるスライドファイルを事前にWebClassに掲載しているので予習用の参考資料として活
用してください。
〔学生へのフィードバック〕
チェックテストの正解と正答率を毎回示します。難易度を知るとともに、どのように解釈すべきかを解説
します。

– 335 –386



代謝生化学
Biochemical Metabolisms

第 3 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

今田　啓介

学 習 目 標
(GIO)

生体に摂取された物質あるいは生体を構成する成分の化学反応（代謝）から生じる生体エネルギーや生理活
性物質は、生物（ヒト）における生命活動調節に欠くことはできない。当該科目では、生物学、細胞生物学
および生化学 I、II、IIIで学んだ糖質、脂質、タンパク質および核酸代謝とエネルギー産生機構について、基
本的な知識を復習し、これらの代謝調節を統合的に理解することを学習目標とする。また、これら代謝の異
常と疾病との関連性を復習し、生化学的視点から代表的な代謝調節薬の作用について理解を深める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 代表的な糖質、脂質、アミノ酸（タンパク質）および核酸（ヌクレオチ
ド）の種類、構造、性質、役割を説明できる。

C6-2-1-1, C6-2-2-1～2,
C6-2-3-1, C6-2-4-1, C6-
2-5-1

2 細胞小器官の構造と機能を説明できる。 C6-1-2-1

3 酵素反応の特性と反応速度論、酵素反応に対する補酵素および微量金属
の役割を説明できる。 C6-3-3-1～3

4 解糖系（基質レベルのリン酸化）の特徴と経路について説明できる。 C6-5-2-1
5 ピルビン酸の代謝、アルコール発酵と乳酸発酵について説明できる。 C6-5-2-1, Y-3-53-2
6 クエン酸回路について説明できる。 C6-5-2-2

7 ペントースリン酸回路やグルクロン酸経路の生理的意義と解糖系との繋
がりについて説明できる。 C6-5-5-3

8 糖新生およびグリコーゲン代謝およびそれらのホルモン調節について説
明できる。 C6-5-2-4～5

9 電子伝達系（酸化的リン酸化）における ATP産生について説明できる。 C6-5-2-3

10 電子伝達系および酸化的リン酸化の阻害物質を挙げ、その阻害機構を説
明できる。 Y-3-53-1

11 脂肪酸の酸化（β 酸化）について説明できる。 C6-5-3-1
12 ケトン体の生成とその生体内利用について説明できる。 C6-5-4-1
13 脂肪酸の生合成、伸長と不飽和化について説明できる。 C6-5-3-1, C6-5-4-2

14 リン脂質の分解およびアラキドン酸代謝経路とその阻害物質について説
明できる。 Y-3-59-1

15 コレステロールの生合成経路と代謝について説明できる。 C6-5-3-2
16 貯蔵脂肪からの脂肪酸の動員機構について説明できる。 C6-5-4-2

17 脂質の代謝異常により生じる代表的な疾患を挙げ、その病態を概説で
きる。 E2-5-1-2

18 アミノ酸の転移・除去（酸化的脱アミノ化）について説明できる。 C6-5-5-1
19 尿素回路（オルニチン回路）について説明できる。 C6-5-5-1

20 アミノ酸が関与する特殊な生体成分の生合成について、アミノ酸ごとに
説明できる。 C6-5-5-1

21 アミノ酸の代謝異常により生じる代表的な疾患を挙げ、その病態を概説
できる。 C6-5-5-1

22 核酸塩基の代謝（生合成と分解）とその代謝調節薬について説明できる。 C6-5-5-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 今田 糖質、脂質、アミノ酸（タンパク質）、核酸（ヌクレオチド）
の種類，構造と性質 1

2～3 〃 酵素の特性と酵素反応速度論 3
4～5 〃 糖質代謝 2, 4～8
6～7 〃 電子伝達系 9, 10

8～9 〃 脂質代謝 11～17
10 〃 アミノ酸代謝 18～21

11～12 〃 核酸代謝 22
13 〃 試験 1～22
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1. WebClassを利用した予習課題により、その時点での理解度を把握すると共に、予め講義のポイントを
確認できるようにしている。
2. 補助プリントを配布し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるようにしている。
3.講義終了時の演習問題（小テスト）を利用して、講義後も復習できるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1. 1年生の「生物学」、「細胞生物学」および「生化学 I」、2年生の「生化学 II」および「生化学 III」で学習
した内容を横断的に理解するため、演習問題（小テスト）を活用した知識の統合化を試みる。
2. WebClassでは、講義に使用する補助プリントおよびスライド資料（一部）についても公開している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識: 毎回、講義前のWebClassによる予習課題でその時点での知識を確認する。また、講義後の演習
問題（小テスト）により知識レベルの到達度を確認する。
2) 総括的評価
a) 知識: WebClassの予習課題（25%）、演習問題（小テスト）（25％）および定期試験（50%）にて評価
する。
〔教科書〕
薬学領域の生化学 第 2版（伊東　晃編集　廣川書店）
〔参考書〕
生物系薬学 I（スタンダード薬学シリーズ II-4） 生命現象の基礎（日本薬学会編　東京化学同人）
生物系薬学 IV 演習編（日本薬学会編　東京化学同人）
ハーパー・生化学（上代　淑人監訳　丸善）
ロスコスキー生化学（田島　陽太郎監訳　西村書店）
マッキー生化学（市川　厚監修　福岡　伸一監訳　化学同人）
〔オフィスアワー〕
原則としていつでも可であるが、事前に予約するのが望ましい。
〔所属教室〕
今田　啓介　薬学基礎実習教育センター　教育 1号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
・必ずWebClassの予習課題に取り組んでください。
・教科書および講義プリント（WebClassにより事前配布）は事前に読んで、講義に臨んでください。
・前回の講義内容を必ず復習して、次回の講義に臨んでください。
〔学生へのフィードバック〕
・授業中に実施する演習問題（小テスト）の解説（フィードバック）を次回の講義で行います。
〔教員からの一言〕
・生化学に苦手意識をもち、生化学の理解度を深めたいと考えている学生に受講して頂きたいと思います。
・教科書を読んで理解することを心がけてください。また、WebClassを活用して繰り返し勉強する習慣を
つけてください。
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香粧品科学（産学連携教育プログラム）
Cosmetic Science

第 3 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

芦田　豊（資生堂グローバルイノベーションセンター）

平尾　直靖（資生堂グローバルイノベーションセンター）

原　英二郎（資生堂グローバルイノベーションセンター）

佐藤　隆（取り纏め）

学 習 目 標
(GIO)

香粧品（通常、化粧品と同義語）は、健常人の日常生活と深くかかわりあい、様々な目的で使用されている。
化粧品（薬用化粧品といわれる医薬部外品を含む）は、医薬品医療機器等法で定義されているように、人の
身体の清潔、美化、魅力づけ等を目的に用いられ、その作用は緩和なものであり、医薬品とは本質的に異
なっている。また、化粧品を支える研究開発、技術領域は、皮膚科学、製剤化技術、原料・素材開発、ヒュー
マンサイエンス、品質保証技術開発等、薬学とも関連の深い多彩な領域を含んでいる。本講では、化粧品の
概要および科学的理解の向上を目標とし、化粧品の基本的特性に加え、主たる研究技術領域について具体例
も示しながら解説する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 化粧品の特性の理解（役割、定義、種類等） B-2-2-1, C7-1-6-1, X-1-
1-1

2 化粧文化、歴史を知る X-1-1-1
3 化粧品の品質特性の理解 B-2-2-1

4 皮膚の構造と基本機能ならびに皮膚の細胞と機能の理解 C7-1-6-1, C8-1-1-1, D2-
1-4-4, X-6-2-1

5 化粧品主要成分の理解 B-2-2-1, E5-1-3-1
6 化粧品の基本的な製剤技術の理解 C7-1-6-1, C8-1-1-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 芦田 化粧品概要（1）：化粧品の持つポテンシャル・特性、化粧品
の定義、分類、法規、品質特性 1、2、3、4

2 〃 化粧品概要（2）：化粧品の歴史、文化
皮膚科学（１）：皮膚の構造、外観 1、2、4

3 〃 皮膚科学（２）：皮膚生理機能、皮膚の計測技術 3、4、5

4 〃 皮膚科学（３）：皮膚細胞と機能
環境と皮膚（１）：乾燥と皮膚、保湿化粧品の技術 3、4、5

5 〃 環境と皮膚（２）：紫外線と皮膚、紫外線ケア化粧品の技術 3、4、5、6
6 〃 化粧品技術の研究開発例（１）　化粧品成分の開発例 1、3、4、5
7 〃 化粧品技術の研究開発例（２）　化粧品技術の応用例 1、3、4、5
8 平尾 化粧品と心理科学：情緒価値に優れた製品開発のために 1、3、4
9 原 化粧品の製剤技術概要：化粧品の基本的な原料と製剤技術 3、5、6
10 〃 化粧品各論（1）：乳化技術の概要とスキンケア化粧品 3、5、6

11 〃 化粧品各論（2）：メーキャップ化粧品の基礎
（色彩の科学） 2、5、6

12 芦田 化粧品各論（3）：芳香化粧品の基礎（香りとニオイの科学） 3、4、6
13 〃 総括：講義内容の要点の確認 1～6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・講義の補足資料を必要に応じWebClassに掲載する。
・受講ノートとして活用できるよう補足資料には空欄を設定する。
・講義時には受講者名簿をもとに随時質問を行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・講義の要点については、補完する資料を授業時または前日までに配布、配信するので都度Web classで
確認すること。
・基礎研究から実用化まで、幅広い視点から解説する。
・講義資料は図、動画を組み込むなどを工夫し理解の促進を図る。
〔成績評価方法〕
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＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a）知識：講義内の質疑応答や、講義内または講義後の確認テストへの回答状況によって、習熟度を確認す
る。
2) 総括評価
a）知識：定期試験（80%）、確認テスト（20％）にて評価する。
〔教科書〕
授業の補足資料を配布、配信するので教科書の指定はしない。
〔参考書〕
新化粧品学（第 2版）（光井武夫編　南山堂）
化粧品の有用性 （日本化粧品技術者会編　薬事日報社）
化粧品事典 （日本化粧品技術者会編　丸善）
医師・医療スタッフのための化粧品ハンドブック：平尾 哲二 著（中外医学社）
トコトンやさしい化粧品の本（第２版）：福井 寛 著（日刊工業新聞社）
〔オフィスアワー〕
１）芦田・平尾・原
講義日　講義時間終了後（質問は講義時間内にも受け付ける）　講師控室
２）佐藤
原則としていつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
〔所属教室〕
芦田・平尾・原　　　講師控室（講義日のみ）
佐藤　　　　　　　　生化学教室　　研究４号館４階４４１７号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
・授業ごとに予習・復習をそれぞれ 70分以上行うこと。
・講義スケジュールは、日程を踏まえ講義内容が前後することもあるので、都度WebClassで確認するこ
と。
・授業を補足する資料はWebClassに掲載するが、あくまで補足資料なので授業の中で必要事項は自己で
補記、追記するなどして理解を深めること。
・授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認して、関連事項を調べてから講義に臨むようにすること。
・講義後は必ず復習し、参考書等で調べ直すことで理解を深めること。
・それでも理解できない場合には、オフィスアワーや次回の講義のときに質問すること。
〔学生へのフィードバック〕
最終授業で講義の要点について講義資料を基に確認する。
〔備考〕
本講義は株式会社資生堂の協力のもと，資生堂 GIC支援教育プログラムとして開講します。
＊ GICとは、Global Innovation Centerの略号。

– 339 –390



アドバンス有機化学
Advanced Organic Chemistry

第 3 学年 後期 （選択）専門科目 I 1 単位

古石 裕治

学 習 目 標
(GIO)

複素環はヘテロ環ともいわれ、N, O, S 原子などのヘテロ原子を含む多様な環構造が存在しており、それぞ
れが特徴ある化学的性質を示します。複素環化合物の多くは天然物や生体関連物質としても存在し、有効な
生物活性を有するものは医薬品や農薬として重要な役割を果たしています。本科目では、医薬品に含まれる
代表的な複素環を中心として、構造化学的分類、化学的性質、反応性、合成法等について学習します。「アド
バンスト」的な内容としては、生体内で機能する複素環についての代表例をいくつか取り上げ、医薬品の代
謝活性機構、酵素の触媒機構を有機化学で学んだ反応機構を用いて学習します。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 共役や共鳴の概念を説明できる。 C1-1-1-3
2 薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。 C3-1-1-2
3 有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。 C3-1-1-4

4 基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことがで
きる。 C3-1-1-9

5 代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明で
きる。 C3-2-3-4

6 代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効
果について説明できる。 C3-2-3-5

7 アミン類の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-5-1
8 官能基が及ぼす電子効果について概説できる。 C3-3-6-1
9 含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる C3-3-7-2

10 医薬品の標的となる生体高分子（タンパク質、核酸など）の立体構造とそ
れを規定する化学結合、相互作用について説明できる。 。 C4-1-1-2

11 医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コン
ポーネントとしての性質を説明できる。 C4-3-3-3

12 β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質に
ついて説明できる。 C4-3-4-5

13 DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、シスプラチン類）を列挙し、そ
れらの化学構造と反応機構を説明できる。 C4-3-6-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 古石 複素環と医薬品 2、11
2 〃 複素環化合物の構造と性質：複素環化合物の酸性度 １、3、５
3 〃 窒素塩基（アミン類）の塩基性度 １、7、9
4 〃 複素環化合物の構造と性質：複素環化合物の塩基性度 １、３、7、９

5 〃 芳香族複素環化合物の電子構造と性質１：π 電子過剰系 １、３，４、５、
６、８

6 〃 芳香族複素環化合物の電子構造と性質２：π 電子過剰系 １、３，４、５、
６、８

7 〃 芳香族複素環化合物の電子構造と性質１：π 電子不足系 １、３，４、５、
６、８

8 〃 芳香族複素環化合物の電子構造と性質２：π 電子不足系 １、３，４、５、
６、８

9 〃 生体内で機能する複素環１：核酸塩基に対するアルキル化剤 10、11、13
10 〃 生体内で機能する複素環２：β-ラクタム系抗生物質 10、12
11 〃 生体内で機能する複素環３：医薬品の代謝活性化機構 10、11
12 〃 複素環化合物の合成 ２、４、6、８
13 〃 生体内で機能する複素環４：プロテーアーゼの触媒機構 10、11
14 〃 総合演習

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
理解度の自己確認のために、演習問題を課します。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ重要なキーワードを提示し、学習目標を明確に伝えます。授業は資料プリントを用いて、板書・
プロジェクターで行い、反応式・反応機構等が正確に記述できるように指導します。
〔成績評価方法〕
＜試験・レポートにより評価する＞
1）形成的評価
a）知識：演習問題を課して、学生自身が自分の理解度を確認できるように促します。
2）総括的評価
a）知識：試験（100%）により評価します。試験で要求した知識に未到達と判断した場合はレポートで未
到達分を補足します。
　
〔教科書〕
講義プリントを配布します。
〔参考書〕
マクマリー有機化学（上、中、下）（J. McMurry著　伊東ら訳　東京化学同人）
ヘテロ環の化学　-基礎と応用-　（John A. Joule・Keith Mills 著　中川昌子・有澤光弘　訳　東京化学
同人）
〔オフィスアワー〕
原則として、いつでも可能です。
〔所属教室〕
古石 裕治（ 薬学教育推進センター）
〔準備学習（予習・復習等）〕
本科目の履修に際しては、授業前には３年前期までに学んだ「有機化学」「生化学」を予習し、授業後には
演習問題を解いて復習することを勧めます。
〔学生へのフィードバック〕
授業各回において、前回の授業内容のポイントを再度伝えて確認し、質疑応答を通してフィードバックを
行います。
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薬剤経済学
Pharmacoeconomics

第 3 学年 後期 （選択）専門科目 I 1 単位

五十嵐　中

大西　佳恵

学 習 目 標
(GIO)

医薬品の合理的使用を目指し、その社会経済的価値を評価するための基本的な考え方と現状とを学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬剤経済学を学ぶ際の土台として、生物統計学や臨床試験の基礎知識を
習得する。 T-1

2 薬剤経済評価の具体的な手法を理解する。 T-1
3 介入のコスト（費用）を評価する手法を理解する。 T-1
4 介入のアウトカム（効果・費用・便益）を評価する手法を理解する。 T-1

5 経済評価と密接に関連する、医療保険制度・薬価制度についての理解を
深める。 T-1

6 既存の薬剤経済評価研究を批判的に吟味する手法を学ぶ。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 大西 薬剤経済学とは、研究デザイン 1
2 〃 エンドポイント、プラセボ、研究倫理 1
3 五十嵐 薬剤経済評価の基礎手法 1 2
4 〃 薬剤経済評価の基礎手法 2 2
5 〃 コスト（費用）の扱い方 3
6 〃 アウトカム（効果・効用・便益）（1） 4
7 〃 アウトカム（効果・効用・便益）（2） 4
8 〃 メタアナリシスとシステマティック・レビュー 4
9 〃 モデルを使った薬剤経済評価 3、4
10 〃 医療費と診療報酬制度・薬価制度（1） 5
11 〃 医療費と診療報酬制度・薬価制度（2） 5
12 〃 薬剤経済評価研究の実際（1） 6
13 〃 薬剤経済評価研究の実際（2） 6
14 大西 薬剤経済評価研究の批判的吟味（1） 6
15 〃 薬剤経済評価研究の批判的吟味（2） 6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
討議時間を設けるとともに、ワークショップを実施する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
パワーポイントをただ流す「受け身」の授業だけでなく、ディスカッションや論文の批判的吟味など、能
動的に授業に参加できるような工夫をしている。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
総括的評価
a)知識：レポート（100％）により評価する。
〔教科書〕
五十嵐　中「ちゃんとした薬剤経済学」（京都廣川書店）
〔参考書〕
五十嵐中, 佐條麻里. 「薬剤経済わかりません!!」 (東京図書, 2014)

〔オフィスアワー〕
五十嵐　中　いつでも可。（できれば事前に e-mailにて連絡のこと）
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大西佳恵　授業の前後の時間帯。
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業で配布したプリントの内容を復習すること
〔学生へのフィードバック〕
必要に応じて行う。
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地域保健薬学概論
The Role of the Pharmacist in Community Health

第 3 学年 後期 （選択）専門科目 I 1 単位

戸張　裕子（日本禁煙学会認定専門薬剤師、日本公衆衛生学会認定専門家）

倉持　素樹（小山富士見台病院　日本精神神経学会精神科専門医）

馬場　寛子（医療法人社団碧水会長谷川病院　日本病院薬剤師会認定精神科専門薬剤師）

中島　研（横浜南共済病院薬剤科・臨床研究センター　妊婦・授乳婦専門薬剤師）

平林　史子（DNDi)

（講義予定順）

学 習 目 標
(GIO)

　地域社会において，医療分野のみならず、地域の人々の健康維持・増進に貢献できる薬剤師になるために，
保健ならびに福祉分野における現状と課題を認識するとともに，その質を向上させるための薬剤師の役割と
その意義を理解する．

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 地域保健の概念を理解する。 A-1-2-2, D1-2-1-1
2 地域保健の推進に関わる法律や制度について理解する。 D1-2-1-2
3 健康教育の基礎知識とその方法について説明できる。 E1-3-1-1, E2-9-6-1

4 地域における疾病予防、健康維持増進のために、薬剤師が果たす役割を
概説できる。 A-1-2-6, E2-9-1-1

5 代表的な労働災害や職業性疾病とその予防対策について概説できる。 D1-2-5-2

6 現代社会における精神保健の諸問題と精神保健の実際について理解
する。 Y-1-2-2

7 地域における疾病予防、健康維持増進のために、薬剤師が果たす役割を
概説できる。 D1-2-5-1

8 学校保健の意義と学校薬剤師の役割について説明できる。 B-4-2-3

9 ニコチン、アルコール、薬物等の物質依存とギャンブル、ゲーム等の行動
嗜癖に関する予防対策を説明できる。

A-1-2-6～7, D1-2-3-2,
D2-1-1-5, F-5-2-1

10 能動および受動喫煙関連疾患を理解し、能動および受動喫煙防止対策を
説明できる。

A-1-2-6, D1-2-3-2, F-5-
2-1, Y-1-2-1

11 自殺防止対策における薬剤師の役割について説明できる。 A-1-2-7, F-5-2-1, Y-1-
2-2

12 母子保健対策について説明できる。 A-1-2-8, D1-2-4-2

13 周産期保健医療・小児保健医療における薬剤師の支援について説明で
きる。 F-1-3-10

14 諸外国（国際社会の中での地域）における薬剤師の活動を、日本と比較し
ながら説明できる。 Y-2-5-2

15 地域社会における保健、医療、福祉の現状と問題点について、地域による
違いについて討議する。 Y-2-5-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 戸張 地域保健概論（歴史的発達過程、保健医療制度、関連法） 1，2

2-3 〃
健康教育とヘルスプロモーション
地域保健・産業保健における薬剤師の役割（生活習慣病予
防・労働災害防止対策など）

3，4，9，10

4-5 倉持，馬場，戸張
精神保健概論（現代社会における精神保健の諸課題とアプ
ローチ）
精神保健における薬剤師の役割（自殺予防に関する薬剤師
の取り組みと精神疾患患者のリカバリーと再発予防など）

3，4，5，6，7，
9，10，11，12

6-7 戸張
学校保健概論（学校環境衛生と学校安全、学校薬剤師）
学校保健における薬剤師の役割（喫煙予防・禁煙支援・薬物
乱用防止教育など）

8，9, 10，11

8-9 中島，戸張
母子保健概論
（現代社会における諸問題として、こどものインターネット
やゲーム依存、デジタル障害も含む）
周産期・小児保健医療における薬剤師の役割

9，13，14

10-11 平林，戸張 国際保健概論
国際保健における薬剤師の役割 15，16

12-13 戸張 地域における薬剤師の役割と今後への展開　 (総括） 16
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・テーマに沿った公衆衛生上の問題を提示し、その解決策について学生同士が討議する時間を設けている。
・リアクションペーパー（アンケート）を実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・基本的な知識を活用し、課題を解決する能力を醸成するために、参加型の講義形式としている。
・公衆衛生学上の諸問題ならびに解決策について各自の考えをレポートにまとめることにより、国内外の
保健・医療・福祉における薬剤師の役割とその意義について理解を深めると共に、論理的な思考力を養う
ことを目指している。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a: 知識：授業内確認テストを用いて、知識の到達レベルを確認している。
2) 総括的評価
a: 知識：授業内確認テスト（20％）、課題提出物（80%）にて評価する。
評価（総括的評価）
・S（90％以上） 　：合格
・A（80～90％未満）：合格
・B（70～80％未満）：合格
・C（60～70％未満）：合格
・D（60％未満） 　 ：不合格
〔教科書〕
必要時、WebClassに講義資料を配布する。
〔参考書〕
「精神保健医療福祉白書 2018/2019: 多様性と包括性の構築」精神保健医療福祉白書編集委員会 （中央法
規出版）
「精神科薬物療法マニュアル」日本病院薬剤師会精神科専門薬剤師部門試験委員会（南山堂）
「精神科医 X薬剤師クロストークから読み解く精神科薬物療法」鈴木利人他（南山堂）
「顧みられない熱帯病 : グローバルヘルスへの挑戦」 P. ホッテズ他（東京大学出版会）
「ノー・タイム・トゥ・ルーズ : エボラとエイズと国際政治」 P. ピオット他（慶應義塾大学出版会）
「公衆衛生マニュアル 2021 」柳川 洋他（南山堂・2021年 4月発売予定）
〔オフィスアワー〕
戸張　裕子: いつでも可。但し、メール等による事前予約が望ましい。
倉持　素樹: 講義終了後。
馬場　寛子: 講義終了後。
中島 　 研: 講義終了後。
平林　史子: 講義終了後。
〔所属教室〕
戸張　裕子: 薬学実務実習教育センター　教育 5号館 5階 5506教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義については予習の必要はない。講義後に各自復習し、講義中に挙げた公衆衛生上の問題について、自
身で調べて理解を深めること。その上で不明な点については、オフィスアワーや次回の講義時を利用して
質問すること。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想については、必要に応じて講義中に全学生に対してその内容を伝え、解説
を加える等の対応を行っている。また、授業内確認テストのフィードバックについても同様に、講義中に
解説を行っている。
〔教員からの一言〕
薬剤師は、調剤や医薬品の供給を通じて地域住民の健康に寄与しています。
しかし、公衆衛生といった広い視野から、医療分野のみならず、保健ならびに福祉分野の問題点について
も認識し、それらの健康問題を解決するといったアプローチが、これからの薬剤師には求められていると
言えます。
本講義では、あらゆる地域の様々な健康問題を扱います。学生の皆さんには、薬剤師として、これら諸問
題の解決方法を考えてもらいたいと思います。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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漢方薬物学 II
Kampo Medicine II

第 3 学年 後期 （選択）専門科目 I 1 単位

三巻　祥浩　　黒田　明平　　横須賀　章人　　松尾　侑希子　　三宅　克典

学 習 目 標
(GIO)

2年次前期・後期の「植物薬品学」「生薬学」、3年次前期の「漢方薬物学 Ｉ」のアドバンス科目として、漢
方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効との関係、重要な健康保険適用漢方薬の適応症と臨床応用、漢方薬のエ
ビデンスに関する研究成果、漢方薬の使用上の注意と副作用、漢方薬と西洋薬との薬物相互作用の理解を深
める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 漢方系生薬の基原、薬用部位を説明できる。 C5-1-2-1
2 漢方系生薬の主要成分を列挙できる。 C5-2-1-1

3 漢方系生薬の主要成分の生合成経路を説明できる。 C5-1-3-1, C5-2-1-1, Y-
3-42-2～4

4 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効との関係を説明できる。 C5-2-1-3～5
5 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の副作用との関係を説明できる。 C5-1-3-2
6 代表的な漢方薬の適応症を説明できる。 E2-10-2-2
7 漢方薬の臨床応用例を列挙できる。 E2-10-2-3
8 漢方薬の使用上の注意を説明できる。 E2-10-3-1
9 漢方薬と西洋薬との相互作用を説明できる。 E2-10-3-1
10 漢方薬のエビデンスに関する研究成果を例示できる。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 横須賀 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効への関与 (1) 1～6
2 〃 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効への関与 (2) 1～6
3 松尾 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効への関与 (3) 1～6
4 三巻 漢方薬の副作用と使用上の注意 5、8、9

5 新井
小池 漢方薬の臨床応用とエビデンス (1) 6、7、10

6 松尾 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効への関与 (4) 1～6
7 黒田 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効への関与 (5) 1～6
8 〃 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効への関与 (6) 1～6

9 新井
小池 漢方薬の臨床応用とエビデンス (2) 6、7、10

10 黒田 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効への関与 (7) 1～6
11 三宅 漢方系生薬の主要成分と漢方薬の薬効への関与 (8) 1～6
12 三巻 漢方薬の臨床応用とエビデンス (3) 6、7、10

13 三巻、黒田、
横須賀、松尾 まとめ（レポート作成） 1～10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中に問題演習を行い、受講生に解答の解説を行ってもらう。　
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
3年次前期までの生薬系科目の復習をしながら、漢方薬の臨床応用やエビデンスに関する研究例など、よ
り深い内容の講義を行う。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：CBTレベルの問題演習を行い、知識の定着度を確認する。
c) 態度：受講態度不良者に対しては改善の指導をする。
d) パフォーマンス：国家試験の問題を用いて演習を行い、習熟度を確認する。
2) 総括的評価
a) 知識：講義中間期における課題（20%）、レポート作成演習のプロダクト（80%）。
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〔教科書〕
WebClassに講義資料を配布する。
〔参考書〕
薬学生のための漢方薬入門第 4版（指田、三巻編著、廣川書店）
パートナー生薬学改訂第 3版増補（竹谷、木内、小松編、南江堂）
パートナー天然物化学改訂第 3版（海老塚、森田、阿部編集、南江堂）
今日の治療薬 2021（浦部、島田、河合、伊豆津編集、南江堂）
〔オフィスアワー〕
三巻　祥浩　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。研究 2号館 408教授室
〔所属教室〕
三巻　祥浩　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408教授室
横須賀　章人　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
松尾　侑希子　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
黒田　明平　薬学教育推進センター　教育 2号館 2110室
三宅　克典　薬用植物園
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。「植物薬品学」「生薬学」「漢方薬物学 Ｉ」の講義内容を
復習して、講義に臨むこと。復習は、配布資料を十分に活用すること。
〔学生へのフィードバック〕
適宜、問題演習を実施し、解答の正誤をフィードバックする。　
〔教員からの一言〕
国家試験前になると、なかなか生薬や漢方薬の勉強に時間がさけないと思います。この講義で、生薬の基
礎から漢方の臨床応用まで、しっかりと学んでおくことを推奨します。
〔備考〕
東海大学医学部専門診療学系漢方医学講座教授の新井　信先生と東邦大学名誉教授の小池　一男先生に、
それぞれ 2コマずつ講義をお願いしています。新井先生は 2限目の講義を、小池先生は 3限目の講義を担
当します。履修申請の際の参考にしてください。
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スキンケア入門
Introduction to Skin Care

第 3 学年 後期 （選択）専門科目 I 1 単位

佐藤　隆

宮地　良樹（京都大学名誉教授）

片桐　千華（資生堂グローバルイノベーションセンター）

田中　志保（東京女子医科大学皮膚科学教室）

大江　身奈（NPO 法人インターナショナルネイルアソシエーション）

平松　泰成（NPO 法人皮膚の健康研究機構）

学 習 目 標
(GIO)

皮膚（肌）は「目で見える臓器」であり、内なる「健康」のバロメーターでもある。また、皮膚のトラブル
が改善すれば健常者のみならず患者も精神的に健康を取り戻すことができる。すなわち、病を治す「治療」
に対し、治癒した皮膚（肌）を健康な状態に維持するのがスキンケアである。当該科目では、スキンケアの
適正化を啓発できる知識、技能や態度を有する薬学生を育成するために、皮膚バリア機能に関する基本的な
知識を習得し、肌トラブルや皮膚老化（しわ，しみ）に対する化粧品を活用したスキンケア指導の事例につ
いて学ぶ。また、美容皮膚科に関連した基礎知識と美容医療の実例を学ぶとともに、化粧品・スキンケア専
門家としての資格を取得するために化粧品・美容総合検定試験の合格を目指す。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 皮膚の構造と機能を説明することができる。 C7-1-6-1
2 皮膚の付属器官を挙げ、その機能を概説できる。 C7-1-6-1
3 皮膚の主な細胞外マトリックスの種類と機能を説明できる。 C6-6-3-2, Y-3-56-1
4 皮膚バリア機能について概説できる。 C7-1-6-1

5 代表的な皮膚疾患を挙げ、その病態および治療法（薬）について概説で
きる。 E2-6-3-1, E2-6-3-4

6 皮膚に対する太陽光の功罪について概説できる。 D2-1-4-4, D2-2-1-1
7 医薬部外品と化粧品の違いを説明することができる。 B-2-2-1
8 紫外線対策の基準である SPFおよび PAについて説明できる。 D2-1-4-4
9 皮膚老化（しわ，しみ）について概説することができる。 X-6-7-2～3, Y-3-56-1

10 抗老化（アンチエイジング）に関する化粧品や美容医療について概説で
きる。 B-2-2-1, X-6-7-2

11 化粧品・スキンケアに関するアドバイスをすることができる。 F-5-3-3～4, F-5-3-6～8

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 佐藤 授業ガイダンス
皮膚の構造と機能 1, 2

2 〃 皮膚バリア機能、太陽光による皮膚老化 3, 4, 6, 8, 9

3～4 片桐 肌の老化や肌トラブルを抱える患者（健常人を含む）への
化粧品・スキンケア指導 5～11

5 田中 美容医療に関する基礎と臨床（１） 5, 6, 8, 10, 11

6 宮地 光老化とアンチエイジング 4, 6～10
7 田中 美容医療に関する基礎と臨床（２） 5, 6, 8, 10, 11

8 大江 がん患者のアピアランスケア：アピアランスネイル 11
9～10 佐藤 皮膚疾患の病態とスキンケア指導の事例（ビデオ学習） 1～10

11 〃 化粧品・美容総合検定に向けた演習およびその解説（１） 1～11
12 平松 化粧品・美容総合検定に向けた演習およびその解説（２） 1～11
13 佐藤 化粧品・美容総合検定試験 1～11

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・外部講師の講義内容に関する事前調査に基づき質問事項を作成する。
・外部講師による講義についてレポートを作成、提出する。
・ビデオ学習に関してレポートを作成、提出する。
・化粧品・美容総合検定試験の合格に向けた小テストに取り組む。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・香粧品科学と美容皮膚科学分野の外部講師（企業人、臨床医など）を招いて最新の話題を紹介している。
・ビデオ学習により皮膚疾患について視覚的に理解を深める工夫をしている。
・化粧品・美容総合検定試験への対策から、適正かつ実践的なスキンケア知識を向上させる工夫をして
いる。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識: 外部講師の講義、ビデオ学習や検定試験問題に取り組むことで知識レベルの習熟度をレポートに
て確認する。
2) 総括的評価
a) 知識: 課題（検定試験等）およびレポート提出にて総合的に評価する（100%）。
〔教科書〕
検定試験参考図書 コスメマイスタースキンケアマイスター（メディカルレビュー社）
〔参考書〕
たった 20項目で学べる スキンケア（学研メディカル秀潤社）
看護師さん、薬剤師さんに贈るやさしく学べる皮膚疾患 32（メディカルレビュー社）
Q＆Ａで学ぶ 美容皮膚科ハンドブック（メディカルレビュー社）
〔オフィスアワー〕
原則としていつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
〔所属教室〕
佐藤　隆　　生化学教室　研究４号館４階４４１７号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
・授業ごとに予習・復習をそれぞれ 70分以上行いましょう。
・授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認して、関連事項を調べてから講義に臨むようにして下さ
い。
・講義後は必ず復習し、教科書の演習問題に取り組んだり、参考書等で調べ直すことで理解を深めて下さ
い。
・それでも理解できない場合には、オフィスアワーや次回の講義のときに質問して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中または講義後に全学生にその内容を伝
え、解説を加える等の対応を行なっている。
〔教員からの一言〕
香粧品とともにスキンケア、アピアランスケアに関する実践的知識を習得した薬剤師を目指しましょう。
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臨床薬学概論
Introduction to Clinical Pharmacy

第 3 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

堀　祐輔　　秋山　滋男　　影山　美穂　　武井　佐和子

学 習 目 標
(GIO)

・薬剤師綱領に示されている薬剤師の任務、責務を果たすために、医薬分業、医療制度、医療保険、介護保
険制度、医薬品の供給・流通・安全監視、医療経済など、薬剤師を取り巻く社会構造や環境を理解し、説明
できる。
・薬剤師として広い視点に立って、各自の目指すべき薬剤師としての将来像を考察する。
・国民から求められる薬剤師になるために、医療人としての自覚を高める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割
を積極的に果たすように努める。 A-4-5-1

2 病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内容と関連
を概説できる。 F-1-3-3

3 病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に
関連づけて説明できる。 F-1-3-4

4 病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連付
けて説明できる。 F-1-3-6

5 代表的な輸液の種類と適応を説明できる。 F-3-3-5
6 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。 F-3-3-6

7 代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療
方針を確認できる。 F-3-3-7

8 治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。 F-3-3-8

9
患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特
性、心理・希望等）や薬剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、
適切な処方を提案できる。

F-3-3-9

10 薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、
薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等の変更を提案できる。 F-3-4-10

11 地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）お
よびその意義について説明できる。 F-4-2-1

12 高齢者の生理的特性と社会的背景を説明できる。 F-2-4-2
13 患者心理を把握した適切な服薬指導の重要性について説明できる。 Y-1-2-1

14 慢性疾患と急性疾患の違いについて説明できる。患者・生活者のために
薬剤師が果たすべき役割を説明できる。 F-4-1-5

15 在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変化、生活環
境等の情報収集と報告を体験する。（知識・態度） F-5-1-6

16 代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。（知識・態度） F-5-3-4

17
来局者に対して、病状に合わせた適切な対応（医師への受診勧奨、救急対
応、要指導医薬品・一般用医薬品および検査薬などの推奨、生活指導等）
を選択できる。（知識・態度）

F-5-3-7

18 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明できる。 B-2-3-1

19 がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。 E2-7-9-2

20 麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）お
よび臨床適用（WHO 三 段階除痛ラダーを含む）を説明できる。 E2-1-3-2

21 終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。 F-1-3-11
22 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度） A-1-2-1
23 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。 B-3-1-7
24 医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度） A-1-3-1
25 地域における薬局の機能と業務について説明できる。 B-4-1-1

26 病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）
等を考慮し、薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。 F-3-3-2

27 高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明できる。 E3-3-2-2
28 チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。 F-4-1-1

29 処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確
認できる。（知識・技能） F-2-2-7

30 収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録することができる。（知
識・技能） F-2-4-15

授業内容
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 堀 薬剤師業務の概略を理解する 22,23

2 〃 薬局薬剤師の業務 1⃝（処方箋監査、処方解析） 22,24,25,29

3 〃 薬局薬剤師の業務 2⃝（最終監査、服薬指導、薬歴管理） 22,23,24,30

4 〃 保険制度、介護保険 22,23,25

5 影山 高齢者医療における役割 14,15,16,17

6 武井 医療用麻薬と薬剤師の関り 12,26,27

7 〃 緩和ケアと薬剤師の関り 12,13

8 影山 生活習慣病に対する取り組み 18,19

9 〃 アドヒアランス、コンプライアンスの向上に向けた役割 20,21,28

10 秋山 病棟業務における薬剤師の役割 2,3,4

11 〃 病棟業務の症例（患者アセスメントに基づいた薬学的アプ
ローチ：処方提案） 9,10

12 〃 病院薬剤師におけるチーム医療の役割
薬薬連携の重要性 1,11

13 〃 現場が求める病院薬剤師とは（期待される薬剤師） 5,6,7,8

14 全員 テスト

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題に対するレポートを行って頂き、学生が考察する時間を設けます。
教員より、意見や考えを求めることがあります。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
ａ）知識： 講義初めに数回小テストを行います。
ｂ）技能・態度：講義内容に関する考察を通じて、発表や討論の流れや取り組み方法を習得して頂きます。
2) 総括的評価
ａ）知識：講義で行う小テスト、レポートの内容により評価します（100％）。但し、受講態度によっては
受験資格を失うことがある。
〔教科書〕
WebClassに掲載した資料または、講義中に配布したプリント
〔オフィスアワー〕
堀祐輔、武井佐和子、秋山滋男、影山美穂：いつでも可。ただし、事前に電話かメールで予約をしてくだ
さい。
〔所属教室〕
堀祐輔　　　薬学実務実習教育センター　教育５号館６階
武井佐和子　薬学実務実習教育センター　教育５号館６階
秋山滋男　　薬学実務実習教育センター　教育５号館６階
影山美穂　　薬学実務実習教育センター　教育５号館６階
〔準備学習（予習・復習等）〕
キーワードを調査したり、各授業の復習をすると、より理解が深まります。
〔学生へのフィードバック〕
小テストへの解説、講義中の発表、レポートに対するコメントなどを通して、疑問点の解決や重要点を示
していきます。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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実践有機化学
Practical Synthetic Organic Chemistry

第 3 学年 後期 （選択）専門科目 I 1 単位

松本隆司（全履修者）

学 習 目 標
(GIO)

　医薬品の開発は，生物活性天然有機化合物の化学合成に始まり，より優れた医薬品としての特性を備えた
分子の創製へと続いていく。本科目では，そのような医薬品分子の開発という観点から，これまでに学習し
てきた有機化学の内容を見直し，また，未習の事項を学習する。さらに，実際の生物活性化合物・医薬品分
子の合成を例にとり，分子設計，合成デザイン，および実践について学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 課題として与えられた化合物の合成法を立案し，説明できる。 Y-3-32-1

2 反応中間体（カルボカチオン，カルボアニオン，ラジカル，カルベン）の
構造と性質を説明できる。 Y-3-19-1

3 代表的な官能基変換反応を列挙し、その機構と応用例について説明で
きる。 Y-3-29-11

4 代表的な炭素-炭素結合生成反応を列挙し，その機構と応用例について説
明できる。 Y-3-30-3

5 代表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明で
きる。 Y-3-31-1

6 代表的な立体選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明で
きる。 Y-3-31-2

7 官能基毎に代表的な保護基を列挙し、その応用例を説明できる。 Y-3-31-3

8 光学活性化合物を合成する意義と，そのための代表的な手法を説明で
きる。 Y-3-31-4

9 医薬品製造における原子経済（原子効率）について説明できる。 Y-3-33-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 松本 生物活性化合物の構造と化学合成の概要 １
２ 〃 合成デザインと逆合成解析（１） １，２
３ 〃 合成デザインと逆合成解析（２） １，２
４ 〃 骨格形成反応 １，２，４
５ 〃 官能基変換反応 １，２，３
６ 〃 有機反応の選択性ー化学選択性（１） １，３，５，７
７ 〃 有機反応の選択性ー化学選択性（２） １，３，５，７
８ 〃 有機反応の選択性ー位置選択性 １，４，５，７
９ 〃 有機反応の選択性ー立体選択性（１） １，３，６
１０ 〃 有機反応の選択性ー立体選択性（２） １，３，６
１１ 〃 有機反応の選択性ー立体選択性（３） １，４，６

１２ 〃 生物活性化合物の合成デザインと逆合成解析，その実践
（１） １～９

１３ 〃 生物活性化合物の合成デザインと逆合成解析，その実践
（２） １～９

１４ 〃 生物活性化合物の合成デザインと逆合成解析，その実践
（３） １～９

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
適宜，課題による演習を実施する。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識: 課題演習により，知識の到達レベルの確認する。
c) 態度: 受講状況，課題・演習の結果を記録する。
2) 総括的評価
a) 知識: レポートで評価する（100%）。
　　　　 課題・演習への取り組み態度が不良である場合には、レポートを受理しないこと
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　　　　 がある。
〔教科書〕
有機合成の戦略ー逆合成のノウハウ（C.L.ウィリス，M.ウィリス 著，富岡 訳，化学同人）
〔参考書〕
マクマリー有機化学　第９版（上、中、下）（J. McMurry 著　伊藤ら訳　東京化学同人）
有機反応機構（P. Sykes 著，久保田尚志 訳，東京化学同人）
ウォーレン 有機化学（W. Warrenら 著，野依ら 訳，東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　但し、要予約。
〔所属教室〕
松本隆司　薬品製造学教室　研究２号館３階３０４
〔準備学習（予習・復習等）〕
本科目の学習内容を理解するには，これ以前の有機化学系科目を習得していることが必要である。必ず，
よく復習しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
講義や課題に対する質問に，個別に対応する。
〔教員からの一言〕
具体的に「合成したい化合物」があるときに，これまでに学習した有機化学の知識を総動員して，どうす
ればそれが合成できるかを考えます。これまでの有機化学の講義で不足していた内容を随時補います。結
果として，有機化学の知識全体を見直すことにつなげたいと思っています。
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中医学概論
Introduction to Traditional Chinese Medicine

第 4 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

猪越　英明

山田　哲也

学 習 目 標
(GIO)

生薬は医薬品の原点であり、漢方をはじめとする東洋医学は、今日その有用性が高く評価されつつある。な
かでも中国の伝承医学は「中国医学 (中医学)」と呼ばれ、中国においては中医薬大学等で体系だった医学教
育が現在も行われ、中西医結合 (中医学と西洋医学の両面から治療を行う)など新たな試みがなされている。
本邦においても、西洋医学とともに漢方療法が行われる機会が増えており、薬剤師として漢方療法の基礎で
ある中医学の知識が求められている。本講義では、中医基礎理論および、漢方薬の使い方、注意点などを中
心に解説する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 中医学の歴史を学ぶ T-1
2 中医学の基礎理論を学ぶ T-1
3 中医学的な病気のとらえ方を理解する T-1
4 中医学的な診断方法を理解する T-1
5 代表的な方剤の使い方と注意点を理解する T-1
6 現代医療において漢方薬がどの様に使われているかを理解する T-1
7 経絡（ツボ）理論を学ぶ T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 猪越 中医学の歴史 1
2 〃 中医学の基礎理論 (整体観、陰陽・五行説) 2
3 〃 中医学から見た人体の生理 1 (気・血・津液) 3
4 〃 中医学から見た人体の生理 2 (五臓六腑など) 3
5 山田（哲） 中医診断学 1：問診の仕方など (四診) 4
6 〃 中医診断学 2：舌の見方 (四診) 4
7 〃 弁証論治 1：八綱弁証からわかること 4
8 〃 弁証論治 2：気血津液弁証からわかること 4
9 〃 弁証論治 3：臓腑弁証からわかること 4

10 〃 方剤の基礎知識：主な方剤の性質、効能及び副作用などの
注意点 5

11 猪越 実践中医学 1：風邪の初期対策、アレルギー疾患対策など 6
12 〃 実践中医学 2：生活習慣病対策、婦人科疾患対策など 6
13 〃 鍼灸（ツボ・経絡）の基礎知識 7

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
リアクションペーパー (アンケート等)を実施している。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
初学者にも理解できるよう、スライドを中心に分かりやすく解説する。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:課題、演習問題を行う。解説にてフィードバックする。
2) 総括的評価
a) 知識:レポートにて評価する（100%）。
〔教科書〕
生協にて販売する講義テキストを用いる。
〔参考書〕
わかる中医学入門 (邱紅梅 著　燎原書店)
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中医学入門 (神戸中医学研究会編著　東洋学術出版社)
中医臨床のための中薬学 (神戸中医学研究会編著　東洋学術出版社)
中医臨床のための方剤学 (神戸中医学研究会編著　東洋学術出版社)

〔オフィスアワー〕
猪越／水曜日 (授業後)
山田（哲）／いつでも可。但し、メールによる予約が必要。
〔所属教室〕
猪越／中国医学研究室　医療薬学棟 4階
山田（哲）／社会薬学教育センター　教育棟 3号館 1階
〔準備学習（予習・復習等）〕
予習は特に必要ありません。復習など、さらに勉強したい方には教材を提供します。
〔学生へのフィードバック〕
学生からの質問にこたえる形式でフィードバックを行う。
〔教員からの一言〕
漢方の実践を学びたい方は聴講ください。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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病理組織学
Histopathology

第 4 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

塚本　哲

学 習 目 標
(GIO)

主要病変における臓器・組織の形態変化を知り、疾患の概念を系統的に理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 病理学総論・各論の枠に沿って、人体に生じる様々な疾患を理解する。

E2-1-1-1～4, E2-1-2-1
～4, E2-1-3-1～14, E2-
1-4-1, E2-2-1-1～3, E2-
2-2-1～9, E2-2-3-1～4,
E2-2-4-1, E2-3-1-1～6,
E2-3-2-1～5, E2-3-3-1
～8, E2-3-4-1, E2-4-1-
1～4, E2-4-2-1～9, E2-
4-3-1, E2-5-1-1～3, E2-
5-2-1～5, E2-5-3-1, E2-
6-1-1～4, E2-6-2-1～2,
E2-6-3-1～4, E2-6-4-1,
E2-7-1-1～2, E2-7-10-1,
E2-7-2-1, E2-7-3-1～10,
E2-7-4-1～6, E2-7-5-1
～2, E2-7-6-1～2, E2-
7-7-1～3, E2-7-8-1～13,
E2-7-9-1～2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 塚本 病理学総論（病理学概論　細胞障害） 1
2 〃 病理学総論（代謝障害　炎症） 1
3 〃 病理学総論（循環障害） 1
4 〃 病理学総論（腫瘍） 1
5 〃 病理学総論（腫瘍） 1

6 〃 病理学総論（免疫異常　遺伝子異常　発生発達異常　外因
による疾患） 1

7 〃 病理学各論（循環器疾患） 1
8 〃 病理学各論（呼吸器疾患） 1
9 〃 病理学各論（消化器疾患） 1
10 〃 病理学各論（血液疾患） 1
11 〃 病理学各論（内分泌・代謝疾患　腎疾患） 1
12 〃 病理学各論（泌尿器疾患　乳腺疾患） 1
13 〃 病理学各論（女性・男性生殖器疾患） 1
14 〃 病理学各論（神経・筋・骨・皮膚・眼・耳疾患） 1

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
教科書に沿って解説・補足するので、よく聞いて自分が理解できる言葉で記録してください。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価
a)知識：定期試験（100％）により評価する。
〔教科書〕
「改訂２版　カラーイラストで学ぶ　集中講義　病理学」メジカルビュー社 (ISBN:978-4-7583-0097-1)

〔参考書〕
病気がみえる　第１-１２巻（メディックメディア）
薬がみえる　第１-４巻（メディックメディア）
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〔オフィスアワー〕
今年度は遠隔授業なので、質問等ありましたらいつでもメールで自由にどうぞ。
〔準備学習（予習・復習等）〕
解剖学や生理学を十分に復習しておいてください。当時の本やノートを参照しながら講義を聞けば更に理
解が深まると思います。
〔学生へのフィードバック〕
皆さんの質問に対する回答で皆にも役に立つ知識などあれば、随時講義に盛り込んでゆきます。
〔教員からの一言〕
この限られた回数で、医学の根幹をつくっている病理学を全て語ること自体が、もとより不可能なことで
す。どうしても自分でもたくさん学んでもらわないとなりません。病理学に限らず多数の教科書を読ん
で、毎日勉強し続けることを習慣にしてください。ただ、つらかったら続きませんので、勉強は楽しく、
でも怠らずに。

– 357 –408



臨床医学概論（消化器科）
Introduction to Clinical Medicine

第 4 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

中村　洋典　　東京医科大学八王子医療センター　消化器内科・臨床講師

学 習 目 標
(GIO)

「臨床医学概論」では、消化器疾患の病気の定義、病態生理、診断法、治療法について講義します。消化器
官は非常に重要な役割を担う臓器であり、疾患も多岐にわたります。講義内容は消化器の各臓器別を基本と
して、消化器疾患に興味をもって頂けるような内容としています。大学病院の一勤務医として病院での実臨
床、医療の現場の実際も交えて講義します。医療に携わる勤務を希望する学生諸子において、自分自身はど
のような疾患に興味があるのか、自身の適正につき各々が再考することを学習目標とします。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
消化器疾患における病態生理、診断法、薬物治療、非薬物治療 (内科・外
科治療)、および栄養療法について説明できる。非薬物治療 (内科・外科
治療)の位置づけを説明できる。

E1-3-1-1, E1-3-2-1

2 食道、胃、小腸、大腸などの消化管について概説できる。 C7-1-9-1
3 肝臓、膵臓、胆嚢について概説できる。 C7-1-9-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 中村 消化器総論 E1-2-1-1

2 〃 食道疾患
E2-7-7-3
E2-7-8-8
E2-4-2-1

3 〃 胃の良性疾患 E2-4-2-1
E2-7-3-2

4 〃 胃の悪性疾患 E2-7-7-3
E2-7-8-8

5 〃 小腸疾患・その他の疾患

E1-2-1-1
E2-4-2-2
E2-4-2-6
E2-4-2-7
E2-7-3-2

6 〃 大腸の良性疾患 E2-7-7-3
E2-7-8-8

7 〃 大腸の悪性疾患
E2-4-2-3
E2-7-4-4
E2-7-8-8

8 〃 肝臓疾患
E2-4-2-5
E2-7-3-2
E2-7-8-8

9 〃 胆道・膵臓疾患 E2-4-2-4
E2-7-8-8

10 〃 消化器疾患と栄養 F4-1-9
D1-3-1-8

11 〃 癌の治療と緩和医療 E2-7-7-3
12 〃 消化器癌と検診 E2-7-7-3
13 〃 試験

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
教員が適宜、臨床における質問を投げかけながら、診断・治療について
個別に考え検討します。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
できるだけ画像を用いて、わかりやすい講義を心掛けたいと思います。
医師、薬剤師の国家試験の過去問などの解説も交えて理解を深めたいと思います。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価
a)知識：前期末の試験（100％）により評価する。
〔教科書〕
病気がみえる vol.1 消化器 (第 5版)　MEDIC MEDIA　 3600円＋税
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〔オフィスアワー〕
東京医科大学八王子医療センター
042-665-5611 PHS 7769 AM9-PM5
(月火水金）
e-mail: h-n@tokyo-med.ac.jp

〔所属教室〕
東京医科大学八王子医療センター　
消化器内科
〔準備学習（予習・復習等）〕
不要
〔学生へのフィードバック〕
当日の授業の内容についての質問・疑問点などがあれば、迅速に返答したいと思いますが、質問内容に
よっては、少しお時間をいただくこともあります。
〔教員からの一言〕
近年、医療も目まぐるしく進歩しています。医療の実際に触れることにより、学生諸子の各々が多岐に渡
る未来の選択肢を考える機会の一助となればと思います。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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臨床栄養学
Clinical Nutrition or Clinical Nutrition Science

第 4 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

早川　洋子

学 習 目 標
(GIO)

服薬指導では、疾病に関して食事等のアドバイスを求められる機会も増え、必要性も高まっている。このよ
うな現状を踏まえ、患者の食事や生活の状況を分析し、患者やその家族に対して実践的な食生活の情報を伝
えられるようになるために、年齢・性別・ライフスタイル等の特徴、食事・運動・睡眠等の生活習慣に関す
る知識を習得し、患者とのコミュニケーション能力を高める。　　　　　　　　　　　

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 栄養バランスのとれた三大栄養素について、食事バランスガイドや四群
点数方式等を使い説明ができる。 D1-3-1-3

2 妊娠期・授乳期の特徴と食事や生活のポイントについて説明ができる。 F-2-4-2, F-2-4-13

3 乳幼児期・学童期・思春期の特徴と食事や生活のポイントについて説明
ができる。 F-2-4-2, F-2-4-13

4 成人期・更年期の特徴や食事や生活のポイントについて説明ができる。 C7-2-10-1
5 高齢期の特徴と食事や生活のポイントについて説明ができる。 F-2-4-13
6 生活習慣病と食事や生活の関連性について説明ができる。 D1-2-3-1～3, D1-3-1-8

7 糖尿病・高血圧・脂質異常症の食事や生活のポイントについて説明がで
きる。

C6-2-1-1, C6-5-2-4, C6-
5-3-2, C7-2-5-1, C7-2-
6-1, D1-3-1-8

8 腎機能障害、肝機能障害、高尿酸血症、貧血の食事や生活のポイントにつ
いて説明ができる。 C7-1-9-2, D1-3-1-8

9 骨粗鬆症の食事や生活のポイントについて説明ができる。 C7-1-5-1, D1-3-1-8
10 胃腸疾患、便秘、下痢の食事や生活のポイントについて説明ができる。 C7-1-9-1, D1-3-1-8
11 身体活動基準と運動療法について説明ができる。 T-1
12 時間栄養学について理解する。 T-1
13 睡眠、冷え症の影響と食事や生活について理解する。 C7-2-8-1
14 過栄養と低栄養、肥満とやせについて説明ができる。 C6-5-4-1～2
15 がんの予防、がん罹患の食事のポイントについて説明ができる。 E2-7-7-2
16 カウンセリングのポイントを理解する。 A-3-1-7～9, F-2-4-9

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 早川 栄養バランスと三大栄養素、食事バランスガイド、四群点
数方式など 1、7

2 〃 ライフステージ：妊娠期、産褥期、授乳期、乳幼児期 1、2、7、8、10、
13、14

3 〃 ライフステージ：学童期、思春期 3、10、12、13、
14

4 〃 ライフステージ：成人期、更年期 4、6、7、8、9、
13、14

5 〃 ライフステージ：高齢期、咀嚼、嚥下 5、7、8、9、10、
11、13、14

6 〃 がん、低栄養 1、5、10、14、15

7 〃 身体活動基準、ロコモ 4、5、6、8、7、
9、11、14

8 〃 生活習慣病、腎機能障害、減塩 1、2、6、7、8、14

9 〃 糖尿病、高血圧、脂質異常症 1、4、5、6、7、
8、14

10 〃 肝機能障害、高尿酸血症、貧血、骨粗鬆症 1、2、3、4、5、
6、8、9、11、14

11 〃 胃腸疾患、便秘、冷え、風邪症候群 2、3、4、5、6、
10、12、13

12 〃 時間栄養学、睡眠 5、6、7、12
13 〃 カウンセリングのポイント、テスト 16
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題、レポートを提出させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義内容を元に具体的な例を盛り込みながら、食事や生活の具体的なイメージを持たせ、実践的なアドバ
イスができるようにしている。
〔成績評価方法〕
＜試験、課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:テスト・課題の提出
2) 総括的評価
a) 知識:テスト (70％)、課題 (30％)

〔教科書〕
WebClassへ講義資料を配布する。
〔参考書〕
わかりやすい臨床栄養学　三共出版
実践栄養管理パーフェクトマスター　学研
〔オフィスアワー〕
メール（hayakawa-y@hb.tp1.jp)で受ける。
〔準備学習（予習・復習等）〕
WebClassに説明付きの講義資料を配布する。最終日に試験（資料持ち込み可）を行うので目を通すこと。
〔学生へのフィードバック〕
課題・試験について終了後にフィードバックを行う
〔教員からの一言〕
講義では、理論より実践的な内容を中心に行います。5年生からの実務実習や将来薬剤師になった時に活
かせるような食事、運動、生活等の知識を管理栄養士の立場からお伝えします。
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応用薬物学
Applied Pharmacology

第 4 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

田野中　浩一　　丸ノ内　徹郎

学 習 目 標
(GIO)

1年次から 3年次の薬理学で履修した自律神経系、循環器疾患、呼吸器疾患、消化器疾患および代謝疾患に
作用する薬物についての理解を深める。実務実習での疾病と薬物治療に関する基礎的な知識を復習し、臨床
での応用力をつけることを目的とする。機能形態学などの基礎科目の復習も同時に行う。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 心臓および血管の構造について説明できる。 C7-1-7-1～2

2 自律神経系および神経体液性因子の電解質平衡を含めた循環調節の機序
について説明できる。

C7-2-5-1, C7-2-7-1～2,
E2-1-1-1～2

3 降圧薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物の有害事象への
対処について説明できる。

C6-6-2-4, E2-3-1-4, E2-
3-3-1, E2-3-4-1

4 利尿薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物の有害事象への
対処について説明できる。

C7-1-10-1, C7-2-7-1～
2, E2-3-3-1, E2-3-4-1

5 抗狭心症薬・心不全治療薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および
薬物の有害事象への対処について説明できる。 E2-3-1-2, E2-3-4-1

6 抗不整脈薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物の有害事象
への対処について説明できる。 E2-3-1-1, E2-3-4-1

7 糖尿病での糖代謝調節について説明できる。 C6-5-2-1, C6-5-3-1, C7-
2-6-1

8 抗糖尿病薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物の有害事象
への対処について説明できる。 E2-5-1-1, E2-5-3-1

9 リポタンパク質の機能および脂質異常症との関係について説明できる。 C6-3-4-2, C6-5-3-2

10 脂質異常症（動脈硬化症）治療薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴お
よび薬物の有害事象への対処について説明できる。 E2-5-1-2, E2-5-3-1

11 血小板凝集および血液凝固・線溶系について説明できる。 C7-1-14-1, C7-2-9-1,
E2-3-2-1

12 末梢循環改善薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物の有害
事象への対処について説明できる。 E2-3-2-2

13 抗凝固薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物の有害事象へ
の対処について説明できる。 E2-3-2-2

14 消化管の構造および機能を説明できる。 C7-1-9-1, E2-1-1-1～2
15 消化管潰瘍の発症機序について説明できる。 C7-1-9-1

16 上部消化管潰瘍治療薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物
の有害事象への対処について説明できる。 E2-4-2-1, E2-4-3-1

17 下部消化管潰瘍治療薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物
の有害事象への対処について説明できる。

E2-4-2-2, E2-4-2-6, E2-
4-3-1

18 呼吸器の構造および機能について説明できる。 C7-1-8-1, E2-1-1-1～2

19 喘息治療薬を作用機序で分類し、それぞれの特徴および薬物の有害事象
への対処について説明できる。

E2-2-2-1, E2-4-1-1～3,
E2-4-3-1

20 喘息発作に対する発作抑制薬および長期管理薬の違いを説明できる。 E2-2-2-1, E2-4-1-1～3,
E2-4-3-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 丸ノ内 自律神経系と生体機能 1（循環調節） 1、2
2 〃 循環器疾患治療薬 1 3、4
3 〃 循環器疾患治療薬 2 5
4 〃 循環器疾患治療薬 3 6
5 〃 糖尿病治療薬 7、8
6 田野中 動脈硬化症治療薬 9、10
7 〃 末梢循環改善薬 1 11
8 〃 末梢循環改善薬 2 12
9 〃 造血系作用薬 13
10 〃 消化管疾患治療薬 1 14、15
11 〃 消化管疾患治療薬 2 16、17
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
12 〃 呼吸器疾患治療薬 1 18
13 〃 呼吸器疾患治療薬 2 19、20

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義内容について、その理解度を評価するためのレポートおよび小テストを実施する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義内容の理解を促進させるため、小テストでの理解度の低いところを解説する。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　講義内で薬理学で履修した項目だけでなく、その他の関連科目に関する質問を行う。学生が、知
識の整理と補充に取り組むようにする。
2) 総括的評価
a) 知識：レポート（50％）および小テスト評点（50％）の合計で評価する。
欠席すると、その回の評価は理由の如何を問わず 0 点になる。
〔教科書〕
薬系薬理学書（南江堂）
講義用資料（薬理学 IIIおよび薬理学 IV）
〔参考書〕
グラフィカル機能形態学（京都廣川書店）
ガイドラインで理解する疾病と薬物治療（オーム社）
薬名［語源］事典（武蔵野大学出版会）
〔オフィスアワー〕
原則、14時から 18時とする。なお、学生実習期間中は、実習後に対応する。面談時間を設けるために、
予約を取ること。予約無しでの対応はしない。
〔所属教室〕
分子細胞病態薬理学教室（研究 4号館 5階）
〔準備学習（予習・復習等）〕
薬理学 III および薬理学 IV の当該項目を予習する。復習に関しては、講義で重要事項と指摘したところを
再度学習する。各項目の理解度をレポートにより、各自確認する。
〔学生へのフィードバック〕
理解度の低い項目の要点を、フィードバックする。
〔教員からの一言〕
定期試験期間での試験および再試験は実施しません。単位認定には、全講義の出席が必須となります。
止むを得ない事情で欠席した場合には、卒論指導責任者の署名・押印のある欠席届に欠席事由を証明する
書類を添付して、欠席から 1週間以内に提出してください。提出が遅れた場合は、欠席届を受理しません。
本講義の単位を取得できなくても進級できるように、他の選択科目の受講をよく考えてください。
〔備考〕
本講義は、薬理学関連の理解を深めるためのものです。
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多変量解析（ヘルスケア・データサイエンス）
Healthcare Data Science

第 4 学年 前期 （選択）専門科目 I 1 単位

陳　惠一、益山　光一、山田　寛尚、倉田　香織、成井　浩二

小島　正樹（生命科学部）

高須　昌子（生命科学部）

板谷　健司（第一生命保険株式会社）

蓮岡　淳（武田薬品工業株式会社)

飯嶋　久志（一般社団法人 千葉県薬剤師会）

学 習 目 標
(GIO)

少子高齢化が進み社会保障費が増大する我が国において、政府は、デジタルヘルスやリアルワールドデータ
（ビッグデータ）利活用を基にした新しい医療サービスの構築を模索している（デジタル庁創設、デジタル・
トランスフォーメーション）。本選択科目では、社会変化課題解決に資するヘルスケア・データサイエンティ
スト（ 1⃝倫理規範や個人情報保護法に則って 2⃝研究デザインや医療統計を理解し 3⃝ビッグデータ解析手法を
用いて 4⃝ヘルスケア領域の課題解決に貢献する人材）になるために、社会変化課題やデータサイエンス・リ
テラシー、リアルワールドデータ利活用状況、個人情報保護法と倫理規範、スタディデザイン、ビッグデー
タ解析手法、Pythonを用いた AI（機械学習手法）手法などに関する基本的事項を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 社会変化課題とリアルワールドデータ利活用必要性について概説で
きる。 T-1

2 リアルワールドデータ利活用事例と課題について概説できる。 T-1

3 統計解析（概念）とスタディデザイン（UCSF批判的吟味法）について概
説できる。 E3-1-5-1, E3-1-6-1, T-1

4 Rや EZRを用いた単変量解析、多変量解析について概説できる。 E3-1-5-6, T-1, Y-5-5-2

5 Python を用いてリアルワールドデータの解析（AI/機械学習）を概説で
きる。 E3-1-5-6, T-1

6 個人情報保護法・倫理規範と研究方法（個人情報の取扱い、匿名化、運
用）を概説できる。 G-2-2-1, T-1

7 データサイエンス・リテラシーについて概説できる。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 陳
山田

はじめに
・医療を取り巻く社会変化
・ヘルスケア・データサイエンティスト　
Python講義環境設定
・Anaconda3インストール

1

2 山田
成井、陳、倉田

Pythonと AI（機械学習） 1⃝
・Pythonの基本的な使い方（1）［＋演習］ 5

3 〃 Pythonと AI（機械学習） 2⃝
・Pythonの基本的な使い方（2）［＋演習］ 5

4 〃
Pythonと AI（機械学習） 3⃝
・Pythonの基本的な使い方（3）
スタディデザインと統計

5,3

5 倉田 R/EZRを用いた単変量解析と多変量解析 4

6 飯嶋
陳

個人情報保護法と研究について
匿名加工情報（ハッシュ化と連結）と運用 6

7 板谷
蓮岡

リアルワールドデータ利活用と課題
・第一生命でのリアルワールドデータ利活用等
・武田薬品工業のリアルワールドデータ利活用等

1,2

8 山田
成井、陳、倉田

Pythonと AI（機械学習） 4⃝
・Pythonの基本的な使い方（4）-おさらい-
・Pythonを用いた機械学習（1）

5

9 〃 Pythonと AI（機械学習） 5⃝
・Pythonを用いた機械学習（2）［＋演習］ 5

10 〃 Pythonと AI（機械学習） 6⃝
・Pythonを用いた機械学習（3）［＋演習］ 5

11 〃 Pythonと AI（機械学習） 7⃝
・Pythonを用いた機械学習（4）［＋演習］ 5
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

12 〃 Pythonと AI（機械学習） 8⃝
・Pythonを用いた機械学習（5）［＋演習］ 5

13 小島、高須
益山、陳

データサイエンスに関する座談会とディスカッション
（講義順番は多少前後するかもしれません）
全体総括

7

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
Pythonと AIの講義では、課題演習について、スモールグループ（Zoom）に分かれ、学んだ知識を学生間
で共有、協力して解きます。またデータサイエンス・リテラシーについては、生命科学部と薬学部教員に
よる座談会を開催し、学生とのディスカッションを通して共に考え、学びます。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
講義は Zoomで行い、一部講義は録画し公開する予定です（復習）。
Python講義と演習は Jupyter-labを用いて行います（Anaconda3のインストール）。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題提出により評価する＞
1) 総括的評価
a) 知識: レポートとして提出された演習課題や感想文を評価（100%)

〔教科書〕
（講義は、主に、講義配布資料と演習資料を基に進めます）
〔参考書〕
Pythonの使い方，Pythonを用いた機械学習についての参考書です。
■基本的な医療統計の概念理解
「Primer of Biostatistics」
■ Rを用いた医療統計
「R commanderによるデータ解析」
「みんなの医療統計　多変量解析」
■ Python 入門
「入門 Python 3」
■ データ処理系 Numpy, Pandas, Matplotlib
「Pythonによるデータ分析入門 第 2版 ― NumPy，pandasを使ったデータ処理」
■ 機械学習系
「Pythonではじめる機械学習」
「scikit-learnと TensorFlowによる実践機械学習」
■ ディープラーニング
「ゼロから作る Deep Learning ― Pythonで学ぶディープラーニングの理論と実装」
〔オフィスアワー〕
下記所属教室に連絡して、予約してください。
〔所属教室〕
陳、成井　　薬学部 医療薬学科 一般用医薬品学教室
益山　　　　薬学部 医療薬物薬学科 社会薬学教育センター 薬事関係法規研究室
倉田、山田　薬学部 医療薬学科 情報教育研究センター
小島　　　　生命科学部 分子生命科学科 生物情報科学研究室　　　　
高須　　　　生命科学部 分子生命科学科 生命物理科学研究室
〔準備学習（予習・復習等）〕
本選択科目学習では復習（演習課題含む）が大事になります。
予習：事前に配布した講義資料に目を通しておいてください
復習：配布資料や録画動画（Python）を用いて復習してください
〔学生へのフィードバック〕
学生の課題進捗に応じて、講義での復習やフィードバックを行います。
〔教員からの一言〕
ヘルスケア・リアルワールド利活用では、データの解析のみならずデータサイエンス・リテラシーも大事
になります。「共に」考え、学びましょう。プログラミングは「学ぶより慣れろ」だそうです。「Pythonと
AI」に「チャレンジ」してみましょう！。
〔備考〕
実務家教員担当科目。生命科学部の学生も聴講可能です。
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医薬情報特論
Advanced Topics in Pharmaceutical Information Science

第 5 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

山田　安彦

高柳　理早

片桐　文彦

学 習 目 標
(GIO)

薬物治療に必要な情報の収集・評価・加工・提供に基づく臨床上の問題解決、薬物投与設計の立案、および
創薬や育薬への応用を行うための実践的な知識を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 創薬に関わる医薬情報について概説できる。 E3-1-1-3, E3-1-3-3
2 育薬に関わる医薬情報について概説できる。 E3-1-1-4, E3-1-3-3
3 創薬と育薬の橋渡しをするための医薬情報について概説できる。 E3-1-6-1
4 製薬企業における医薬品情報活動について概説できる。 E3-1-1-2, E3-1-1-4
5 医療現場における医薬品情報活動について概説できる。 E3-1-1-2, F-3-2-1～2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1-3 山田 医薬情報の見方と考え方（１） 2
4-6 片桐 医薬情報の見方と考え方（２） 1

7,8
近澤 洋平
（ 公 益 財 団 法
人 MR 認 定 セ
ンター）

製薬企業における医薬品情報活動の現状と今後 4

9-11 高柳 医薬情報の見方と考え方（３） 3

12,13
若林 進
（杏林大学医学部
付属病院）

医療現場における医薬品情報活動の現状と今後 5

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
補助プリントを配布し、 空欄や補足部分に記入させる。
講義時間中にレポートを作成することにより、講義内容をリアルタイムで検討させる。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：補助プリントによる演習問題等を行う。
2) 総括的評価
a) 知識：全講義のレポートにより総合的に評価する（100％）。
〔参考書〕
理論医薬品情報学（山田安彦編著）、京都廣川書店、2017年
〔オフィスアワー〕
原則いつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。
〔所属教室〕
山田　安彦　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4515
高柳　理早　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4513
片桐　文彦　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4512

〔準備学習（予習・復習等）〕
3、4年次の医薬情報 I、医薬情報 IIおよび医薬情報演習の内容を復習しておいてください。
〔学生へのフィードバック〕
講義終了後、質問時間を設けて理解不足であった点を解説するようにする。
〔教員からの一言〕
より臨場感を持って医薬情報を捉えることができるよう、MR認定センターおよび大学病院薬剤部から招
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聘した外来講師による現場の話を交えて実施します。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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医療経済学特論
Advanced Topics in Health Economics and Pharmacoeconomics

第 5 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

五十嵐　中

大西　佳恵

学 習 目 標
(GIO)

医療経済評価・薬剤経済評価について、その理解に必要な統計学や医療制度に関する知識を復習するととと
もに、最先端の分析手法と政策への応用の実例を学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 医療経済学・薬剤経済学の基礎を概観する。

2 薬剤経済学を学ぶ際の土台としての、EBM（科学的根拠に基づく医療）
や生物統計学の基礎知識を復習する。

3 薬剤経済評価の基礎的な分析手法を理解する。
4 応用的な薬剤経済評価の手法を理解する。
5 薬剤経済評価の政策への応用例について、世界・日本の事例を理解する。

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 五十嵐 医療経済学・概論 1

2、3 五十嵐 薬剤経済学と EBM・生物統計学（1） 2
4～6 五十嵐 薬剤経済学と EBM・生物統計学（2） 2

7、8 五十嵐 薬剤経済分析・基礎編（基礎的な分析手法の復習と、コス
ト・アウトカムの評価法） 3

9～12 五十嵐 薬剤経済分析・応用編（感度分析・モデル分析・シミュレー
ション） 4

13～15 五十嵐 社会の中での薬剤経済評価―政策決定への応用法 5

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
ワークショップ形式を一部に導入する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
パワーポイントを眺めるだけの「受け身」の授業でなく、能動的に参加できるような授業をめざす。
〔成績評価方法〕
学期末試験ないしレポートおよび出席状況を総合して評価する。
〔教科書〕
五十嵐中、佐條麻里.　薬剤経済わかりません!!. 東京図書；2014.
五十嵐中、佐條麻里.　医療統計わかりません!!. 東京図書；2010.

〔オフィスアワー〕
特になし
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業の内容の復習を行うこと
〔学生へのフィードバック〕
さらに発展的な学習を希望する学生には、教育プログラムやワークショップの紹介も行う。
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レギュラトリーサイエンス
Regulatory Science

第 5 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

益山　光一

井上　勝央

北垣　邦彦

五十嵐　中

内海　潤

成川　衛

岸本　久直

樋口　慧

学 習 目 標
(GIO)

レギュラトリーサイエンスとは. 「科学技術の成果を人と社会に役立てることを目的に、根拠に基づく的確
な予測、評価、判断を行い、科学技術の成果を人と社会との調和の上で最も望ましい姿に調整するための科
学」と定義されている。これからの医薬品開発に関して、治療効果や安全性に加え、社会的背景や評価方法、
医療経済なども考慮しながら、社会との調和を図ることが重要である。また、患者から見て真に優れた医薬
品が薬物療法の現場で活用されるには、医薬品の一生、すなわち探索、開発、製造、製剤設計、前臨床、治
験、審査承認、市販後安全対策、適正使用等の各段階において、レギュラトリーサイエンスの概念に基づく
適切な評価・調整が必須となる。本科目では、将来患者さんに安全で適切な医薬品の提供ができる薬剤師に
なるために、医薬品の誕生から適正使用までに対する適切な評価・調整に関する知識を習得する。また、知
的財産に関する基本的な知識の修得も行う。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 古典的な医薬品開発から理論的な創薬への歴史について概説できる。 A-1-4-1, B-2-2-11
2 医薬品開発の標的となる代表的な生体分子を列挙できる。 C4-1-1-1～2
3 医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子を列挙できる。 B-2-2-2
4 疾病統計により示される日本の疾病の特徴について説明できる。 D1-1-1-1, D1-1-2-1～3

5 医療用医薬品で日本市場および世界市場での売上高上位の医薬品を列挙
できる。 B-3-2-1

6 新規医薬品の価格を決定する要因について概説できる。 B-3-1-6
7 ジェネリック医薬品の役割について概説できる。 B-3-2-3

8 希少疾病に対する医薬品（オーファンドラッグ）開発の重要性について
説明できる。 Y-2-3-5

9 非臨床試験の目的と実施概要を説明できる。 E3-1-1-3
10 臨床試験の目的と実施概要を説明できる。 E3-1-1-3
11 医薬品の販売承認申請から、承認までのプロセスを説明できる。 B-2-2-2
12 市販後調査の制度とその意義について説明できる。 B-2-2-5

13 医薬品開発における国際的ハーモナイゼーション（ICH）について概説で
きる。 Y-2-1-2

14 医薬品の工業的規模での製造工程の特色を開発レベルのそれと対比させ
て概説できる。 E5-2-2-1～2

15 医薬品の品質管理の意義と、薬剤師の役割について説明できる。 A-1-2-5

16 医薬品製造において環境保全に配慮すべき点を列挙し、その対処法を概
説できる。 E5-2-2-2～4

17 GLP、GMP、GCP、GPMSPの概略と意義について説明できる。 E3-1-1-5
18 医薬品の創製における知的財産権について概説できる。 E3-1-3-5

19
代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン
など）について、その原因と社会的背景を説明し、これらを回避するため
の手段について考える。

A-1-3-5～7

20 薬物動態を考慮したドラッグデザインについて概説できる。 Y-3-38-2
21 治験に関してヘルシンキ宣言が意図するところを説明できる。 A-2-4-1
22 医薬品創製における治験の役割を説明できる。 B-2-2-3
23 治験（第 I、II、および III相）の内容を説明できる。 B-2-2-2～3
24 公正な治験の推進を確保するための制度を説明できる。 B-2-2-3, E3-1-1-5

25 治験被験者の人権の保護と安全性の確保および福祉の重要性について説
明できる。 A-2-4-1～2

26 治験業務に携わる各組織の役割と責任を概説できる。 B-2-2-3
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード
27 治験における薬剤師の役割（治験薬管理者など）を説明できる。 A-1-2-5
28 治験コーディネーターの業務と責任を説明できる。 B-2-2-3
29 治験に際し、被験者に説明すべき項目を列挙できる。 B-2-2-3

30 インフォームド・コンセントと治験情報に関する守秘義務の重要性につ
いて説明できる。 A-2-3-3, B-2-2-3

31 遺伝子治療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説で
きる。 E2-8-2-1

32 再生医療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説できる。 A-2-2-3, E2-8-3-3～4

33 ゲノム情報の創薬への利用について、創薬ターゲットの探索の代表例（イ
マチニブなど）を挙げ、ゲノム創薬の流れについて説明できる。 Y-3-52-12

34 疾患関連遺伝子情報の薬物療法への応用例を挙げ、概説できる。 C7-1-1-3

35 臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、コホート研究、ランダ
ム化比較試験）の特色を説明できる。 E3-1-6-1

36 バイアスの種類をあげ、特徴を説明できる。 E3-1-6-2

37 バイアスを回避するための計画上の技法（盲検化、ランダム化）について
説明できる。 E3-1-6-6～7

38 リスク因子の評価として、オッズ比、相対危険度および信頼区間につい
て説明できる。 E3-1-6-9

39 基本的な生存時間解析法（Kaplan-Meier曲線など）の特徴を説明できる。 E3-1-5-7
40 国民医療費の動向を概説できる。 B-3-2-2
41 保険医療と薬価制度の関係を概説できる。 B-3-1-2, B-3-1-6
42 診療報酬と薬価基準について説明できる。 B-3-1-7

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 北垣 レギュラトリーサイエンスの概念と講義概要、医薬品創製
と薬害の歴史 3, 11, 12, 23

2 五十嵐 社会保障制度及び医療保障の仕組み 40, 41

3 五十嵐 国民医療費、薬価制度 40, 41, 42

4 益山 医薬品開発に関するレギュラトリーサイエンスについて
（１）

1～5, 10, 21, 22,
24～30

5 内海 特許（１） 18
6 内海 特許（２） 18

7 益山 医薬品開発に関するレギュラトリーサイエンスについて
（２） 7～9, 31～34

8 成川 バイオスタティスティクス（1）生物統計の基礎 35～37
9 〃 バイオスタティスティクス（2）臨床への応用 35～37
10 井上 レギュラトリーサイエンスに関する最近の動向（１） 10～14
11 〃 レギュラトリーサイエンスに関する最近の動向（２） ６, 15～17
12 岸本 薬物動態を考慮した医薬品開発 2, 3, 20

13 樋口 総括・総合演習 1～42

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
毎回、小テストを行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
初回に本講義科目の概要を解説する。各講義では、出きる限り理解しやすい資料を配布し、必要に応じて
練習問題に回答させ、理解を深めるようにしている。さらに、最終回では全体の講義のまとめを行い、知
識を整理し、問題解決能力の醸成に努めている。
〔成績評価方法〕
１）形成的評価：練習問題を出題し、それに答えさせることにより、知識の確認を行う。
２）総括的評価：小テスト（100％）により総合的に評価する。
＜総括的評価＞　　
・S（90以上～100％）：合格
・A（80～90％未満）：合格
・B（65～80％未満） ：合格
・C（55～65％未満） ：合格
・D（55％未満） ：不合格
〔教科書〕
使用しない
〔参考書〕
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日本薬学会編：スタンダード薬学シリーズ 8「医薬品の開発と生産」（東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。但し、要事前連絡。
〔所属教室〕
北垣　邦彦　社会薬学研究室 　教育 3号館 1階 3102-3
益山　光一　薬事関係法規教室　教育 3号館 1階 3102-2
井上　勝央　薬物動態制御学教室　研究 1号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
本講義は、これまでに学習してきた医薬品開発に関する科目について十分に理解できていることを前提と
しています。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認し、3～4年生までに学習したの該当範囲を確
認してから講義に臨むこと。また、講義後の復習を必ず行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
学生が予習で行った空語補充の正誤確認と説明を行う。
最終回で、レギュラトリーサイエンスに関する総括及び総合演習を行う。
〔教員からの一言〕
安心・安全で有効なくすりが世の中に出ていく過程、さらにその過程におけるレギュラトリーサイエンス
の必要性についてわかりやすく講義を進めていきますので、しっかり講義を聴くように努めてください。
〔備考〕
【時間割】
回数　　　 月 日（曜日）　時限
1-3　　 5月 10日（月）　　 4～6
4-6　　 5月 13日（木）　　 4～6
7-9　　 5月 14日（金）　　 4～6
10-11　　 5月 20日（木） 　 4・5
12-13　　 5月 21日（金）　　 4・5　　　　　
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有機薬理化学特論
Drug Chemistry

第 5 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

谷口　敦彦

林　良雄

学 習 目 標
(GIO)

・医薬品の性質を理解することに重きを置き、有機化合物としての医薬品の物性、反応性および分子レベル
での医薬品の作用機序について理解し、医療・臨床の現場で説明できるようにする。
・臨床現場で予期される問題点を有機化学的観点からとらえられるようにする。
・各医薬品について、薬理作用・副作用と有機化学を関連づけて理解できるようにし、薬を化学で語れるこ
とをめざす。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点 (結合親和性と自由エネル
ギー変化、電子効果、立体効果など)から説明できる。 C4-3-1-1

2
医薬品の構造からその物理化学的性質 (酸性、塩基性、疎水性、親水性な
ど)を説明できる。 C4-3-2-1

3 プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明
できる。 C4-3-2-2

4 代表的な医薬品のファーマコフォアについて概説できる。 C4-3-3-1

5 バイオアイソスター (生物学的等価体)について、代表的な例を挙げて概
説できる。 C4-3-3-2

6 医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コン
ポーネントとしての性質を説明できる。 C4-3-3-3

7 受容体・イオンチャネルに作用する医薬品の構造と性質について概説で
きる。 C4-3-5-1～5, C4-3-7-1

8 酵素に作用する医薬品の構造と性質について概説できる。 C4-3-4-1～6
9 DNA に作用する医薬品の構造と性質について概説できる。 C4-3-6-1～3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 林 抗がん剤の化学 1 ６、８、9
2 〃 抗がん剤の化学 2 ８、9
3 〃 抗がん剤の化学 3 ８、9
4 〃 免疫抑制剤の化学 1 ５、７、8
5 〃 免疫抑制剤の化学 2 ７、8
6 〃 抗炎症剤の化学１ ４、７、8
7 〃 抗炎症剤の化学２ ７、8
8 〃 プロドラッグの化学的理解 １、２、3
9 谷口 糖尿病治療薬の化学１ １、２、４、５
10 〃 糖尿病治療薬の化学２ ７、８
11 〃 糖尿病治療薬の化学３ ６、７、８
12 〃 降圧薬の化学１ ７、８
13 〃 降圧薬の化学２ ３、７、８

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
課題を与え、SGD活動および復習により、理解の深化を図る。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本講義を理解する上で必須な有機化学の復習を含めながら授業を進める。体系的な理解を深めるために、
各論と基本原理の関係に重点を置いた解説を行う。
〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
a) 知識: 小試験により確認する。
c) 態度: 授業態度を評価する。
2) 総括的評価
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a) 知識: レポートにより評価する（100%）。
〔教科書〕
ベーシック創薬化学（赤路、津田、林　著　化学同人）
〔参考書〕
化学系薬学 II. 生体分子・医薬品の化学による理解（スタンダード薬学シリーズ II３、日本薬学会編、東京
化学同人）
薬がわかる構造式集（林、青柳、飯島　編　廣川書店）
〔オフィスアワー〕
原則いつでも可。但し、要事前連絡。
〔所属教室〕
林、谷口： 薬品化学教室　研究２号館３階３０５
〔準備学習（予習・復習等）〕
1 ４年次の有機化学・生体分子の化学を十分に復習して講義に望んでください。
〔学生へのフィードバック〕
講義や課題に対する質問事項を個々の対応のみならず、学生全体にお話する。
〔教員からの一言〕
くすりを単なる白い粉でなく、その本質である化学構造に基づいて理解するための講義です。実際に臨床
で使われているくすりの化学構造やそれに基づく機能を化学の言葉で理解してもらいます。すなわち、医
薬品の分子レベルでの理解に繋がります。化学に立脚した、薬剤師を目指してください。
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専門薬剤師総論
Introduction of Board Certified Pharmacy Specialist

第 5 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

下枝　貞彦、杉浦　宗敏、平田　尚人、畔蒜　祐一郎

学 習 目 標
(GIO)

　臨床現場に関わる薬剤師は、患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、正確な患者情報の収集を基
本とし、病状を正しく評価し、適切な医薬品情報を基に、個々の患者に応じた薬物療法を提案・実施・再検
証できる能力が求められる。さらに近年では医療チームの一員として、特に薬剤師は、医薬品のリスク回避
を目的に、有害事象（副作用、相互作用）、薬害、薬物乱用に関しても精通することが求められている。
　そこで本講義では、患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定、医薬品情報・安全性ならびに治療ガ
イドラインを考慮した適正な薬物療法を提示するために、患者情報を解析し、具体的症例を交えながらなが
ら最適な薬物治療を実践するための薬学的アプローチを伝授する。
　将来、専門薬剤師を目指す学生にとって本講義は、その基礎となる薬学的アプローチの考え方を理解し、
専門領域に特化するための準備学習となる。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の非薬物治療（外科手
術など）の位置づけを説明できる。 E1-3-1-1

2 薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、
薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等の変更を提案できる。 F-3-4-10

3 高血圧症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-3-1-4

4
不整脈および関連疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副
作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。

E2-3-1-1

5 気管支喘息について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-4-1-1

6 鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）およ
び臨床適用を説明できる。 E2-4-1-4

7
アトピー性皮膚炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説
明できる。

E2-6-3-1

8
糖尿病とその合併症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説
明できる。

E2-5-1-1

9
泌尿器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で
きる。

E2-3-3-5

10 脂質異常症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-5-1-2

11 統合失調症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、およ
び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-1-3-4

12
片頭痛について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明で
きる。

E2-1-3-11

13
関節リウマチについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で
きる。

E2-2-3-1

14 骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-2-3-2

15 呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法
および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-3-1

16 感染性心内膜炎、胸膜炎について、病態（病態生理、症状等）および薬物
治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-3-8

17 尿路感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品
の選択等）を説明できる。 E2-7-3-4

18
ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、治療薬の薬理（薬理作
用、機序、主な副作用）、感染経路と予防方法および病態（病態生理（急
性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物治療（医薬品の
選択等）を説明できる

E2-7-4-4

19 抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手
足症候群を含む）、血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。 E2-7-8-3

20 代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFOX 等）について、構成薬物お
よびその役割、副作用、対象疾患を概説できる。 E2-7-8-4

21 肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。 E2-7-8-9
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

22 消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-8

23 乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。 E2-7-8-13

24 生殖器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬
品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-11

25 虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-3-1-3

26 抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）および臨床適用を説明できる。 E2-3-2-2

27 急性および慢性心不全について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。 E2-3-1-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 下枝 処方解析学とは 1,2

1 〃 薬剤師の処方解析と処方設計 2
2 平田 循環器疾患：高血圧症、虚血性心疾患 3,25

2 〃 循環器疾患；不整脈、心房細動、抗血栓治療 4,26

3 〃 循環器疾患；心不全（急性・慢性）、感染性心内膜炎 27
4 杉浦 腎・泌尿器疾患：糖尿病腎症、腎・尿管結石 8,9

4 〃 代謝性疾患：糖尿病・脂質代謝異常 8,10

5 〃 精神・神経疾患：統合失調症、頭痛 11,12

6 〃 骨・関節疾患：関節リウマチ、骨粗鬆症 13,14

7 畔蒜
アトピー性皮膚炎
呼吸器疾患：労作時呼吸苦、喘鳴、気管支喘息、発熱、咳、
全身倦怠感、結核、非結核性抗酸菌症

5,6,7,15

8 〃 感染症：市中肺炎（CAP）、医療・介護関連肺炎（NHCAP）、
院内肺炎（HAP）、非定型肺炎、誤嚥性肺炎、間質性肺炎 15

9 〃 感染症：院内感染、手術部位感染（SSI）、カテーテル関連血
流感染（CRBSI） 16

10 下枝 感染症：尿路感染炎 17
11 〃 感染症：C型肝炎 18
12 〃 悪性腫瘍：肺がん、肝細胞がん 19,20,21,22

13 〃 悪性腫瘍：胃、乳がん 19,20,22.23

14 〃 悪性腫瘍：大腸癌 19,20,22

15 〃 悪性腫瘍：前立腺癌、卵巣癌 19.20.24

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に補助プリントを配布し，講義を進行しながら，空欄部分を記入させるようにしている。さらに、各
回に学生を指名し症例内容に対するポイント、薬学的アプローチについて意見を述べさせている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
教科書が症例ベースで構成されているため、専門領域に特化した教員が自らの臨床経験も加味しながらど
のように薬学的視点からアプローチを加えていくべきなのか、臨場感を持ってて学生に伝えるための工夫
をしている。将来専門薬剤師として、臨床現場で専門性を発揮するための基礎となる薬物療法全般に関す
る幅広い知識や視点を身に付け、専門薬剤師特論の講義につながるよう工夫している。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
総括的評価
知識：毎回の授業内試験（レポート）の結果に基づいて評価する（100%）。必要に応じて追再試験を 1回
実施する。 但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある。
〔教科書〕
処方管理学（南山堂）
講義資料はWebClassより各自で印刷し、講義時に持参すること。なお講義資料がある場合は、原則とし
て講義前日の 18時を目途にWebClass上で公開される。
〔参考書〕
疾患と治療薬　改訂第 6版（南江堂）
visual core pharma 薬物治療学 改定 9版（南山堂）
治療薬マニュアル（医学書院）
今日の治療指針（医学書院）
病気がみえる vol.2 循環器（医療情報科学研究所）
処方 Q&A　循環器疾患（南山堂）
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〔オフィスアワー〕
下枝　貞彦：火曜日の終日と水曜日の午前以外はいつでも可。但し、事前にメール（shimoeda@toyaku.ac.jp）
による予約が必要。臨床薬剤学教室　医療棟 2階　M207室
杉浦　宗敏：いつでも可。但し、あらかじめ予約が必要。医療薬学研究棟 3階　M304号室
平田　尚人：水曜日以外はいつでも可。ただし、事前にメールでの連絡が必要。臨床薬剤学教室　医療薬
学研究棟 2階 M206室
畔蒜　祐一郎　いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療薬学研究棟 2階　M206号室
〔所属教室〕
下枝　貞彦　臨床薬剤学教室　教授
杉浦　宗敏　医薬品安全管理学教室　教授
平田　尚人　臨床薬剤学教室　准教授
畔蒜　祐一郎　臨床薬剤学教室　助教
〔準備学習（予習・復習等）〕
70分の授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認
し，テキスト（プリント）の該当範囲を読んでから講義に臨むこと。また講義の後は必ず復習し、判らな
いことはそのまま放置せずに、参考書等で調べ理解を深める必要がある。自分で調べることがとても重要
であるが、それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義時に教員に質問すること。
なお、講義で用いる資料については原則として講義前日の 18時までに WebClassにアップするので、受講
者各自で印刷し資料に目を通してから講義に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
各講義の終了時に、その日に行った講義内容のポイントを講義中に用いた資料を振り返りながら復習する。
また、講義開始時においても前回の講義内容を冒頭で復習して、その日の講義につなげる工夫をしていく。
〔教員からの一言〕
本講義は、長年第一線の病院薬剤師として現場経験を積み、様々な疾患に精通した教員が担当する。講義
担当教員はいずれにも専門分野を有しており、患者に対して薬物治療行う際、何をポイントにチーム医療
の中で薬学的アプローチを行っていくべきなのか、そのコツを熟知している。
そこで本講義は、将来臨床現場において専門薬剤師を目指す学生に対し、各領域において専門性に特化す
る際、その基礎となる薬学的アプローチの考え方を理解し、医療チームの中で信頼される専門薬剤師にな
るための準備学習を提供するものである。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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専門薬剤師特論 I
Advanced Topics of Board Certified Pharmacy Specialist I

第 5 学年 後期 （選択）専門科目 II 1 単位

下枝　貞彦、平田　尚人、今井　志乃ぶ、畔蒜　祐一郎

学 習 目 標
(GIO)

　臨床現場に関わる薬剤師は、患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、正確な患者情報の収集を基
本とし、病状を正しく評価し、適切な医薬品情報を基に、個々の患者に応じた薬物療法を提案・実施・再検
証できる能力が求められる。さらに近年では医療チームの一員として、特に薬剤師は、医薬品のリスク回避
を目的に、有害事象（副作用、相互作用）、薬害、薬物乱用に関しても精通することが求められている。
　そこで本講義では、患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定、医薬品情報・安全性ならびに治療ガ
イドラインを考慮した適正な薬物療法を提示するために、患者情報を解析し、具体的症例を交えながらなが
ら最適な薬物治療を実践するための薬学的アプローチを伝授する。
　将来、専門薬剤師を目指す学生にとって本講義は、実際に専門薬剤師が臨床現場でどのような視点から薬
学的アプローチ行っているのか、その一端を修得することができる。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1
悪性腫瘍の組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、組織
診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝子、遺伝子産物を含
む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫
瘍のリスクおよび予防要因

E2-7-7-2

2 代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFOX 等）について、構成薬物お
よびその役割、副作用、対象疾患を概説できる。 E2-7-8-4

3 白血病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。 E2-7-8-5

4 悪性リンパ腫および多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-6

5 消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-8

6 生殖器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬
品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-11

7 腎・尿路系の悪性腫瘍（腎癌、膀胱癌）について、病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-12

8 乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。 E2-7-8-13

9
急性および慢性心不全について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副
作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。

E2-3-1-2

10
虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、治療薬の薬理（薬理作用、
機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品
の選択等）を説明できる。

E2-3-1-3

11 閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、先天性心疾患につ
いて概説できる。 E2-3-1-5

12 急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適
切な薬学的管理について説明できる。 F-1-3-9

13

医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説でき
る。
厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの発行する資料を
列挙し、概説できる。
医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目（警告、禁忌、効能・効果、
用法・用量、使用上の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内
容について説明できる。
医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いにつ
いて説明できる。

E3-1-2-1, E3-1-2-3, E3-
1-2-5～6

14

MEDLINE などの医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、
シソーラスの重要性を理解し、検索できる。（知識・技能）
医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に必要な基本的項
目を列挙できる。
医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し管理する際の方法と注意点
（知的所有権、守秘義務など）について説明できる。

E3-1-3-2～3, E3-1-3-5

15

EBM の基本概念と実践のプロセスについて説明できる。
代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコント
ロール研究など）の長所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルにつ
いて概説できる。
臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性（研
究結果の正確度や再現性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）に
ついて概説できる。
メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。

E3-1-4-1～4

16 薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。
患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。 E3-2-1-1～2
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

17
医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概説で
きる。
患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説明できる。

E3-2-2-3～4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1,2,3 下枝
臨床腫瘍薬剤学 1⃝
実臨床からみたがん専門薬剤師の役割
固形がん編

1,2,3,4

4,5,6 畔蒜
臨床腫瘍薬剤学 2⃝
実臨床からみたがん専門薬剤師の役割
血液がん編

5,6,7,8

7,8,9 平田
心不全、先天性心疾患および心臓弁膜症の病態と薬物治療
虚血性心疾患の病態と薬物治療
循環器系救急治療および災害医療と薬剤師の役割

9,10,11,12

10,11,12 今井 医薬品情報学
臨床における医薬品情報専門薬剤師の役割 13,14,15

13,14,15 〃 診療情報管理学
ビックデータの活用と診療情報管理士の役割 13,14,16,17

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に補助プリントを配布し，講義を進行しながら，空欄部分を記入させるようにしている。さらに、各
回に学生を指名し症例内容に対するポイント、薬学的アプローチについて意見を述べさせている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
症例ベースで構成されてる講義を展開するため、自らの臨床経験も加味しながらどのように薬学的視点か
らアプローチを加えていくべきなのか、臨場感を持って学生に伝えるための工夫をしている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
知識：毎回の授業内試験（レポート）の結果に基づいて評価する（100%）。必要に応じて追再試験を 1回
実施する。 但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある。
〔教科書〕
教科書の指定はない。
講義資料はWebClassより各自で印刷し、講義時に持参すること。なお講義資料がある場合は、原則とし
て講義前日の 18時を目途にWebClass上で公開される。
〔参考書〕
疾患と治療薬　改訂第 6版（南江堂）
visual core pharma 薬物治療学 改定 9版（南山堂）
治療薬マニュアル（医学書院）
今日の治療指針（医学書院）
処方管理学（南山堂）
病気がみえる vol.2 循環器（医療情報科学研究所）
〔オフィスアワー〕
下枝貞彦：火曜日の終日と水曜日の午前以外はいつでも可。但し、事前にメール（shimoeda@toyaku.ac.jp）
による予約が必要。臨床薬剤学教室　医療棟 2階　M207室
平田尚人：水曜日以外はいつでも可。ただし、事前にメールでの連絡が必要。臨床薬剤学教室　医療薬学
研究棟 2階 M206室
今井　志乃ぶ：いつでも可。但し、あらかじめ予約が必要。DR棟 4階　 2041号室
畔蒜　祐一郎：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療薬学研究棟 2階　M206号室
〔所属教室〕
下枝　貞彦　臨床薬剤学教室　教授
平田　尚人　臨床薬剤学教室　准教授
今井　志乃ぶ　医薬品安全管理学教室　准教授
畔蒜　祐一郎　臨床薬剤学教室　助教
〔準備学習（予習・復習等）〕
70分の授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認
し，テキスト（プリント）の該当範囲を読んでから講義に臨むこと。また講義の後は必ず復習し、判らな
いことはそのまま放置せずに、参考書等で調べ理解を深める必要がある。自分で調べることがとても重要
であるが、それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義時に教員に質問すること。
なお、講義で用いる資料については原則として講義前日の 18時までに WebClassにアップするので、受講
者各自で印刷し資料に目を通してから講義に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
各講義の終了時に、その日に行った講義内容のポイントを講義中に用いた資料を振り返りながら復習する。
また、講義開始時においても前回の講義内容を冒頭で復習して、その日の講義につなげる工夫をしていく。
〔教員からの一言〕
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本講義は、長年第一線の病院薬剤師として現場経験を積み、様々な疾患に精通した教員が担当する。講義
担当教員はいずれにも専門分野を有しており、患者に対して薬物治療行う際、何をポイントにチーム医療
の中で薬学的アプローチを行っていくべきなのか、そのコツを熟知している。
そこで本講義は、将来臨床現場において専門薬剤師を目指す学生に対し、各領域において専門性に特化す
る際、その基礎となる薬学的アプローチの考え方を理解し、医療チームの中で信頼される専門薬剤師にな
るための準備学習を提供するものである。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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マーケティング（医療用医薬品マーケティング戦略）
Marketing （Pharmaceutical Marketing Strategy）

第 5 学年 後期 （選択）専門科目 II 1 単位

林　真希子

学 習 目 標
(GIO)

社会、経済、文化等あらゆる面でグローバリゼーションの時代を迎えた現在、医薬品市場では「良い薬を作
れば売れる」時代は終わり、「売れる薬を作り、売れる方法で売る」時代へと移行しました。つまり、これま
で医薬品市場ではあまり必要とされていなかった「戦略的マーケティング」の概念が医薬品市場にも入り込
み、事業を展開する上で不可欠な要素となりました。本講義では、最初にマーケティングに関する一般的な
知識を習得します。次に、当該知識を医療用医薬品マーケティングに展開させ、医薬品の研究開発から販売
までの各プロセスにおいて具体的にどのようなマーケティングが実施されているのかについて学びます。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 マーケティングの基礎用語を理解する。 T-1
2 マーケティング戦略の一般的なプロセスを理解する。 T-1
3 マーケティング戦略の各プロセスにおける重要ポイントを理解する。 T-1
4 日本及び世界における医薬品の市場規模の現状及び推移を説明できる。 B-3-2-1, Y-2-3-4
5 日本及び世界における医薬品に対する市場ニーズを説明できる。 D1-1-2-3, T-1
6 医薬品の特許制度及び 2010 年問題について説明できる。 Y-2-3-1
7 ジェネリック医薬品について説明できる。 B-3-2-3
8 日本及び世界における近年の医薬品業界再編を理解する。 T-1
9 バイオ医薬品について説明できる。 T-1
10 医療用医薬品におけるマーケティング戦略の役割を理解する。 T-1

11
医療用医薬品マーケティング戦略の一般的なプロセスを理解する。一般
消費財と医療用医薬品におけるマーケティング戦略体系の違いを理解
する。

T-1

12 医療用医薬品マーケティング戦略の各プロセスにおける重要ポイントを
理解する。 T-1

13 希少疾病用医薬品について説明できる。 Y-2-3-5
14 薬価基準制度について説明できる。 B-3-1-6
15 組織・人材マネジメントのポイントを理解する。 T-1
16 国民医療費及び調剤医療費の動向について説明できる。 B-3-2-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 林 オリエンテーション、マーケティング概論 1-3
2 〃 マーケティング概論 1-3
3 〃 課題 1-3
4 〃 医療用医薬品マーケティング 5, 10-14

5 〃 医療用医薬品マーケティング 5, 10-14

6 〃 課題 5, 10-14

7 〃 医薬品業界 4-9, 16

8 〃 医薬品業界 4-9, 16

9 〃 課題 4-9, 16

10 〃 マーケティング演習：映画「スーパーの女」から学ぶマー
ケティング戦略 15

11 〃 マーケティング演習：映画「スーパーの女」から学ぶマー
ケティング戦略 15

12 〃 課題 15
13 〃 課題の総括 1-15
14 〃 最終試験 4-14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・ 各授業日の最後に、その日の内容に関する課題を実施する。
・ 課題の実施に際し、学生同士で議論する機会を設けている。
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・ 提出された課題の回答を紹介し、コメントする時間を設けている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
最初に一般的なマーケティングを学習することで、マーケティングを学んだことがない学生でも無理なく
参加できるとともに、その後の医薬品マーケティングを円滑に学習できるようにした。各題目ごとにキー
ワードを提示し、重要ポイントを明確にした。各授業日の最後にその日の内容に関する課題を実施するこ
とで、効果的に復習できるようにした。
〔成績評価方法〕
＜課題・試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：講義日ごとに、その日の講義内容に関連する課題を実施するとともに、最終日に講義内容に即し
た試験を行う。
2) 総括的評価
a) 知識：課題（25%）及び試験（75%）により評価する。
〔教科書〕
作成して配布する。
〔参考書〕
「コトラーのマーケティング入門」P. コトラー他（ピアソンエデュケーション）
「コトラー& ケラーのマーケティング・マネジメント　基本編」P. コトラー他（ピアソンエデュケーショ
ン）
「ゼミナール　マーケティング入門」石井淳蔵他（日本経済新聞出版社）
「よくわかる医薬品業界」長尾剛司（日本実業出版社）
「医薬品マーケティングの基本戦略」M. スミス他（日経 BP 社）
「医療用医薬品マーケティング」前田英二（メディカルレビュー社）
「日経業界地図」（日本経済新聞出版社）
「［図解］ わかる！ MBA」池上重輔（PHP 文庫）
「医薬マーケティング戦略　’ザ・ガイダンス’」吉村元明（情報機構）　
「DATA BOOK」（日本製薬工業協会）
〔オフィスアワー〕
いつでも可。　メール（vieillerose@yahoo.co.jp）にて対応。
〔準備学習（予習・復習等）〕
以下をキーワードに、新聞、テレビ、インターネット等で報道された医薬品業界関連トピックスは一読し
ておいてください：「医薬品市場」「M&A／買収／業界再編」「医療費／薬剤費」「薬価」「医薬品特許」「バ
イオ医薬品／バイオ後続品」「ジェネリック医薬品／後発医薬品」。
〔学生へのフィードバック〕
課題において得られた回答については、それに対するコメントとともに最終日に総括する。個人の質問に
対する回答は、口頭もしくは書類で提示するとともに、適宜、全履修者に対し、質問及び回答の詳細を解
説する。
〔教員からの一言〕
皆さんの回りにある製品・サービスには、それぞれ試行錯誤されたマーケティングが展開されています。
製品・サービスを手にした際には、どのようなマーケティングが実施されているのか、どう改良すれば
もっと当製品・サービスが『売れる』（顧客に『買っていただける』）ようになるのか考えてみましょう。
〔備考〕
授業内容は変更する場合があります。
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生殖医療特論
Reproductive Medicine

第 5 学年 後期 （選択）専門科目 II 1 単位

田村　和広

吉江　幹浩

恩田　健二

久慈　直昭 (東京医大・産科婦人科学教室)

学 習 目 標
(GIO)

生殖補助医療 (ART: assisted reproductive technology) は、不妊症患者を妊娠に導く医療技術である。現
在、急速に普及し国内の出生児の約 2%に至っている。日本における体外・顕微受精の件数は年間 24万件
と世界最多であり、一般不妊治療と合わせて複雑な社会的、倫理的問題に直面している。本科目では、不妊
症と深く関わる生殖器系疾患の病態生理を学ぶと共に、医薬品使用の現状、薬物療法の意義について学ぶ。
さらに、妊娠時における薬物治療や、卵子凍結などの先端不妊治療法、代理母・配偶子提供などが抱える社
会的課題も取り上げ、薬剤師、薬学人として、必要な知識・技能を習得する。また、妊婦・授乳婦専門薬剤
師や認定女性ヘルスケア専門薬剤師の取得を目指す学生の学習基盤も強化する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 性腺機能の生理学を説明できる。
C7-1-11-1, C7-1-12-1,
C7-2-10-1, C7-2-2-1, X-
6-7-1, Y-3-58-1

2 避妊法の種類と効果について説明できる。 C7-2-10-1, E2-3-3-7

3 生殖器系作用薬の分類と作用の概要を説明できる。 E2-3-3-6～7, E2-5-2-1,
E2-5-2-5

4 多嚢胞性卵巣症候群の病態と薬物療法を説明できる。 C7-1-12-1, C7-2-2-1, Y-
3-58-1

5 子宮内膜症の病態と薬物療法を説明できる。 E2-3-3-6～8, E2-5-2-1,
E2-5-2-5

6 更年期障害の成因、症状、診断、治療について説明できる。 C7-1-12-1, C7-2-10-1,
E2-5-2-1

7 不妊症の疫学、原因疾患（女性、男性）、代表的な薬物療法を理解し、説
明できる。 E2-3-3-7～8

8 不妊症検査・診断と治療を説明できる。 E2-3-3-8, E2-5-2-1
9 調節卵巣刺激と卵巣刺激症候群を説明できる。 E2-3-3-8, E2-5-2-1
10 妊娠高血圧症候群（HDP）の病態と薬物療法を説明できる。 E2-3-3-7～8

11 生殖をめぐる医療技術と倫理的課題 (凍結保存、配偶子提供、代理母)を
理解している。 A-2-1-4, A-2-2-3

12
生殖補助医療や不妊治療をめぐる社会的課題 (AIDと告知、出自を知る権
利)を理解している。

A-1-2-8, A-2-1-4, A-2-
2-3

13 生殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。 E3-3-4-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1, 2 吉江 1⃝性腺機能の生理学、特に、着床に向けた子宮内膜の準備
機構と性ホルモンとの関係、 2⃝生殖器系作用薬 1～3, 7, 13

3～5 久慈 1⃝体外受精の歴史と実際、 2⃝卵胞発育と排卵、 3⃝調節卵巣
刺激と卵巣過剰刺激症候群 7～9

6～8 田村
1⃝多嚢胞性卵巣症候群、 2⃝更年期障害と更年期関連疾患、
3⃝子宮内膜の機能とその異常、特に子宮内膜症の発症・進
行のメカニズムと治療の現状

1, 4～8

9, 10 恩田 1⃝胎盤形成の生理学、妊娠高血圧症候群の概説、 2⃝妊娠授
乳期における薬物治療 1, 10, 13

11～13 久慈
4⃝凍結保存と妊よう性温存、 5⃝生殖補助医療で生まれた子
供たち: AID と告知、出自を知る権利、 6⃝新技術 (万能細
胞、着床前診断)や生殖技術をめぐる倫理的・社会的課題

10～12

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義の単元ごとに質問したり、感想を聞き、対話的授業を試みることにより、傾聴を促し、正しい知識の
習得と考察ができるように方向づける。また、記述式の演習問題 (ワークシート)に取り組む時間を確保し
て、より深い学びを目指す。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
最先端の生殖医療の知識や研究の現状を知る機会を与え、生殖・産科婦人科領域での未解決の問題点を知
ることにより、受講者の興味を深める。人工授精に携わる ARTの最前線で活躍する臨床医の講義を盛り
込むことにより、より深い知識を習得する。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポートにより評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　チェックシートで習熟度を評価し、その結果をフィードバックする。
2) 総括的評価
a) 知識:　各講義後の課題・レポート (80%)、さらに確認試験（Webテスト）(20%)により、総合的に評
価する。
〔教科書〕
プリント資料を配布する。
〔参考書〕
病気がみえる 9 婦人科・乳腺外科 (MEDIC MEDIA)
病気がみえる 10 産科 (MEDIC MEDIA)

〔オフィスアワー〕
田村　和広　いつでも可。
吉江　幹浩　いつでも可。
恩田　健二　いつでも可。
〔所属教室〕
田村　和広 (内分泌薬理学教室)
吉江　幹浩 (内分泌薬理学教室)
恩田　健二 (臨床薬理学教室)
久慈　直昭 (東京医大・産科婦人科学教室)

〔準備学習（予習・復習等）〕
2年次科目 薬理学 Iの講義で履修した 生殖内分泌系作用薬の内容を見直しておく。
〔学生へのフィードバック〕
講義内容に関する演習・小テストを行い、その解説をする。　
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プライマリケア I
Primary Care I

第 5 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

安藤　堅、大嶋　利之

学 習 目 標
(GIO)

高齢化の進展や疾病構造の変化が進む我が国では、肥満や生活習慣病患者数が年々増加し、医療費の増大な
ど深刻な問題が浮上している。国は健康寿命の延伸をめざし、食生活の改善や運動習慣の定着等による生活
習慣病予防対策を推進しており、薬剤師はその担い手とされている。この授業は、健常者が疾病に罹患しな
いような健康の保持増進を図るための、また、生活習慣病患者がその症状を進展させないための栄養の摂り
方や運動のとりいれ方に関する理論的実践的知識を習得することにより、個々人の生活環境を踏まえた適切
な健康管理方法を提供できるようになることをめざす。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 健康とはなにか、健康の維持増進における栄養素摂取の重要性について
理解できる。

D1-1-1-1, D1-2-3-1～2,
D1-3-1-8

2 我が国における健康増進政策（健康日本 21、食事摂取基準、食育など）
について説明できる。 D1-2-1-2, D1-3-1-6

3 日本人における栄養摂取の現状と問題点について説明できる。 D1-3-1-8

4 食事の内容から、健康の維持増進に適切なエネルギー摂取量や栄養バラ
ンスなど、食生活のポイントを説明できる。 D1-3-1-5

5 健康食品の概念を理解し、説明できる。 D1-3-2-6
6 特別用途食品について説明できる。 D1-3-2-6

7 保健機能食品を挙げ、生活習慣病対策として期待できる役割について概
説できる。 D1-3-2-6

8 食品成分と医薬品との相互作用の事例を挙げ、リスク回避に必要な注意
点を説明できる。

E2-9-1-1, E2-9-6-1, E2-
9-7-1

9 食生活などの生活習慣と疾病との関わりについて討議する。（態度） D1-2-3-3

10 運動不足に伴う身体諸機能の変化と生活習慣病との関わりを説明で
きる。 D1-2-3-2, E2-9-6-1

11 中高年者の健康の維持増進に対し、適切な運動指導ができるようにその
原理と方法を説明できる。 E2-9-6-1

12 運動可能な疾病者に対し、適切な運動指導ができるようにその原理と方
法を説明できる。 E2-9-6-1

13 健常者への生活習慣の改善方法や生活習慣病患者の症状の進展等の重症
化予防にむけたアドバイスができる。（知識・態度） D1-2-3-2, F-5-3-4

14 現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーション
の重要性を討議する。（態度） F-5-3-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-5 安藤、大嶋
我が国の健康づくり対策、
適正な食生活（栄養摂取と運動）の実践、
健康食品、保健機能食品、食品の機能性

1-7,9,10,13,14

6-8 安藤、大嶋 健康の維持増進および運動可能な患者に有効な運動のし
かた 2,4,9-14

9-11 安藤、大嶋 生活習慣病の発症・重症化予防を目的とした栄養指導 1-4,9,13,14

12-14 安藤、大嶋 食品成分と医薬品との相互作用の事例と適切な情報提供の
あり方 5-9,13,14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義プリントを配布し、講義を進行しながらプリント内の空欄部分を記入させるようにしている。
正しい情報をその場で速やかに入手し的確に提供する場面を想定し、インターネット検索を活用した演習
を組んでいる。
学生同士が討議する時間を設け、討議した内容を発表させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
学生が自らの食生活や運動記録をつけることによって健康管理の重要性を理解し、健康維持・増進のため
に必要な知識は何かを考えさせている。
栄養と健康維持、生活習慣病対策に関する具体的な事例を用いた演習を行うことにより、１年生の「基礎
栄養学」や２年生の「栄養と食品機能」「健康保持と疾病予防」などの健康保持・増進に関連する科目で得
た知識を実践的に活用できるよう努めている。
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食品や健康に関するデータや政策、関連法規などの最新情報を提供し、実践に役立つ授業となるよう努め
ている。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:講義や演習中に適宜口頭試問や小テストなどを行う。
b) 技能:プレゼンテーションや討議をグループ学習で行い、フィードバックする。
c) 態度:受講態度（グループ演習など授業に臨む姿勢、出席状況など）から評価し、フィードバックする。
2) 総括的評価：授業内小テストおよび課題（50％）、受講態度・プレゼンテーション能力・パフォーマン
ス（50％）として総合的に評価する。
a) 知識:小テスト、課題、発表資料、レポートの内容などから評価する。
b) 技能:栄養・運動指導が適切にできるかどうかについて、課題内容やプレゼンテーションなどから評価
する。
c) 態度:受講態度（小テスト、演習、課題等に臨む姿勢）から評価する。
d) パフォーマンス:発表資料や課題の考察や表現力について評価する。
〔教科書〕
講義ごとにプリントを配布
〔参考書〕
最新衛生薬学（別府正敏、平塚明　編集　廣川書店）
運動科学（室　増男　理工学社）
〔オフィスアワー〕
原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
安藤　堅　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
大嶋　利之　衛生化学教室　研究棟１号館４階
〔所属教室〕
安藤　堅　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
大嶋　利之　衛生化学教室　研究棟１号館４階
〔準備学習（予習・復習等）〕
２年科目の「健康保持と疾病予防」、「栄養と食品機能」で学んだ身体活動とエネルギー代謝、生活習慣病、
栄養素、健康食品などの健康保持・増進に関する内容が関連します。授業ごとにこれらの内容について予
習と復習を 70分以上行ってください。
〔学生へのフィードバック〕
授業中に適宜口頭試問やチェックテストなどを行い、授業内容の理解度をフィードバックする。
個別あるいはグループ毎にプレゼンテーションをしてもらい、質疑応答を通じて発表能力をフィードバッ
クする。
授業中に受講態度（演習に対する取り組み方、出席状況など）を観察し、フィードバックする。
〔教員からの一言〕
本科目は、薬剤師による「健康（栄養、運動）相談」を想定しています。患者や顧客が問題解決できるよ
うに的確かつ適切なサポートするためのスキルを身につけることをめざしています。実務実習に臨む直前
の学生には、実務実習中に役立つことを意識した内容になっています。また、実務実習後の学生には、振
り返り授業として役立てていただければと思います。
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プライマリケア II
Primary Care II

第 5 学年 後期 （選択）専門科目 II 1 単位

坂口　眞弓（東京薬科大学客員教授　一般社団法人日本プライマり・ケア連合学会理事）

下枝　貞彦、杉浦　宗敏、平田　尚人、畔蒜　祐一郎

学 習 目 標
(GIO)

　超高齢者会を迎えようとしている日本において、医療費の削減と健康寿命の延伸は喫緊の課題である。地
域での保健・医療・福祉に積極的に貢献するためには、在宅医療、地域保健、福祉、プライマリケア、セル
フメディケーションの仕組みと意義を理解するとともに、これらの活動に薬剤師が参加することで、地域住
民の健康の回復、維持、向上につながることの重要性が認識されている。
　そこで本講義では、受講者が将来、適切な薬物治療および地域の保健・医療に貢献できるようになるため
に、要指導医薬品・一般用医薬品およびセルフメディケーションに関する基本的知識を修得する。併せて、
薬物治療実施に必要な情報を自ら収集するための基本的事項を修得することで、地域の保健、医療、福祉に
関する現状と課題を認識するとともに、その質を向上させるための保険薬局及び薬剤師の役割とその意義を
理解する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーション
の重要性を討議する。（態度） F-5-3-1

2 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解
し、信頼関係を構築するために役立つ能力について説明できる A-3-1-1～9

3
低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児、妊婦・授乳婦、高齢者におけ
る薬物動態と、薬物治療で注意すべき点や、応対、服薬指導において、配
慮すべき事項を具体的に列挙できる。

E3-3-2-1～2, F-2-4-2

4 災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制病院・薬局と薬剤
師の役割にについて説明できる。 F-5-4-2～3

5 災害時の薬局・薬剤師の役割について説明できる。 B-4-1-5

6 主な養生法（運動・食事療法、サプリメント、保健機能食品を含む）とそ
の健康の保持・促進における意義を説明できる E2-9-6-1

7 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。 A-1-2-7

8 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明で
きる。 B-4-2-2

9 在宅医療・介護に関する薬剤師の管理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅
療養管理指導業務）を説明できる。 F-5-1-4

10 地域における疾病予防、健康維持増進、セルフメディケーションのため
に薬剤師が果たす役割を概説できる。 E2-9-1-1

11 セルフメディケーションに用いる要指導医薬品・一般用医薬品等に含ま
れる成分・作用・副作用を列挙できる E2-9-5-1

12 地域における介護サービスや介護支援専門員等の活動と薬剤師との関わ
りを説明できる。 F-5-1-5

13 地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その
質を向上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義を説明できる。 B-4-1-1～6, B-4-2-1～5

14 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義に
ついて説明できる。 A-4-1-1

15 地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の具体例を説明できる。 F-4-2-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 坂口 プライマリ・ケアと薬剤師 1
2 下枝 良好な薬剤師ー患者関係 2
3 〃 プライマリ・ケアにおける服薬指導・支援 3

4,5,6 平田 薬剤師の視点で行うトリアージとアクション、フィジカル
アセスメント、災害時の薬剤師活動 4,5

7,8 杉浦 薬剤師が関わる生活習慣指導 6
9 〃 薬剤師によるメンタルヘルスケア 7

10,11 坂口 在宅ケア 8,9

12 下枝 プライマリ・ケアにおけるセルフメディケーション 10,11

13 畔蒜 地域活動 12,13
14,15 〃 これからの地域連携・チーム医療 14,15
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
　各回に補助プリントを配布し，講義を進行しながら，空欄部分を記入させるようにしている。さらに、
各回に学生を指名して実例などを交え、教科書の記載内容に対するポイント、薬学的アプローチについて
意見を述べさせている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
教科書をベースに、担当教員自らの臨床経験も加味しながら、どのように薬学的視点からプライマリケア
領域にアプローチを加えていくべきなのか臨場感を持ってて学生に伝えるための工夫をしている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
総括的評価
知識：毎回の授業内試験（レポート）の結果に基づいて評価する（100%）。必要に応じて追再試験を 1回
実施する。 但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある
〔教科書〕
日本プライマリ・ケア連合学会薬剤師研修ハンドブック 基礎編（南山堂）
講義資料はWebClassより各自で印刷し、講義時に持参すること。なお講義資料がある場合は、原則とし
て講義前日の 18時を目途にWebClass上で公開される。
〔参考書〕
日本プライマリ・ケア連合学会 基本研修ハンドブック　改定 2版（南山堂）
〔オフィスアワー〕
下枝　貞彦：火曜日の終日と水曜日の午前以外はいつでも可。但し、事前にメール（shimoeda@toyaku.ac.jp）
による予約が必要。臨床薬剤学教室　医療棟 2階　M207室
杉浦　宗敏：いつでも可。但し、あらかじめ予約が必要。医療薬学研究棟 3階　M304号室
平田　尚人：水曜日以外はいつでも可。ただし、事前にメールでの連絡が必要。臨床薬剤学教室　医療薬
学研究棟 2階 M206室
畔蒜　祐一郎：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療薬学研究棟 2階　M206号室
〔所属教室〕
下枝　貞彦　臨床薬剤学教室　教授
杉浦　宗敏　医薬品安全管理学教室　教授
平田　尚人　臨床薬剤学教室　准教授
畔蒜　祐一郎　臨床薬剤学教室　助教
〔準備学習（予習・復習等）〕
70分の授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認
し，テキスト（プリント）の該当範囲を読んでから講義に臨むこと。また講義の後は必ず復習し、判らな
いことはそのまま放置せずに、参考書等で調べ理解を深める必要がある。自分で調べることがとても重要
であるが、それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義時に教員に質問すること。
なお、講義で用いる資料については原則として講義前日の 18時までに WebClassにアップするので、受講
者各自で印刷し資料に目を通してから講義に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
各講義の終了時に、その日に行った講義内容のポイントを講義中に用いた資料を振り返りながら復習する。
また、講義開始時においても前回の講義内容を冒頭で復習して、その日の講義につなげる工夫をしていく。
さらに定期試験の模範解答を提示し、学生自ら理解不足であった箇所を振り返ることができるようにする。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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プライマリケア III
Primary Care III

第 6 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

岩瀬　哲（埼玉医科大学病院　緩和医療科）

春木　ひかる（東京大学医学部附属病院　看護部）

三浦　恵美子（聖母会聖母病院　看護部）

山田　尚子（東京大学医学部附属病院　緩和ケア診療部）

黒田　誠一郎（東京大学医科学研究所附属病院　薬剤部）

坂本　岳志（あけぼの薬局）

杉浦　宗敏、今井　志乃ぶ、清海　杏奈

学 習 目 標
(GIO)

プライマリケアとは幅広く国民の健康福祉に関わる問題を総合的に解決していく活動である。超高齢化社会
を向かえたわが国においてその一端を担う薬剤師への社会の期待は大きい。プライマリケアの実践における
キーワードには地域、包括、協調、継続などが挙げられる。本講義では多職種によるチーム医療が展開され
る緩和医療を例にして、プライマリケアの視点を踏まえながらチームの中で各職種が効果的な医療を実現す
るために専門的な知識や技術を生かすためにどのようなアプローチを行っているかを知るとともに薬剤師に
求められる知識や技術を習得することを目的とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 医療に関わる倫理的問題を列挙し、その概略と問題点を説明できる。 A-1-1-1

2 患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を
持つ。（態度） A-1-1-2

3 チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し行
動する。（態度） A-1-1-3

4 様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの
言葉で説明する。（知識・態度） A-1-1-7

5 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たす
べき役割を提案する。（知識・態度） A-1-2-8

6 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度） A-2-1-1

7 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知
識・態度） A-2-1-3

8 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説で
きる。 A-2-1-4

9 患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明で
きる。 A-2-3-3

10 意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。 A-3-1-1
11 対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。 A-3-1-4

12 他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。
（知識・技能・態度） A-3-1-9

13 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明で
きる。 A-4-3-1

14 チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割
を積極的に果たすように努める。（知識・態度） A-4-5-1

15 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明で
きる。 B-4-2-2

16 麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）お
よび臨床適用（WHO 三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。 E2-1-3-2

17 がん終末期の病態（病態生理、症状等）と治療を説明できる。 E2-7-9-1

18 がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。 E2-7-9-2

19 チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。 F-4-1-1
20 多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。 F-4-1-2

21 病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退
院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説明できる。 F-4-1-3

22
医師・看護師等の他職種と患者の状態（病状、検査値、アレルギー歴、心
理、生活環境等）、治療開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL
等）の情報を共有する。（知識・態度）

F-4-1-5

23 病院内の多様な医療チーム（ICT、NST、緩和ケアチーム、褥瘡チーム
等）の活動に薬剤師の立場で参加できる。（知識・態度） F-4-1-9

24 地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。（知識・
態度） F-4-2-2
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード

25 現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーション
の重要性を討議する。（態度） F-5-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1,2 杉浦、今井、清海 概説、総論 1-25

3-5 春木、三浦、杉浦、
今井、清海 終末期がん患者の看護 1-25

6-8 黒田、杉浦、今井、
清海 緩和医療と薬剤師 1-25

9-11 坂本、杉浦、今井、
清海 保険薬局における在宅緩和医療 1-25

1214 山田尚、杉浦、今
井、清海 終末期がん患者の臨床心理 1-25

15-17 岩瀬、杉浦、今井、
清海

在宅移行ケア
遠隔診療システム 1-25

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義の中で講師との質疑を積極的に盛り込み、医療現場の現状を実感できるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
臨床現場で活躍する各職種の講師により緩和医療の現状を紹介する。チーム医療に薬剤師が関わる場面を
イメージできるように実症例を盛り込んだ講義内容としている。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
2) 総括的評価
a) 知識:課題レポートの提出状況と内容を総合的に評価する（75％）。
c) 態度:講師への質問や個々の意見等の発言状況を総合的に評価する（25％）。
〔教科書〕
講義開始時に毎回講義内容に関するレジメを配布する。
〔参考書〕
がん疼痛の薬物療法に関するガイドライン 2019年版：日本緩和医療学会緩和医療ガイドライン作成委員
会編（金原出版）
臨床緩和医療薬学：日本緩和医療薬学会編（真興交易（株）医書出版部）
〔オフィスアワー〕
杉浦　宗敏　いつでも可。ただし、メール等で事前に連絡を入れること。
〔所属教室〕
杉浦　宗敏　医薬品安全管理学教室　医療棟 3階　M304

〔準備学習（予習・復習等）〕
実務実習で緩和ケアに関連した経験をした場合はその内容や学べとことを復習しておくこと。
オピオイドを中心とした鎮痛薬に関する知識を整理しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
各講義で提出したレポートは全講義終了時までに各自に返却する。
〔教員からの一言〕
講義の際には疑問に感じたことや実務実習で緩和ケアに関して経験した内容等を積極的に講師に伝える
こと。
〔備考〕
実務家教員担当科目

– 389 –440



病態生理学特論
Advanced Topics in Pathophysiology

第 6 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

田野中　浩一　　高木　教夫　　山田　純司　　長谷川　弘

学 習 目 標
(GIO)

循環器、中枢および代謝疾患に関し、コアカリキュラムの内容よりもさらに高度な内容について最新の研究
成果を加えて解説する。本講義を通じて、医療および創薬研究を行うための知識および技術への理解を深
める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 糖尿病および脂質異常症の発症および進展因子に関連する新たな知見を
説明できる。 E2-5-1-1

2 糖尿病および脂質異常症治療に関する新たな知見を説明できる。 E2-5-1-2
3 心筋虚血およびその後の心機能低下に関する新たな知見を説明できる。 E2-3-1-1～3
4 虚血性心疾患の治療に関する新たな知見を説明できる。 E2-3-1-3～4, E2-3-2-2

5 脳虚血後の脳実質の病態生理学的な変化に関する新たな知見を説明で
きる。 E2-1-3-7～8

6 脳虚血/ 再灌流障害の薬物治療に関する新たな知見を説明できる。 E2-1-3-10
7 消化器系疾患に関する新たな知見を説明できる。 E2-4-2-1～2
8 消化器系疾患の治療に関する新たな知見を説明できる。 E2-4-2-6～7
9 自律神経系の生体調節に関する新たな知見を説明できる。 E2-1-1-1～2

10 自律神経系の調節不全による呼吸器および血管系の疾患に関する新たな
知見を説明できる。

E2-3-1-4, E2-4-1-1, E2-
4-1-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～3 山田 糖尿病や脂質異常症を中心に、代謝疾患の病態生理と薬物
治療について、最新の知見を交えて解説する。 1、2

4～6 田野中 心筋虚血の病態解析を中心に、心疾患の病態生理と薬物治
療について、最新の知見を交えて解説する。 3、4

7～9 高木 虚血性脳血管障害を中心に、中枢神経疾患の病態生理と薬
物治療について、最新の知見を交えて解説する。 5、6

10～12 長谷川 肝疾患を中心に、消化器系疾患の病態生理と薬物治療につ
いて、最新の知見を交えて解説する。 7、8

13～15 田野中 呼吸器、造血系の病態解析・薬物治療ならびに抗悪性腫瘍
薬について、最新の知見を交えて解説する。 9、10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義中の学生への質問を行い、理解度を把握する。
講義の要点の理解度を深めるために、ミニレポートを作成させる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
従来の大学院薬学研究科の修士課程での講義に相当するもので、1年次から 5年次の講義をさらに発展さ
せることを目的に開講されるものです。教員（講師）と学生が直接意見交換しながら、学生が理解を深め
られるように講義を進めて行きます。教員は、最新の研究が薬物開発を含めた疾病への新たな治療法の開
発にどの様に結びつくかについて解説を行うようにする。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
形成的評価
　知識：　課題、演習問題を行う。解説にてフィードバックする。
総括的評価
　知識：　講義内の小テストあるいは課題提出で評価する（100%）。
出席不良の学生には単位認定を行わない。なお、成績不良者への再試験などの特別措置は実施しない。受
講者には全出席を要求するが、已むを得ず欠席した場合には、卒論指導教員（教室・講座主任）が署名・
押印した欠席届に、欠席理由を証明する書類を添付したものを田野中へ提出する。他の講義担当者に提出
した場合および不備がある場合には欠席届を受理しない。なお、欠席届の提出は、当該講義日から 1週間
以内に提出することとする。
〔オフィスアワー〕
講義に関するフィードバックについては、其々の講義担当者に予め連絡し、指定された日時に出向くこと
とする。

– 390 –441



田野中；　在室時に対応
欠席届は、田野中（分子細胞病態薬理学教室；研究 4号館 5階）へ提出する。他の講義担当者に提出して
も受理しない。なお、体調不良、交通機関の乱れおよび就職活動は欠席理由とは認めない。
〔所属教室〕
高木　教夫（応用生化学教室　研究 2号館 6階）
田野中　浩一（分子細胞病態薬理学教室　研究 4号館 5階）
山田　純司（臨床医療薬学センター　医療薬学棟 3階）
長谷川　弘（病態生理学教室　研究 4号館 4階）
〔準備学習（予習・復習等）〕
・　本講義の内容は、学部講義および実務実習での履修内容に立脚している。病態および薬物治療での理
解を深めるための発展学習を学生に指示している。
・　予習は求めないが、復習は必ず行うように指示している。特に、4年次および 5年次に登場した新たな
薬物に関しては、重要な項目として指導している（復習での重点項目の指示）。
〔学生へのフィードバック〕
選択科目なのでフィードバック講義は企画されていないが、不明な点についての質問に対し、各教員が解
説を行う。特に、生理機能、病態生理学的平衡状態および薬物の作用点を中心に解説する予定である。こ
のフィードバックでは、学生の積極的な学びの姿勢が要求される。
〔教員からの一言〕
・　単に聴講するだけではなく、講師への積極的な質問を行い、薬学教育の中の研究の重要性を理解して
ください。
・　大学での講義・実習だけでなく、実務実習で得た知識を総合的に使用出来るようにすることを学んで
ください。
・　欠席に関する手続きは、期日厳守とします。書類不備および提出が遅れた場合は、受理しません。
・　本講義では、単位認定のための再試験などの特別措置を実施しませんので、本科目の単位を取得でき
ない場合でも、単位不足にならぬように対応してください。
〔備考〕
モデル・コアカリキュラムの内容を発展させたもので、C6　生命現象の基礎、C7 人体の成り立ちと生体
機能の調節、E1 薬の作用と体の変化、E2 薬理・病態・薬物治療に関連している。これらの中で疾患を中
心に専門性の高い内容となる。
講師の都合により講義時間を変更することがあるので、常に掲示を確認して下さい。
基礎から臨床分野で行われている様々な研究が、疾病の理解および新たな治療法の開発に応用されていま
す。研究に立脚した薬学教育の一環として本講義が実施されます。
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臨床薬理学特論
Advanced Topics in Clinical Pharmacology

第 6 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

杉山　健太郎

恩田　健二

田中　祥子

山田　安彦

高柳　理早

片桐　文彦

学 習 目 標
(GIO)

医薬品の適正使用の推進や新しい医薬品の開発に携わる薬剤師になるために、ヒトを対象とした薬力学およ
び薬物動態学を基盤とする臨床薬理学的な知識と応用力を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 臨床薬理学の概念について説明できる。
E3-1-1-3～4, E3-1-3-3,
E3-1-4-1, E3-1-4-3, E3-
1-7-1, E3-2-1-1

2 時間薬理学と臨床薬理学におけるその意義について概説できる。 E3-3-4-1, E3-3-5-1, E4-
1-2-3

3 臓器移植の薬物療法に携わる臨床薬剤師の業務と、チーム医療における
その役割について概説できる。

4 臨床薬理学におけるドラッグ・リポジショニングの意義について概説で
きる。

A-1-2-5, B-2-2-2, E3-1-
1-3, Y-2-1-2, Y-2-3-5

5 薬剤評価学の重要性を説明できる。 E1-1-1-1, E1-1-1-6, E3-
1-1-1

6 医薬品の効果・副作用を薬物動態学および薬力学から理論的に評価し、シ
ミュレーションができる。（知識・技能）

E1-1-1-1, E1-1-1-6, Y-
5-7-5

7 臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙
し、それらの特徴を概説できる。 E3-1-4-2, E3-1-6-1

8
介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエンドポイント、主
要エンドポイントと副次的エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明
できる。

E3-1-6-8

9
臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（相対リスク、相対
リスク減少、　絶対リスク、絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発
生率、発生割合）を説明し、計算できる。

E3-1-6-9

10 メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。 E3-1-4-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１、２ 杉山 臨床薬理学の概念、時間薬理学とその臨床応用 1、2

3 杉山 臓器移植の薬物療法に携わる臨床薬剤師の業務と、チーム
医療におけるその役割 3

４，５ 恩田 臨床薬理学におけるドラッグ・リポジショニング 4
６，７ 田中 ファーマコメトリクスとその臨床応用 6
8, 9 山田 医薬品の効果・副作用の評価（１） 5

10, 11 片桐 医薬品の効果・副作用の評価（２） 5、6
12, 13 高柳 医薬品の効果・副作用の評価（３） 7-10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各講義時間中にレポートを作成してもらうことにより、講義内容を講師と共にリアルタイムで考えさせる。
講義時間中の質疑応答を積極的に取り入れている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
臨場感を盛り込んだ講義にしていきます。
〔成績評価方法〕
全講義のレポートにより総合的に評価する。
文章構成 (30％)
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レポート課題に対して的確に記述されているか (40％)
既定の行数に達しているか (30％)

〔教科書〕
講義ごとに、随時プリント等の資料を配布
〔参考書〕
臨床薬理学、日本臨床薬理学会小林真一ら編（第 4版）、株式会社医学書院、2017年
適正使用のためのくすりの見方と考え方、山田安彦著、株式会社じほう、2007年
標準医療薬学　医薬情報評価学、山田安彦編、株式会社医学書院、2009年
理論医薬品情報学、山田安彦編著、京都廣川書店、2017年
〔オフィスアワー〕
杉山健太郎　 在室時は随時可　医療薬学研究教育棟 1F 臨床薬理学教室
恩田　健二　　在室時は随時可　医療薬学研究教育棟 1F 臨床薬理学教室
田中　祥子　　在室時は随時可　医療薬学研究教育棟 2F 臨床薬理学教室
山田　安彦　　原則いつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。
高柳　理早　　原則いつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。　
片桐　文彦　　原則いつでも可。但し、メールによる事前予約が必要。　
〔所属教室〕
杉山健太郎　 臨床薬理学教室　医療薬学棟１階
恩田　健二　 臨床薬理学教室　医療薬学棟１階
田中　祥子　 臨床薬理学教室　医療薬学棟２階
山田　安彦　 臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4515（教授室）
高柳　理早 　臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4513
片桐　文彦　 臨床薬効解析学教室　研究 4号館 5階 4512

〔準備学習（予習・復習等）〕
これまで薬学部において修得してきた、「疾病と薬物治療」や「医薬品開発と臨床試験」に関する基本的事
項について復習しておくと、各講師のより実践的かつアドバンスな講義内容をより興味深く理解できるも
のと思います。
〔学生へのフィードバック〕
講義終了後、質疑応答時間を設け、作成レポートや講義内容のフィードバックの他、学生のキャリア養成
に関する相談にも乗っている。
〔教員からの一言〕
臨床薬理学は、ヒトを対象とした薬力学および薬物動態学を基盤とし、個別医療、医薬品の適正使用の推
進、あるいは新しい医薬品の開発を目指す学問領域です。受講者には、臨床薬剤師あるいは医薬品開発に
携わる薬剤師としてこれまで得た基礎学力を臨床へと展開するための、知識と応用力を身につけてもらい
たいと思います。
〔備考〕
実務家教員による現場の話も交え、臨場感を持った講義にしていきます。
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臨床推論 II
Clinical Reasoning II in Pharmacotherapy

第 6 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

川口　崇

岩井　大

臼井　浩明

学 習 目 標
(GIO)

臨床での問題解決に必要な知識を統合的に活用し考えることができるようになるために、各疾患に関する基
礎医学・薬学、臨床医学・薬学、疫学の基本的および実践的事項を習得する。
本講義では、代表的な疾患を症例の経過を追跡する形式で、各時点における医学・薬学的な判断に必要な疾
患の病態や薬理、薬物治療に関する基本的および実践的知識を習得する。新たな知識の獲得を中心にするの
ではなく、臨床の経過とその経過による治療の変化を総合的に学び、知識の定着を図る。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 代表的な疾患の病態と傷病統計を説明できる。

E2-1-3-2, E2-3-3-2～3,
E2-4-2-8, E2-7-7-2～3,
E2-7-8-3～4, E2-7-8-9,
E2-7-8-13, E2-7-9-1～2,
E3-3-2-2, E3-3-3-1

2 代表的な疾患の発見と診断に必要な検査を説明できる。 E1-2-1-1, E1-2-2-1～3,
E1-2-2-5～6, E1-2-2-8

3 代表的な疾患の病態にあわせた治療戦略を説明できる。
E2-1-3-2, E2-3-3-2～3,
E2-7-7-3, E2-7-8-3～
4, E2-7-8-9, E2-7-8-13,
E2-7-9-1～2

4 代表的な疾患に関する検査から病態を把握することができる。 E1-2-2-1～3, E1-2-2-5
～6, E1-2-2-8

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 川口　崇 医療で用いられる画像から解剖と病態を推測する。 5
2 川口　崇 医療で用いられる画像から解剖と病態を推測する。 5

3
川口　崇
岩井　大
臼井浩明

悪性腫瘍における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

4
川口　崇
岩井　大
臼井浩明

悪性腫瘍における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

5
川口　崇
岩井　大
臼井浩明

悪性腫瘍における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

6 川口　崇 良性疾患における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

7 川口　崇 良性疾患における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

8 川口　崇 良性疾患における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

9
川口　崇
岩井　大
臼井浩明

悪性腫瘍における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

10
川口　崇
岩井　大
臼井浩明

悪性腫瘍における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

11
川口　崇
岩井　大
臼井浩明

悪性腫瘍における診断から薬物治療までを経時的に把握
する。 1 - 4

12 川口　崇 医療で用いられる生理学的検査から不整脈を理解する。 5
13 川口　崇 医療で用いられる生理学的検査から不整脈を理解する。 5

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
アクティブラーニング用のWebツールを用いて、授業中にリアルタイムに設問提示と回答結果の提示・共
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有することにより、学生が考える・話し合う時間を設定し学習を促進する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
断面的ではなく、臨床の経過を追跡する形式で病態の変化、病期に対応した治療の選択や検査を統合して
学び、知識の定着を図るよう工夫する。リアルタイムに設問を提示し考える時間を提供する。
〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
a) 知識:講義中の設問提示とその解答により評価する。
2) 総括的評価
a) 知識:講義中に行う試験・レポートを総合的（100％）に評価する。
〔参考書〕
ここからはじめる！ 薬剤師のための臨床推論（じほう）
〔オフィスアワー〕
川口　崇　事前にメールで予約をしてください。
〔所属教室〕
川口　崇　医療実務薬学教室　 DR棟３階
岩井　大　非常勤講師（東京西徳洲会病院）
臼井浩明　非常勤講師（杏林大学医学部付属病院）
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義の際に間違ったこと、新たに得られた知識は繰り返し復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加える等の対応を行っている。
〔備考〕
実務家教員担当科目。授業中の調べものはインターネットを活用して行ってください。また、授業中に
設問提示するなどします。成績評価にも関わるこれらにはスマートフォンか PCが必要になります。教室
でインターネット環境に接続できるように準備しておいてください。忘れた場合の貸し出し等は行いま
せん。
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専門薬剤師特論 II
Advanced Topics of Board Certified Pharmacy Specialist II

第 6 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

下枝　貞彦、杉浦　宗敏、平田　尚人、影山　美穂、畔蒜　祐一郎

学 習 目 標
(GIO)

　臨床現場に関わる薬剤師は、患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、正確な患者情報の収集を基
本とし、病状を正しく評価し、適切な医薬品情報を基に、個々の患者に応じた薬物療法を提案・実施・再検
証できる能力が求められる。さらに近年では医療チームの一員として、特に薬剤師は、医薬品のリスク回避
を目的に、有害事象（副作用、相互作用）、薬害、薬物乱用に関しても精通することが求められている。
　そこで本講義では、患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定、医薬品情報・安全性ならびに治療ガ
イドラインを考慮した適正な薬物療法を提示するために、患者情報を解析し、具体的症例を交えながらなが
ら最適な薬物治療を実践するための薬学的アプローチを伝授する。特に本講義は対象が実務実習を終了した
6年生であることから、病院薬学的視点からの実践的な薬学的アプローチの手法について解説する。
　将来、専門薬剤師を目指す学生にとって本講義は、実際に専門薬剤師が臨床現場でどのような視点から薬
学的アプローチ行っているのか、その一端を修得することができる。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手
足症候群を含む）、血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。 E2-7-8-3

2 代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFOX 等）について、構成薬物お
よびその役割、副作用、対象疾患を概説できる。 E2-7-8-4

3 胃癌、食道癌、肝癌、大腸癌、胆囊・胆管癌、膵癌について、病態（病
態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-8

4 肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。 E2-7-8-9

5
急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病、成人 T 細胞
白血病（ATL）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品
の選択等）を説明できる。

E2-7-8-5

6 悪性リンパ腫および多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-6

7
急性心筋梗塞、急性心不全、急性大動脈解離、重症型急性心筋炎、致死的
重症不整脈、ショック等、循環器系救急疾患の病態および集中治療領域
における薬物治療（医薬品の選択・用法用量・投与方法等）と患者モニタ
リングの要点について説明できる。

E2-3-1-1～5

8
感染性心内膜炎（IE）、播種性血管内凝固症候群（DIC）、肺血栓塞栓症、
開心術後の抗凝固療法等、集中治療領域における病態と薬物治療（医薬
品の選択・用法用量・投与方法等）および患者モニタリングの要点につい
て説明できる。

E2-3-2-2, E2-3-2-4～5,
E2-7-3-8

9 麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）お
よび臨床適用（WHO 三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。 E2-1-3-2

10 がん終末期の病態（病態生理、症状等）、治療と薬物治療（医薬品の選択
等）を説明できる。 E2-7-9-1～2

11 チーム医療における薬剤師の役割と重要性、多様な医療チームの目的と
構成、構成員の役割について説明できる。 F-4-1-1～2

12
糖尿病とその合併症について，治療薬の薬理（薬理作用，機序，主な副作
用），および病態（病態生理，症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説
明できる。

E2-5-1-1, E2-5-3-1

13
病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス，退
院時共同指導，病院・薬局連携，関連施設との連携等）や地域の保健，医
療，福祉に関わる職種を説明できる。

F-4-1-1～3, F-4-2-1

14 疾病の予防および健康管理、代表的な生活習慣の改善に対するアドバイ
スができる。 F-5-3-4, F-5-3-9

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～3 下枝
臨床腫瘍薬剤学 1⃝
実臨床からみたがん専門薬剤師の役割
固形がん編

1,2,3,4

4～6 杉浦 麻薬と緩和ケアの重要性 9.10.11
7～9 影山 糖尿病等の生活習慣病領域での薬剤師の役割 12.13.14

10～12 平田 循環器系救急疾患の病態と薬物治療
集中治療領域における薬剤師の役割 7,8
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

13～15 畔蒜
臨床腫瘍薬剤学 2⃝
実臨床からみたがん専門薬剤師の役割
血液がん編

1,5,6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
各回に補助プリントを配布し，講義を進行しながら，空欄部分を記入させるようにしている。さらに、各
回に学生を指名し症例内容に対するポイント、薬学的アプローチについて意見を述べさせている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
症例ベースで構成されてる講義を展開するため、自らの臨床経験も加味しながらどのように薬学的視点か
らアプローチを加えていくべきなのか、臨場感を持って学生に伝えるための工夫をしている。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
2）総括的評価
a）知識：毎回の授業内試験（レポート）の結果に基づいて評価する（100%）。必要に応じて追再試験を 1
回実施する。 但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある。
〔教科書〕
教科書の指定はない。
講義資料はWebClassより各自で印刷し、講義時に持参すること。なお講義資料がある場合は、原則とし
て講義前日の 18時を目途にWebClass上で公開される。
〔参考書〕
疾患と治療薬　改訂第 6版（南江堂）
visual core pharma 薬物治療学 改定 9版（南山堂）
治療薬マニュアル（医学書院）
今日の治療指針（医学書院）
処方管理学（南山堂）
ICU実践ハンドブック改訂版（羊土社）
病気がみえる vol.2 循環器（医療情報科学研究所）
循環器治療薬ファイル 第 3版 薬物治療のセンスを身につける（メディカル・サイエンス・インターナショ
ナル）
がん疼痛の薬物療法に関するガイドライン 2020年版（金原出版）
〔オフィスアワー〕
下枝　貞彦：火曜日の終日と水曜日の午前以外はいつでも可。但し、事前にメール (
shimoeda@toyaku.ac.jp）による予約が必要。臨床薬剤学教室　医療棟 2階　M207室
杉浦　宗敏：いつでも可。但し、メールによる事前の予約が必要。医療薬学研究棟 3階教授室　M304室
平田　尚人：水曜日以外はいつでも可。ただし、事前にメールでの連絡が必要。臨床薬剤学教室　医療薬
学研究棟 2階 M206室
影山　美穂：いつでも可。但し、メールによる事前の予約が必須。教育５号館６階教員室 (5601)
畔蒜　祐一郎：いつでも可。但し、メールによる予約が必要。医療薬学研究棟 2階　M206号室
〔所属教室〕
下枝　貞彦　臨床薬剤学教室　教授
杉浦　宗敏　医薬品安全管理学教室　教授
平田　尚人　臨床薬剤学教室　准教授
影山　美穂　薬学実務実習教育センター　講師
畔蒜　祐一郎　臨床薬剤学教室　助教
〔準備学習（予習・復習等）〕
70分の授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。授業を受ける前に講義予定項目の SBOを確認
し，テキスト（プリント）の該当範囲を読んでから講義に臨むこと。また講義の後は必ず復習し、判らな
いことはそのまま放置せずに、参考書等で調べ理解を深める必要がある。自分で調べることがとても重要
であるが、それでも理解できなければ、オフィスアワーや次回の講義時に教員に質問すること。
なお、講義で用いる資料については原則として講義前日の 18時までに WebClassにアップするので、受講
者各自で印刷し資料に目を通してから講義に臨むこと。
〔学生へのフィードバック〕
　各講義の終了時にその日に行った講義内容のポイントを講義中に用いた資料を振り返りながら復習す
る。また、講義開始時においても前回の講義内容を冒頭で復習して、その日の講義につなげる工夫をして
いく。
〔教員からの一言〕
　本講義が、長年第一線の病院薬剤師として現場経験を積み、様々な疾患に精通した教員が講義を行う。
また、その教員はいずれにも専門分野を有しており、患者に対して薬物治療行う際、何をポイントにチー
ム医療の中で薬学的アプローチを行っていくべきなのかそのコツを熟知している。
　そこで、将来臨床現場において専門薬剤師を目指す学生には、各領域において専門性に特化する際、そ
の基礎となる薬学的アプローチの考え方を理解し、医療チームの中で信頼される専門薬剤師になるための
準備学習を提供する。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬局経営管理学
Administration of Practical and Community Pharmacy

第 6 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

塚原　俊夫　　大木　一正　　添石　遼平　　三溝　学　　坂口　眞弓　　松本　有右

学 習 目 標
(GIO)

平成 19年 4月から医療法の改正により「調剤を実施する薬局」は、地域住民の保健、医療及び介護 (福祉)
を担う「医療提供施設」になりました。それぞれの地域の薬局において、その環境に適した薬局機能を維持、
管理するには調剤業務はもちろんのこと、財務や人事等においても適切なマネジメントが求められます。特
に近年の我が国においては、少子超高齢社会の状況を踏まえて医療保険体制や医療環境が大きく変化し、薬
局経営のあり方自体「物から人へ」という変革の時期を迎えています。勤務薬剤師であっても「薬剤師」と
いう専門職として、地域状況に応じた職責を果たすことはもちろんのこと、薬局運営や経営基盤をしっかり
と理解することは重要です。また、「薬剤師」として公共的な活動するためには薬局経営を踏まえた薬局管
理学を体系的に学ぶ必要があります。本講座の講師陣は、地域保険薬局で日々仕事を行い、薬局経営ならび
に管理に従事されている精鋭の薬剤師の方々です。薬学生の皆さんには是非、「薬局経営の醍醐味」と「人
材育成の大切さ」、そして「薬局薬剤師のやりがい」等を講師の方々から、しっかりと学んで頂きたいと思い
ます。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。 B-3-1-7
2 地域における薬局の機能と業務について説明できる。 B-4-1-1
3 かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。 B-4-1-3
4 セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。 B-4-1-4
5 災害時の薬局の役割について説明できる。 B-4-1-5
6 医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。 B-4-1-6
7 地域包括ケアの理念について説明できる。 B-4-2-1

8 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明で
きる。 B-4-2-2

9 学校薬剤師の役割について説明できる。 B-4-2-3

10 地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説で
きる。 B-4-2-4

11 地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について
討議する。（知識・態度） B-4-2-5

12 医薬分業の意義と動向を説明できる。 B-4-1-2
13 医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度） A-1-3-2

14 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明で
きる。 A-1-3-3

15 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度）　 A-2-4-2

16 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説で
きる。 A-2-4-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 塚原 なぜ、今、薬局経営なのか? (薬局運営と経営の実態) 1、2、6

2 〃
薬局の現状 (地域薬局&rarr; 地域薬剤師会&rarr; 都道府県
薬剤師会&rarr; 日本薬剤師会、チェーン調剤薬局&rarr; 日
本保険薬局協会、チェーンドラッグストア&rarr; チェーン
ドラッグストアストア協会)

1、2、6

3 〃 保険薬局に求められる業務 (調剤業務の変遷を踏まえて、在
宅業務、薬歴管理のあり方) 2、3、4、6

4 大木 保険請求業務のあらまし (保険調剤、在宅と居宅訪問管理) 1、6、8
5 〃 医療保険と介護保険との関係 (医療・介護・福祉) 1、2、6、7、8
6 〃 薬局に求められるマーケティング 2、4、6

7 三溝 かかりつけ薬局・かかりつけ薬剤師、健康サポート薬局、地
域連携薬局、専門医療機関連携薬局について 7、8、10、11、12

8 添石
地域ケアシステムの中での多職種連携 (地域包括ケアセン
ター等の地域物的資源と人的資源も含む、介護認定につ
いて)

2、7、10、11
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

9 坂口 薬局で扱う商品 (医療用医薬品、一般用医薬品、薬局製剤、
健康食品、介護用品、医療機器・医療材料) 3、4、7

10 〃 薬局での研究活動 (SMOも含む)について 15、16

11 〃 地域保険薬局の魅力 (学校薬剤師、薬と健康の週間等の地域
支援活動) 3、10、11

12 松本 災害時医療と薬剤師 (地域防災訓練を含む) 5、9、13、14
13 〃 薬局における安全管理、リスクマネージメント 3、9、13、14

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義の中で学生に質問することで理解や考えを促すことに努めています。講義中、講義後も質問を随時受
け付けています。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:講義の中で薬局業務に係わる国家試験対策のプレテストとポストテストを実施します。
b) 態度:受講態度を観察記録により評価します。
2) 総括的評価
a) 知識:国家試験を踏まえた現場で必要な知識習得の有無を評価します（80%）。
b) 態度:受講態度を観察記録、レポートにて評価します（20%）。
〔教科書〕
教科書なし。各講師がパワーポイント資料を配布します（WebClass）。
〔参考書〕
各講師が講義の中で適宜紹介します。
〔オフィスアワー〕
塚原 俊夫　客員教授、(有)ツカハラ薬局代表取締役 (03-3712-2689、t-tukaha@mue.biglobe.ne.jp)
大木 一正　客員教授、(有)クリーン薬局代表取締役 (03-3472-2411、clean-ooki@helen.ocn.ne.jp)
添石 遼平　客員教授、八王子薬剤センター薬局薬局長 (042-666-0931、ryohei-soeishi@pharma802.com)
三溝　学　客員講師、八王子薬剤センター薬局副薬局長 (042-666-0931、gaku.samizo@pharma802.com)
坂口 眞弓　客員教授、(株) ファーメスティ取締役 (みどり薬局)(03-3851-0054、kuramaemi-
dori@yahoo.co.jp)
松本 有右　客員教授、常務理事　図書館棟４階 (042-676-5119、y-matsu@toyaku.ac.jp)

〔準備学習（予習・復習等）〕
予習は必要ありません。復習は国家試験対策の一環として各小テストの内容を理解してください。
〔学生へのフィードバック〕
講師がそれぞれの講義の場でしっかりと質問等にお答えいたします。またそれぞれの講師に対してメール
でのやり取りは可能です。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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薬局業務外論
Topics in Pharmacy Practice

第 6 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

秋澤　侑希（日本調剤株式会社　薬事採用センター）

加村　潤（日本調剤株式会社　教育情報部課長）

学 習 目 標
(GIO)

保険薬局を取り巻く業界は、常に変化している。これから薬局業務を行う、更には薬局経営を考えるにあ
たっては、業界の情報を適切に掴み、業界の変化に柔軟に対応できなければならない。
そのため、病院連携薬剤師、現場薬剤師、在宅訪問薬剤師など保険薬局の各領域、職種における実務を理解
する。
また、業界知識、マネジメント力など薬局業務、薬局経営に必要な知識を身につけることを目的としている。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬局薬剤師の職能について説明できる。 A-1-2-2～3, A-1-2-6, B-
4-1-1～6

2 これからの「かかりつけ薬剤師」に求められることついて説明できる。 B-4-1-3
3 在宅訪問薬剤師に求められることについて説明できる。 B-4-2-2
4 保険薬局経営のために必要なことを説明できる。 B-3-2-1～2, B-3-2-4
5 保険薬局における人材育成の必要性について説明できる。
6 選ばれる薬局となるための薬局サービスについて説明できる。
7 現場薬剤師から見える薬局薬剤師業務の真実について傾聴する。 B-4-1-1, B-4-1-3, B-4-

1-6
8 在宅訪問薬剤師の知らない現実について傾聴する。 B-4-2-2
9 これからの薬局薬剤師による職能拡大について傾聴する。

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 秋澤 保険薬局の経営について講義。保険薬局を経営するために
知っていなければならない法律知識、経営論を理解する。 4

2, 3 〃
薬局設計ワーク。経営者になり構造規制を考慮しながら患
者さまが使いやすい薬局、業務が効率に行える薬局を設計
する。

4

4, 5, 6 〃 薬局経営マネジメントワーク。薬局経営を行うにあたりマ
ネジメント重要性をワークを通じて理解する。 4

7, 8, 9 秋澤、加村
各領域で活躍する薬剤師による講義。在宅訪問薬剤師、若
手の薬局薬剤師、病院連携薬剤師のやりがいを理解し、キャ
リアアップについて考える。

7～10

10 〃 薬局薬剤師の職能について講義。薬局薬剤師が生き残るた
めに何が必要かを理解する。 1

11 〃
かかりつけ薬剤師制度と薬局業界の現状について講義。今
後の薬局薬剤師として求められていることについて理解
する。

2

12 〃
在宅訪問薬剤師業務について講義。地域包括ケアにおける
薬剤師の役割を含め在宅訪問に求められていることを理解
する。

3

13, 14 〃 保険薬局における人材育成について講義。人材育成の必要
性について理解する。 5

15 〃
薬局サービスに関する講義。選ばれる薬局になるために何
が必要かを理解する。
挨拶の仕方や言葉遣いなどロールプレイを実施する。

6

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義に SGDを取り入れ、プロダクトの作成をすることにより、参加型の授業とする。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1⃝各領域の薬剤師による講義を行う。
2⃝小グループ討議（SGD）を取り入れる。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:レポート提出。
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b) 態度:SGDへの積極的な参加、レポート提出状況によりフィードバックする。
2) 総括的評価
a) 知識（40％）:レポート提出により評価する。
b) 態度（60％）:積極的な SGDへの参加・発表、レポート提出状況により評価する。
〔教科書〕
指定なし。
授業時にプリントを配布。
〔参考書〕
参考書籍等、講義時に紹介。
〔オフィスアワー〕
講義日午後。但し、要事前連絡。
〔準備学習（予習・復習等）〕
授業内容を振り返り、ポイントをまとめてレポート作成してください。
疑問があれば、講義後などに相談してください。
〔学生へのフィードバック〕
課題（レポート）に対するフィードバック。
〔教員からの一言〕
実務実習では知ることができなかった保険薬局の現場の裏側を知ることができるだけでなく、保険薬局経
営に必要な知識も学習することができます。
薬局業務に携わる予定の学生ならびに薬局経営を考えている学生は、調剤薬局業界のことについてこの授
業で学習してください。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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医薬品開発特論
Advanced Topics in Drug Development

第 6 学年 前期 （選択）専門科目 II 1 単位

恩田　健二　　降幡　知巳　　田中　祥子　　柴崎　浩美　　横川　彰朋　　古瀬　純司　（講義順）

学 習 目 標
(GIO)

　近年の医薬品開発技術の進展により、これまでにない医薬品として登場した分子標的薬は、多くの難治疾
患の薬物治療に変革をもたらした。その進歩は現在進行形である。本講義では、現在の臨床に欠かすことの
できない存在となった分子標的薬をテーマとして取り上げ、基礎と臨床にかかる医薬品開発の話題や関連情
報を最新の情報を含めて広く取り上げる。
　本講義により、5年次に実務実習で得た関連知識の復習や不足部分の強化を図るだけでなく、卒業後の進
路として病院、薬局、製薬企業などを問わず、分子標的薬の適正使用と安全性確保に関わる全ての薬剤師に
共通する役割について理解と認識を深めることを目的とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 代表的なサイトカイン、増殖因子を挙げ、生理活性および作用機構につ
いて概説できる。

C7-2-4-1, C8-1-1-1, C8-
1-2-1～3, C8-1-3-4～5,
C8-2-1-1

2 モノクローナル抗体とポリクローナル抗体、抗体医薬、組換え体医薬品
について説明できる。 E2-8-1-1～3

3 生理活性物質の受容体、細胞内情報伝達について説明できる。 E1-1-1-2～5

4
種々の疾患（免疫アレルギー疾患、関節リウマチ、膠原病、炎症性腸疾
患、加齢黄斑変性、アトピー性皮膚炎、乾癬等）の病態生理、分子標的治
療薬について説明できる

C8-2-1-2～5, E2-2-2-6,
E2-2-3-1～2, E2-2-4-1,
E2-4-1-1, E2-4-2-2, E2-
6-1-3, E2-6-3-1, E2-6-
3-4

5 分子標的薬の主作用と副作用、毒性および有害事象について説明できる。 E1-4-1-1, E1-4-2-1
6 代表的な副作用について説明できる。 E1-4-3-1

7 抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手
足症候群を含む）、血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。 E2-7-8-3

8 副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定アルゴリズムなど）
について概説できる。 E3-1-6-4

9 リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度および信頼
区間について説明し、計算できる。（知識・技能） D1-1-3-4, E3-1-6-9

10 医薬品リスクマネジメントについて説明できる。 E3-1-1-5

11 医薬品の開発過程で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性試験
等）と得られる医薬品情報について概説できる。 E3-1-1-3

12 データベースの特徴と活用について概説できる。 X-8-2-5

13 抗悪性腫瘍分子標的治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用、相互作
用、組織移行性）および臨床適用を説明できる。 E2-7-8-1

14 代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFOX 等）について、構成薬物お
よびその役割、副作用、対象疾患を概説できる。 E2-7-8-4

15 白血病、悪性リンパ腫、消化器系悪性腫瘍、肺癌、生殖器腫瘍、乳癌、腎・
尿路系悪性腫瘍等の薬物治療を説明できる。 E2-7-8-3, E2-7-8-5～13

16 分子標的薬の血中濃度測定法と体内動態について概説できる。 E4-2-2-1～2
17 分子標的薬の薬物相互作用を列挙し、その機序を説明できる。 E1-1-1-6, E1-1-1-8

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1, 2 恩田 分子標的薬の総論、自己免疫疾患等における分子標的薬 1-4
3, 4 降幡 がん分子標的薬の発展とがんゲノム医療 ５，11-15

5, 6, 7 田中 分子標的薬の医薬品開発の事例から学ぶ 7,11,15
8, 9 恩田 分子標的薬の副作用と対応など 5-12
10 柴崎 分子標的薬 (低分子) の TDMと相互作用 16,17

11 横川 分子標的薬 (高分子) の TDMと相互作用 16,17
12, 13 古瀬 がん薬物療法の臨床と開発 13-15

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
講義の中で、教員から学生に質問したり、意見を求めることがある。
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〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:　講義内で確認試験を実施して知識の到達レベルを確認している。
2) 総括的評価
a) 知識:　講義内確認試験（60%）およびレポート（40%）にて評価する。
〔教科書〕
WebClassにて講義資料を提示する。
〔参考書〕
臨床薬理学 / 日本臨床薬理学会編集 ; 医学書院
〔オフィスアワー〕
学内教員（恩田、降幡、田中、柴崎、横川）はいつでも可。但しメールでの予約が必要。学外教員（古瀬）
は講義終了後が望ましい。
〔所属教室〕
恩田　健二　臨床薬理学教室
降幡　知巳　個別化薬物治療学教室
田中　祥子　臨床薬理学教室
柴崎　浩美　個別化薬物治療学教室
横川　彰朋　個別化薬物治療学教室
古瀬　純司　杏林大学医学部　腫瘍内科学教室
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義について事前の予習は必要ありません。講義後に内容を復習し、興味を持った内容については各自で
関連情報を調べ、理解を深めること。
〔学生へのフィードバック〕
学生から寄せられた質問や感想などに対して、必要に応じて授業中に全学生に対してその内容を伝え、解
説を加えるなどの対応を行っている。
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生物系実習 I

基礎生物学実習
Laboratory Course in Biology I：Introductory Laboratory Course in Biological Science

第 1 学年 後期 実習科目 1.5 単位

野水 基義　吉川 大和　山田 雄二　濵田 圭佑

山口 宜秀　林 明子　石橋 智子

稲葉 二朗

学 習 目 標
(GIO)

ヒトのからだでは、細胞が互いに影響し合いながら統制の取れた機能を発揮する器官を形成し、さらに個体
としての正常な生命活動を維持している。本実習においては、培養細胞および実験動物を用いて細胞、器官
を観察することにより、個体構築に関する基礎的な知識を習得する。さらにヒトの各器官系の構造と機能調
節および生体のダイナミックな調節機構に関する基本的知識・技能・態度を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度） A-2-1-1

2 染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメアな
ど）を説明できる。 C6-4-2-1

3 細胞周期とその制御機構について説明できる。 C6-7-1-1
4 細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について概説できる。 C7-1-2-2

5 人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説
明できる。 C7-1-3-1

6 実験動物・人体模型・シミュレーターなどを用いて各種臓器の名称と位
置を確認できる。（技能） C7-1-3-3

7 代表的な器官の組織や細胞を顕微鏡で観察できる。（技能） C7-1-3-4, X-6-9-2
8 心臓について概説できる。 C7-1-7-1
9 血圧の調節機構について概説できる。 C7-2-5-1
10 動物実験における倫理について配慮できる。（態度） E1-1-2-1, X-6-9-3
11 実験動物を適正に取り扱うことができる。（技能） E1-1-2-2
12 実験動物での代表的な投与方法が実施できる。（技能） E1-1-2-3
13 実験動物を解剖し、臓器の配置および形態を観察する。（技能） X-6-9-4
14 実験に使用した廃液を適切に処理する。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
15 適切な保護具を付けて実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
16 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11
17 実習の課題に関して適切に報告できる。 X-9-2-1, X-9-3-4

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1-1 担当教員全員 基礎生物学概説、染色体標本の作製 1-4、14-17
1-2 担当教員全員 染色体標本の観察、動物組織標本の観察 1-4、14-17
2-1 担当教員全員 実験動物概論、外部形態の観察、骨格の観察、保定・投与法 1、5、6、10-17
2-2 担当教員全員 麻酔、採血、系統解剖 (1) 1、5、6、10-17
2-3 担当教員全員 系統解剖 (2) 1、5、6、10-17
3-1 担当教員全員 ヒトの成り立ちとその働き-血圧と心電図の測定- 1、2、5、6、17
3-2 担当教員全員 人体の主要な臓器の肉眼的および顕微鏡的観察 1、3、7、17
3-3 担当教員全員 人体解剖概説 6、8、9、17
4 担当教員全員 実習試験 1-13

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
本実習では、2名／１班で実習を行い、多くの体験ができるようにしている。また、常に相互に意見交換
をしながら実習を進めている。班ごとに雌雄が異なる系統解剖を行い、隣の班に教えること (SGD)によっ
て、より理解を深めることができるように工夫している。すなわち、自ら観察し、理解したことを教授す
ることによって、さらに確かな知識になるように工夫している。これらによって、コミュニケーション能
力やチームワークの大切さについて気付くように工夫している。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・実習専用の実験書を作成し、実験方法、実験の注意点を明確にしている。
・実習の課題について、実験書の中に書き込めるページを作っている。このページに課題の結果を書き込
み、それを評価しながら口頭試問を行う。
・これによって、実習に対する理解度を確認した上で、フィードバックを確実に行っている。
・心電図や血圧を測定することで、基礎知識として心電図の意味や血圧値が、不整脈や高血圧症を学ぶ上
で重要であることが理解できるようにしている。すなわち、基礎知識と臨床薬学との繋がりについても理
解できるように工夫している。
〔成績評価方法〕
<試験、レポート・課題とそれ以外の方法でも評価する＞
1)形成的評価
a) 知識：各項目の課題をチェックする時に、口頭試問を行い、フィードバックする。
b) 技能：実習時間中に、実験手技についてフィードバックする。
c) 態度：実習期間中を通じて観察を行い、その場でフィードバックする。
d）パフォーマンス：口頭試問にて、実験結果を報告させ、質疑応答を通じてフィードバックする。
2)総括的評価：日々の課題 (技能)と態度 (60%)、実習試験の結果 (40%)から総合的に評価する。ただし、
それぞれの項目 (知識・技能・態度)が独立して到達点 (60%)以上であることとする。
a) 知識：実習試験が 60%以上で合とする。
b) 技能：実習期間中の形成的評価で改善が認められれば合とする。
c) 態度：実習期間中の形成的評価で改善が認められれば合とする。
d）パフォーマンス：実習期間中の形成的評価で改善が認められれば合とする。パフォーマンスの総括評価
としては、実習期間中の技能及び態度の積み上げで評価する。
〔教科書〕
生物系実習１実験書　基礎生物学実習（薬学基礎実習教育センター編）
〔参考書〕
グラフィカル機能形態学（馬場広子編　京都廣川書店）
入門人体解剖学　（藤田恒夫著　南江堂）
〔オフィスアワー〕
本実習担当教員　いつでも可（原則として実習終了後）
〔所属教室〕
野水 基義、吉川 大和、山田 雄二、濵田 圭佑　病態生化学教室　研究２号館５０８号室
山口 宜秀、林　明子、石橋 智子　機能形態学教室　研究１号館２０２号室
稲葉 二朗　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階２３０６号室
〔準備学習（予習・復習等）〕
実習のスケジュールを確認して、該当する実験書の範囲を 1時間程度予習して実習に望むこと。また、実
習で行ったことを、関連する授業の教科書やプリントで必ずその日のうちに１時間以上復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
実習中、手技および臓器などの機能についてその場で、こまめにフィードバックを行う。実習終了時に、
口頭試問にて実習結果に対するフィードバックを行う。
〔教員からの一言〕
実際に体験することによって、技能を習得し、知識を深めることを目標とする。また、命について自ら考
える大切な機会である。
疾病のメカニズムを理解するためや、薬が体内でどのように作用しているかを理解するために、生物学・
機能形態学的な知識が必要である。また、実習は自ら体験することによって、知識が深まる。自ら積極的
に実習を行い、知識・技能の習得するように努めること。
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化学系実習 I

基礎有機化学実習
Laboratory Course in Organic Chemistry I：Introductory Laboratory Course in Organic Chemistry

第 1 学年 後期 実習科目 1.5 単位

宮岡 宏明　釜池 和大　太田 浩一朗（ 1 ・ 2 ・ 7 ・ 8 )

林 良雄 　谷口 敦彦　田口 晃弘　今野　翔（ 3・ 4 ・9 ・ 10 )

三浦 剛 　平島 真一　中島 康介　松島　恭征（5・ 6 ・ 11 ・ 12 )

土橋 保夫

学 習 目 標
(GIO)

有機化学の学習に必要な基礎的実験を行い、有機化合物の取扱い方法、分離法、精製法、物性値の測定法、
構造確認法などについて、原理を理解して基本的な技能を習得する。また、脱離反応などの実験を通して、
有機反応の基本操作手順を学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 簡単なガラス器具（キャピラリー、沸騰石）を作成できる。（技能） T-1

2 官能基の性質を利用した分離精製を実施できる。（技能） C3-3-1-2, X-5-3-1, X-5-
3-4, X-5-4-1

3 代表的な官能基の定性試験を実施できる。（技能） C3-3-1-1
4 反応廃液を適切に処理する。（技能・態度） Y-3-32-3
5 基本的な化合物を命名し、ルイス構造式で書くことができる。 C3-1-1-3
6 薬学領域で用いられる代表的化合物を慣用名で記述できる C3-1-1-2, X-5-2-5
7 カルボン酸と芳香族アミンの酸性度を説明できる。 C3-3-4-2

8 薄層クロマトグラフィーを用いて代表的な化学物質を分離分析できる。
（技能）能） C2-5-1-2, X-5-2-2

9
カラムクロマトグラフィーを用いて化合物の分離を実施し、化合物の溶
出パラメーターを算出できる。（技能）常圧蒸留による化合物の精製がで
きる。

C2-5-1-2

10 常圧蒸留による化合物の精製ができる。 C1-2-5-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1
生物分子有機化学
講座
薬品化学教室
薬化学教室

包括的演習：２～9回目の実習についての事前講義を行う 2-10

2 〃 紙細工とガラス細工 1

3,4 〃 蒸留による有機化合物の精製：水を不純物として含むアセ
トンの常圧蒸留 4,10

5,6 〃 クロマトグラフィーによる有機化合物の分離分析 4,8,9

7,8,9 〃
有機化合物の混合物の抽出分離：分液ロートを用いた酸性
物質、塩基性物質の抽出分離、酸性有機化合物の再結晶（熱
時ろ過法）による精製、ロータリーエバポレーターを用い
たエーテルの減圧下での濃職

2,3,4,7,8

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・毎回の実習終了後に少人数（実習プラッテごと）での口頭試問を行い、解答の是非について学生間で討
論してもらう。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
毎回の実習終了時に、当日の実験を記録したノートを教員がチェックして実験結果を評価しながら口頭試
問を行う。この内容を踏まえて、結果の考察に重点を置いたレポートの提出を求める。さらに、実験の原
理、操作に関連した課題を与え、理論に基づいた基本的技能の修得を目標とする。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：キーワードを提示して課題と演習問題によりチェックする。
b) 技能および　 c) 態度：基礎的な化学実験の技能の習得と実験態度については、実験中にチェックして
フィードバックする。d）パフォーマンス：毎回の実験終了報告の際に、実験結果の評価を行いながら、技
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能と態度、発表能力についても助言する。
2)総括的評価
実習項目に関するレポートを実習終了後に提出させる。出席及びレポートの提出状況を記録する。
〔教科書〕
化学系実習 I実験書（2021年度版）
〔参考書〕
マクマリー有機化学（上）（中）　第 9版　伊東ら訳　東京化学同人
フィーザー／ウィリアムソン　有機化学実験　原書 8版　磯部ら訳　丸善
新版　基礎有機化学実験　その操作と心得　畑ら著　丸善
〔オフィスアワー〕
土橋　保夫　いつでも可、要予約。　教育 1号館 2階 1205

〔所属教室〕
宮岡 宏明　釜池 和大　太田 浩一朗　生物分子有機化学講座　研究２号館２階　
林 良雄　谷口 敦彦　田口 晃弘　薬品化学教室　研究２号館３階
三浦　剛　 平島　真一　中島　康介　薬化学教室　研究２号館３階　　
　　
土橋 保夫　薬学基礎実習教育センター　 1205教員室　教育１号館２階
〔準備学習（予習・復習等）〕
・実習のスケジュールを確認して、該当する実習書の範囲を予習して実習に臨むこと。
・実習で行ったことを、関連する授業の教科書等で必ず復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
毎回の実験終了時に、実験結果の評価を行い、知識、技能、態度についてフィードバックする。
〔備考〕
C-2　化学物質の分析　（2）化学物質の検出と定量　【クロマトグラフィー】
C-3　化学物質の性質と反応　（1）化学物質の基本的性質　（2）有機化合物の骨格　（3）官能基
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化学系実習 II

有機化学実習
Laboratory Course in Organic Chemistry II : Laboratory Course in Organic Chemistry

第 2 学年 前期 実習科目 1.5 単位

宮岡 宏明　釜池 和大　太田 浩一朗　 ( 1・2・7・8 )

松本 隆司 　矢内 光　山口 悟 　 ( 3・4・9・10・5・6・11・12 )

土橋 保夫

学 習 目 標
(GIO)

有機化学反応の実験を通して一連の実験技術を確実に習得し、さらに実験化学の重要性を認識しながら科学
的な視点から実験を観察してその結果を充分に考察する。種々の官能基を有する有機化合物の多様な性質と
反応性を効率的に理解して応用力を養う。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 官能基の性質を利用した分離精製を実施できる。(技能) C3-3-1-2
2 反応廃液を適切に処理する。(技能・態度) Y-3-32-3
3 化学反応によって官能基変換を実施できる。(技能) Y-3-29-12
4 課題として与えられた化合物の合成法を立案できる。(知識・技能) Y-3-32-1
5 代表的な化合物を IUPAC規則に基づいて命名することができる。 C3-1-1-1
6 薬学領域で用いられる代表的化合物を慣用名で記述できる。 C3-1-1-2
7 基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。 C3-1-1-3

8 基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことがで
きる。(技能) C3-1-1-9

9 有機化合物の性質に及ぼす共鳴の影響について説明できる。 C3-1-1-4

10 アルデヒド類およびケトン類の基本的な性質と反応を列挙し、説明で
きる。 C3-3-4-1

11 アルコール類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-3-1

12 カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の基
本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-4-3

13 薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-2
14 クロマトグラフィーを用いて試料を分離精製できる。(技能) C2-5-1-5
15 アルコールの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-4
16 カルボン酸誘導体 (エステル)の代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-9
17 代表的な炭素-炭素結合生成反応（アルドール反応）について説明できる。 Y-3-30-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1
薬品製造学教室
生物分子有機化学
講座

本実習で実施する有機反応の全てについて反応機構を詳解
する。 1～17

2 〃 還元反応：アセトフェノンと水素化ホウ素ナトリウムの反応 1～11、15

3 〃 エステル化反応：1-フェニルエタノールと p-トルオイルク
ロリドの反応 1～9、11、16

4 〃 エステル化反応の組成生物のクロマトグラフィーによる
精製 1、2、13、14

5 〃 カルボニル縮合反応：アセトンとベンズアルデヒドとのア
ルドール縮合 1～10、17

6 〃 総合演習（試験）

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・毎回の実習終了後に少人数（実習プラッテごと）での口頭試問を行い、解答の是非について学生間で討
論してもらう。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1名で実験を行う。毎回の実習終了時に、当日の実験を記録したノートを教員がチェックして実験結果を
評価しながら口頭試問を行う。この内容を踏まえて、結果の考察に重点を置いたレポートの提出を求める。
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〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：キーワードを提示して課題と演習問題によりチェックする。
b) 技能および　 c) 態度：基礎的な化学実験の技能の習得と実験態度については、実験中にチェックして
フィードバックする。d）パフォーマンス：毎回の実験終了報告の際に、実験結果の評価を行いながら、技
能と態度、発表能力についても助言する。
2)総括的評価
知識：総合演習（試験) (100%)
出席及びレポートの提出状況によっては、受験停止とすることがある。
総合演習（試験）で不合格の者に対しては、再試験を 1回実施する。なお、実習はすべてに出席すること。
やむを得ず病気で欠席する場合は、予め教員に連絡して指示に従うこと。
〔教科書〕
化学系実習 II実験書（2021年度版）
〔参考書〕
マクマリー有機化学（上）（中）　第 9版　伊東ら訳　東京化学同人
フィーザー／ウィリアムソン　有機化学実験　原書 8版　磯部ら訳　丸善
新版　基礎有機化学実験　その操作と心得　畑ら著　丸善
〔オフィスアワー〕
土橋　保夫　いつでも可、要予約。　教育 1号館 2階 1205

〔所属教室〕
宮岡 宏明　釜池 和大　太田 浩一朗　生物分子有機化学講座　研究２号館２階
松本 隆司 　矢内 光　山口 悟 　薬品製造学教室　研究２号館３階
土橋 保夫　薬学基礎実習教育センター　 1205教員室　教育１号館２階
〔準備学習（予習・復習等）〕
・実習のスケジュールを確認して、該当する実習書の範囲を予習して実習に臨むこと。
・実習で行ったことを、関連する授業の教科書やプリントで必ず復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
毎回の実験終了時に、実験結果の評価を行い、知識、技能、態度についてフィードバックする。
〔備考〕
C2　化学物質の分析
　　　（5）分離分析法　【クロマトグラフィー】
C3　化学物質の性質と反応
　　　（1）化学物質の基本的性質　（2）有機化合物の基本骨格の構造と反応　（3）官能基の性質と反応
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化学系実習 II

漢方薬物学実習
Laboratory Course in Organic Chemistry II :Laboratory Course in Kampo Medicine

第 2 学年 前期 実習科目 1.5 単位

三巻　祥浩　　横須賀　章人　　松尾　侑希子　　井口　巴樹

佐藤　弘人

学 習 目 標
(GIO)

漢方の基礎概念、重要な漢方薬、漢方薬に配合される生薬（漢方系生薬）を学習した後、代表的な漢方煎じ
薬の調製と漢方エキス製剤の品質評価に関する実習を行い、漢方薬の特徴を理解する。また、漢方系生薬の
観察、官能的・化学的試験を行い、漢方系生薬の理解を深める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 漢方の基礎概念および漢方薬の特徴を概説できる。
E2-10-1-1, E2-10-1-3,
E2-10-2-1～3, E2-10-3-
1, E2-7-3-1, Y-5-2-1～3

2 代表的な漢方系生薬を列挙し、それらの基原植物や主要成分、薬理作用
を概説できる。

C5-1-1-1, C5-1-2-1, C5-
1-3-1

3 かぜ症候群に対して、漢方湯剤を用いた治療方法を説明できる。 E2-10-1-3, E2-10-2-1～
2, E2-7-3-1, Y-5-2-2

4 漢方煎じ薬（湯剤）を調製できる。（技能） Y-5-2-3, Y-6-2-2
5 漢方煎じ薬とエキス製剤について、それぞれの長所と短所を説明できる。 Y-5-2-3
6 官能的な試験により漢方系生薬を同定できる。（技能） C5-1-4-3～4, Y-3-41-1
7 化学的な試験により漢方系生薬を同定できる。（技能） C5-1-4-3～4, Y-3-41-1

8 形態学的な観察により漢方系生薬を同定できる。（技能） C5-1-1-2, C5-1-4-3, Y-
3-41-1

9 漢方湯剤、散剤、丸剤の特徴を概説できる。 E5-2-1-6, Y-5-2-3
10 指標成分に着目した漢方薬の品質試験を実施できる。（技能） C2-5-1-2, C5-1-4-1
11 実験に使用した廃液・廃棄物を適切に処理する。（技能・態度） Y-3-32-3
12 自身の安全と周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度） T-1
13 適切な保護具を付けて実験を行う。（態度） T-1
14 積極的・能動的に実験を行う。（態度） T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 漢方資源応用学教
室

重要な漢方薬とそれらに配合される生薬を解説した後に演
習を行い、漢方薬に関する基礎知識を習得する。 1、2、5

2 〃
かぜ症候群に頻用されている 8 種の漢方湯剤を調剤し、湯
剤を調製して、色、におい、味を確認する。その結果を医
療用漢方エキス剤と比較し、漢方エキス剤の簡便さ、服用
のしやすさを体感して、エキス剤の有用性を理解する。

3-6、11-14

3 〃
「安中散」と「桂枝茯苓丸」について、配合されている生薬
の性状（色、におい、味、形態的特徴）を確認し、また数種
の生薬については化学的な確認試験を行い、その結果が日
局の規格と一致しているか考察する。

6-9、11-14

4 〃
「安中散」散剤、医療用「安中散」エキス製剤、OTC「安
中散」製剤について、「アネトール」と「ケイヒアルデヒド」
を指標とした成分分析を行い、各製剤中の「アネトール」と
「ケイヒアルデヒド」の含有量を比較する。

7、10、11-14

5 〃
「茵蔯蒿湯」「茵蔯五苓散」「芍薬甘草湯」「大黄甘草湯」「大
黄牡丹皮湯」「半夏厚朴湯」のいずれかの未知検体について、
各処方に配合されている生薬の特徴的な成分を指標に鑑別
を行う。

6、7、10、11-14

6 〃 1回目から 5回目までのまとめと試験 1-10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
毎回の実習終了後に少人数（実習プラッテごと）での口頭試問を行い、解答の正否について学生間で討論
してもらう。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
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基礎系実習科目であるが、医療用漢方エキス製剤のにおいや味、服用しやすいか否かを確認するなど、実
務に繋がる実習も行っている。実習操作終了後に毎回口頭試問を実施し、形成的評価を行っている。
あらかじめ記入事項を示したレポート用紙を配布し、実習目的、実習内容、実習操作、結果、考察などの
記述漏れがないようにしている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1）形成的評価
a）知識：毎回の実習終了時に口頭試問を行う。
b）技能：正しい実験手技について、繰り返し指導を行う。
c）態度：実習に対する取り組み姿勢を観察し、口頭試問時にフィードバックする。
2）総括的評価
a）知識：実習試験の得点（40 %）とレポート・課題の記述内容（25 %）で評価する。
b）技能：未知検体の鑑別結果で評価する（10 %）。
c）態度：レポート・課題の提出状況、口頭試問、実習に対する取り組み姿勢を総合して評価する（25 %）。
〔教科書〕
化学系実習 II実験書　（薬学基礎実習教育センター編）
〔参考書〕
第十七改正日本薬局方解説書（廣川書店）
薬学生のための漢方薬入門第 4版（指田、三巻編著、廣川書店）
パートナー生薬学改訂第 3版増補（竹谷、木内、小松編、南江堂）
〔オフィスアワー〕
三巻　祥浩　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
佐藤　弘人　原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
〔所属教室〕
三巻　祥浩　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408教授室
横須賀　章人　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
松尾　侑希子　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
井口　巴樹　漢方資源応用学教室　研究 2号館 408室
佐藤　弘人　薬学基礎実習教育センター　教育 2号館 2206室
〔準備学習（予習・復習等）〕
実習する項目に関して、実習書の解説をよく読んで毎回 1時間は予習して実習に臨むこと。また、実習項
目ごとに、終了後その日のうちに、結果のまとめと考察、課題を 1時間以上行い復習を十分に行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
レポートに誤りがあった場合はその箇所・内容を指摘し、再提出を要請する。
知識および技能の基準未達者に対しては、基準に達していない項目を個人ごとに明示し、再度口頭試問を
行う。再三のフィードバックによっても基準に達しない場合は、再実習の対象とする。　　
〔教員からの一言〕
実習を安全に行ってもらうために、実習初日にアレルギーの有無などに関するアンケート調査を実施しま
す。回答内容は守秘しますので、ご協力をお願いいたします。
〔備考〕
2日目、3日目の実習では漢方薬および生薬の官能試験（味の確認）を行うので、ミネラルウォーターを用
意すること。ジュース、お茶など味のあるものは不可とする。
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物理系実習 I

分析化学実習
Laboratory Course in Physical Chemistry I : Analytical Chemistry Laboratory

第 2 学年 前期 実習科目 1.5 単位

袴田　秀樹　小谷　明 山本　法央　町田　晃一 (1・2・5・6・7・8・11・12)

柳田　顕郎　東海林　敦　森岡　和大　守岩　友紀子 (3・4・9・10）

高橋　浩司

学 習 目 標
(GIO)

容量分析に主眼を置き、薬学を学ぶ上で必要となる分析化学の基本的な知識、技能、態度を身につける。先
ず、試料中に存在する物質の種類および濃度を知るために、酸・塩基や酸化還元などの各種の化学平衡に基
づいた定量法の基本的知識と技能を修得する。加えて、機器分析法の基本的知識と技能を身につけ、医薬品
を含む化学物質をその性質に基づいて分析できるようにする。同時にバリデーションの考え方を身につけ、
得られた分析データの評価方法を修得する。これらの実験を通して、保護具の使用方法と使用する意義、器
具や装置の正しい使用方法、環境への影響を考慮した廃液の適切な処理方法などを学び、安全かつ適切な実
験を行うための知識、技能、態度を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 原子量、分子量を説明できる。 X-5-1-2
2 溶液の濃度計算と調製ができる。（知識・技能） X-5-3-1
3 質量保存の法則について説明できる。 X-5-3-2

4 代表的な化学変化を化学量論的にとらえ、その量的関係を計算できる。
（技能） X-5-3-3

5 分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技能） C2-1-1-1
6 化合物の秤量、溶解、抽出、乾燥、ろ過、濃縮を実施できる。（技能） X-5-4-1
7 測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技能） C2-1-1-2
8 分析法のバリデーションについて説明できる。 C2-1-1-3
9 電極電位（酸化還元電位）について説明できる。 C1-2-7-2
10 酸・塩基平衡の概念について説明できる。 C2-2-1-1
11 酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標を説明できる。 X-5-3-4
12 pHおよび解離定数について説明できる。（知識・技能） C2-2-1-2
13 溶液の pHを測定できる。（技能） C2-2-1-3
14 酸化還元平衡について説明できる。 C2-2-2-3
15 酸化と還元について電子の授受を含めて説明できる。 X-5-3-5
16 Nernstの式が誘導できる。 Y-3-4-1
17 中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-1
18 酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-4
19 日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。（知識・技能） C2-3-2-5
20 分配平衡について説明できる。 C2-2-2-4
21 クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。 C2-5-1-1
22 液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-3
23 クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量できる。（知識・技能） C2-5-1-5
24 紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-1

25 分光分析法を用いて、日本薬局方収載の代表的な医薬品の分析を実施で
きる。（技能） C2-4-1-6

26 実験に使用した廃液を適切に処理する。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
27 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11
28 適切な保護具をつけて実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 生体分析化学
分析化学

容量分析用標準液の調製と標定、0.1mol/Lの水酸化ナトリ
ウム液のファクターの算出

1、2、3、4、5、6、
7、10、11、12、
17、26、27、28
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

2 生体分析化学
分析化学 目視指示薬を用いた酸塩基滴定、リン酸の定量

1、2、3、4、5、
6、7、10、11、

12、13、17、26、
27、28

3 生体分析化学
分析化学

電位差滴定法による多塩基酸の滴定曲線の作成、電位差計
の装置の理解、リン酸の定量

1、2、3、4、5、6、
7、10、11、12、
17、26、27、28

4 生体分析化学
分析化学

酸化還元滴定、0.1mol/Lチオ硫酸ナトリウム液の調製と標
定、0.05mol/Lヨウ素液の調製と標定

1、2、3、4、5、
6、7、9、14、15、
16、18、26、27、

28

5 生体分析化学
分析化学 日本薬局方収載医薬品の容量分析、アスコルビン酸の定量

1、2、3、4、5、
6、7、9、14、15、
16、18、19、26、

27、28

6 生体分析化学
分析化学

分析法バリデーション、日本薬局方収載計量器を用いると
きの測定精度の評価

4、5、6、7、8、
27、28

7 生体分析化学
分析化学

紫外可視吸光光度法、吸光光度計の装置の理解、吸収スペ
クトルの解析、モル吸光係数の算出と食品着色料の定量

1、2、3、4、5、
6、7、24、25、
26、27、28

8 生体分析化学
分析化学

高速液体クロマトグラフィー（HPLC）による日本薬局方収
載医薬品の定量、HPLC装置の理解、システム適合性試験、
内標準法によるインドメタシンカプセル中のインドメタシ
ンの定量

1、2、3、4、5、6、
7、20、21、22、
23、26、27、28

9 生体分析化学
分析化学 容量分析、機器分析、実験データの取り扱いについて、試験

1、2、3、4、5、
6、7、8、9、10、
11、12、13、14、
15、16、17、18、
19、20、21、22、

23、24、25

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
滴定に関する理解度チェックの小テストを 2回実施している。
レポートを各実習項目ごとに提出させている。
学生の理解を助けるために補助プリントを配布している。
成績評価では、実習試験だけでなく、実習中の態度、技能 (実習結果)について評価し、実習中にフィード
バックしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
各学生が臨床の薬剤師として必要な分析化学の基本的知識や技術をより良く修得できるようにするため
に、容量分析に必要な溶液濃度の計算や試料調製、滴定操作、得られた実験値からのファクターや目的成
分含量の計算、分析法バリデーションに基づいた分析結果の客観的評価を各個人で行う。実験結果は口頭
もしくはインターネットを介して報告し、結果に対する評価および実験結果に影響を与える要因について
職員からのフィードバックを受ける。
また、これらの結果と各実習項目に関連し出題された課題について小グループで調査、考察を行いレポー
トにまとめ、提出する。提出されたレポートは職員により評価され、内容に関してフィードバックを受け
る。さらに実地試験として、未知検体を用い、その中に含まれる目的成分の定量を行い、定量結果を報告
する。報告された定量結果は職員により評価され、評価結果は学生へフィードバックされる。その評価結
果から定量結果に影響を与えた要因などを考察し、実習で得られた知識・技術の修得達成度を学生自らも
評価する。また、未知検体を取り扱うことにより、実試料を扱うときの注意点や責任に関しても学ぶ。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1）形成的評価
a）知識：各項目ごとにレポートと課題の提出を行う。
b）技能：実習中の手技について、実習時間内にフィードバックする。
c）態度：実習に取り込む姿勢について、実習時間内にフィードバックする。
d）パフォーマンス：実験結果を報告させ、質疑応答を通じて発表能力をフィードバックする。
2）総括的評価
a）知識：試験、レポートを総合的に評価する。
b）技能：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とする。
c）態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とする。
d）パフォーマンス：提出されたレポートの結果・考察の表現力について評価する。
3)評価方法と総括的評価に与える寄与率
　レポート（知識・技能） 70％、実地試験（技能・態度） 30％
〔教科書〕
物理系実習 Iテキスト
薬学生のための分析化学　第 4版　（楠文代／渋澤庸一編集　廣川書店）
薬学生のための分析化学問題集（四宮一総 編集　廣川書店）
なるほど分析化学-数字となかよくする本（楠文代／渋澤庸一 編集　廣川書店）
〔参考書〕
第十七改正日本薬局方解説書（廣川書店）
イラストで見る化学実験の基礎知識（丸善）
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〔オフィスアワー〕
柳田　顕郎　いつでも可。　研究 2号館 405号
袴田　秀樹　いつでも可、ただし要事前予約。　研究 4号館 5階　 4506室
高橋　浩司　いつでも可。　教育 2号館 2階 2209

〔所属教室〕
柳田　顕郎　東海林 敦　森岡　和大　守岩　友紀子　生体分析化学教室
袴田　秀樹　小谷　明　 山本　法央　町田　晃一　分析化学教室
高橋　浩司　薬学基礎実習教育センター
〔準備学習（予習・復習等）〕
実習のスケジュールを確認して、該当する実習書の範囲を予習して実習に臨んでください。また、実習で
行ったことを、関連する授業の教科書やプリントで必ず復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
実習中に小テストを行い、滴定の計算（ファクターの求め方、定量値計算）に関するフィードバックを行っ
ている。
実験結果を口頭で職員へ報告してもらい、その結果に対する評価および実験結果に影響を与える要因につ
いて、その場で職員から学生へフィードバックを行っている。
〔備考〕
C2　化学物質の分析（1）分析の基礎、　（2）溶液中の化学平衡、（3）化学物質の定性分析・定量分析、
（4）機器を用いる分析法、（5）分離分析法
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物理系実習 II

物理化学・分析化学実習
Laboratory Course in Physical Chemistry II : Physical and Analytical Chemistry Laboratory

第 2 学年 後期 実習科目 1.5 単位

三島　正規　青山　洋史　伊集院　良祐　齊藤　亮平（物理化学実習）

柳田　顕郎　東海林　敦　森岡　和大　守岩友紀子（分析化学実習）

高橋　浩司

学 習 目 標
(GIO)

単位、有効数値の取扱い、濃度計算、機器分析法などに関する分析化学演習を通して、薬学分野における数
量的な取り扱いの基本を修得する。日本薬局方一般試験法の物理的試験法に収載の機器分析の基本的な原
理、測定法を理解する。さらに、薬学に関連する題材をとりあげた物理化学実習を通して、物質の化学変化
や変化の過程、反応速度、エネルギー変化などの物理化学的諸現象の理解を深める。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 溶液の濃度計算と調製ができる。（技能） X-5-3-1
2 酸・塩基平衡の概念について説明できる。 C2-2-1-1
3 pHおよび解離定数について説明できる。（知識・技能） C2-2-1-2
4 溶液の pHを測定できる。（技能） C2-2-1-3
5 緩衝作用や緩衝液について説明できる。 C2-2-1-4
6 紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-1
7 蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-2
8 イオン強度について説明できる。 C1-2-6-4
9 クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。 C2-5-1-1
10 液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-3
11 電気泳動法の原理および応用例を説明できる。 C2-5-2-1
12 SI単位系について説明できる。 X-4-1-2
13 基本単位を組み合わせた組立単位を説明できる。 X-4-1-3
14 反応次数と速度定数について説明できる。 C1-3-1-1
15 微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識・技能） C1-3-1-2

16 代表的な（擬）一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることがで
きる。（技能） C1-3-1-4

17 旋光度測定法（旋光分散）の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-5
18 相平衡と相律について説明できる。 C1-2-5-2
19 状態図について説明できる。 C1-2-5-3
20 物質の溶解平衡について説明できる。 Y-3-2-1
21 化学変化に伴うエンタルピー変化について説明できる。 C1-2-2-7

22
代表的な物理変化、化学変化に伴う熱力学量（エンタルピー変化、エント
ロピー変化、ギブスエネルギー変化など）を説明し、求めることができ
る。（技能）

Y-3-1-1

23 希薄溶液の束一的性質について説明できる。（知識） C1-2-6-1
24 分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技能） C2-1-1-1
25 測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技能） C2-1-1-2
26 実験に使用した廃液を適切に処理する。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
27 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11
28 適切な保護具を着けて実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 生体分析化学 分析化学計算演習（単位・有効数字の取扱い、濃度計算、pH
算出について） 1、2、3、12、13

2 〃 pH緩衝液の基本的性質の理解、リン酸緩衝液の調製と緩衝
能について

3、4、5、24、25、
26、27、28

3 〃 紫外可視吸光度測定法、蛍光光度法、旋光度測定法、クロ
マトグラフィー、電気泳動に関する演習

6、7、8、9、10、
11、17
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

4 分子生物物理学 物理化学実習の内容、原理、目的、基本事項の説明、高分子
化合物の粘度測定のデモと演習

12、13、14、15、
16、17、18、19、
20、21、22、23、

26

5 〃 ショ糖の加水分解反応に伴う旋光度変化の測定（反応速度
定数と半減期の算出）

12、13、14、15、
16、17、24、25、

26、27、28

6 〃 相の混和および分離温度の測定（水-フェノール相互溶解度
曲線の作成）

18、19、24、25、
26、27、28

7 〃 安息香酸の水に対する溶解度の測定（溶解エンタルピーの
算出）

20、21、22、24、
25、26、27、28

8 〃 凝固点降下度の測定（溶質の分子量を算出） 23、24、25、26、
27、28

9 〃 実験結果のまとめ、実習試験
12、13、14、15、
16、17、18、19、
20、21、22、23

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
［物理化学実習］
実験方法の原理および実験結果の解釈について、常にグループで討論して意見を纏めさせ、口頭試問で確
認し、さらに実習レポートに記載するように指導している。
毎回の実習終了後に少人数での口頭試問を行い、解答の是非について教員を中心として討論を行っている。
成績評価では、実習試験だけでなく、実習中の態度、技能 (実習結果)について評価し、実習中にフィード
バックしている。さらに、実習レポートを提出させ、各自の理解度を確認し、必要に応じて個別の指導を
行う。
［分析化学実習］
実習テキスト内に課した演習問題について、グループで協議しながら解答させている。
演習問題のレポートを職員へ提出させ、その場で評価と内容に関するフィードバックを行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
［物理化学実習］
講義（物理化学 I、物理化学 II、物理化学 III）で理解しにくい行動目標について実験を行い、実験終了後に
教員を中心とする小グループで実験結果を討論することにより、行動目標が明確に理解できるよう工夫し
ている。また、薬の調剤にからめて教授することにより、試料を「正確にはかる」、「移すこと」の重要性
が理解できるように工夫している。
［分析化学実習］
分析化学に必要な基礎的知識に対する理解を深めるため、各実習項目に関連した演習問題を、まず各自が
考えて解答し、そこで生じた問題点をグループで協議しながら解答へ導く。その解答をまとめたレポート
を職員に提出し、その場で評価と内容に関するフィードバックを受ける。また、緩衝液の基本的性質をよ
り深く理解するために、実験も併行して行う。さらに、機器分析の演習問題を通して、分析法についての
理解を深める。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a：知識：各項目ごとにレポートと課題の提出を行う。
b：技能：実習中の手技について、実習時間内にフィードバックする。
c：態度：実習に取り込む姿勢について、実習時間内にフィードバックする。
d：パフォーマンス：口頭試問を通じて発表能力をフィードバックする。
2）総括的評価
a：知識：実習態度、課題、レポートを総合的に評価する。
b：技能：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とする。
c：態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とする。実習態度、課題を総合的に評価する。
d：パフォーマンス：提出されたレポートの結果・考察の表現力について評価する。
3) 評価方法と総括的評価に与える寄与率
　レポート・課題提出（知識・技能・態度） 90％、口頭試問（知識・態度） 10％
〔教科書〕
物理系実習 IIテキスト
物理化学要論　第 7版（アトキンス著、千原英昭 ・ 稲葉　章訳　東京化学同人）
薬学生のための分析化学　第 4版（楠文代/渋澤庸一編集　廣川書店）
薬学生のための分析化学問題集（四宮一総 編集　廣川書店）
なるほど分析化学-数字となかよくする本（楠文代/渋澤庸一編集　廣川書店）
〔参考書〕
第十七改正日本薬局方解説書（廣川書店）
薬学領域の物理化学　（渋谷　皓編集　横松　力、湯浅洋子他著　廣川書店）
〔オフィスアワー〕
三島　正規　いつでも可。　ただし要事前連絡。　
青山　洋史　いつでも可。　ただし要事前連絡。　研究 1号館 303号室
柳田　顕郎　いつでも可。　研究 2号館 405号室
高橋　浩司　いつでも可。　教育 2号館 2209号室

– 416 –467



〔所属教室〕
分子生物物理学教室　　　　三島　正規　青山　洋史　伊集院　良祐　齊藤　亮平
生体分析化学教室　　　　　 柳田　顕郎　東海林　敦　森岡　和大　守岩友紀子
薬学基礎実習教育センター 高橋　浩司
〔準備学習（予習・復習等）〕
実習のスケジュールを確認して、該当する実習書の範囲を予習して実習に臨んでください。また、実習で
行ったことを、関連する授業の教科書やプリントで必ず復習してください。
〔学生へのフィードバック〕
［物理化学実習］
提出された実習レポートの内容を確認し、必要に応じて個別にフィードバックを行っている。
［分析化学演習］
提出されたレポートを確認して、グループ毎にその場でフィードバックを行っている。
〔備考〕
［物理化学実習］
C1　物質の物理的性質　（1）物質の構造、（2）物質のエネルギーと平衡、　（3）物質の変化
［分析化学実習］
C2　化学物質の分析（1）分析の基礎、（2）溶液中の化学平衡、（3）化学物質の定性分析・定量分析、（4）
機器を用いる分析、（5）分離分析法
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生物系実習 II

微生物・免疫学実習
Laboratory Course in Biology II : Laboratory Course in Microbiology and Immunology

第 2 学年 後期 実習科目 1.5 単位

中南　秀将　中瀬　恵亮　

安達　禎之　山中　大輔　菅野　峻史

安藤　堅　稲葉　二朗

学 習 目 標
(GIO)

薬学の微生物に関する研究は、病原体の研究から医薬品の開発へ進み、さらに感染症の予防・診断に関わる
免疫学へと発展してきた。本実習においては、基礎的な細菌、細菌ウイルスの取り扱いからスタートし、抗
生物質の効力測定などを習得した後、免疫学に関する抗体の凝集反応、白血球の抗菌反応、アレルギー反応
などについて学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。 F-2-6-4
2 施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施する。 F-2-6-12
3 臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。 F-2-6-13
4 滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説明できる。 C8-3-5-1
5 主な滅菌法および消毒法について説明できる。 C8-3-5-2
6 代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる。 F-2-6-6
7 主な滅菌法および消毒法を実施できる。 Y-3-64-1
8 学校薬剤師の業務を体験する。 F-5-2-3

9 地域住民の衛生管理（消毒、食中毒の予防、日用品に含まれる化学物質の
誤嚥誤飲の予防等）における薬剤師活動を体験する。 F-5-2-4

10 無菌操作を実施できる。 C8-3-6-2
11 代表的な細菌または真菌の分離培養、純培養を実施できる。 C8-3-6-3
12 細菌の構造と増殖機構について説明できる。 C8-3-2-2
13 グラム染色を実施できる。 C8-3-6-1

14 細菌の分類や性質（系統学的分類、グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌
気性菌など）を説明できる。 C8-3-2-1

15 細菌の同定に用いる代表的な試験法（生化学的性状試験、血清型別試験、
分子生物学的試験）について説明できる。 Y-3-65-1

16 代表的な細菌を同定できる。 Y-3-65-2
17 抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。 C8-1-3-4

18 抗原抗体反応を利用した検査方法（ELISA 法、ウエスタンブロット法な
ど）を実施できる。(技能） C8-2-2-4

19 免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。 C8-1-2-2
20 アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について説明できる。 C8-2-1-2
21 動物実験における倫理について配慮できる。 E1-1-2-1
22 実験動物を適正に取り扱うことができる。 E1-1-2-2
23 実験動物での代表的な投与方法が実施できる。 E1-1-2-3

24 実験動物・人体模型・シミュレーターなどを用いて各種臓器の名称と位
置を確認できる。 C7-1-3-3

25 代表的な器官の組織や細胞を顕微鏡で観察できる。 C7-1-3-4

26 脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、もしくは核酸の定性または定量試験
を実施できる。 C6-2-8-1

27 適切な保護具を付けて実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
28 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11
29 実験に使用した廃液・廃棄物を適切に処理する。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

１
病原微生物学教
室, 薬学基礎実習
教育センター

衛生的手洗いの実践、無菌試験（直接法・メンブランフィ
ルター法）、細菌の培養、バクテリオファージの観察（増殖
試験）

1-11、27-29
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

２
病原微生物学教
室, 薬学基礎実習
教育センター

細菌の同定、細菌の培養、手指付着細菌の検出、空中落下細
菌の検出、鼻腔内グラム陽性細菌の検出、バクテリオファー
ジの宿主特異性試験、細菌の増殖曲線の作成

3、8、10-12、
27-29

３
病原微生物学教
室, 薬学基礎実習
教育センター

グラム染色法、細菌の生化学的試験、薬剤感受性ディスク
試験 13-16、27-29

４
病原微生物学教
室, 薬学基礎実習
教育センター

薬剤感受性ディスク試験、演習 1、4-6、12、14、
15、27-29

５
病原微生物学教
室, 薬学基礎実習
教育センター

実習試験 1-16

6
免疫学教室, 薬学
基礎実習教育セン
ター

凝集反応の観察、ELISA（1） 17、18、27-29

7
免疫学教室, 薬学
基礎実習教育セン
ター

免疫組織の抗菌作用、マクロファージの貪食作用（1）、ELISA
（2）

18、19、22、24、
25、27-29

8
免疫学教室, 薬学
基礎実習教育セン
ター

マクロファージの貪食作用（2）、ELISA（3） 18、19、26、
27-29

9
免疫学教室, 薬学
基礎実習教育セン
ター

ラットを用いた PCA 反応の観察、イムノクロマトグラ
フィーを用いたヒト血中 IgEの検出 17-24、26、27-29

10
免疫学教室, 薬学
基礎実習教育セン
ター

実習試験 17-25

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・学生の理解を助けるためにプリントを作成し、実習の解説を進めながら、課題に対処させている。
・毎回の実習時間中に、実験方法の原理や実験操作の意義、実験結果の解釈についてグループ討議させ、実
習終了時に各学生にそれらについて口頭試問することにより、実習の理解度や習熟度を確認し、指導して
いる。
・実習レポートのテンプレートを配布することにより、レポートの書き方や記述すべき点を明確にしてい
る。
・実習レポートは、内容を詳細に確認し、間違っている部分や不足した部分に対して指摘し、再提出を求
めている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
微生物学実習では、できる限り一人一人の学生が興味を持って微生物を取り扱い、観察できるように代表
的な細菌を含め身体に付着している微生物も実習材料として用いている。さらに、学校薬剤師の業務の一
部を実習に取り入れ、実務への応用も配慮している。また、実習で取り扱う一部の材料はグループ毎に
変え、得られる結果が異なるようにし、個々の実験データに責任を持たせる実習を行っている。さらに、
日々の実習終了時に必ず各班毎の各学生に口頭で質問することで、実習の習得を確認、指導している。
免疫学実習では、実習書に加えて実験内容を図示したスライドを別途掲載し、実験方法や原理をイメージ
しやすいよう配慮している。項目によっては測定対象の検体もグループごとに変え、得られる結果が異な
るようにし、個々の実験データに責任を持たせる実習を行っている。さらに、項目毎に各学生に口頭質問
することで、実習の習熟度を確認、指導している。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：各実習項目毎に、個別あるいはグループ毎に口頭試問を兼ねた面談を行い、フィードバックする。
b）技能：実習時間に、実験手技について、こまめにフィードバックする。
c）態度：実習期間中を通じて観察を行い、その場でフィードバックする。
d）パフォーマンス：グループワーク能力の到達度を共通の評価表を使用して、実習終了時にグループ毎に
評価している。
2）総括的評価：実習試験（40％）、態度・パフォーマンス・実習レポート (技能)（60％）を総合的に評価
する。
a）知識：実習試験が 60％以上で合とする。
b）技能：実習期間中の形成的評価におけるフィードバックで改善されれば合とする。
c）態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とするが、総合評価に含める。
d）パフォーマンス：実習レポートを提出させ、結果・考察の表現力について評価する。
〔教科書〕
薬学実習書　生物系実習 II

〔参考書〕
新しい微生物学（廣川書店）
戸田新細菌学（南山堂）
ブラック微生物学（丸善）
免疫学概説（廣川書店）
免疫学イラストレイテッド（南江堂）
免疫学実習スライド
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配布プリント
〔オフィスアワー〕
病原微生物学教室（中南、中瀬）　いつでも可　研究２号棟５階
免疫学教室（安達、山中、菅野）　いつでも可　研究２号棟５階
薬学基礎実習教育センター（安藤）　いつでも可　教育２号館３階　 2309教員室
薬学基礎実習教育センター（稲葉）　いつでも可　教育２号館３階　 2306教員室
〔所属教室〕
中南、中瀬　病原微生物学教室
安達、山中、菅野　免疫学教室
稲葉、安藤　薬学基礎実習教育センター
〔準備学習（予習・復習等）〕
微生物学実習では、2年で講義した微生物学と病原微生物学の体験の場所です。講義した微生物の内容を
もう一度復習し、生きた微生物の形態や臭い、そして抗菌薬の効き方を体験してください。また、薬剤感
受性試験や抗菌薬の作用は、3年の感染制御学にも関連していることを覚えておいてください。
免疫学実習では、2年後期に受講する必修科目「免疫学」と並行して行われます。実験を通して免疫学の
基礎を理解することを目標の一つにしています。講義と実習により、免疫の奥深さ・免疫反応の面白さを
知り、3年の「臨床免疫学」に向けた基礎固めとしてください。
実習項目ごとに、実習書および関連の教科書等を用いて予習を１時間行ってください。さらに、実習を
行ったその日のうちに、１時間以上を目安に、結果のまとめ、考察をするなど、復習を必ず行ってくだ
さい。
〔学生へのフィードバック〕
・実習期間中を通じて実習態度や実験手技を観察し、こまめにフィードバックする。
・毎日の実習終了時に、グループ毎に各学生に口頭試問を行い、実習内容の理解度やグループワーク能力
の到達度をフィードバックする。
・実習レポートは、詳細に確認し、間違っている部分や不足した部分に対して指摘し、再提出を求める。
〔教員からの一言〕
微生物実習は、「滅菌に始まり、滅菌で終わります」。普段、見ることができない身近な微生物の世界を覗
いてください。
免疫学実習は、ナノグラムオーダーでの物質測定から動物実験まで、精細かつ熟練を必要とする手技もあ
ります。手技の良し悪しが実験結果を大きく左右するなど難しい実習項目もありますが、積極的にチャレ
ンジして実験の面白さを体験してください。
〔備考〕
C8 生体防御と微生物
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化学系実習 III

天然医薬品化学実習
Laboratory Course in Organic Chemistry III : Laboratory Course in Chemistry of Natural Medicines

第 3 学年 前期 実習科目 1.5 単位

一栁 幸生　蓮田 知代

三宅 克典

佐藤 弘人

学 習 目 標
(GIO)

代表的な薬局方収載生薬の確認試験および生薬の成分含量測定法を学んだのち、薬局方収載切断生薬の未知
検体について、薬局方確認試験に基づいた形態観察および化学的分析による同定実験を行うことにより、代
表的な生薬の基本的知識とそれらを活用するための基本的技能を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 代表的な生薬の確認試験を説明できる。 C5-1-4-2, C5-1-4-4
2 生薬の成分含量測定法を説明できる。 C5-1-4-1～2

3 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙
し、その基原、薬用部位を説明できる。 C5-1-2-1

4 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の
薬効、成分、用途などを説明できる。 C5-1-3-1

5 代表的な生薬を鑑別できる。（技能） C5-1-4-3
6 代表的な生薬の確認試験を実施できる。（技能） Y-3-41-1

7 天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。
（知識、技能） C5-2-3-1

8 代表的な生薬の純度試験を説明できる。 C5-1-4-5
9 実験に使用した廃液を適切に処理する。（態度・技能） Y-3-32-3
10 適切な保護具を付けて実験を行う。（態度・技能） T-1
11 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1
天然医薬品化学講
座
薬用植物園

センナ、キキョウ、サイコの確認試験 1,2,3,4,6,7,8,9,10,11

2
天然医薬品化学講
座
薬用植物園

ロートコン、オウレンの確認試験 1,2,3,4,6,7,8,9,10,11

3
天然医薬品化学講
座
薬用植物園

チンピ、ジギトキシンの確認試験・切断生薬（未知検体）の
鑑定（1） 1,5,6,7,8,9,10,11

4
天然医薬品化学講
座
薬用植物園

切断生薬（未知検体）の鑑定（2） 5,6,7,8,9,10,11

5
天然医薬品化学講
座
薬用植物園

切断生薬（未知検体）の鑑定（3） 5,6,7,8,9,10,11

6
天然医薬品化学講
座
薬用植物園

器具点検，実習試験 1,2,3,4,5,7,8

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1,2日目に生薬の代表的な確認試験を行い、2日目実習終了後に少人数（実習プラッテ単位）で口頭試問を
実施する。学生間で討論のうえ解答してもらう。
3,4,5日目の生薬（日本薬局方収載品）の鑑定では、数種類の生薬を混合した未知検体を各自鑑定する。結
果について、鑑定理由の説明と鑑定した生薬の詳細をレポートで説明させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
未知検体を各自が工夫しながら確認する過程を通して問題解決型の実習を取り入れている。
〔成績評価方法〕
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＜試験、レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：随時口頭試問を行う。
b) 技能：実習時間に、手技についてこまめにフィードバックする。
c) 態度：常時観察してフィードバックする。
2) 総括的評価：記述試験 (40%)、生薬未知検体の鑑定とその成果物、結果説明レポート 、課題 (30%)、
実習態度、口頭試問 (20%) と実習レポート、課題 (10%) を総合的に評価する。ただし、それぞれの項目
（知識、態度、技能）が独立して到達点以上であることとする。
a) 知識：記述試験、生薬未知検体の鑑定と口頭試問が到達点以上であれば合とするが、総合評価に含める。
b) 技能：生薬未知検体の鑑定結果、実習期間中の形成的評価を総合評価に含める。
c) 態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とするが、総合評価に含める。
〔教科書〕
化学系実習 III　実習書（薬学基礎実習教育センター編）
〔参考書〕
第十七改正日本薬局方解説書（廣川書店）
パートナー生薬学（竹谷、木内、小松編　南江堂）
パートナー天然物化学（海老塚、森田、阿部編　南江堂）
〔オフィスアワー〕
いつでも可、要予約。　天然医薬品化学講座 研究 1 号館 2 階
〔所属教室〕
一栁 幸生 天然医薬品化学講座　研究 1 号館 2 階
蓮田 知代 天然医薬品化学講座　研究 1 号館 2 階
三宅 克典 薬用植物園
佐藤 弘人 薬学基礎実習教育センター　教育 2 号館 2 階
〔準備学習（予習・復習等）〕
本実習は、実験操作および結果の解析・考察を通じて、2年次前期科目「植物薬品学」、2年次後期科目「生
薬学」で習得する生薬系分野の基礎知識についての理解を深める内容となっています。
実習する項目に関して、講義教科書、実習書、日本薬局方を参考にして毎回 1時間は予習して実習に望む
こと。
また、毎回終了後その日のうちに実習項目ごとに結果のまとめと考察を行う（1時間以上）など、復習を
十分に行うこと。また、実習中の口頭試問にて不明瞭な点は各自で復習する。
〔学生へのフィードバック〕
実習中の繰り返しの指導により作成されたレポートが基準に達していない場合、指導後に再提出をしても
らう。知識および技能の基準未達者に対しては、基準に達していない項目を明示し、再度実習または口頭
試問を行う。
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化学系実習 III

医薬品合成実習
Laboratory Course in Organic Chemistry III : Laboratory Course in Organic Medicinal Chemistry

第 3 学年 前期 実習科目 1.5 単位

三浦 剛 　平島 真一　中島 康介　松島 恭征　 ( 1・ 2 ・7 ・8 )

松本 隆司 　矢内 光　山口 悟 　 ( 3・4・9・10 )

林 良雄　谷口 敦彦　田口 晃弘　今野 翔　 ( 5・6・11・12 )

土橋 保夫

学 習 目 標
(GIO)

有機化学および医薬品化学の講義で修得する知識を基礎として、有機化学反応を組み合わせて医薬品の合成
実験を行い、医薬品合成法の基本的知識、技能、態度を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 カルボン酸のエステル化を実施、説明できる。 C3-3-4-3
2 活性メチレンのアルキル化を実施、説明できる C3-3-4-3, C3-3-7-1
3 減圧蒸留を実施、説明できる C1-2-5-3
4 縮合環化による複素環化合物の合成を実施、説明できる C3-3-4-3, C3-3-7-1
5 日本薬局方の確認試験を実施、説明できる。 C2-3-1-2
6 実験に使用した廃液を適切に処理する。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
7 適切な保護具を付けて実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
8 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1
薬化学教室
生物分子有機化学
講座
薬品化学教室

p-アミノ安息香酸をエタノールと硫酸でエステル化して、
局所麻酔薬である p-アミノ安息香酸エチルを合成する。 １、６、７、８

2 〃 2-エチルマロン酸ジエチルを臭化ペンチルとナトリウムエ
トキシドでアルキル化する。 ２、６、７、８

3 〃 2-エチル-2-ペンチルマロン酸ジエチルを減圧蒸留で精製
する。 ３、６、７、８

4 〃
2-エチル-2-ペンチルマロン酸ジエチルを尿素と縮合環化
して催眠鎮静作用を有するでアミルバルビタールを合成
する。

４、６、７、８

5 〃
p-アミノ安息香酸エチルおよびアミルバルビタールの融点
測定ならびに官能基の呈色反応（日本薬局方の確認試験）を
行う。

５、６、７、８

6 〃 総合演習（試験）

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・毎回の実習終了後に少人数（実習プラッテごと）での口頭試問を行い、解答の是非について学生間で討
論してもらう。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
毎回の実習終了時に、当日の実験を記録したノートを教員がチェックして実験結果を評価しながら口頭試
問を行う。この内容を踏まえて、結果の考察に重点を置いたレポートの提出を求める。いくつかの医薬品
の合成を課題として、合成反応と実験方法の立案を課題として与える。
〔成績評価方法〕
1)形成的評価
a) 知識：キーワードを提示して課題と演習問題によりチェックする。
b) 技能および　 c) 態度：基礎的な化学実験の技能の習得と実験態度については、実験中にチェックして
フィードバックする。d）パフォーマンス：毎回の実験終了報告の際に、実験結果の評価を行いながら、技
能と態度、発表能力についても助言する。
2)総括的評価
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知識：総合演習（試験) (100%)
出席及びレポートの提出状況によっては、受験停止とすることがある。
総合演習（試験）で不合格の者に対しては、再試験を 1回実施する。なお、実習はすべてに出席すること。
やむを得ず病気で欠席する場合は、予め教員に連絡して指示に従うこと。
〔教科書〕
化学系実習 III実験書（2021年度版）
〔参考書〕
マクマリー有機化学（上）（中）　第 9版　伊東ら訳　東京化学同人
フィーザー／ウィリアムソン　有機化学実験　原書 8版　磯部ら訳　丸善
新版　基礎有機化学実験　その操作と心得　畑ら著　丸善
〔オフィスアワー〕
土橋　保夫　いつでも可、要予約。　教育 1号館 2階 1205

〔所属教室〕
松本 隆司　矢内 光　山口 悟　薬品製造学教室　研究２号館３階
林 良雄　 谷口 敦彦　田口 晃弘　今野 翔　薬品化学教室　研究２号館３階
三浦 剛 　平島 真一　中島 康介　松島 恭征　薬化学教室　研究２号館３階
土橋 保夫　薬学基礎実習教育センター　 1205教員室　教育１号館２階
〔準備学習（予習・復習等）〕
・実習のスケジュールを確認して、該当する実習書の範囲を予習して実習に臨むこと。
・実習で行ったことを、関連する授業の教科書等で必ず復習すること。
〔学生へのフィードバック〕
基礎的な化学実験の技能の習得と実験態度については、実験中にチェックしてフィードバックする。
〔備考〕
○ C-4 化学物質の性質と反応
（1）化学物質の基本的性質　（2）有機化合物の骨格　（3）官能基
○ C-5 ターゲット分子の合成
（1）官能基の導入・変換
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生物系実習 III

生化学実習
Laboratory Course in Biology III : Biochemistry and Molecular Biology

第 3 学年 前期 実習科目 1.5 単位

佐藤　隆、坂上　弘明　　

高木　教夫、林　秀樹、岩谷　結衣　　

今田　啓介　　　　　　　　　　　

学 習 目 標
(GIO)

1、2年次の授業科目である生化学 I、IIおよび IIIで、生体成分の構造・性質と機能、それらの代謝、遺伝子
とその発現について学んだ。本実習ではこれらを踏まえ、酵素タンパク質および核酸（DNAおよび RNA）
を実際に取り扱い、逆転写-ポリメラーゼ連鎖反応（RT-PCR）法およびポリアクリルアミドゲル電気泳動法
などの実験を通じてそれらの性質と働きについて理解する。さらに酵素活性、核酸の構造、薬の効き方を解
析する生化学的な実験技術を修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 酵素反応の特性を一般的な化学反応と対比させて説明できる。［知識］ C6-3-3-1
2 代表的な酵素の活性を測定できる。［技能］ C6-3-3-4

3 酵素反応における至適 pHおよび金属イオンの役割について説明できる。
［知識］ C6-3-3-2

4 酵素反応速度論について説明できる。［知識］ C6-3-3-1
5 DNAと RNAの構造および機能について説明できる。［知識］ C6-2-5-1

6 遺伝子工学に関する基本的技術を挙げ、それらについて説明できる。
［知識］ C6-4-6-1

7 DNAの物理化学的性質を説明できる。［知識］ C6-2-5-1
8 DNAを生体組織から抽出できる。［技能］ C6-2-8-1
9 DNAの分光学的定量法を説明し、それを実施できる。［知識・技能］ C6-2-8-1
10 RNAの物理化学的性質を説明できる。［知識］ C6-2-5-1
11 RNAの逆転写反応と逆転写酵素について説明できる。［知識］ C6-4-6-1

12 PCR 法による遺伝子増幅の原理を説明し、それを実施できる。［知識・
技能］ C6-4-6-1

13 DNAを電気泳動法により分離できる。［技能］ C2-5-2-1, C6-2-8-1

14 薬物による遺伝子発現制御メカニズムの具体例を挙げ、それを説明でき
る。［知識］ C6-4-1-1, C6-4-4-1～5

15 DNA塩基配列の決定法を説明できる。［知識］ C6-2-5-1, C6-4-6-1
16 タンパク質の主要な機能を列挙できる。［知識］ C6-3-1-1
17 タンパク質の一次、二次、三次、四次構造を説明できる。［知識］ C6-2-4-1
18 タンパク質の分離・同定法を説明し、実施できる。［知識・技能］ C6-2-4-1, C6-2-8-1

19 タンパク質の分子量測定法を説明し、実施できる。［知識・技能］ C2-5-2-1, C6-2-4-1, C6-
2-8-1

20 実験に使用した廃液を適切に処理する。［態度・技能］ F-2-6-11, F-2-6-13
21 実験に用いる器具、機器を正しく丁寧に取り扱う。［技能・態度］ F-2-6-11
22 適切な保護具を付けて実験を行う。［態度・技能］ F-2-6-11, F-2-6-13
23 周囲の安全に配慮して実験を行う。［態度・技能］ F-2-6-11

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 担当教員全員 酵素反応の至適 pH および金属イオンの影響 1-3、20-23
2 〃 酵素反応の経時変化および酵素量との関係 1、2、20-23
3 〃 酵素反応速度論 1、2、4、20-23
4 〃 仔牛胸腺 DNAの調製 5-8、20-23
5 〃 DNAの熱変性 5-7、9、20-23

6 〃 RT-PCR法による標的遺伝子の増幅 5、6、10、11、
12、15、 20-23

7 〃 アガロースゲル電気泳動法による PCR産物の同定 6、7、13、14、
20-23
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

8 〃 ポリアクリルアミドゲル電気泳動による酵素タンパク質の
分離同定 I：ゼラチンザイモグラフィー法

1-3、16-18、
20-23

9 〃 ポリアクリルアミドゲル電気泳動による酵素タンパク質の
分離同定 II：ゲルの染色および酵素タンパク質の解析

1-3、14、18、19、
20-23

10 〃 実習試験 1-19

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
1. 実習内容の理解度チェックの小テストを実施している。
2. 各実習項目終了毎に、レポートを作成させ、提出させている。
3. 補助プリントを配布し、実習説明をしながら、空欄部分を記入させるようにしている。
4. 学生を指名して、実験結果を発表させている。
5. 実習終了後に、実習グループ毎での口頭試問を行い、実験方法の原理や実験結果の解釈などについて、
教員を中心にグループ内で討論を行っている。　
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
1. 実習項目に対応する教科書のページを実習書に記載し、授業との関連を捉えやすくしている。
2. 実習書の中に提出用レポート用紙が印刷されており、ミシン目が入っている。学生は実習項目が終了す
るごとにレポート用紙に必要事項を記入し、ミシン目に沿って切り離し、提出できるようになっている。
3. 基礎的な生化学的実験のみならず疾患関連分子を標的とした最新の遺伝子発現解析実験を取り入れるこ
とで、学生が病態機構を多角的、かつ統合的に理解することができるようになっている。
4. 生化学実習では、実習中に教員が巡回し、実験の細やかな指導・観察を行っている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：実習項目終了毎にレポートを提出させ、教員が確認してフィードバックする。また、実習期間中
に関連知識の確認のための小テストを行う。
b）技能：教員が学生の実験手技を観察しながら適宜技術指導を行い、こまめにフィードバックする。
c）態度：実習期間中を通じて観察し、態度不良などについてはその場でフィードバックを行い改善を促
す。
d) パフォーマンス：実習を通じて自身のパフォーマンスを、ルーブリック評価表を用いて自己評価させ
る。
2）総括的評価
a）知識：小テストおよび最終日に行う実習試験から総合的に評価する。なお原則として実習試験の得点が
6割以上を合格の条件とする。
b）技能：実習期間中の観察と実験結果から総合的に評価する。
c）態度：実習期間中の観察により総合的に評価する。
成績は、実習試験（60%）、小テスト（20%）、技能・態度（20％）により総合的に評価する。
〔教科書〕
薬学実験書（東京薬科大学編）
〔参考書〕
薬学領域の生化学　第 2版（伊東　晃編集　廣川書店）
スタンダード薬学シリーズ II 生物系薬学 I 生命現象の基礎（日本薬学会編　東京化学同人）
〔オフィスアワー〕
生化学教室：原則としていつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。　
応用生化学教室：原則としていつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
薬学基礎実習教育センター：原則としていつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。　
〔所属教室〕
佐藤　隆　　生化学教室　研究 4号館 4階
高木　教夫　応用生化学教室　研究 2号館 6階
林　秀樹　　応用生化学教室　研究 2号館 6階
岩谷　結衣　応用生化学教室　研究 2号館 6階
今田　啓介　薬学基礎実習教育センター　教育 1号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
生化学実習は、1年次から 2年次にかけて学んだ生化学の講義内容を基礎とし、その知識を体現する場で
す。実習に臨むにあたり、予め実習書を読んでおくとともに、教科書を見直すなど生化学の内容を復習し
ておいて下さい。また、実習で行ったことを、課題レポートなどを活用して必ず復習して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
実習中は、教員が巡回しながら実験手技やデータ解析について細かく指導し、その場でフィードバックし
ている。また、各実習項目のレポートについても、確認後すぐに返却し、補足説明などを行っている。さ
らに、実習内容に関する理解度チェックのための小テストについても、解答を公表し自学習に役立てると
共に、理解不十分と思われる内容について補足説明を加えている。
〔教員からの一言〕
実習は複雑な操作法が伴います。必ず前日までに実習書を読んで手順を予習しておくこと。
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医療系実習 I

薬理学実習
Laboratory Course in Fundamental Pharmacy I : Pharmacology

第 3 学年 前期 実習科目 1.5 単位

田野中　浩一　丸ノ内　徹郎　矢野　絵美

田村　和広　吉江　幹浩　草間　和哉　安曇　麻奈　

稲葉　二朗

学 習 目 標
(GIO)

医薬品の薬理作用に関する知識は薬剤師および薬学を学ぶものにとって必須である。薬理学は、様々な化合
物や天然物から医薬品としての有用性を判断する医薬品開発や薬剤師としての職能に直結する重要な科目で
あり、機能形態学、生化学、有機化学など広範囲の知識も合わせて要求される。本実習では、実験動物を適
切に使用する心構え (態度) と正確なデータ取得のための技能を身につけ、臓器レベルあるいは個体レベル
でどの様な機序を介して薬物の効果が発揮されるかを理解し、講義・演習で得た知識と効果的に連動させ、
科学的思考の醸成することを目的とする。また、グループでの実習を通して、チームワークの大切さを理解
し、コミュニケーション能力を身につける。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 動物実験における倫理について配慮する。（態度） E1-1-2-1, X-6-9-3
2 実験動物を適正に取り扱うことができる。（技能） E1-1-2-2
3 実験動物での代表的な投与方法が実施できる。（技能） E1-1-2-3
4 中枢神経系に作用する薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） E2-1-3-12

5 中枢神経系疾患の社会生活への影響および薬物治療の重要性について討
議する。（態度） E2-1-3-13

6 自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を動物実験で測定できる。
（技能） E2-1-1-4

7 知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を動物実験で測定で
きる。（技能） E2-1-2-3

8 腎臓のネフロンに作用する代表的な薬物（利尿薬）の効果を測定できる。
（技能） E2-3-3-1

9 循環器系に作用する薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） E2-3-1-6

10 薬物効果の評価方法を学び、実習で得られたデータの集計とその評価が
できる。（技能）

E3-1-5-5, X-9-2-1～2,
X-9-3-2, X-9-3-4

11 実験に使用した廃液・廃棄物を適切に処理する。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
12 適切な保護具を付けて実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
13 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 担当者全員 麻酔薬の作用、中枢神経系疾患に関する SGD 1-5、10-13
2 　　〃 利尿薬の作用 1-3、8、10-13
3 　　〃 鎮痛薬の作用 1-3、7、10-13
4 　　〃 演習 1　および薬効評価 1-10
5 　　〃 腸管平滑筋に作用する薬物 1-3、6、10-13
6 　　〃 血管平滑筋に作用する薬物 1-3、9-13
7 　　〃 心臓に作用する薬物 1-3、9-13
8 　　〃 演習 2 1-10
9 　　〃 実習試験 1-10

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・　学生の理解を助けるためにプリントを作成し、実習後の解説を進めながら、課題に対処させている。
・　実験方法の原理および実験結果の解釈について、常に SGD で学生の意見を纏めさせ、口頭試問で確認
し、さらに実習レポートに記載するように指導している。
・　成績評価では、実習試験だけでなく、実習中の態度、技能 (実習結果)について評価し、実習中にフィー
ドバックしている。さらに、実習レポートを提出させ、各自の理解度を確認し、必要に応じて個別の指導
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を行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
本実習では、4～5 名のグループで実習を行う。実験目的の理解、手技習得、SGD によるデータ解析を行
い、総合的な理解ができるようにする。実習レポートには、実験結果・考察だけでなく、実習中の口頭試
問への対応や SGD の内容についての記述も要求する。また、クループで実習を行うことによって、チー
ムワークの大切さを理解し、コミュニケーション能力の醸成ができるように工夫している。さらに、薬の
作用を直接観察することによって、臨床効果を理解できるように工夫している。
〔成績評価方法〕
<試験、レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
定期的に実習室内を巡回し、実験手技およびその科学的根拠についてグループあるいは個別に指導を行う。
実験内容（目的などを含む）およびその関連知識に関する口頭試問とフィードバックを行い、態度・技能
の評価を行う。なお、態度の評価には積極的な参加および提出物の期限遵守も含める。これらの評価に加
え、実習試験と実習レポート（課題）の結果から総合的に成績評価を行う。
1）形成的評価
a）知識：実習時間中あるいは終了時にグループ毎に口頭試問を行い、フィードバックする。
b）技能：実習時間に、実験手技について、こまめにフィードバックする。
c）態度：実習期間中を通じて観察を行い、その場でフィードバックする。
d）パフォーマンス：口頭試問にて実験結果を報告させ、質疑応答を通じて、結果の解釈、発表能力につい
てフィードバックする。
2）総括的評価 ：実習試験 (40%に換算)、態度と実習レポート (技能)(60%)を総合的に評価する。ただ
し、それぞれの項目 (知識・技能・態度)が独立して到達点 (60%)以上であることとする。
a）知識：実習試験が 60%以上で合とする。
b）技能：実習期間中の形成的評価におけるフィードバックで改善されれば合とする。
c）態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とするが、総合評価に含める。
d）パフォーマンス：実習レポート (実習中ポートフォリオと同等)を提出させ、結果・考察の表現力につ
いて評価する。
〔教科書〕
医療系実習 I　薬理学実習（薬学基礎実習教育センター編）
〔参考書〕
薬理学実習の実際とデータの見方（日本私立薬科大学協会薬理学関連教科検討委員会編　南山堂）
グラフィカル機能形態学（京都廣川書店）
薬系薬理学書（南江堂）
最新 薬理学要説（愛智出版）
〔オフィスアワー〕
本実習担当教員　いつでも可（原則として実習終了後）
〔所属教室〕
田野中 浩一、丸ノ内 徹郎、矢野 絵美（分子細胞病態薬理学　研究４号館５階）
田村 和広、吉江 幹浩、草間 和哉、安曇 麻奈（内分泌薬理学　研究４号館４階）
稲葉二朗　（薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階 2306号室）
〔準備学習（予習・復習等）〕
実習する項目に関して毎回 1時間は予習して実習に望むこと。また、実習項目ごとに、終了後その日のう
ちに、結果のまとめと考察を 1時間以上行い復習を十分に行うこと。また、実習中の SGD および口頭試
問にて不明瞭な点は各自で復習する。演習講義の時間を設けており、学習すべき要点を再度指示する。同
時に学生はその理解度を確認し、学習を進める。
〔学生へのフィードバック〕
実習中は、実験ごとに、口頭試問または実習後の実験結果解析を行って、結果の解釈に関するフィード
バックを行う。また、提出してもらったレポートを確認し、間違い等がある場合には、レポートに記載し
て返却することによってフィードバックを行う。
〔教員からの一言〕
本実習では、単に薬理学関連の実験を行うだけでなく、実習及び演習の中で機能形態学、生化学、有機化
学等の関連科目の復習も行う。実習中に教員が実習班ごとにあるいは演習中に各自に様々な質問をするの
で、十分な返答ができない場合には、実習班内で良く検討し、その結果をレポートに加えること。
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健康・環境実習

衛生化学・公衆衛生学実習
Laboratory Course in Health and Environment

第 3 学年 後期 実習科目 1.5 単位

藤原　泰之　篠田　陽　　高橋　勉　　恒岡　弥生

早川磨紀男　藤野　智史　大嶋　利之

安藤　堅

学 習 目 標
(GIO)

人とその集団の健康の保持・増進に貢献できるようになるために、栄養と健康に係わる食品の安全性、及び
生活環境を取り囲む汚染物質や公害を引き起こす現象等について理解し、もってこれらに関する基本的知
識、技能、態度を習得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。（知識・
技能） D1-3-2-2

2 食品中のタンパク質の栄養的な価値（栄養価）を説明し、セミミクロケル
ダール法によるタンパク質含有量の測定を実施できる。 D1-3-1-3

3 プロビタミン A（β-カロテン）の役割を説明し、食品中に含まれる β-カ
ロテンを定量できる。 D1-3-1-1

4 ビタミン B1 の役割を説明し、蛍光光度法を用いてビタミン B1 を定量
できる。 D1-3-1-1

5 食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態度） D1-2-3-3

6 室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。（知識・
技能） D2-2-5-1

7 主な大気汚染物質を測定できる。（技能） D2-2-4-2
8 水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。（知識・技能） D2-2-3-3
9 下水処理および排水処理の主な方法について説明できる。 D2-2-3-4
10 水質汚濁の主な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能） D2-2-3-5
11 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。 D2-1-4-1
12 代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。 D2-1-4-2
13 人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度） D2-2-1-5

14 リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度および信頼
区間について説明し、計算できる。（知識・技能） D1-1-3-4

15 実験に使用した廃液・廃棄物を適切に処理する。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
16 適切な保護具を付けて実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11, F-2-6-13
17 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） F-2-6-11

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1
衛生化学教室，薬
学基礎実習教育セ
ンター

脂質試験 1、15～17

2 〃 窒素化合物（タンパク質）試験 2、15～17
3 〃 β-カロテンの試験 3、5、15～17
4 〃 ビタミン B1 の試験 4、5、15～17

5
公衆衛生学教室，
薬学基礎実習教育
センター

室内環境：室内空気試験 6、13、15～17

6 〃 大気環境：大気汚染物質試験、環境放射線試験 7、11～17
7 〃 水環境：飲料水試験 8、13、15～17

8 〃 水環境：水質汚濁試験、下水処理 9、10、13、15～
17

9
衛生化学教室，公
衆衛生学教室，薬
学基礎実習教育セ
ンター

実習試験 1～14
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・実習レポートは、実習項目が終了する度に提出させ、各自の理解度を確認し、必要に応じて個別の指導
を行う。
・実験項目を終了する度に振り返り講義を行い、知識の定着に努めている。
・実験方法の原理や実験結果の解釈について、学生を指名することにより確認している。
・実験項目毎に学生に口頭質問することで、実習の習熟度を確認しつつ指導している。
・実習時間中に、実習内容に関連した課題を与えグループ討議させることにより、栄養と健康、生活環境
と健康に関する問題に対する意識の向上に努めている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・食品衛生学の実習では、学生が用いる食材を選択し、環境衛生学の実習では、学生が大学敷地内の様々
な所でサンプルを採取することにより、実験データに興味を持ってもらうとともに、得られる実験結果が
異なるようにすることで、それに責任を持たせるようにしている。
・実習書の中に、実験項目ごとに実験結果を記録するページが印刷されており、ミシン目が入っている。学
生は、実験項目が終了する度にデータを記録後、切り離して提出できるようにしている。
・実習書の巻末に国家試験衛生薬学分野の過去問題を掲載しており、衛生薬学関連の講義（「健康保持と疾
病予防」、「生活環境と健康」など）と連携して取り組めるようにしている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
1）形成的評価
a）知識：実習項目毎に、個別あるいはグループ毎に口頭試問を兼ねた面談を行い、フィードバックする。
b）技能：実習時間に、実験手技について、こまめにフィードバックする。
c）態度：実習期間中を通じて観察を行い、その場でフィードバックする。
d）パフォーマンス：実験結果の報告をさせ、質疑応答を通じて発表能力をフィードバックする。
2）総括的評価：実習試験（50％）、態度と実習レポート (技能)（50％）を総合的に評価する。
a）知識：実習レポート、実習試験から総合的に評価する。ただし、実習試験は得点率 55%以上で合とす
る。
b）技能：実習期間中の形成的評価におけるフィードバックで改善されれば合とする。
c）態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とするが、総合評価に含める。
d）パフォーマンス：実習レポートを提出させ、結果・考察の表現力について評価する。
〔教科書〕
薬学実験書（東京薬科大学編）
必携・衛生試験法第２版（金原出版）
〔参考書〕
衛生試験法・注解 2020（金原出版）
第 17改正日本薬局方解説書（廣川出版）
第 9版食品添加物公定書解説書（廣川書店）
日本食品標準成分表 2015年版 (七訂)（全国官報販売協同組合）
第３版最新衛生薬学（廣川書店）
〔オフィスアワー〕
原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
〔所属教室〕
藤原　泰之　公衆衛生学教室　研究１号館４階
篠田　陽　　公衆衛生学教室　研究１号館４階
高橋　勉　　公衆衛生学教室　研究１号館４階
恒岡　弥生　公衆衛生学教室　研究１号館４階
早川磨紀男　衛生化学教室　研究１号館４階
藤野　智史　衛生化学教室　研究１号館４階
大嶋　利之　衛生化学教室　研究１号館４階
安藤　堅　　薬学基礎実習教育センター　教育２号館３階　 2309教員室
〔準備学習（予習・復習等）〕
復習に重点を置いた指導を行う。実習中は、理解すべき項目を教員が指示する。加えて実習中の SGDお
よび口頭試問にて不明瞭な点を各自が復習する。実習終了後の講義時間を設けており、学習すべき要点を
再度指示する。同時に学生はその理解度を確認し、学習を進める。
実習項目ごとに、実習書および関連の教科書等を用いて予習を１時間行うこと。さらに、実習を行ったそ
の日のうちに、１時間以上を目安に、結果のまとめ、考察をするなど、復習を必ず行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
・実習期間中を通じて実習態度や実験手技を観察し、こまめにフィードバックする。
・実習項目毎に、個別あるいはグループ毎に口頭試問を行い、実習内容の理解度をフィードバックする。
・実習項目毎に、個別あるいはグループ毎に実験結果を報告させ、質疑応答を通じて発表能力をフィード
バックする。
〔教員からの一言〕
実習のスケジュールを確認して、該当する実習書の範囲を予習して実習に臨んでください。また、実習で
行ったことを、関連する授業の教科書やプリントで必ず復習してください。
〔備考〕
Ｄ衛生薬学
Ｄ 1 健康、(3) 栄養と健康
Ｄ 2 環境、(1) 化学物質・放射線の生体への影響、(2) 生活環境と健康
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創薬系実習

薬剤学実習
Laboratory Course in Pharmaceutics

第 3 学年 後期 実習科目 1.5 単位

根岸 洋一　多田 塁　高橋 葉子　濱野　展人

石原比呂之、高島 由季　茨木 ひさ子

井上 勝央　岸本 久直　樋口　慧

佐藤 弘人

学 習 目 標
(GIO)

薬物治療においては医薬品がそのまま使用されることはまれであり、多くの場合それを錠剤、カプセル剤、
注射剤などに製剤加工したものが用いられる。薬剤学実習では生物薬剤学、物理薬剤学および製剤工学関連
分野の実習を通じて、医薬品の適切かつ合理的な使用方法、製剤加工の意義と方法および医薬品の供給と管
理などを体得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 界面の性質（界面張力、分配平衡、吸着など）や代表的な界面活性剤の種
類と性質について説明できる。（C2（2）【 2⃝各種の化学平衡】4.参照） E5-1-3-1

2 代表的な分散系（分子集合体、コロイド、乳剤、懸濁剤など）を列挙し、
その性質について説明できる。 E5-1-3-2

3 分散した粒子の安定性と分離現象（沈降など）について説明できる。 E5-1-3-3

4 代表的な (擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることがで
きる。（技能） C1-3-1-4

5
薬物の安定性（反応速度、複合反応など）や安定性に影響を及ぼす因子
（pH、温度など）について説明できる。（C1（3）【 1⃝反応速度】1.～7.
参照）

E5-1-4-2

6 反応速度と温度との関係を説明できる。 C1-3-1-6
7 流動と変形（レオロジー）について説明できる。 E5-1-2-1
8 高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度など）について説明できる。 E5-1-2-2
9 レオロジー的性質の測定法について説明できる。 T-1
10 粉体の性質について説明できる。 E5-1-1-1
11 製剤材料の物性を測定できる。 Y-5-8-4～5

12 製剤化の単位操作、汎用される製剤機械および代表的な製剤の具体的な
製造工程について説明できる。

E5-2-1-1～2, E5-2-2-1
～3, Y-5-8-1

13 単位操作を組み合わせて代表的な製剤を調製できる。 E5-2-2-1～2, Y-5-8-2

14 製剤に関連する試験法を列挙し、説明できる。 E5-2-2-4, E5-2-3-1, Y-
5-8-3～4

15 製剤に関連する代表的な試験法（製剤均一性試験法、崩壊試験法、溶出試
験法、硬度試験、摩損度試験など）を実施し、品質管理に適用できる。

E5-1-1-3～5, T-1, Y-5-
8-3～5

16
線形コンパートメントモデルと、関連する薬物動態パラメータ（全身ク
リアランス、分布容積、消失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明
できる。

E4-2-1-1

17 pH および解離定数について説明できる。（知識・技能） C2-2-1-2
18 溶解した物質の膜透過速度について説明できる。 T-1

19 線形１-コンパートメントモデルに基づいた解析ができる（急速静注・経
口投与［単回および反復投与］、定速静注）。（知識、技能） E4-2-1-2

20 モーメント解析の意味と、関連するパラメータの計算法について説明で
きる。 E4-2-1-4

21 全身クリアランスについて説明し、計算できる。 T-1

22 体内動態が非線形性を示す薬物の例を挙げ、非線形モデルに基づいた解
析ができる。（知識、技能） E4-2-1-3

23 実験に使用した廃液・廃棄物を適切に処理する。（態度・技能） Y-3-32-3
24 適切な保護具を付けて実験を行う。（態度・技能） T-1
25 周囲の安全に配慮して実験を行う。（態度・技能） T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 根岸、多田、高橋、
濱野

物理薬剤学実習 1 　界面活性剤の CMC と可溶化能：SLS
によるスダン IIIの可溶化と物性評価 1、2、3、23-25
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

2 根岸、多田、高橋、
濱野

物理薬剤学実習 2 　医薬品の安定性：アスピリンの溶液中
での安定性におよぼす温度の影響（アレニウスプロットに
よる解析）

4、5、6、23-25

3 根岸、多田、高橋、
濱野 物理薬剤学実習 3　レオロジーと演習 7、8、9、23-25

4 石原、高島、茨木
製剤設計学実習 1　製剤原料粉体の物性： 流動性評価と分
散分析による解析、透過法による比表面積測定、光学顕微
鏡法による粒度分布測定
錠剤の製造： 打錠用顆粒の調製

10、11、12、13、
23-25

5 石原、高島、茨木 製剤設計学実習 2　錠剤の製造： 打錠
錠剤の物性： 硬度、摩損度、製剤均一性試験

12、13、14、15、
23-25

6 石原、高島、茨木 製剤設計学実習 3　錠剤の物性： 崩壊試験、薬物溶出特性
の測定と解析 14、15、23-25

7 井上、岸本、樋口
生物薬剤学実習 1 pH 分配仮説実験およびデータ解析を行
い、油水分配係数、pKa を算出し、薬物の生体膜透過性と
pH との関係を理解する

17、18、23-25

8 井上、岸本、樋口
生物薬剤学実習 2　薬物速度論 I：in vitro 実験により、経
口投与後の薬物の血中濃度および消化管内濃度を測定し、
データ解析のための各種グラフ作成法を修得する

16、19-22、23-25

9 井上、岸本、樋口
生物薬剤学実習 3 　薬物速度論 II：薬物速度論 I で得られ
た各種データを用いて、1 -コンパートメントモデルによる
線形薬物速度論解析およびモーメント解析を行い、薬物速
度論を理解する

16、19-22、23-25

10 担当教員全員 実習試験 1-21

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
実習を進行しながら、実習テキスト内に課した課題および演習問題について回答を記述させている。
毎回の実習終了後に少人数（実習プラッテごと又は実習ペアごと）での口頭試問を行い、解答の是非につ
いて学生間で討論してもらう。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
できるだけわかりやすく解説し、口頭試問を行うことにより理解度をフィードバックしている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識：実習時間中あるいは終了時にグループ毎に口頭で試問を行い、フィードバックする。
b) 技能：実習時間に、実験手技について、こまめにフィードバックする。
c) 態度：実習期間中を通じて観察を行い、その場でフィードバックする。
2) 総括的評価：実習試験 (49％)、実習レポート (30％)、課題・口頭試問・態度 (21％)を総合的に評価
する。ただし、それぞれの項目（知識・態度・技能）が独立して到達点以上であることとする。
a) 知識：実習試験、口頭試問、実習レポートの課題の記述内容が到達点以上であれば合とするが、総合評
価に含める。
b) 技能：実習期間中の形成的評価におけるフィードバックで改善されれば合とするが総合評価に含める。
c) 態度：繰り返しの形成的評価で改善が認められれば合とするが、総合評価に含める。
〔教科書〕
実習書（薬学基礎実習教育センター編）
〔参考書〕
最新薬剤学 第 11版（尾関、井上編集、廣川書店）
〔オフィスアワー〕
いつでも可、要予約。
〔所属教室〕
根岸洋一　　薬物送達学教室研究 1号館 3階
多田　塁　　薬物送達学教室研究 1号館 3階
高橋葉子　　薬物送達学教室研究 1号館 3階
濱野展人　　薬物送達学教室研究 1号館 3階
石原比呂之　創剤科学教室研究 2号館 3階
高島由季　　創剤科学教室研究 2号館 3階
茨木ひさ子　創剤科学教室研究 2号館 3階
井上勝央　　薬物動態制御学教室研究 1号館 3階
岸本久直　　薬物動態制御学教室研究 1号館 3階
樋口　慧　　薬物動態制御学教室研究 1号館 3階
佐藤弘人　　薬学基礎実習教育センター教育 2号館 2206

〔準備学習（予習・復習等）〕
本実習は、実験操作および結果の解析・考察を通じて、2年次科目の「物理薬剤学」3年次前期科目の「生
物薬剤学」と「製剤設計学」で修得する薬剤学分野の基礎知識についての理解を深める内容となっていま
す。
実習する項目に関して、実習書、WebClass、参考書を用いて毎回 1時間は予習して実習に望むこと。
また、実習項目ごとに、終了後その日のうちに、結果のまとめと考察、演習課題、チェックテストを 1時
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間以上行い復習を十分に行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
実習中の繰り返しの指導により作成されたレポートが基準に達していない場合、指導後に再提出をしても
らう。知識および技能の基準未達者に対しては、基準に達していない項目を明示し、再度実習または口頭
試問を行う
〔教員からの一言〕
本実習では、クラスを 3グループに大別し、同時並行で実施される 3分野の薬剤系実習（物理薬剤学、生
物薬剤学、製剤設計学）をローテーション形式で受講してもらいます。万一の欠席は履修時間不足につな
がる可能性がありますので体調管理は万全に実習に取り組んでください。課題やレポートは期日を厳守し
て提出してください。
〔備考〕
本実習の到達目標としては E4 薬の生体内運命に関する項目、E5 製剤化のサイエンスに関する項目が相当
する。
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医療系実習 II

病態生理学・薬物安全性学実習
Laboratory Course in Fundamental Pharmacy II : Laboratory Course in Pathophysiology and Drug Safety

第 3 学年 後期 実習科目 1.5 単位

市田　公美、長谷川　弘、藤田　恭子、関根　舞

小倉　健一郎、西山　貴仁、大沼　友和

今田　啓介

学 習 目 標
(GIO)

医療チームの一員として活躍出来る薬剤師として必要な病態生理学ならびに薬物や化学物質の毒性・安全性
に関する知識・技術・態度を修得する。本実習においては、間接法による血圧測定を修得し、自分自身の尿
を用いて腎臓による体液調節の機構および試験紙による尿一般検査について学ぶ。次いで、薬物代謝酵素の
誘導、阻害および代謝的活性化機構を動物実験ならびに突然変異原性試験を通じて学ぶ。 さらには薬毒物
分析法ならびにシアン化合物の毒性と解毒法について学ぶ。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 血圧の調節機構について説明できる。［知識］ C7-2-5-1
2 高血圧について概説できる。［知識］ E1-2-1-1, E2-3-1-4
3 間接法による血圧測定ができる。［技能］ F-3-1-3～4
4 試験紙法による尿の一般検査の項目を列挙できる。［知識］ E1-2-2-1
5 試験紙法による尿の一般検査の測定原理を説明できる。［知識］ E1-2-2-1
6 試験紙法により尿の一般検査項目を測定できる。［技能］ E1-2-2-1, F-3-1-3～4
7 尿検査の異常から推測される疾病を挙げることができる。［知識］ E1-2-2-1
8 腎の役割について説明できる。［知識］ C7-2-7-1～2
9 腎クリアランスについて説明できる。［知識］ E4-1-5-2
10 糸球体ろ過量について説明できる。［知識］ E4-1-5-2
11 体液の調節機構について説明できる。［知識］ C7-2-7-1
12 尿の生成機構、尿量の調節機構について説明できる。［知識］ C7-2-7-2
13 Jaffe法により尿中クレアチニンを測定できる。［技能］ E4-1-5-2, F-3-1-3～4
14 糸球体ろ過量を計算できる。［技能］ E4-1-5-2, F-3-1-3～4

15 薬物代謝酵素が関わる代謝、代謝的活性化について概説できる。［知識］ D2-1-3-1, E4-1-4-1, E4-
1-4-3

16 薬物代謝酵素の誘導および阻害機構を概説し、動物実験により薬物相互
作用の有無を判定できる。［知識・技能］ E1-1-2-2～3, E4-1-4-5

17 医薬品の安全性試験に用いられる変異原性試験（Ames試験）の原理を説
明し、実施できる。［知識・技能］ D2-1-3-2

18 代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）のスクリーニング法を列挙し、
解説できる。［知識］ D2-1-1-7

19 薬物中毒における生体試料の取扱いについて説明できる。［知識］ C2-6-1-1, Y-4-3-2

20 代表的な中毒原因物質を分析できる。［技能］ D2-1-1-7, E3-1-3-1, Y-
4-3-3

21 化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、救急処置法、解毒法を概説でき
る。［知識］ D2-1-1-6, Y-4-3-1

22 安全性に配慮し薬品を取り扱うとともに、廃棄物を適切に廃棄、処理す
る。［技能・態度］ F-2-6-11, F-2-6-13

23 適切な保護具を付けて実験を行う。［態度・技能］ F-2-6-11

24
動物実験における倫理について配慮する。［態度］
実験動物を適正に取り扱うことができる。［技能］
実験動物での代表的な投与方法が実施できる。［技能］

E1-1-2-1～3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1 病態生理学教室 実習項目内容説明 1～14
2 　　　〃 血圧測定、尿の一般検査 (試験紙法) 1～7、22
3 　　　〃 腎機能と体液調節 (水、食塩水の負荷、採尿) 8～12、22

4 　　　〃 腎機能と体液調節 (尿浸透圧および尿クレアチニンの測定) 8～14、19、22、
23
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

5 薬物代謝安全性学
教室 薬物代謝酵素の誘導および阻害と薬物耐性 15、16、22～24

6 　　　〃 突然変異誘発試験 (Ames試験) 17、22
7 　　　〃 シアン化合物の急性毒性と解毒剤 21～24
8 　　　〃 薬毒物分析法 (第二属不揮発性毒物) 18～23

9
病態生理学教室、
薬物代謝安全性学
教室

実習試験 1～21

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・レポートを各実習項目ごとに提出させている。
・グループ毎に実習結果を討議する時間を設けている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・実習専用の実験書を作成し、目的、操作方法等を明確にし、予習に役立てるようにしている。また、補
助資料をプリントあるいはWebClassにより配布している。
・実習がスムーズかつ安全に行えるよう、操作の前には必ずデモンストレーションを行っている。
・各実習項目の終了後に個別あるいはグループ面談を行い、実習項目の理解力の向上に努めている。
〔成績評価方法〕
＜試験、レポート・課題により評価する＞
病態生理学・薬物安全性学実習では、実習中に教員が巡回し、実習の指導・観察・評価を行う。
1) 形成的評価
a) 知識：実習時間中あるいは終了時にグループ毎に口頭試問を行い、フィードバックする。
b) 技能：実習時間中に、実験手技を観察し、こまめにフィードバックする。
c) 態度：実習期間中を通じて観察し、実習態度不良者については、フィードバックを行い改善を促してい
る。
d) パフォーマンス：実習を通じて自身のパフォーマンスをルーブリック評価表により自己評価させる。
2) 総括的評価
a) 知識：実習試験と実習レポートにて評価する。なお、実習試験成績不良者については再試験を実施する
が、その際 別途レポート提出を課す。
b) 技能：実習期間中の観察と実験結果により総合的に判断する。
c) 態度：実習期間を通じて観察により総合的に判断する。
成績は、実習試験（50％）、実習レポート（26％）、技能・態度（24％）により総合的に評価する。
〔教科書〕
薬学実験書 (東京薬科大学編)

〔参考書〕
薬学生のための新臨床医学 (市田、細山田編 慶川書店)
疾病と病態生理 (橋本、佐藤、豊島編、南江堂)
治療薬マニュアル (医学書院)
今日の治療薬 (南江堂)
最新衛生薬学 (菊川、別府編 慶川書店)
衛生薬学ー健康と環境ー (渡部、井村編 丸善)

〔オフィスアワー〕
病態生理学教室：原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
薬物代謝安全性学教室：原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい 。
薬学基礎実習教育センター： 原則的にいつでも可であるが、事前に予約することが望ましい。
〔所属教室〕
市田　公美 　 病態生理学教室　研究 4号館 4階
長谷川　弘 　　 病態生理学教室　研究 4号館 4階
藤田　恭子 　　 病態生理学教室　研究 4号館 4階
関根　　舞 　　 病態生理学教室　研究 4号館 4階
小倉　健一郎 　薬物代謝安全性学教室 　研究 1号館 4 階
西山　貴仁 　　薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4 階
大沼　友和 　　薬物代謝安全性学教室　研究 1号館 4 階
今田　啓介 　　薬学基礎実習教育センター　教育 1号館 3階
〔準備学習（予習・復習等）〕
実習は複雑な操作法が伴います。必ず前日までに実習書を読んで手順を予習して実習に臨んで下さい。ま
た、実習で行ったことを、関連する授業の教科書や講義用プリントで必ず復習して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
病態生理学・薬物安全性学実習では、実習中に教員が巡回し、実習の指導・観察を行い、実験手技や態度な
ど常にフィードバックを行う。また、実験結果についても個別または全体に対して解説や補足などを行う。
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実務実習事前実習

実務実習事前実習
Introductionary Course in Phamacy Practice

第 4 学年 前期 実習科目 3 単位

堀　祐輔　　国分　秀也　　戸張　裕子　　秋山　滋男　　大山　勝宏　　影山　美穂　　武井　佐和子　　濱田　

真向　　別生　伸太郎　　増田　多加子　

杉浦　宗敏　　今井　志乃ぶ　　清海　杏奈

下枝　貞彦　　平田　尚人　　畔蒜　祐一郎

畝崎　榮　　　川口　崇　　　藤宮　龍祥

杉山　健太郎　　恩田　健二　　田中　祥子　

山田　純司　　大友　隆之

降幡　知巳　　柴崎　浩美　　 横川　彰朋

陳　恵一　　　成井　浩二　

学 習 目 標
(GIO)

実務実習事前実習は実務実習事前学習 I（前期）および II（後期）と連携して、卒業後、医療、健康保険事業
に参画できるようになるための 5年次の病院実務実習・薬局実務実習に先立って、調剤および製剤、服薬指
導などの薬剤師職務に必要な基本的知識、技能、態度を学内で修得する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。 F-1-2-1

2 患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定
権に配慮すべき個々の対応ができる。 F-1-2-2

3 患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に
貢献することの重要性を討議する。 F-1-2-3

4 病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。 F-1-3-1
5 病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について説明できる。 F-1-3-2

6 病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内容と関連
を概説できる。 F-1-3-3

7 病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に
関連づけて説明できる。 F-1-3-4

8 薬剤師の関わる社会保障制度（医療、福祉、介護）の概略を説明できる。 F-1-3-5

9 調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱
いを法的根拠に基づいて説明できる。 F-2-1-1

10 代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警
告・禁忌、副作用、相互作用を列挙できる。 F-2-2-1

11 処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる。 F-2-2-2
12 処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明できる。 F-2-2-3
13 処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。 F-2-2-4
14 処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる。 F-2-2-5
15 処方せん等に基づき疑義照会ができる。 F-2-2-6
16 薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。 F-2-3-1
17 主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤形、規格等を列挙できる。 F-2-3-2
18 処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。 F-2-3-3
19 後発医薬品選択の手順を説明できる。 F-2-3-4

20 代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとその理由を説
明できる。 F-2-3-5

21 無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。 F-2-3-6

22 抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技
を実施できる。 F-2-3-7

23 処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。 F-2-3-8
24 適切な態度で、患者・来局者と応対できる。 F-2-4-1

25 妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべ
き事項を具体的に列挙できる。 F-2-4-2

26 患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、ア
レルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。 F-2-4-3

27 患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副
作用、相互作用、保管方法等について適切に説明できる。 F-2-4-4
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード
28 代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。 F-2-4-5

29 患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己
注射剤等）の取扱い方法を説明できる。 F-2-4-6

30 薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明で
きる。 F-2-4-7

31 代表的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる。 F-2-4-8
32 医薬品管理の意義と必要性について説明できる。 F-2-5-1
33 医薬品管理の流れを概説できる。 F-2-5-2

34 劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤原料等の管理と取り扱いについ
て説明できる。 F-2-5-3

35 特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説明できる。 F-2-5-4
36 代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。 F-2-5-5
37 院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。 F-2-5-6
38 薬局製剤・漢方製剤について概説できる。 F-2-5-7
39 医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。 F-2-5-8
40 処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる。 F-2-6-1

41 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制
限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。 F-2-6-2

42
代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、そ
の原因、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を討議
する。

F-2-6-3

43 感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。 F-2-6-4
44 衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。 F-2-6-5
45 代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる F-2-6-6
46 医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。 F-2-6-7
47 基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。 F-3-1-1

48 患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手
帳、持参薬等）から、薬物療法に必要な情報を収集できる。 F-3-1-2

49 身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見
の薬学的管理への活用について説明できる。 F-3-1-3

50 基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。 F-3-1-4
51 薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工できる。 F-3-2-1

52 代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた
処方設計ができる。 F-3-3-1

53 病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）
等を考慮し、薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。 F-3-3-2

54 患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とそ
の対処法を説明できる。 F-3-3-3

55 皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明で
きる。 F-3-3-4

56 代表的な輸液の種類と適応を説明できる。。 F-3-3-5
57 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。 F-3-3-6

58 代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリング
すべき症状と検査所見等を具体的に説明できる。 F-3-4-1

59 代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集ができる。 F-3-4-2

60 代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価
と薬学的管理の立案を行い、SOAP 形式等で記録できる。 F-3-4-3

61 チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。 F-4-1-1
62 多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。 F-4-1-2

63 病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退
院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説明できる。 F-4-1-3

64 地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）お
よびその意義について説明できる。 F-4-2-1

65 地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。 F-4-2-2
66 在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる。 F-5-1-1
67 在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。 F-5-1-2
68 在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。 F-5-1-3

69 現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーション
の重要性を討議する。 F-5-3-1

70 代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示す来局者について、適切な情報
収集と疾患の推測、適切な対応の選択ができる。 F-5-3-2

71 代表的な症候に対する要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取り扱いと
説明ができる。 F-5-3-3

72 代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。 F-5-3-4
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番 号 内 容 コアカリとの関連コード
73 災害時医療について概説できる。 F-5-4-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
薬学実務実習
教育センター 計数 16 18

薬学実務実習
教育センター 散剤 16 18

薬学実務実習
教育センター 水剤 16 18

薬学実務実習
教育センター 軟膏 16 18

薬学実務実習
教育センター 調剤監査 12 13 14 23

薬学実務実習
教育センター 配合変化 20

薬学実務実習
教育センター 疑義照会 12 13 14 15

薬学実務実習
教育センター 特殊医薬品 32 34

薬学実務実習
教育センター 製剤 29 37

薬学実務実習
教育センター、臨
床薬剤学教室、医
療実務薬学教室

無菌 I 43 44 45

薬学実務実習
教育センター、臨
床薬剤学教室、医
薬品安全管理学

無菌 II 21

薬学実務実習
教育センター 医療事故分析 42

薬学実務実習
教育センター TDM a 52,53,58

薬学実務実習
教育センター TDM b 52,53,58

薬学実務実習
教育センター フィジカル（アセスメント） 49,50

薬学実務実習
教育センター 処方提案 S 22 48 51 53　

薬学実務実習
教育センター 患者心理 2,3

薬学実務実習
教育センター 薬剤の使用法 II 29

薬学実務実習
教育センター、医
療実務薬学教室

初回面談 24 26 30 48

薬学実務実習
教育センター、臨
床医療薬学セン
ター、医薬品安全
管理学教室

服薬説明 24 27 31 59 60

薬学実務実習
教育センター、臨
床薬理学教室、個
別化薬物治療学教
室

患者応対 24 26 48

薬学実務実習
教育センター、臨
床薬理学教室

薬剤交付 24 27 31 59 60

一般用医薬品学教
室、薬学実務実習
教育センター

OTC 24 70 71

薬学実務実習
教育センター 在宅医療 S 65 66 67 68

薬学実務実習
教育センター 総合学習（自学習） 1-73

薬学実務実習
教育センター 総合学習（実技試験） 1-73
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・臨床現場で用いる実薬を実際に使用して実習を行っている。
・評価表を用いて学生相互ならびに教員によるチェックを行っている。実習最後に、その評価表とコメン
トを各自で記入してもらい、理解度の調査を行うと共に、理解不足の点について解説を加えている。
講義中にクイズ形式の問題を行い、学生からの解答を基に解説を加えている。講義最後に各自の回答とコ
メントを記入してもらい、フィードバックを行っている。
・症例について PC等持ち込み可の調査時間を設けて、学生 3人 1組による TBL (Team Based Learning)
を行っている。
・症例をベースとした TBLを行っている。TBLのプロダクトは、全員が必ず発表者となるような学習方
略により、リーダーシップや情報発信能力の醸成に心がけている。
・生体シミュレータを活用した実技試験を授業内で実施している。
・模擬患者さん参加のグループでの参加型実習を行っている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
病院・薬局実務実習に行く前の事前教育である。実務に即した講義、演習、実習、SGDなど多様な内容の
学習があり、必要に応じて、試験、レポート、プロダクトの作製、評価表などを活用して実務実習に必要
な知識、技能、態度を修得させる。計量調剤実習については一人一台の調剤台、注射剤調剤ではクリーン
ベンチ内に液晶モニターの設置により、充実した実習を可能にした。また、散剤調剤台には集塵装置を設
置して学生の健康面への配慮をした。更に、生体シミュレーターを活用したフィジカルアセスメントやバ
イタルサインチェックの基本実習を導入し、今後薬剤師に求められる副作用未然防止能力の向上に資する
実習を充実させた。学習内容によっては模擬患者や医療現場の薬剤師等が参画する。
〔成績評価方法〕
［形成的評価］
a) 知識：授業で示した演習問題を繰り返し実施し、解説にてフィードバックする。
b) 技能：実習中に手順、手技、器具の扱い等について繰り返しフィードバックし習熟するよう努める。
c) 態度：実習に臨む態度で評価する。実習中に適時フィードバックする。
d) パフォーマンス：口頭試問を活用して適宜習熟度を確認する。
［総括的評価］
a) 知識：実習全体での進度や理解度を評価する（5％）。
b) 技能：実技試験で評価する（90%）。
c) 態度：繰り返し形成的評価を実施し学習効果が認められ、かつ実技試験において医療人としての態度を
評価する（5％）。
d) パフォーマンス：授業内提出物、授業態度、および実技試験の結果を総合的に判断し行う。
〔教科書〕
実務実習事前学習 I・実習テキスト（京都廣川書店）
治療薬マニュアル（医学書院）または　今日の治療薬（南江堂）
〔参考書〕
山田安彦編著　：理論調剤学（京都廣川書店）
日本薬剤師会編：第 14改訂調剤指針増補版（薬事日報社）
日本薬学会編　：スタンダード薬学シリーズ II7　臨床薬学 I、II、III（東京科学同人）
〔オフィスアワー〕
原則的にはいつでも可であるが、電話やメールによる事前予約が望ましい。
☆前期は、事前実務実習実施期間のため、18時以降のみの対応となる。
☆教育５号館の４階から上階の実習室および教員室は、土足厳禁です。
〔所属教室〕
各教員の居室は次の通り
薬学実務実習教育センター
　堀　祐輔：6階 5605教員室
　国分秀也　戸張裕子：5階 5506教員室
　秋山滋男　大山勝宏　影山美穂　武井佐和子　濱田真向　
　別生伸太郎　増田多加子：6階 5601教員室
医薬品安全管理学教室
　杉浦宗敏　　今井志乃ぶ　　清海杏奈
臨床薬剤学教室
　下枝貞彦　　平田尚人　　畔蒜祐一郎
医療実務薬学教室
　畝崎榮　　　川口崇　　藤宮龍祥
臨床薬理学教室
　杉山健太郎　　恩田健二　　田中祥子　
臨床医療薬学センター
　山田純司　　大友隆之
個別化薬物治療学教室
　降幡知巳　　柴崎浩美　　横川彰朋
一般用医薬品学教室
　陳　恵一　　成井浩二
〔準備学習（予習・復習等）〕
５年次の実務実習のための事前学習であるので、学外施設での実務実習と同様の「身だしなみ」（実習書の
記載通り）で実習に臨むこと。
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〔学生へのフィードバック〕
知識領域のフィードバックは、授業中の形成的評価ならびに客観試験を複数回実施することで行う。
技能・態度領域のフィードバックは、実習中の形成的評価ならびに実技試験を複数回実施することで行う。
〔教員からの一言〕
事前実務実習および実務実習は、３年生までに学んできた薬学の知識が必要です。準備学習項目に記載し
た関係科目については、復習しておくこと。
〔備考〕
実務家教員担当科目
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実務実習

実務実習
Pharmacy Practice

第 5 学年 通年 実習科目 20 単位

杉浦 宗敏

堀　祐輔

全教室・研究室・センターの教員が担当する

学 習 目 標
(GIO)

患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実
践と、チーム医療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。
（1）薬学臨床の基礎
医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な心
構えと薬学的管理の基本的な流れを把握する。
（2）処方せんに基づく調剤
処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を
修得する。
（3）薬物療法の実践
患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適
切な医薬品情報を基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。
（4）チーム医療への参画
医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療に積極的に参画するために、チーム医療
における多職種の役割と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができ
る。
（5）地域の保健・医療・福祉への参画
地域での保健・医療・福祉に積極的に貢献できるようになるために、在宅医療、地域保健、福祉、プライマ
リケア、セルフメディケーションの仕組みと意義を理解するとともに、これらの活動に参加することで、地
域住民の健康の回復、維持、向上に関わることができる。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 改訂モデル・コアカリキュラム：Ｆ薬学臨床（薬局実習）

F-1-2-4～7, F-1-3-11～
15, F-2-1-2～4, F-2-
2-7～11, F-2-3-9～19,
F-2-4-9～15, F-2-5-9～
12, F-2-6-8～12, F-3-
1-5～7, F-3-2-2～6, F-
3-3-7～14, F-3-4-4～13,
F-4-2-3～4, F-5-1-4～6,
F-5-2-3～4, F-5-3-5～9,
F-5-4-2～3

2 改訂モデル・コアカリキュラム：Ｆ薬学臨床（病院実習）

F-1-2-4～7, F-1-3-6～
13, F-2-1-2～3, F-2-2-
7～11, F-2-3-9～19, F-
2-4-9～15, F-2-5-9～13,
F-2-6-8～14, F-3-1-5～
7, F-3-2-2～6, F-3-3-7
～14, F-3-4-4～13, F-4-
1-4～9, F-4-2-3, F-5-4-
2～3

授業内容
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

薬局 11
週間　

指導薬剤師
実習施設担当教員

（1）薬学臨床の基礎
　　 2⃝臨床における心構え
　　 3⃝臨床実習の基礎
（2）処方せんに基づく調剤
　　 1⃝法令・規則等の理解と遵守
　　 2⃝処方せんと疑義照会
　　 3⃝処方せんに基づく医薬品の調製
　　 4⃝患者・来局者応対、服薬指導、患者教育
　　 5⃝医薬品の供給と管理
　　 6⃝安全管理
（3）薬物療法の実践
　　 1⃝ 患者情報の把握
　　 2⃝医薬品情報の収集と活用
　　 3⃝処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）
　　 4⃝処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果
と副作用の評価）
（4）チーム医療への参画
　　 2⃝地域におけるチーム医療
（5）地域の保健・医療・福祉への参画
　　 1⃝在宅（訪問）医療・介護への参画
　　 2⃝地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への
参画
　　 3⃝プライマリケア、セルフメディケーションの実践
　　 4⃝災害時医療と薬剤師

1

病院 11
週間

指導薬剤師
実習施設担当教員

（1）薬学臨床の基礎
　　 2⃝臨床における心構え
　　 3⃝臨床実習の基礎
（2）処方せんに基づく調剤
　　 1⃝法令・規則等の理解と遵守
　　 2⃝処方せんと疑義照会
　　 3⃝処方せんに基づく医薬品の調製
　　 4⃝患者・来局者応対、服薬指導、患者教育
　　 5⃝医薬品の供給と管理
　　 6⃝安全管理
（3）薬物療法の実践
　　 1⃝ 患者情報の把握
　　 2⃝医薬品情報の収集と活用
　　 3⃝処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）
　　 4⃝処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果
と副作用の評価）
（4）チーム医療への参画
　　 1⃝医療機関におけるチーム医療
　　 2⃝地域におけるチーム医療
（5）地域の保健・医療・福祉への参画
　　 4⃝災害時医療と薬剤師

2

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
指導薬剤師による概略評価を基に個別指導とフィードバックが行われる。
指導薬剤師から必要に応じて課題が出される。
実習施設と大学で実習報告会が行われる。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
実務実習施設の指導薬剤師と担当教員（コーディネーター）の連携のもと個々に対応する。
〔成績評価方法〕
１形成的評価
ｄ）パフォーマンス：実習期間中、2, 4週間ごとに概略評価（ルーブリック評価など）を行う。
２総括的評価
ｄ）パフォーマンス：実習期間終了後、実習期間中に行った概略評価（ルーブリック評価など）の結果に
基づいて総合的に評価する（修得度：５０％、取り組み姿勢５０％）。
なお、全出席を原則とする。
〔教科書〕
特に定めていない。実習施設により異なる。
　
〔参考書〕
調剤指針　第 13改訂 著者/編者：日本薬剤師会　編　出版社：薬事日報社
治療薬マニュアル　著者/編者：高久史麿・矢崎義雄監修 　出版社：医学書院
症例から考える代表的な 8疾患　編集：京都府薬剤師会　出版社：じほう　
〔オフィスアワー〕
杉浦　宗敏　　予約すればいつでも可能。　医薬品安全管理学教室
堀　　祐輔　　予約すればいつでも可能。　薬学実務実習教育センター
〔所属教室〕
全ての教室、研究室、センターの教員がコーディネーターとなり実習施設を担当する。
〔準備学習（予習・復習等）〕
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実習開始までに以下の復習をすることが望ましい。
4年次までに学習した主な疾患について病態・症状・検査所見・治療法および治療薬の特徴を復習してお
くこと。
薬の知識、医療人としての態度、保険薬局および保険薬剤師に関連した制度および法律について復習して
おくこと。
代表的な薬剤については、一般名と製品名を整理しておくこと。
〔学生へのフィードバック〕
実習期間中の評価ごとに，あるいは日誌，課題，実習報告書の提出，実務実習報告会での発表，それぞれ
の機会に，アドバイスやコメントを伝えている．
〔教員からの一言〕
医療現場での貴重な時間を有効に活用してください。
将来の進路に係らず薬剤師としての素養を修得する機会として取り組んでください。
〔備考〕
実務家教員担当科目。
薬局実務実習は I期（2月～5月）、II期（5月～8月）、III期（8月～11月）の期間で実施し、続けて病院
実務実習として II期（5月～8月）、III期（8月～11月）、IV期（11月～2月）の期間でそれぞれ 11週間
実施する。
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医療薬学課題研究（実験研究コース）
Thesis Reserch

第 4・5・6 学年 通年 実習科目 12 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するために、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学
的根拠に基づいて問題点を解決する能力を修得し、それを生涯にわたって高め続ける態度を養う。これに加
え、実験研究コースでは、将来、研究活動に参画できるようになるために、その基本的理念および態度を修
得し、研究課題の達成までの研究プロセスを体験し、研究活動に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。
さらに研究活動を通して、自ら得た成果を世に問う研究の醍醐味を体感する。調査研究コースでは、薬学、
薬剤師、並びに医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展にいかに貢献してきたかを理解するために、医療
を取り巻く代表的な事象について調査し、考察する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。 G-1-1-1
2 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。 G-1-2-1

3 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・
態度） G-1-3-1

4 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度） G-1-4-1
5 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。 G-2-1-1

6 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明
できる。 G-2-2-1

7 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） G-2-3-1

8 研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・
技能） G-3-1-1

9 課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知
識・技能） G-3-2-1

10 研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度） G-3-3-1
11 研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度） G-3-4-1

12 研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができ
る。（知識・技能・態度） G-3-5-1

13 研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能） G-3-6-1
14 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 A-2-4-1

15 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説で
きる。 A-2-4-2

16 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） A-2-4-3

17 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向
け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度） A-5-1-1

18 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問
題点を抽出できる。（技能） A-5-1-2

19 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能） A-5-1-3

20 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやす
く表現できる。（技能） A-5-1-4

21 インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュ
リティに配慮して活用できる。（知識・態度） A-5-1-5

22 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明
できる。 A-5-2-1

23 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づ
ける。（知識・態度） A-5-2-2

24 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

25 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技
能） A-5-3-2

26 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルと
なるように努める。（態度） A-5-4-1

27 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度） A-5-4-2

授業内容
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

卒論指導教員
各卒論指導教員との話し合いで、研究テーマを設定し、実
験計画を立てる。教員の指導のもとで実験研究を遂行する。
卒業論文の作成、卒論発表を行う。

1-27

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
１）配属決定：３年次秋に、自己推薦方式ならびに一般方式によって、学生の希望に従い配属先ならびに
実験研究または調査研究コースを決定する。このプロセスは、その後の大学生活を左右する非常に重要な
ステップであり、個々の決断力が求められる。配属決定に係る詳細についてはガイダンス時に詳細な資料
を配布する。
２）３年次～４年次：配属先ごとに定められた活動や、担当教員や先輩たちとのコミュニケーションを通
じ、研究内容や指導方針に触れ、各自の学習のプロセスとゴールのイメージ作りをする。また、基礎的な
技術を習得し、研究活動をスタートする。
３）４年次～５年次：共用試験が終了するころから本格的に研究に専念する。長期実務実習の期間を除き、
十分な時間を使って積極的に研究する。学会活動などにも参加する。
４）６年次：６月～８月の卒論発表ならびに卒論提出に向け、卒論研究の完成に向けて精力的に研究する。
大学指定の書式で要旨を作成、学科ごとに発表会を開催し（分科会）、各個人で卒論を作成、提出する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
指導教員ならびに教室の先輩との交流を通じ、研究に関する考え方、基本的な手法、実験計画の立案、実
施、結果の解釈、から最終的には学会発表に至るまで、それぞれのテーマとペースに応じた個別指導を
行っている。
〔成績評価方法〕
＜試験・レポート・課題以外の方法で評価する＞
課題研究に関する主査、副査による形成的ルーブリック評価、論文作成と研究発表状況を基に総合的に判
断する。評価項目は、積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・実験・調査技術、研究成果
の到達度、発表の到達度、生涯学習・研究への意欲と力で構成される。
これらを総合し、卒論指導教員が総括的評価を行う。
　［項目］　　　　　［内容］　　　　　　　　　　　　　［評価方法（ルーブリック）］　　
　先行研究 　　　　基礎実験・情報収集　　　　
　先端研究 　　　　学内外の学会・研究会参加等　　　　積極性、理解度、計画性・問題発見解
　研究立案 　　　　研究立案　　　　　　　　　　　　　決能力、研究方法・実験・調査技術、
　研究実践 　　　　実験研究　　　　　　　　　　　　　研究成果の到達度、発表の到達度、
　卒論発表 　　　　卒論発表　　　　　　　　　　　　　生涯学習・研究への意欲と力　
　論文作成 　　　　論文作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔教科書〕
各配属先で指定する。
〔参考書〕
各配属先で指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
教室、研究室、センターにて実施する。
〔準備学習（予習・復習等）〕
卒論期間は、予習・実践・復習の連続である。３年後期から６年の秋まで、これを繰り返すことで、高い
課題発見解決能力を醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
適宜、実験結果の解析と評価を行い、知識、技能、態度についてフィードバックする。
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医療薬学課題研究（調査研究コース）
Thesis Reserch

第 4・5・6 学年 通年 実習科目 12 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するために、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学
的根拠に基づいて問題点を解決する能力を修得し、それを生涯にわたって高め続ける態度を養う。これに加
え、調査研究コースでは、薬学、薬剤師、並びに医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展にいかに貢献し
てきたかを理解するために、医療を取り巻く代表的な事象について調査し、考察する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。 G-1-1-1
2 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。 G-1-2-1

3 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・
態度） G-1-3-1

4 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度） G-1-4-1
5 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。 G-2-1-1

6 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明
できる。 G-2-2-1

7 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） G-2-3-1

8 研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・
技能） G-3-1-1

9 課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知
識・技能） G-3-2-1

10 研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度） G-3-3-1
11 研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度） G-3-4-1

12 研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができ
る。（知識・技能・態度） G-3-5-1

13 研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能） G-3-6-1
14 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 A-2-4-1

15 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説で
きる。 A-2-4-2

16 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） A-2-4-3

17 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向
け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度） A-5-1-1

18 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問
題点を抽出できる。（技能） A-5-1-2

19 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能） A-5-1-3

20 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやす
く表現できる。（技能） A-5-1-4

21 インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュ
リティに配慮して活用できる。（知識・態度） A-5-1-5

22 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明
できる。 A-5-2-1

23 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づ
ける。（知識・態度） A-5-2-2

24 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

25 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技
能） A-5-3-2

26 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルと
なるように努める。（態度） A-5-4-1

27 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度） A-5-4-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

全
コースワーク各担
当教員
各卒論担当指導教
員

コースワークおよびリサーチワーク
1-27

ならびに各リ-
サーチワークに関
する SBOｓ
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
調査研究コースは、コースワークとリサーチワークから構成される。
コースワークは、情報収集、医療の最前線、問題解決をクラスまたはチーム/グループ単位で実施する。リ
サーチワークは卒論配属先で行う。
情報収集では、実務実習における症例検討の際に必要となる基礎知識習得、ならびに調査研究に必要とな
る情報収集法習得のための演習を行う。
医療の最前線では、医療コミュニケーション習得のためのグループワークへの参加、医療の現場で活躍す
る講師の講演を拝聴し指定された書式でプロダクトおよびレポートを作成する。
問題解決では、小グループ学習形式（PBLT）による課題発見解決型の演習を行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
学生は３年生後期に実施されるガイダンスならびに資料に基づき、実験研究コース（主に実験研究を行う）
または調査研究コース（主に演習を中心に行う）を選択する。リサーチワークとして実施する課題研究は、
卒論指導教員と相談して研究テーマを学生ごとに決定する。配属先の具体的な課題ならびに研究テーマは
本学ホームページを参照。
調査研究コースプログラムの概要：
（課題研究に加え、下記のプログラムに参加する）詳細は、別冊資料を参照。
情報収集（5単位）：グループ学習も含めた演習形式の授業により、基礎学力の確認と醸成を行う。実務実
習に臨む直前の時期（５年生第１ターム）には、医療実務分野で必要な専門知識を復習して理解を深める。
リサーチワークで必要となる情報収集法を習得する。
医療の最前線（2単位）：４年生１-２月ならびに５年生第１タームには医療コミュニケーション演習をグ
ループワークで行いプロダクトを作成提出する。医療現場で必要となるコミュニケーション能力を習得す
る。５年生第 7タームには学外の講師による講演（オムニバス形式）を聞き、課題レポートを作成提出す
る。医療の最前線に関連する知識に触れ、自ら調査解析する能力を習得する。
問題解決（１単位）：小人数クラスによる演習を行い、薬学生として求められる知識・技能・態度について
総合的に学ぶ。課題研究に必要となる問題解決能力を修得する。
〔成績評価方法〕
コースワーク　＜試験・レポート・課題を総合して評価する＞
リサーチワーク＜試験・レポート・課題以外の方法で評価する＞
「情報収集」は、演習総括試験の成績によって評価する。
「医療の最前線」は、指定されたプロダクトおよびレポートの提出によって評価する。
「問題解決」は、プロダクトの提出によって評価する。
「リサーチワーク」は、課題研究に関する主査、副査による形成的ルーブリック評価、論文作成と研究発表
状況を基に総合的に判断する。評価項目は、積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・実
験・調査技術、研究成果の到達度、発表の到達度、生涯学習・研究への意欲と力で構成される。
これらを総合し、卒論指導教員が総括的評価を行う。
（コースワーク）
　［項目］　　　［内容］　　　　　　　　　［評価方法］　　　　 　
　先行研究　　　情報収集　　　　　　　　 演習総括試験　　　　　　
　先端研究　　　医療の最前線　　　 　　　プロダクト、レポート　　
　研究立案　　　問題解決（PBLT）　　　　プロダクト　　　　　　　
（リサーチワーク）　　
　［項目］　　　［内容］　　　　　　　［評価方法（ルーブリック）］　　　　　　　　　　
　研究実践 　　　調査研究　　　　積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・
　卒論発表 　　　卒論発表　　　　実験・調査技術、研究成果の到達度、発表の到達度、
　論文作成 　　　論文作成　　　　生涯学習・研究への意欲と力　　　　　　　　　　　　　　
〔オフィスアワー〕
コースワーク：杉浦　宗敏　随時対応する。医薬品安全管理学教室　医療棟 3階　M304号室
リサーチワーク：各卒論担当指導教員　
〔準備学習（予習・復習等）〕
卒論期間は、予習・実践・復習の連続である。4年生から 6年生までこれを継続して繰り返し、高い課題
発見解決能力を醸成すること。
〔学生へのフィードバック〕
適宜、調査・解析した結果の評価を行い、知識、技能、態度についてフィードバックする。　
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医療薬物薬学課題研究（実験研究コース）
Thesis Reserch

第 4・5・6 学年 通年 実習科目 12 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するために、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学
的根拠に基づいて問題点を解決する能力を修得し、それを生涯にわたって高め続ける態度を養う。これに加
え、実験研究コースでは、将来、研究活動に参画できるようになるために、その基本的理念および態度を修
得し、研究課題の達成までの研究プロセスを体験し、研究活動に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。
さらに研究活動を通して、自ら得た成果を世に問う研究の醍醐味を体感する。調査研究コースでは、薬学、
薬剤師、並びに医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展にいかに貢献してきたかを理解するために、医療
を取り巻く代表的な事象について調査し、考察する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。 G-1-1-1
2 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。 G-1-2-1

3 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・
態度） G-1-3-1

4 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度） G-1-4-1
5 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。 G-2-1-1

6 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明
できる。 G-2-2-1

7 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） G-2-3-1

8 研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・
技能） G-3-1-1

9 課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知
識・技能） G-3-2-1

10 研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度） G-3-3-1
11 研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度） G-3-4-1

12 研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができ
る。（知識・技能・態度） G-3-5-1

13 研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能） G-3-6-1
14 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 A-2-4-1

15 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説で
きる。 A-2-4-2

16 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） A-2-4-3

17 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向
け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度） A-5-1-1

18 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問
題点を抽出できる。（技能） A-5-1-2

19 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能） A-5-1-3

20 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやす
く表現できる。（技能） A-5-1-4

21 インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュ
リティに配慮して活用できる。（知識・態度） A-5-1-5

22 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明
できる。 A-5-2-1

23 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づ
ける。（知識・態度） A-5-2-2

24 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

25 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技
能） A-5-3-2

26 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルと
なるように努める。（態度） A-5-4-1

27 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度） A-5-4-2

授業内容
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回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

卒論指導教員
各卒論指導教員との話し合いで、研究テーマを設定し、実
験計画を立てる。教員の指導のもとで実験研究を遂行する。
卒業論文の作成、卒論発表を行う。

1-27

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
１）配属決定：３年次秋に、自己推薦方式ならびに一般方式によって、学生の希望に従い配属先ならびに
実験研究または調査研究コースを決定する。このプロセスは、その後の大学生活を左右する非常に重要な
ステップであり、個々の決断力が求められる。配属決定に係る詳細についてはガイダンス時に詳細な資料
を配布する。
２）３年次～４年次：配属先ごとに定められた活動や、担当教員や先輩たちとのコミュニケーションを通
じ、研究内容や指導方針に触れ、各自の学習のプロセスとゴールのイメージ作りをする。また、基礎的な
技術を習得し、研究活動をスタートする。
３）４年次～５年次：共用試験が終了するころから本格的に研究に専念する。長期実務実習の期間を除き、
十分な時間を使って積極的に研究する。学会活動などにも参加する。
４）６年次：６月～８月の卒論発表ならびに卒論提出に向け、卒論研究の完成に向けて精力的に研究する。
大学指定の書式で要旨を作成、学科ごとに発表会を開催し（分科会）、各個人で卒論を作成、提出する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
指導教員ならびに教室の先輩との交流を通じ、研究に関する考え方、基本的な手法、実験計画の立案、実
施、結果の解釈、から最終的には学会発表に至るまで、それぞれのテーマとペースに応じた個別指導を
行っている。
〔成績評価方法〕
＜試験・レポート・課題以外の方法で評価する＞
課題研究に関する主査、副査による形成的ルーブリック評価、論文作成と研究発表状況を基に総合的に判
断する。評価項目は、積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・実験・調査技術、研究成果
の到達度、発表の到達度、生涯学習・研究への意欲と力で構成される。
これらを総合し、卒論指導教員が総括的評価を行う。
　［項目］　　　　　［内容］　　　　　　　　　　　　　［評価方法（ルーブリック）］　　
　先行研究 　　　　基礎実験・情報収集　　　　
　先端研究 　　　　学内外の学会・研究会参加等　　　　積極性、理解度、計画性・問題発見解
　研究立案 　　　　研究立案　　　　　　　　　　　　　決能力、研究方法・実験・調査技術、
　研究実践 　　　　実験研究　　　　　　　　　　　　　研究成果の到達度、発表の到達度、
　卒論発表 　　　　卒論発表　　　　　　　　　　　　　生涯学習・研究への意欲と力　
　論文作成 　　　　論文作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔教科書〕
各配属先で指定する。
〔参考書〕
各配属先で指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
教室、研究室、センターにて実施する。
〔準備学習（予習・復習等）〕
卒論期間は、予習・実践・復習の連続である。３年後期から６年の秋まで、これを繰り返すことで、高い
課題発見解決能力を醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
適宜、実験結果の解析と評価を行い、知識、技能、態度についてフィードバックする。
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医療薬物薬学課題研究（調査研究コース）
Thesis Reserch

第 4・5・6 学年 通年 実習科目 12 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するために、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学
的根拠に基づいて問題点を解決する能力を修得し、それを生涯にわたって高め続ける態度を養う。これに加
え、調査研究コースでは、薬学、薬剤師、並びに医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展にいかに貢献し
てきたかを理解するために、医療を取り巻く代表的な事象について調査し、考察する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。 G-1-1-1
2 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。 G-1-2-1

3 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・
態度） G-1-3-1

4 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度） G-1-4-1
5 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。 G-2-1-1

6 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明
できる。 G-2-2-1

7 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） G-2-3-1

8 研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・
技能） G-3-1-1

9 課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知
識・技能） G-3-2-1

10 研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度） G-3-3-1
11 研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度） G-3-4-1

12 研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができ
る。（知識・技能・態度） G-3-5-1

13 研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能） G-3-6-1
14 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 A-2-4-1

15 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説で
きる。 A-2-4-2

16 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） A-2-4-3

17 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向
け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度） A-5-1-1

18 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問
題点を抽出できる。（技能） A-5-1-2

19 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能） A-5-1-3

20 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやす
く表現できる。（技能） A-5-1-4

21 インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュ
リティに配慮して活用できる。（知識・態度） A-5-1-5

22 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明
できる。 A-5-2-1

23 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づ
ける。（知識・態度） A-5-2-2

24 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

25 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技
能） A-5-3-2

26 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルと
なるように努める。（態度） A-5-4-1

27 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度） A-5-4-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

全
コースワーク各担
当教員
各卒論担当指導教
員

コースワークおよびリサーチワーク
1-27

ならびに-リサー
チワークに関する

SBOｓ
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
調査研究コースは、コースワークとリサーチワークから構成される。
コースワークは、情報収集、医療の最前線、問題解決をクラスまたはチーム/グループ単位で実施する。リ
サーチワークは卒論配属先で行う。
情報収集では、実務実習における症例検討の際に必要となる基礎知識習得、ならびに調査研究に必要とな
る情報収集法習得のための演習を行う。さらに、実務実習で学んだ症例を利用した問題作成演習もグルー
プ学習による取り入れる。
医療の最前線では、医療コミュニケーション習得のためのグループワークへの参加、医療の現場で活躍す
る講師の講演を拝聴し指定された書式でプロダクトおよびレポートを作成する。
問題解決では、小グループ学習形式（PBLT）による課題発見解決型の演習を行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
学生は３年生後期に実施されるガイダンスならびに資料に基づき、実験研究コース（主に実験研究を行う）
または調査研究コース（主に演習を中心に行う）を選択する。リサーチワークとして実施する課題研究は、
卒論指導教員と相談して研究テーマを学生ごとに決定する。配属先の具体的な課題ならびに研究テーマは
本学ホームページを参照。
調査研究コースプログラムの概要：
（課題研究に加え、下記のプログラムに参加する）詳細は、別冊資料を参照。
情報収集（5単位）：グループ学習も含めた演習形式の授業により、基礎学力の確認と醸成を行う。実務実
習に臨む直前の時期（５年生第１ターム）には、医療実務分野で必要な専門知識を復習して理解を深める。
リサーチワークで必要となる情報収集法を習得する。
医療の最前線（2単位）：４年生１-２月ならびに５年生第１タームには医療コミュニケーション演習をグ
ループワークで行いプロダクトを作成提出する。医療現場で必要となるコミュニケーション能力を習得す
る。５年生第 7タームには学外の講師による講演（オムニバス形式）を聞き、課題レポートを作成提出す
る。医療の最前線に関連する知識に触れ、自ら調査解析する能力を習得する。
問題解決（１単位）：小人数クラスによる演習を行い、薬学生として求められる知識・技能・態度について
総合的に学ぶ。課題研究に必要となる問題解決能力を習得する。
〔成績評価方法〕
コースワーク　＜試験・レポート・課題を総合して評価する＞
リサーチワーク＜試験・レポート・課題以外の方法で評価する＞
「情報収集」は、演習総括試験の成績によって評価する。
「医療の最前線」は、指定されたプロダクトおよびレポートの提出によって評価する。
「問題解決」は、プロダクトの提出によって評価する。
「リサーチワーク」は、課題研究に関する主査、副査による形成的ルーブリック評価、論文作成と研究発表
状況を基に総合的に判断する。評価項目は、積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・実
験・調査技術、研究成果の到達度、発表の到達度、生涯学習・研究への意欲と力で構成される。
これらを総合し、卒論指導教員が総括的評価を行う。
（コースワーク）
　［項目］　　　［内容］　　　　　　　　　［評価方法］　　　　 　
　先行研究　　　情報収集　　　　　　　　 演習総括試験　　　　　　
　先端研究　　　医療の最前線　　　 　　　プロダクト、レポート　　
　研究立案　　　問題解決（PBLT）　　　　プロダクト　　　　　　　
（リサーチワーク）　　
　［項目］　　　［内容］　　　　　　　［評価方法（ルーブリック）］　　　　　　　　　　
　研究実践 　　　調査研究　　　　積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・
　卒論発表 　　　卒論発表　　　　実験・調査技術、研究成果の到達度、発表の到達度、
　論文作成 　　　論文作成　　　　生涯学習・研究への意欲と力　　　　　　　　　　　　　　
〔オフィスアワー〕
コースワーク：杉浦　宗敏　随時対応する。医薬品安全管理学教室　医療棟 3階　M304号室
リサーチワーク：各卒論担当指導教員　
〔準備学習（予習・復習等）〕
卒論期間は、予習・実践・復習の連続である。4年生後期から 6年生までこれを継続して繰り返し、高い
課題発見解決能力を醸成すること。
〔学生へのフィードバック〕
適宜、調査・解析した結果の評価を行い、知識、技能、態度についてフィードバックする。　
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医療衛生薬学課題研究（実験研究コース）
Thesis Reserch

第 4・5・6 学年 通年 実習科目 12 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するために、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学
的根拠に基づいて問題点を解決する能力を修得し、それを生涯にわたって高め続ける態度を養う。これに加
え、実験研究コースでは、将来、研究活動に参画できるようになるために、その基本的理念および態度を修
得し、研究課題の達成までの研究プロセスを体験し、研究活動に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。
さらに研究活動を通して、自ら得た成果を世に問う研究の醍醐味を体感する。調査研究コースでは、薬学、
薬剤師、並びに医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展にいかに貢献してきたかを理解するために、医療
を取り巻く代表的な事象について調査し、考察する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。 G-1-1-1
2 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。 G-1-2-1

3 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・
態度） G-1-3-1

4 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度） G-1-4-1
5 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。 G-2-1-1

6 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明
できる。 G-2-2-1

7 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） G-2-3-1

8 研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・
技能） G-3-1-1

9 課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知
識・技能） G-3-2-1

10 研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度） G-3-3-1
11 研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度） G-3-4-1

12 研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができ
る。（知識・技能・態度） G-3-5-1

13 研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能） G-3-6-1
14 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 A-2-4-1

15 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説で
きる。 A-2-4-2

16 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） A-2-4-3

17 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向
け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度） A-5-1-1

18 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問
題点を抽出できる。（技能） A-5-1-2

19 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能） A-5-1-3

20 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやす
く表現できる。（技能） A-5-1-4

21 インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュ
リティに配慮して活用できる。（知識・態度） A-5-1-5

22 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明
できる。 A-5-2-1

23 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づ
ける。（知識・態度） A-5-2-2

24 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

25 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技
能） A-5-3-2

26 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルと
なるように努める。（態度） A-5-4-1

27 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度） A-5-4-2

授業内容

– 452 –503



回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

卒論指導教員
各卒論指導教員との話し合いで、研究テーマを設定し、実
験計画を立てる。教員の指導のもとで実験研究を遂行する。
卒業論文の作成、卒論発表を行う。

1-27

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
１）配属決定：３年次秋に、自己推薦方式ならびに一般方式によって、学生の希望に従い配属先ならびに
実験研究または調査研究コースを決定する。このプロセスは、その後の大学生活を左右する非常に重要な
ステップであり、個々の決断力が求められる。配属決定に係る詳細についてはガイダンス時に詳細な資料
を配布する。
２）３年次～４年次：配属先ごとに定められた活動や、担当教員や先輩たちとのコミュニケーションを通
じ、研究内容や指導方針に触れ、各自の学習のプロセスとゴールのイメージ作りをする。また、基礎的な
技術を習得し、研究活動をスタートする。
３）４年次～５年次：共用試験が終了するころから本格的に研究に専念する。長期実務実習の期間を除き、
十分な時間を使って積極的に研究する。学会活動などにも参加する。
４）６年次：６月～８月の卒論発表ならびに卒論提出に向け、卒論研究の完成に向けて精力的に研究する。
大学指定の書式で要旨を作成、学科ごとに発表会を開催し（分科会）、各個人で卒論を作成、提出する。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
指導教員ならびに教室の先輩との交流を通じ、研究に関する考え方、基本的な手法、実験計画の立案、実
施、結果の解釈、から最終的には学会発表に至るまで、それぞれのテーマとペースに応じた個別指導を
行っている。
〔成績評価方法〕
＜試験・レポート・課題以外の方法で評価する＞
課題研究に関する主査、副査による形成的ルーブリック評価、論文作成と研究発表状況を基に総合的に判
断する。評価項目は、積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・実験・調査技術、研究成果
の到達度、発表の到達度、生涯学習・研究への意欲と力で構成される。
これらを総合し、卒論指導教員が総括的評価を行う。
　［項目］　　　　　［内容］　　　　　　　　　　　　　［評価方法（ルーブリック）］　　
　先行研究 　　　　基礎実験・情報収集　　　　
　先端研究 　　　　学内外の学会・研究会参加等　　　　積極性、理解度、計画性・問題発見解
　研究立案 　　　　研究立案　　　　　　　　　　　　　決能力、研究方法・実験・調査技術、
　研究実践 　　　　実験研究　　　　　　　　　　　　　研究成果の到達度、発表の到達度、
　卒論発表 　　　　卒論発表　　　　　　　　　　　　　生涯学習・研究への意欲と力　
　論文作成 　　　　論文作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔教科書〕
各配属先で指定する。
〔参考書〕
各配属先で指定する。
〔オフィスアワー〕
各配属先の指示に従う。
〔所属教室〕
教室、研究室、センターにて実施する。
〔準備学習（予習・復習等）〕
卒論期間は、予習・実践・復習の連続である。３年後期から６年の秋まで、これを繰り返すことで、高い
課題発見解決能力を醸成する。
〔学生へのフィードバック〕
適宜、実験結果の解析と評価を行い、知識、技能、態度についてフィードバックする。
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医療衛生薬学課題研究（調査研究コース）
Thesis Reserch

第 4・5・6 学年 通年 実習科目 12 単位

卒論指導教員

学 習 目 標
(GIO)

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するために、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学
的根拠に基づいて問題点を解決する能力を修得し、それを生涯にわたって高め続ける態度を養う。これに加
え、調査研究コースでは、薬学、薬剤師、並びに医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展にいかに貢献し
てきたかを理解するために、医療を取り巻く代表的な事象について調査し、考察する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。 G-1-1-1
2 研究には自立性と独創性が求められていることを知る。 G-1-2-1

3 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・
態度） G-1-3-1

4 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度） G-1-4-1
5 自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。 G-2-1-1

6 研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明
できる。 G-2-2-1

7 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） G-2-3-1

8 研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・
技能） G-3-1-1

9 課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知
識・技能） G-3-2-1

10 研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度） G-3-3-1
11 研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度） G-3-4-1

12 研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができ
る。（知識・技能・態度） G-3-5-1

13 研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能） G-3-6-1
14 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 A-2-4-1

15 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説で
きる。 A-2-4-2

16 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。
（態度） A-2-4-3

17 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向
け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。（態度） A-5-1-1

18 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問
題点を抽出できる。（技能） A-5-1-2

19 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能） A-5-1-3

20 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやす
く表現できる。（技能） A-5-1-4

21 インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュ
リティに配慮して活用できる。（知識・態度） A-5-1-5

22 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明
できる。 A-5-2-1

23 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づ
ける。（知識・態度） A-5-2-2

24 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

25 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技
能） A-5-3-2

26 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルと
なるように努める。（態度） A-5-4-1

27 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度） A-5-4-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

全
コースワーク各担
当教員
各卒論担当指導教
員

コースワークおよびリサーチワーク
1-27

ならびに各リサー
チワークに関する

SBOｓ
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〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
調査研究コースは、コースワークとリサーチワークから構成される。
コースワークは、情報収集、医療の最前線、問題解決をクラスまたはチーム/グループ単位で実施する。リ
サーチワークは卒論配属先で行う。
情報収集では、実務実習における症例検討の際に必要となる基礎知識習得、ならびに調査研究に必要とな
る情報収集法習得のための演習を行う。
医療の最前線では、医療コミュニケーション習得のためのグループワークへの参加、医療の現場で活躍す
る講師の講演を拝聴し指定された書式でプロダクトおよびレポートを作成する。
問題解決では、小グループ学習形式（PBLT）による課題発見解決型の演習を行う。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
学生は３年生後期に実施されるガイダンスならびに資料に基づき、実験研究コース（主に実験研究を行う）
または調査研究コース（主に演習を中心に行う）を選択する。リサーチワークとして実施する課題研究は、
卒論指導教員と相談して研究テーマを学生ごとに決定する。配属先の具体的な課題ならびに研究テーマは
本学ホームページを参照。
調査研究コースプログラムの概要：
（課題研究に加え、下記のプログラムに参加する）詳細は、別冊資料を参照。
情報収集（5単位）：グループ学習も含めた演習形式の授業により、基礎学力の確認と醸成を行う。実務実
習に臨む直前の時期（５年生第１ターム）には、医療実務分野で必要な専門知識を復習して理解を深める。
リサーチワークで必要となる情報収集法を習得する。
医療の最前線（2単位）：４年生１-２月ならびに５年生第１タームには医療コミュニケーション演習をグ
ループワークで行いプロダクトを作成提出する。医療現場で必要となるコミュニケーション能力を習得す
る。５年生第５タームには学外の講師による講演（オムニバス形式）を聞き、課題レポートを作成提出す
る。医療の最前線に関連する知識に触れ、自ら調査解析する能力を習得する。
問題解決（１単位）：小人数クラスによる演習を行い、薬学生として求められる知識・技能・態度について
総合的に学ぶ。課題研究に必要となる問題解決能力を習得する。
〔成績評価方法〕
コースワーク　＜試験・レポート・課題を総合して評価する＞
リサーチワーク＜試験・レポート・課題以外の方法で評価する＞
「情報収集」は、演習総括試験の成績によって評価する。
「医療の最前線」は、指定されたプロダクトおよびレポートの提出によって評価する。
「問題解決」は、プロダクトの提出によって評価する。
「リサーチワーク」は、課題研究に関する主査、副査による形成的ルーブリック評価、論文作成と研究発表
状況を基に総合的に判断する。評価項目は、積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・実
験・調査技術、研究成果の到達度、発表の到達度、生涯学習・研究への意欲と力で構成される。
これらを総合し、卒論指導教員が総括的評価を行う。
（コースワーク）
　［項目］　　　［内容］　　　　　　　　　［評価方法］　　　　 　
　先行研究　　　情報収集　　　　　　　　 演習総括試験　　　　　　
　先端研究　　　医療の最前線　　　 　　　プロダクト、レポート　　
　研究立案　　　問題解決（PBLT）　　　　プロダクト　　　　　　　
（リサーチワーク）　　
　［項目］　　　［内容］　　　　　　　［評価方法（ルーブリック）］　　　　　　　　　　
　研究実践 　　　調査研究　　　　積極性、理解度、計画性・問題発見解決能力、研究方法・
　卒論発表 　　　卒論発表　　　　実験・調査技術、研究成果の到達度、発表の到達度、
　論文作成 　　　論文作成　　　　生涯学習・研究への意欲と力　　　　　　　　　　　　　　
〔オフィスアワー〕
コースワーク：杉浦　宗敏　随時対応する。医薬品安全管理学教室　医療棟 3階　M304号室
リサーチワーク：各卒論担当指導教員　
〔準備学習（予習・復習等）〕
卒論期間は、予習・実践・復習の連続である。4年生後期から 6年生までこれを継続して繰り返し、高い
課題発見解決能力を醸成すること。
〔学生へのフィードバック〕
適宜、調査・解析した結果の評価を行い、知識、技能、態度についてフィードバックする。　

– 455 –506



基礎分析化学集中講義
Intensive Class in Basic Analytical Chemistry

第 1 学年 前期 自由科目 0.5 単位

小谷　明

吉田　君成

山本　法央

町田　晃一

学 習 目 標
(GIO)

薬の専門家として医療に関わるには、薬物や生体成分の量あるいは濃度に関する取り扱いを的確に行い、適
正に表現する能力が不可欠となる。この基盤を入学早期で身につけ、分析化学系科目を修得するための導入
として、基本的な計算の仕組みと関連の基礎知識を集中的に学修する。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 原子量、分子量を説明できる。 X-5-1-2
2 溶液の濃度計算ができる。 X-5-3-1

3 大きな数や小さな数を SI接頭語、べき、および対数を使い、的確に表す
ことができる。 X-7-1-1

4 溶液の pHを計算できる。 C2-2-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1～4 小谷・吉田・山本・
町田

物質を構成する原子と分子について
化学物質の量や濃度とその単位について 1, 3

5～7 〃 溶液の濃度とその表し方、溶液の調製方法について
水溶液中の水素イオン濃度とその表し方について 2, 3, 4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
小テストを行い、問題を解くことを通じて理解を深めるようにしている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
小テストによって個人の一般化学の修得度合いを評価し、未合格者には理解できるまで個別の指導を行う。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題により評価する＞
1) 形成的評価
　 a) 知識：　本講義の開講期間内に各回の小テストの合格点に達したら、その回の講義を合格とする。未
合格者は、後日または直後に行う再小テストおよび個別指導を受け、再小テストの合格点に達したら、合
格とする。
2) 総括的評価
　 a) 知識：　講義すべての合格をもって、評価する（100%）。
　
〔教科書〕
なるほど分析化学-数字となかよくする本（楠文代／渋澤庸一 編集　廣川書店）
〔参考書〕
高校の時に使用していた教科書および参考書等
〔オフィスアワー〕
いつでも可。ただし、要予約。
〔所属教室〕
小谷　明　　　分析化学教室　研究 4号館 5階　 4505室
吉田　君成　　薬学教育推進センター　教育 2号館 1階　 2109室
山本　法央　　分析化学教室　研究 4号館 5階　 4503室
町田　晃一　　分析化学教室　研究 4号館 5階　 4503室
〔準備学習（予習・復習等）〕
ガイダンス資料で案内した授業内容の範囲を予習して講義に臨んで下さい。教科書、ノート、小テストを
活用して復習を必ず行なって下さい。授業ごとに予習と復習を各々 70分以上行うこと。
〔学生へのフィードバック〕
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小テストの結果を講義中にフィードバックしている。さらに、再小テストの対象者には、自身の答案を利
用した個別指導とフィードバックを行っている。
〔教員からの一言〕
1年必修科目である『化学平衡論』『分析化学』の基礎中の基礎の内容です。溶液の濃度に関する計算（高
校の化学基礎の範囲：原子・分子・式量，物質量，溶液の濃度，酸と塩基）が苦手な方は、是非受講してく
ださい。
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基礎物理学集中講義
Intensive Class in Basic Physics

第 1 学年 前期 自由科目 0.5 単位

横島　智

学 習 目 標
(GIO)

高校で物理を十分に勉強してこなかった学生や、物理に苦手意識を持つ学生を対象として、物理学や関係す
る専門科目である物理化学、分析化学、有機化学、無機化学、物理薬剤学などの内容を学んでいくために必
要な知識を習得し、物理特有の考え方を身につけ、さらに将来にわたって自分で勉強できるようになるため
に必要な学習法を身につけることを目標とする。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 物理量の基本単位の定義を説明できる。 X-4-1-1
2 SI単位について説明できる。 X-4-1-2
3 基本単位を組み合わせた組み立て単位を説明できる。 X-4-1-3
4 物理量として、スカラー量とベクトル量を区別できる。 X-4-1-4
5 有効数字を考慮した計算ができる。 X-7-1-2

6 力、質量、位置、速度、加速度、時間、仕事の関係を、運動の法則に基づ
き、式やグラフを用いて説明できる。 X-4-2-1

7 円運動、単振動を数式を用いて説明できる。 X-4-2-2

8 仕事、エネルギー、運動量、角運動量とはどのようなものか、例をあげな
がら説明できる。 X-4-2-3, X-4-3-1

9 保存則について説明できる。 X-4-3-2

10 気体についてのボイル、シャルル、ボイル・シャルルの諸法則について説
明できる。 T-1

11 理想気体の状態方程式を使って、圧力、体積、温度の関係を計算できる。 T-1

12 微視的な分子運動の視点から、気体の温度、圧力、エネルギーについて説
明できる。 C1-2-1-2

13 光、音、電磁波などが波であることを理解し、波の性質を表す物理量につ
いて説明できる。 X-4-4-1

14 波を特徴づける量を理解し、グラフ等から読み取ることができる。 X-4-4-1
15 電荷間に働くクーロンの法則について説明できる。 C1-1-2-2
16 電場、磁場、光について説明できる。 X-4-7-1
17 ローレンツ力について説明できる。 X-4-7-2
18 光の粒子性と波動性について概説できる。 X-4-8-2
19 電子の粒子性と波動性について概説できる。 X-4-8-3
20 原子の軌道を説明できる。 X-5-1-3
21 エネルギーの量子化について説明できる。 C1-2-1-3
22 分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。 C1-1-1-2
23 共役の概念を説明できる。 C1-1-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1 横島 単位、スカラーとベクトル、有効数字、物体の運動と運動
の３法則、落下運動と力 1,2,3,4,5,6,15,17

2 〃 波の性質 13,14

3 〃 円運動、単振動、角運動量 7
4 〃 仕事、エネルギー、運動量 8,9

5 〃 理想気体の状態方程式、気体の分子運動と温度、圧力、エ
ネルギー 10,11,12

6 〃 電場、磁場、光 15,16,17,18

7 〃 電子の性質と水素原子の軌道 19,20

8 〃 エネルギーの量子化、分子軌道 21,22,23

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
コンピューター (WebClass)を使って様々な問題を出し、取り組んでもらう。
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〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
簡単な実験が可能なものについてはデモをおこない、そうでないものについては、動画などを使って、物
理現象を直感的に理解できるようにする。
〔成績評価方法〕
＜試験により評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:小テスト
c) 態度:受講態度（授業の出席）
2) 総括的評価
a) 知識:授業内テスト (100%)により評価する。
〔教科書〕
薬学のための物理学（宇野正宏著　愛智出版）
〔参考書〕
高校の時に使用していた教科書および参考書等
〔オフィスアワー〕
いつでも可。
〔所属教室〕
薬学教育推進センター （教育 2号館 1階 2109室）
普段、教育 3号館 2階の 3205室にいます。
〔準備学習（予習・復習等）〕
基本的に、すべて出席すること。やむを得ず病気等で欠席する場合は、予め教員に連絡して指示に従って
下さい。また、WebClassに授業で使うスライドを載せますので、復習のために活用して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
適宜小テストをおこない、間違えやすい点や、身についていない点などについて、学生ごとにフィード
バックしていく。
〔教員からの一言〕
物理学のなかでもつまづきやすい、エネルギーと波が分かるようになるために、その部分に力を入れた構
成になっています。物理学で分からなかった疑問点を思い出してからこの授業を受けると、とても分かり
やすいと思います。物理化学、分析化学、有機化学、無機化学などを学ぶ上での前提知識になりますので、
しっかりとものにしてください。
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化学入門演習
Introductory Seminar in Chemistry

第 1 学年 前期 自由科目 0.5 単位

古石　裕治　

吉田　君成　

学 習 目 標
(GIO)

「有機化学・無機化学」の学力は薬学を学ぶために必須であり、生体分子・医薬品を化学で理解するための
基盤になります。特に初年次前期に学修する「基礎化学」と「無機化学」は、その礎となる大変重要な内容
を含んでおり、確実に修得することが求められます。本演習では、必修科目である「基礎化学」・「無機化学」
の履修をサポートするために、重要なポイントを演習形式の授業で学ぶことを目標とします。初学者が感じ
やすい「化学の難しさ」に対して、平易に論理的な考え方を示して基礎学力を醸成します。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 化学結合の様式について説明できる。 C1-1-1-1
2 分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。 C1-1-1-2
3 共役や共鳴の概念を説明できる。 C1-1-1-3
4 代表的な化合物を IUPAC 規則に基づいて命名することができる。 C3-1-1-1
5 基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。 C3-1-1-3
6 有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。 C3-1-1-4
7 ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。 C3-1-1-5
8 代表的な無機酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。 C3-5-1-2
9 官能基が及ぼす電子効果について概説できる。 C3-3-6-1

10 アルコール、フェノール、カルボン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説
明できる。 C3-3-7-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
１ 古石 化学結合の基礎１：混成軌道と結合角 1, 2, 4

２ 〃 化学結合の基礎２：極性共有結合 1, 2, 4, 9

３ 〃 共鳴理論の基礎 3, 4

４ 〃 酸・塩基理論の基礎 3, 4, 7, 10

５ 吉田 分子間相互作用 1, 3, 5, 6, 9

６ 〃 化学結合の発展１：配位結合理論 1～3, 5～9
７ 〃 化学結合の発展２：配位結合理論で考える金属錯体 1～3, 5～9

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
WebClass 上でミニテスト等の形式で演習問題を与え、理解度を自身で確認できるように指導します。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
必修科目である基礎化学・無機化学との連携を重視して、特に理解不足の陥りやすい項目に焦点をあて
ます。
〔成績評価方法〕
1）形成的評価
知識：WebClass 上での確認テストなどを行います。ただしこれは、学生本人が自分の学習状況を振り返
るためのものとして行います。
2）総括的評価
知識：総合演習の結果（100%）にて評価します。
〔教科書〕
マクマリー有機化学　第 9版上巻、中巻及び下巻（J. McMurry 著　伊東ら 訳　東京化学同人）
ベーシック薬学教科書シリーズ４　無機化学（青木 伸 編　化学同人）第 1版　第 11刷
〔参考書〕
化合物命名法-IUPAC勧告に準拠-（日本化学会　命名法専門委員会編　東京化学同人）
電子の動きでみる有機反応のしくみ（奥山 格、杉村 高志 著　東京化学同人）
困ったときの有機化学（D. R. クライン 著　竹内 敬人、山口 和夫 訳　化学同人）
〔オフィスアワー〕
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古石：いつでも可　　薬学教育推進センター　　教育２号館１階 2109
　　メールでも質問を受け付けます：kosekiy@toyaku.ac.jp
吉田：いつでも可　　薬学教育推進センター　　教育２号館１階 2109
　　メールでも質問を受け付けます：kyoshida@toyaku.ac.jp

〔所属教室〕
古石　裕治　　薬学教育推進センター
吉田　君成　　薬学教育推進センター
〔準備学習（予習・復習等）〕
講義は非同期型オンライン授業の形式で行いますが、シラバスで講義内容を確認した上で講義 1コマに対
して最低でも 30分程度は予習を行うことを提案します。具体的には、必修科目である基礎化学・無機化学
の講義で、理解不足に陥っている部分をあらかじめ自分で探し出して下さい。その理解できていない部分
を、この講義で克服することを目指して下さい。
〔学生へのフィードバック〕
WebClass によるオンライン授業が中心となりますが、授業各回において、前回の授業内容のポイントを
再度伝えて確認し、質疑応答を通してフィードバックを行います。
〔教員からの一言〕
高校で学んできた化学に比較して大学の化学では、知識として覚える学習に依存するよりも、「考えて理解
する学習」が効果的です。ここで培われる思考力は、他の薬学専門科目の勉強にも大変役立ちますので、
地道な努力を重ねて下さい。
〔備考〕
本科目は自由科目であり、希望者は WebClass 上で自由に受講できます。
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化学系基礎演習
Seminar in General Chemistry

第 1 学年 前期 自由科目 0.5 単位

古石　裕治

吉田　君成

学 習 目 標
(GIO)

物質の物理的性質、化学的性質を理解するために、物質を構成する原子・分子の構造、および化学結合に関
する基本事項を修得します。さらに、酸塩基についての基本的な知識を身につけます。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード
1 原子、分子、イオンの基本的構造について説明できる。 X-5-1-1
2 原子の電子配置について説明できる。 X-5-1-3
3 化学結合の様式について説明できる。 C1-1-1-1
4 基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。 C3-1-1-3
5 共役や共鳴の概念を説明できる。 C1-1-1-3
6 有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。 C3-1-1-4

7 周期表に基づいて原子の諸性質（イオン化エネルギー、電気陰性度など）
を説明できる。 X-5-1-4

8 酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標を説明できる。 X-5-3-4
9 ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。 C3-1-1-5

10 酸解離定数や塩基解離定数に基づいて、酸や塩基、またはこれらの塩の
水溶液や緩衝液の液性を理解し、pH を計算することができる。 C2-2-1-1～2, C2-2-1-4

11 軌道の混成について説明できる。 C1-1-1-2

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

１ 古石
第 1テーマ：共鳴・構造式（第 1回）
（キーワード）ルイス構造式の描き方、ケクレ構造式の描き
方、オクテット則、形式電荷、不飽和結合の共鳴

1～6

2 〃 第 1テーマ：共鳴・構造式（第 2回） 1～6

3 吉田
第 2テーマ：原子の性質を理解する（第 1回）
（キーワード）水素以外の原子の電子配置、核電荷の遮へい、
最外殻電子に届く有効核電荷、スレーターの規則

1, 2

4 〃
第 2テーマ：原子の性質を理解する（第 2回）
（キーワード）最外殻エネルギー準位と原子の性質、原子の
大きさ、イオン化エネルギー、電子親和力、電気陰性度

1, 2, 7

5 古石
第 3テーマ：酸塩基（第 1回）
（キーワード）酸及びその共役塩基、共鳴による共役塩基の
安定化、共役塩基の安定性と酸解離平衡の傾き

5～10

6 〃
第 3テーマ：酸塩基（第 2回）
（キーワード）塩基及びその共役酸、共鳴による共役酸の安
定化、共役酸の安定性と塩基解離平衡の傾き、塩基性度の
強さ

5～10

7 吉田
第 4テーマ：様々な結合（第 1回）
（キーワード）静電相互作用、イオン-双極子相互作用、双極
子-双極子相互作用、水素結合、疎水性相互作用、電荷移動
相互作用

3, 4, 7

8 〃
第 4テーマ：様々な結合（第 2回）
（キーワード）ルイス酸とルイス塩基の結合（配位結合）、ル
イス酸とルイス塩基の相性、硬さと軟らかさ、金属錯体

1～4, 7, 11

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
大学入学後に学んだ様々な化学関連の項目に関して、学生の理解不足を補うための復習と課題演習を行う
ことで、学生の積極的な学習を促します。また、WebClass に講義資料を掲載し、予習・復習が容易に行え
る環境を整え、学生の自学習とこれによる理解を促します。オフィスアワー、学習相談も原則常時受け付
けていて、学生の自学習を補佐しています。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
あらかじめ重要なキーワードを提示し、学習目標を明確に学生に伝えます。授業はオンライン授業の形式
で行い、授業に関する質問はメールでも受け付け、学生が疑問を解消するのを補佐します。
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〔成績評価方法〕
1) 形成的評価
知識:テーマごとに WebClass 上でミニテストを行い、これについて解説を掲載して学生に理解を促すと同
時に、学生に自分の理解度を自覚してもらいます。学生が自らの形成的評価を行うという「学生参加型形
成的評価」を行うことで、その場で各自がこれからの学習の指標を立てられるようにしています。
2) 総括的評価
知識:Webテストの取り組み状況（解答状況、及びその成績）により評価を行います。ミニテスト提出状況
(60％)、ミニテストの解答内容（40％）
〔教科書〕
ベーシック薬学教科書シリーズ４　無機化学（青木 伸 編　化学同人）第 1版　第 11刷
〔参考書〕
マクマリー有機化学第 9版（上）
〔オフィスアワー〕
古石　裕治：いつでも可　薬学教育推進センター　教育２号館１階 2109
　　メールでも質問を受け付けます：kosekiy@toyaku.ac.jp
吉田　君成：いつでも可　薬学教育推進センター　教育２号館１階 2109
　　メールでも質問を受け付けます：kyoshida@toyaku.ac.jp

〔所属教室〕
古石　裕治　薬学教育推進センター
吉田　君成　薬学教育推進センター
〔準備学習（予習・復習等）〕
学生が大学入学後、または高校で既に学んでいることからテーマを選び、講義を行います。学生は各自、
予告しているテーマとそのキーワードについて、高校時代及び大学入学後に学習した内容を復習してから、
本科目の講義を受けてください。必要であれば、高校化学の教科書や資料集も読み直してください。こう
したことが本科目では予習となります。予習・復習をしていても内容が良くわからない、というときには
学習相談を受け付けます。教育 2号館１階の２１０９室まで来てください。古石か吉田の、そのときにい
る方が対応します。
〔学生へのフィードバック〕
よくある質問に関しては、周知した方が良いと判断した場合には講義内で説明を行ったり、説明のための
追加資料を WebClass に掲載することがあります。
〔教員からの一言〕
大学入学直後の、化学系科目のつまづきを防ぐためにできるだけ分かりやすい講義を行うように努めます。
化学は苦手だな、という学生さんも、化学の基本を見直すちょうど良い機会だと思って積極的に取り組ん
でください。
〔備考〕
本科目は自由科目ですが、原則として全員履修してください。特に、大学の化学を学ぶための基礎ができ
ていないという自覚がある方（高校化学に苦手意識がある方）は、極力本科目を履修して下さい。4つの
テーマを取り上げて、各テーマについて 2コマずつ講義を行います。
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アドバンスゼミナール III（UCSF）
Advanced Seminar III

第 3 学年 後期 自由科目 1 単位

カリフォルニア大学サンフランシスコ校 (UCSF) の薬学部からの客員教員

学 習 目 標
(GIO)

薬剤師は、薬学部において習得する知識及び技能を基礎として、臨床の場において本格的な薬物治療に参画
できる能力が要求される。本演習では、いち早く医療薬学教育を導入したカリフォルニア大学サンフランシ
スコ校（UCSF）薬学部の教員によって実施される。この演習では、薬学を学ぶ学生の国際的視野を広げる
とともに、薬物治療の基礎に関する講義及び討論を通じて、将来医療チームの一員として、適切な薬物療法
を検討・支援する能力を養うことを目的としている。演習は、受講した学生が 5年次における米国での薬学
研修に参加することも視野に入れ、全て英語で行われる。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 薬剤師としての使命感を身につけ、医療人としてふさわしい態度で行動
する。 A-1-1-1～4

2 薬剤師が果たすべき役割を自覚する。 A-1-2-1～3, A-1-2-6

3 多職種連携の必要性を理解し、その意義を説明できる。 A-4-1-1, A-4-2-1, A-4-
3-1

4 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向
け、自ら課題を見出し、解決に向けて努力する。 A-5-1-1

5 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明で
きる。 A-5-3-1

6 米国の医療、福祉、介護の制度について、日本と比較しながら説明で
きる。 B-3-1-1～2, B-3-1-4～5

7 国際的な医薬品市場の動向について説明できる。 B-3-2-1, B-3-2-3～4

8 米国における薬剤師の活動分野について、日本と比較しながら説明で
きる。

B-4-1-4, B-4-1-6, B-4-
2-2, B-4-2-4～5

9 専門的に対応する薬剤師の薬物療法を体験する。
F-3-1-1～7, F-3-2-1～6,
F-3-3-1～14, F-3-4-1～
13

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1-4

カリフォルニア大
学サンフランシス
コ校 (UCSF)の薬
学部からの客員教
員　各 1名
Moderatorとして
本学教員各 1名

イントロダクション
米国における薬剤師業務の概要 1-9

5-7

カリフォルニア大
学サンフランシス
コ校 (UCSF)の薬
学部からの客員教
員　各 1名
Moderatorとして
本学教員各 1名

チーム医療における薬剤師の役割 1、2、3、4、5、9

8-10

カリフォルニア大
学サンフランシス
コ校 (UCSF)の薬
学部からの客員教
員　各 1名
Moderatorとして
本学教員各 1名

米国における専門薬剤師の現状 1、2、3、4、5、9

11-13

カリフォルニア大
学サンフランシス
コ校 (UCSF)の薬
学部からの客員教
員　各 1名
Moderatorとして
本学教員各 1名

日米間における病院・薬局薬剤師の業務の違いと特徴 1、2、3、4、5、
6、8

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕

– 464 –515



・ゼミナール終了時に、日米間における薬剤師業務の違いに関するレポート（感想文）の提出を行う
・講義は教員とのディスカッションを中心に進行されるため、受講者には積極的な発言・参加姿勢を期待
する
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:講義のまとめと感想を提出してもらう。
b) 技能:ロールプレイについて学ぶ。
c) 態度:受講態度（出席状況等）により評価。
2) 総括的評価
a) 知識（10%）:討議・発表により総合的に評価。
b) 技能（10%）:ロールプレイを実践する。
c) 態度（60%）:受講態度（出席状況等）により評価。
d) パフォーマンス（20％）:受講後の到達度（授業への参加、プレゼンテーション能力・コミュニケーショ
ン能力など）を評価するために、ルーブリック評価表を用いて学生自身で評価をしてもらう。
〔オフィスアワー〕
講義の終了後
〔準備学習（予習・復習等）〕
英語の聞く、読む、書く力をできるだけつけるようにして下さい
〔学生へのフィードバック〕
講義終了後気軽に担当教員に質問して下さい
〔備考〕
新型コロナ感染症の状況を鑑みて、中止することがある

– 465 –516



アドバンスゼミナールV（USC・米国臨床薬学研修）
Advanced Seminar V

第 5 学年 後期 自由科目 1 単位

南カリフォルニア大学 (USC) 薬学部

東京薬科大学 薬学部国際交流運営委員会

東京薬科大学 国際交流センター

学 習 目 標
(GIO)

本プログラムは、東京薬科大学　薬学部５年生を対象にした臨床薬学研修プログラムである。
本学の協定校である University of Southern California（USC）を２週間訪問し、米国の薬学教育及び薬剤
師がどのように活躍しているのかを全て英語で実地体験・学習するものとなっている。現地では USC 教員
による講義や地域の薬局見学、医療施設見学が実施され、全て英語で受講することとなる。
米国における薬剤師は社会的にも高い評価を得た職業であり、技術・技能も最先端のものである。また、職
能・職域においても日本とは大きく異なっており、米国社会においては大きな信頼を得た医療職となる。本
研修を通じて視野の広い医療人としてのマインドを養成し、優れた医療の担い手となる礎を築く。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 世界の福祉に貢献する医療人としてのマインドを養う。 A-1-1-1～3, A-1-2-8, A-
1-4-4, A-5-1-1

2 異なる環境下で能力を発揮するための積極性を身につける。 A-1-1-4～7, A-5-1-1

3 国際社会における多様性に触れることにより医療人としての倫理観を身
につける。

A-1-1-1～3, A-1-1-5～
7, A-3-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1-2 USC イントロダクション 1,2,3

3-18 USC
米国における薬剤師業務の概要、
日米間における病院・薬局薬剤師の業務の違いと特徴、
米国の医療機関訪問

1,2,3

19 東京薬科大学 国
際交流運営委員会 研修成果発表 1,2,3

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・教員と学生間のディスカッションを主として授業を進行し、受講者が各自意見を述べる機会を設ける。
・研修終了後に報告書を提出させる。
・東京薬科大学内で成果発表する機会を設ける。（ポスター発表、成果報告会等）
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
・研修時にはディスカッションが多く行われ、各自が思考して意見を述べなければならない環境としてい
る。
・研修参加者同士で授業の不明点等を話し合う機会を設ける。
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:研修報告書を提出してもらう。
b) 技能:ロールプレイについて学ぶ。
c) 態度:受講態度（出席状況等）により評価。
2) 総括的評価
a) 知識（20%）:討議・発表により総合的に評価。
c) 態度（60%）:受講態度（出席状況等）により評価。
d) パフォーマンス（20%）:成果発表を行う。
〔オフィスアワー〕
国際交流センター（教育 1号館 2階）
月-金：8：45-12：00、13：00-17：00
※祝日は閉室となります。
〔準備学習（予習・復習等）〕
・薬学に関する基礎的な英語について理解しておいてください。
・事前に日米間の薬剤師の役割の違いについて学習し、現地講義に対して円滑な導入が出来るよう備えて
ください。

– 466 –517



〔学生へのフィードバック〕
USC研修には本学教員も同行し、授業態度等について現地指導を行う。
〔備考〕
新型コロナ感染症の状況を鑑みて、中止することがある

– 467 –518



アドバンスゼミナールV（UCSF・米国臨床薬学研修）
Advanced Seminar V

第 5 学年 後期 自由科目 1 単位

カリフォルニア大学サンフランシスコ校 (UCSF) 薬学部

東京薬科大学 薬学部国際交流運営委員会

東京薬科大学 国際交流センター

学 習 目 標
(GIO)

本プログラムは、東京薬科大学　薬学部５年生を対象にした臨床薬学研修プログラムである。
本学の協定校である University of California, San Fran Cisco（UCSF）を２週間訪問し、米国の薬学教育
及び薬剤師がどのように活躍しているのかを全て英語で実地体験・学習するものとなっている。
現地研修では UCSF附属の病院や地域薬局を訪問し、日米の薬剤師職能の差異を学ぶことができる。特に病
院研修では、現地の病院研修生（レジデント）と１対１で英語によるコミュニケーションをとりながら、二
日間病院の各部署を巡る実践的な内容となっている。また、UCSFの現役教員による講義も行われ、世界で
も最先端の医療情報が全て英語にて提供される。
米国における薬剤師は社会的にも高い評価を得た職業であり、技術・技能も最先端のものである。また、職
能・職域においても日本とは大きく異なっており、米国社会においては大きな信頼を得た医療職となる。本
研修を通じて視野の広い医療人としてのマインドを養成し、優れた医療の担い手となる礎を築く。

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 世界の福祉に貢献する医療人としてのマインドを養う。 A-1-1-1～3, A-1-2-8, A-
1-4-4, A-5-1-1

2 異なる環境下で能力を発揮するための積極性を身につける。 A-1-1-4～7, A-5-1-1

3 国際社会における多様性に触れることにより医療人としての倫理観を身
につける。

A-1-1-1～3, A-1-1-5～
7, A-3-1-3

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）
1-2 UCSF イントロダクション 1,2,3

3-18 UCSF
米国における薬剤師業務の概要、
日米間における病院・薬局薬剤師の業務の違いと特徴、
米国の医療機関訪問

1,2,3

19 東京薬科大学 国
際交流運営院会 研修成果発表 1,2,3

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・教員と学生間のディスカッションを主として授業を進行し、受講者が各自意見を述べる機会を設ける。
・研修終了後に報告書を提出させる。
・東京薬科大学内で成果発表する機会を設ける。（ポスター発表、成果報告会等）
〔成績評価方法〕
＜レポート・課題とそれ以外の方法で評価する＞
1) 形成的評価
a) 知識:研修報告書を提出してもらう。
b) 技能:ロールプレイについて学ぶ。
c) 態度:受講態度（出席状況等）により評価。
2) 総括的評価
a) 知識（20%）:討議・発表により総合的に評価。
c) 態度（60%）:受講態度（出席状況等）により評価。
d) パフォーマンス（20%）:成果発表を行う。
〔オフィスアワー〕
国際交流センター（教育 1号館 2階）
月-金：8：45-12：00、13：00-17：00
※祝日は閉室となります。
〔準備学習（予習・復習等）〕
・薬学に関する基礎的な英語について理解しておいてください。
・事前に日米間の薬剤師の役割の違いについて学習し、現地講義に対して円滑な導入が出来るよう備えて
ください。

– 468 –519



〔学生へのフィードバック〕
UCSF研修には本学教員も同行し、授業態度等について現地指導を行う。
〔備考〕
新型コロナ感染症の状況を鑑みて、中止することがある

– 469 –520



インターンシップ
Internship

第 3・4・5 学年 前期・後期 自由科目 1 単位

益山光一

学 習 目 標
(GIO)

私たちは薬学を学んで卒業し、社会に役に立ついろいろな職業に就く事ができる。人に聞いたり自分で思い
描いている職業を、実際に体験してより正しく理解することが、これから一生の職業を選ぶ場合に、たいへ
ん重要なことである。限られたチャンスしかないが、いろいろな職場で、実際に仕事をしている人にその仕
事について教えていただき、今後の就職活動に大いに役立てて欲しいと思う。本学のインターンシップの目
的は次の通りである。 1⃝　職業意識、就業意識の促進、 2⃝　業種、職種、企業の正しい理解、 3⃝　勉学意欲
の亢進

行動目標 (SBOs)

番 号 内 容 コアカリとの関連コード

1 医療、医薬、化学、食品等の会社・施設等において、体験先の組織、活動
内容を説明できる。 T-1

2 体験先の仕事の業務内容を認識し、その役割を説明できる。 T-1

3 体験した企業・業務に求められる社会的役割・責任、内容、重要性を説明
できる。 T-1

4 体験した業務を簡略にまとめた報告書を作成できる。 T-1

授業内容

回 数 担 当 内 容 対応（SBOs）

1
就業体験に先立って主に 5～7月に事前授業を実施して、イ
ンターンシップの「意義、心得、事前準備」「マナー、身だ
しなみ」などについて理解してもらう。

2
企業就業体験は主に夏期休暇中の 8～9月上旬、もしくは 1
月末迄に実施し、就業期間は 3日間以上を原則とする。
なお、2021年度に限り、オンラインでの実施及び複数のイ
ンターンシップの合計が 3日以上でも可とする。

1,2,3

3
終了後にレポート提出、学内推薦の場合は検討会および発
表会などを実施する。なお、一般公募の場合も学内推薦に
準ずる内容を実施する。

4

〔アクティブ・ラーニングの取り組み〕
・事前授業時にレジュメ等の資料を配布し、講義を進行しながらポイントを理解・記入させるようにして
いる。
・レポートを提出後に内容をチェックし、必要時には再提出させている。
・報告会で就業体験内容を発表させている。
〔授業で行っている工夫（思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み）〕
インターンシップの「意義、心得、事前準備」「マナー、身だしなみ」「注意事項」などについて、配布した
レジュメ等に従って丁寧に説明を行っている。就業体験先の業種・企業研究を実施した上で就業体験させ
ている。
〔成績評価方法〕
総括的評価
a) 知識：報告書（５０％）、発表（５０％）により評価する。
なお説明会、教育会、インターンシップ実習、報告会への全出席を原則とする。
〔オフィスアワー〕
杉山　利一　いつでも可　キャリアセンター
〔準備学習（予習・復習等）〕
参加するインターシップ体験機関について、ホームページ、パンフレット等の情報を集めて、機関の名称、
業種、職種、規模、活動内容、主な業務、売り上げなどについてまとめておく。体験後には、体験した具
体的内容、求められる社会的役割の責任、重要性、求められる人材・能力についてまとめる。
〔学生へのフィードバック〕
報告会において、発表内容に対する質疑、インターンシップ体験状況等について、参加企業からの学生評
価およびコメントをいただく。
〔備考〕
なお、学内推薦の場合、履修希望者が予定の人数を超過した場合は、受け入れ先の定員等に合わせて選考
する。

– 470 –521



522



薬学教育モデル・コアカリキュラム

平成25年度改訂版
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薬学教育モデル・コアカリキュラムの
基本理念と利用上の留意点について

１．モデル・コアカリキュラムの基本理念と位置付け
【基本理念】
　大学における各分野の社会的要請に応えた人材養成のためのカリキュラム構築は、本来、各大学が独
自の理念や特色に基づいて設定すべきものである。しかし、修業年限６年の薬学教育プログラムを実施
する学部又は学科（以下、「６年制学部・学科」という。）の場合は、学生に大学卒業時に薬剤師として
ふさわしい基本的な資質や能力を身に付けさせる教育が行われることが求められる。一方、薬学や医学、
生命科学等に関わる科学技術の進歩は著しく、科学を基盤として医療に貢献する薬剤師の職責に求めら
れる薬学の知識や技能は増え、専門分化されると同時に高度化しており、限られた大学教育の中で、こ
れらの膨大な知識や技能等を網羅して修得することは困難である。そこで、学生は６年制学部・学科の
学士課程教育の段階では、将来どのような分野に進んだ場合にも共通に必要となる薬剤師の基本的な資
質と能力を修得し、その上で、生涯にわたって常に研鑽

さん

し、社会に貢献することが求められる。薬学教
育モデル･コアカリキュラムは、このような状況を踏まえ、６年制学部・学科としての教育内容を精選
し、卒業時までに学生が身に付けておくべき必須の能力（知識・技能・態度）の到達目標を分かりやす
く提示したものである。

【位置付け】
　薬学教育モデル・コアカリキュラムは、６年制学部・学科におけるカリキュラム作成の参考となる教
育内容ガイドラインとして提示したものである。項目立てや記載内容は、各大学における授業科目名を
意味するものではなく、また、履修の順序を示すものではないことに留意すべきであり、具体的な授業
科目等の設定や教育手法等は各大学の裁量に委ねられている。
　また、モデル・コアカリキュラムに示された教育内容だけで薬学の学士課程教育が完成するものでは
なく、６年制学部・学科の教育課程の全てを画一化したモデル・コアカリキュラムの履修にあてること
は正しくない。６年制学部・学科のカリキュラムは大別すると、教養教育を含む薬学準備教育、モデ
ル・コアカリキュラムに準拠した教育、各大学独自の薬学専門教育から構成されるが、これらの履修時
期、時間は教育研究上の目的に沿って学習成果を評価しながら、バランスよく配当される必要がある。
改訂後の薬学教育モデル・コアカリキュラムは到達目標数の上で、従前のものに比してスリム化されて
いることもあり、およそ教育課程の時間数の７割を、モデル・コアカリキュラムに示された内容の履修
に充てることが妥当と考えられる。
　各大学においては、それぞれの教育理念等に基づいて、薬学アドバンスト教育ガイドラインを含む特
色ある大学独自のカリキュラムを設定することが必須であり、学生のニーズや将来の進路に合わせて自
由に選択できる多様なカリキュラムを提供することが重要である。このモデル・コアカリキュラムに示
された内容を確実に修得した上で、残りの３割程度の時間数で個性ある各大学独自のカリキュラムを準
備することが必要である。（522ページ【選択的な大学独自のカリキュラムの設定】を参照。）
　今回の改訂は、大学が主体的で実効性のある充実した薬学教育を展開することにより、６年制薬学教
育の質の向上を目指すために行うものであり、各大学の教育カリキュラムが薬学共用試験や薬剤師国家
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試験に合格することのみを目標とする教育に偏ることのないよう留意すべきである。

２．表示の方法と利用上の留意点等
【基本的資質】
　薬学教育モデル・コアカリキュラムの基本理念や医療全体を取り巻く情勢の変化等を踏まえ、「薬剤
師として求められる基本的な資質」を、①薬剤師としての心構え、②患者・生活者本位の視点、③コミ
ュニケーション能力、④チーム医療への参画、⑤基礎的な科学力、⑥薬物療法における実践的能力、⑦
地域の保健・医療における実践的能力、⑧研究能力、⑨自己研鑽、⑩教育能力の10の視点より明確にし
た。

【一般目標と到達目標】
　薬学教育モデル・コアカリキュラムでは、卒業時までに修得されるべき「薬剤師として求められる基
本的な資質」を前提とした学習成果基盤型教育（outcome-based education）に力点を置いている。
すなわち、最終的に「基本的な資質」を身に付けるための一般目標（GIO※１）（学生が学修することに
よって得る成果）を設定し、GIOを達成するための到達目標（SBO※２）（学生がGIOに到達するために、
身に付けておくべき個々の実践的能力）を明示した。SBOの総数は1,073項目であり、これらは客観的
に評価できるよう、可能な限り明確な表現とした。

【Ａ～Ｇの項目立て】
　項目Ａ～Ｇは、各大学におけるカリキュラム作成の参考として利用しやすくし、学修者に学習内容の
全体像を把握しやすいよう構成した。薬学生が薬剤師として身につけるべき生命・医療の倫理、チーム
医療とコミュニケーション、患者中心の医療、医療安全、薬学の歴史および生涯学習などを学ぶ【Ａ基
本事項】、人、社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制、および薬剤師と医薬品等に関わ
る法規制、地域における保健、医療、福祉などを学ぶ【Ｂ薬学と社会】は、入学後早期から卒業までに
継続して修得していくべき内容である。
　また、薬学生がいずれの分野に進むにせよ必要である薬や化学物質と生命に関わる物理系薬学、化学
系薬学、生物系薬学の知識と技能を学ぶ【Ｃ薬学基礎】、人々の健康・公衆衛生、生活環境・環境保全
を学ぶ【Ｄ衛生薬学】、薬の作用・体内動態・疾病治療、製剤化を学ぶ【Ｅ医療薬学】では、それぞれ
の項目の知識・技能のみにとらわれることなく、薬剤師に必要な人の命と健康を守る使命感、責任感及
び倫理観を養えるよう十分な教育上の工夫が必要である。
　【Ｆ薬学臨床】は、薬学実務実習前に、大学において調剤、製剤、服薬指導など薬剤師としての職務
に必要な基本的知識、技能、態度を学んでおくSBO（事前学習）と、病院及び薬局で行う参加型の薬
学実務実習のSBO（薬学実務実習）からなっている。薬学実務実習のSBOは、病院又は薬局に勤務
する場合に必要となる内容について効果的に履修できるよう、これまで重複して履修していたものを整
理している。ただし、すべての内容を適切な医療提供施設の環境と実習先の指導薬剤師及び大学教員の
もとで効果的に実施するためには、別途方略を設定することが必要である。
　さらに、ＡからＦまでの履修を基盤にして【Ｇ薬学研究】を学ぶことにより、研究課題を通して科学

※１　general instructional objective
※２　specific behavioral objective

528



的根拠に基づいて問題点を解決する能力及び研究倫理を修得し、それを生涯にわたって高め続ける知識、
技能、態度を養うことも必要である。

【「知識」、「技能」、「態度」の記述についての基本的な考え方】
　各SBOの後の「（知識・技能）、（態度）」等の記述については、基本的に以下の考え方により付して
いる。
1）括弧書きが付されていない場合：「○○について説明できる。」等の知識を主とするSBOを示す。

この場合、「説明する」ための勉学態度等も当然含まれるが、評価の対象が主に知識となることを
意味する。

２）（技能）が付されている場合：技能を行う上での知識や態度は当然含まれるが、技能が主に評価の
対象となるSBOを示す。

　　例：代表的な化合物の部分構造を1HNMRから決定できる。（技能）代表的な生薬を鑑別できる。
（技能）

３）（態度）が付されている場合：知識や技能を有したうえでの態度が主に評価対象となるSBOを示す。
　　例：患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度）
４）（技能・態度）が付されている場合：知識を前提とするが主に技能と態度が評価の対象となるSBO

を示す。
　　例：前）処方せん等に基づき疑義照会ができる。（技能・態度）
５）上記に関わらず、技能、態度、あるいは両方を評価の対象とするが、知識も評価の対象となる場合

には「知識」をともに付す。例：油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。
（知識・技能）天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。

　　（知識・技能）インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに
配慮して活用できる。（知識・態度）

【薬学アドバンスト教育ガイドライン】
　コアカリキュラムとは別に、薬学アドバンスト教育ガイドラインを提示した。
　薬学アドバンスト教育ガイドラインのSBOは、すべての学生に一律に履修を求めるのではなく、大
学の特色や学生の進路に応じて履修することが望まれる内容を示す。また、履修時期についても各大学
のカリキュラム体系の中で、適当な時期を選ぶことが望まれる。

【薬学教育における実習】
　薬学教育では、知識だけでなく、実習を通じて技能、態度を学修することが重要である。したがって、
薬学教育における実習を充実するとともに、その実習について適正な評価を行わなければならない。薬
学教育モデル・コアカリキュラムの実習内容は、①【Ｃ薬学基礎】、【Ｄ衛生薬学】、【Ｅ医療薬学】、②

【Ｆ薬学臨床】の「早期臨床体験」、「実務実習事前学習」、「病院・薬局における実務実習」、③【Ｇ薬学
研究】において、SBO（技能）、SBO（技能・態度）として例示されている。これらの例示を基にし
て大学の特色ある実習カリキュラムを構築して、それを６年間の教育課程のなかで体系的に関連づけて
実施することにより、効果的に技能・態度を蓄積していくことが必要である。また、その実施時期につ
いては、講義及び演習等の授業内容と緊密に連携させるように設定すべきである。
　なお、実習においては、予測されるリスクを回避、低減させるためのマネージメントとともに、学生
が常に安全を確認しながら学修を行う習慣が身につくように指導することが必要である。また、化学物
質、実験動物、培養細胞や細菌などを用いた実習においては、それぞれの取扱いに関わる国内外の法令
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や国際条約の遵守とともに、生命倫理、生物多様性や自然環境保全を規範とする態度を学修することの
重要性を指導する。

【薬学準備教育ガイドライン】
　医療の担い手としての薬剤師を目指す６年制薬学教育の前提として身につけておくべき基本的事項を、
コアカリキュラムとは別に、ガイドラインとして提示した。薬学準備教育では、人文科学、社会科学及
び自然科学などを広く学び、知識を獲得し、様々な考え方、感じ方に触れ、物事を多角的に見る能力と
医療社会のグローバル化に対応するための国際的感覚を養うことを目的とした専門性の高い語学能力を
養う。そして、見識ある人間としての基礎を築くために、自分自身について洞察を深め、生涯にわたっ
て自己研鑽に努める習慣を身につけておくべき基本的事項を〈１　人と文化〉、〈２　人の行動と心理〉、

〈３　薬学の基礎としての英語〉、〈４　薬学の基礎としての物理〉、〈５　薬学の基礎としての化学〉、〈６　薬
学の基礎としての生物〉、〈７　薬学の基礎としての数学・統計学〉、〈８　情報リテラシー〉、〈９　プレゼン
テーション〉として整理し、提示した。薬学教育の準備という視点から提示されたものであるが、これ
らは薬剤師となる上で不可欠となる素養を培っていくものである。

【選択的な大学独自のカリキュラムの設定】
　各大学は、それぞれの理念や教育研究上の目的に基づいて、学生の興味や将来の専門分野への志向に
応じて、学生自身が自由に選択できる特色あるカリキュラムを準備し実践することや、学生段階からの
研究志向を涵

かん

養することが重要である。カリキュラムとしては、薬剤師業務の医療現場でのニーズの変
化や医療の国内外の動向に対応、あるいはそれらを先取りすることも重要である。また、科学的・論理
的思考の修得や、高度で応用的な基礎研究や臨床研究の実施、探求心旺盛な学生の将来の展望にも配慮
した授業、病院及び薬局における薬学実務実習と経験した研究の取りまとめ、海外派遣研修等の多様な
教育を行う必要もある。
　これらの実施に当たっては、各大学の状況に合わせて、多様な授業形態を用意するとともに、成果の
発表やその評価等の修了要件も明確にすることが必要である。
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平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム改訂概要

　今回の改訂は、「薬学系人材養成の在り方に関する検討会」（以下、「検討会」という。）において、各大
学の現状や寄せられた要望、大学団体及び職能団体等からの改訂に対する強い要望を踏まえて審議され
た結果、行うことと決定した。平成23年に恒常的なカリキュラムの検討を行う組織として設置された薬
学教育モデル・コアカリキュラム改訂に関する専門研究委員会（以下、「専門研究委員会」という。）に
おいて、①６年制学部・学科の学士課程教育に特化した内容とすること、②現在の薬学教育モデル・コ
アカリキュラム及び実務実習モデル・コアカリキュラムの二つを関連づけて一つのコアカリキュラムと
して作成すること、③薬剤師として求められる資質を明確にし、その資質を身につけるために学ぶとい
う形で編成すること、という方針を決定し、検討会においてその方針が了承され作業が開始された。そ
の後、専門研究委員会において「薬剤師として求められる基本的な資質」（案）が作成され、また、具体
的な作業チームとして日本薬学会に薬学教育モデル・コアカリキュラムおよび実務実習モデル・コアカ
リキュラムの改訂に関する調査研究委員会が設置され、大学へのニーズ調査や具体的な改訂作業が行わ
れた。
　以下、具体的な内容を概説する。

【Ａ　基本事項】
　「基本事項」には、薬学生が薬剤師として身につけるべき生命・医療の倫理、チーム医療とコミュニ
ケーション、患者中心の安全な医療などを含めることとした。「基本事項」の内容（目標）は、複数の
基本的資質と関連しており、６年間かけて到達すべきもので、各学年における学修を積み重ね、年次進
行にともない、医療人である薬剤師として理解を深め、態度を醸成していくべきものである。SBOの
表現は、詳細すぎると各大学での実施を制限することが懸念されるため、具体性を少しおさえて、各大
学での考えを反映できるように配慮した。
　また、全学年を通して学修する内容であることから、６年間かけて到達するレベルを記載した。「基
本事項」の内容は薬剤師になるために６年間かけて身につけるべきものであり、「Ｂ薬学と社会」や

「Ｆ薬学臨床」と関連している内容も多い。
　薬学教育モデル・コアカリキュラム（以下、「コアカリ」という。）の旧「Ｂイントロダクション⑴薬
学への招待」の内容は、初年次だけでなく全学年を通して到達度を高めることが望ましい内容が含まれ
ていることから「基本事項」に組み込み、旧「Ｂイントロダクション⑵早期体験学習」の臨床体験に関
する内容は「Ｆ薬学臨床」に移動した。

【Ｂ　薬学と社会】
　旧コアカリの「Ｂイントロダクション」の内容を「Ａ基本事項」および「Ｆ薬学臨床」に移動した後、
Ｂには旧コアカリの「C18薬学と社会」および「C17医薬品の開発と生産」の一部（⑴、⑷）を統合し
た「薬学と社会」を置いた。
　「薬学と社会」は、薬剤師に関わる社会の仕組みを理解するための内容（目標）が主であり、「Ａ基
本事項」と同様に６年間かけて到達すべきものである。
　旧C18の倫理と薬害に関する項目は「Ａ基本事項」にまとめた。旧C18の⑴、⑵、⑶の中で重複して
いる項目を整理・統合し、法律については、法律ごとに一つのSBOにまとめるのではなく、修得すべ
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き内容から整理した。旧C17の⑴と⑷の内容は「⑵薬剤師と医薬品等に係る法規範」に含め、そのうち
の治験に関わる具体的内容は「Ｅ医療薬学」に含めた。「旧C18⑶コミュニティファーマシー」は、薬
局に限定せず、地域の保健・医療と関わる内容を含めることとし、そのうちの「OTC薬・セルフメ
ディケーション」は、薬物治療として重要であることから「Ｅ医療薬学」の薬物治療として項目を新設
し、Ｂでは役割の記載にとどめた。また、薬学アドバンスト教育ガイドライン（以下、「アドバンスト」
という。）に移行してよいもの（薬剤経済の一部など）を除外するとともに、旧コアカリにはない重要
な項目（個人情報の取扱い、血液供給体制、地域連携など）を追加した。

【Ｃ　薬学基礎：全般】
　「薬学基礎」に関しては「薬剤師として求められる基本的な資質」のすべてのアウトカムのベースと
なる「基礎的な科学力」を醸成することを念頭に改訂を行った。SBOはコアカリとなる項目を厳選し、
約３割減のスリム化を図った。技能（実習項目）は、すべての大学で実施可能な項目を選定することと
した。また他分野との重複を避けるように調整を行った。

【Ｃ　薬学基礎：物理】
　「薬学基礎：物理」では、医薬品を含む化学物質を構成する原子、分子の性質や挙動を司る基本的な
原理を主に取り扱うこととした。さらに、学生が修得する基本的な知識や技能が、将来、医療現場など
のチームの中で応用されることを想定して、基礎から応用への橋渡しも考慮しながら、改訂作業を実施
した。旧C1の【放射線と放射能】にある「放射線の測定原理」は「薬学基礎：物理」で、「放射線の生
体への影響」は「Ｄ衛生薬学」で学ぶようにすみ分けた。また、旧C1の【物質の移動】の内容は「Ｅ
医療薬学」へ、旧C2の【薬毒物の分析】の内容は「Ｄ衛生薬学」へ移行した。旧C3「生体分子の
姿・かたちをとらえる」は、基本的な事項として必要なものはC1およびC2に取り込み、アドバンス
トとするものは移行し、全体としては、旧C3を削除した。さらに、機器分析のうち、構造解析のため
の分析法については、基本的な原理は「薬学基礎：物理」で、その応用は「薬学基礎：化学」で学ぶよ
うにすみ分けた。

【Ｃ　薬学基礎：化学】
　旧コアカリC4、C6、C7、C17⑵を、「薬剤師として求められる基本的な資質」の中で「基礎的な科
学力」を主に取り扱うとの共通認識のもと、C3、C4、C5にまとめた。「薬剤師として求められる基本
的な資質」の充実のため旧C6を拡充し、旧C5は基本的にアドバンストに移行した。ただし、医薬品
合成としての旧C5の内容の一部（C-C結合生成など）は、生体反応の観点から「C4⑵生体反応の化
学による理解【生体内で起こる有機反応】」に含めた。また、「基礎的な科学力」として必要なもののみ
をコアカリとし、学問上、対比して教育するのが望ましいものに関してはコアカリとはせず、各大学の
判断で講義に組み込むこととした。（例；芳香族求電子置換反応はコアカリに含め、芳香族求核置換反
応はアドバンストに掲載した。）
　C3は基本的（代表的）有機、無機化合物（無機医薬品は含む）、C4は生体分子、医薬品を取り扱う
こととした。命名法はC3⑴にまとめ、無機化学関連を新規にC3⑸に集約、さらに複素環の性質等は
旧C6からC3に移し芳香族としてまとめた。C3(4)は基本的に構造解析のみとして物理系との重複を
なくし、構造決定で用いられることが少ない項目は削除した（なお、講義はC2⑷と統合してもかまわ
ない。）。C4には医薬品の構造のもととなる酵素阻害剤や受容体アゴニスト、アンタゴニストの構造を
理解する⑵を追加し、ここに生体内反応を理解するための有機化学も加えた。⑶は旧C6⑵に対応して
おり、酵素、受容体に作用する医薬品は構造、化学的性質に特徴があるものを選択した。
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　C5は、東洋医学的な概念での生薬、薬用植物を中心とした⑴と、西洋医学的な概念での薬：天然物
由来の医薬品、農薬、香粧品などに用いられる天然活性物質、およびそのシーズ化合物を中心とした⑵
に再編した。日本薬局方に記載されている内容を最低限理解できるように考慮した。病院または薬局の
薬剤師に必要性が低い項目を削除し、生合成経路は概説できるに変更した。旧C7⑶漢方は「E2薬
理・病態・薬物治療」に移動した。

【Ｃ　薬学基礎：生物】
　生命体の理解（C6-8）は、病態の理解や薬物治療の基盤として重要である。「薬剤師として求められ
る基本的な資質」のアウトカムを意識し、コアカリとなる項目を厳選した。また旧コアカリでは、教育
課程のなかで内容的に前後する項目等を並べ替え、体系化した。すなわち旧コアカリC9とC8を一部
入れ替え、薬剤師として修得するべき「C6生命現象の基礎」を生物の初めに移動した。生命の基本単
位である細胞、その構成成分の構造と機能、タンパク質の働き、遺伝のプロセスから生体エネルギー、
細胞間コミュニケーションへと展開される。生物化学の基礎を修得した後に、「C7人体の成り立ちと生
体機能の調節」を通してヒトの器官、組織について修得し、血圧や血糖の調節を含めた生体の機能調節
を修得することとした。またC7の初めに、「遺伝」と「発生」を修得することとした。旧C10「生体防
御」に旧C8「小さな生き物たち」を統合し「C8生体防御と微生物」とした。すなわち生体防御・免
疫系に関する項目の次に「微生物の基本」を修得し、病原体としての微生物へと繋げることにより、微
生物の基本から医療薬学で学ぶ感染症へのスムーズな理解を促進することとした。免疫系については、
関連する疾患やその治療は「Ｅ医療薬学」で修得するので、ここでは基礎的な機構・機能を扱うことと
した。なお、旧C8の遺伝子操作技術（技能）はアドバンストに移行したが、今後、薬剤師にはバイオ
医薬品や再生医療に関する知識等が欠かせなくなることを鑑み、C6のなかで組換えDNAの概略を修
得するように改めた。

【Ｄ　衛生薬学】
　「Ｄ衛生薬学」は「D1健康」および「D2環境」で構成され、「薬剤師として求められる基本的な資
質」の中で、主に「基礎的な科学力」と「地域の保健・医療における実践的能力」を取り扱うとの共通
認識のもと、健康と環境に関する基本的事項を選定している。医療人養成教育において必要な健康に関
する事項、環境に関する事項を取り入れることによって、将来、医療現場において役に立つことを想定
して構成している。健康に関する旧コアカリとは順番が異なっているが、学生が理解しやすいという観
点から並べ替えている。具体的には⑴社会・集団と健康、⑵疾病の予防、⑶栄養と健康の順である。ま
た、D2においては新たに「化学物質の安全性評価と適正使用」の項目を追加している。栄養の中の
SBOとして疾病治療との関連を追加している。

【Ｅ　医療薬学】
　Ｅは「薬剤師として求められる基本的な資質」の「６．薬物療法における実践的能力」「７．地域の保
健・医療における実践的能力」の２項目に直結する「薬理、病態、薬物治療、医薬品情報、患者情報、
薬物動態、製剤」について基本的な知識、技能、態度を修得するためのカリキュラムである。改訂の方
針としてはコアカリとして必要なものに整理しつつも、医療の進歩を反映し重要なものは追加するとい
う方針で作業した。
　薬理、病態・薬物治療については、従来別々の項目として扱ってきたが、今回は学生の思考プロセス
に沿う形で器官別にこれらの３項目をまとめた。また、薬理と薬物動態が同じ中項目に入っていたもの
を分離し、「E2薬理・病態・薬物治療」の後に配置し分かりやすくした。なお、薬物動態の変動につい
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ては、「E3薬物治療に役立つ情報⑶個別化医療」に含めた。
　製剤に関連する内容は物理系薬学から「E5製剤化のサイエンス」に移し、学生に関連が分かるよう
にした。製剤に関する技能（製剤を作ることや製剤試験を行うこと）は削除し、アドバンストへ移行す
る。また、「旧C17医薬品の開発と生産」の治験・バイオスタティスティクスのうち、法規・制度は

「Ｂ薬学と社会」に移動し、開発から市販後に行われる各種調査・試験とそのために必要な知識である
研究デザインおよび生物統計は医薬品情報に配置した。さらに、近年の薬剤師の役割の変化を反映させ、

「旧C18薬学と社会⑶コミュニティファーマシー」の「OTC薬・セルフメディケーション」は薬理・病
態・薬物治療に移動し、内容を充実させ、症候に関する知識を解釈のレベル（患者情報をもとに疾患を
推測できる）まで求めた。全体を通じて「医薬品の安全性」に注目し、副作用とその対処法、安全性の
研究で重要な観察研究の手法などについても新設し、また内容を充実させた。動物実験については必要
最小限を残した。
　漢方は化学系薬学領域に盛り込まれていたが、実務実習のコアカリでは「薬局実習」の薬局製剤とし
て扱われ、国家試験では「実務」の領域から出題されていた。治療薬としての観点から、漢方を「E2
薬理・病態・薬物治療」のユニットとして記述することとした。
　漢方独自の用語で説明される概念の理解が必要なので、漢方の基本用語を加え、局方に収載される24
処方について適応となる証、症状や疾患を加えた。

【Ｆ　薬学臨床】
　実務実習事前学習、病院実習、薬局実習と３領域に分かれていた目標を統一して、「薬剤師として求
められる基本的な資質」を臨床の場で確実に身につけることを大前提とした目標の分類・提示を行った。
目標修得の過程が分かりやすいように、病院・薬局での実務実習実施前に大学の授業で修得しておくべ
き目標については「前）」と表記した。「前）」が付されているSBOのうち技能・態度に係る授業は、各
大学においてシミュレーション等の対応可能な方法により学修するものである。
　薬剤師になるための準備として２年次修了までに学修しておくことが望ましい「早期臨床体験」の目
標を、医療の担い手に必要な態度を身につける薬学臨床の基礎の目標として提示した。
　本領域は６年制薬学教育の最終時点で修得すべき目標がほとんどで、ＡからＥ領域までの目標を修得
した上で学修する目標が多い。そのため、特にその項目と関連の深い他領域の項目は参照として提示し
た。
　薬剤師の貢献が特に期待されている目標については、より積極的に学修することを目指して目標を設
定した。さらに、薬学臨床において幅広く薬物療法を学修するよう、学修すべき「代表的な疾患」を冒
頭に提示し、実習施設で「代表的な疾患」を持つ患者に広く関わりそれらの薬物療法を実際に体験する
ことを促している。また、大学・実習施設での学習方略の自由度を確保するため、目標は幅広い解釈が
可能な表現を多く含んでいるが、最低限共通して確保したい学習内容について括弧内に例示している。
大学や施設によっては「代表的な疾患」や例示以外にもさらに多くの目標の修得が可能と思われる。別
記アドバンストの目標を参考にさらに進んだ学修も積極的に行っていくことが望ましい。
　目標として掲げたものは全ての大学・実習施設で修得が必要な目標であるが、現状では全国共通に修
得できるとは言えない目標もあると考えられる。それらは本コアカリで学修する学生達が卒業するまで
に是非修得してほしい目標であり、今後の薬剤師業務の進歩を想定しての目標であって、単独施設での
履修が難しい場合は、複数施設での学修も視野に入れてのものである。

【Ｇ　薬学研究】
　旧「卒業実習カリキュラム」の「E1総合薬学研究」を参考に改訂・策定作業を行った。本項目の内
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容は、薬学における研究の位置づけを理解し、研究に必要な法規範と倫理を遵守して研究を実施し、問
題解決能力を培うこととした。研究は“基礎と臨床”、“ウエット研究とドライ研究”など多種多様であ
ることから、小項目、GIO、SBOは「薬学研究」に共通するコアな内容にしぼって作成した。対応す
る主な「薬剤師に求められる基本的な資質」は、「研究能力」、「薬剤師としての心構え」、「自己研鑽」な
どである。「⑵研究に必要な法規範と倫理」の3は、「Ａ基本事項⑵薬剤師に求められる倫理観④研究倫
理」の3と同一であるが、その重要性を考慮して再掲した。
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薬剤師として求められる基本的な資質

　豊かな人間性と医療人としての高い使命感を有し、生命の尊さを深く認識し、生涯にわたって薬の専
門家としての責任を持ち、人の命と健康な生活を守ることを通して社会に貢献する。
　６年卒業時に必要とされている資質は以下のとおりである。

（薬剤師としての心構え）医療の担い手として、豊かな人間性と、生命の尊厳についての深い認識をも
ち、薬剤師の義務及び法令を遵守するとともに、人の命と健康な生活を守る使命感、責任感及び倫理
観を有する。

（患者・生活者本位の視点）患者の人権を尊重し、患者及びその家族の秘密を守り、常に患者・生活者
の立場に立って、これらの人々の安全と利益を最優先する。

（コミュニケーション能力）患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情
報を提供するためのコミュニケーション能力を有する。

（チーム医療への参画）医療機関や地域における医療チームに積極的に参画し、相互の尊重のもとに薬
剤師に求められる行動を適切にとる。

（基礎的な科学力）生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学に関
する基本的知識・技能・態度を有する。

（薬物療法における実践的能力）薬物療法を主体的に計画、実施、評価し、安全で有効な医薬品の使用
を推進するために、医薬品を供給し、調剤、服薬指導、処方設計の提案等の薬学的管理を実践する能
力を有する。

（地域の保健・医療における実践的能力）地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に参画・連携して、
地域における人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有する。

（研究能力）薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を有
する。

（自己研鑽）薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯にわ
たり自己研鑽を続ける意欲と態度を有する。

（教育能力）次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。
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コアカリとの関連コード（一覧表）

Ａ　基本事項
　⑴　薬剤師の使命

GIO　�医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害防止における役割を理解し、薬
剤師としての使命感を身につける。

【①医療人として】

１．常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度で行動する。（態度） A-1-1-1
２．患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を持つ。（態度） A-1-1-2
３．チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し行動する。（態度） A-1-1-3
４．患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べる。（知識・態度） A-1-1-4
５．生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。（知識・態度） A-1-1-5
６．一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの考えを述べる。（知識・態度） A-1-1-6
７．様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの言葉で説明する。（知識・態度） A-1-1-7

【②薬剤師が果たすべき役割】

１．患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度） A-1-2-1
２．薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説明できる。 A-1-2-2
３．医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケアについて説明できる。 A-1-2-3
４．医薬品の効果が確率論的であることを説明できる。 A-1-2-4
５．医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説明できる。 A-1-2-5
６．健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明できる。 A-1-2-6
７．薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。 A-1-2-7
８．現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。（知識・態

度）
A-1-2-8

【③患者安全と薬害の防止】

１．医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度） A-1-3-1
２．WHO による患者安全の考え方について概説できる。 A-1-3-2
３．医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明できる。 A-1-3-3
４．医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。 A-1-3-4
５．重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。（知

識・態度）
A-1-3-5

６．代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因と社会的
背景及びその後の対応を説明できる。

A-1-3-6

７．代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。（知識・態
度）

A-1-3-7

【④薬学の歴史と未来】

１．薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説明できる。 A-1-4-1
２．薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。 A-1-4-2
３．薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）について説明できる。 A-1-4-3
４．将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。（知識・態度） A-1-4-4

　⑵　薬剤師に求められる倫理観

GIO　�倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけ、医療の担い手とし
ての感性を養う。

【①生命倫理】

１．生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度） A-2-1-1
２．生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。 A-2-1-2
３．生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知識・態度） A-2-1-3
４．科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。 A-2-1-4

【②医療倫理】

１．医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。 A-2-2-1
２．薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。 A-2-2-2
３．医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。 A-2-2-3

【③患者の権利】

１．患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。（態度） A-2-3-1
２．患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。 A-2-3-2
３．患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明できる。 A-2-3-3
４．知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱いができる。（知識・技能・

態度）
A-2-3-4

【④研究倫理】

１．臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 A-2-4-1
２．「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説できる。 A-2-4-2
３．正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度） A-2-4-3
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　⑶　信頼関係の構築

GIO　�患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために
役立つ能力を身につける。

【①コミュニケーション】

１．意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。 A-3-1-1
２．言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。 A-3-1-2
３．相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明できる。 A-3-1-3
４．対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。 A-3-1-4
５．相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度） A-3-1-5
６．自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度） A-3-1-6
７．適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。（技能・態度） A-3-1-7
８．適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。（技能・態度） A-3-1-8
９．他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度） A-3-1-9

【②患者・生活者と薬剤師】

１．患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。 A-3-2-1
２．患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。（態度） A-3-2-2

　⑷　多職種連携協働とチーム医療

GIO　�医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一員としての在り方を身に
つける。

１．保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義について説明できる。 A-4-1-1
２．多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明できる。 A-4-2-1
３．チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明できる。 A-4-3-1
４．自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。（態度） A-4-4-1
５．チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように努める。

（知識・態度）
A-4-5-1

　⑸　自己研鑽と次世代を担う人材の育成

GIO　�生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継
承する意欲と行動力を身につける。

【①学習の在り方】

１．医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、解決に向
けて努力する。（態度）

A-5-1-1

２．講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。（技能） A-5-1-2
３．必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能） A-5-1-3
４．得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。（技能） A-5-1-4
５．インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。

（知識・態度）
A-5-1-5

【②薬学教育の概要】

１．「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。 A-5-2-1
２．薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。（知識・態度） A-5-2-2

【③生涯学習】

１．生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明できる。 A-5-3-1
２．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技能） A-5-3-2

【④次世代を担う人材の育成】

１．薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルとなるように努める。（態度） A-5-4-1
２．後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度） A-5-4-2

B　薬学と社会
GIO　�人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経

済、及び地域における薬局と薬剤師の役割を理解し、義務及び法令を遵守する態度を身につける。

　⑴　人と社会に関わる薬剤師

GIO�人の行動や考え方、社会の仕組みを理解し、人・社会と薬剤師の関わりを認識する。

１．人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。 B-1-1-1
２．人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議する。（態度） B-1-2-1
３．人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討議する。（態度） B-1-3-1
４．薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討議する。（態度） B-1-4-1
５．倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度） B-1-5-1
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　⑵　薬剤師と医薬品等に係る法規範

GIO�調剤、医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品）の供給、その他薬事衛生に
係る任務を薬剤師として適正に遂行するために必要な法規範とその意義を理解する。

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

１．薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。 B-2-1-1
２．薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。 B-2-1-2
３．薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。 B-2-1-3
４．薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について概説できる。 B-2-1-4
５．医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義について説明できる。 B-2-1-5
６．医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。 B-2-1-6
７．個人情報の取扱いについて概説できる。 B-2-1-7
８．薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説できる。 B-2-1-8

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

１．「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品、医
薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品）の定義について説明できる。

B-2-2-1

２．医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。 B-2-2-2
３．治験の意義と仕組みについて概説できる。 B-2-2-3
４．医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。 B-2-2-4
５．製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。 B-2-2-5
６．薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明できる。 B-2-2-6
７．「医薬品等の取扱いに関する医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の規定

について説明できる。
B-2-2-7

８．日本薬局方の意義と構成について説明できる。 B-2-2-8
９．生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明できる。 B-2-2-9
10．健康被害救済制度について説明できる。 B-2-2-10
1１．レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。 B-2-2-11

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

１．麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明できる。 B-2-3-1
２．覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について概説できる。 B-2-3-2
３．毒物劇物の取扱いに係る規定について概説できる。 B-2-3-3

　⑶　社会保障制度と医療経済

GIO　�社会保障制度のもとで提供される医療と福祉について、現状と課題を認識するとともに、薬剤師が担う役
割とその意義を理解する。

【①医療、福祉、介護の制度】

１．日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。 B-3-1-1
２．医療保険制度について説明できる。 B-3-1-2
３．療養担当規則について説明できる。 B-3-1-3
４．公費負担医療制度について概説できる。 B-3-1-4
５．介護保険制度について概説できる。 B-3-1-5
６．薬価基準制度について概説できる。 B-3-1-6
７．調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。 B-3-1-7

【②医薬品と医療の経済性】

１．医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。 B-3-2-1
２．国民医療費の動向について概説できる。 B-3-2-2
３．後発医薬品とその役割について説明できる。 B-3-2-3
４．薬物療法の経済評価手法について概説できる。 B-3-2-4

　⑷　地域における薬局と薬剤師

GIO　�地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その質を向上させるための薬局及び
薬剤師の役割とその意義を理解する。

【①地域における薬局の役割】

１．地域における薬局の機能と業務について説明できる。 B-4-1-1
２．医薬分業の意義と動向を説明できる。 B-4-1-2
３．かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。 B-4-1-3
４．セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。 B-4-1-4
５．災害時の薬局の役割について説明できる。 B-4-1-5
６．医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。 B-4-1-6

【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】

１．地域包括ケアの理念について説明できる。 B-4-2-1
２．在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明できる。 B-4-2-2
３．学校薬剤師の役割について説明できる。 B-4-2-3
４．地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説できる。 B-4-2-4
５．地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について討議する。（知識・態度） B-4-2-5
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C　薬学基礎
C1　物質の物理的性質

GIO　�物質の物理的性質を理解するために、原子・分子の構造、熱力学、反応速度論などに関する基本的事項を
身につける。

　⑴　物質の構造

GIO　物質を構成する原子・分子の構造、および化学結合に関する基本的事項を修得する。

【①化学結合】

１．化学結合の様式について説明できる。 C1-1-1-1
２．分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。 C1-1-1-2
３．共役や共鳴の概念を説明できる。 C1-1-1-3

【②分子間相互作用】

１．ファンデルワールス力について説明できる。 C1-1-2-1
２．静電相互作用について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-2
３．双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-3
４．分散力について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-4
５．水素結合について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-5
６．電荷移動相互作用について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-6
７．疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。 C1-1-2-7

【③原子・分子の挙動】

１．電磁波の性質および物質との相互作用を説明できる。 C1-1-3-1
２．分子の振動、回転、電子遷移について説明できる。 C1-1-3-2
３．電子や核のスピンとその磁気共鳴について説明できる。 C1-1-3-3
４．光の屈折、偏光、および旋光性について説明できる。 C1-1-3-4
５．光の散乱および干渉について説明できる。 C1-1-3-5
６．結晶構造と回折現象について概説できる。 C1-1-3-6

【④放射線と放射能】

１．原子の構造と放射壊変について説明できる。 C1-1-4-1
２．電離放射線の種類を列挙し、それらの性質および物質との相互作用について説明できる。 C1-1-4-2
３．代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。 C1-1-4-3
４．核反応および放射平衡について説明できる。 C1-1-4-4
５．放射線測定の原理と利用について概説できる。 C1-1-4-5

　⑵　物質のエネルギーと平衡

GIO�物質の状態を理解するために、熱力学に関する基本的事項を修得する。

【①気体の微視的状態と巨視的状態】

１．ファンデルワールスの状態方程式について説明できる。 C1-2-1-1
２．気体の分子運動とエネルギーの関係について説明できる。 C1-2-1-2
３．エネルギーの量子化とボルツマン分布について説明できる。 C1-2-1-3

【②エネルギー】

１．熱力学における系、外界、境界について説明できる。 C1-2-2-1
２．熱力学第一法則を説明できる。 C1-2-2-2
３．状態関数と経路関数の違いを説明できる。 C1-2-2-3
４．定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過程を説明できる。 C1-2-2-4
５．定容熱容量および定圧熱容量について説明できる。 C1-2-2-5
６．エンタルピーについて説明できる。 C1-2-2-6
７．化学変化に伴うエンタルピー変化について説明できる。 C1-2-2-7

【③自発的な変化】

１．エントロピーについて説明できる。 C1-2-3-1
２．熱力学第二法則について説明できる。 C1-2-3-2
３．熱力学第三法則について説明できる。 C1-2-3-3
４．ギブズエネルギーについて説明できる。 C1-2-3-4
５．熱力学関数を使い、自発的な変化の方向と程度を予測できる。 C1-2-3-5

【④化学平衡の原理】

１．ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの関係を説明できる。 C1-2-4-1
２．ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説明できる。 C1-2-4-2
３．平衡定数に及ぼす圧力および温度の影響について説明できる。 C1-2-4-3
４．共役反応の原理について説明できる。 C1-2-4-4

【⑤相平衡】

１．相変化に伴う熱の移動について説明できる。 C1-2-5-1
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２．相平衡と相律について説明できる。 C1-2-5-2
３．状態図について説明できる。 C1-2-5-3

【⑥溶液の性質】

１．希薄溶液の束一的性質について説明できる。 C1-2-6-1
２．活量と活量係数について説明できる。 C1-2-6-2
３．電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導率の濃度による変化を説明できる。 C1-2-6-3
４．イオン強度について説明できる。 C1-2-6-4

【⑦電気化学】

１．起電力とギブズエネルギーの関係について説明できる。 C1-2-7-1
２．電極電位（酸化還元電位）について説明できる。 C1-2-7-2

　⑶　物質の変化

GIO�物質の変換過程を理解するために、反応速度論に関する基本的事項を修得する。

【①反応速度】

１．反応次数と速度定数について説明できる。 C1-3-1-1
２．微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識・技能） C1-3-1-2
３．代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。 C1-3-1-3
４．代表的な(擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる。（技能） C1-3-1-4
５．代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴について説明できる。 C1-3-1-5
６．反応速度と温度との関係を説明できる。 C1-3-1-6
７．代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、酵素反応など）について説明できる。 C1-3-1-7

Ｃ2　化学物質の分析

GIO　�化学物質（医薬品を含む）を適切に分析できるようになるために、物質の定性、定量に関する基本的事項
を修得する。

　⑴　分析の基礎

GIO　化学物質の分析に用いる器具の使用法と得られる測定値の取り扱いに関する基本的事項を修得する。

【①分析の基本】

１．分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技能） C2-1-1-1
２．測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技能） C2-1-1-2
３．分析法のバリデーションについて説明できる。 C2-1-1-3

　⑵　溶液中の化学平衡

GIO　溶液中の化学平衡に関する基本的事項を修得する。

【①�酸・塩基平衡】

１．酸・塩基平衡の概念について説明できる。 C2-2-1-1
２．pH および解離定数について説明できる。（知識・技能） C2-2-1-2
３．溶液のpH を測定できる。（技能） C2-2-1-3
４．緩衝作用や緩衝液について説明できる。 C2-2-1-4

【②各種の化学平衡】

１．錯体・キレート生成平衡について説明できる。 C2-2-2-1
２．沈殿平衡について説明できる。 C2-2-2-2
３．酸化還元平衡について説明できる。 C2-2-2-3
４．分配平衡について説明できる。 C2-2-2-4

　⑶　化学物質の定性分析・定量分析

GIO�化学物質の定性分析および定量分析に関する基本的事項を修得する。

【①�定性分析】

１．代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。 C2-3-1-1
２．日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明できる。 C2-3-1-2

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

１．中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-1
２．キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-2
３．沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-3
４．酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 C2-3-2-4
５．日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。（知識・技能） C2-3-2-5
６．日本薬局方収載の代表的な純度試験を列挙し、その内容を説明できる。 C2-3-2-6
７．日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。 C2-3-2-7
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　⑷　機器を用いる分析法

GIO�機器を用いる分析法の原理とその応用に関する基本的事項を修得する。

【①�分光分析法】

１．紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-1
２．蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-2
３．赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-3
４．原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法およびICP 質量分析法の原理および応用例を説

明できる。
C2-4-1-4

５．旋光度測定法（旋光分散）の原理および応用例を説明できる。 C2-4-1-5
６．分光分析法を用いて、日本薬局方収載の代表的な医薬品の分析を実施できる。（技能） C2-4-1-6

【②核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法】

１．核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-2-1

【③質量分析法】

１．質量分析法の原理および応用例を説明できる。 C2-4-3-1

【④Ｘ線分析法】

１．Ｘ線結晶解析の原理および応用例を概説できる。 C2-4-4-1
２．粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法について概説できる。 C2-4-4-2

【⑤熱分析】

１．熱重量測定法の原理を説明できる。 C2-4-5-1
２．示差熱分析法および示差走査熱量測定法について説明できる。 C2-4-5-2

　⑸　分離分析法

GIO�分離分析法に関する基本的事項を修得する。

【①クロマトグラフィー】

１．クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。 C2-5-1-1
２．薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-2
３．液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-3
４．ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 C2-5-1-4
５．クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量できる。（知識・技能） C2-5-1-5

【②電気泳動法】

１．電気泳動法の原理および応用例を説明できる。 C2-5-2-1

　⑹　臨床現場で用いる分析技術

GIO�臨床現場で用いる代表的な分析技術に関する基本的事項を修得する。

【①分析の準備】

１．分析目的に即した試料の前処理法を説明できる。 C2-6-1-1
２．臨床分析における精度管理および標準物質の意義を説明できる。 C2-6-1-2

【②分析技術】

１．臨床分析で用いられる代表的な分析法を列挙できる。 C2-6-2-1
２．免疫化学的測定法の原理を説明できる。 C2-6-2-2
３．酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。 C2-6-2-3
４．代表的なドライケミストリーについて概説できる。 C2-6-2-4
５．代表的な画像診断技術（X 線検査、MRI、超音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説できる。 C2-6-2-5

Ｃ3　化学物質の性質と反応

GIO　�化学物質を理解できるようになるために、代表的な有機化合物の構造、性質、反応、分離法、構造決定法、
および無機化合物の構造と性質に関する基本的事項を修得する。

　⑴　化学物質の基本的性質

GIO　基本的な有機化合物の命名法、電子配置、反応、立体構造などに関する基本的事項を修得する。

【①基本事項】

１．代表的な化合物をIUPAC 規則に基づいて命名することができる。 C3-1-1-1
２．薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。 C3-1-1-2
３．基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。 C3-1-1-3
４．有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。 C3-1-1-4
５．ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。 C3-1-1-5
６．基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。 C3-1-1-6
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７．炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説明できる。 C3-1-1-7
８．反応の過程を、エネルギー図を用いて説明できる。 C3-1-1-8
９．基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことができる。(技能) C3-1-1-9

【②有機化合物の立体構造】

１．構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。 C3-1-2-1
２．キラリティーと光学活性の関係を概説できる。 C3-1-2-2
３．エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。 C3-1-2-3
４．ラセミ体とメソ体について説明できる。 C3-1-2-4
５．絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書くことができる。(知識、技能) C3-1-2-5
６．炭素―炭素二重結合の立体異性（cis, trans ならびにE,Z 異性）について説明できる。 C3-1-2-6
７．フィッシャー投影式とニューマン投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技能) C3-1-2-7
８．エタン、ブタンの立体配座とその安定性について説明できる。 C3-1-2-8

　⑵　有機化合物の基本骨格の構造と反応

GIO　�有機化合物の基本骨格となる脂肪族および芳香族化合物の構造、性質、反応性などに関する基本的事項を
修得する。

【①アルカン】

１．アルカンの基本的な性質について説明できる。 C3-2-1-1
２．アルカンの構造異性体を図示することができる。(技能) C3-2-1-2
３．シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説明できる。 C3-2-1-3
４．シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示できる。(技

能)
C3-2-1-4

５．置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。 C3-2-1-5

【②アルケン・アルキン】

１．アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。 C3-2-2-1
２．アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴を説明できる。 C3-2-2-2
３．アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明できる。 C3-2-2-3

【③芳香族化合物】

１．代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明できる。 C3-2-3-1
２．芳香族性の概念を説明できる。 C3-2-3-2
３．芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。 C3-2-3-3
４．代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる。 C3-2-3-4
５．代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。 C3-2-3-5

　⑶　官能基の性質と反応

GIO　官能基を有する有機化合物の性質、反応性に関する基本的事項を修得する。

【①概説】

１．代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。 C3-3-1-1
２．官能基の性質を利用した分離精製を実施できる。（技能） C3-3-1-2

【②有機ハロゲン化合物】

１．有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-2-1
２．求核置換反応の特徴について説明できる。 C3-3-2-2
３．脱離反応の特徴について説明できる。 C3-3-2-3

【③アルコール･フェノール･エーテル】

１．アルコール、フェノール類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-3-1
２．エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-3-2

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導体】

１．アルデヒド類およびケトン類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-4-1
２．カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-4-2
３．カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、説明で

きる。
C3-3-4-3

【⑤アミン】

１．アミン類の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。 C3-3-5-1

【⑥電子効果】

１．官能基が及ぼす電子効果について概説できる。 C3-3-6-1

【⑦酸性度・塩基性度】

１．アルコール、フェノール、カルボン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。 C3-3-7-1
２．含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる。 C3-3-7-2
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　⑷　化学物質の構造決定

GIO　�代表的な機器分析としての核磁気共鳴（NMR）、赤外吸収（IR）、質量分析による構造決定法の基本的事
項を修得する。

【①核磁気共鳴（NMR）】

１．1H および13C NMR スペクトルより得られる情報を概説できる。 C3-4-1-1
２．有機化合物中の代表的プロトンについて、おおよその化学シフト値を示すことができる。 C3-4-1-2
３．1H NMR の積分値の意味を説明できる。 C3-4-1-3
４．1H NMR シグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する基本的な分裂様式を説明できる。 C3-4-1-4
５．代表的な化合物の部分構造を1H NMR から決定できる。(技能) C3-4-1-5

【②赤外吸収（IR）】

１．IR スペクトルより得られる情報を概説できる。 C3-4-2-1
２．IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能） C3-4-2-2

【③質量分析】

１．マススペクトルより得られる情報を概説できる。 C3-4-3-1
２．測定化合物に適したイオン化法を選択できる。（技能） C3-4-3-2
３．ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明できる。 C3-4-3-3
４．代表的な化合物のマススペクトルを解析できる。（技能） C3-4-3-4

【④総合演習】

１．代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決定ができる。（技能） C3-4-4-1

　⑸　無機化合物・錯体の構造と性質

GIO�代表的な無機化合物・錯体(医薬品を含む)の構造、性質に関する基本的事項を修得する。

【①無機化合物・錯体】

１．代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。 C3-5-1-1
２．代表的な無機酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。 C3-5-1-2
３．活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。 C3-5-1-3
４．代表的な錯体の名称、構造、基本的な性質を説明できる。 C3-5-1-4
５．医薬品として用いられる代表的な無機化合物、および錯体を列挙できる。 C3-5-1-5

Ｃ4　生体分子・医薬品の化学による理解

GIO　�医薬品の生体内での作用を化学的に理解できるようになるために、医薬品標的および医薬品の構造と性質、
生体反応の化学に関する基本的事項を修得する。

　⑴　医薬品の標的となる生体分子の構造と化学的な性質

GIO　医薬品の標的となる生体分子の基本構造と、その化学的な性質に関する基本的事項を修得する。

【①医薬品の標的となる生体高分子の化学構造】

１．代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づく化学的性
質を説明できる。

C4-1-1-1

２．医薬品の標的となる生体高分子（タンパク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、相互作用
について説明できる。

C4-1-1-2

【②生体内で機能する小分子】

１．細胞膜受容体および細胞内（核内）受容体の代表的な内因性リガンドの構造と性質について概説できる。 C4-1-2-1
２．代表的な補酵素が酵素反応で果たす役割について、有機反応機構の観点から説明できる。 C4-1-2-2
３．活性酸素、一酸化窒素の構造に基づく生体内反応を化学的に説明できる。 C4-1-2-3
４．生体内に存在する代表的な金属イオンおよび錯体の機能を化学的に説明できる。 C4-1-2-4

　⑵　生体反応の化学による理解

GIO　医薬品の作用の基礎となる生体反応の化学的理解に関する基本的事項を修得する。

【①生体内で機能するリン、硫黄化合物】

１．リン化合物（リン酸誘導体など）および硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステルなど）の構造
と化学的性質を説明できる。

C4-2-1-1

２．リン化合物（リン酸誘導体など）および硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステルなど）の生体
内での機能を化学的性質に基づき説明できる。

C4-2-1-2

【②酵素阻害剤と作用様式】

１．不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応機構に基づいて説明できる。 C4-2-2-1
２．基質アナログが競合阻害薬となることを酵素の反応機構に基づいて説明できる。 C4-2-2-2
３．遷移状態アナログが競合阻害薬となることを酵素の反応機構に基づいて説明できる。 C4-2-2-3
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【③受容体のアゴニストおよびアンタゴニスト】

１．代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）との相違点
について、内因性リガンドの構造と比較して説明できる。

C4-2-3-1

２．低分子内因性リガンド誘導体が医薬品として用いられている理由を説明できる。 C4-2-3-2

【④生体内で起こる有機反応】

１．代表的な生体分子（脂肪酸、コレステロールなど）の代謝反応を有機化学の観点から説明できる。 C4-2-4-1
２．異物代謝の反応（発がん性物質の代謝的活性化など）を有機化学の観点から説明できる。 C4-2-4-2

　⑶　医薬品の化学構造と性質、作用

GIO　医薬品に含まれる代表的な構造およびその性質を医薬品の作用と関連づける基本的事項を修得する。

【①医薬品と生体分子の相互作用】

１．医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、立体効果な
ど）から説明できる。

C4-3-1-1

【②医薬品の化学構造に基づく性質】

１．医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。 C4-3-2-1
２．プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明できる。 C4-3-2-2

【③医薬品のコンポーネント】

１．代表的な医薬品のファーマコフォアについて概説できる。 C4-3-3-1
２．バイオアイソスター（生物学的等価体）について、代表的な例を挙げて概説できる。 C4-3-3-2
３．医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質を説明でき

る。
C4-3-3-3

【④酵素に作用する医薬品の構造と性質】

１．ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明
できる。

C4-3-4-1

２．フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造などをもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質につい
て説明できる。

C4-3-4-2

３．スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 C4-3-4-3
４．キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 C4-3-4-4
５．β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 C4-3-4-5
６．ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 C4-3-4-6

【⑤受容体に作用する医薬品の構造と性質】

１．カテコールアミン骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 C4-3-5-1
２．アセチルコリンアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 C4-3-5-2
３．ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 C4-3-5-3
４．ベンゾジアゼピン骨格およびバルビタール骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質につ

いて説明できる。
C4-3-5-4

５．オピオイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 C4-3-5-5

【⑥DNA�に作用する医薬品の構造と性質】

１．DNA と結合する医薬品（アルキル化剤、シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機構を説明
できる。

C4-3-6-1

２．DNA にインターカレートする医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。 C4-3-6-2
３．DNA 鎖を切断する医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。 C4-3-6-3

【⑦イオンチャネルに作用する医薬品の構造と性質】

１．イオンチャネルに作用する医薬品の代表的な基本構造（ジヒドロピリジンなど）の特徴を説明できる。 C4-3-7-1

Ｃ5　自然が生み出す薬物

GIO　�自然界に存在する物質を医薬品として利用できるようになるために、代表的な生薬の基原、特色、臨床応
用および天然生物活性物質の単離、構造、物性、作用などに関する基本的事項を修得する。

　⑴　薬になる動植鉱物

GIO�基原、性状、含有成分、品質評価などに関する基本的事項を修得する。

【①薬用植物】

１．代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを挙げることができる。 C5-1-1-1
２．代表的な薬用植物を外部形態から説明し、区別できる。（知識、技能） C5-1-1-2
３．植物の主な内部形態について説明できる。 C5-1-1-3
４．法律によって取り扱いが規制されている植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。 C5-1-1-4
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【②生薬の基原】

１．日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位を説明でき
る。

C5-1-2-1

【③生薬の用途】

１．日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを説明でき
る。

C5-1-3-1

２．副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。 C5-1-3-2

【④生薬の同定と品質評価】

１．生薬の同定と品質評価法について概説できる。 C5-1-4-1
２．日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。 C5-1-4-2
３．代表的な生薬を鑑別できる。（技能） C5-1-4-3
４．代表的な生薬の確認試験を説明できる。 C5-1-4-4
５．代表的な生薬の純度試験を説明できる。 C5-1-4-5

　⑵　薬の宝庫としての天然物

GIO　�医薬品資源としての天然生物活性物質を構造によって分類・整理するとともに、天然生物活性物質の利用
に関する基本的事項を修得する。

【①生薬由来の生物活性物質の構造と作用】

１．生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造に基づいて分類し、それらの生合成経路を概説できる。 C5-2-1-1
２．脂質や糖質に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 C5-2-1-2
３．芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 C5-2-1-3
４．テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明でき

る。
C5-2-1-4

５．アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 C5-2-1-5

【②微生物由来の生物活性物質の構造と作用】

１．微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。 C5-2-2-1
２．微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 C5-2-2-2

【③天然生物活性物質の取扱い】

１．天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。（知識、技能） C5-2-3-1

【④天然生物活性物質の利用】

１．医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。 C5-2-4-1
２．天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を

説明できる。
C5-2-4-2

３．農薬や香粧品などとして使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。 C5-2-4-3

Ｃ6　生命現象の基礎

GIO　�生命現象を細胞レベル、分子レベルで理解できるようになるために、生命体の最小単位である細胞の成り
立ちや生命現象を担う分子に関する基本的事項を修得する。

　⑴　細胞の構造と機能

GIO　細胞膜、細胞小器官、細胞骨格などの構造と機能に関する基本的事項を修得する。

【①細胞膜】

１．細胞膜を構成する代表的な生体成分を列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。 C6-1-1-1
２．エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。 C6-1-1-2

【②細胞小器官】

１．細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）やリボソーム
の構造と機能を説明できる。

C6-1-2-1

【③細胞骨格】

１．細胞骨格の構造と機能を説明できる。 C6-1-3-1

　⑵　生命現象を担う分子

GIO　生命現象を担う分子の構造、性質、役割に関する基本的事項を修得する。

【①脂質】

１．代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-1-1
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【②糖質】

１．代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-2-1
２．代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-2-2

【③アミノ酸】

１．アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。 C6-2-3-1

【④タンパク質】

１．タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。 C6-2-4-1

【⑤ヌクレオチドと核酸】

１．ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。 C6-2-5-1

【⑥ビタミン】

１．代表的なビタミンの種類、構造、性質、役割を説明できる。 C6-2-6-1

【⑦微量元素】

１．代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。 C6-2-7-1

【⑧生体分子の定性、定量】

１．脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、もしくは核酸の定性または定量試験を実施できる。（技能） C6-2-8-1

　⑶　生命活動を担うタンパク質

GIO　生命活動を担うタンパク質の構造、性質、機能、代謝に関する基本的事項を修得する。

【①タンパク質の構造と機能】

１．多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、貯蔵タン
パク質、構造タンパク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6-3-1-1

【②タンパク質の成熟と分解】

１．タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。 C6-3-2-1
２．タンパク質の細胞内での分解について説明できる。 C6-3-2-2

【③酵素】

１．酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。 C6-3-3-1
２．酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。 C6-3-3-2
３．代表的な酵素活性調節機構を説明できる。 C6-3-3-3
４．酵素反応速度を測定し、解析できる。(技能) C6-3-3-4

【④酵素以外のタンパク質】

１．膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。 C6-3-4-1
２．血漿リポタンパク質の種類、構造、機能を説明できる。 C6-3-4-2

　⑷　生命情報を担う遺伝子

GIO　生命情報を担う遺伝子の複製、発現と、それらの制御に関する基本的事項を修得する。

【①概論】

１．遺伝情報の保存と発現の流れを説明できる。 C6-4-1-1
２．DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。 C6-4-1-2

【②遺伝情報を担う分子】

１．染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメアなど）を説明できる。 C6-4-2-1
２．遺伝子の構造（プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）を説明できる。 C6-4-2-2
３．RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA など)と機能について説明できる。 C6-4-2-3

【③遺伝子の複製】

１．DNA の複製の過程について説明できる。 C6-4-3-1

【④転写・翻訳の過程と調節】

１．DNA からRNA への転写の過程について説明できる。 C6-4-4-1
２．エピジェネティックな転写制御について説明できる。 C6-4-4-2
３．転写因子による転写制御について説明できる。 C6-4-4-3
４．RNA のプロセシング（キャップ構造、スプライシング、snRNP、ポリA 鎖など）について説明できる。 C6-4-4-4
５．RNA からタンパク質への翻訳の過程について説明できる。 C6-4-4-5
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【⑤遺伝子の変異・修復】

１．DNA の変異と修復について説明できる。 C6-4-5-1

【⑥組換えDNA】

１．遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、cDNA クローニング、PCR、組換えタンパク質発現法など）を概
説できる。

C6-4-6-1

２．遺伝子改変生物（遺伝子導入•欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）について概説できる。 C6-4-6-2

　⑸　生体エネルギーと生命活動を支える代謝系

GIO　�生体エネルギーの産生、貯蔵、利用、およびこれらを担う糖質、脂質、タンパク質、核酸の代謝に関する
基本的事項を修得する。

【①�概論】

１．エネルギー代謝の概要を説明できる。 C6-5-1-1

【②ATP�の産生と糖質代謝】

１．解糖系及び乳酸の生成について説明できる。 C6-5-2-1
２．クエン酸回路(TCA サイクル)について説明できる。 C6-5-2-2
３．電子伝達系（酸化的リン酸化）とATP 合成酵素について説明できる。 C6-5-2-3
４．グリコーゲンの代謝について説明できる。 C6-5-2-4
５．糖新生について説明できる。 C6-5-2-5

【③脂質代謝】

１．脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。 C6-5-3-1
２．コレステロールの生合成と代謝について説明できる。 C6-5-3-2

【④飢餓状態と飽食状態】

１．飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用など）について説明できる。 C6-5-4-1
２．余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。 C6-5-4-2

【⑤その他の代謝系】

１．アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝（尿素回路など）について説明できる。 C6-5-5-1
２．ヌクレオチドの生合成と分解について説明できる。 C6-5-5-2
３．ペントースリン酸回路について説明できる。 C6-5-5-3

　⑹　細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達

GIO　細胞間コミュニケーション及び細胞内情報伝達の方法と役割に関する基本的事項を修得する。

【①�概論】

１．細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式を説明できる。 C6-6-1-1

【②細胞内情報伝達】

１．細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。 C6-6-2-1
２．細胞膜受容体からG タンパク系を介する細胞内情報伝達について説明できる。 C6-6-2-2
３．細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介する細胞内情報伝達について説明できる。 C6-6-2-3
４．細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャーについて説明できる。 C6-6-2-4
５．細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。 C6-6-2-5

【③細胞間コミュニケーション】

１．細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。 C6-6-3-1
２．主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を説明できる。 C6-6-3-2

　⑺　細胞の分裂と死

GIO　細胞周期と分裂、細胞死に関する基本的事項を修得する。

【①細胞分裂】

１．細胞周期とその制御機構について説明できる。 C6-7-1-1
２．体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説明できる。 C6-7-1-2

【②細胞死】

１．細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。 C6-7-2-1

【③がん細胞】

１．正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。 C6-7-3-1
２．がん遺伝子とがん抑制遺伝子について概説できる。 C6-7-3-2
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Ｃ7　人体の成り立ちと生体機能の調節

GIO　�人体の成り立ちを個体、器官、細胞の各レベルで理解できるようになるために、人体の構造、機能、調節
に関する基本的事項を修得する。

　⑴　人体の成り立ち

GIO　遺伝、発生、および各器官の構造と機能に関する基本的事項を修得する。

【①遺伝】

１．遺伝子と遺伝のしくみについて概説できる。 C7-1-1-1
２．遺伝子多型について概説できる。 C7-1-1-2
３．代表的な遺伝疾患を概説できる。 C7-1-1-3

【②発生】

１．個体発生について概説できる。 C7-1-2-1
２．細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について概説できる。 C7-1-2-2

【③器官系概論】

１．人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説明できる。 C7-1-3-1
２．組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系など）を列挙し、形態的および機能的特徴

を説明できる。
C7-1-3-2

３．実験動物・人体模型・シミュレーターなどを用いて各種臓器の名称と位置を確認できる。（技能） C7-1-3-3
４．代表的な器官の組織や細胞を顕微鏡で観察できる。（技能） C7-1-3-4

【④神経系】

１．中枢神経系について概説できる。 C7-1-4-1
２．末梢（体性・自律）神経系について概説できる。 C7-1-4-2

【⑤骨格系・筋肉系】

１．骨、筋肉について概説できる。 C7-1-5-1
２．代表的な骨格筋および関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。 C7-1-5-2

【⑥皮膚】

１．皮膚について概説できる。 C7-1-6-1

【⑦循環器系】

１．心臓について概説できる。 C7-1-7-1
２．血管系について概説できる。 C7-1-7-2
３．リンパ管系について概説できる。 C7-1-7-3

【⑧呼吸器系】

１．肺、気管支について概説できる。 C7-1-8-1

【⑨消化器系】

１．胃、小腸、大腸などの消化管について概説できる。 C7-1-9-1
２．肝臓、膵臓、胆囊について概説できる。 C7-1-9-2

【⑩泌尿器系】

１．泌尿器系について概説できる。 C7-1-10-1

【⑪生殖器系】

１．生殖器系について概説できる。 C7-1-11-1

【⑫内分泌系】

１．内分泌系について概説できる。 C7-1-12-1

【⑬感覚器系】

１．感覚器系について概説できる。 C7-1-13-1

【⑭血液・造血器系】

１．血液・造血器系について概説できる。 C7-1-14-1
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　⑵　生体機能の調節

GIO　�生体の維持に関わる情報ネットワークを担う代表的な情報伝達物質の種類、作用発現機構に関する基本的
事項を修得する。

【①神経による調節機構】

１．神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。 C7-2-1-1
２．代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 C7-2-1-2
３．神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。 C7-2-1-3
４．神経による筋収縮の調節機構について説明できる。 C7-2-1-4

【②ホルモン・内分泌系による調節機構】

１．代表的なホルモンを挙げ、その産生器官、生理活性および作用機構について概説できる。 C7-2-2-1

【③オータコイドによる調節機構】

１．代表的なオータコイドを挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 C7-2-3-1

【④サイトカイン・増殖因子による調節機構】

１．代表的なサイトカイン、増殖因子を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 C7-2-4-1

【⑤血圧の調節機構】

１．血圧の調節機構について概説できる。 C7-2-5-1

【⑥血糖の調節機構】

１．血糖の調節機構について概説できる。 C7-2-6-1

【⑦体液の調節】

１．体液の調節機構について概説できる。 C7-2-7-1
２．尿の生成機構、尿量の調節機構について概説できる。 C7-2-7-2

【⑧体温の調節】

１．体温の調節機構について概説できる。 C7-2-8-1

【⑨血液凝固・線溶系】

１．血液凝固・線溶系の機構について概説できる。 C7-2-9-1

【⑩性周期の調節】

１．性周期の調節機構について概説できる。 C7-2-10-1

Ｃ8　生体防御と微生物

GIO　�生体の恒常性が崩れたときに生ずる変化を理解できるようになるために、免疫反応による生体防御機構と
その破綻、および代表的な病原微生物に関する基本的事項を修得する。

　⑴　身体をまもる

GIO　ヒトの主な生体防御反応としての免疫応答に関する基本的事項を修得する。

【①�生体防御反応】

１．異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー、および補体の役割について説明できる。 C8-1-1-1
２．免疫反応の特徴（自己と非自己の識別、特異性、多様性、クローン性、記憶、寛容）を説明できる。 C8-1-1-2
３．自然免疫と獲得免疫、および両者の関係を説明できる。 C8-1-1-3
４．体液性免疫と細胞性免疫について説明できる。 C8-1-1-4

【②免疫を担当する組織・細胞】

１．免疫に関与する組織を列挙し、その役割を説明できる。 C8-1-2-1
２．免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。 C8-1-2-2
３．免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。 C8-1-2-3

【③分子レベルで見た免疫のしくみ】

１．自然免疫および獲得免疫における異物の認識を比較して説明できる。 C8-1-3-1
２．MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について説明できる。 C8-1-3-2
３．T 細胞とB 細胞による抗原認識の多様性（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。 C8-1-3-3
４．抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。 C8-1-3-4
５．免疫系に関わる主なサイトカインを挙げ、その作用を概説できる。 C8-1-3-5
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　⑵　免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用

GIO　免疫応答の制御とその破綻、および免疫反応の臨床応用に関する基本的事項を修得する。

【①�免疫応答の制御と破綻】

１．炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説明できる。 C8-2-1-1
２．アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について説明できる。 C8-2-1-2
３．自己免疫疾患と免疫不全症候群について概説できる。 C8-2-1-3
４．臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明できる。 C8-2-1-4
５．感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。 C8-2-1-5
６．腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。 C8-2-1-6

【②�免疫反応の利用】

１．ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチンなど）について説明でき
る。

C8-2-2-1

２．モノクローナル抗体とポリクローナル抗体について説明できる。 C8-2-2-2
３．血清療法と抗体医薬について概説できる。 C8-2-2-3
４．抗原抗体反応を利用した検査方法（ELISA 法、ウエスタンブロット法など）を実施できる。（技能） C8-2-2-4

　⑶　微生物の基本

GIO　微生物の分類、構造、生活環などに関する基本的事項を修得する。

【①総論】

１．原核生物、真核生物およびウイルスの特徴を説明できる。 C8-3-1-1

【②細菌】

１．細菌の分類や性質（系統学的分類、グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌など）を説明できる。 C8-3-2-1
２．細菌の構造と増殖機構について説明できる。 C8-3-2-2
３．細菌の異化作用（呼吸と発酵）および同化作用について説明できる。 C8-3-2-3
４．細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。 C8-3-2-4
５．薬剤耐性菌および薬剤耐性化機構について概説できる。 C8-3-2-5
６．代表的な細菌毒素について説明できる。 C8-3-2-6

【③ウイルス】

１．ウイルスの構造、分類、および増殖機構について説明できる。 C8-3-3-1

【④真菌・原虫・蠕虫】

１．真菌の性状を概説できる。 C8-3-4-1
２．原虫および蠕虫の性状を概説できる。 C8-3-4-2

【⑤消毒と滅菌】

１．滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説明できる。 C8-3-5-1
２．主な滅菌法および消毒法について説明できる。 C8-3-5-2

【⑥検出方法】

１．グラム染色を実施できる。（技能） C8-3-6-1
２．無菌操作を実施できる。（技能） C8-3-6-2
３．代表的な細菌または真菌の分離培養、純培養を実施できる。（技能） C8-3-6-3

　⑷　病原体としての微生物

GIO　ヒトと微生物の関わりおよび病原微生物に関する基本的事項を修得する。

【①感染の成立と共生】

１．感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸など）と共生（腸内細菌など）について説明できる。 C8-4-1-1
２．日和見感染と院内感染について説明できる。 C8-4-1-2

【②代表的な病原体】

１．DNA ウイルス（ヒトヘルペスウイルス、アデノウイルス、パピローマウイルス、B 型肝炎ウイルスなど）
について概説できる。

C8-4-2-1

２．RNA ウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、
ライノウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、C 型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、風疹ウ
イルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、ムンプスウイルス、HIV、HTLV など）について概説でき
る。

C8-4-2-2

３．グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌など）およびグラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疽菌、ボツリヌ
ス菌、ジフテリア菌、炭疽菌、セレウス菌、ディフィシル菌など）について概説できる。

C8-4-2-3

４．グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌など）およびグラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ属菌、チフス
菌、エルシニア属菌、クレブシエラ属菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、レジオネラ、イン
フルエンザ菌など）について概説できる。

C8-4-2-4

５．グラム陰性らせん菌（ヘリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・ジェジュニ／コリなど）およびスピロ
ヘータについて概説できる。

C8-4-2-5
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６．抗酸菌（結核菌、らい菌など）について概説できる。 C8-4-2-6
７．マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアについて概説できる。 C8-4-2-7
８．真菌（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、ムーコル、白癬菌など）について概説できる。 C8-4-2-8
９．原虫（マラリア原虫、トキソプラズマ、腟トリコモナス、クリプトスポリジウム、赤痢アメーバなど）、蠕

虫（回虫、鞭虫、アニサキス、エキノコックスなど）について概説できる。
C8-4-2-9

Ｄ　衛生薬学
Ｄ1　健康

GIO　�人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献できるようになるために、現代社会における疾病とその予防、栄
養と健康に関する基本的知識、技能、態度を修得する。

　⑴　社会・集団と健康

GIO　�人々（集団）の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握するために、保健統計と疫学に関する基本的
事項を修得する。

【①健康と疾病の概念】

１．健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。 D1-1-1-1

【②保健統計】

１．集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。 D1-1-2-1
２．人口統計および傷病統計に関する指標について説明できる。 D1-1-2-2
３．人口動態（死因別死亡率など）の変遷について説明できる。 D1-1-2-3

【③疫学】

１．疾病の予防における疫学の役割を説明できる。 D1-1-3-1
２．疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。 D1-1-3-2
３．疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）とその方法について説明できる。 D1-1-3-3
４．リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、計算できる。

（知識・技能）
D1-1-3-4

　⑵　疾病の予防

GIO　�健康を理解し疾病の予防に貢献できるようになるために、感染症、生活習慣病、職業病などについての現
状とその予防に関する基本的事項を修得する。

【①疾病の予防とは】

１．疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。 D1-2-1-1
２．健康増進政策（健康日本２１など）について概説できる。 D1-2-1-2

【②感染症とその予防】

１．現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について説明できる。 D1-2-2-1
２．感染症法における、感染症とその分類について説明できる。 D1-2-2-2
３．代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。 D1-2-2-3
４．予防接種の意義と方法について説明できる。 D1-2-2-4

【③生活習慣病とその予防】

１．生活習慣病の種類とその動向について説明できる。 D1-2-3-1
２．生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、その予防法について説明できる。 D1-2-3-2
３．食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態度） D1-2-3-3

【④母子保健】

１．新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。 D1-2-4-1
２．母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。 D1-2-4-2

【⑤労働衛生】

１．代表的な労働災害、職業性疾病について説明できる。 D1-2-5-1
２．労働衛生管理について説明できる。 D1-2-5-2

　⑶　栄養と健康

GIO　�食生活が健康に与える影響を科学的に理解するために、栄養と食品機能、食品衛生に関する基本的事項を
修得する。

【①栄養】

１．五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。 D1-3-1-1
２．各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。 D1-3-1-2
３．食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。 D1-3-1-3
４．五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質など）の機能について説明できる。 D1-3-1-4
５．エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。 D1-3-1-5
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６．日本人の食事摂取基準について説明できる。 D1-3-1-6
７．栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。 D1-3-1-7
８．疾病治療における栄養の重要性を説明できる。 D1-3-1-8

【②食品機能と食品衛生】

１．炭水化物・タンパク質が変質する機構について説明できる。 D1-3-2-1
２．油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。（知識・技能） D1-3-2-2
３．食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。 D1-3-2-3
４．食品成分由来の発がん性物質を列挙し、その生成機構を説明できる。 D1-3-2-4
５．代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。 D1-3-2-5
６．特別用途食品と保健機能食品について説明できる。 D1-3-2-6
７．食品衛生に関する法的規制について説明できる。 D1-3-2-7

【③食中毒と食品汚染】

１．代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予
防方法について説明できる。

D1-3-3-1

２．食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。 D1-3-3-2
３．化学物質（重金属、残留農薬など）やカビによる食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明

できる。
D1-3-3-3

Ｄ2　環境

GIO　�人々の健康にとってより良い環境の維持と公衆衛生の向上に貢献できるようになるために、化学物質など
のヒトへの影響、適正な使用、および地球生態系や生活環境と健康との関わりにおける基本的知識、技能、
態度を修得する。

　⑴　化学物質・放射線の生体への影響

GIO　�化学物質などの生体への有害作用を回避し、適正に使用できるようになるために、化学物質の毒性などに
関する基本的事項を修得する。

【①化学物質の毒性】

１．代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。 D2-1-1-1
２．肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す代表的な化学物質を列挙できる。 D2-1-1-2
３．重金属、PCB、ダイオキシンなどの代表的な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明

できる。
D2-1-1-3

４．重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。 D2-1-1-4
５．薬物の乱用による健康への影響について説明し、討議する。（知識・態度） D2-1-1-5
６．代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。 D2-1-1-6
７．代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法を列挙し、概説できる。 D2-1-1-7

【②化学物質の安全性評価と適正使用】

１．個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリスクコミュニケーションについて討議する。（態度） D2-1-2-1
２．化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。 D2-1-2-2
３．毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説できる。 D2-1-2-3
４．化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量など）について説明できる。 D2-1-2-4
５．有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法、化管法など）を説明できる。 D2-1-2-5

【③化学物質による発がん】

１．発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。 D2-1-3-1
２．遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説明できる。 D2-1-3-2
３．発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーションなど）について概説できる。 D2-1-3-3

【④放射線の生体への影響】

１．電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。 D2-1-4-1
２．代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。 D2-1-4-2
３．電離放射線を防御する方法について概説できる。 D2-1-4-3
４．非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列挙し、生体への影響を説明できる。 D2-1-4-4

　⑵　生活環境と健康

GIO　�地球生態系や生活環境を保全、維持できるようになるために、環境汚染物質などの成因、測定法、生体へ
の影響、汚染防止、汚染除去などに関する基本的事項を修得する。

【①地球環境と生態系】

１．地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。 D2-2-1-1
２．生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。 D2-2-1-2
３．化学物質の環境内動態（生物濃縮など）について例を挙げて説明できる。 D2-2-1-3
４．地球環境の保全に関する国際的な取り組みについて説明できる。 D2-2-1-4
５．人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度） D2-2-1-5

【②環境保全と法的規制】

１．典型七公害とその現状、および四大公害について説明できる。 D2-2-2-1
２．環境基本法の理念を説明できる。 D2-2-2-2
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３．環境汚染（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染など）を防止するための法規制について説明できる。 D2-2-2-3

【③水環境】

１．原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。 D2-2-3-1
２．水の浄化法、塩素処理について説明できる。 D2-2-3-2
３．水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。（知識・技能） D2-2-3-3
４．下水処理および排水処理の主な方法について説明できる。 D2-2-3-4
５．水質汚濁の主な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能） D2-2-3-5
６．富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対策を説明できる。 D2-2-3-6

【④大気環境】

１．主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健康影響について説明できる。 D2-2-4-1
２．主な大気汚染物質を測定できる。（技能） D2-2-4-2
３．大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説できる。 D2-2-4-3

【⑤室内環境】

１．室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能） D2-2-5-1
２．室内環境と健康との関係について説明できる。 D2-2-5-2

【⑥廃棄物】

１．廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。 D2-2-6-1
２．廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。 D2-2-6-2
３．マニフェスト制度について説明できる。 D2-2-6-3

Ｅ　医療薬学
Ｅ1　薬の作用と体の変化

GIO　疾病と薬物の作用に関する知識を修得し、医薬品の作用する過程を理解する。

　⑴　薬の作用

GIO　�医薬品を薬効に基づいて適正に使用できるようになるために、薬物の生体内における作用に関する基本的
事項を修得する。

【①薬の作用】

１．薬の用量と作用の関係を説明できる。 E1-1-1-1
２．アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。 E1-1-1-2
３．薬物が作用するしくみについて、受容体、酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを例に挙げて説明

できる。
E1-1-1-3

４．代表的な受容体を列挙し、刺激あるいは遮断された場合の生理反応を説明できる。 E1-1-1-4
５．薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化あるいは抑制された場合の生理反応

を説明できる。（C6(6)【②細胞内情報伝達】1. ～ ５．参照）
E1-1-1-5

６．薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わりについて説明できる。（E4(1)【②吸収】、
【③分布】、【④代謝】、【⑤排泄】参照）

E1-1-1-6

７．薬物の選択（禁忌を含む）、用法、用量の変更が必要となる要因（年齢、疾病、妊娠等）について具体例を
挙げて説明できる。

E1-1-1-7

８．薬理作用に由来する代表的な薬物相互作用を列挙し、その機序を説明できる。（E4（1）【②吸収】5.【④代
謝】5.【⑤排泄】5.参照）

E1-1-1-8

９．薬物依存性、耐性について具体例を挙げて説明できる。 E1-1-1-9

【②動物実験】

１．動物実験における倫理について配慮できる。（態度） E1-1-2-1
２．実験動物を適正に取り扱うことができる。（技能） E1-1-2-2
３．実験動物での代表的な投与方法が実施できる。（技能） E1-1-2-3

【③日本薬局方】

１．日本薬局方収載の生物学的定量法の特徴を説明できる。 E1-1-3-1

　⑵　身体の病的変化を知る

GIO　�身体の病的変化から疾患を推測できるようになるために、代表的な症候、病態・臨床検査に関する基本的
事項を修得する。

【①症候】

１．以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測で
きる。

　　　ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・
やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、呼吸困難、
咳・痰、血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋力低下、腹痛、悪心・嘔吐、嚥下困難・
障害、食欲不振、下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、タンパク尿、血尿、尿量・排尿の
異常、月経異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常（しびれを含む）・神経痛、視力障
害、聴力障害

E1-2-1-1
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【②病態・臨床検査】

１．尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-1
２．血液検査、血液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-2
３．血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-3
４．免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-4
５．動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-5
６．代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査および画像検査の検査項目

を列挙し、目的と異常所見を説明できる。
E1-2-2-6

７．代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-7
８．代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。 E1-2-2-8

　⑶　薬物治療の位置づけ

GIO　�医療チームの一員として薬物治療に参画できるようになるために、代表的な疾患における治療と薬物療法
に関する基本的事項を修得する。

１．代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の非薬物治療（外科手術など）の位置づけを説明できる。E1-3-1-1
２．代表的な疾患における薬物治療の役割について、病態、薬効薬理、薬物動態に基づいて討議する。（知識・

技能）
E1-3-2-1

　⑷　医薬品の安全性

GIO　�医療における医薬品のリスクを回避できるようになるために、有害事象（副作用、相互作用）、薬害、薬
物乱用に関する基本的事項を修得する。

１．薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明できる。 E1-4-1-1
２．薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。 E1-4-2-1
３．以下の障害を呈する代表的な副作用疾患について、推定される原因医薬品、身体所見、検査所見および対処

方法を説明できる。
　　　血液障害・電解質異常、肝障害、腎障害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、呼吸器障害、

薬物アレルギー（ショックを含む）、代謝障害、筋障害

E1-4-3-1

４．代表的薬害、薬物乱用について、健康リスクの観点から討議する。（態度） E1-4-4-1

Ｅ2　薬理・病態・薬物治療

GIO　�患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した
適正な薬物治療に参画できるようになるために、疾病にガイドラインを考慮した適正な薬物治療に参画で
きるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するための薬理、病
態・薬物治療に関する基本的事項を修得する。

　⑴　神経系の疾患と薬

GIO　�神経系・筋に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必
要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①自律神経系に作用する薬】

１．交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を
説明できる。

E2-1-1-1

２．副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用
を説明できる。

E2-1-1-2

３．神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。 E2-1-1-3
４．自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） E2-1-1-4

【②体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治療】

１．知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。 E2-1-2-1
２．運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。 E2-1-2-2
３．知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） E2-1-2-3
４．以下の疾患について説明できる。
　　進行性筋ジストロフィー、Guillain-Barré（ギラン・バレー）症候群、重症筋無力症（重複）

E2-1-2-4

【③中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

１．全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 E2-1-3-1
２．麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WHO 三段階除痛

ラダーを含む）を説明できる。
E2-1-3-2

３．中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 E2-1-3-3
４．統合失調症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬

物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
E2-1-3-4

５．うつ病、躁うつ病（双極性障害）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-1-3-5

６．不安神経症（パニック障害と全般性不安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、
主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-1-3-6

７．てんかんについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物
治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-1-3-7

８．脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、治療薬の薬
理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明
できる。

E2-1-3-8
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９．Parkinson（パーキンソン）病について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-1-3-9

10．認知症（Alzheimer（アルツハイマー）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の薬理（薬理作用、
機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-1-3-10

11．片頭痛について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治
療（医薬品の選択等）について説明できる。

E2-1-3-11

12．中枢神経系に作用する薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） E2-1-3-12
13．中枢神経系疾患の社会生活への影響および薬物治療の重要性について討議する。（態度） E2-1-3-13
14．以下の疾患について説明できる。
　　　脳炎・髄膜炎（重複）、多発性硬化症（重複）、筋萎縮性側索硬化症、Narcolepsy（ナルコレプシー）、薬

物依存症、アルコール依存症

E2-1-3-14

【④化学構造と薬効】

１．神経系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。 E2-1-4-1

　⑵　免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬

GIO　�免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基
本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①抗炎症薬】

１．抗炎症薬（ステロイド性および非ステロイド性）および解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）および臨床適用を説明できる。

E2-2-1-1

２．抗炎症薬の作用機序に基づいて炎症について説明できる。 E2-2-1-2
３．創傷治癒の過程について説明できる。 E2-2-1-3

【②免疫・炎症・アレルギー疾患の薬、病態、治療】

１．アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨
床適用を説明できる。

E2-2-2-1

２．免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 E2-2-2-2
３．以下のアレルギー疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接触性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、花粉症、消化管ア

レルギー、気管支喘息（重複）

E2-2-2-3

４．以下の薬物アレルギーについて、原因薬物、病態（病態生理、症状等）および対処法を説明できる。
　　　Stevens-Johnson（スティーブンス-ジョンソン）症候群、中毒性表皮壊死症（重複）、薬剤性過敏症症候

群、薬疹

E2-2-2-4

５．アナフィラキシーショックについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生
理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-2-5

６．以下の疾患について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　尋常性乾癬、水疱症、光線過敏症、ベーチェット病

E2-2-2-6

７．以下の臓器特異的自己免疫疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病
態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　　バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧血(重複）、アジソン病、1 型糖尿病（重複）、重症筋無力症、
多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己免疫性溶血性貧血（重複）、シェーグレン症候群

E2-2-2-7

８．以下の全身性自己免疫疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生
理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　　全身性エリテマトーデス、強皮症、多発筋炎／皮膚筋炎、関節リウマチ（重複）

E2-2-2-8

９．臓器移植（腎臓、肝臓、骨髄、臍帯血、輸血）について、拒絶反応および移植片対宿主病（GVHD）の病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-2-9

【③骨・関節・カルシウム代謝疾患の薬、病態、治療】

１．関節リウマチについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-3-1

２．骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物
治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-3-2

３．変形性関節症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-3-3

４．カルシウム代謝の異常を伴う疾患（副甲状腺機能亢進（低下）症、骨軟化症（くる病を含む）、悪性腫瘍に
伴う高カルシウム血症）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-2-3-4

【④化学構造と薬効】

１．免疫・炎症・アレルギー疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説
できる。

E2-2-4-1
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　⑶　循環器系・血液系・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬

GIO　�循環器系・血液・造血器系・泌尿器系・生殖器系に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に
関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を
修得する。

【①循環器系疾患の薬、病態、治療】

１．以下の不整脈および関連疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性上室頻拍
（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

E2-3-1-1

２．急性および慢性心不全について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-3-1-2

３．虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-3-1-3

４．以下の高血圧症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　　本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧症を含む）

E2-3-1-4

５．以下の疾患について概説できる。
　　　閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、先天性心疾患

E2-3-1-5

６．循環器系に作用する薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） E2-3-1-6

【②血液・造血器系疾患の薬、病態、治療】

１．止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 E2-3-2-1
２．抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。E2-3-2-2
３．以下の貧血について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬

物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血(悪性貧血等）、再生不良性貧血、自己免疫性溶血性貧血（AIHA）、腎性

貧血、鉄芽球性貧血

E2-3-2-3

４．播種性血管内凝固症候群（DIC）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-3-2-4

５．以下の疾患について治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物
治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減少症、血栓塞栓症、白血病（重複）、悪性リンパ
腫（重複）（E2（7）【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】参照）

E2-3-2-5

【③泌尿器系、生殖器系疾患の薬、病態、薬物治療】

１．利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 E2-3-3-1
２．急性および慢性腎不全について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
E2-3-3-2

３．ネフローゼ症候群について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-3-3-3

４．過活動膀胱および低活動膀胱について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-3-3-4

５．以下の泌尿器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症
状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　慢性腎臓病（CKD）、糸球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症（重複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂腎炎（重複）、
膀胱炎（重複）、尿路感染症（重複）、尿路結石

E2-3-3-5

６．以下の生殖器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症
状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　　前立腺肥大症、子宮内膜症、子宮筋腫

E2-3-3-6

７．妊娠・分娩・避妊に関連して用いられる薬物について、薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および薬物
治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-3-3-7

８．以下の生殖器系疾患について説明できる。
　　　異常妊娠、異常分娩、不妊症

E2-3-3-8

【④化学構造と薬効】

１．循環系・泌尿器系・生殖器系疾患の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の
関連を概説できる。

E2-3-4-1

　⑷　呼吸器系・消化器系の疾患と薬

GIO　�呼吸器系・消化器系に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、
治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①呼吸器系疾患の薬、病態、治療】

１．気管支喘息について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬
物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-1-1

２．慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患（ニコチン依存症を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、
機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-1-2

３．間質性肺炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬
物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-1-3

４．鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 E2-4-1-4
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【②消化器系疾患の薬、病態、治療】

１．以下の上部消化器疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　　胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、消化性潰瘍、胃炎

E2-4-2-1

２．炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-2-2

３．肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、
主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-2-3

４．膵炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-2-4

５．胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-2-5

６．機能性消化管障害（過敏性腸症候群を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お
よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-2-6

７．便秘・下痢について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬
物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-2-7

８．悪心・嘔吐について、治療薬および関連薬物（催吐薬）の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病
態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-2-8

９．痔について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-4-2-9

【③化学構造と薬効】

１．呼吸器系・消化器系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説で
きる。

E2-4-3-1

　⑸　代謝系・内分泌系の疾患と薬

GIO　�代謝系・内分泌系に作用する医薬品の薬理および疾患の病態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治
療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①代謝系疾患の薬、病態、治療】

１．糖尿病とその合併症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症
状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-5-1-1

２．脂質異常症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬
物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-5-1-2

３．高尿酸血症・痛風について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-5-1-3

【②内分泌系疾患の薬、病態、治療】

１．性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 E2-5-2-1
２．Basedow（バセドウ）病について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
E2-5-2-2

３．甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-5-2-3

４．尿崩症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治
療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-5-2-4

５．以下の疾患について説明できる。
　　先端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、ADH 不適合分泌症候群（SIADH）、副甲状腺機

能亢進症•低下症、Cushing（クッシング）症候群、アルドステロン症、褐色細胞腫、副腎不全（急性、
慢性）、子宮内膜症（重複）、アジソン病（重複）

E2-5-2-5

【③化学構造と薬効】

１．代謝系・内分布系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説でき
る。

E2-5-3-1

　⑹　感覚器・皮膚の疾患と薬

GIO　�感覚器・皮膚の疾患と薬の薬理作用・機序および副作用に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報
収集・解析および医薬品の適正使用に関する基本的事項を修得する。

【①眼疾患の薬、病態、治療】

１．緑内障について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治
療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-6-1-1

２．白内障について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治
療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-6-1-2

３．加齢性黄斑変性について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-6-1-3

４．以下の疾患について概説できる。
　　　結膜炎（重複）、網膜症、ぶどう膜炎、網膜色素変性症

E2-6-1-4

【②耳鼻咽喉疾患の薬、病態、治療】

１．めまい（動揺病、Meniere（メニエール）病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-6-2-1
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２．以下の疾患について概説できる。
　　アレルギー性鼻炎（重複）、花粉症（重複）、副鼻腔炎（重複）、中耳炎（重複）、口内炎・咽頭炎・扁桃腺

炎(重複)、喉頭蓋炎

E2-6-2-2

【③皮膚疾患の薬、病態、治療】

１．アトピー性皮膚炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。（E2（2）【②免疫・炎症・アレルギーの薬、病態、治療】
参照）

E2-6-3-1

２．皮膚真菌症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬
物治療（医薬品の選択等）を説明できる。（E2（7）【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】参照）

E2-6-3-2

３．褥瘡について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-6-3-3

４．以下の疾患について概説できる。
　　　蕁麻疹（重複）、薬疹（重複）、水疱症（重複）、乾癬(重複）、接触性皮膚炎（重複）、光線過敏症（重複)

E2-6-3-4

【④化学構造と薬効】

１．感覚器・皮膚の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。 E2-6-4-1

　⑺　病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

GIO　�病原微生物（細菌、ウイルス、真菌、原虫）、および悪性新生物に作用する医薬品の薬理および疾患の病
態・薬物治療に関する基本的知識を修得し、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関す
る基本的事項を修得する。

【①抗菌薬】

１．以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクトル、主な副作用、相互作用、組織移行性）および臨床
適用を説明できる。

　　β-ラクタム系、テトラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体（アミノグリコシド）系、キノロ
ン系、グリコペプチド系、抗結核薬、サルファ剤（ST 合剤を含む）、その他の抗菌薬

E2-7-1-1

２．細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤（ワクチン等）を挙げ、その作用機序を説明できる。 E2-7-1-2

【②抗菌薬の耐性】

１．主要な抗菌薬の耐性獲得機構および耐性菌出現への対応を説明できる。 E2-7-2-1

【③細菌感染症の薬、病態、治療】

１．以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法および薬物治療（医薬品の
選択等）を説明できる。

　　上気道炎（かぜ症候群（大部分がウイルス感染症）を含む）、気管支炎、扁桃炎、細菌性肺炎、肺結核、
レジオネラ感染症、百日咳、マイコプラズマ肺炎

E2-7-3-1

２．以下の消化器感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　急性虫垂炎、胆囊炎、胆管炎、病原性大腸菌感染症、食中毒、ヘリコバクター・ピロリ感染症、赤痢、コ

レラ、腸チフス、パラチフス、偽膜性大腸炎

E2-7-3-2

３．以下の感覚器感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　副鼻腔炎、中耳炎、結膜炎

E2-7-3-3

４．以下の尿路感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　腎盂腎炎、膀胱炎、尿道炎

E2-7-3-4

５．以下の性感染症について、病態（病態生理、症状等）、予防方法および薬物治療（医薬品の選択等）を説明
できる。

　　　梅毒、淋病、クラミジア症等

E2-7-3-5

６．脳炎、髄膜炎について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-3-6
７．以下の皮膚細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。
　　　伝染性膿痂疹、丹毒、癰、毛囊炎、ハンセン病

E2-7-3-7

８．感染性心内膜炎、胸膜炎について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明で
きる。

E2-7-3-8

９．以下の薬剤耐性菌による院内感染について、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等）および薬物治
療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　　MRSA、VRE、セラチア、緑膿菌等

E2-7-3-9

10．以下の全身性細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法および薬物治療（医薬
品の選択等）を説明できる。

　　　ジフテリア、劇症型A 群β溶血性連鎖球菌感染症、新生児B 群連鎖球菌感染症、破傷風、敗血症

E2-7-3-10

【④ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療】

１．ヘルペスウイルス感染症（単純ヘルペス、水痘・帯状疱疹）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主
な副作用）、予防方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-7-4-1

２．サイトメガロウイルス感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-7-4-2

３．インフルエンザについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と予防方法および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-7-4-3

４．ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経
路と予防方法および病態（病態生理（急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。（重複）

E2-7-4-4

５．後天性免疫不全症候群（AIDS）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と予防
方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-7-4-5
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６．以下のウイルス感染症（プリオン病を含む）について、感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　伝染性紅斑（リンゴ病）、手足口病、伝染性単核球症、突発性発疹、咽頭結膜熱、ウイルス性下痢症、麻
疹、風疹、流行性耳下腺炎、風邪症候群、Creutzfeldt-Jakob（クロイツフェルト-ヤコブ）病

E2-7-4-6

【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】

１．抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 E2-7-5-1
２．以下の真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　皮膚真菌症、カンジダ症、ニューモシスチス肺炎、肺アスペルギルス症、クリプトコックス症

E2-7-5-2

【⑥原虫・寄生虫感染症の薬、病態、治療】

１．以下の原虫感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　　マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナス症、アメーバ赤痢

E2-7-6-1

２．以下の寄生虫感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症
状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　　回虫症、蟯虫症、アニサキス症

E2-7-6-2

【⑦悪性腫瘍】

１．腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違い）を説明できる。 E2-7-7-1
２．悪性腫瘍について、以下の項目を概説できる。

　　組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連の変
異遺伝子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫瘍の
リスクおよび予防要因

E2-7-7-2

３．悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置づけを概説できる。 E2-7-7-3

【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】

１．以下の抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用、相互作用、組織移行性）および臨床適用を説明
できる。

　　アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗腫瘍抗生物質、微小管阻害薬、トポイソメラーゼ阻害薬、抗腫瘍ホルモン
関連薬、白金製剤、分子標的治療薬、その他の抗悪性腫瘍薬

E2-7-8-1

２．抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲得機構を説明できる。 E2-7-8-2
３．抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、血小板減少

等）の軽減のための対処法を説明できる。
E2-7-8-3

４．代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFOX 等）について、構成薬物およびその役割、副作用、対象疾患
を概説できる。

E2-7-8-4

５．以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病、成人T 細胞白血病（ATL）

E2-7-8-5

６．悪性リンパ腫および多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説
明できる。

E2-7-8-6

７．骨肉腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-7
８．以下の消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。
　　　胃癌、食道癌、肝癌、大腸癌、胆囊・胆管癌、膵癌

E2-7-8-8

９．肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-9
10．以下の頭頸部および感覚器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。
　　　脳腫瘍、網膜芽細胞腫、喉頭、咽頭、鼻腔・副鼻腔、口腔の悪性腫瘍

E2-7-8-10

11．以下の生殖器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
　　　前立腺癌、子宮癌、卵巣癌

E2-7-8-11

12．腎・尿路系の悪性腫瘍（腎癌、膀胱癌）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。

E2-7-8-12

13．乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-8-13

【⑨がん終末期医療と緩和ケア】

１．がん終末期の病態（病態生理、症状等）と治療を説明できる。 E2-7-9-1
２．がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 E2-7-9-2

【⑩化学構造と薬効】

１．病原微生物・悪性新生物が関わる疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関
連を概説できる。

E2-7-10-1

　⑻　バイオ・細胞医薬品とゲノム情報

GIO　�医薬品としてのタンパク質、遺伝子、細胞を適正に利用するために、それらを用いる治療に関する基本的
知識を修得し、倫理的態度を身につける。併せて、ゲノム情報の利用に関する基本的事項を修得する。

【①組換え体医薬品】

１．組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。 E2-8-1-1
２．代表的な組換え体医薬品を列挙できる。 E2-8-1-2
３．組換え体医薬品の安全性について概説できる。 E2-8-1-3
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【②遺伝子治療】

１．遺伝子治療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説できる。（知識・態度） E2-8-2-1

【③細胞、組織を利用した移植医療】

１．移植医療の原理、方法と手順、現状およびゲノム情報の取り扱いに関する倫理的問題点を概説できる。（知
識・態度）

E2-8-3-1

２．摘出および培養組織を用いた移植医療について説明できる。 E2-8-3-2
３．臍帯血、末梢血および骨髄に由来する血液幹細胞を用いた移植医療について説明できる。 E2-8-3-3
４．胚性幹細胞（ES 細胞）、人工多能性幹細胞（iPS 細胞）を用いた細胞移植医療について概説できる。 E2-8-3-4

　⑼　要指導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション

GIO　�適切な薬物治療および地域の保健・医療に貢献できるようになるために、要指導医薬品・一般用医薬品お
よびセルフメディケーションに関する基本的知識を修得する。併せて、薬物治療実施に必要な情報を自ら
収集するための基本的事項を修得する。

１．地域における疾病予防、健康維持増進、セルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割を概説できる。E2-9-1-1
２．要指導医薬品および一般用医薬品（リスクの程度に応じた区分（第一類、第二類、第三類）も含む）につい

て説明し、各分類に含まれる代表的な製剤を列挙できる。
E2-9-2-1

３．代表的な症候について、関連する頻度の高い疾患、見逃してはいけない疾患を列挙できる。 E2-9-3-1
４．要指導医薬品・一般用医薬品の選択、受診勧奨の要否を判断するために必要な患者情報を収集できる。（技

能）
E2-9-4-1

５．以下の疾患・症候に対するセルフメディケーションに用いる要指導医薬品・一般用医薬品等に含まれる成
分・作用・副作用を列挙できる。

　　　発熱、痛み、かゆみ、消化器症状、呼吸器症状、アレルギー、細菌・真菌感染症、生活習慣病 等

E2-9-5-1

６．主な養生法（運動・食事療法、サプリメント、保健機能食品を含む）とその健康の保持・促進における意義
を説明できる。

E2-9-6-1

７．要指導医薬品・一般用医薬品と医療用医薬品、サプリメント、保健機能食品等との代表的な相互作用を説明
できる。

E2-9-7-1

８．要指導医薬品・一般用医薬品等による治療効果と副作用を判定するための情報を収集し評価できる。（技能） E2-9-8-1

　⑽　医療の中の漢方薬

GIO　漢方の考え方、疾患概念、代表的な漢方薬の適応、副作用や注意事項などに関する基本的事項を修得する。

【①漢方薬の基礎】

１．漢方の特徴について概説できる。 E2-10-1-1
２．以下の漢方の基本用語を説明できる。
　　　陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証

E2-10-1-2

３．配合生薬の組み合わせによる漢方薬の系統的な分類が説明できる。 E2-10-1-3
４．漢方薬と西洋薬、民間薬、サプリメント、保健機能食品などとの相違について説明できる。 E2-10-1-4

【②漢方薬の応用】

１．漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治療法について概説できる。 E2-10-2-1
２．日本薬局方に収載される漢方薬の適応となる証、症状や疾患について例示して説明できる。 E2-10-2-2
３．現代医療における漢方薬の役割について説明できる。 E2-10-2-3

【③漢方薬の注意点】

１．漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。 E2-10-3-1

　⑾　薬物治療の最適化

GIO　�最適な薬物治療の実現に貢献できるようになるために、治療に必要な情報収集・解析および医薬品の適正
使用に関する基本的事項を修得する。

【①総合演習】

１．代表的な疾患の症例について、患者情報および医薬品情報などの情報に基づいて薬物治療の最適化を討議す
る。（知識・態度）

E2-11-1-1

２．過剰量の医薬品による副作用への対応（解毒薬を含む）を討議する。（知識・態度） E2-11-1-2
３．長期療養に付随する合併症を列挙し、その薬物治療について討議する。（知識・態度） E2-11-1-3

Ｅ3　薬物治療に役立つ情報

GIO　�薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、処方設計を提案したり、臨床上の問題解決
ができるようになるために、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工、臨床研究デザイン・解析
などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基本的事項を身につける。

　⑴　医薬品情報

GIO　�医薬品情報の収集・評価・加工・提供・管理・評価、EBM�の実践、生物統計ならびに臨床研究デザイ
ン・解析に関する基本的事項を修得する。

【①情報】

１．医薬品を使用したり取り扱う上で、必須の医薬品情報を列挙できる。 E3-1-1-1
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２．医薬品情報に関わっている職種を列挙し、その役割について概説できる。 E3-1-1-2
３．医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性試験等）と得ら

れる医薬品情報について概説できる。
E3-1-1-3

４．医薬品の市販後に行われる調査・試験と得られる医薬品情報について概説できる。 E3-1-1-4
５．医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関

する法律」、GCP、GVP、GPSP、RMP など）とレギュラトリーサイエンスについて概説できる。
E3-1-1-5

【②情報源】

１．医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説できる。 E3-1-2-1
２．医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙し、それらの特徴について説明できる。 E3-1-2-2
３．厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの発行する資料を列挙し、概説できる。 E3-1-2-3
４．医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけについて説明できる。 E3-1-2-4
５．医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目（警告、禁忌、効能・効果、用法・用量、使用上の注意な

ど）を列挙し、それらの意味や記載すべき内容について説明できる。
E3-1-2-5

６．医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いについて説明できる。 E3-1-2-6

【③収集・評価・加工・提供・管理】

１．目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒など）に合った適切な情報源を選択し、
必要な情報を検索、収集できる。（技能）

E3-1-3-1

２．MEDLINE などの医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解し、
検索できる。（知識・技能）

E3-1-3-2

３．医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に必要な基本的項目を列挙できる。 E3-1-3-3
４．臨床試験などの原著論文および三次資料について医薬品情報の質を評価できる。（技能） E3-1-3-4
５．医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し管理する際の方法と注意点（知的所有権、守秘義務など）につ

いて説明できる。
E3-1-3-5

【④EBM（Evidence-based�Medicine）】

１．EBM の基本概念と実践のプロセスについて説明できる。 E3-1-4-1
２．代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコントロール研究など）の長所と短所を

挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説できる。
E3-1-4-2

３．臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現性）と外的
妥当性（研究結果の一般化の可能性）について概説できる。（E3（1）【③収集・評価・加工・提供・管理】参
照）

E3-1-4-3

４．メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。 E3-1-4-4

【⑤生物統計】

１．基本的な統計量（平均値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）を説明できる。 E3-1-5-1
２．帰無仮説の概念および検定と推定の違いを説明できる。 E3-1-5-2
３．代表的な分布（正規分布、ｔ分布、二項分布、ポアソン分布、χ2 分布、F 分布）について概説できる。 E3-1-5-3
４．主なパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。 E3-1-5-4
５．二群間の差の検定（ｔ検定、χ2 検定など）を実施できる。（技能） E3-1-5-5
６．主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック回帰など）と相関係数の検定について概説できる。 E3-1-5-6
７．基本的な生存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線など）について概説できる。 E3-1-5-7

【⑥臨床研究デザインと解析】

１．臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴を概説できる。 E3-1-6-1
２．臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。 E3-1-6-2
３．観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール研究、ネス

テッドケースコントロール研究、ケースコホート研究など）について概説できる。
E3-1-6-3

４．副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定アルゴリズムなど）について概説できる。 E3-1-6-4
５．優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。 E3-1-6-5
６．介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化など）について概説できる。 E3-1-6-6
７．統計解析時の注意点について概説できる。 E3-1-6-7
８．介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポ

イント）の違いを、例を挙げて説明できる。
E3-1-6-8

９．臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（相対リスク、相対リスク減少、絶対リスク、絶対リ
スク減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生割合）を説明し、計算できる。（知識・技能）

E3-1-6-9

【⑦医薬品の比較・評価】

１．病院や薬局において医薬品を採用・選択する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明できる。 E3-1-7-1
２．医薬品情報にもとづいて、代表的な同種同効薬の有効性や安全性について比較・評価できる。（技能） E3-1-7-2
３．医薬品情報にもとづいて、先発医薬品と後発医薬品の品質、安全性、経済性などについて、比較・評価でき

る。（技能）
E3-1-7-3

　⑵　患者情報

GIO　患者からの情報の収集、評価に必要な基本的事項を修得する。

【①情報と情報源】

１．薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。 E3-2-1-1
２．患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。 E3-2-1-2

【②収集・評価・管理】

１．問題志向型システム（POS）を説明できる。 E3-2-2-1
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２．SOAP 形式などの患者情報の記録方法について説明できる。 E3-2-2-2
３．医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概説できる。 E3-2-2-3
４．患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説明できる。（A（2）【③患者の権利】参照） E3-2-2-4

　⑶　個別化医療

GIO　薬物治療の個別化に関する基本的事項を修得する。

【①遺伝的素因】

１．薬物の主作用および副作用に影響する代表的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。 E3-3-1-1
２．薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素・トランスポーターの遺伝子変異など）について、

例を挙げて説明できる。
E3-3-1-2

３．遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて説明できる。 E3-3-1-3

【②年齢的要因】

１．低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明できる。 E3-3-2-1
２．高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明できる。 E3-3-2-2

【③臓器機能低下】

１．腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。 E3-3-3-1
２．肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。 E3-3-3-2
３．心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。 E3-3-3-3

【④その他の要因】

１．薬物の効果に影響する生理的要因（性差、閉経、日内変動など）を列挙できる。 E3-3-4-1
２．妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。 E3-3-4-2
３．栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水など）における薬物動態と、薬物治療で注意すべき

点を説明できる。
E3-3-4-3

【⑤個別化医療の計画・立案】

１．個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品情報をもとに、薬物治療を計画・立案
できる。（技能）

E3-3-5-1

２．コンパニオン診断にもとづく薬物治療について、例を挙げて説明できる。 E3-3-5-2

Ｅ4　薬の生体内運命

GIO　�薬物の生体内運命を理解し、個々の患者の投与設計ができるようになるために、薬物の体内動態およびそ
の解析に関する基本的知識を修得し、それらを応用する基本的技能を身につける。

　⑴　薬物の体内動態

GIO　吸収、分布、代謝、排泄の各過程および薬物動態学的相互作用に関する基本的事項を修得する

【①生体膜透過】

１．薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散および能動輸送の特徴を説明できる。 E4-1-1-1
２．薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの例を挙げ、その特徴と薬物動態における役割を説明できる。 E4-1-1-2

【②吸収】

１．経口投与された薬物の吸収について説明できる。 E4-1-2-1
２．非経口的に投与される薬物の吸収について説明できる。 E4-1-2-2
３．薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的要因など）を列挙し、説明できる。 E4-1-2-3
４．薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。 E4-1-2-4
５．初回通過効果について説明できる。 E4-1-2-5

【③分布】

１．薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。 E4-1-3-1
２．薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合ならびに組織結合との関係を、定量的に説明できる。 E4-1-3-2
３．薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析方法を説明できる。 E4-1-3-3
４．血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等への移行について説明できる。 E4-1-3-4
５．薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明できる。 E4-1-3-5
６．薬物の分布過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。 E4-1-3-6

【④代謝】

１．代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説明
できる。

E4-1-4-1

２．薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。 E4-1-4-2
３．代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される薬物を列挙できる。 E4-1-4-3
４．プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説明できる。 E4-1-4-4
５．薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、それらに関連して起こる相互作用について、例を挙げ、説

明できる。
E4-1-4-5
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【⑤排泄】

１．薬物の尿中排泄機構について説明できる。 E4-1-5-1
２．腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関係を定量的に説明できる。 E4-1-5-2
３．代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。 E4-1-5-3
４．薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。 E4-1-5-4
５．薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。 E4-1-5-5

　⑵　薬物動態の解析

GIO　薬物動態の理論的解析ならびに投与設計に関する基本的事項を修得する。

【①薬物速度論】

１．線形コンパートメントモデルと、関連する薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、消失半減期、
生物学的利用能など）の概念を説明できる。

E4-2-1-1

２．線形１－コンパートメントモデルに基づいた解析ができる（急速静注・経口投与［単回および反復投与］、
定速静注）。（知識、技能）

E4-2-1-2

３．体内動態が非線形性を示す薬物の例を挙げ、非線形モデルに基づいた解析ができる。（知識、技能） E4-2-1-3
４．モーメント解析の意味と、関連するパラメータの計算法について説明できる。 E4-2-1-4
５．組織クリアランス（肝、腎）および固有クリアランスの意味と、それらの関係について、数式を使って説明

できる。
E4-2-1-5

６．薬物動態学－薬力学解析（PK-PD 解析）について概説できる。 E4-2-1-6

【②TDM�(Therapeutic�Drug�Monitoring)と投与設計】

１．治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDM が有効な薬物を列挙できる。 E4-2-2-1
２．TDM を行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測定法について説明できる。 E4-2-2-2
３．薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設計ができる。（知識、技能） E4-2-2-3
４．ポピュレーションファーマコキネティクスの概念と応用について概説できる。 E4-2-2-4

Ｅ5　製剤化のサイエンス

GIO　�製剤化の意義と製剤の性質を理解するために、薬物と製剤材料の物性、製剤設計、および薬物送達システ
ムに関する基本的事項を修得する。

　⑴　製剤の性質

GIO　薬物と製剤材料の物性に関する基本的事項を修得する。

【①固形材料】

１．粉体の性質について説明できる。 E5-1-1-1
２．結晶（安定形および準安定形）や非晶質、無水物や水和物の性質について説明できる。 E5-1-1-2
３．固形材料の溶解現象（溶解度、溶解平衡など）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明できる。（C2

（2）【①酸・塩基平衡】1.及び【②各種の化学平衡】2.参照）
E5-1-1-3

４．固形材料の溶解に影響を及ぼす因子（pH や温度など）について説明できる。 E5-1-1-4
５．固形材料の溶解度や溶解速度を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。 E5-1-1-5

【②半固形・液状材料】

１．流動と変形（レオロジー）について説明できる。 E5-1-2-1
２．高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度など）について説明できる。 E5-1-2-2

【③分散系材料】

１．界面の性質（界面張力、分配平衡、吸着など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明できる。
（C2（2）【②各種の化学平衡】4.参照）

E5-1-3-1

２．代表的な分散系（分子集合体、コロイド、乳剤、懸濁剤など）を列挙し、その性質について説明できる。 E5-1-3-2
３．分散した粒子の安定性と分離現象（沈降など）について説明できる。 E5-1-3-3
４．分散安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。 E5-1-3-4

【④薬物及び製剤材料の物性】

１．製剤分野で汎用される高分子の構造を理解し、その物性について説明できる。 E5-1-4-1
２．薬物の安定性（反応速度、複合反応など）や安定性に影響を及ぼす因子（pH、温度など）について説明で

きる。（C1（3）【①反応速度】1. ～7.参照）
E5-1-4-2

３．薬物の安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。 E5-1-4-3

　⑵　製剤設計

GIO　製剤の種類、製造、品質などに関する基本的事項を修得する。

【①代表的な製剤】

１．製剤化の概要と意義について説明できる。 E5-2-1-1
２．経口投与する製剤の種類とその特性について説明できる。 E5-2-1-2
３．粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤など）の種類とその特性について説明できる。 E5-2-1-3
４．注射により投与する製剤の種類とその特性について説明できる。 E5-2-1-4
５．皮膚に適用する製剤の種類とその特性について説明できる。 E5-2-1-5
６．その他の製剤（生薬関連製剤、透析に用いる製剤など）の種類と特性について説明できる。 E5-2-1-6
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【②製剤化と製剤試験法】

１．代表的な医薬品添加物の種類・用途・性質について説明できる。 E5-2-2-1
２．製剤化の単位操作、汎用される製剤機械および代表的な製剤の具体的な製造工程について説明できる。 E5-2-2-2
３．汎用される容器、包装の種類や特徴について説明できる。 E5-2-2-3
４．製剤に関連する試験法を列挙し、説明できる。 E5-2-2-4

【③生物学的同等性】

１．製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の放出性など）を理解した上で、生物学的同等性について説明でき
る。

E5-2-3-1

　⑶　DDS（Drug�Delivery�System：薬物送達システム）

GIO　薬物の投与形態や薬物体内動態の制御法などを工夫したDDS�に関する基本的事項を修得する。

【①DDS�の必要性】

１．DDS の概念と有用性について説明できる。 E5-3-1-1
２．代表的なDDS 技術を列挙し、説明できる。（プロドラッグについては、E4(1)【④代謝】4.も参照） E5-3-1-2

【②コントロールドリリース（放出制御）】

１．コントロールドリリースの概要と意義について説明できる。 E5-3-2-1
２．投与部位ごとに、代表的なコントロールドリリース技術を列挙し、その特性について説明できる。 E5-3-2-2
３．コントロールドリリース技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。 E5-3-2-3

【③ターゲティング（標的指向化）】

１．ターゲティングの概要と意義について説明できる E5-3-3-1
２．投与部位ごとに、代表的なターゲティング技術を列挙し、その特性について説明できる。 E5-3-3-2
３．ターゲティング技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。 E5-3-3-3

【④吸収改善】

１．吸収改善の概要と意義について説明できる。 E5-3-4-1
２．投与部位ごとに、代表的な吸収改善技術を列挙し、その特性について説明できる。 E5-3-4-2
３．吸収改善技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。 E5-3-4-3

Ｆ　薬学臨床
GIO　�患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の

実践と、チーム医療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。

※F薬学臨床における代表的な疾患は、がん、高血圧症、糖尿病、心疾患、脳血管障害、精神神経疾患、免疫・
アレルギー疾患、感染症とする。病院・薬局の実務実習においては、これら疾患を持つ患者の薬物治療に継続
的に広く関わること。

前）：病院・薬局での実務実習履修前に修得すべき事項

　⑴　薬学臨床の基礎

GIO　�医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な
心構えと薬学的管理の基本的な流れを把握する。

【①早期臨床体験】�※原則として2�年次修了までに学習する事項

１．患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤師の業務を見聞し、その体験から薬剤師業務の重要性について討
議する。（知識・態度）

F-1-1-1

２．地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に基づきその重要性や課題を討議する。（知識・態度） F-1-1-2
３．一次救命処置（心肺蘇生、外傷対応等）を説明し、シミュレータを用いて実施できる。（知識・技能） F-1-1-3

【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕

１．前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。（態度） F-1-2-1
２．前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応がで

きる。（態度）
F-1-2-2

３．前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議す
る。（態度）

F-1-2-3

４．医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度） F-1-2-4
５．患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度） F-1-2-5
６．薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ることができる。（態度） F-1-2-6
７．職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度） F-1-2-7

【③臨床実習の基礎】

１．前）病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。 F-1-3-1
２．前）病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について説明できる。 F-1-3-2
３．前）病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内容と関連を概説できる。 F-1-3-3
４．前）病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる。 F-1-3-4
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５．前）薬剤師の関わる社会保障制度（医療、福祉、介護）の概略を説明できる。〔Ｂ（３）①参照〕 F-1-3-5
６．病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連付けて説明できる。 F-1-3-6
７．代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管理について説明できる。 F-1-3-7
８．入院から退院に至るまで入院患者の医療に継続して関わることができる。（態度） F-1-3-8
９．急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理について説明でき

る。
F-1-3-9

10．周産期医療や小児医療における適切な薬学的管理について説明できる。 F-1-3-10
11．終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。 F-1-3-11
12．外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。 F-1-3-12
13．保険評価要件を薬剤師業務と関連付けて概説することができる。 F-1-3-13
14．薬局における薬剤師業務の流れを相互に関連付けて説明できる。 F-1-3-14
15．来局者の調剤に対して、処方せんの受付から薬剤の交付に至るまで継続して関わることができる。（知識・

態度）
F-1-3-15

　⑵　処方せんに基づく調剤

GIO　�処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務
を修得する。

【①法令・規則等の理解と遵守】〔Ｂ（２）、（３）参照〕

１．前）調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱いを法的根拠に基づいて説明
できる。

F-2-1-1

２．調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。（知識・技能） F-2-1-2
３．法的根拠に基づき、一連の調剤業務を適正に実施する。（技能・態度） F-2-1-3
４．保険薬局として必要な条件や設備等を具体的に関連付けて説明できる。 F-2-1-4

【②処方せんと疑義照会】

１．前）代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用を
列挙できる。

F-2-2-1

２．前）処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる。 F-2-2-2
３．前）処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明できる。 F-2-2-3
４．前）処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。 F-2-2-4
５．前）処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる。 F-2-2-5
６．前）処方せん等に基づき疑義照会ができる。（技能・態度） F-2-2-6
７．処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。（知識・技能） F-2-2-7
８．注射薬処方せんの記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。（知

識・技能）
F-2-2-8

９．処方せんの正しい記載方法を例示できる。（技能） F-2-2-9
10．薬歴、診療録、患者の状態から処方が妥当であるか判断できる。（知識・技能） F-2-2-10
11．薬歴、診療録、患者の状態から判断して適切に疑義照会ができる。（技能・態度） F-2-2-11

【③処方せんに基づく医薬品の調製】

１．前）薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。（技能） F-2-3-1
２．前）主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤形、規格等を列挙できる。 F-2-3-2
３．前）処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。（技能） F-2-3-3
４．前）後発医薬品選択の手順を説明できる。 F-2-3-4
５．前）代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとその理由を説明できる。 F-2-3-5
６．前）無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。（知識・技能） F-2-3-6
７．前）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる。（技能） F-2-3-7
８．前）処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。（知識・技能） F-2-3-8
９．主な医薬品の一般名・剤形・規格から該当する製品を選択できる。（技能） F-2-3-9
10．適切な手順で後発医薬品を選択できる。（知識・技能） F-2-3-10
11．処方せんに従って計数・計量調剤ができる。（技能） F-2-3-11
12．錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能） F-2-3-12
13．一回量(一包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能） F-2-3-13
14．注射処方せんに従って注射薬調剤ができる。（技能） F-2-3-14
15．注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。 F-2-3-15
16．注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作を実施できる。（技能） F-2-3-16
17．抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の手技を実施できる。（知識・技能） F-2-3-17
18．特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いができ

る。（知識・技能）
F-2-3-18

19．調製された薬剤に対して、監査が実施できる。（知識・技能） F-2-3-19

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

１．前）適切な態度で、患者・来局者と応対できる。（態度） F-2-4-1
２．前）妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべき事項を具体的に列挙できる。F-2-4-2
３．前）患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴

等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識・態度）
F-2-4-3

４．前）患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用、保管方法等
について適切に説明できる。（技能・態度）

F-2-4-4

５．前）代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。 F-2-4-5
６．前）患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方法を説

明できる。（技能・態度）
F-2-4-6

７．前）薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明できる。 F-2-4-7
８．前）代表的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる。（技能） F-2-4-8
９．患者・来局者に合わせて適切な応対ができる。（態度） F-2-4-9
10．患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等）

を適切な手順で聞き取ることができる。（知識・態度）
F-2-4-10

11．医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度） F-2-4-11
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12．患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育ができる。
（知識・態度）

F-2-4-12

13．妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対ができる。（知
識・態度）

F-2-4-13

14．お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。（態度） F-2-4-14
15．収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録することができる。（知識・技能） F-2-4-15

【⑤医薬品の供給と管理】

１．前）医薬品管理の意義と必要性について説明できる。 F-2-5-1
２．前）医薬品管理の流れを概説できる。 F-2-5-2
３．前）劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤原料等の管理と取り扱いについて説明できる。 F-2-5-3
４．前）特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説明できる。 F-2-5-4
５．前）代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。 F-2-5-5
６．前）院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。 F-2-5-6
７．前）薬局製剤・漢方製剤について概説できる。 F-2-5-7
８．前）医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。 F-2-5-8
９．医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。（知識・技能） F-2-5-9
10．医薬品の適切な在庫管理を実施する。（知識・技能） F-2-5-10
11．医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。 F-2-5-11
12．劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。（知識・技能） F-2-5-12
13．特定生物由来製品の適切な管理と取り扱いを体験する。（知識・技能） F-2-5-13

【⑥安全管理】

１．前）処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる。 F-2-6-1
２．前）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注意

点を列挙できる。
F-2-6-2

３．前）代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、その原因、リスクを回避するた
めの具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（知識・態度）

F-2-6-3

４．前）感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。 F-2-6-4
５．前）衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。（技能） F-2-6-5
６．前）代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる。 F-2-6-6
７．前）医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。 F-2-6-7
８．特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の安全管理を体験

する。（知識・技能・態度）
F-2-6-8

９．調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。 F-2-6-9
10．施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策と

発生後の適切な対処法を提案することができる。（知識・態度）
F-2-6-10

11．施設内の安全管理指針を遵守する。（態度） F-2-6-11
12．施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施する。（技能） F-2-6-12
13．臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。（技能・態度） F-2-6-13
14．院内での感染対策（予防、蔓延防止など）について具体的な提案ができる。（知識・態度） F-2-6-14

　⑶　薬物療法の実践

GIO　�患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、
適切な医薬品情報を基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。

【①�患者情報の把握】

１．前）基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。 F-3-1-1
２．前）患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物療法

に必要な情報を収集できる。（技能・態度）〔Ｅ３（２）①参照〕
F-3-1-2

３．前）身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見の薬学的管理への活用につい
て説明できる。

F-3-1-3

４．前）基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。（知識・技能） F-3-1-4
５．基本的な医療用語、略語を適切に使用できる。（知識・態度） F-3-1-5
６．患者・来局者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物

療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度）
F-3-1-6

７．患者の身体所見を薬学的管理に活かすことができる。（技能・態度） F-3-1-7

【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕

１．前）薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工できる。（知識・技能） F-3-2-1
２．施設内において使用できる医薬品の情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能） F-3-2-2
３．薬物療法に対する問い合わせに対し、根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能） F-3-2-3
４．医療スタッフおよび患者のニーズに合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度） F-3-2-4
５．安全で有効な薬物療法に必要な医薬品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能） F-3-2-5
６．緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱うことができる。

（知識・態度）
F-3-2-6

【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】

１．前）代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる。 F-3-3-1
２．前）病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選択や

用法・用量設定を立案できる。
F-3-3-2

３．前）患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とその対処法を説明できる。 F-3-3-3
４．前）皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明できる。 F-3-3-4
５．前）代表的な輸液の種類と適応を説明できる。 F-3-3-5
６．前）患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。 F-3-3-6
７．代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。 F-3-3-7
８．治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。 F-3-3-8
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９．患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）や薬剤の特徴
（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。（知識・態度）

F-3-3-9

10．処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態度） F-3-3-10
11．入院患者の持参薬について、継続・変更・中止の提案ができる。（知識・態度） F-3-3-11
12．アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度） F-3-3-12
13．処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。 F-3-3-13
14．処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師等に判りやすく

説明できる。（知識・態度）
F-3-3-14

【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】

１．前）代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を具体
的に説明できる。

F-3-4-1

２．前）代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集ができる。（知識・技能） F-3-4-2
３．前）代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、

SOAP 形式等で記録できる。（知識・技能）
F-3-4-3

４．医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検査項目とその実施を提案できる。（知識・態度） F-3-4-4
５．薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の提案ができる。

（知識・態度）
F-3-4-5

６．薬物血中濃度の推移から薬物療法の効果および副作用について予測できる。（知識・技能） F-3-4-6
７．臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。 F-3-4-7
８．薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見などから評価できる。 F-3-4-8
９．副作用の発現について、患者の症状や検査所見などから評価できる。 F-3-4-9
10．薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投与方法、

投与期間等の変更を提案できる。（知識・態度）
F-3-4-10

11．報告に必要な要素（5W1H）に留意して、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能） F-3-4-11
12．患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP 形式等で適切に記録

する。（知識・技能）
F-3-4-12

13．医薬品・医療機器等安全性情報報告用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能） F-3-4-13

　⑷　チーム医療への参画�〔Ａ（４）参照〕

GIO　�医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療に積極的に参画するために、チーム医
療における多職種の役割と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施が
できる。

【①医療機関におけるチーム医療】

１．前）チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。 F-4-1-1
２．前）多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。 F-4-1-2
３．前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連携、

関連施設との連携等）を説明できる。
F-4-1-3

４．薬物療法上の問題点を解決するために、他の薬剤師および医師・看護師等の医療スタッフと連携できる。
（態度）

F-4-1-4

５．医師・看護師等の他職種と患者の状態（病状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、治療開始後の
変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL 等）の情報を共有する。（知識・態度）

F-4-1-5

６．医療チームの一員として、医師・看護師等の医療スタッフと患者の治療目標と治療方針について討議（カン
ファレンスや患者回診への参加等）する。（知識・態度）

F-4-1-6

７．医師・看護師等の医療スタッフと連携・協力して、患者の最善の治療・ケア提案を体験する。（知識・態度） F-4-1-7
８．医師・看護師等の医療スタッフと連携して退院後の治療・ケアの計画を検討できる。（知識・態度） F-4-1-8
９．病院内の多様な医療チーム（ICT、NST、緩和ケアチーム、褥瘡チーム等）の活動に薬剤師の立場で参加で

きる。（知識・態度）
F-4-1-9

【②地域におけるチーム医療】

１．前）地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）およびその意義について説明で
きる。

F-4-2-1

２．前）地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。（知識・態度） F-4-2-2
３．地域における医療機関と薬局薬剤師の連携を体験する。（知識・態度） F-4-2-3
４．地域医療を担う職種間で地域住民に関する情報共有を体験する。（技能・態度） F-4-2-4

　⑸　地域の保健・医療・福祉への参画�〔Ｂ（４）参照〕

GIO　�地域での保健・医療・福祉に積極的に貢献できるようになるために、在宅医療、地域保健、福祉、プライ
マリケア、セルフメディケーションの仕組みと意義を理解するとともに、これらの活動に参加することで、
地域住民の健康の回復、維持、向上に関わることができる。

【①在宅（訪問）医療・介護への参画】

１．前）在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる。 F-5-1-1
２．前）在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。 F-5-1-2
３．前）在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。 F-5-1-3
４．在宅医療・介護に関する薬剤師の管理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅療養管理指導業務）を体験する。

（知識・態度）
F-5-1-4

５．地域における介護サービスや介護支援専門員等の活動と薬剤師との関わりを体験する。（知識・態度） F-5-1-5
６．在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変化、生活環境等の情報収集と報告を体験する。

（知識・態度）
F-5-1-6
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【②地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への参画】

１．前）地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドーピン
グ活動等）について説明できる。

F-5-2-1

２．前）公衆衛生に求められる具体的な感染防止対策を説明できる。 F-5-2-2
３．学校薬剤師の業務を体験する。（知識・技能） F-5-2-3
４．地域住民の衛生管理（消毒、食中毒の予防、日用品に含まれる化学物質の誤嚥誤飲の予防等）における薬剤

師活動を体験する。（知識・技能）
F-5-2-4

【③プライマリケア、セルフメディケーションの実践】〔Ｅ２（９）参照〕

１．前）現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーションの重要性を討議する。（態度） F-5-3-1
２．前）代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示す来局者について、適切な情報収集と疾患の推測、適切な対

応の選択ができる。（知識・態度）
F-5-3-2

３．前）代表的な症候に対する要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取り扱いと説明ができる。（技能・態度） F-5-3-3
４．前）代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。（知識・態度） F-5-3-4
５．薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等をリスク

に応じ適切に取り扱い、管理できる。（技能・態度）
F-5-3-5

６．来局者から収集した情報や身体所見などに基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調を推測できる。
（知識・態度）

F-5-3-6

７．来局者に対して、病状に合わせた適切な対応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品・一般用医薬品
および検査薬などの推奨、生活指導等）を選択できる。（知識・態度）

F-5-3-7

８．選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等
の使用方法や注意点などを来局者に適切に判りやすく説明できる。（知識・態度）

F-5-3-8

９．疾病の予防および健康管理についてのアドバイスを体験する。（知識・態度） F-5-3-9

【④災害時医療と薬剤師】

１．前）災害時医療について概説できる。 F-5-4-1
２．災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について説明できる。 F-5-4-2
３．災害時における病院・薬局と薬剤師の役割について討議する。（態度） F-5-4-3

Ｇ　薬学研究
GIO　薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を身につける。

　⑴　薬学における研究の位置づけ

GIO　研究マインドをもって生涯にわたり医療に貢献するために、薬学における研究の位置づけを理解する。

１．基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。 G-1-1-1
２．研究には自立性と独創性が求められていることを知る。 G-1-2-1
３．現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・態度） G-1-3-1
４．新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度） G-1-4-1

　⑵　研究に必要な法規範と倫理

GIO　自らが実施する研究に係る法令、指針を理解し、それらを遵守して研究に取り組む。

１．自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。 G-2-1-1
２．研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明できる。 G-2-2-1
３．正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度）A-(2)-④-3 再掲 G-2-3-1

　⑶　研究の実践

GIO　研究のプロセスを通して、知識や技能を総合的に活用して問題を解決する能力を培う。

１．研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・技能） G-3-1-1
２．課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知識・技能） G-3-2-1
３．研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度） G-3-3-1
４．研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度） G-3-4-1
５．研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができる。（知識・技能・態度） G-3-5-1
６．研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能） G-3-6-1

※東京薬科大学独自のコード　T-1
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薬学準備教育ガイドライン（例示）
⑴　人と文化

GIO　人文科学、社会科学および自然科学などを広く学び、物事を多角的にみる能力を養う。

下記の到達目標のうち複数のものをバランスよく達成する。

１．人の価値観の多様性が、文化・習慣の違いから生まれることを、実例をあげて説明できる。 X-1-1-1
２．言語、歴史、宗教などを学ぶことによって、外国と日本の文化について比較できる。 X-1-1-2
３．文化・芸術に幅広く興味を持ち、その価値について討議する。（態度） X-1-1-3
４．文化活動、芸術活動を通して、自らの社会生活を豊かにする。（態度） X-1-1-4
５．日本社会の成り立ちについて、政治、経済、法律、歴史、社会学などの観点から説明できる。 X-1-1-5
６．日本の国際社会における位置づけを、政治、経済、地理、歴史などの観点から説明できる。 X-1-1-6
７．宇宙・自然現象に幅広く興味を持ち、人との関わりについて説明できる。 X-1-1-7
８．地球環境保護活動を通して、地球環境を守る重要性を自らの言葉で表現する。（態度） X-1-1-8

※到達目標達成のための学問領域の例示
　宗教、倫理、哲学、文学、外国語、芸術、文化人類学、社会学、政治、法律、経済、地理、歴史、科学史、宇宙、環境

⑵　人の行動と心理

GIO�　人の行動と心理に関する基本的な知識と考え方を修得する。

【１．人の行動とその成り立ち】

１．行動と知覚、学習、記憶、認知、言語、思考、性格との関係について概説できる。 X-2-1-1
２．行動と人の内的要因、社会・文化的環境との関係について概説できる。 X-2-1-2
３．本能行動と学習行動について説明できる。 X-2-1-3
４．レスポンデント条件づけとオペラント条件づけについて説明できる。 X-2-1-4
５．社会的学習（モデリング、観察学習、模倣学習）について概説できる。 X-2-1-5
６．健康行動の理論（健康信念モデル、変化のステージモデルなど）について概説できる。 X-2-1-6

【２．動機づけ】

１．生理的動機、内発的動機、および社会的動機について概説できる。 X-2-2-1
２．欲求とフラストレーション・葛藤との関連について概説できる。 X-2-2-2
３．適応（防衛）機制について概説できる。 X-2-2-3

【３．ストレス】

１．主なストレス学説について概説できる。 X-2-3-1
２．人生や日常生活におけるストレッサーについて例示できる。 X-2-3-2
３． ストレスコーピングについて概説できる。 X-2-3-3

【４．生涯発達】

１．こころの発達の原理について概説できる。 X-2-4-1
２．ライフサイクルの各段階におけるこころの発達の特徴および発達課題について概説できる。 X-2-4-2
３．こころの発達にかかわる遺伝的要因と環境的要因について概説できる。 X-2-4-3

【５．パーソナリティー】

１．性格の類型について概説できる。 X-2-5-1
２．知能の発達と経年変化について概説できる。 X-2-5-2
３．役割理論について概説できる。 X-2-5-3
４．ジェンダーの形成について概説できる。 X-2-5-4

【６．人間関係】

１．人間関係における欲求と行動の関係について概説できる。 X-2-6-1
２．主な対人行動（援助、攻撃等）について概説できる。 X-2-6-2
３．集団の中の人間関係（競争と協同、同調、服従と抵抗、リーダーシップ）について概説できる。 X-2-6-3
４．人間関係と健康心理との関係について概説できる。 X-2-6-4

⑶　薬学の基礎としての英語

GIO　薬学分野で必要とされる英語に関する基本的事項を修得する。

【１．読む】

１．科学、医療に関連する英語の代表的な用語を列挙し、その内容を説明できる。 X-3-1-1
２．科学、医療に関して英語で書かれた文章を読んで、内容を説明できる。 X-3-1-2

【２．書く】

１．自己紹介文、手紙文などを英語で書くことができる。（知識・技能） X-3-2-1
２．自然科学各分野における基本的単位、数値、現象の英語表現を列記できる。 X-3-2-2
３．科学、医療に関連する英語の代表的な用語、英語表現を列記できる。 X-3-2-3
４．科学、医療に関連する簡単な文章を英語で書くことができる。（知識・技能） X-3-2-4
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【３．聞く・話す】

１．英語の基礎的音声を聞き分けることができる。（技能） X-3-3-1
２．英語の会話を聞いて内容を理解して要約できる。（技能） X-3-3-2
３．英語による簡単なコミュニケーションができる。（技能・態度） X-3-3-3
４．科学、医療に関連する代表的な用語を英語で発音できる。（技能） X-3-3-4

⑷　薬学の基礎としての物理

GIO　�薬学を学ぶ上で必要な物理学の基礎力を身につけるために、物質および物体間の相互作用などに関する基
本的事項を修得する。

【１．基本概念】

１．物理量の基本単位の定義を説明できる。 X-4-1-1
２．SI単位系について説明できる。 X-4-1-2
３．基本単位を組み合わせた組立単位を説明できる。 X-4-1-3
４．物理量にはスカラー量とベクトル量があることを説明できる。 X-4-1-4

【２．運動の法則】

１．運動の法則について理解し、力、質量、加速度、仕事などの相互関係を説明できる。 X-4-2-1
２．直線運動、円運動、単振動などの運動を数式を用いて説明できる。 X-4-2-2
３．慣性モーメントについて説明できる。 X-4-2-3

【３．エネルギー】

１．エネルギーと仕事の関係について説明できる。 X-4-3-1
２．エネルギーの種々の形態（熱エネルギー、化学エネルギー、電気エネルギーなど）の相互変換について、例

を挙げて説明できる。
X-4-3-2

【４．波動】

１． 光、音、電磁波などが波であることを理解し、波の性質を表す物理量について説明できる。 X-4-4-1

【５．レーザー】

１． レーザーの性質を概説し、代表的な応用例を列挙できる。 X-4-5-1

【６．電荷と電流】

１．電荷と電流、電圧、電力、オームの法則などを説明できる。 X-4-6-1
２．抵抗とコンデンサーを含んだ回路の特性を説明できる。 X-4-6-2

【７．電場と磁場】

１．電場と磁場の相互関係を説明できる。 X-4-7-1
２．電場、磁場の中における荷電粒子の運動を説明できる。 X-4-7-2

【８．量子化学入門】

１．原子のボーアモデルと電子雲モデルの違いについて概説できる。 X-4-8-1
２．光の粒子性と波動性について概説できる。 X-4-8-2
３．電子の粒子性と波動性について概説できる。 X-4-8-3

⑸　薬学の基礎としての化学

GIO　�薬学を学ぶ上で必要な化学の基礎力を身につけるために、原子の構造から分子の成り立ちなどに関する基
本的事項を修得する。

【１．物質の基本概念】

１．原子、分子、イオンの基本的構造について説明できる。 X-5-1-1
２．原子量、分子量を説明できる。 X-5-1-2
３．原子の電子配置について説明できる。 X-5-1-3
４．周期表に基づいて原子の諸性質（イオン化エネルギー、電気陰性度など）を説明できる。 X-5-1-4
５．同素体、同位体について、例を挙げて説明できる。 X-5-1-5

【２．化学結合と分子】

１．イオン結合、共有結合、配位結合、金属結合の成り立ちと違いについて説明できる。 X-5-2-1
２．分子の極性について概説できる。 X-5-2-2
３．共有結合性の化合物とイオン結合性の化合物の性質（融点、沸点など）の違いを説明できる。 X-5-2-3
４．代表的な結晶構造について説明できる。 X-5-2-4
５．代表的な化合物の名称と構造を列挙できる。 X-5-2-5

【３．化学反応を定量的に捉える】

１．溶液の濃度計算と調製ができる。（技能） X-5-3-1
２．質量保存の法則について説明できる。 X-5-3-2
３．代表的な化学変化を化学量論的に捉え、その量的関係を計算できる。（技能） X-5-3-3
４．酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標を説明できる。 X-5-3-4
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５．酸化と還元について電子の授受を含めて説明できる。 X-5-3-5

【４．化学反応の基本操作】

１．化合物の秤量、溶解、抽出、乾燥、ろ過、濃縮を実施できる｡（技能） X-5-4-1

⑹　薬学の基礎としての生物

GIO　�薬学を学ぶ上で必要な生物学の基礎力を身につけるために、細胞、組織、器官、個体、集団レベルでの生
命現象と、誕生から死への過程に関する基本的事項を修得する。

【１．生体の基本的な構造と機能】

１．多細胞生物である高等動物の成り立ちを、生体高分子、細胞、組織、器官、個体に関係づけて概説できる。 X-6-1-1
２．動物、植物、微生物の細胞について、それらの構造の違いを説明できる。 X-6-1-2
３．細胞内器官の構造と働きについて概説できる。 X-6-1-3
４．細胞膜の構造と性質について概説できる。 X-6-1-4
５．ウイルスとファージについて概説できる。 X-6-1-5

【２．生体の調節機構】

１．生体の持つホメオスタシス（恒常性）について概説できる。 X-6-2-1
２．生体の情報伝達系、防御機構（神経系、内分泌系、免疫系）について概説できる。 X-6-2-2

【３．エネルギー】

１．運動エネルギー、ポテンシャルエネルギー、熱エネルギー、化学エネルギーなどの相互変化について例をあ
げて説明できる。

X-6-3-1

【４．代謝】

１．代謝（異化、同化）について説明できる。 X-6-4-1
２．独立栄養生物と従属栄養生物について説明できる。 X-6-4-2
３．嫌気呼吸および酸素呼吸について概説できる。 X-6-4-3
４．光合成について概説できる。 X-6-4-4

【５．細胞分裂・遺伝・進化】

１．細胞の増殖、死について概説できる。 X-6-5-1
２．遺伝とDNAについて概説できる。 X-6-5-2
３．遺伝の基本法則（メンデルの法則など）を説明できる。 X-6-5-3
４．遺伝子の組換え、連鎖を説明し、組換え価を求めることができる。 X-6-5-4
５．染色体地図について説明できる。 X-6-5-5
６．減数分裂について概説できる。 X-6-5-6
７．性染色体による性の決定と伴性遺伝を説明できる。 X-6-5-7
８．進化の基本的な考え方を説明できる。 X-6-5-8

【６．発生・分化】

１．卵割について説明できる。 X-6-6-1
２．個体と器官が形成される発生過程を概説できる。 X-6-6-2
３．外胚葉、中胚葉、内胚葉から分化する組織を特定できる。 X-6-6-3
４．細胞の分化の機構について概説できる。 X-6-6-4
５．多細胞生物における、細胞の多様性と幹細胞の性質について概説できる。 X-6-6-5

【７．誕生・成長・老化】

１．生殖の過程（性周期、妊娠、出産など）を概説できる。 X-6-7-1
２．ヒトの成長、老化に関する基本的現象を説明できる。 X-6-7-2
３．老化に関する学説を概説できる。 X-6-7-3

【８．生態系】

１．個体群の変動と環境変化との関係について例示できる。 X-6-8-1
２．生態系の構成について概説できる。 X-6-8-2

【９．総合演習】

１．植物組織の切片を作製し、顕微鏡で観察しながら構造を説明できる。（技能） X-6-9-1
２．動物の組織標本を顕微鏡で観察し、構造を説明できる。（技能） X-6-9-2
３．倫理に配慮して実験動物を取扱う。（技能・態度） X-6-9-3
４．実験動物を解剖し、臓器の配置および形態を観察する。（技能） X-6-9-4

⑺　薬学の基礎としての数学・統計学

GIO　�薬学を学ぶ上で基礎となる数学・統計学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域で応用するため
の基本的技能を身につける。

【１．数値の扱い】

１．大きな数や小さな数をSI接頭語、べき、および対数を使い、的確に表すことができる。（知識・技能） X-7-1-1
２．有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算ができる。（知識・技能） X-7-1-2
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【２．種々の関数】

１．指数関数および対数関数を、式およびグラフを用いて説明できる。（知識・技能） X-7-2-1
２．三角関数を、式およびグラフを用いて説明できる。（知識・技能） X-7-2-2

【３．微分と積分】

１．極限の基本概念を概説できる。 X-7-3-1
２．導関数の基本概念を理解し、代表的な関数の微分ができる。（知識・技能） X-7-3-2
３．原始関数の基本概念を理解し、代表的な関数の不定積分および定積分ができる。（知識・技能） X-7-3-3
４．微分方程式の成り立ちを理解し、基本的な微分方程式（変数分離型）の一般解と特殊解を求めることができ

る。（知識・技能）
X-7-3-4

５．偏微分について概説できる。 X-7-3-5

【４．確率】

１．場合の数、順列、組合せの基本概念を理解し、それを用いた計算ができる。（知識・技能） X-7-4-1
２．二項分布および正規分布について概説できる。 X-7-4-2
３．確率の定義と性質を理解し、計算ができる。（知識・技能） X-7-4-3

【５．統計の基礎】

１．測定尺度（間隔、比率尺度、順序尺度、名義尺度）について説明できる。 X-7-5-1
２．大量のデータに対して、適切な尺度を選び、表やグラフを用いて的確に表すことができる。（技能） X-7-5-2
３．平均値、分散、標準誤差、標準偏差などの基本的な統計量について説明し、求めることができる。（知識・

技能）
X-7-5-3

４．データの相関と、それに基づく基本的な回帰分析（直線〔線形〕回帰）ができる。（知識・技能） X-7-5-4
５．母集団と標本の関係について説明できる。 X-7-5-5
６．検定の意義について説明できる。 X-7-5-6

⑻　情報リテラシー

GIO　�情報伝達技術（ICT）の発展に合わせた効果的なコンピューターの利用法とセキュリティーの知識を身に
つけ、必要な情報を活用する能力を修得する。

【１．基本操作】

１．コンピューターを構成する基本的装置の機能と接続方法を説明できる。 X-8-1-1
２．スマートフォン、タブレット端末などのモバイル機器を安全かつ有効に利用できる。（知識・技能） X-8-1-2
３．電子データの特徴を知り、適切に取り扱うことができる。（技能） X-8-1-3
４．インターネットの仕組みを概説できる。 X-8-1-4
５．無線LANを使用するための注意点について概説できる。 X-8-1-5
６．マナーを守り、電子メールの送信、受信、転送などができる。（技能・態度） X-8-1-6
７．インターネットに接続し、Webサイトを閲覧できる。（技能） X-8-1-7
８．検索サイト、ポータルサイトの特徴に応じて、必要な情報を収集できる。（技能） X-8-1-8

【２．ソフトウェアの利用】

１．ソフトウェア使用上のルール、マナーを守る。（態度） X-8-2-1
２．ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを用いることができる。（技能） X-8-2-2
３．グラフィックソフト、化学構造式描画ソフトを用いることができる。（技能） X-8-2-3
４．画像ファイルの形式とその特徴に応じて、データを適切に取り扱うことができる。（技能） X-8-2-4
５．データベースの特徴と活用について概説できる。　 X-8-2-5

【３．セキュリティーと情報倫理】

１．ネットワークセキュリティーについて概説できる。 X-8-3-1
２．アカウントとパスワードを適切に管理できる。（技能・態度） X-8-3-2
３．データやメディアを適切に管理できる。（態度） X-8-3-3
４．著作権、肖像権、引用と転載の違いについて説明できる。 X-8-3-4
５．ネットワークにおける個人情報の取り扱いに配慮する。（態度） X-8-3-5
６．ソーシャルネットワークサービス（SNS）の種類と特徴、留意すべき点について説明できる。 X-8-3-6
７．情報倫理、セキュリティーに関する情報を収集することができる。（技能） X-8-3-7
８．コンピューターウイルスの侵入経路に応じて、適切な予防策を講じることができる。（技能・態度） X-8-3-8

⑼　プレゼンテーション

GIO　情報をまとめ、他者へわかりやすく伝達するための基本的事項を修得する。

【１．プレゼンテーションの基本】

１．プレゼンテーションを行うために必要な要素を列挙できる。 X-9-1-1
２．目的に応じて適切なプレゼンテーションを構成できる。（技能） X-9-1-2
３．目的、場所、相手に応じた、わかりやすい資料を作成できる。（技能） X-9-1-3

【２．文書によるプレゼンテーション】

１．定められた書式、正しい文法に則って文書を作成できる。（知識・技能） X-9-2-1
２．目的（レポート、論文、説明文書など）に応じて適切な文書を作成できる。（知識・技能） X-9-2-2
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【３．口頭・ポスターによるプレゼンテーション】

１．口頭発表とポスター発表の違いと特徴について説明できる。 X-9-3-1
２．課題に関して意見をまとめ、決められた時間内で発表できる。（技能） X-9-3-2
３．効果的なプレゼンテーションを行う工夫をする。（技能・態度） X-9-3-3
４．質問に対して的確な応答ができる。（技能） X-9-3-4
５．他者のプレゼンテーションに対して、優れた点および改良点を指摘できる。（知識・態度） X-9-3-5
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薬学アドバンスト教育ガイドライン（例示）
※　薬学教育モデル・コアカリキュラムに関連する項目がある場合には、「〔関連コアカリ〕」として、該当項目を記載している。

Ａ　基本事項
【１．患者安全と薬害の防止】　〔関連コアカリ：（1）３．〕

１．WHOの患者安全の考え方に基づき、医療提供プロセスや患者環境における潜在的なリスクを見出し、対応
策を提案できる。

Y-1-1-1

【２．コミュニケーション】　〔関連コアカリ：（3）１．〕

１．心理療法の基礎理論（精神分析、認知行動療法、来談者中心療法など）とその活用法について説明できる。 Y-1-2-1
２．代表的な精神障害（統合失調症、うつ病など）・パーソナリティ障害（境界性パーソナリティ障害、自己愛

性パーソナリティ障害など）・発達障害の症状およびコミュニケーションの特徴について概説できる。
Y-1-2-2

Ｂ　薬学と社会
【１．医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】　〔関連コアカリ：（2）２．〕

１．レギュラトリーサイエンスに基づく医薬品等の品質、有効性及び安全性の評価法について説明できる。 Y-2-1-1
２．医薬品等の開発と規制における国際調和の動向について説明できる。 Y-2-1-2

【２．医療、福祉、介護の制度】　〔関連コアカリ：（3）１．〕

１．諸外国の医療、福祉、介護の制度について、日本と比較しながら説明できる。 Y-2-2-1

【３．医薬品と医療の経済性】　〔関連コアカリ：（3）２．〕

１．医薬品等に係る知的財産権保護の仕組み（申請、承認など）について説明できる。 Y-2-3-1
２．日本と諸外国における知的財産権保護に対する考え方の違いについて説明できる。 Y-2-3-2
３．医薬品の創製に関わる仕組みについて、日本と諸外国でどのように異なるかを説明できる。 Y-2-3-3
４．国際的な医薬品市場の動向と企業展開について説明できる。 Y-2-3-4
５．希少疾病に対する医薬品（オーファンドラッグ）開発の現状と問題点について説明できる。 Y-2-3-5
６．代表的な薬剤経済評価手法を用いて、薬物治療の効率性を評価できる。 Y-2-3-6

【４．地域における薬局の役割】　〔関連コアカリ：（4）１．〕

１．諸外国における薬局の機能と業務について、日本と比較しながら説明できる。 Y-2-4-1

【５．地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】　〔関連コアカリ：（4）２．〕

１．地域社会における保健、医療、福祉の現状と問題点を調査し、地域による違いについて討議する。 Y-2-5-1
２．諸外国における薬剤師の活動分野について、日本と比較しながら説明できる。 Y-2-5-2

Ｃ　薬学基礎
Ｃ1　物質の物理的性質

【１．エネルギー、自発的な変化】　〔関連コアカリ：（2）２．、３．〕

１．代表的な物理変化、化学変化に伴う熱力学量（エンタルピー変化、エントロピー変化、ギブズエネルギー変
化など）を説明し、求めることができる。（技能）

Y-3-1-1

２．各種熱力学量の値から、物理変化、化学変化の過程を推測することができる。 Y-3-1-2

【２．物理平衡】　〔関連コアカリ：（2）〕

１．物質の溶解平衡について説明できる。 Y-3-2-1
２．界面における平衡について説明できる。 Y-3-2-2
３．吸着平衡について説明できる。 Y-3-2-3
４．代表的な物理平衡の観測結果から平衡定数を求めることができる。（技能） Y-3-2-4

【３．溶液の化学】　〔関連コアカリ：（2）〕

１．イオンの輸率と移動度について説明できる。 Y-3-3-1
２．電解質の活量係数の濃度依存性（Debye-Hückel の式）について説明できる。 Y-3-3-2

【４．電気化学】　〔関連コアカリ：（2）７．〕

１．Nernstの式が誘導できる。 Y-3-4-1
２．膜電位と能動輸送について説明できる。 Y-3-4-2

【５．相互作用の解析法】　〔関連コアカリ：（2）〕

１．生体分子間相互作用の解析法を概説できる。 Y-3-5-1
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【６．立体構造】　〔関連コアカリ：（2）〕

１．タンパク質の立体構造の自由度について概説できる。 Y-3-6-1
２．タンパク質の折りたたみ過程について概説できる。 Y-3-6-2

【７．相互作用】　〔関連コアカリ：（2）〕

１．転写・翻訳、シグナル伝達における代表的な生体分子間相互作用について、具体例を挙げて説明できる。 Y-3-7-1
２．生体高分子と医薬品の相互作用における立体構造的要因の重要性を、具体例を挙げて説明できる。 Y-3-7-2

Ｃ2　化学物質の分析

【１．酸・塩基平衡】　〔関連コアカリ：（2）１．〕

１．代表的な緩衝液の特徴とその調製法を説明できる。 Y-3-8-1

【２．定性分析】　〔関連コアカリ：（3）１．〕

１．日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を実施できる。（技能） Y-3-9-1

【３．定量分析（容量分析・重量分析）】　〔関連コアカリ：（3）２．〕

１．日本薬局方収載の重量分析法を実施できる。（技能） Y-3-10-1

【４．分光分析法】　〔関連コアカリ：（4）１．〕

１．ラマンスペクトル法の原理および応用例を説明できる。 Y-3-11-1
２．化学発光・生物発光の原理およびそれを利用する測定法を説明できる。 Y-3-11-2
３．円偏光二色性測定法の原理および応用例を説明できる。 Y-3-11-3
４．電子スピン共鳴スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 Y-3-11-4
５．代表的な分光分析法を用いて、代表的な生体分子（核酸、タンパク質）の分析を実施できる。（技能） Y-3-11-5

【５．核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法】　〔関連コアカリ：（4）２．〕

１．核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の生体分子解析への応用例について説明できる。 Y-3-12-1

【６．質量分析法】　〔関連コアカリ：（4）３．〕

１．質量分析法の生体分子解析への応用例について説明できる。 Y-3-13-1
２．LC-MSやLC-MS/MSを用いて、医薬品や生体分子の分析を実施できる。（技能） Y-3-13-2

【７．Ｘ線結晶解析】　〔関連コアカリ：（4）４．〕

１．X線結晶解析を用いた生体分子の構造決定法について説明できる。 Y-3-14-1

【８．クロマトグラフィー】　〔関連コアカリ：（5）１．〕

１．超臨界流体クロマトグラフィーの特徴を説明できる。 Y-3-15-1

【９．電気泳動法】　〔関連コアカリ：（5）２．〕

１．電気泳動法を用いて試料を分離分析できる。（技能） Y-3-16-1

【10．分析の準備】　〔関連コアカリ：（6）１．〕

１．分析目的に即した試料の前処理法を実践できる。（技能） Y-3-17-1

【11．分析技術】　〔関連コアカリ：（6）２．〕

１．臨床分析で用いられる代表的な分析法を実践できる。（技能） Y-3-18-1
２．代表的なセンサーを列挙し、原理および応用例を説明できる。 Y-3-18-2
３．薬学領域で繁用されるその他の分析技術（バイオイメージング、マイクロチップなど）について概説できる。Y-3-18-3
４．同位体を利用した分析法の原理を説明できる。 Y-3-18-4

Ｃ3　化学物質の性質と反応

【１．基本事項】　〔関連コアカリ：（1）１．〕

１．反応中間体（カルベン）の構造と性質を説明できる。 Y-3-19-1
２．転位反応の特徴を述べることができる。 Y-3-19-2
３．ハードソフト理論について説明できる。 Y-3-19-3

【２．有機化合物の立体構造】　〔関連コアカリ：（1）２．〕

１．分子模型、コンピューターソフトなどを用いて化学物質の立体構造をシミュレートできる。（知識・技能） Y-3-20-1

【３．アルケン・アルキン】　〔関連コアカリ：（2）１．〕

１．共役化合物の物性と反応性を説明できる。 Y-3-21-1
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【４．芳香族化合物】　〔関連コアカリ：（2）３．〕

１．芳香族化合物の求核置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。 Y-3-22-1
２．代表的芳香族複素環の求核置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。 Y-3-22-2

【５．概説】　〔関連コアカリ：（3）１．〕

１．代表的な官能基の定性試験を実施できる（技能） Y-3-23-1

【６．アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導体】　〔関連コアカリ：（3）４．〕

１．ニトリル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 Y-3-24-1

【７．核磁気共鳴（NMR）】　〔関連コアカリ：（4）１．〕

１．重水添加による重水素置換の意味を説明できる。 Y-3-25-1
２．有機化合物中の代表的カーボンについて、おおよその化学シフト値を示すことができる。 Y-3-25-2
３．代表的な化合物の部分構造を1H NMRと併せて13C NMRから決定できる。（技能） Y-3-25-3

【８．質量分析】　〔関連コアカリ：（4）３．〕

１．代表的なフラグメンテーションを説明できる。 Y-3-26-1
２．高分解能マススペクトルにおける分子式の決定法を説明できる。 Y-3-26-2

【９．旋光度】　〔関連コアカリ：（4）〕

１．比旋光度測定による光学純度決定法を説明できる。 Y-3-27-1
２．比旋光度と絶対配置の関係を説明できる。 Y-3-27-2

【10．無機化合物・錯体】　〔関連コアカリ：（5）１．〕

１．錯体の安定度定数について説明できる。 Y-3-28-1
２．錯体の安定性に与える配位子の構造的要素（キレート効果）について説明できる。 Y-3-28-2

［有機化合物の合成］

【11．官能基の導入・変換】

１．アルケンの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-1
２．アルキンの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-2
３．有機ハロゲン化合物の代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-3
４．アルコールの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-4
５．フェノールの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-5
６．エーテルの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-6
７．アルデヒドおよびケトンの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-7
８．カルボン酸の代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-8
９．カルボン酸誘導体（エステル、アミド、ニトリル、酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成法について

説明できる。
Y-3-29-9

10．アミンの代表的な合成法について説明できる。 Y-3-29-10
11．代表的な官能基選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。 Y-3-29-11
12．化学反応によって官能基変換を実施できる。（技能） Y-3-29-12

【12．炭素骨格構築反応】

１．Diels-Alder反応について説明できる。 Y-3-30-1
２．転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構築法を列挙し、説明できる。 Y-3-30-2
３．代表的な炭素-炭素結合生成反応（アルドール反応、マロン酸エステル合成、アセト酢酸エステル合成、

Michael付加、Mannich反応、Grignard反応、Wittig反応など）について説明できる。
Y-3-30-3

【13．精密有機合成】

１．代表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。 Y-3-31-1
２．代表的な立体選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。 Y-3-31-2
３．官能基毎に代表的な保護基を列挙し、その応用例を説明できる。 Y-3-31-3
４．光学活性化合物を得るための代表的な手法（光学分割、不斉合成など）を説明できる。 Y-3-31-4
５．固相合成法の特徴を説明できる。 Y-3-31-5
６．グリーンケミストリーについて説明できる。 Y-3-31-6

【14．総合演習】

１．課題として与えられた化合物の合成法を立案できる。（知識・技能） Y-3-32-1
２．基本的な医薬品を合成できる。（技能） Y-3-32-2
３．反応廃液を適切に処理する。（技能・態度） Y-3-32-3

【15．プロセスケミストリー】

１．医薬品製造に用いられる試薬、溶媒、反応装置が持つべき条件を列挙できる。 Y-3-33-1
２．工業的生産における精製法を列挙し、その特徴を説明できる。 Y-3-33-2
３．医薬品製造における原子経済（原子効率）について説明できる。 Y-3-33-3
４．医薬品製造において環境保全に配慮すべき点を列挙し、その対処法を概説できる。 Y-3-33-4
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Ｃ4�生体分子・医薬品の化学による理解

【１．生体内で機能する小分子】　〔関連コアカリ：（1）２．〕

１．生体内に存在する代表的な複素環化合物を列挙し、構造式を書くことができる。 Y-3-34-1
２．代表的な生体内アミンを列挙し、化学的性質を説明できる。 Y-3-34-2

【２．生体内で起こる有機反応】　〔関連コアカリ：（2）４．〕

１．薬物代謝酵素の反応機構を説明できる。 Y-3-35-1
２．化学構造から代謝物を予測できる。 Y-3-35-2

［創薬探索研究─医薬品リード化合物の探索と最適化─］

【３．概説】

１．古典的な医薬品開発から理論的な創薬への歴史について説明できる。 Y-3-36-1

【４．リード化合物の探索】

１．スクリーニングの対象となる化合物の起源について説明できる。 Y-3-37-1
２．代表的スクリーニング法を列挙し、説明できる。 Y-3-37-2
３．コンビナトリアルケミストリーについて説明できる。 Y-3-37-3

【５．リード化合物の最適化】

１．定量的構造活性相関のパラメータを列挙し、その薬理活性等に及ぼす効果について説明できる。 Y-3-38-1
２．体内動態・薬物代謝を考慮したドラッグデザインについて説明できる。 Y-3-38-2
３．副作用、毒性の軽減を目的としたドラッグデザインについて説明できる。 Y-3-38-3
４．ドラッグデザインにおけるコンピューターの利用法を説明できる。 Y-3-38-4

Ｃ5�自然が生み出す薬物

【１．薬用植物】　〔関連コアカリ：（1）１．〕

１．薬用植物の歴史について概説できる。 Y-3-39-1
２．代表的な有毒植物について説明できる。 Y-3-39-2

【２．生薬とは】　〔関連コアカリ：（1）〕

１．生薬の歴史について説明できる。 Y-3-40-1
２．生薬の生産と流通について説明できる。 Y-3-40-2

【３．生薬の同定と品質評価】　〔関連コアカリ：（1）３．〕

１．代表的な生薬の確認試験を実施できる。（技能） Y-3-41-1

【４．生薬由来の生物活性物質の構造と作用】　〔関連コアカリ：（2）１．〕

１．脂質や糖質に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説明できる。 Y-3-42-1
２．芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説明できる。 Y-3-42-2
３．テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説

明できる。
Y-3-42-3

４．アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説明できる。 Y-3-42-4

【５．天然生物活性物質の利用】　〔関連コアカリ：（2）４．〕

１．天然資源から医薬品の種（シーズ）の探索法について、具体的に説明できる。 Y-3-43-1
２．シーズの探索に貢献してきた伝統医学、民族植物学を例示して説明できる。 Y-3-43-2
３．医薬原料としての天然物質の資源確保に関して問題点を列挙できる。 Y-3-43-3
４．サプリメントや健康食品などとして使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を挙げるこ

とができる。
Y-3-43-4

【６．海洋生物由来の生物活性物質の構造と作用】　〔関連コアカリ：（2）〕

１．海洋生物由来の代表的な生理活性物質を列挙し、その基原、作用を説明できる。 Y-3-44-1

Ｃ6　生命現象の基礎

【１．細胞小器官】　〔関連コアカリ：（1）２．〕

１．オートファジーについて分子レベルで説明できる。 Y-3-45-1
２．細胞核を構成する核膜、核小体の構造と機能を分子レベルで説明できる。 Y-3-45-2

【２．ヌクレオチドと核酸】　〔関連コアカリ：（2）５．〕

１．DNAを抽出できる。（技能） Y-3-46-1

【３．生体分子の定性、定量】　〔関連コアカリ：（2）8.〕

１．脂質の定性および定量試験を実施できる。（技能） Y-3-47-1
２．糖質の定性および定量試験を実施できる。（技能） Y-3-47-2
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３．アミノ酸の定性および定量試験を実施できる。（技能） Y-3-47-3
４．タンパク質の定性および定量試験を実施できる。（技能） Y-3-47-4
５．核酸の定性および定量試験を実施できる。（技能） Y-3-47-5

【４．タンパク質の構造と機能】　〔関連コアカリ：（3）１．〕

１．タンパク質の分離、精製と分子量の測定法を説明し、実施できる。（知識・技能） Y-3-48-1
２．タンパク質のアミノ酸配列決定法を説明できる。 Y-3-48-2
３．タンパク質の代表的な二次構造（モチーフ）や機能領域（ドメイン）を説明できる。 Y-3-48-3
４．タンパク質発現プロファイルを解析するための技術（2次元電気泳動法、ペプチド質量分析に基づくタンパ

ク質の同定方法など）を説明できる。
Y-3-48-4

５．タンパク質間相互作用の解析に用いられる主な方法（免疫沈降、two-hybrid法など）について説明できる。 Y-3-48-5
６．プロテオーム、メタボロームについて説明できる。 Y-3-48-6

【５．遺伝情報を担う分子】　〔関連コアカリ：（4）２．〕

１．3種類のDNAにみられるB型以外の二重らせんの構造（A型、Z型）について説明できる。 Y-3-49-1
２．バイオインフォマティクスについて説明できる。 Y-3-49-2
３．トランスクリプトームについて説明できる。 Y-3-49-3

【６．転写・翻訳の過程と調節】　〔関連コアカリ：（4）４．〕

１．低分子RNA（siRNA、miRNA）による遺伝子発現の調節機構について分子レベルで説明できる。 Y-3-50-1

【７．遺伝子の変異・修復】　〔関連コアカリ：（4）５．〕

１．一塩基変異（SNPs）が機能におよぼす影響について説明できる。 Y-3-51-1
２．遺伝子多型（SNPs）の解析に用いられる方法（RFLP、SSCP法など）について説明できる。 Y-3-51-2
３．遺伝子多型（欠損、増幅）の解析に用いられる方法（ゲノミックサザンブロット法など）について説明でき

る。
Y-3-51-3

【８．組換えDNA】　〔関連コアカリ：（4）６．〕

１．遺伝子ライブラリーについて説明できる。 Y-3-52-1
２．PCR法による遺伝子増幅の原理を説明し、実施できる。（知識・技能） Y-3-52-2
３．PCRを実施できる。（技能） Y-3-52-3
４．RNAの逆転写と逆転写酵素について説明できる。 Y-3-52-4
５．DNA塩基配列の決定法を説明できる。 Y-3-52-5
６．コンピューターを用いて特徴的な塩基配列を検索できる。（技能） Y-3-52-6
７．細胞（組織）における特定のDNAおよびRNAを検出する方法を説明できる。 Y-3-52-7
８．外来遺伝子を細胞中で発現させる方法を概説できる。 Y-3-52-8
９．遺伝子発現を細胞中で人工的に抑制する方法を概説できる。 Y-3-52-9
10．遺伝子改変生物（遺伝子導入•欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）の作製法について概説できる。 Y-3-52-10
11．遺伝子改変生物（遺伝子導入•欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）の利用法について概説できる。 Y-3-52-11
12．ゲノム情報の創薬への利用について、創薬ターゲットの探索の代表例（イマチニブなど）を挙げ、ゲノム創

薬の流れについて説明できる。
Y-3-52-12

13．ゲノムの生物種間多様性とその創薬での重要性を説明できる。 Y-3-52-13

【９．ATPの産生と糖質代謝】　〔関連コアカリ：（5）２．〕

１．ATP産生阻害物質を列挙し、その阻害機構を説明できる。 Y-3-53-1
２．アルコール発酵、乳酸発酵の生理的役割を説明できる。 Y-3-53-2
３．ATP以外の高エネルギー化合物について、化学構造をもとに高エネルギーを説明できる。 Y-3-53-3

【10．脂質代謝】　〔関連コアカリ：（5）３．〕

１．リン脂質の生合成を説明できる。 Y-3-54-1

【11．飢餓状態と飽食状態】　〔関連コアカリ：（5）４．〕

１．ケト原性アミノ酸と糖原性アミノ酸の種類やエネルギー変換経路について説明できる。 Y-3-55-1

【12．細胞間コミュニケーション】　〔関連コアカリ：（6）３．〕

１．主な細胞外マトリックス分子の構造と機能を分子レベルで説明できる。 Y-3-56-1

【13．がん細胞】　〔関連コアカリ：（7）３．〕

１．がん幹細胞について分子レベルで説明できる。 Y-3-57-1
２．がん細胞の浸潤、転移について分子レベルで概説できる。 Y-3-57-2

Ｃ7　人体の成り立ちと生体機能の調節

【１．ホルモン・内分泌系による調節機構】　〔関連コアカリ：（2）２．〕

１．代表的なホルモンを挙げ、その生合成経路、および分泌調節機構を分子レベルで説明できる。 Y-3-58-1

【２．オータコイドによる調節機構】　〔関連コアカリ：（2）３．〕

１．代表的なオータコイドの生合成経路、および分泌調節機構を分子レベルで説明できる。 Y-3-59-1
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【３．神経伝達物質】　〔関連コアカリ：（2）４．〕

１．代表的な神経伝達物質の生合成経路、分泌調節機構、および分解経路を分子レベルで説明できる。 Y-3-60-1

Ｃ8　生体防御と微生物

【１．免疫応答の制御と破綻】　〔関連コアカリ：（2）１．〕

１．代表的な免疫賦活療法について分子レベルで説明できる。 Y-3-61-1

【２．免疫反応の利用】　〔関連コアカリ：（2）２．〕

１．モノクローナル抗体とポリクローナル抗体の作成方法を説明できる。 Y-3-62-1

【３．ウイルス】　〔関連コアカリ：（3）１．〕

１．代表的な動物ウイルスの培養法、定量法について説明できる。 Y-3-63-1

【４．消毒と滅菌】　〔関連コアカリ：（3）５．〕

１．主な滅菌法を実施できる。（技能） Y-3-64-1

【５．検出方法】　〔関連コアカリ：（3）６．〕

１．細菌の同定に用いる代表的な試験法（生化学的性状試験、血清型別試験、分子生物学的試験）について説明
できる。

Y-3-65-1

２．代表的な細菌を同定できる。（技能） Y-3-65-2

【６．代表的な病原体】　〔関連コアカリ：（4）２．〕

１．プリオンの構造と感染機構について分子レベルで説明できる。 Y-3-66-1

Ｄ　衛生薬学
Ｄ1　健康

【１．食品機能と食品衛生】　〔関連コアカリ：（3）２．〕

１．食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構を説明できる。 Y-4-1-1
２．主な食品添加物の試験法を実施できる。（技能） Y-4-1-2
３．遺伝子組換え食品の現状を説明し、その問題点について討議する。（知識・態度） Y-4-1-3

Ｄ2　環境

【１．化学物質の毒性】　〔関連コアカリ：（1）１．〕

１．環境ホルモン（内分泌撹乱化学物質）が人の健康に及ぼす影響を説明し、健康影響に対する予防策を提案す
る。（態度）

Y-4-2-1

【２．化学物質の安全性評価と適正使用】　〔関連コアカリ：（1）２．〕

１．化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、救急処置法、解毒法を検索することができる。（技能） Y-4-3-1
２．薬物中毒における生体試料の取扱いについて説明できる。 Y-4-3-2
３．代表的な中毒原因物質を分析できる。（技能） Y-4-3-3

Ｅ　医療薬学
Ｅ2　薬理・病態・薬物治療

【１．漢方薬の基礎】　〔関連コアカリ：（10）１．〕

１．漢方の歴史について概説できる。 Y-5-1-1
２．漢方と中医学の特徴について説明できる。 Y-5-1-2

【２．漢方薬の応用】　〔関連コアカリ：（10）２．〕

１．漢方薬の薬効を構成生薬の薬能（古典的薬効）で説明できる。 Y-5-2-1
２．日本薬局方に収載されていない頻用漢方処方（麻黄湯や五苓散など）の適応となる証、症状や疾患について

例示して説明できる。
Y-5-2-2

３．漢方薬の剤形と特徴について説明できる。 Y-5-2-3

Ｅ3　薬物治療に役立つ情報

【１．情報源】　〔関連コアカリ：（1）２．〕

１．収集・評価した臨床研究論文を用いて、メタアナリシスを実施できる。（技能） Y-5-3-1
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【２．収集・評価・加工・提供・管理】　〔関連コアカリ：（1）３．〕

１．臨床上の問題を定式化し、その解決のための情報を収集・評価し、それに基づいて解決法を提案できる。
（技能）

Y-5-4-1

【３．生物統計】　〔関連コアカリ：（1）５．〕

１．多群間の差の検定（分散分析、多重比較）を実施できる。（技能） Y-5-5-1
２．主な多変量解析（ロジスティック回帰分析、重回帰分析など）の概要を説明し、実施できる。（知識・技能） Y-5-5-2
３．点推定と区間推定を実施できる。（技能） Y-5-5-3
４．研究計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化など）に配慮して、有効性や安全性を評価するための

臨床研究を立案できる。（技能）
Y-5-5-4

５．観察研究における交絡を制御するための計画上の技法（マッチングなど）、統計解析上の技法（層化など）
について説明できる。

Y-5-5-5

【４．特殊な患者】　〔関連コアカリ：（3）〕

１．胃ろう造設者、人工肛門造設者、気管切開患者における薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明で
きる。

Y-5-6-1

Ｅ4�薬の生体内運命

【１．TDM（Therapeutic�Drug�Monitoring）と投与設計】　〔関連コアカリ：（2）２．〕

１．薬物のタンパク結合、代謝および生体膜輸送の測定・解析結果に基づいて、薬物動態学的特徴を説明できる。
（知識・技能）

Y-5-7-1

２．2-コンパートメントモデルに基づいた薬物速度論解析ができる。（知識・技能） Y-5-7-2
３．非線形最小二乗法を用いた速度論パラメータの算出ができる。（知識・技能） Y-5-7-3
４．ベイジアン法やポピュレーションファーマコキネティクスの理論に基づいた投与設計ができる。（知識・技

能）
Y-5-7-4

５．生理学的薬物速度論モデルに基づく薬物濃度推移のシミュレーションができる。（知識・技能） Y-5-7-5

Ｅ5　製剤化のサイエンス

【１．製剤化】　〔関連コアカリ：（2）２．〕

１．代表的な製剤の処方を設計できる。（知識・技能） Y-5-8-1
２．単位操作を組み合わせて代表的な製剤を調製できる。（技能） Y-5-8-2
３．製剤に関連する代表的な試験法を実施し、製剤の物性を測定できる。（技能） Y-5-8-3
４．製剤の物性値から、製剤の品質を判定できる。（知識・技能） Y-5-8-4
５．製剤の物性測定に使用される装置の原理について説明できる。 Y-5-8-5

【２．生物学的同等性】　〔関連コアカリ：（2）３．〕

１．生物学的同等性のレギュレーションについて説明できる。 Y-5-9-1
２．異なる製剤処方間（先発品と後発品、開発途中の製剤処方変更など）の生物学的同等性を評価できる。（知

識・技能）
Y-5-9-2

Ｆ　薬学臨床
【１．臨床実習の基礎】　〔関連コアカリ：（1）３．〕

１．治験実施計画書の事前審査を体験する。（知識・技能・態度） Y-6-1-1
２．治験薬の処方監査、調剤、服薬指導を体験する。（知識・態度） Y-6-1-2
３．適正な治験の実施・管理を体験する。（知識・態度） Y-6-1-3

【２．医薬品の供給と管理】　〔関連コアカリ：（2）５．〕

１．院内製剤の調製を体験する。（技能・態度） Y-6-2-1
２．薬局製剤、漢方製剤の製造・調製を体験する。（技能・態度） Y-6-2-2
３．調製した製剤の品質試験を体験する。（技能、態度） Y-6-2-3

【３．患者情報の把握】　〔関連コアカリ：（3）１．〕

１．フィジカルアセスメントを実施し、薬学的判断に活かすことができる。（技能・態度） Y-6-3-1

【４．処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】　〔関連コアカリ：（3）３．〕

１．患者の栄養状態や体液量、電解質などの評価を基に適切な栄養療法や輸液療法を提案できる。（知識・態度） Y-6-4-1

【５．処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】〔関連コアカリ：（3）４．〕

１．薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定を体験する。（技
能）

Y-6-5-1

【６．移植医療における薬物療法】　〔関連コアカリ：（3）〕

１．移植（心・肝・腎・肺・骨髄・皮膚など）患者への薬物療法の設計を体験する。（技能・態度） Y-6-6-1

【７．専門領域で活動する薬剤師】　〔関連コアカリ：（3）〕

１．がん化学療法において専門的に対応する薬剤師の薬物療法を体験する。（技能・態度） Y-6-7-1
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２．精神科領域において専門的に対応する薬剤師の薬物療法を体験する。（技能・態度） Y-6-7-2
３．感染制御領域（ＨＩＶを含む）において専門的に対応する薬剤師の薬物療法を体験する。（技能・態度） Y-6-7-3
４．妊婦・授乳婦に専門的に対応する薬剤師の薬物療法を体験する。（技能・態度） Y-6-7-4
５．緩和ケア、終末期医療において専門的に対応する薬剤師の薬物療法を体験する。（技能・態度） Y-6-7-5
６．施設において専門領域（救急医療、腎臓病薬物療法、褥瘡治療、医薬品情報等）で活動する薬剤師業務を体

験する。（技能・態度）
Y-6-7-6

【８．在宅（訪問）医療・介護への参画】　〔関連コアカリ：（5）１．〕

１．在宅患者の病態や生理的特性、療養環境等を考慮し、より適切な薬物療法を提案できる。（知識・態度） Y-6-8-1

【９．地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への参画】　〔関連コアカリ：（5）２．〕

１．地域保健において専門的な領域で対応する薬剤師の活動（プライマリケア、サプリメントのアドバイス、糖
尿病療養指導、漢方医療、アンチドーピング活動等）を体験する。（技能・態度）

Y-6-9-1

【10．プライマリケア、セルフメディケーションの実践】　〔関連コアカリ：（5）３．〕

１．対応した来局者の病状や健康状態に関して、継続的な観察や指導を体験する。（技能・態度） Y-6-10-1

薬学実務実習に関するガイドラインは以下のURLよりご参照ください。

http://www.mext.go.jp/a_menu/01_d/08091815.htm
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香粧品科学（産学連携教育プログラム）……………… 389
構造有機化学…………………………………………… 382
個別化医療Ⅰ…………………………………………… 192
個別化医療Ⅱ…………………………………………… 235

サ
細胞工学………………………………………………… 385
細胞生物学………………………………………………… 94

シ
実践有機化学…………………………………………… 403
疾病と薬物治療Ⅰ……………………………………… 157
疾病と薬物治療Ⅱ……………………………………… 159
疾病と薬物治療Ⅲ……………………………………… 197
疾病と薬物治療Ⅳ……………………………………… 199
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数学Ⅰ……………………………………………………… 52
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生化学Ⅲ………………………………………………… 137

生化学実習……………………………………………… 476
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物理学……………………………………………………… 72
物理薬剤学……………………………………………… 150
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分析化学…………………………………………………… 82
分析化学実習…………………………………………… 463
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薬事関連法規と制度Ⅱ………………………………… 217
薬物送達学……………………………………………… 190
薬物動態学……………………………………………… 219
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臨床栄養学……………………………………………… 411
臨床推論Ⅰ……………………………………………… 223
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＜科目ページ等の閲覧方法について＞

　科目ページ、薬学教育モデル・コアカリキュラムとの関連コード一覧表等については、

　本学ホームページに掲載していますので、以下の方法で閲覧してください。

①PCで閲覧する場合

　本学ホームページにアクセス後、薬学部⇒教育活動⇒シラバスより閲覧可能です。

　閲覧の際には「2021年度」を選択し、閲覧してください。

　URL: https://syllabus.ps.toyaku.ac.jp/syllabus/index.php/students/index/

②スマートフォンで閲覧する場合

　以下のQRコードからアクセスしてください。

　※QRコードの読み取りがうまくいかない場合には①と同じ方法でアクセスしてください。


